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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ネルトリンゲンの空が割れていた。

　巨きよ大だいな質量と大きさが、円えん形けい都市の夜空を東と西に割っている。

　艦かん群ぐんだ。

　西にある戦せん艦かんの群は、黒く塗られた上で、改派プロテスタントの聖せい譜ふ型紋もん章しようをつけている。

　東にある戦艦の群は、白や月色に塗られ、旧派カトリツクの十じゆう字じ型紋章をつけている。

　二つの艦群は、正せい対たいし、しかし砲ほう門もんを開いていない。

　行われているのは、

「地上への部ぶ隊たいの搬はん出しゆつだ。──一つの街の攻こう防ぼう戦せんを考えた場合、そのための消しよう費ひ時間では艦かん隊たい戦せんの攻防など決けつ着ちやくが付く筈はずもない。

　特に、同じM. H. R. R.神聖ローマ帝国同士、戦せん術じゆつも設備もほぼ等しいからな。艦隊戦を行った場合、大体、同じ疲ひ弊へいをして終了となる。だから勝負は地上戦が主体。しかし──」

　言う声は、帽ぼう子しの鍔つばを上げて空を見上げていた巴ともえ御ご前ぜんだ。彼女は、縁えん台だいに置かれた盆ぼんの上から湯ゆ飲のみを手に取り、

「清せい酒しゆか？　場合によってはダメージ受けるのだよな、私」

「うちはM. H. R. R. だから独逸ドイツワインでありますよ。ええ」

　横、正せい座ざしているクリスティーナの言葉に、巴は湯飲みを意味も無く空に掲かかげた。

　半はん目めで見み透すかすように眺ながめて言うのは、

「無む理りに赤を持って来なかったのは評ひよう価かしよう」

　と、足音もなく、二人の後ろに侍じ女じよが立った。

　眼鏡めがねの自じ動どう人形。赤あか毛げの彼女は、膝ひざ着つきの上、頭を下げ、背の後ろから盆を取り出す。

　皿さらに並べられたものを見て、巴御前は口くち端はに笑みを作った。

「肴さかなのヤマドリ。塩に葱ねぎか。悪くない」

「──あ、有あり難がとう、御ご座ざいます」

　指を突き、その指で平へい伏ふくした身を後ろに下げる彼女を、クリスティーナが紹しよう介かいする。

「私の洗せん礼れいを担当した清きよ原はら・マリア、その襲しゆう名めい者しやとなる自動人形に御座います」

　言った彼女が、口に手を当てて小さく笑った。

「最近は、この子がいないと何も出来ないのでありますとも、ええ」

「──わ、私の料理の知ち識しきも何も、奥おく様さまから教わったものです」

　ほう、と巴御前はマリアの言葉に頷うなずいた。

「しかし、その身のこなし、元々は戦せん事じ用か」

　Ｔｅｓテスタメント．、とマリアが頷いた。

「兄あに王おうグスタフ様を守る事能あたわず、自じ害がいを望んだ処ところに、拾われました」





●






　巴ともえ御ご前ぜんは、こう思った。面白いな、と。

「自じ動どう人形の自じ害がいは一いつ瞬しゆんの筈はず。それをどうやって介かい入にゆうした、クリスティーナ」

「介入なんてしてはおりませぬよ？　ただ、総そう長ちようの通つう神しんリンクがいきなり切れたので、戦せん場じようの現状を知らせるよう、即そく座ざの通達を緊きん急きゆうで出しただけでありますとも。ええ」

「それは、現場の戦せん士し団だん全員に回った事だろう」

　Ｔｅｓテスタメント．、とマリアが頷うなずいた。

「戦場、中ちゆう枢すうたる兄あに王おう様が前線より突とつ出しゆつしてしまったのが死因。これは聖せい譜ふ記き述じゆつに等しいもので、敵側の判はん断だんの妙みようでした。但ただし、場所は前線、私は奥おく様さまに戦場の現状を伝えるに相応ふさわしいポジションにいる事を理解し、通達を返したのです。なので自じ害がいはキャンセルされました。

　以後、奥様には日々の事を話すように努めていますが、戦せん事じ用の自動人形にとって、常の時間は戦場であると、そう判はん断だんしたのは自己の弱さであろうと判断しています」

「いい判断だ。弱いもの程生き残れる」

　巴御前は言った。そして彼女は

「駒こま、天てん狗ぐ、鬼おに、──解わかるか？」

「義よし仲なか様、義よし経つね様、頼より朝とも様、ですね」

　クリスティーナの即そく答とうに、巴は頷いた。

「──強い者から死んだ。人形が人より下とは言わぬが、マリア、君は弱くあれ」

　巴御前はそう言って、空を見上げる事で話を区切る。後ろ手に焼き鳥の串くしを手にし、横よこ嚙がみで一気に肉を口に抜く。

「マリア、君、銃じゆうは不ふ得え手てか」

「さ、最近、知りました」

「成なる程ほど、だとすれば、君より弱い適任がいたのかもしれぬな」

　それは、

「──稲いな富どめ・祐すけ直なお。戦場に留とどまる事も出来ず、逃げ出した者だ。マリア、君が襲しゆう名めい出来なかったとなれば、自動人形以上の射しや撃げき正確性を持つ少年がいたという訳わけだ」

「巴御前、……また、彼の話でありますか？」

「何な故ぜ、そう死にたがる？」

「そう見えるのでいらっしゃいますね？」

「Ｔｅｓ．、──今、君の近くにいるのは、人形と死し霊りようだ」

　巴は、右足を掲かかげた。足の先は揺らぎ、実体がないが、

「ここにこれから来る者達は、そうではないというのに、君は既すでにここを幽かく世りよとしている」

「私が失うせれば、──欧おう州しゆう、反羽は柴しば、反皇こう帝てい勢せい力りよくは一つになるのでありますよ」

「今の君に、どれだけの実権があると？」

「だからこそ、でありますとも。ええ」

「聞こう」

　巴ともえ御ご前ぜんは待った。クリスティーナの仕方なさそうな笑えみが、言葉を続けるのを、だ。

　対するクリスティーナが、一つ、息を入れて、湯ゆ飲のみを口に傾け、

「忘れらようとしていたものが、その当てつけのように自じ害がいする。その時、責任を逃のがれるために、忘れようとしていた者達は、それを聖せい者じやなどと持ち上げるのですよ。ええ」

「だが、たとえば、──聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アークの時は、奪だつ還かん作さく戦せんを実じつ施ししたのだぞ」

「だから未いまだ、彼女は聖せい人じんになってはおりませぬ。まだ、忘れて良いかどうかが解わからないのでありましょう。ですけども……」

　クリスティーナが、言葉を庭に落とした。

「私はそうではありませぬ。私の喪そう失しつを、各かつ国こくは大たい義ぎ名めい分ぶんと出来る事でありましょう。それは反はん抗こうであり、結けつ託たくであり、策さく謀ぼうでありましょう。ええ、私の生前の時より、恐らくは多くの国が動く事になるのでありますとも、ええ。だからつまり……」

「つまり？」

「……巴御ご前ぜんイチオシの武蔵むさし。あれが為なし得ぬ事を、私は一人で出来るのでありますよ」

「何だ。──結局、君も、あの変な船が気になっているのか」

　だったら、と巴御前は、串くしの先せん端たんで帽ぼう子しの鍔つばを上げ、口くちの端はしを上げた。

「武蔵の話をしよう」

　掲かかげた鍔の裏側、小さな表示枠レルネンフイグーアがワイド型で展開している。彼女はそれを相手に見せ、

「今度は、情報を得ていないようだな。──武蔵勢ぜいが来るぞ。話によれば、長なが岡おか・忠ただ興おきを捕ほ虜りよにした上で、こちらに急行して来るという」

「──あらあら、それを仰おつしやるのでしたならば、羽は柴しば勢、P. A. Odaとて、対応出来るだけの相そう応おうの準備をしておりますとも。ええ」

　と、クリスティーナが、焼き鳥の盆ぼんを持ち上げた。

　何かそこに？　と巴が窺うかがうと、その裏には、やはり一枚の表示枠がある。

　眉まゆをひそめたこちらに対し、クリスティーナが目を細めて言う。

「今度も情報を得ておりませんね？　──現在、琵び琶わ湖こ安土あづちを出る航こう空くう戦せん艦かん・安土とは別に、こちらへと羽柴勢の援えん護ごが出るそうです」

「……君、今のタイミングでそれ話さなかったら、いつ言う気だったのだ？」

　面めん倒どうな女だ、と半はん目めを向けると、クリスティーナが小さく笑う。

「相応のタイミングで御ご座ざいますとも。ええ」

　彼女が笑いを止めない。そして懐かい紙しを添えた上で串を手に取る。

　丁てい寧ねいに一つを頂いただき、クリスティーナが告げた。

「──着ちやつ火か点てんとそのタイミング、武蔵むさし勢ぜいとは別に、羽は柴しば勢もまた、忘れるものではありませんでしょう。ええ」
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　清きよ正まさは、安土あづち内の廊下を歩いていた。

　浴よく場じようからの戻りだ。風ふ呂ろの中で蜂はち須す賀かから補ほ足そくの情報を得て、現状を理解した。そして脱だつ衣い場じように出ようとした時、

　……全く、あんな夢の事を思い出してしまうなんて。

　脱衣場に入ったら、福ふく島しまがいるような気がして。

　結局、蜂須賀が上がるまで待ち、一いつ緒しよに出る事にした。そこから自室に戻る途と中ちゆうだが、

「────」

　清正は、足を止めて吐と息いきした。

　心の中にあるのは、福島の事だ。

　昨夜、軽く寝る前に、変な光こう景けいを見てしまった。言葉を選んで言えば、

　……福島様が片かた桐ぎり君を男にしてやったというところでしょうか。

　それにしては両者の位い置ち関係が逆な気もするが、作業工こう程ていの流れというものもあろう。片桐君も風呂場で全ぜん裸らブリッジとか、特とく殊しゆな性せい癖へきがありますしね。

　それでまあ、自分は随ずい分ぶんと動どう転てんしてしまったものだが、

「……そこまでは、まあ、仕方のない事です」

　福島と片桐の両名に何があったかは知らないし、実際がどうであったかも解わからない。

　ただ、あれが誤ご解かいというか、本当は〝何も無かった〟という事であって欲しいと、そんな風ふうに考えている自分がいる。ともすれば、あれは噓うそだと、そう信じようとしている自分が、だ。

　困った。

　どうして他人同士の関係を、自分が否定しようとしているのか。

　大体、あの動転から、部屋に戻っての自分の泣き出した事とか、

　……馬ば鹿かみたいです。

　福島が、こちらを見てくれなかったと、トータルでまとめるとそれだけの事だ。まるで子供の嫉しつ妬とのようで、何でそんな事で泣くのか。

　だというのに、

「う……」

　ひょっとして、福島は、今までもこちらを見ていなかったのかもしれない。

　ただ単に、彼女の鷹おう揚ような部分を勘かん違ちがいしていたとしたら、怖こわい。横にいるだけで、福島としては普通の対応だったのに、自分が〝隣となりにいるべき〟と錯さつ覚かくしたのだとすれば、

　……私……。

「何を浮かれて、上から目め線せんみたいな事やってたんでしょう、その場合……」

　思い返すいろいろな事が、裏目の疑念を出して来る。そのたびに、〝かもしれない〟〝だとしたら〟などと、仮定の語ご尾びを重ねて誤ご魔ま化かしているのが情なさけない。

　自分のプライドがそんなに大だい事じか。

　ひょっとしたら、自分は、福ふく島しまに纏まとわり付いて甘えてただけなのかもしれないのに。

　迷めい惑わくだったろうか。でも、そうだとしたら、

「恥はずかしい……」

　清きよ正まさは、壁に背をついてこう思った。しっかりしないといけない、と。

　これからでも、自分の態度を改める方がいいと、清正はそのように自分を纏める。

　……落ち着きましょう。

　福島には、自分の知らない面がある。

　よく考えれば、普通の事だ。

　部屋だって一いつ緒しよじゃないのだ。四し六ろく時じ中ちゆう、べたべたしている訳わけでもない。そう、たとえば、朝に一緒のベッドで目覚めて、食堂ではなく自室で一緒の朝食を摂とって、一緒に着替えて軽く化け粧しようをして、どちらが部屋の鍵かぎを掛けるかをドアの前で相談して、夜は脱だつ衣い場じようで脚あしを──、

「……！」

　想そう像ぞうが行き過ぎたので、清正は抱えた桶おけで虚こ空くうを大きく搔かいて飛ばした。

　……な、何を考えてるんですか！

　大体、何な故ぜに朝部屋を出たら夜の脱衣場に飛ぶのか。

　もうちょっと間に大事な事があるでしょう。大切なのは経過です。

「──い、いえ、そうではなくて」

　と、清正が肩を落とした時だった。不ふ意いに清正は影を感じた。

　……え？

　ここは安土あづち内部。通路は天てん井じように明かりを用意されており、影が降るという事は無い筈はずだ。

　だが、清正は、陰いん影えいの中にいる自分を悟さとった。

　……これは──。

　知っている。何が原因なのか、自分は解わかっている。だが、目の前にまず見えたのは、

「……パンツ？」

　身長一七〇はある自分の視線の先に見えるのは、白の女子夏服の股こ間かんだった。

　と、慌あわてた動きで、目の前にある両りよう腿ももが少し閉じる。

　警けい戒かいされたのか、恥はずかしかったのか。

　清正が、相手を確かめるために視線を上げると、当然のようにこちらの頭ず上じようには大きな立体があった。自分も大きいという自覚があるが、こちらは更さらに上だ。

　そしてその向こう、天井間ま際ぎわに白の長ちよう髪はつを頂いただいた顔がある。

　超ちよう長身。三メートル超級の身長をもった女子制せい服ふくの姿すがたが、そこにいた。
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　清きよ正まさは相手を見上げた。

　こちらの視線の先、天てん井じよう間ま際ぎわの高さからこちらを見ているのは、

「お、お初に会えて光こう栄えいです？　えーと、あの」

　小さな声に、清正は頷うなずいた。

　彼女。この長身の持ち主は、可か児にと同じく自分達のフォロー役なのだ。それは、

「三みつ成なりさんの援えん護ごに向かわれるのですね？」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．……！　いきなり呼こ集しゆうがあったです。で、機き動どう殻かくの調ちよう整せいもまだなんですけど、それで、えーと、あの、挨あい拶さつに来た訳わけです？」

　そこまで言って、彼女は右の手を軽く掲かかげた。欧おう州しゆう式の敬けい礼れいだ。だが、頭が既すでに天井に掛かっているような姿だ。当然のように腕は伸びない。

　しかしそれでも、肘ひじの位置がこちらの頭ず上じようを軽く越えた。まるで上から抱き押さえられるような感覚を得て、清正は逆に相手に近付く事を選択。すると、

「あの、えーとですね」

　あ、と清正は気付いた。相手の胸の下。死し角かくに自分が入ってしまっている。

　だから少々思し案あんしたが、清正は相手の胸下から下がる。彼女から距離をとるような動きに、何となくの後ろめたさを感じるが、

「ど、どうも有あり難がとう御ご座ざいますです。天井低くて、見えないところに入られると、膝ひざを曲げなきゃいけない時、当ててしまうかもですよ？」

　心しん底そこ安あん堵どしたような声に、清正は頷きを見せた。

　そしてようやくに、清正は彼女と視線を真まっ直すぐ合わせ、

「三みつ成なり様を御お願ねがいします。──島しま・左さ近こん様」
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　名を呼ばれ、左近は頷いた。戻す頭が天井に当たるが、構わない。

「期待に、応こたえられるといいですよう。あ、でも」

　左近は、清正に問うた。

「どうして私が、島・左近だと解わかったんです？」

　疑問の先、清正が、え？　と小さな声を作る。そして、

「聞いていた通りの御お姿すがたですから。左近様」

　そうなんです？　と左近は頷いた。

　自分の身長が、やはり特とく徴ちようという事だろう。ただ、自分と同じ超長身だとすれば、巨きよ人じん族ぞくなどもM. H. R. R.神聖ローマ帝国にはいる。だから左さ近こんは、

「いやあ、よくある姿すがたですよう清きよ正まさ様。勘かん違ちがいされず、良かったですよー」

　言うと、清正が笑えみで頷うなずいた。そして、今度は向こうが、

「左近様？　あのう、聖せい譜ふ記き述じゆつで言えば、左近様の方が年ねん齢れいも上なので、私を清正〝様〟とするのは少し避けて頂いただいた方が……」

「いえいえいえ、だって、あの、私、中ちゆう等とう部ぶ三年ですよ？」

「ですけど、……私達より実際に年上ですよね？」

　確かに。少しの観念を自覚しつつ、左近は言った。

「二十歳はたちですよう……」

　恥はずかしい。赤せき面めんを自覚するが、俯うつむくと下から見える。でも上を向くには天てん井じようが低い。

　やだなあですよ。

　二十歳で中等部三年。五年ダブりに見えるが、ちょっと事情があって就しゆう学がくが遅れたのだ。でも一年の時から襲しゆう名めいは待たい望ぼうされていて、クラスの皆は今でも優しいし、頼ってくれる。

　学はないけど、年上で、五年間分の知ち識しき差さや経けい験けん差はあるのだ。

　クラスの女子と買い物に行ったりすれば、自分はなるべく後からついていく形で、歩幅を小さく保つのも結けつ構こう大変。

　誰だれか友人を見つけた時も、ふらりと近付いてはいけない。
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　そうすると必ず相手をビックリさせる。

　そうなると自分が辛つらい。

　あの、と声を掛けるのは、自じ衛えいだ。二十歳はたちでそれですよー、と思ってしまうと哀かなしくなるけど、体が大きい分だけ、地声もデカいのだ。二十歳の気き遣づかいとして小声はありなんです？

　でも、周囲の皆とは何だかんだで五歳さい差だ。姉か何かのつもりでいなければ。更さらに言うと、今、目の前の相手は三歳差の筈はずだが、

「で、ですけど、清きよ正まさ、なんて呼びつけには出来ませんですよう」

　キャリアも何も無い自分だ。本日、ネルトリンゲンが初うい陣じんとなる。

　その事は向こうも理解しているのだろう。故ゆえに清正が、顎あごに手を当て、

「では、私の事は学年として〝先せん輩ぱい〟で御お願ねがいします。私の方は、年齢として〝左さ近こん様〟とお呼びしますので」

　それは解わかりやすい。

　……流石さすがは清正様！　──じゃなくて先輩ですよ！

　心の中で訂てい正せいの上で、同意をしようとする。だが、

「あっ、はいっはいですよー」

　上ずってしまうのが情なさけない。でも、

「せ、先輩と、そう馴なれ馴なれしく言って、いいんでしょう、です？」

「可か児に様達にもそう呼ばれてますから」

　凄すごい名前がまた出てきた。

　管かん区くとしては二つ程横の地ち域いきにいる高こう等とう部ぶ一年生の地元襲しゆう名めい者しや集団。その中での戦せん闘とう系けいが可児だ。既すでに関かん東とうでは総そう長ちようクラスを相手に同等の戦せん績せきを誇っていると聞く。

「いやあ……、そんな人達とは比較に……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。貴女あなたは、三みつ成なり様が認められた方ですから。三成様は、情報などに聡さとい方ですので、間違いは無いと思います。ただ──」

　清正が言葉を作った。

「ただ、──情報では、心までは見えません」
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　告げられた言葉に、左近は自分の身が緊かたくなるのを感じた。

　図ず星ぼしだ。

　自分のメンタルは、どう考えても戦せん場じよう向むきではないと、そう思う。他人に気を遣つかってばかりの時間を過ごしてきたし、それはこれからも同じだと感じるからだ。

　そして自分は、確信に近い疑念を持っている。それは、

「三成様は、……私を能力だけで選んだんですよう」

　だけど、

「そんな私でも、役に立てるんです？」

　問うた先、即そく答とうが来た。清きよ正まさが、笑えみでこう応じたのだ。

「能力無しで選ばれる人はいませんよ」

「────」

　当然と言えば当然。だから、というように、清正が言葉を重ねてきた。

「襲しゆう名めい者しやになるには、基本、本人の同意が必要です。今のP. A. OdaもM. H. R. R.神聖ローマ帝国も、強制を為なすような襲名状況ではありません。ならば貴女あなたは、どのような思いで、襲名を？」

「あ、えーと、それは、その……」

　左さ近こんは、赤せき面めんばかりの頰ほおに右の手を当てる。

「羽は柴しば様の広こう報ほう役を通して、三みつ成なり様からの通神文メールが、うちの学校に来て……。私、その一回目は、冗じよう談だんだと思って、先生に、確かく認にんして貰もらって」

「二回目は？」

「Ｔｅｓテスタメント．、に、二回目は、怖おそれ多いし、戦うのは怖こわいと、そう思って辞じ退たいしたんですよー」

　思い出すのは、教きよう員いん室で慌あわてて首を横に振っている自分だ。

　放ほう課か後ご。友人達が廊下で待って気にしている気け配はいを感じながら、自分は断ったのだ。

　人を傷つけるなど、とんでもない。

　図ずう体たいの大きな形で、もし他人に迷めい惑わくを掛ければ、どうなるか。

　以後はずっと、後ろめたくて、等しい存在として見られなくなる。

　大体、普段からそうなのだ。

　誰だれかに迂う闊かつに近付いて驚かせてしまう事や、何もせずとも見上げて逃げていく子供達。

　身を屈かがめて手を伸ばしても逃げていく犬や猫ねこ達。

　迷惑を掛けていなくて、それだ。

　それでいて、皆は、驚くとこう言う。「ごめんなさい」と。

　謝らなくていいんです。

　でも、そんな反応が、もっともっと大きなレベルで生じるという恐きよう怖ふ感に対し、担たん任にんは、

「敵と、そう言える対たい象しようを相手だ。君のする事には、国家の正義も証しよう明めいされるし、歴史再さい現げんの名めい目もくもつく。それは怖さへの盾たてにならないか？」

　と言う担任の言葉にやはり首を横に振ったのは、敵や味み方かたとか、そういうもの以前に、

「生せい理り的に、嫌いやなんですよう」

　何かを傷つけたり、壊こわすのは、怖い。何な故ぜなら、

「────」

　と、左近は、意い識しきを外に戻した。

　目の前に清正がいて、笑みを向けている。そして彼女は、問うてきた。

「……確かに、戦うのは、怖こわい事ですよね？　他を傷つけたり、壊こわすのも、自分がそれをして良いのか、赦ゆるされるのか、と、そんな事が、建たて前まえよりも先に感情で立つものです」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．、そうですよ。そうですよー」

　だとしたら、と清きよ正まさが間を作る言葉を置いた。そして彼女は、

「──貴女あなたが好きなのは、何ですか？」

　疑問された瞬しゆん間かん。答えは、言葉ではなく、イメージが先に来た。

　自分の好きなもの。不ふ思し議ぎな事に〝物〟ではなく〝もの〟が来た。

　それは、友人達との帰り道。

　自然公園で芝しばに座ってぼうっとしていると、寄ってくる小鳥や狐きつね達。

　慣れた店てん主しゆ達との、受け答えをしながらの買い物も──、

「──三回目もあったんですよね？」

　清正が、不ふ意いの問いかけを送って来た。

　……あ。

　自分の中にあるイメージを断ち切られたが、追い詰めかけていたような思し考こうは消えた。三度目の要よう請せいの時。当時の事を、プレッシャーよりも、良い記き憶おくとして左さ近こんは思い出す。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　左近は己おのれの胸に手を当てて言った。

「三みつ成なり様が、表示枠レルネンフイグーアの中ではありましたが、実際に訪ねてきたんですよう」
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　得とく心しん、という言葉を清正は思った。

　左近が言っているのは、三成がまだ製せい作さく中の時期の事だ。それも、姿すがたを見せて話が出来るようになったとしたら、数ヶ月以内と言っていい。

　自分達は、島しま・左近の襲しゆう名めいを学内の報告として知るものだが、

　……流石さすが、お堅いですね、三成様は。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、島・左近は文ぶん武ぶに秀ひいでた武ぶ将しようだ。

　元は井い筒づつ家けなどの重じゆう臣しんであったが、反そりの合わない事から辞じし、自分がいるべき時代ではなくなったと、隠いん棲せいをしてしまう。

　それを、三さん顧この礼れいで迎えたのが三成だ。最終的には、自分の禄ろく高だかの半分を与えてもいい、と左近を欲する意い思しを見せ、左近は以後、三成にのみ忠ちゆう誠せいを誓ちかう。

　三成は情報体たいであるがゆえ、その製作に時間が掛かった。羽柴が製作と調ちよう整せいを担当したが、デビューは昨日きのうの備び中ちゆう高たか松まつ城じよう戦だ。

　このペースでは、島・左近を得たとしても、戦せん闘とうなどの経験を積ませる事が難しい。

　だから、三成は事前に動いたのだろう。

　……結けつ構こう、おっかなびっくりで振る舞っているところのある子かと思いましたが。

　姿し形けいデータが出来た時点で左さ近こんに面会したとなると、決けつ断だん力がある。

　小しよう心しん者ものの決断力、と言うと悪いようだが、礼れいを重ねた。

　自分でもそうするだろう、と清きよ正まさは思った。

　更さらにこの島しま・左近。彼女を猛もう将しようとするべき武ぶ装そうが、用意されているのも確かなのだ。

　石いし田だ・三みつ成なりは、後の時代に羽は柴しば勢ぜいを率ひきいる存在だ。そのような者の刃やいばで有り、盾たてでもある武ぶ将しようがどれ程の者か、清正は興きよう味みを持つ。

　きっと彼女は、ネルトリンゲンの戦いで、己おのれの実力を示すだろう。

　どのような結果でも、きっとそれは、三成の未来を支えるものだ。

　そして清正は、告げた。

「三成様は、──良い未来を選択しようと、そう思ったのですね」
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　左近は、清正の言葉の意味に、小さな疑問を得た。

　……未来、です？

　自分は、三成の武ぶ器きのようなもの。あるかないか定かではないような、そんな実力を認めてくれたのが三成だと、そういう自覚はある。だけど、

　……どうです？

「──そういう御自覚は、ありませんか？」

「え？　あー、まあ、ちょっと不ふ意い打うちですよう」

「三成様は、でも、貴女あなたに期待されていると思いますよ」

　その辺りはどうなのか、よく解わからないです？　だけど、

　……きっと、いい人ですよう、三成様の周辺の方達は。

　三成だけではなく、こちらの事も気き遣づかってくれる。

「良かったですよう」

「？　何がですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、竹たけ中なか様に挨あい拶さつしたら、清正様に会っておいた方がいいと言われて人ひと伝づてに来たんですが、お話し出来て良かったです。いろいろ、スッキリしましたですよ」

「それは幸いでした。──お互い、これから道を同じくしますし、頑がん張ばりましょう」

　はいですよ、と一いち礼れいすると、足あし下もとが揺れた。清正が辺りを見回し、

「そろそろ、重力加か速そく航こう行こうを全開するようですね。左近様、貴女は──」

「Ｔｅｓ．、重力加速の反はん力りよくをカタパルトとして、安土あづちが艦かん尾びをM. H. R. R.神聖ローマ帝国側に振った時に輸ゆ送そう艦かんを撃うち出すそうです？　私は、それに乗っていく形で」

「だったら、急いだ方が良いですね。……暫しばらく安土に乗っていると武蔵むさしとすれ違うと思いますが、左さ近こん様は現地で見る事になりますね」

　武蔵むさしの存在は、自分もよく知っている。襲しゆう名めい前から、貿ぼう易えきをしている姿すがたを遠くに見る事があったし、最近ではその動静をP. A. OdaでもM. H. R. R.神聖ローマ帝国でも注ちゆう視ししている。

「どんな相手なんです？」

　先さき程ほどと同じ上下差をもって問うこちらに対し、清きよ正まさが笑えみで言った。

「──厄やつ介かいな相手ですよ。私達の、最大の敵として」
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「さあ、厄介な時間だ！　皆、休きゆう息そくに急げ！」

　響ひびく正まさ純ずみの声に、並ぶ布ふ団とんの上に座っている女おんな衆しゆうが頷うなずいた。

　場所は鈴すずの湯ゆ屋やの脱だつ衣い場じよう。壁かべ際ぎわには武蔵むさしの運うん航こう状態を映す大型の表示枠サインフレームを置き、里さと見みから戻ってきた皆が布団の上に位置を決める。

　だが、その中央、既すでに寝ている者がいた。

　ホライゾンだ。

　彼女の足あし下もと側、革かわ袋ぶくろに氷こおりを詰めて氷枕まくらにしたアデーレが、布団をメイクしつつ首を傾かしげた。彼女は、床に伏しながら直立姿し勢せいで目を開けているホライゾンを眺ながめ、

「ひょっとして、自分達、副ふく王おうを放ほう置ちで行きましたか？」

「いえ、トーリ君から、ヨシナオ教きよう頭とうに護ご衛えいを回すように言ってましたから大だい丈じよう夫ぶですよ」

　浅間の言葉とミトツダイラの頷うなずきに、アデーレは、ふうん、と首を下に振る。

　……多分、総そう長ちようから相談あって、浅間さんや第五特とく務むが手て配はいしたんでしょーねー……。

・奥多摩：『Ｊｕｄジヤツジ．、ヨシナオ様の依頼により、私共が護衛についていました。──以上』

　表示枠が来るのと同じタイミングで、ホライゾンの横で右腕うでと左腕が手首を上げた。

　左右を見回すように、水平にした手の平を回す両腕に、皆が軽く手を挙げる。

「正直、この両腕があれば大丈夫じゃない？　スニーキングとグラップルは結けつ構こうなものよね」

　言うナルゼの視線の先、ホライゾンの周囲に、幾いくつも表示枠が現れては消えていく。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの初期化ですかね」

「ええ、こちらにもそういう情報が来ています」

　と応じたのは、手元に表示枠を広げていた浅間だ。ハナミが貼はり付くようにして幾つもの表ひよう示じを切り替えている表示枠だが、時とき折おりに〝当たり〟があるのか、画面の写しを保存している。

「どんな感じなんです？」

「はい、ホライゾンとしても、流石さすがに二つ一気は面めん倒どうなようです」

「……面倒？」

　全員で反応すると、ハナミが表示枠をこちらに向けた。そこには、幾つものブロックと、それを結ぶ線が描かれているのだが、

「……何か、二つ、えらく迂う回かいしたり、突とつ発ぱつ的に太いのが接続されたりしてないかな？」

「……そうね。言葉にすると〝あー面めん倒どくせえ、一気にやっかあ〟かしら」

「ホライゾンのＯＳ、な、何か、凄すごい？」

「鈴すずさん……、自分思うに、何かが凄いんじゃなくて、凄い何かですよコレ」

　ただ、と浅あさ間まが一ひと息いきをつく。

「両腕うでがあると、そっちにＯＳの処しよ理りを食われるので、軽けい減げん措そ置ちとして一時パージを保っているようですね。脚きやく部ぶなどは燃ねん料りよう系けいのプール機き能のうもあるようなので接続状態ですが」

　浅間が苦く笑しようした。

「ホライゾンがこうして観測の機き会かいを与えてくれるんで、ようやく色々な仕し様ようが見えて来ました。これは大罪武装ロイズモイ・オプロの仕様とも言える部分ですが──。どうします？」

　と、浅間が正まさ純ずみを見た。

「聞きます？」

「休きゆう息そく時間はどのくらい削けずれる？　──安土あづちとニアミスする際、一度起きておきたいんだ」

「あ、そう言うと思って、圧あつ縮しゆく睡すい眠みん術じゆつ式しきの調ちよう整せいは済ませてます」

「では聞こう」

　はい、と浅間が頷うなずいた。そして彼女は手元に一枚の表示枠サインフレームを出し、

「大罪武装は、恐らくですが、感情呼こ応おう型の武ぶ装そうだと思います」
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　大罪武装ロイズモイ・オプロに対する見けん解かい。それについて、浅あさ間まは、言葉を選びながら口を動かした。

　……後で、ホライゾンに説明しないといけませんからね。

　今、ここで話すのはラフ。正式を本人宛あてとしているが、

「……手首が頷うなずいているわよ？」

　ナルゼの言葉通り、左右の手首が、言葉を催さい促そくするように頷いている。だから、

「まず、大罪武装が使用を許可させる相手というのは、その要素を持っているよりも、それを戒いましめたり、拒否する思いが強い人なんじゃないかと、そう思います」

「どうしてそう言えるのかな？」

「使用の際、同どう調ちよう性と拒きよ否ひ性が同時に起きてるように見えるからです」

　つまり、と浅間は前置きした。手元にホライゾンの大罪武装発はつ射しや時じの流りゆう体たい情報を広げ、

「メアリなど、感情が見える人には解わかると思うんですけど、大罪武装を使う人は使用時に該がい当とうする大たい罪ざいを否定する思いを持っているんです」

「つまり浅間？　悲ひ嘆たんしたくないと思うと、宗むね茂しげ砲ほうが撃うてるって事？」

「はい。──考えてみれば、栄光丸レーニヨ・ユニートの撃げき沈ちんの時や、ムネオさんの発射時とか、そうですよね。

　ここで終わりになるのが嫌いやだとか、ここで失敗すれば皆が敗はい北ぼくするとか、そういう思いがありながら発射してます」

　ナルゼが右手を挙げた。はい、と促うながすと、彼女は無表情に、

「でも当たらないわよ」
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　夜の下。森の中にて大おお久く保ぼ達と合流した誾ぎんは、加か納のうの呼びかけを聞いていた。

「立たち花ばな・誾様、武蔵むさしの方から通神文メールで〝ムネオ気にすんな、明あ日すがある〟と」

「ま、またあの連れん中ちゆうは勝かつ手てなストーリーを……！」

「ははは誾さん、大だい丈じよう夫ぶですよ、確かに明日はありますから。──悪い事は昨日きのうにおいて、いい明日を誾さんと、という事でしょう」

「私を巻き込むとあまりよくなりませんよ？」

「努力のし甲が斐いがありますね」

　言われ、誾は吐と息いきで肩を落とした。武蔵に来てから嘆たん息そくしてばかりです、と思いながら、

「加納様、返答して置いて下さい。〝別に、日々、文もん句くない生活です〟と」
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「とりあえず立花さんとこのメンタルは大丈夫なようですね」

　浅あさ間まが、ふんふん、と頷うなずきながら作った言葉に、アデーレがしみじみとした口く調ちようで言う。

「……あれ、もはや鋼こう鉄てつのメンタルですよね。どのレベルの賢鉱石オレイ・メタロなんだって」

「フフ、嫁よめを得るためにどんだけ不ふ屈くつを強いられたか考えると、一度や二度の失敗なんて軽いものなのよ」

　成なる程ほど、とメアリが感心したように言った。

「見習いたいものですね」

　彼女は頰ほおに手を当て、ふう、と吐と息いきを一つ。そして、

「うちは、点てん蔵ぞう様がちんこ勝負でおちんこでてるくらいで、あたふたしてしまいますし」

「そりゃあするよ……！」

　皆でツッコミを入れると、メアリが眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せる。そして彼女は、

「有あり難がとう御ご座ざいます。あ、でも……」

「何？　聞かせて」

　ナルゼが空中にペンを構えた。するとメアリが、両の頰に手を当て、

「こ、ここだけの話ですよ？」

「……うんうん、ここだけここだけ」

　皆で前傾にならざるを得ない。すると赤せき面めんのメアリが、左右に顎あごを振りながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──さっき、点蔵様を治ち療りよう中、ようやく御顔をチラっと見る事が出来たんです。そしたら私の作ったマフラーをちゃんと身に着けていらして、照れてしまうんですけど、私、治療中にそんな事思って、はしたない、って……」

　前に倒れかけたナルゼが、空中に歪ゆがんだ直線を長く描いた。
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　夜の中、男子脱だつ衣い場じようで、布ふ団とんのメイクを終えた点蔵は表示枠サインフレームから女子勢ぜいの言葉を聞いた。

『よかったねテンゾー！　後先考えてないけど！』

『アンタの顔ってひょっとしてマフラー？』

『点蔵君、情報端スレツド８０００超えおめでとう御座います』

「な、何で御座るか皆して唐とう突とつに！」

「おーいテンゾー、オメエのゲコドスのサブキャラだけど、どうする？　巨きよ乳にゆう装備素材を搔かき集める東とう海かいルート、これから回るか？」

「Ｊｕｄ．、メアリ殿どのが万まんが一いち興きよう味みを持たれた場合、備えておかねばならんで御座るし！」

　ゲームの用意をしつつ、ともあれ点蔵はメアリに返答をしておく。
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「〝メアリ殿、ネルトリンゲンでも宜よろしく頼むで御座る〟ですって……」

　はあ、と吐と息いきして表示枠サインフレームを胸に抱くメアリを見ていると、浅あさ間まはこう思う。

　……やはり、欧おう州しゆう系けいの人達はオープンですよね……。

　自分など、どうだろうか。否いや、よく考えたら彼から来た通神文メールなどは専用の情報封フオルダに自動で送るようにしてしまっている。これは特別扱いなのだろうか。でも更さらによく考えたら喜き美みのもミトのもそうしてますし、あ、でもトーリ君のは〝最優先〟って書いてますけど、これ、そうしないと実害が出るからですし。ああ、でもこれもまた蓋ふたなのかもしれませんし──。

「智！　智！　さっきから何を考え込んでますの!?」

「──あ、いえいえ、こっちの事で」

　で、と浅間は話を繫つないだ。

「……大罪武装ロイズモイ・オプロですが、発はつ動どう時における使用者との同どう調ちよう性は、どちらかというと使用者側は拒否性の方が高く、大罪武装側では同調しているんですね」

「フフ、それってつまり、大罪武装が〝アンタの言いたい事、よく解わかるわよ〟ってやってるって事？」

「……でも、そうだとしたら、皮ひ肉にくな話ではありませんの？　大罪武装は、使用者が自分の事を嫌きらってると、そう思いながら、その力を発はつ揮きしてますのよね」

「そうですね。現状、これを〝九つの大たい罪ざい〟と考えた場合──」

　浅間はちょっと考える。自分は神しん道とうだが、大罪の概がい念ねんは旧派カトリツクの事なのだ。

　……どこら辺まで、私が見けん解かいを述べていいもんですかねー……。

　まあいいですか、と浅間は、しかしそう思った。

　……この辺り、藤ふじ原わらの泰やす衡ひらさん相手に、トーリ君からフォロー貰もらったりしましたしね。

　神道アバウトなんで、と浅間は内ない心しんで結論し、言葉を繫つなげた。

「現状、大罪武装は、使用者の大罪に対する忌き避ひ感を原動力に、相手に大罪の恐ろしさを教え込むような武ぶ装そうなんです」
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　ナルゼは、浅間の言葉に、幾いくつかの結論と幾つかの疑問を得た。

　……大罪の恐ろしさ、ねえ……。

「要するに、──説せつ教きよう武装？」

「あー、そういう言い方、結けつ構こう合ってるかもしれません」

　左腕うでと右腕が拍はく手しゆをするのに合わせて、皆がそれなりの拍手をナルゼに送る。

・未熟者：『一応聞いてるけど、……それだと、拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアって、タチ悪くないかい？』

・眼　鏡：『作家に嫌いや味み言うと、それを燃ねん料りように倍になって返ってくるってだけだよ。何だい君は、思い当たる節ふしがあるような口く調ちようで』

・未熟者：『き、君の事だよ！　君の！』

・眼　鏡：『何言ってるんだい。僕はもうあんなもの無くても、嫌いや味みには自分で相そう応おうの返しをする』

・未熟者：『駄だ目めだろそれじゃ！』

　いや、とシェイクスピアが言った。

・眼　鏡：『うちは、トップがそういう方針だから』
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「じょ、女じよ王おう陛へい下か！　ききき貴き族ぞくどもが不法蓄ちく財ざいの荘しよう園えんを没ぼつ収しゆうするなら、この前陛下が酔よっ払って街の一角に王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを突き立てたスキャンダルをバラすと！」

「フ、馬ば鹿かか、あの特とつ権けん階級ども。おい、ジョンソン、暇ひまだったら麾き下かつれて付いてこい！　これからやつらの所しよ轄かつで飲むぞ！　私が王賜剣エクスカリバーを突き立てたら、そこは英国の刃やいばが認めた私の土地だ！　あと、武蔵むさしの忍にん者じや情報端スレツドを回しておけ！」

「Lady！」

　ジョンソンが床の堅さを足裏で確かめながら妖よう精せい女王に問うた。

「──一応聞いておくが、土地を没収されない方法はあるのかね!?」

　妖精女王が指を鳴らすとジョンソンの真ま下したの床に穴が開いて、詩人が落ちていった。

「Ah──……」

「没収は絶対なので迂う闊かつな事は言わないのが正解だジョンソン。──あと、武蔵の忍者情報端を回しておけ」

「へへへ陛下、もし連れん中ちゆうが慌あわてて〝女王陛下への服ふく従じゆうを〟と言って来た場合は!?」

　ハ、と上着を肩に掛けて妖精女王が言う。

「その時は服従の証あかしに土地を没収するだけだ。一応、順番は最後にまわしてやっても良い。あと、その場合も武蔵の忍者情報端を回しておけ！」

「ＴｅｔｅｔｅｔｅテＴｅｓテスタメント．……！　仰おおせの通りに、常に情報端はままま回します……！」
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「……ガっちゃん、何かテンゾーの情報端がまた回ってる」

「何か時たまあるわねえ……。別に私達、仕込んでないのに」

　とナルゼが首を傾かしげる向こう。浅あさ間まが顎あごに手を当て、神じん社じや関係のインフラをチェックする。

「うーん、何だか海外からのアクセスが多いですね。IZUMO経けい由ゆですし、別に一いつ般ぱん部分なので規き制せいしてませんけど」

　うーん、と首を傾げる浅間に、ミトツダイラが声を掛ける。

・銀　狼：『でも、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロが説せつ教きよう系けい……、つまり感情呼こ応おう型、というのが解わかった上で、智ともにとって、何かまだ不明な部分はあるんですの？』

　そうね、とナルゼが手て指ゆびの中でペンを回した。

「感情呼こ応おう型の説せつ教きよう武ぶ装そう。──でも、大たい罪ざいの恐ろしさを教えるような効果があるとしても、それって結局、物理的に置き換えてるだけよね？　だったら……」

　ナルゼは疑問した。

「大罪武装ロイズモイ・オプロを集めたら末まつ世せを解決出来るかも知れない、って、元もと信のぶ公こうが言ってたのは、要するに武ぶ力りよくで世界征せい服ふくし、皆で解決の道を探せという事かしら？」
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　浅あさ間まは、ナルゼの質問に右の手を挙げた。

「そこで、現在、ちょっと不明な処ところがあるんです」

　浅間は、ミトツダイラに視線を移す。先さき程ほどから、武蔵むさしの騎き士しは、自分が王に抱えられて運ばれてる画が像ぞうを表示枠サインフレームの待ち受けにしようと加工しているようだが、

「ミト？」

「え!?　あ、何ですの!?」

　とりあえず加工とデコ系けいの極きよく東とう画がツールを通つう神しんで送って置く。その上で、

「大罪武装についてですが、ミトや喜き美みは憶おぼえてませんか？　以前にホライゾンが言っていた、──嫉妬フトーノスが、既すでに起き動どうしている、って」

「……確かに、ありましたわね」

　ならば、と浅間は、一枚の表示枠を出した。それは、

「大罪武装の同どう調ちようと、出力の関係です。ホライゾンの通神とか管理出来るようになってから、ホライゾンが突とつ発ぱつ的に大罪武装をぶちかますのを記録してたんです。大たい概がい外れましたけど」

　何な故ぜか皆が無む言ごんで俯うつむいたが、気にしない事にする。

　このネタの担当である立たち花ばな夫ふ妻さいに連れん絡らくしようかとも思ったが、先さき程ほども要いらん一ひと言ことを送ったばかりだ。少し間を空あけた方がいいだろうと浅間は判はん断だんする。そして、

「──で、さっきの話の通りなんですが、基本、大罪武装はホライゾンの意い思しとのリンクを持っています。武ぶ装そう面で見ると、確かにホライゾンが言った通り、各大罪武装を所持した際の追加奏塡インストールが、こんな感じでホライゾンの嫉妬の下に入ってるんですね」

　見せるのは、横長に書かれた〝嫉妬〟という文字と、その下に並ぶ八大罪の武装の並びだ。

　八大罪の武装は、まだ所持が得られていない淫蕩ポルネイアと嫌気アーケデイア、飽食ガストリマルジア以外は、嫉妬とのリンクを示すラインが引かれている。五本のライン。それを見たナイトが、珍めずらしく眉まゆをひそめ、

「それって、大罪武装の統御ＯＳである〝嫉妬〟の下に、八大罪が入って、既に五つ分は統とう御ぎよのリンクを得てるって事？」

　良いところを突いて来ている。だが、と浅間は思った。

「ナイト、──私が今、これが何についてのものだと言ったか、憶おぼえてます？」

「え？　そりゃあ、武ぶ装そう面で……」

　と、そこまで言ったナイトが、言葉を止めた。

　彼女の沈ちん黙もくに、は？　とアデーレが、訳わけの解わかっていない周囲確かく認にんをする。

「……説せつ教きよう武装の統とう御ぎよと、浅あさ間まさんのリンク概がい要よう図ずの、何か関係があるんですか？」

「浅間神じん社じや代表はそのリンク概要図を〝武装面〟と言ったのよ」

　成なる実みが、こちらの手元の表示枠サインフレームを見て、言葉を刻むように言った。

「大罪武装ロイズモイ・オプロは、武蔵むさしの姫ひめの感情。浅間神社代表の示す概要図が、武装のリンクだとしたならば、──感情としては、現状、どうなの？」

　成なる実みが、目つきを鋭くして、こう言った。

「現状の大罪武装は副ふく王おうが使える以上、嫉妬フトーノスの統御下にあるわ。でもそれ以外に、感情面で何かがあると言うの？」

　連続する問い掛けに、浅間は真まっ直すぐにこう応じた。

「──解わかりません。これは恐らく、元もと信のぶ公こうも与あずかり知らぬ部分だからです」
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　え？　とアデーレは思った。

「元信公も与り知らないって、……自じ動どう人形としての副王の身体からだやＯＳは、元信公が作った訳ですよね？」

　右腕うでと左腕が、お互いの手先を向き合わせ、ややあってから手首を傾かしげた。段々と表現の意味が伝わるようになってきてる気がするが、人類史上初の意い思し疎そ通つうな気もする。が、

「成実の言う通り、大罪武装は、現状、ホライゾンの嫉妬の統御下にあり、拒否感情に同どう調ちようして発はつ射しやされてます。細かい事を言うと、ホライゾンが初接続した際、大罪武装側から感情の解放もしくは奏塡インストールがなされ、大罪武装側の感情ストックが消えるみたいです。

　だから、ホライゾンは他の人よりも強い感情のリンクがあるので、リミッターを解放してドカンとやれるし、八つ全てを使用可能。これが脅きよう威いな訳ですが、話についてこれてる人」

　即そく座ざに成実とナイトとナルゼが手を挙げ、他は手を横に振る。

　対する浅間が、どもども、と手を挙げ、表示枠にメモをとる。

　……ああ、副王に正式説明する時、ここらを解わかりやすくしないといけないですよね。

　さて、と浅間が肩に力を入れ直した。

「──でまあ計けい測そくと観測をしている限り、ホライゾンの感情については、ぼちぼち出てきています。でも──」

　と、浅間が先さき程ほどの表示枠を掲かかげ直し、裏から一回叩たたいた。

　すると、八大たい罪ざいと嫉妬の間に、小さな点のようなものが幾いくつか描かれた。

　本数は五つ。よく見ると点線にも見えるそれらの粒りゆう子しは、

「……何です？　それ」

「はい。──よく解わからないんですが、大罪武装ロイズモイ・オプロと結ばれる感情のラインを、この頃ころ、ホライゾンのＯＳが書き換えているようなんですね」

「……は？」

　アデーレは、皆と疑問の顔を見合わせた。

「書き換えてる……？　あの、既すでに今、統とう御ぎよ出来てて、感情リンクあるんですよね？」

「ええ、だから私も正直よく解らないんですが、ホライゾンが、おそらく無む意い識しきレベルで大罪武装との関係を変えつつあるようなんです」

「ええと、それでこれ、元もと信のぶ公こうは与あずかり知らない事なんですか……？」

　浅あさ間まが頷うなずく。

「調べましたが、明らかに自己改かい変へんです。これはＯＳというよりも──」

　浅間の言葉に反応する者がいた。第五特とく務むだ。彼女は表示枠サインフレームを眺ながめていたが、

「……つまりこれ、病原ウイルスのような、情報体たいですの？」
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　ミトツダイラは、大おお谷たに・吉よし継つぐとの戦せん闘とうを思い出す。

　毛もう利りの外がい交こう艦かん上にて、大谷・吉継は、自己に掛けられた防ぼう護ご制御情報プログラムの檻おりを砕くだき解除する事が出来ていた。情報体である以上、それは自己の改変をしているという事だが、

「ホライゾンのＯＳも、自己改変式と、そういう事ですのね？」

「恐らくそうだと、私は思ってます」

　浅間が、表示枠を掲かかげ直す。新しく表ひよう示じするのは、英国滞たい在ざい時じの日付や、以後の日付を飛び飛びに記した物だ。

「ホライゾンは大罪武装を手に入れた時、自己のアップデートをします。これ、私の方では大罪武装側にアップデートの制御情報があるのかと思っていたんですが──」

　上下に並んで示されるのは、赤の棒ぼうグラフだ。初めの物が一番長く、そこから綺き麗れいな階段状に短くなっていっている。これは、

「大罪武装のアップデート時間ですか？」

　アデーレの問い掛けに浅間が頷うなずいた。だとすると、

「大罪武装ごとにアップデートの制御情報が組まれているなら、基本、アップデート時間は一いち律りつか、それぞれバラバラの筈はずですわよね……」

「ホライゾンの中で、大罪武装の管理と感情の奏塡インストールが効率化されてるんだと思います」

　凄すごい……、と皆がホライゾンを見ると、両手が〝まあまあ〟と制す。

　……これ、聞こえてますわよねー……、多分。

「というか、……この両腕うでの動きなども、自己改変で身に付けたものなのよね、多分」

　成なる実みが言う通りだ。

「あまりにもスーパーな超ちよう常じよう出来事なので、逆に普通に受け入れて精神の平へい穏おんを保ってましたけど、確かに後天ですわよね、コレ」

「ええ、基本、自じ動どう人形は学習能力を持ち、それによって自己の機き能のうを有用する事は可能です。しかし──」

・武　蔵：『横入り失しつ礼れいいたします。──ぶっちゃけ腕が勝かつ手てに動くとか、そこらの機能は学習能力と知ち識しきでどうなるものではありません。──以上」

　本物のお墨すみ付つきが来た。

　よく考えたらコレは武蔵むさし内でも一時期都市伝でん説せつ扱いの怪かい異いみたいになっていた事があるのだ。そして、更さらによく考えると、

　……ホライゾン、どーしてこーいう事を考えつきますの……。

　流石さすがは大家おおや、と、店たな子ことしてはそんな納なつ得とくをしてしまう。だが、

「智とも？　今作られつつあるこのライン、一体、どういう効果を持ちますの？」

「解わかりません。出力の強化と考えるのが正解だと思うんですが、効果の変動かもしれません。ただ、このラインの確立が、ホライゾンの、感情に対する理解度なら──」

　その場合。

「──ホライゾンの感情が、大たい罪ざいの力を、拒否では無く、欲した時、このラインは作られる事になると思うんです」

　浅間が言葉を止めた。そこから先は、推すい論ろんですらも無いという事だろう。

　だからこちらも、成なる程ほど、と頷うなずいていると、

・俺　　：『あー、ちょっと、質問いいかー。今、テンゾーがゲコドスで豪ごう雨うの中を畑はたけ確かく認にんに行ってるからタイム中なんだけど』

　王からだ。

・銀　狼：『あの、我が王？　それ、キャラが下流まで流される率りつ高いですのよ？』

・俺　　：『何か下級素そ材ざいを得るのに利用とか、そんな事言ってんだけど。でもまあ、ええと、ホライゾンの極ごく道どうオヤジがいたじゃん？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、いましたわね』

　正直、元もと信のぶ公こうに対しては、あまりいい感情を持っていない。極きよく東とうの暫ざん定てい継けい承しよう権けん第二位の自分としては、三み河かわ争そう乱らんと呼ばれるあの事件の以前と以後も、かなり迷めい惑わくを被こうむっているのだ。

　だから、声が微び妙みようにキツくなる事を自覚しつつ、

・銀　狼：『──それで、我が王？　元信公が、何ですの？』

・俺　　：『Ｊｕｄ．、あのオヤジが、三河でホライゾンの云うん々ぬんブチ上げたじゃん？　それで俺おれ、走って行って、儚はかなく押さえつけられて、セージュンにサッカーボールキックくらってさあ』

・副会長：『あれはそーするしか無かっただろうが。もう一回欲しいか？』

・俺　　：『いらねえＹＯ！　あと、ノリキがオッサンパンチくらってアヘ顔晒さらしてなあ』

・労働者：『どんな顔だ一体』

　通つう神しんに、王の変顔が流れてきて、瞬しゆん発ぱつ加か速そくで即そく座ざに保存した瞬しゆん間かん。浅あさ間まが通神帯ネツトから画が像ぞうを削さく除じよした。あっ、とナルゼが声をあげ、

「サムネだけになってる！　今の保存した人いる!?」

　あら、ナルゼったら、何な故ぜ、こちらを見ますの。してませんわよ。ええ。してませんとも。

・銀　狼：『──で、我が王？　元もと信のぶ公こうは、確か三み河かわでこういいましたわ。〝大罪武装ロイズモイ・オプロを、手に入れた者は末まつ世せを左右出来る力を持つ〟と』

・俺　　：『だよな？　だとすると、俺おれ達今、〝左右〟以外の方向に行ってんぜ』

　言われ、ミトツダイラは考えた。そして、あ、と気付く事がある。

　……そうですわ。

・銀　狼：『大罪武装は、他の国が集めて持ったり、ホライゾンが分解される可能性もあったんですのよね。だからあの時の元信公の言げんは、他国基き準じゆんの話で……』

・俺　　：『Ｊｕｄジヤツジ．、でもホライゾンの自己改かい変へんは、ホライゾンが生きてて、俺達の付き合いがあって、大罪武装が集まってこそ、な。──他国下では、それはねえんだ』

　だから、

・俺　　：『俺達は、多分、あの時極ごく道どうオヤジが考えてたレギュレーションから外れてる。ホライゾンの自己改変もあのオヤジの仕込んだものだろうけど、あの時点では想そう定てい外がいだ』

　つまり、と浅間が言葉を続けた。

・あさま：『その場合、こうなりますよね？　……元信公の想定として、他国が大罪武装を使用して末世を救える方法があって、でも今、私達はそれからも外れた、と……』

　彼女の言葉に、皆が沈ちん黙もくした。ややあってからアデーレが、

「……自分達、大だい丈じよう夫ぶですかね。変な方行ってませんか」

　皆が両腕うでを見て、またお互いに視線を戻し、

「た、多分、大丈夫！　正しよう気きを保ってますわ！　大体、無害ですのよ!?　無害！」

「つーか私、今、副ふく会長としての仕事を一いつ瞬しゆんで物もの凄すごく増やされた気がするんだが……」

・俺　　：『つーか、あの時、〝左右出来る〟なんて曖あい昧まいな言い方する訳わけだよなー』

・副会長：『まあ、教材と言ってたくらいだからなあ。応用は想定外なんだろ』

　だけど、という声があった。成なる実みだ。彼女は、一ひと息いきを入れてこう告げた。

・不退転：『いいじゃない。何がどうなるか解わからないけど、私達の末世解決は、私達で作ると、そういう事よね。──副ふく王おうとしては、いい親離れだと思うわ』

　馬ば鹿かな話ね、と応じたのは喜き美みだ。彼女は寝ね転ころがって、胸を顔の下に置くようにして、

「自分の娘むすめの感情を取り外したと思ったら、それを戻す過程を経て、今度は自由課か題だい？

　──愚ぐ弟てい、もしも元信公に遭う時があったら、一発張り倒しておきなさい？

　振り回した上で放ほう置ちして、出来が良いかどうかだけは見る、って事だもの」

　でも、と彼女は苦く笑しようした。

「……大罪武装ロイズモイ・オプロと末まつ世せ解決の繫つながりは解わからないけど、私達は、そのための手段においては自分達の好きにやれと、そう言われたのね。デカい自習時間って感じかしら」

・未熟者：『だとすると、末世解決のロジックが知りたいところだね』

　それを知らないと、ホライゾンも、自分の力をどう改かい変へんして良いか解らないだろう。

　面めん倒どうですわねえ、とつい呟つぶやいてしまうが、

「……正まさ純ずみ、どうしましたの？」

　蜻蛉とんぼ切ぎりを抱えたまま、突っ伏して寝始めている二ふた代よの横。正純は胡座あぐらをかいて顎あごに手を当てている。そして彼女は、

「……もし、何かやるとしても、出来ればヴェストファーレン会議以い降こうにならないかなあ。

　それ以前に何かあると、大罪武装の意味が変わって、各かつ国こくからまた睨にらまれたり牽けん制せいされるような事になりかねんし」

　ただ、と彼女は言った。肩をすくめて、

「いきなり戦せん場じようでそういうのがドカンとなるより、先だって知らせて貰もらえて良かった。

　これが表おもてに出た時の各国への対たい処しよとか、先だっての根回しとか考こう慮りよ出来るからな」

・俺　　：『浅あさ間まに感謝しとけー』

　解ってるよ、と正純が苦く笑しようし、浅間が慌あわてて左右に手を振る。両腕うでが、ここまでの遣やり取とりに感心したように腕を組んでいるが、表現が豊富になってきていないだろうかコレ。

　そしてまた、

「……そろそろ寝た方がいいと思いますけど、里さと見みの方、今いま頃ごろどうなってますの？」
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　浦うら賀が水すい道どう上空は、激げき戦せん中だった。

　砲ほう撃げきの音と鉄の悲ひ鳴めい、そして流りゆう体たい光こうの飛ひ散さんが連続する現場。そこで生じつつあるのは、大だい規き模ぼな駆かけ引きだ。

「なーんか面倒な事、始めたぜ。あれは」

　三み浦うら半はん島とうの西側斜面。着ちやく陸りくした〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟がある。その甲かん板ぱん上で全体の推すい移いを見ていた毛もう利り・輝てる元もとは、腕を組んで眉まゆを立てた。

　彼女の正面に展開しているのは、百八十度方向を拡大表ひよう示じ可能な二重式表示枠シーニヤカドルだ。弧を描いた大おお枠わくの手前、倍ばい率りつ補ほ正せいを掛ける小型枠わくがあり、彼女はそれに手て指ゆびを掛けて操そう作さする。

「──房ぼう総そう半島西岸の敵てき地ち上部ぶ隊たいが、地上砲ほう台だいにしてた艦かんを使って南に回り始めてやがるな。どういう事だ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と表示枠でMouri-01が言う。彼女は煤すすのついた髪かみを櫛くしで荒く研とぎ流しながら、

『彼らの行き先は恐らく南岸でしょう。何かあれば非ひ戦せん地ち帯たいである東に退たい避ひ出来る位置を確保しつつ、南部の空に侵しん攻こうしようとする我が艦かん隊たいを地上から砲ほう撃げきするものと推測出来ます』

「敵の真意は？」

『〝撤てつ退たいする意い思しがある〟という建たて前まえを作りつつ攻こう撃げき続行。しかし本ほん拠きよを挟はさむ事で侵攻する里さと見み勢ぜい地上部隊に背面から襲おそわれないようにした、というところかと。そして何よりも──』

「時間稼かせぎか」

　Ｔｅｓテスタメント．、とMouri-01が頷うなずいた。

『交こう渉しようにより里見勢は羽は柴しばの航こう空くう艦隊を下から攻撃出来ません。でも地上から対空砲撃を行う羽柴の地上部ぶ隊たいを追つい撃げきしに向かう事は可能です。──しかしそれを行えば、地上側での制せい圧あつに遅れを来きたします。

　一方の羽は柴しば勢は、南岸から、本ほん拠きよを挟んで里見勢地上部隊への地ち対たい地ち砲撃を行ってもいい。

　移動しながらの盲もう管かん砲撃ですが、里見勢の動きを止める事は可能でしょう』

　そして、と彼女は言葉を繫つなげた。

『その時間稼ぎの間、空では恐らく、鉄てつ甲こう船せんを中心に敵艦隊が再編制を行います』

「その目的は？」

　Ｔｅｓ．、とMouri-01が応じた。

『敵は、方針を変えたのだと推測出来ます。

　これまでは、地上本拠を守り、それが攻こう略りやくされるまでは慶けい長ちようの役えきが続くという戦せん術じゆつ。

　しかしこれからは、地上本拠と、航空艦隊の、どちらかが残っていれば慶長の役は続くと、そういう〝解釈〟に切り替えたのではないかと』

「戦術を解釈しやがったのかよ。これだから権けん力りよく者しやは面めん倒どくせえ」

『姫ひめ様さま？　姫様も権力者ですが』

「あたしゃ自分が面倒くせえって解わかってるから気にすんな」

　輝てる元もとは、前まえ髪がみを搔かき上げた。

　……うわ。随ずい分ぶんと硬くなってんなあ。

『姫様、そちら、サイドテーブルの二段目に洗せん浄じよう用よう術じゆつ式しきの櫛くしがありますので』

「お前がやってくれよ」

『流石さすが、権力者ですね姫様』

　Mouri-01が、微笑めいた間を寄よ越こす。それに対して、小さな笑えみを返し、輝元は言った。

「要するにアレか。連れん中ちゆう、地上側と空中側で独どく立りつ採さい算さん高くしたって事か」

『地上側からの対空砲撃はありますが、基本、そのような割り切りを持ったものかと。

　狙ねらいとしては、分散する事で、戦闘終しゆう了りよう時間を長引かせるというものでしょう。

　──羽柴が到とう着ちやくするまで、時間を稼ぐつもりですね』

「でも鉄甲船の一発とか、こっちにとってはデカいぜ？」

　Ｔｅｓテスタメント．とMouri-01が、軽く頭を下げ、こう言った。

『その件なら、村むら上かみ様が何とかして下さるのではないでしょうか』
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　権けん力りよく者しやが面めん倒どうな仕事を押しつけてきた、と元もと吉よしは思った。

　既すでにこちらと敵の距離は詰まっている。

　位置は浦うら賀が水すい道どうの上空。前線の距離は約二キロを保った位置だ。敵の砲ほう撃げきがハードヒットすれば一発撃げき沈ちんもあり得るが、こちらの戦せん艦かんからも敵に有ゆう効こう打だを与えられる距離である。

　三み浦うら半はん島とうを奪だつ還かんしたため、防ぼう護ごに力を割さく余よ裕ゆうが出来た。

　北部側の輸ゆ送そう艦かん列が三浦半島のある左さ舷げんを気にしなくて良くなったため、正面防ぼう御ぎよに徹てつし、他の艦かん列れつにまで防護障しよう壁へきを送っているのだ。

　無む論ろん、数はこちらが多いが、性能は向こうの方が上だ。

　漁ぎよ船せん対戦せん艦かんという戦せん闘とうを行った前回より遙かにマシだが、今回は敵も数が多い。

　……全く。

　思う事は多い。

　……羽は柴しば勢ぜいのように、もっと良い砲があれば。

　武蔵むさし勢のように、対たい艦かん戦闘用に計算能力の高い自動人形ベル・デ・マリオネツタがいれば。

　三征西班牙トレス・エスパニアのように、強力な主力艦や航こう空くう戦可能な武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいがいれば。

　等々、何もかもがここには無いものばかり。一時は、他国の力を大きく借りる事も可能かと思ったが、羽柴側の交こう渉しようによって、それは無くなった。

「否いな」

　北部。そして地上側は、充分に援えん護ごと戦果を得たのだ。

　ならば航空艦隊戦は、自分の仕事だ。

　元吉は、敵の動きを見る。

　既すでに地上側からの自動人形達の観かん測そくによって、敵艦隊の挙きよ動どうは把は握あく出来ている。

　九く鬼きが狙ねらうのは中央密みつ集しゆう。それも鉄てつ甲こう船せんを中心としたものだ。

　三列三艦。九艦の格こう子し模も様ようの上下と左右を戦艦で囲んで巨きよ大だいな盾たてを空に作る。

　砲が向く左右舷げん正面方向からの撃うち合いならば負けないという自信。この形をとれば、弾だん幕まくは面で確保する事が出来るが、

「九鬼・嘉よし隆たか」

　元吉は、苦く笑しようした。

「それは、私が前回、君に見せた方法だぞ」
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　九く鬼きは、布ふ陣じんを組み直しながら、苦く笑しようした。

　きっと同じ笑いを、相手も得ているだろう。

「村むら上かみ・元もと吉よし」

　九鬼は、表示枠インシヤ・コトブで、敵てき艦かんの列を見ながら呟つぶやいた。艦を一いつ直線に敵に向けていくこの形は、

「それは、私が前回、君に向けた方法だな」
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　房ぼう総そうの北東へと向かう輸ゆ送そう艦かん上。その甲かん板ぱん上で補ほ給きゆう貨物の固定や開包を行いながら、可か児には南の空で行われている航こう空くう戦せんの概がい要ようを見ていた。

　否いな。自分だけではない。多くの者達が、まだ動きの定かではない地上戦の推すい移いを追いつつも、空に全てが明確となる艦かん隊たい戦せんの行方ゆくえを追っている。

　可児は、貨物から出される戦せん闘とう糧りよう食しよくの袋ふくろを、甲板用の貨か車しやに放りながら、

　……どうなるんでしょう……！

　これらの補給が、敗戦の慰なぐさめではなく、戦勝の慰い労ろうに使われれば良い、とも思う。

　急ぎの作業のため、可児は〝笹ささ群むら〟を射しや出しゆつ。鋏はさみのように二本一対にして袋を一気につまみ上げ、貨車へと連続して運んでいく。

　横。こちらは甲板上の大型木箱コンテナを肩に担かつぐ糟かす屋やが、通り過ぎる脚あしを止めて苦笑を寄よ越こす。

「その槍やり、随ずい分ぶんと器き用ように扱えますのね」

「箸はしのように使えるように、と、宝ほう蔵ぞう院いんで習いました！」

　師しがそのように言ったので、二週間で茶ちや碗わん使いくらいは出来るようになったのだ。そしてそれを見せた時の師の驚きと言ったら、

「先生達、凄すごく驚いて、何だか妙みような汗あせを流してました……！」

「……あまり深く追つい及きゆうしない方が良さそうですのね」

　だが、糟屋はこちらの顔横に展開している艦隊戦の概がい要よう図ずを見た。

　そして彼女は苦笑から首を一つ傾かしげ、

「担当外の事を気にしても無意味ですのよ？　それに、解わかっている事が一つありますの」

　糟屋が告げて、木箱を担ぎ直した。内部には恐らく穀こく物もつが詰まっているのだろう。明らかに粒つぶ状じようのものが波打った音がして、甲板が沈むように揺れた。

　周囲の皆の振り返りに対し、糟屋が肩をすくめ、

「御安心を、フレームの垂すい直ちよく柱ばしら上で担ぎ直しておりますの」

　そして糟屋が、南の空を見た。

「私達と、毛もう利り勢ぜいの明確な差がありますの」

「艦かん隊たいの構こう成せい艦かんの量と、そのレベルの差ですか！」

「それもありますのよね。ただ、もっと解わかりやすい事がありますの」

　それは、

「毛もう利り艦隊には、援えん護ご役となる襲しゆう名めい者しやがいませんの。よくて、山やま形がた城じようの最も上がみ・義よし光あき。

　ですけどこちらには、鈴すず木き・孫まご一いちも、うちの加か藤とう・嘉よし明あきもいますの」

「だったら、どうなりますか!?」

「敵は、戦せん術じゆつを仕掛けて、こちらの艦隊を崩くずしに掛かる筈はずですの。鉄てつ甲こう船せんを中心とした防ぼう御ぎよ陣じん形けいを崩すには、高速の艦隊運動が必ひつ須すになりますのよね。そして──」

　そして、

「こちらは防御陣形を動かせない代わりに、襲名者を要所で出し、敵の攻こう撃げきを潰つぶしに掛かりますの。恐らく明確な攻こう防ぼうは、大きな流れをもった一回のみ。……でも、その一回を失敗させれば、敵にはもはやこちらを攻こう略りやくする戦術も艦量も残っていない事かと思いますの」
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　九く鬼きは、表示枠を展開し、幾いくつかの指し示じを飛ばした。

　幾いく度どとなく、今回の戦せん場じようにおいて行ってきた事だ。条件を記し、それが叶かなったら動くようにと言葉を送る。

　今回も、また同じだ。

　敵の艦かん列れつは、当初の半分程の長さとなっている。破は損そんの無い艦の方が少なくなっており、三み浦うら半はん島とう側で行われている補ほ修しゆう作業が敵の戦術の要かなめとなっているのがよく解る。

　だが、もはや三浦半島に関わっている意味は無い。

　敵の艦列は数を減少させているのだ。こちらは鉄てつ甲こう船せんがどれもほぼ無む傷きず。防御陣形を保つ事が出来れば、確実に勝てる。

　性能は、こちらが上なのだ。

　……ならば。

　と九鬼は思った。敵が逆転をする際の要因とは、何だろうか、と。

「──山形城か」

　最上・義光。毛利艦隊に加わっている、元もと吉よし以外の襲名者だ。彼女は現在、敵の南側艦列中央に山形城をおいてはいるものの、その車しや輪りん陣じんには加わっていない。

　砲ほう撃げきを行って来ないのは、山形城の存在そのものがプレッシャーとなるからだ。

　最上は賢鉱石オレイ・メタロの本場。強固な砲ほう門もんを構えた山形城は最上の旗き艦かんとして充分な性能を持つ。

　もし山形城が接近してきたら、こちらは二、三艦が落とされる事を覚かく悟ごしなければならない。

　ゆえにこの艦が、いつ、何ど処こで動くか。警けい戒かいの指示を送る九鬼は、ふと、ある事に気付いた。

「敵の艦列が、南へと交こう叉さしている……？」
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　機き竜りゆうを乗せた輸ゆ送そう艦かん上で、鍋なべ島しまは敵てき艦かん隊たいの動きを見上げていた。

　今、彼女達の乗る輸送艦は房ぼう総そうの西側から南へと低空で移動中だった。それゆえ鍋島は、敵の三列艦隊を、正面からぐるりと確かく認にんし、

「妙みような艦隊運動しとるわ……」

　下方から西に見上げる夜空。敵の艦かん列れつは、全ての動きを露あらわにしていた。

　始まりは、三み浦うら半はん島とう側に並ぶ防ぼう御ぎよ艦列からだった。武蔵むさしから供きよう出しゆつされた輸送艦の防護艦列が、その半数程をゆっくりと南側の中央列に浸しん透とうさせて行ったのだ。

　輸送艦が中央列の戦せん艦かんと交換していく動きは、しかし交こう叉さしない。輸送艦が中央列に食い込んでいく一方で、中央の戦艦もまた、南へと艦隊を寄せていく。これは、

「全体が、南にスライドしてるんだわ……！」

　三艦列。すべてが今、大きく南へと身を振り始めていた。

　列後部を先に加か速そくする振り回しは、まるで、鉄てつ甲こう船せんの防御陣じんを中心とした時計の針のように。

　長い艦列が重なりながら加速し、今こそ大きなドリフトを開始した。その目的は、

「列を振り回して、鉄甲船の艦隊の裏に回る気だわ……！」







[image: 第五十五章『虚空の代理人』]
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　元もと吉よしは、艦かん隊たいに指し示じを飛ばしていた。

　やる事は一つだ。

　艦隊を長い列とし、時計の針のように回しながら鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいの裏、東に回るのだ。

　だが、大だい規き模ぼな艦隊となると、全ての艦に命令を個々で飛ばす事は出来ない。故ゆえに艦かん列れつと動作は、小しよう隊たいや中ちゆう隊たいのように、ある程度一ひと纏まとめとなった艦かん群ぐんごとの指示となる。

　それを解わかった上で、元吉は至し難なんの指示を出した。

「交こう叉さから直ちよく列れつ化かし、そのまま鉄甲船を中心に全ぜん艦かんを旋せん回かいさせろ……！」

　艦列の構こう成せい艦がすれ違い、お互いを入れ替え、そのまま南回りのドリフトに入る。

　一艦ごとならば、すぐに出来る行為だろう。だが、全艦隊となると、

「乱すな！　──このまま高速で鉄甲船の裏に回る！」

　運動の要かなめとなるのは、軽い輸ゆ送そう艦かんだ。防ぼう護ご用の障しよう壁へきを張っているために、敵の砲ほう撃げきからのプレッシャーも薄く、操そう艦かんに集中出来る。

　対する戦せん艦かん隊は、基本、単純なスライド移動だけで、前後には動かない。

　その間に輸送艦が飛び込み、直列を形成して行くが、

　……武蔵むさしの輸送艦の、制動性ならではだな。

　武蔵の輸送艦は、基本、あの巨きよ艦かんを中心とした動きをとるように出来ている。ゆえに長ちよう距離貿ぼう易えきよりも、地上側や、艦かん間かんでの近、中ちゆう距離貿易用だ。

　それはどういう事かといえば、

「空中で、艦間移動などを行うため、大型の輸送艦でも安定性と小回りのバランスがいい」

　多くの指し揮き艦は、水みず先さき案内人として武蔵から乗員を呼んでいる。

　彼らが今、混雑する艦隊運動の流れを読み、他艦との連れん携けいをとっていく。

　そのためか、通つう神しんが、今、やたらと賑にぎやかだ。

『クルァ！　そこ！　こっちが先に進路入れてんだから後から右で来い！』

『横向きに入って行くから、動くな！　そこの戦艦だ！　動くと障壁当てるぞ！』

『──よーし！　よしよし！　可愛かわいいぞお！　可愛いなあ、よしよしよし！』

　最後のはよく解らないが、それぞれのやり方があるのだろう。だが、

『──よっし！』

『──預けられたのを、返しますよ！』

　艦隊運動の管理を、こちらに寄よ越こすと言う事だ。

　そして元吉は、手元の艦隊概がい要よう図ずで現状を確かく認にんした。

　……回っているか！

　元吉の見る概がい要よう図ずの中、時計の長ちよう針しんのように、毛もう利り艦隊が回っていた。

　九く鬼きの防ぼう御ぎよ陣じんを中心に、回転方向は反時計回り。こちらの艦かん隊たいは大だい規き模ぼなドリフトで艦隊後列をテールスライドしていく。

　僅わずかに弧こを描いているが、全体はほぼ真まっ直すぐの形をとっていた。

　最も後ろに付いている自分の旗き艦かんが、外周。速度を上げて全体の列を追っている。

　強ごう引いんな、高速の艦隊ドリフト。これで狙ねらうのは、

「……九鬼艦隊の背はい面めんをとるぞ!!」
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　九鬼は敵てき艦隊の動きを見た。

　地上側や、各かく艦かんからの報告で、村むら上かみの狙ねらいは見えている。

　……背後打ちか！

　この段階においての奇き襲しゆうだ。

　背面取り。と言っても、艦隊戦ではあまり意味の無い行為ではある。

　何な故ぜなら、砲ほう撃げき戦は、正面からの撃うち合いをするより、砲の並んだ数を活いかせる側面向きで撃ち合った方が有利だからだ。

　右う舷げんの背面は、左さ舷げんでしかない。

　砲ほう門もんは、上面に設置されている物を向け直す必要があるが、基本、側面の砲ほう数すうは同じなので、敵に対してはあまり変わらぬ数の砲ほう弾だんをぶち込む事が出来る。

　そしてこちらは、今まで、鉄てつ甲こう船せんの右舷を見せて砲撃していた。

　もし、敵が〝後ろ〟に回ってきたとしても、

・三本足：『敵は無む傷きずの左舷側正面に飛び込んで来るだけです！　各員落ち着いて！』

　その通りだ、と九鬼は思った。

　だから九鬼は判はん断だんした。これは奇襲で有り、陽よう動どうなのだろう、と。

　……敵の本ほん命めいは……。

「最も上がみの山やま形がた城じようだ！」

　山形城が、敵のドリフトに追つい随ずいしていないのだ。
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「よくこちらの動きを見ていたものだのう……」

　毛利艦隊の大だい規き模ぼドリフトによって、今、空が鳴っている。

　それを右手正面に見る最上・義よし光あきは、夏服の身を反そらして言った。

「ここからが勝負の時間ぞえ」

　言いながら、義光は空の鳴めい動どうに耳を震わせる。そして手にした大おお扇おうぎをゆっくりと左に振り、

「山形城、──移動。鉄甲船の正面側。西の空に位置するのだえ」
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　吹く大風は、房ぼう総そうにて嵐あらしとなる。

　地上側、房総の東面に退たい避ひした浅あさ野のは、上空の動きを風の形で体感した。

「空ーが、回るーよ……！」

　自分がいるのは、浜はま辺べと森の境さかいの位置だ。東の空は広く確かく認にん出来るが、西側は森の天てん井じようが被かぶって見る事が出来ない。

　ただ、西の森の向こうから、南回りに巨きよ大だいな羅ら針しん盤ばんの針が回ってくる。

　……来──るわ……！

　音が聞こえた。

　今、夜の海は一いつ斉せいに波なみを飛沫しぶき、拍はく手しゆのような音を立てている。時とき折おり、低音じみた響ひびきが届くのは、無数の波に風が当たって作る笛ふえの音ねだ。

　そこに明らかな震しん動どうが来た。

　空を回ってくる長大な針が、大たい気きを押しのけるだけではなく、

「制せい動どう、掛けてる──よ!!」

　海が、天てん上じよう向きの雨をぶち上げた。浅野の視し界かい全域で海面が破は裂れつしたのだ。

　その雨は、勢いよく浜へと走ってきて、

　……うーわ……！

　浜の砂が、叩たたかれたように空へと己おのれを吹き上げていく。

　砂すな嵐あらしが発生する。それを察さつ知ちした浅野は、急いで森の中へと身を戻した。木を盾たてにして、

「術じゆつ式しき……！」

　倉そう庫こ術式で、来る砂すなをどれだけ格かく納のうし、防げるだろうか。

　ただ、砂すな嵐あらしがくるまでの瞬しゆん間かんに、浅野は自分が見た光こう景けいを九く鬼きへと送った。

　敵が作る大だい規き模ぼドリフトに山形城は追つい随ずいしていない。ならば山形城が狙ねらうのは、鉄てつ甲こう船せんが疲ひ弊へいした右う舷げん。西側だ。

　一方で、東へと回った村むら上かみの毛もう利り艦かん隊たいも、砲ほう撃げきを送って来る筈はずだ。

　ドリフトに制動が掛けられている。その制止位置は、恐らく、

　……山形城と挟きよう撃げき出来る座ざ標ひようだーよ……！
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　九鬼は、鉄甲船の防ぼう御ぎよ陣じんに、動きを与えなかった。

「動くな！　ただ対たい処しよするだけだ！」

　概がい要よう図ずの中、敵の艦かん列れつがドリフトしていく。高度をやや下げて来ているのが興きよう味み深いが、また階段状に艦列を組んで射しや角かくを設け、攻こう撃げき可能な艦を増やすつもりなのかも知れない。

　対するこちらは、動く必要が無い。敵は向こうから飛び込んでくるのだ。だから、

「鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たい、──左さ舷げん側、砲ほう撃げき用意！」

　九く鬼きは判はん断だんを下した。

「右う舷げん側は、防ぼう護ご障しよう壁へきを用意……！」





●






「賭かけに手て堅がたい男だな、九鬼・嘉よし隆たか……！」

　元もと吉よしは、回す艦列の最さい後こう尾びで、高度を下げながら九鬼艦隊の戦せん術じゆつを確かく認にんした。

　西側、三み浦うら半はん島とうからの観かん測そく情報がこちらに来ている。それと、今、夜の中で自分達に見えているものを重ねると、

「揺れないか……！」

　今回の大だい規き模ぼドリフト。

　この戦術をとった元吉の期待は、九鬼艦隊における内部の疲ひ弊へいだった。

　装そう甲こうや、艦自体の疲弊は当然。だがもっと重要なのは、艦内における人員と備び蓄ちくの疲弊だ。

　鉄甲船は、その形状が左右対たい称しよう。上部と側部に主しゆ砲ほうを並べている。

　左右対称で側面と上部に砲ほう門もんがあると言う事は、給きゆう弾だんは艦の中央を通路として使用する。

　一度エレベーターで各階に備蓄を運び、それを左右舷に送るのだ。

　右舷に集中すれば、当然、右舷側に補ほ給きゆうは集中する。人員は右舷に多く配置され、そちらを中心としたローテーションが組まれる事になる。

　戦せん闘とうとは、流動的なものだ。

　機き材ざいや設備、それらは用意したものをそのまま使い続けられるとは限らない。多くの場合、敵に合わせたセッティングや、不具合への対たい処しよをしながら使用されていく。

　それを一気に、逆に回した。

　この場合、どうなるか。

　……右舷に集中していた人員の再配はい備びと、補給関係の構こう築ちくし直しが発生する。

　しかし、疲弊がない左舷の機材や設備には、逆に〝慣れ〟も〝馴ならし〟も無いのだ。

　初期化される。それも、疲れた右舷側が足を引っ張る形で、だ。

　更さらには、山やま形がた城じようを西に配置した事で、人員も補給も、完全な切り替えが出来なくなる。

　……この、戦せん場じようが煮に詰つまった時点で行うからこその転回。

　崩くずせる。そう思っていたが、

「手堅い！」

　九鬼の判はん断だんが、見えている。

　この相手は、艦かん内ないの疲弊を理解の上で、指し示じを下したのだ。

「山やま形がた城じようには、防ぼう御ぎよ専せん念ねん。こちらには、攻こう撃げき専念とはな！」
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　大人おとなげねえ──、と輝てる元もとは甲かん板ぱんの舳へ先さき縁べりに手をついた。

　九く鬼きの戦せん術じゆつは、鉄てつ甲こう船せんの性能に対する自信から来るものだ。

　砲ほう撃げき能力のある山やま形がた城じようには、防ぼう御ぎよで凌しのぐ。

　防御力のない毛もう利り艦かん隊たいには、砲撃で凌ぐ。

　防御と攻こう撃げきを左右舷げんで分けるのだ。

　そうする事によって、

「内部の人員の移動は明確になるし、役割も混乱しねえ、ってか」

『補ほ給きゆうも同様です。右舷には防御系けい、左舷には砲撃関係だけを送ればいいのですから』

　そして、

『僅わずかな時間。初期の人員の移動と、補給の流れが摑つかめたならば、再配置などの見直しが為なされる事でしょう。そうなれば、先さき程ほどと同じです』

「じゃあ、どうするんだ、こっちは」

　既すでに空の羅ら針しん盤ばんは制せい動どうを始めている。このままでは敵に対応されるだけだ。

「このままだと、ヤバいだろ？」

『大だい丈じよう夫ぶです姫ひめ様さま。村むら上かみ様が、対応を致しますので』

　と、Mouri-01が言った瞬しゆん間かん。不ふ意いに、東の空に色が生まれた。

　赤だ。

　火か焰えんというのも生なま易やさしい、巨きよ大だいな爆ばく炎えんが、東の空で回る村上艦隊に発生したのだ。

　戦せん艦かん級の轟ごう沈ちん。それも、旋せん回かいしていく艦かん列れつの後ろ側で不意に生じた爆ばく発はつだった。
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「被ひ弾だん……!?　まだ、九鬼の砲撃は始まってねえだろ!?」

　だが輝元は見た。被弾から落らつ下か軌き道どうに入り、傾きから逆さか落おとしになっていく戦艦が、炎ほのおを巻き上げながら空を照らすのを、だ。

　大だい規き模ぼドリフトから投げ出されるように落ちていく艦かん影えいは、既すでに炎にまみれている。

　だが、そのタイミングと位置がおかしかった。

「距離的に、まだ、鉄甲船が砲撃出来る段階じゃねえだろ！」

　それも、艦隊の後こう尾び側。他の艦の陰になっている戦艦が沈められたのだ。

　狙そ撃げきだ。

　……何がいやがる！

　瞬間的に、輝元は望ぼう遠えん術じゆつ式しきを操そう作さした。

　南東の空に、一いつ瞬しゆん、光る物が見えた。戦艦の爆発に照らされたもの。それは、

　……こいつか……！

　高速で、南の空を回り、艦かん列れつのドリフトに食らいついていく者がいる。

　気付いた対空砲ほう撃げきをかわし、瞬しゆん発ぱつする機き動どうで跳ねていくのは、

「十じつ本ぽん槍やりの五番、──加か藤とう・嘉よし明あきか！」

　耳に、空を高速擦さつ過かする軋きしみの音が聞こえてきた。

　魔女テクノヘクセンの加か速そく音だ。
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　……しくじったわ……！

　嘉明は、飛ひ翔しようする〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を全身で振り回しながら、内ない心しんで舌した打うちした。

　村むら上かみの旗き艦かんに対する狙そ撃げきを、失敗した。

〝白姫〟の対たい艦かん砲撃展開は大がかりなものだ。ゆえに敵に気付かれぬよう、南側の空からの追つい撃げきを狙ねらったのだが、敵が思いがけず高速だった。無む論ろん、九く鬼きからの指定ルートがその通りだったと言えば言い訳わけにもなろうが、

「任された仕事を果たせないなら、魔女の看板なんて要いらないのよ」

　敵の旋せん回かいが、戦せん艦かん群というには速過ぎる。そして何よりも、

　……防ぼう護ご障しよう壁へきの風が面めん倒どうな流れになってるのね。

　村上・元もと吉よしの艦隊は、毛もう利りの攻こう撃げき艦隊と武蔵むさしの輸ゆ送そう艦隊で出来ている。毛利艦隊は極きよく東とう艦と旧派カトリツク艦の混成で、艦によっては共同システムを持っているものもある。

　しかし、武蔵側の輸送艦は、極東艦のみだ。

　それらが混成した時、攻撃側としては歪いびつを感じる案あん件けんが一つ生じる。

　防護障壁の性質差が、乱れ入るのだ。

　旧派の防護障壁は反射型。

　神しん道とうの防護障壁は馴じゆん化か型。

　どちらも許きよ容よう量を超えると砕くだけるが、角度によってはその表面で弾はじかれる。

　旧派の防護障壁は対たい角かくを打つような角度で弾き、しかし神道の防護障壁は、減げん衰すいさせながらその表面を舐なめるように弾き飛ばす。

　これは、砲ほう弾だんのみに限らない。艦が作る風なども、その対象だ。

　鋭く弾く障壁と、緩く弾く障壁。この混在と、風の流れの緩かん急きゆうが、こちらの狙撃を逸そらした。村上・元吉の旗艦を艦かん首しゆから撃うち抜く筈はずが、その手前の艦の側部を抉えぐったのだ。

　旗艦の護ご衛えいとなる戦艦を落としはしたが、目的はそれではない。

　嘉明は即そく座ざに〝白姫〟を組み直し、飛んだ。

　急がねばならない。

　敵てき艦列は、大だい規き模ぼドリフトを完かん遂すいさせようとしている。

　止める。

　狙ねらいはこのような艦かん隊たい運動を指し揮きしている村むら上かみ・元もと吉よしの旗き艦かんだ。指揮艦を砕くだけば、奇き襲しゆうの指揮は失われ、敵は瓦が解かいする。そうすれば、九く鬼き艦隊の負ふ担たんを大幅に軽けい減げん出来るのだ。

　それに、と嘉よし明あきは口の中で前置きし、熱のある息を夜や気きに吐いた。

「村上・元吉を倒すのは、私の歴史再さい現げんに関わる事だものね……」
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　加か藤とう・嘉明は、聖せい譜ふ記き述じゆつでは〝賤しずヶ岳たけの七しち本ほん槍やり〟として名を上げ、後には〝七しち将しよう〟としてもまた頭とう角かくを示す。その七将時代、関せきヶ原はらの前ぜん哨しよう戦せんが各地で生じたのだが、

　……私の場合は──。

　東とう軍ぐんについた己おのれの居きよ城じようは松まつ山やま城じよう。そこに攻め込んできたのが、西せい軍ぐんについた村上水すい軍ぐんだ。

　村上水軍は蜂はち須す賀か陣じん営えいの居城を落とした後、松山に上陸。

　しかし察さつ知ちしていた嘉明勢ぜいは、その夜の内に襲しゆう撃げきを掛け、村上・元吉は戦せん死しするのだ。

「夜や襲しゆうの条件は整っているわ」

　それがために、という訳わけではない。この、敵の艦かん群ぐんへと飛び込まねばならない状況において、聖譜記述などは、

「御お守まもりよ。──成功する筈はずだ、っていう、ね」

　言って、嘉明は敵の艦群に飛ひ翔しようした。両腿ももの裏で加か速そく器きの制せい御ぎよペダルを後ろに押し込み、六枚の翼つばさを可能な限り閉じて、

「〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟。──高速巡じゆん航こう形態」
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「うわ」

　という声を、機き竜りゆうの補ほ修しゆう部分を計上していた龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のう達は聞いた。

「おう、どうした御お嬢じよう！」

　見上げれば、機竜の頭部、操そう縦じゆう室しつをガードする装そう甲こうの上に鍋なべ島しまが立っている。

　彼女は空に一枚の表示枠レルネンフイグーアを掲かかげていた。その向こうにあるのは、

「村上の艦隊と、──ありゃあ、羽は柴しばの白魔女ヴアイスヘクセンか！」

　鍋島が、空に右の人ひと差さし指ゆびを掲かかげていた。彼女はまるで空にある星を指さしているようで、

「凄すごいわ……」

　夜をなぞる動きは、魔女の飛翔ラインの後追いだ。

　彼女の指先の行く先、空には砲ほう撃げきの光が飛んでいる。

　飛ひ来らいする魔女テクノヘクセンを捉とらえるための投とう光こうや、追つい尾び術じゆつ式しきの確定用ラインも飛んでいる。

　全ては、ドリフトして逃げる村上艦隊からの迎げい撃げきだ。だが、

「ほう」

　四し天てん王のうの一人が呟つぶやいた。空を走る流りゆう体たい光こうの棚たな引びきを見上げ、

「逃げてねえな」

「十じつ本ぽん槍やりの矜きよう恃じってのがあんだろ。そういう面めん倒どくせえの、若い内は皆好きだからな」

「だったら老いたお前が今日きようから四天王の邪じや魔ま者ものでえええす!!」

「邪魔は貴き様さまだあああ！」

　適度に殴なぐり合った後で、しかし、髭ひげの初しよ老ろうが呟いた。

　空を、まるでタクトを振るようになぞっていく鍋なべ島しまは、上ばかりを見ている。

「つーか、俺おれ、御お嬢じようにはなるべく技術畑ばたけの人間でいて欲しいんだがよ」

「人がどう進むかはその人の判はん断だんじゃろよ。戦せん闘とう系けいでも、後の時代には何か食っていける手段もあろうにな。──ま、その前に末まつ世せ解決か」

　だがよ、と、眼鏡めがねの初老が言った。

「御嬢が戦闘やりたいって言って、ほら、今の指の動き、──あれを俺らがやるのは、ちと、酷こくだぜ。御嬢は良くても、俺ら保もたないだろ」

「そんなお前が今から邪魔でええええええええす！」

　殴り合いの二回目を始めながら、彼らは見た。鍋島に鋭えい角かくのラインを高速で描かせる嘉よし明あきが、敵の迎撃の懐ふところに飛び込んだのを、だ。
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　嘉明は、敵てき艦かん隊たいの正面上方から高速の飛び込みを行った。

　対空迎撃をする敵艦隊としては、艦の上面を使用出来るために、最も火力を展開出来る構こう図ずだ。嘉明としても、自分が圧あつ倒とう的に危険な状況になる事は解わかっている。しかし、

　……突とつ入にゆう速度が欲しいわ。

　理由は一つだ。

　現状の機き体たい構こう成せいは高速巡じゆん航こう型。ここから先は、これを高機き動どう型に組み替える事で、艦隊圏けん内ないを突き抜け切ろうと、そう思う。

　だが機体を組み替える際には僅わずかな時間を必要とする。

　その隙すきを消すために、重力を用いる。僅かな差ではあるが、降こう下か中の組み替えならば、上昇や水平機動よりも速度が乗るのだ。

　行く。

　敵も速度がある。大たい国こくが有する航こう空くう戦せん艦かんだけはある。水平移動のドリフトで波を蹴け立たてていく全身は、ともすればこちらが置いて行かれそうな錯さつ覚かくを得るのだ。

　気付かれている。

　敵が、村むら上かみ・元もと吉よしの艦を後ろに大きく振っているのだ。

　全体は弧こを僅わずかに描き、そしてこちらに一つのラインを見せている。

　それは、長大に伸びた艦かん列れつだ。

　先に並ぶ十数艦。その上や間を通過しなければ、旗き艦かんには辿たどり着けないという構えだ。

　その全体像ぞうと課題を見ながら、嘉よし明あきは風を突き抜けた。白の魔女帽を目ま深ぶかに被かぶり、

「いいわ」

　こちらを撃げき墜ついするための、追つい尾び確定用の流りゆう体たい光こうのラインが空に増えた。誘ゆう爆ばくや同士撃うちを避けるため、通常使用される誘ゆう導どうや追尾術じゆつ式しきよりも強固な確定を与えようというのだ。

　構わない。

　嘉明は身を前に倒し、加か速そく器きを全開にして、言葉を作った。

「挑ちよう発はつとみてあげるから」
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　一いつ瞬しゆんだった。

　鍋なべ島しまの視し界かいに見えたのは、夜空を貫かん通つうする刃やいばのような光だった。

　長大に並ぶ艦列の中。そこを、正面上方から斜め突きに貫つらぬいたものがあるのだ。

　嘉明の機殻箒シヤーレベーゼンだ。

　縫ぬい針を通すのにも似た、しかし躊躇ためらいのない瞬しゆん発ぱつ。

　膨ぼう大だいな砲ほう弾だんと防ぼう護ご障しよう壁へきや術式。それらをかわすのではなく、一いつ直線に抜いた。

　……凄すごいわ。

　居い合あいのような軌き道どう取りだ。

　恐らく、空を回る艦隊の中、今の動きを見切れた者はいなかっただろう。

　目もく標ひようを失っているのに、対たい空くう砲ほう火かが相変わらず続いている事からもそれは解わかる。だが、

「うわ……」

　敵艦群の下に突き抜けた嘉明。彼女が既すでに形を変えていたのだ。

　機殻箒が、先さき程ほどまでと違い、前まえ翼よくと後こう翼よくを広げた可動式になっている。

　高機き動どう型という訳わけだ。だとすれば、先さき程ほどの強ごう引いんな〝抜き〟は、

　……変形中に狙ねらわれないだけの速度を確保するためと、

「敵てき陣じん深くに、自分がこれから突っ込むための練習だわな……！」

　もはや懐ふところではなく、敵の中心に。そこに向け、機殻箒が光を得た。

　行く。
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　嘉明は〝貫つらぬく〟。

　魔女テクノヘクセンの攻こう撃げきを軌き道どうで大別すると、直線弾だんと、操そう作さや自じ律りつを含めた曲きよく線せん弾の二種に分かれる。

　反発加か速そくの術式を使う黒魔女シユヴアルツヘクセンは、基き礎そとして直線弾だんを。

　先導加速の術式を使う白魔女ヴアイスヘクセンは、基礎として曲きよく線せん弾を。

　このセオリーを下地にして、必要ならば自分の得意をベースに、両者を組み合わせたり、切り替えたりして戦うのが、現代の魔女の基本だ。

　自分は白魔女だが、どちらかというと直線弾の方が好みだ。

　空を飛ぶ行為を考えた時、余所よそ見みのない速度の世界を自分は思う。だから、

「そこ」

　砲ほう撃げきも、敵の術式も、大体の速度は理解した。

　抜く。

　艦の間に飛び込み、下を潜くぐり、跳ね上がっては砲撃の間を突き抜ける。

　かわすのではない。

　敵の攻こう撃げきがないルートを選び、その終しゆう端たんへと最速で到とう達たつするのだ。それは、曲がりくねった道を、道に沿うのではなく、コーナーの内側を結んだ矩く形けいで突っ走るようにして、だ。

　ゆえに嘉よし明あきは全身を前にぶち込み、機殻箒シヤーレベーゼンを押さえ込んで直進の安定性を確保。

　速度は全開。高機き動どう展開をしているため、最高速はあまり出ない状態だ。だが、この密みつ集しゆうする攻撃の中で必要なのは、出そうにも出せない最高速度を持つ高速巡じゆん航こう展開ではない。連続する加速の一回一回を最高の跳ね上げで応じてくれる高機動展開だ。

　行った。

　身体からだはもはや、グリップを乗り超え、顎あごを機き体たいにつける形。

　脇わきは締め、身体は何ど処こまでも細くなる事をイメージ。

　翼つばさは閉じる。そして、

「Mach　schnell」

　飛び込むのは敵の砲撃の間。追つい尾び術式の確定ラインが飛んでくる隙すき間ま。そして何よりも、

　……艦の表面！

　飛ひ翔しようする。身を翻ひるがえし、敵艦の右う舷げんを背はい面めん気ぎ味みに飛ぶ。

　敵艦の起こす風に対し、全身を押しつけていた機体を、今度は身体に引き寄せて、

「……！」

　抜いた。

　砲撃の間を行くのは、スリルではない。砲撃は管かん制せい術式の助けを借りるため、射しや線せんを重ねるように行わないからだ。

　ならば一列分に沿うように飛び込めば、安全は確保される。

　後はそれを、二、三と渡る軌き道どうを作れば、直線の〝貫つらぬき〟が完成だ。

　急ぐ。

　次に目掛けるのは敵の戦せん艦かん。高速ドリフトで世界を回っていくその左さ舷げん側面。

　敵てき艦かんの横を行けば、仮か想そう海かいの飛沫しぶきが術じゆつ式しきで飛ぶ機殻箒シヤーレベーゼンに干かん渉しようする。震しん動どうと言うより、波に当たったような柔らかい跳ね上がりが来る。

　それがターンの始まりだ。

　波をぶち抜き、流りゆう体たいの欠片かけらを纏まといながら、嘉よし明あきは〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を振り回す。

　敵艦の側面ぎりぎり。否いな、〝白姫〟のテールが軽く装そう甲こう板ばんに当たった。

　敵艦の装甲は防ぼう護ご術じゆつ式しきの固まりだ。〝白姫〟も同様。お互いは反発して、

「有あり難がと」

　初速が得られた。

　金きん属ぞく音を後からつけて、〝白姫〟が前に出る。それを加速させ、上から押さえ込んで狙ねらうのは、やはり前だ。敵が寄よ越こす攻こう撃げきの隙すき間まこそが望む道だった。

　敵艦が放つ追つい尾び確定用の流体ラインが、後ろから突っ走って来た。

　追いついて来る速度と軌道。捕つかまれば追尾弾が山やま程ほど来る。だけど、

「間に合ってるわ」

〝白姫〟が加速した。白魔女ヴアイスヘクセンの術式は加速力に秀ひいでている。幾いく本ほんもあった流体のラインを、後ろへと一いつ斉せいに置いて行く。

　気分がいい。いつもの日常も好きだが、そこではあり得ない自分と世界がここにはある。

　素す敵てき。

　振り返るまでもなく、目を切った状態でも全体の流れは解わかっている。上から飛び込んで初期準備の時間を得たのはそのためだ。

　故ゆえにあとは、加速するだけ。

　方向を決め、前に行く。

　周囲は動くものばかり。

　……だけど……。

　嘉明は己おのれを発はつ射しやした。

　そうしてみれば、自分の周りには、今、何も無い。

　攻撃も、敵てき意いも、今の己に当たる事はない。かつての時代、迫はく害がいを受けた魔女テクノヘクセン達が空を飛ぶのは、古代からの飛行技術を受け継いだだけではないと嘉明は思う。

　望んで得られる孤こ独どくは、孤こ高こうだからだ。

　だから嘉明は、空を抜く。

　クリア。透とう明めいと寒さを感じるのは噓うそではない。夜の大たい気きとはそういうものだ。

　身を前に叩たたき込み、足を振って角度を制せい御ぎよ。そしてまた、正解のルートを見み据すえ、

「──そこ」

　見えた。

　敵の艦かん列れつの間から、村むら上かみ・元もと吉よしの旗き艦かんが確かく認にん出来たのだ。
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　敵が来る。

　それも、自分にとっては宿しゆく敵てきと言える存在が飛ひ翔しようしてくるのを、元吉は見ていた。

　……やはり君か。

　初しよ見けんである。

　だが、村上・元吉の襲しゆう名めいをした時から、加か藤とう・嘉よし明あきの名は忘れがたいものとなっている。

　正確には、自分を討うち取るのは彼女ではない。その麾き下かの者だ。

　しかし、〝関係〟として見た場合、自分は確かに、加藤・嘉明の勢力に敗れるのだ。

「どうだろうな」

　元吉は、敵の姿すがたを見み据すえ、右の手を挙げた。

「──これから自分は、何に抗あらがうのだろうか」

　言って、元吉は手を外に振った。

「撃うて……！」
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　高速で艦かん間かんを突き抜けていた嘉明は、それを見た。

　……左右!?

　両側に並ぶ戦せん艦かんが、側部の砲ほうを展開したのだ。

　無む論ろん、そのまま撃てば、向かいの艦に着ちやく弾だんする。だから管かん制せい術じゆつ式しきは、角度を変えたり、甲かん板ぱん上部の副ふく砲ほうを用いてこちらを射しや撃げきする。

　違った。

　砲ほう門もんの全てが、こちらを狙ねらった動きをとった。

　それは、管制術式を切った上で為なされる動きだ。

「同士討うち上等の覚かく悟ごを決めたという事!?」

　問いかけの答えは、音によって雄ゆう弁べんされた。

　一いつ斉せいの砲ほう撃げきが、左右からぶち込まれたのだ。
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　嘉明は、双そうの位置からの弾だん幕まくに対し、選択を誤らなかった。

　恐れる事なく、加か速そくする自分を止めなかったのだ。

　艦間の谷で生じた砲撃は、甲板上部の砲も用いた重じゆう層そうだった。

　砲ほう弾だん同士が激げき突とつし、お互いの艦を打だ撃げきする。

　その直前に、嘉明は動いた。

　背の翼つばさを広げ、〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟から全身を上へと、

「……っ！」

　蹴けりつけて飛んだ。
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　元もと吉よしは、正面の空で起きた激突と、敵の決断を確かく認にんした。

　加か藤とう・嘉よし明あき。

　彼女が行ったのは、もはや飛行でも飛ひ翔しようでもない。

　広げた翼に、己おのれの速度で激突したのだ。

　……随ずい分ぶんな無む茶ちやをする！

　見る視線の先で、魔女テクノヘクセンが大たい気きに激突した。翼が軋きしみ、帽ぼう子しが飛び、右の主しゆ翼よく、第二関かん節せつ部分から先が外へと捻ねじれた。

　一いつ斉せいに金色の羽が夜に散る。背後の艦かん隊たいの追つい尾び術じゆつ式しきがそれに追い付きロックする。だが、

「……魔女は飛ぶか！」

　翼が上に傾けられていた。ならば風が激突するだけで魔女は空に舞い上がる。

　左右の砲撃を、魔女は天へと回かい避ひした。

　そして、元吉は彼女の声を聞いた。そんな気がした。

「〝白姫〟」

　告げられた言葉と同時に、魔女の伸ばした右手に触れるものがある。

　下から来たのは白の長方体の集合。機殻箒シヤーレベーゼンだ。

　手放される直前、魔女は機殻箒を蹴って跳んだ。それは単なる足あし場ばや踏み台にする行為ではない。蹴り込む事で機殻箒を下に振ったのだ。結果、その軌き道どうは、テールを落とすようにして砲撃をかわした上で、天てん上じよう側を仰あおぐものとなった。

　後は簡単だ。魔女と同じように大気に激突した機殻箒が、１テンポ遅れて斜め上に跳ねた。

　そこに、後ろから、姿し勢せい制せい御ぎよを行った魔女が追いつく。

　もはや乗るのではなく、しがみつくような、抱えるような姿勢。

　しかし、魔女は、機殻箒と共にこちらへと飛び込んで来る。

　視線が、明らかにこちらを向いた瞬しゆん間かん。元吉はこう言った。

「──撃て」

　今度こそ、旗き艦かんの主しゆ砲ほうを魔女に向けて叩たたき込んだのだ。
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　一いつ瞬しゆんの判はん断だん。

　魔女が戦せん艦かんの主しゆ砲ほうに対たい抗こうしたのを、鍋なべ島しまは見ていた。

　利用したのは追つい尾び術じゆつ式しき。魔女テクノヘクセンの散り羽ばねを捉とらえた追尾弾だんが、彼女の背後で誘ゆう爆ばくしたのだ。

　爆ばく発はつは威い力りよくとして、魔女の身体からだを強く吹っ飛ばした。

　強引な回避だ。

　……さっき、翼を広げて羽を散らしたのは、これのため……!?。

　その動きは、旗き艦かんが放つ主しゆ砲ほうを回かい避ひするだけの勢いを持っていた。だが、

「え……？」

　鍋なべ島しまの声の先。回避機動で宙ちゆうに舞った嘉よし明あきが、穿うがたれていたのだ。
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　かわされ、当たる筈のない一撃。鍋島の視界の中、それが命中し、快音をたてていた。

　しかし彼女を撃うったのは、元吉の旗艦ではなかった。嘉明が既すでに通過した敵てき艦かんだった。

　元吉の旗艦は砲撃を行っていない。ただ彼の艦が放ったのは、

「追尾術式!?」

　仲間への追尾指定による確実な砲撃。魔女が回避をしても、必ず撃墜する為の手順だ。

　それゆえの一発が加か藤とう・嘉明の突とつ撃げきを砕くだいたと、鍋島がそう思った時。

「あれ……？」

　何な故ぜだわ、と鍋島は、空に散った機殻箒シヤーレベーゼンを見て思った。

「何故、破は片へんの色が黒いんだわよ……？」
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　元もと吉よしは、視線を右に走らせた。

　主砲が撃ち抜いた虚こ空くうから、正確に水平の右方向。東の空。

　そこに、翼つばさが存在していた。それも、金の色だけではない。

「──黒魔女シユヴアルツヘクセンも来たか！」

　黒の魔女が、白の魔女を片腕で抱きかかえている。二人は、明らかに黒の方が疲ひ弊へいし、荒い息をついているが、

「────」

　二人が共に手にした白の機殻箒が、変形していた。これまでの、飛ひ翔しよう器きとしての形状から、

「砲か……！」
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「アンジー!?」

　砲ほう弾だんの直ちよく撃げきを覚かく悟ごした瞬しゆん間かん。横からの飛び込みを嘉明は受けていた。

　安治アンジーだ。

　彼女は自分の機殻箒を迷わず敵てき弾だんに叩たたき込み、そのままの勢いでこちらに抱きついてきた。

　欧おう州しゆうからこっち、補ほ給きゆうなどほぼ無しで飛行してきたのだろう。

　風を乗りこなすのには、全身運動を叶かなえるだけの体力が必要だ。それが、彼女の汗あせや、硬くなった髪かみに現れている。

「キメちゃん」

　抱き締めは右腕うでだけに。空あいた左腕で〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を引き寄せ、彼女が言った。

「いやあ、備び中ちゆう高たか松まつ城じよう、楽しかったよ──。もうゲラゲラ笑った！」

「そう」

　応じるだけで、心が落ち着いた。その安静を大事なものと考えながら、嘉よし明あきは手の中に安治から受け取った〟白姫〟を、対たい艦かん砲ほう状態で展開した。

　全ての加か速そく板ばんを砲つつ状じように展開した姿すがたは、全長三十メートルを超えた。

　魔女テクノヘクセンの砲だ。

　それを携たずさえる嘉明は、安治と共に敵を見た。

　風に流れる身体からだをそのままに、嘉明は砲に発はつ射しやの指し示じを出す。そして今、言うべき事は、

「──私も、楽しいわ」

　砲撃を、嘉明は元もと吉よしの旗き艦かんにぶち込んだ。







[image: 第五十六章『刑場の宣告者』]
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　空に爆ばく発はつの花が二度咲いた。

　大だい規き模ぼドリフトを行う毛もう利り艦かん隊たいの最さい後こう尾び。そこに存在した元もと吉よしの旗き艦かんが、爆発したのだ。

　一回目は、駆く動どう系けいの貫かん通つうによる爆発。

　二回目は、燃ねん料りよう系の誘ゆう爆ばくによる爆発だった。

　二度目の方が規模としては大きく、巨きよ大だいな艦かん体たいは内部から膨ぼう張ちようし、高速に裂さけて破は裂れつした。

　直後。金きん属ぞく音の強いものが響ひびき、旗艦が中央部から折れた。

　そして艦の制せい御ぎよと保護を行っていた術じゆつ式しき系が力を失い、装そう甲こうが文字通りに瓦が解かいする。

　あとはただ、大たい気きを押し潰つぶす轟ごう音おんを下らせながら、火の塊かたまりとなった旗艦が落ちていく。

　大規模ドリフトからの脱だつ落らく。それを見下ろすのは、白の長ちよう砲ほうを分解し、息を整える白の魔女テクノヘクセンと、お互いに支え合うようにしながら身を寄せる黒の魔女だった。

　毛利艦隊の旗艦は彼女達の眼がん下かで海に激げき突とつし、火か焰えんを海面に叩たたきつけて破は砕さいした。

　己おのれの重圧で潰れた旗艦は、その形すらも失っている。
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　九く鬼きは、嘉よし明あきの成果に深い嘆たん息そくを吐いた。

　元吉の旗艦が沈んだ事に対しては、一定の感かん慨がいがある。以前の艦かん隊たい戦では、自分が彼の艦隊を砕くだき、やはり海へと叩き落としたのだ。

　……今回も、同じと言えば同じか。

　嘉明による歴史再さい現げんだとすれば、今後、村むら上かみ・元吉が戦列に復帰する事は難しくなる。

　強敵であったと思えるのは、二度の戦せん闘とうにおいて、勝利を収めた余よ裕ゆうだろうか。

「嘉明君、よくやってくれた」

『Ｔｅｓテスタメント．、──アンジーが来てくれたからよ。私だけだと死んでいたかも』

「結果を見よう、嘉明君。──安治アンジー君も、今の突とつ入にゆう時じに機殻箒シヤーレベーゼンを破は損そんしたが、それをもって慶けい長ちようの役えきでの敗戦の再現とするかね」

『あー、そうだ！　イカダ作らないと！　イカダ！』

『〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟の加か速そく板ばんを水平に並べればいいかしら』

　随ずい分ぶんと切り替えの早い連れん中ちゆうだな、と九鬼は苦く笑しようする。だが、

「……ん？」

　不ふ意いに鉄てつ甲こう船せんが揺れた。

　否いな、この震しん動どうには懸け念ねんがない。今までの右う舷げん側からの砲ほう撃げきではなく、左さ舷げん側からの砲撃が開始されたのだ。

　敵は、旗艦を失い、指し揮き系けい統とうを損そん失しつした毛利艦隊。

　これに鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいの砲ほう撃げきを向けるとなれば、

「砕くだくぞ」

　そして自分の方は、右う舷げん側に専せん念ねんだ。

　西の空にいる山やま形がた城じようが、元もと吉よしの旗き艦かんが沈んだのを受けて、どう出るか。

　目もく視しだけではなく、表示枠インシヤ・コトブで正確な測そつ距きよを確かく認にんした九く鬼きは、ある事実に気付いた。

「山形城が……、遠ざかっているだと？」
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　山形城の後こう退たい。

　その意味の理解と、手元と正面に見える現実の情報に対し、九鬼は思し考こうした。

　……何な故ぜ、山形城が遠ざかる？

　理由は、幾いくつか思いつく。

　第一に考えるべきは、毛もう利り艦かん隊たいが瓦が解かいするため、挟きよう撃げきの不可能を悟さとったという事だろう。

　次に思うべきは、山形城の主しゆ砲ほうが持つ有効射しや程ていを考こう慮りよし、距離を取り直したと言う事だ。

　更さらに思うべきは、迎げい撃げきの準備を進めたこちらへの警けい戒かいというところだろうか。

　……さて。

　既すでに、背後とした東の空には、砲ほう撃げきの音と、破は裂れつの響ひびきが生じている。

　鉄甲船艦隊が、もはや残ざん存ぞん戦力でしかない毛利艦隊を撃げき破はに入ったのだ。

　だが、と九鬼は思った。山形城の後退の意味は、他に無いだろうか、と。

「それは──」

　一つ、ある可能性が存在している。

　だが、その理由を認める意味は無い筈はずだと、九鬼はそう思った。まさか、

「──こちらの敗はい北ぼくが確定したがゆえ、山形城がわざわざ出向くまでも無い、と」

　それがための後退など、有りはしない。しかし、

・三本足：『九鬼君！』

　懸け念ねんの声が響いた。それは孫まご一いちからの、

・三本足：『──東側、毛利艦隊が突とつ撃げきを掛けてきます！』
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　は？　と鍋なべ島しまは、東へと低空を急ぐ輸ゆ送そう艦かん上から、上空の進行を見上げた。

　今、東の空で、大だい規き模ぼドリフトを止めぬ毛利艦隊がいる。

　しかし彼らの動きは、もはや時計の針のような旋せん回かいではない。

　蛇へびのような弧こを描いて、毛利艦隊は勢いを削そぐ事なく鉄甲船の艦隊に突っ込んで行く。

　仮か想そう海かいの波をカーブに散らして行くその形は、

「三列艦かん隊たいの突とつ撃げきだわよ……！」

　だが、列の概がい要ようが変わっていた。

　元は、戦せん艦かんや輸ゆ送そう艦かんを共に含めて重ねた列だった。

　それが今、また、戦艦と輸送艦の列となっていく。しかも今度は、左右に輸送艦の列を置いた構えだ。

　中央に攻こう撃げき力りよくを集中し、左右側に防ぼう御ぎよ役を立てたのだ。

　やや中央が突とつ出しゆつしている。速度が左右と合っていない。

　しかし全体としては充分な統とう御ぎよが効いている。彼らの狙ねらいは、鉄てつ甲こう船せんの艦隊の中央だ。

　そこ目め掛がけての動きに乱れは無い。そして鍋なべ島しまは気付く、ドリフトの艦かん列れつから、また、役割を分ぶん担たんした形に戻ったならば、

「この突撃が、本来の彼らの狙いだわ」

「〝だけど〟、──だろ？　御お嬢じよう」

　眼がん下かから、龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが声を掛けてきた。

「だけど、どうして、頭がいなくなったのにこんな統とう制せいされた突撃と、その判はん断だんが出来るんだって、な？」

　その通りだ。何しろ敵は、未いまだに艦列の分離と結合を行っているのだ。

　乱れが無い。それも指し揮き官かんの元もと吉よしがいないのに、だ。

「どうしてだわよ」

「御嬢は、指揮系けいのセンスあるから、言っておいた方がいいな。否いな、──これは、九く鬼き辺りにも、よく解わかっておいた方がいい話でもある、か」

　それは、

「俺おれらだって、御嬢いなくたって、ある程度はコイツ、機き竜りゆう、動かせるんだぜ？」

　つまり、

「小しよう国こく、小しよう勢せい力りよく、もしくは氏し族ぞくなどで繫つながった集団は、少数精せい鋭えいだ。その場合、指揮と麾き下かの実力差は、あまり大きなものではなくなる。──九鬼のように、羽は柴しば勢ぜいとして大勢力の中にいると、流石さすがにそうはならねえんだけどな」

「そして今回、毛もう利りには、──武蔵むさしからも操そう艦かんの得え手てが参加しておるのよ」

　つまり、

「毛利艦隊を指揮しているのは、村むら上かみ・元吉。つまり彼の役目は、この状況にまで皆を連れてくる戦せん術じゆつとしての指揮役。しかし動きにおいては、全体を見通せる精鋭共が動いておるのよ。

　──無む論ろん、それが出来たのも、精鋭を鍛きたえ上げた村上水すい軍ぐんの長ちよう、村上・元吉なればだが」
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「とうとうやりやがったな……！」

〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の甲かん板ぱん上。舳へ先さきの手て摺すりを両手で摑つかんで、輝てる元もとは一度歯を嚙かんで軋きしませた。

「全く、……無む茶ちや苦く茶ちやな話かと思ったが、やり切ったか、村むら上かみ・元もと吉よし」

　大体の作さく戦せんは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにいた時点で組み、それを小お田だ原わら征せい伐ばつの最さ中なかに一度組み直し、そして戦前会議の結果を見てもう一度改めた。

　度たび重なる変へん更こうに、愚ぐ痴ちも何も言わず、村上・元吉はよく戦せん術じゆつを構こう築ちくした。

　ただ、彼が絶対条件として提てい示じしたのは、

　……武蔵むさしの乗員の供きよう出しゆつだ。

　大たい軍ぐんが動かせないならば、綿めん密みつと奇き襲しゆうの組み合わせを用いる。じっと伏せながら、機きを逃のがさぬようにするには、精せい鋭えいのみで艦かん隊たいを管理する必要があった。

　元吉が幾いく度どとない戦術変更を是ぜと出来たのは、自分の役割を〝戦術の運び屋〟に徹てつしたからだろう。個々の戦術を自じ在ざいとし、全体を見られる精鋭がいるのだから、彼らがとれる戦術を的てき確かくに指し示じし、最終的な〝機〟の時間にまで皆を連れて行く。

「村上水すい軍ぐんは大おお勢ぜい」

　元吉が、戦術会議の時に言った言葉を輝元は思い出し、口にした。

「我ら村上水軍。──我々は、大勢であればこそに」

　大勢だが、大軍ではない。村上水軍という一個の存在だ。

　指し揮き艦かんである己おのれも、その大勢の一人でしかない。ならば、と輝元は眉まゆを立てて告げた。

「見せてみろ、極きよく東とう史上最大とされる不ふ良りよう海かい軍ぐん戦力の実力！」
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　突とつ撃げきの各艦内では、輝てる元もとの声に皆が応じた。

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる者もいれば、Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく者もいた。

『──輸ゆ送そう艦かん列れつの分離と再結合は武蔵側が担当する、毛もう利り側には砲ほう撃げきと突撃管かん制せいを投げる！』

『投げるとか言うな！　だけど受け取ったからには行くから、ついて来いよ！』

　艦の挙きよ動どうは、限界に近い。

　高速の大だい規き模ぼドリフトからの、直線に戻るような突撃軌き道どうだ。既すでに艦は横流れを起こしているが、これを強ごう引いんに傾けると横おう転てんしたり、反動でハイサイドを起こす。

　だがそれぞれの艦は、前以外、後ろと左右の艦かん列れつを見もしないままに、艦体をバンクさせ、

『まだまだ行けるぜ！』

『ああ、……俺おれだって、まだまだ行ける！』

　ぎりぎりの速度とバランスを保ち、軌道を作り上げた。そして先せん頭とう艦が、

『一ひと足あし先に行くぜ！』

　正面。鉄てつ甲こう船せん隊たいが見えたのだ。だからというように、先頭艦は速度を上げ、鉄甲船の砲撃に向かって飛び込んで行き、

『怖こわくはねえよ！』

　誰だれかが叫んだ。

『我ら村むら上かみ水すい軍ぐん』

　全員が応じた。

『我々は、大おお勢ぜいであればこそに……！』
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　孫まご一いちは、迎げい撃げきの機き会かいを一度と心得た。

　砲ほう撃げきを行う鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たい。その中央上部に位置する艦の甲かん板ぱん上で、

「ヤタ！」

　用意するのは、ヤタガラスの大だい砲撃。

　この航こう空くう戦せんの初期に叩たたき込んだ一発を、もう一度ここで使用する。既すでにクーリングは済んでいるのだ。今、使用しなければ何ど処こで用いるというのか。

　無む論ろん、こちらの艦隊からは砲撃が飛んでいる。

　鉄甲船の主しゆ砲ほうだ。これまで幾いく多たの敵艦を撃うち抜き、砕くだいてきた艦かん砲ぽうだ。しかし、今は、

　……防がれている……！

　敵の三列艦隊の作りが違う。今までは、自分達から見て左列と中央列が戦せん艦かん。右列が防ぼう護ごの輸ゆ送そう艦かんだった。

　今は、左右に防護の輸送艦列がある。

　防ぼう御ぎよ二倍。防護用の輸送艦列は短くなるが、元より短期決戦で挑いどんできている。

「勝負の掛け方が潔いさぎよいですね」

　だが、まだまだ準備に甘いところがあると、孫一は思った。

　敵は大だい規き模ぼドリフト中から、低空だった。低い位置からこちらに飛び込んで来るならば、自分達に有利な点が一つある。

　ヤタガラスの大砲撃を、斜め撃ちにするだけで正面からぶち込めるのだ。

　……ヤタの大砲撃は、口こう径けい約三十メートル。

　一いつ般ぱん的な戦艦は、全長三百メートルから八百メートル程、全ぜん幅ぷくは五十メートルを下らない。これでは、ヤタガラスの大砲撃を正面から撃ち込んだ場合、一艦を潰つぶすのが精せい々ぜいとなる。

　だが、大砲撃の射しや程てい自体は、減げん衰すいしながらも一キロ程届く。

　当てる角度さえ間違えなければ、戦艦を二、三艦は撃ち抜けるだろう。そうすれば、初期の突とつ撃げきは完全に無いものと出来る。

　時間を稼かせげば、どうにかなる。九く鬼きが、指し揮きを執とり、どうにかしてくれる。ならば、

「[image: ]ついばみ食らって、──天の使い」

　照しよう準じゆん術じゆつ式しきを眼前に展開し、孫一は両の腕を振った。

「大たい砲ほうを穿うがって!!」
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　孫まご一いちの背後。夜の空に大砲が斜め置きに展開した。

　天てん上じようにて軌き道どうを傾けた長ちよう銃じゆうヤタガラスが、黒の砲ほう身しんを紡つむぎ、その底部で砲身を広げる。

　仮か想そう砲ほう門もんの大きさは、直ちよつ径けい約三十メートル。長さは百二十メートルを超えた。

　砲の上にて、三羽のガルーダが威い力りよく成立の三鳴きを放つ。

　そして孫一は眼がん帯たいとしている包ほう帯たいを外した。布下より現れるのは、烏からす眼めの義ぎ眼がんだ。

　鬼き女じよ。魔ま神じん族ぞくにして、敢あえて入れた義眼はヤタガラスとの同どう調ちよう用だ。

　孫一は右の手を敵に翳かざし、左の手を義眼に翳してこう言った。

「行って、対都市破は壊かい用ヤタガラス！　──三本砲ほう芯しんの嘴くちばしを開けて！」
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　可か児には、南の空にて、東向きの斜め撃うちで叩たたき込まれた黒こつ光こうの一条を見た。

　お、という声が周囲から一いつ斉せいに上がる。

　今夜の戦せん場じようにおいて二度目だが、だからこそ、皆の期待が込められた〝お〟だった。

　そして、可児の眼めは、遠方の空で生まれた戦果を確かく認にんした。

　ヤタガラスの迎げい撃げき。その莫ばく大だいな一いち撃げきが撃ち抜いたのは、

「……敵てき艦かん被ひ害がい無し！　かわされました！」

　急ぎ、表示枠レルネンフイグーアで夜の映えい像ぞうを拡大し、確認すればよく解わかる。

「毛もう利り艦かん隊たいが、鈴すず木き先せん輩ぱいの砲ほう撃げきを回かい避ひしたんです!!」
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　浅あさ野のは、その光こう景けいを空に見上げていた。

　砂すなにまみれた服を、右手一本だけで払いながら仰あおいだ空。そこでは、

「お？　おーおおお？」

　斜めからのストレートで、黒の大光こう柱ちゆうが海に突き刺さった。

　超照しよう射しや。時間にして七秒程の一撃だ。

　遠く、数キロ先の海が打だ撃げきされ、海面が花片はなびらのように持ち上がる。

　しばらくすれば、ここにその波が届くだろう。

　だが、その前に、浅野は空で生じた戦果を確認していた。

　敵てき艦群が、カウンターで放たれた孫一の攻撃を回避したのだ。

　横に逃げたのではない。上や、下でもない。敵は、ただ前に出たのだ。

「車しや輪りんー陣じん……!?」

　敵は、低位置からの上昇を掛けたのではなかった。鉄てつ甲こう船せん艦かん隊たいの中央列へと車しや輪りん陣じんを作るため、蛇へびの鎌かま首くびのように一時的な高度を上げただけだ。

　その動きの間を、黒こく鳥ちようの一いち撃げきは突き抜けた。

　そして浅あさ野のは理解をした。開かい戦せん当初からの敵艦かん列れつの動作を順に思い返せば、

「三艦ー列、入れ替ーえ、上下のー振り、そして車輪ー陣……」

　初期段階。遅ち滞たいのために行われていた全てが、この最後の突とつ撃げきを構こう成せいしている。

　だったら、と浅野は思った。

「村むら上かみ・元もとー吉よしは、その時間で、皆に最終調ちようー整せいをさせてたんだーよー……」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん。空に、新しい成果が追加された。

　夜空を制していた格こう子し模も様ようの中央。鉄甲船の艦隊の中央艦が、至し近きんで撃うち込まれた車輪陣の攻こう撃げきに装そう甲こう板ばんを破は砕さいされ、

「うーわ……」

　車輪陣の一いつ艦かんと相打ちに、鉄甲船が爆ばく砕さいした。

　毛もう利り艦かん隊たいにして、初の戦果であった。
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「おお、やったぞえ。見たか鮭しやけ延のべ」

『見てましたモン！　義よし光あき様の御お陰かげですモン！』

「私は何もしてないぞえ？」

『義光様がここで奴やつらの後ろを押さえてるから、奴ら逃げられないですモン！』

　山やま形がた城じようの艦かん橋きよう上。夜空に搔かき消えぬような大声で言う鮭延に、義光は笑えみを作る。

「鮭延がいると、何でもいい方向に考えられるようになるのう」

『でも義光様、砲ほう撃げきなどしないですモン？』

「九く鬼きどもが下がって来たら、撃たねばならんであろうよ。だが、──現状では、毛利に活かつ躍やくの場を譲ゆずってやる、というところぞ。この手て柄がらの貸しは、後々に役に立つであろうしの」

　それに、と義光は言った。

「村上・元吉の戦せん術じゆつの設計が、今、完成していくぞえ。それを見るのも戦せん場じようの一いつ興きよう」

『どういう事ですモン!?』

「鮭延には解わからぬかえ？」

『解らないですモン！』

　大きな声で言う走狗マウスに、よしよし、と義光は頷うなずいた。すると鮭延が、

『お酒持って来ますモン！』

「ちと気き遣づかいが早いぞえ？」

『じゃあ後にしますモン！』

　そうじゃのう、と義よし光あきは言って、正面の空を見た。

　毛もう利り艦かん隊たいは、あり得ぬレベルでの超ちよう接近戦を鉄てつ甲こう船せんに挑いどんでいた。

　恐らく艦かん間かん距離は三十メートルを切っている。そんな至し近きんでの車しや輪りん陣じんだ。

「基本、戦せん艦かんは、上部と側面に砲ほう台だいを持つのよの。そして、数から言えば、側面の銃じゆう眼がんから突き出した砲の方が多い訳わけだえ？　特に、ガレー型である羽は柴しばの鉄甲船はその傾向が強い」

　しかし、

「至近に寄って見ると、どうだえ？」

『近くなるですモン！』

　そら、と義光は、二振りの扇せん子すで鮭しやけ延のべを挟んだ。そして彼女は、自分の眼前、右目の前に鮭延の顔を掲かかげる。

「鮭延？　私の右目が見えるであろ？　しかし、──左目は見えぬであろ？」

『その通りですモン！』

「つまりこれと同じ事を、鉄甲船は食らっておるのだえ」

　と、義光は鮭延を宙ちゆうに流す。

「側部の銃眼は、砲ほう塔とう一つにつき一ひと穴あな。防ぼう御ぎよのためにも穴は小さいから、死し角かくとなる横に狙ねらいを振る事はほぼ不可能だえ？　──しかし、この砲塔群、中ちゆう距離以上であるならば、射しや角かくが取れ、そこからの全砲ほう弾だんを敵に集しゆう弾だん出来るであろうよ」

　だが、

「超ちよう至近となれば、使える砲ほう門もんは水平ラインで二、三、と言ったところよのう……」

　村むら上かみ・元もと吉よしが突いたのは、そこだ。

　……車輪陣は、相手の防御に至し難なんを強いる戦せん術じゆつよ。

「アルマダの海かい戦せんにおいて、武蔵むさしとて、その回転タイミングを自じ動どう人形が割り出さねば防御が出来なかったのだえ？　それを至近ともなれば、敵の挙きよ動どうの確かく認にんすら難しい」

　無む論ろん、車輪陣は攻こう撃げき側にも訓くん練れんを要する技術だ。砲ほう撃げきをタイミング良く間に合わせる事もだが、同じ箇か所しよに各艦が当てて行くのは更さらに至難となる。

　それを可能とするのは、村上水すい軍ぐんの結けつ束そく力ならではだろう。

「鉄甲船側は、不慣れな新しん人じんの迎げい撃げきで、しかも艦の一部しか砲を使用出来ない。

　更には、九く鬼きは、毛利艦隊に対しては砲撃で崩くずせると判はん断だんした。防ぼう護ご障しよう壁へきはこちら、最上もがみ勢ぜいに対するものと、そう決めたのだえ。──ゆえに防護障壁は、毛利艦隊側に向いた左さ舷げんではほとんど展開出来ておるまいよ」

　結果として、

「村上・元吉は、一つの戦術を完成させたのだえ。

　羽柴の航こう空くう戦せんにおける脅きよう威いの代だい名めい詞し。鉄甲船を、襲しゆう名めい者しや無しの、しかも惰だ弱じやくな艦列で攻こう略りやくすると言う、無む理り難なん題だいの戦術を、な」

　これは恐らく、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの先代が、後代に遺のこした課題であったろうのう」

　見るがええ、と東の空を指さした手に、器うつわが載のった。

　鮭しやけ延のべが、酒を持ってきたのだ。

『如何いかがですモン!?』

「鮭延がいると気が早くなっていかんのう。──まだ戦勝ではおらぬのだえ？」

　しかし、と義よし光あきは、正面の空で見える砲ほう火かの応おう酬しゆうを見て、目を細めた。

　今や戦せん場じようからは、時とき折おり、流れ弾だまのような焼けた鉄てつ片ぺんがちらほら飛んでくる。

　そんな火ひの粉こが飾る山やま形がた城じようの上から、

「下がるでないぞえ、九く鬼き。もしそうしたならば、狐きつねが背後から焼き尽くすゆえな。

　そのまま、貴き様さまら羽は柴しば勢ぜいは、我ら最上勢も動かす事なく、砕くだけていくのだえ」

　そして、二艦かん目の轟ごう沈ちんが生じるのを眺ながめながら、義光は笑えみもせずにこう告げた。

「ここで貴様らは負けて行くのだえ？　羽柴勢──」
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　空に巨きよ大だいな火か球きゆうが生まれ、落ちていく。

　それを見上げる視線は高く、また、速度も速かった。

　武ぶ神しんだ。

　里さと見み・義よし康やすの〝義ぎ〟が、小こ西にし・行ゆき長ながの〝孝こう〟に追われている。

「九く鬼き君も、キッツイやられ方しとるなあ」

　言う小西は、しかし空を見るのをやめた。

　森の中、敵を追う。飛ひ翔しよう器きを小こ刻きざみに使い、こちらの隙すきを窺うかがう相手を追っていく。

　だが、行き過ぎはしない。本ほん拠きよを疎おろそかにすれば、里見解放の地上戦力が侵しん攻こうする。

「全く」

　小西は苦く笑しようし、〝孝〟の肩かた上うえから言葉を落とした。

「戦争、面めん倒どうなもんやなあ」

『Ｊｕｄジヤツジ．、確かにそうだ』

　対する〝義〟が、森の闇やみの中からこう応じた。

『昔は手て柄がらを焦あせっていたものだがな。──今は、早く終われと、そう願っている』

「逆やな」

　小西は、お互いの立場を確かめるように、言葉を返した。

「こっちは、長引けばええと、そう思ってるで。羽は柴しば君が来るまで、な」

『解わかっている。──だが、だから早く終われとは、そう願わない』

　ただ、と言葉を重ね、〝義〟が来た。

『──取り戻すための戦いだ。本来は無くて然しかるべきもの。それを長引かせる意味を、私は感じないだけだ』
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〝義〟が両手で交互に突き込んで来る鎧よろい通どおしを、小西は〝孝〟の両腕うでで弾はじき返す。

　外がい殻かくを強化し、盾たてとして、または打だ撃げき武ぶ器きとして使えるようにしたものだ。

　そしてもう一つ、仕掛けられているのは、

「〝セバスティアンの矢〟……！」

　盾の側面から、弓ゆみが跳ね上がった。左右、半なかばずつ。盾から突き出したためにボウガンのように見えるものは片側だけでも四よ張はりの展開だ。

　小西は、〝孝〟の両腕を後ろに引いた。すると肘ひじに仕込まれたスライドレールが人工筋きん肉にくと駆く動どう系けいで下腕を真後ろにコッキング。その勢いで弓が術じゆつ式しき弦げんを盾の内部で絞しぼってロックした。

　直後に弦つるが開放される。

　左右四連、合計八つの風かぜ切きり音が宙ちゆうを切った瞬しゆん間かん。それが放たれた。

　矢だ。

　流りゆう体たいで精せい製せいされた長さ七メートル程の矢が〝孝こう〟の両腕うで上に射しや出しゆつ。

　腕は〝義ぎ〟に向いていた。

　至し近きん距離で放たれた光の矢が、即そく座ざに精製順で〝義〟に飛ぶ。

　対する〝義〟は、鎧よろい通どおしごと両腕を弾はじかれた状態だった。即そく座ざの迎げい撃げきが出来ないために、

『……っ』

　飛ひ翔しよう器きを下前に羽ばたかせて下がる。

　それを追う矢の群は、風切り音を立てて飛んだ。距離を空あけた〝義〟に対し、矢は弧こを描いて己おのれの軌き道どうを自己補ほ正せい。命めい中ちゆう軌道を確保した。

　当たる。その瞬しゆん間かんに〝義〟が動きの追加を行った。

　下がる身を左右に振り、木々を遮しや蔽へいにしたのだ。

　高速のスラロームは、葉枝に当たる事を厭いとわない。

　夏に緑みどりとなる葉群は、夜の中では黒の遮蔽物だ。

　だが、矢はそれらを貫つらぬき、吹き飛ばした。

　突き抜けた貫かん通つう力りよく。八本は、五本が木々を砕くだきつつも、己の方向を変えられる。

　残った三本は〝義〟に向かい、しかし、

『見えている』

　貫つらぬかれ、散った葉群の穴こそが、矢の正確な軌道だ。

〝義〟は両手の鎧通しをカウンターで叩たたき込む。そして二発を迎撃。残りの一発は、

『……っ！』

　前に出た。詰め寄る事で、矢の機き動どう力りよくを速度で上回り、回かい避ひする。

　曲がる軌道の足りなかった光矢が、背後の木々を貫き寸断した。その音を捨て置くようにして、〝義〟は真まっ直すぐ前に出る。

　一いつ瞬しゆんで〝孝〟との距離を詰め、

「やるなあ、里さと見み生徒会長！」

　小こ西にしが、矢を二発撃ち込んだ。

〝義〟に対してではない。この詰めた距離で外せば、ただでは済まないのだ。そして先さき程ほどの射しや撃げきから間も無いため、矢の追つい尾び加か護ごも整っていない。

　だから小西は、矢を下に放った。

　地ち殻かくを斜め撃ちに破は砕さいする。石が飛び、足あし下もとが崩くずれ、余波を受けた木々が身を大きく揺らす。飛び込んできた〝義〟も、矢の着ちやく弾だんが生んだ衝しよう撃げき波はに対し、一いつ瞬しゆんの姿勢制せい御ぎよを入れた。

　対する〝孝〟が、今度は下がる。

　そして風が二人の間から外に抜け、お互いは、また、

『────』

　前に出て、激げき突とつした。
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　小こ西にしは、〝義ぎ〟の鎧よろい通どおしを〝孝こう〟に弾はじかせる。

　視し界かい右上、表示枠レルネンフイグーアの中では自分の戦せん事じ預金を示すカウンターが回って行く。だがその内容にはまだまだ余よ裕ゆうがある。このまま勝負を続けても、夜明けまでは充分に足る。

　夜明けになれば、羽は柴しばが来る。

「そやな」

　今、東の空が、既すでにその色を変えつつある。

　闇やみの色だった空が、青黒さを強くする。

　漆しつ黒こくの暗さは払ふつ拭しよくされ、あるのは東から西へと暗くなっていくグラデーションだ。

　時間が過ぎていく。これは自分達にとって、有利な話だ。

　……羽柴君の到とう着ちやく時間が近い、って事やしな……！

　この慶けい長ちようの役えきが、悪い夢のようなものであっても、朝には醒さめる。朝には、羽柴達が安あ土づち城じようで関かん東とうに届き、何もかもを打ち払ってくれる。

　無む論ろん、その前に、自分達でカタがつくなら、そうしておきたいとも思う。だから、

「次々行くでえ……！」

　小西は矢を放った。そしてふと、思う事がある。

　……格かつ好こつけたいわなあ。

　なるべく勝ちたい。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、自分は関せきヶ原はらにて西せい軍ぐんに付き、敗はい北ぼくの上で処しよ刑けいされる。親しん羽柴派として、三みつ成なりの元で戦って終わるのだ。

　歴史再さい現げんは、前倒しや先送りなどで順序が変わるものでもある。しかし、順番として考えるならば、自分の場合、慶長の役の次は終わりの関ヶ原だ。

　勝つなら、ここが最後だ。

「勝ちたいやね」

　矢を放つ。追加で術じゆつ式しきを付ふ与よする。

　火か焰えんと、延えん焼しよう術式だ。対艦攻こう撃げきや、居きよ住じゆう地ちの焼き払いなどに使用されるものだが、

「課か金きんで勝負や。放てセヴァスティアン……！」

　至し近きんにて、小西は〝義〟に火災の矢を打ち込んだ。
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　義よし康やすは、小西の攻撃を的てき確かくに捌さばいた。

　下がり、着ちやく弾だんまでの距離と時間を自分で稼かせぎながら、回かい避ひ出来るものは避け、打ち落とせるものは切り払った。だが、

　……火か！

　延えん焼しよう術じゆつ式しきは、対たい象しよう物が可か燃ねん性かどうかを構わず燃やす。術式のレベルによって度合いは違うが、小こ西にしクラスなら氷こおりでも燃やす位に仕上げているだろう。

　だが、延焼術式は、多量に使用するのが普通だ。延焼、というだけあって、火はそれ以外の部分には自然着ちやつ火かで燃え移るしかないからだ。

　だから基本は、多量に撒まき散らし、一いつ斉せいに戦せん場じようを火の海にする。

　しかし小西は違った。連続で放たれた火ひ矢やは十六。それはこちらを追うように見え、

『結けつ界かいか……!?』

　巨きよ大だいな円を描くように撃ち込まれた矢が、着弾先の木々を焰ほのおに仕上げた。

　無む論ろん、それは延焼術式の着火だ。半はん径けい二百メートル。十六の篝かがり火びは他に強く燃え移る事なく、ただただ戦場を朱あけの光で照らした。

　そして露あらわになるものがある。

　……しまった。

〝義ぎ〟の姿すがたが、森の中でも明らかになる。

「どや？」

　声が聞こえた。

「回かい避ひで、遮しや蔽へい物ぶつとか、あまり意味無くなったやろ？　──少なくとも、動どう態たい追つい尾びのキッツイやつ、なかなかかわし辛づらいと思うで？　これからは、な」

　半径二百メートルの檻おりという訳わけだ。

　出来る事ならこの範囲外での戦せん闘とうにシフトしたいと、義康はそう思う。その程度には、目の前の相手を強敵と認めている。

　だが、敵を討うたねば、夜明けが来る。こちらは敵に対し、攻めねばならないのだ。ならば、

　……構うものか。

　わざわざ、敵は戦闘の舞台を作り、自分を収めてくれたのだ。

　逃げ続けて時間切れを狙ねらう手もあっただろうに。

　……無論、そんな事をしたら、こちらは本ほん拠きよを潰つぶして勝利宣せん言げんするだけだが。

　向こうもこちらも、お互いに面めん倒どうを抱えていると言う事だろう。

　だとすれば、敵が向かい合ってくれるのは、

『──是ぜ非ひも無し』

　義康は、前に全身をぶち込んだ。

　背中の飛ひ翔しよう器きを展開し、〝孝こう〟に右の肩から当たって行く。
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　遠く、篝かがり火びのように房ぼう総そうの南部を照らす火か焰えんの輪を、大おお久く保ぼは視し認にんした。

　夜空では、激げき戦せんとなる大だい車しや輪りん陣じんと鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいの攻こう防ぼうが続いている。南部に行くごとに舞い降ってくる火ひの粉こや装そう甲こうの破は片へんが増える中、大久保は東斜面の火か円えんを見み据すえ、

「あの商人は要いらん事ばかりしよるな……。あれやられたら、周囲や、傾斜の平行ラインにうちの地上部ぶ隊たいが展開出来んやろ」

「影が生まれると居い場所がバレてしまいますからね、御お嬢じよう様さま。中央側を利用する部隊の、布ふ陣じんと移動範囲を変へん更こうしましょう。──私達も前に」

　と、加か納のうが前に出る。しかし彼女の先に、一つの影が立った。

　柳生やぎゆう・宗むね矩のりだ。彼は遠く、森の向こうに見える火焰の照明を見据え、

「俺おれが前に出ます、御嬢様、加納様」

「大だい丈じよう夫ぶか？　疲れてるなら加納君任せでもええんやで？」

「立たち花ばな夫ふ妻さいが既すでに前に出られましたから、俺も行きます」

　負けず嫌ぎらいやなあ、と大久保が微笑する。そして、

「敵の本ほん拠きよはどうや。加納君」

「見えている通りです」

　と、加納が柳生の肩を叩たたいて送り出した手で、南を指さした。

「距離五キロ。本来なら漁港兼けん戦せん事じ都市というべき街が、里さと見みの本ほん拠きよであり、現状では敵の本拠となっています」

　視線を向ける先。そこには光の壁が存在している。

「……都市用防ぼう護ご結けつ界かい。しかし、露ろ天てん型やな」

「沿えん岸がん部で、街の陸上側も森林との境きよう界かいが複雑です。半はん球きゆう状を基き礎そとする防護結界ではカバー出来ないし、無む駄だが多いと判はん断だんしたのでしょう。頭ず上じようは鉄甲船が守るという算段もあったものかと判断出来ます」

「上から入れるか？」

「地じ摺ずり朱雀すざくと〝義ぎ〟ならば、あとは、上で戦せん闘とうしている艦群に落らつ下かして頂いただくのが一番かと判断出来ます」

　そら無む理りやな、と大久保は一ひと息いき入れた。そして、

「水平に壁を抜けるか？」

「武ぶ神しん隊たいの砲ほう撃げき、もしくは立花・誾ぎん様の四つ角十字クアトロ・クルスを至し近きんで、……平面部分が八メートル程続く部分の中央に撃うち込まれるならば、何とか」

　と、加納が示した概がい要よう図ずに、破は壊かい可能位置の候こう補ほがポイントされる。数として七箇か所しよ程。だが、そこには、

「柳生やぎゆう様の報告では、既すでに内側からも木材使用の壁と櫓やぐらが建てられております」

「まあ、当然、そうなるやろな」

　と、空で破は砕さいの音が一つ響ひびいた。鉄てつ甲こう船せんが一いつ艦かん、そして毛もう利りの戦せん艦かんが二艦砕くだかれ、

「おおう」

　大おお久く保ぼの視し界かいには、こちらに落ちてくるように見える。しかし、

「浦うら賀が水すい道どうと、西の浜に落ちますね」

　風を潰つぶす轟ごう音おんと、剝はく離りする装そう甲こう板ばんに瓦が礫れきの連音をたてさせながら、三艦がもつれるように高度を下げていく。途と中ちゆう、幾いく度どかの誘ゆう爆ばくを経る中で、人員が降こう下か術じゆつ式しきを使用して飛び降りて行くのが確かく認にん出来る。

　大久保は、空に展開する術式表示枠サインフレームの幾つかと、その落らつ下か地域を確かく認にん。

「──加か納のう君、後続一いつ隊たい、西側の隊を前に移動。急いだってや。

　彼ら、墜つい落らく三艦と敵本ほん拠きよの間に差し込まず、その手前で待たい機きし、敵が本拠合ごう流りゆうしようとしたらこちらの指し示じ通りに動くようにしたって」

　加納は、大久保の指示が書かれた表示枠を手にし、眉まゆを動かす。

「……御お嬢じよう様さま、この内容、賭かけのような作さく戦せんを考えて楽しいですか」

　まあまあ、と大久保は右の手を前後に振る。そして、

「時間無いんや。──出来る事はやっていく。そのつもりで行くで」
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　里さと見み解放戦力の全体が、進行を開始した。

　加納からの報告となる表示枠を視し界かいの隅すみに置き、直なお政まさは地じ摺ずり朱雀すざくを動かしていた。

　……本拠攻こう略りやくの流れがついたさね……!?

　思いながら朱雀を走らせるのは、敵本拠を見み据すえる事の出来る房ぼう総そう半はん島とうの東側。稜りよう線せんと、非ひ戦せん地帯の間となる空間だ。

　非戦地帯が近いため、羽は柴しば側も里見側も、この近辺の布ふ陣じんは薄い。稜線が遮しや蔽へいとなるために、他の戦せん域いきの影えい響きようもなく、

「飛べ、地摺朱雀……！」

　背負った飛ひ翔しよう器きは、三征西班牙トレス・エスパニアの〝猛鷲エル・アゾウル〟から改造したもの。本来は二対ついで使用される翼つばさを大型一対で収めているため、機き動どう性が悪いのが難点だ。

　しかし、一対で出力が足りないかと思えば、初期加か速そくなら何とかなる。

　飛翔する〝信しん〟の至し近きんに飛び込むようにして、

「……っ！」

　地上側から、一いつ瞬しゆんで二百メートル程の空に朱雀を飛ばす。

　飛んだ。一気に視界が高くなり、房総の地形を大きく見渡せるようになる。敵本拠の防ぼう護ご障しよう壁へきが、型抜き器きのように街の形を浮かび上がらせているのも見え、

　……おお。

　今まで、戦せん闘とう用の飛行をした事が無い訳わけではない。

　先日の地ち竜りゆう戦や、マクデブルク郊こう外がいに馬ば鹿か達を拾いに行った際、そして道みち征ゆき白びやつ虎ことの戦闘の時など、この飛ひ翔しよう器きには世せ話わになった。

　だが、これだけ長期間、幾いく度ども使用するとなると、飛行訓くん練れん以外には初だ。

　大ひろが言うには、

「〝猛鷲エル・アゾウル〟の主しゆ翼よくは重い雄おす型武ぶ神しんを長期飛行させるためのものだから、軽い雌めす型武神の朱雀すざくを短期飛行させるなら、パワー余りまくりだよん」

　との事で。確かに今回、飛翔戦せん闘とうを主と出来る〝信しん〟を相手にするには、

「強ごう引いんに振り回せ、ってか……！」

　飛び込む。高度二百メートル。これで一羽ばたき分だ。

　だが、この状態では、ラフに近付いただけに過ぎない。

〝信〟との距離は約三百メートル。高度は五十メートル程向こうが上だ。

　こちらの武ぶ器きは、軽めの中型レンチの他、狙そ撃げき用としてアームで背中に連結した一対ついの武神用長ちよう銃じゆう。これらを携たずさえて敵を追う空は、今や僅わずかに青の色を持っていた。

　そして、艦かん隊たい戦の砲ほう炎えんと火災や火ひ花ばなを背景に、紫むらさきの機き体たいがこちらに鉈なた砲ほうを構えた。

　……来るさね!?

　来た。それも突とつ撃げきではなく、鉈砲の砲ほう撃げきだ。

　剣圧だった。

〝信〟が持つブレードの縁ふち、峰みねに並んだ吸きゆう気き口こうが、そのまま圧力の発生器となる。

　こちら向きの水平撃うち。そこから放たれるのは、白い霧きりを纏まとった扇おうぎ状じようの剣圧だった。

　それも、一発ではない。同時に五発。僅わずかに上下差をもって発はつ射しやされた圧力は、流りゆう体たい光こうを散らしながら飛んでくる。

　砲撃などに比べれば、遅い攻こう撃げきだ。見てから避けられる。しかし、

　……そりゃ障しよう害がい物ぶつとして長く残ってるって事さね！

　かわせるもの、として考えた場合、低速砲撃の方が、意い識しきし続けねばならない。

　厄やつ介かいだと、そう思いながら、直なお政まさは、

「……と！」

　飛翔した。

　背部に大たい気きの叩たたき付けを行い、朱雀を剣圧の間に飛び込ませる。

　だが、二枚の翼つばさで羽ばたいても、副ふく翼よくなどがないため、軌き道どうの調ちよう整せいはほぼ出来ない。

　羽ばたいたら一いつ直線だ。更さらには失速も早く、

「もう一回……！」

　霧きりの曲きよく刃ばに見える剣圧とすれ違う時、二発目の羽ばたきを強ごう引いんに入れた。

　剣圧のプレッシャーから早く逃のがれたいというのもだが、五本の軌き道どうによって限定されていた自分の移動範はん囲いを、広く取り戻したいというのもあった。

　飛ひ翔しようした。

　朱雀すざくの全身が斜め打ちに前上方に飛び出す。

　空に艦かん隊たい戦せんの砲ほう撃げき音を聞きながら、朱雀が夜空を大きく前に出た。〝信しん〟との距離は約百五十メートルにまで縮んだ。そして、

　……もう一度か！

〝信〟が空中でバックステップしながら鉈なたを振る。そして五発の剣圧が放たれる。

　距離が縮んでいるため、扇おうぎ状じように広がる霧の刃やいばの間かん隔かくが狭い。

　だが、行くしかない。

　五発の軌道。その間に、直なお政まさは朱雀が飛び込めるだけの余よ裕ゆうを見た。ゆえに、

「行くさ……！」

　背後に大気の爆ばく圧あつを叩たたきつけ、直政は朱雀を加か速そくした。

　直後。直政は一つの言葉を聞いた。それは、

『第六特とく務む！』

　義よし康やすだ。彼女の、焦あせりを帯びた口く調ちようが、

『〝信〟に飛び込むな!!』
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　飛ひ来らいする矢をかわし、鎧よろい通どおしで切り落としながら、義康はその音を聞いた。

　剣けん砲ほうだ。

　正まさ木き・時とき茂しげが使用する〝信〟。その大鉈が放つ剣圧の砲ほう撃げきは、義康にとってよく知るものだ。武ぶ神しんの戦せん闘とう訓練で幾いく度どとなく撃うち込まれたものだし、共に戦せん場じように出た時には味み方かたとして使用されるのを見ている。

　八はつ犬けんの中、剣砲使いの得え手ては義よし頼よりと時茂だ。

　義頼はどのような武ぶ器きもそつなくこなすため、どちらかというと〝専門〟という意味では時茂の方が相応ふさわしい。

　……あれは、面めん倒どうな武ぶ装そうなのだよな。

　義頼の〝忠ちゆう〟が持つ剣砲が、対たい艦かんを可能とする出力を持ちつつ、基本は単発であったのに対し、時茂の〝信〟が持つ剣砲は基本が複数発はつ射しやだ。同時も行ければ、連れん射しやも行ける。

　……何しろ元々、対機き鳳ほう用だ。

　北ほう条じようの機鳳隊たい。それが里さと見みの防空圏けん内ないに突とつ入にゆうしてくる際、迎げい撃げきは厄やつ介かいな作業となる。

　何しろ正面からの砲撃では、追つい尾び術じゆつ式しきであっても砲ほう弾だんの軌き道どう修正が間に合わない。

　予測砲ほう撃げきを行わなければ命めい中ちゆうは至し難なん。それ程に敵は高速で、機き動どう力りよくがある。直線勝負や最高速度では自分達の武ぶ神しんの通常飛ひ翔しよう力よりも上に至るのだから。

　そんな対機き鳳ほう戦せん法ぽうとして時とき茂しげが使用するのが、同時複数砲撃の剣けん砲ほうだ。これによって、時茂は空に壁を作り、敵の軌き道どうを制限する。

　機鳳は急激な方向転てん換かんが出来ない。故ゆえに広い範囲で扇おうぎ状じように張られる弾だん幕まくは、上下に避ければ行き先を大きく逸そらされるし、間に飛び込めば軌道を狭められて迎げい撃げきだ。

　二度、三度と射しや撃げきを重ねる事で、その網あみは大きくなり、迎撃は果たされる。

　それを今、時茂が第六特とく務むを相手に使用した。

　迎撃のパターンは解わかっている。だから義よし康やすは、声をあげた。

『危険だぞ……！」
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　直なお政まさは思った。義康の警けい告こくを聞いてこう思った。

　……具体を言え……！

　飛び込むなとか危険とか言われても何が何だか解らん……！　行動は、宣せん言げんして、誰だれかの見ているところで行い、その際には指先で指し示じして読み上げる。それが機き関かん部ぶでの作業の基本である。うん、でも大体守ってないさね。だが不慣れな現場では守るべきものだ。

「というか飛び込みタイミング失ったさね……！」

　先の警告に気をとられたというのもある。

　直政は朱雀すざくの飛ひ翔しよう器きで〝信しん〟の攻こう撃げきを回かい避ひした。飛来する五連剣圧に対し行くのは上方だ。加か速そく力りよくが強いため、一気に上に飛ぶ事になるが仕方ない。

　飛んだ。

　そして直政は気付いた。〝信〟の姿すがたが先さき程ほどまでの位置に無いのを、だ。

　……何ど処こに行った!?

　直後。不ふ意いに直政は背後の大たい気きの流れに違い和わを得た。自分が今まで作って来た気流が、不意に断ち切られたような、そんな感覚が背に伝わってきたのだ。

「まさか……」

　振り返った後ろ。そこに極ごく厚あつの刃やいばがあった。

〝信〟の大おお鉈なただ。

　振り抜かれる動きは水平斬ぎり。

　直政は危険を感じた。

　……どうやって朱雀の背後に回った!?

　爆ばく発はつ的な加か速そく力りよくを有しているのは解る。ならばこその、背後からの攻撃だ。

　だが、何い時つ、それを行った。そして自分に対しては、

　……どうするさね!?

　今の一いち撃げきへの対たい処しよと、これからへの対処。それらを思し案あんし、直なお政まさは動いた。

　朱雀すざくを、強ごう引いんに背面に回したのだ。
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　時とき茂しげは、敵の判はん断だんの無む茶ちやを見た。

　朱あけの重じゆう武ぶ神しんが、いきなり身を空に翻ひるがえしたのだ。

　逃げる時、普通の判断ならば、加か速そくしての逃とう走そうを狙ねらうだろうに。

　だがこの敵は、違った。翼つばさを、腰の側に強引に閉じ下ろし、

　……その勢いで身体からだを背面にしたか!!

　仰のけ反ぞるような姿勢での後方一いつ回転。対する自分の攻こう撃げきは水平斬ぎりだ。弓ゆみなりに反った武神の臍へその辺りを、刃やいばが正確に薙ないだ。

　巨きよ乳にゆうが引っかかって切れるかと思ったら、存外に胴どう体たい部ぶと背部フレームが柔らかい。戦せん事じ用ではなく、民みん生せい用のショックダンパーなどを入れているのだろう。

　回かい避ひされた。

　一撃を振り抜き、通り過ぎる背後。そのまま敵が一回転をするのが後部視覚に見えている。身を回し、こちらの背後を取ろうという構えだ。

　無む論ろん、一回転からの加速では、こちらに追いつける筈はずも無い。しかし、と時茂は思った。相手に〝勝利出来るかも〟という勘かん違ちがいを与えるのも、己おのれの油ゆ断だんであろう、と。だから、

「させないわよ……！」

　時茂は、強引に再さい加速を入れた。羽ばたきをぶち込み、背後に大たい気きの爆ばく発はつを叩たたき込む事で、

「当たれ！」

　爆ばく圧あつが、朱の重武神を打だ撃げきした。
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「……っ！」

　やるじゃないさね、というのが、敵に対する直政の評ひよう価かだった。

　高空の大気爆圧は、打撃よりも、高圧の冷水をぶつけられるような感覚がある。

　聴ちよう覚かくは数すう瞬しゆん麻ま痺ひし、身しん体たい調ちよう整せい加か護ごが急速の復帰を促うながした。そして音が聞こえてみれば、

「気に入った！」

　自分の声がやたら大きく聞こえて、直政は笑いを宙ちゆうに捨てた。

　朱雀は今、打撃され、高速の背はい面めん回転を得ながら落らつ下かしていく。一いつ瞬しゆんで数十メートル落ちただろうか。だが、打撃力が抜け、失速しかかった瞬しゆん間かん。

「……！」

　直なお政まさは、回転方向を読み、右の翼つばさを羽ばたかせた。その一発で回転のベクトルを横から斜めに変え、両の翼を立ち上げる。

　背はい面めん回転中だ。翼は広げるだけで吸きゆう気きする。ゆえに、

「行くよ……！」

　夜空を叩たたいて跳ね上がった行く先、既すでに敵はこちらへと剣圧を放っている。それを大おお外そとから回り込むように直政は連続飛ひ翔しよう。

　羽ばたきを数度入れると、流石さすがに身体からだに負ふ担たんも掛かる。元々が重い飛翔器きだ。振り上げ動作には時間が掛かるし、バランスの調ちよう整せい計算の結果によっては、振り上げがオート不能でマニュアル式に切り替えられる場合もある。

　しかし、朱雀すざくの軌き道どうに合わせて距離を空あける敵を見ていると、これが正解だとも解わかる。

　……動かないと危険さ。

　この敵には、手て数かずが必要だ。何な故ぜなら〝信しん〟の戦せん術じゆつは、基本的に攻こう撃げきの手を緩めない事にあるからだ。

　遠方からは剣圧の砲ほう撃げきで軌道を制限し、近距離においては、攻撃の当たる範囲にいれば即そく座ざにその力を振るってくる。油ゆ断だんというものが一いつ切さい無い。

　悪くない。気に入った。手を抜くのはそもそも嫌きらいなのだ。機き関かん部ぶの人間たるもの、サボる事はあっても手は抜かない。時間は掛けても手抜き仕事はしないのだ。

　それをこの敵は実じつ践せんしている。いい根性だ。機関部向きだ。

「なかなかやるさね……！」

　直政は朱雀に高速の羽ばたきを重ねさせた。

　自分とて、手を抜くつもりはないのだ。だから直政は距離を詰め、

「……入った！」

　地上からの狙そ撃げき用として、背部のアームに接続していた武ぶ神しん用の銃じゆう。それを左右の腰に展開する数。は二丁ちよう。しかし今のこれは狙撃用ではない。追つい尾び弾だんを仕込み、銃じゆう身しんも外した、

「……航こう空くう戦せん用の、追尾弾発はつ射しや砲ほうさ！」

　左右一対つい、放たれた四連れん射しやの合計八発が、流りゆう体たい光こうの尾を引いて〝信〟に向かう。
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〝信〟は、瞬しゆん間かん的な回かい避ひ軌道を選択した。

　時とき茂しげが選んだのでは無い。高速の追尾弾に対し、〝信〟にセットされた制御情報プログラムが最適な運動を選び取ったのだ。

　時茂としては、正直、驚きを得ていた。

　……武蔵むさしの…武神は、高空機き動どう中に砲ほう撃げきを使用するか！

　空中砲撃は、戦せん術じゆつとしてあり得る。だが、武神が使用する長ちよう銃じゆうとなると反動も大きい。

　航こう空くう機き動どう中に発はつ射しやすれば速度の低下が前ぜん提ていとなり、相当な制御情報プログラムの先行計算が必要だ。

　里さと見みにて空中での射しや撃げきを行う際は、後こう退たいしながらの引き撃うちか狙そ撃げき。もしも前に出て放ちたいならば、剣圧を発射する剣けん砲ほうなどを用いるように指導される。

　だが、この敵は、航空機動で前に出ながらの砲ほう撃げきを行った。

　その方法を、〝信しん〟は見た。

「……三征西班牙トレス・エスパニア方式か！」
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　直なお政まさは撃つ。だが、その射撃方法が、いつもとは違う。

　撃つのは腰から。それも胴どう体たい部ぶに密みつ着ちやくさせるように展開した接続アームから、

　……胴体正面に撃つのさ……！

　移動方向に対し、正せい対たいして撃てば反動が大きい。接続部ぶへの負ふ担たんも強くなる。

　だが、それをなるべく緩かん和わする方法がある。

　移動方向に対し、垂すい直ちよく方向、もしくは後ろへと撃つのだ。

　三征西班牙の〝猛鷲エル・アゾウル〟達が、アルマダ海かい戦せんで用いていた射撃方法だ。航空機動中、空からの射撃を行う際、彼らは上空を通過しながら、なるべく行き先の方向ではなく、胴体正面となる下方へと射撃をしていた。

　この場合、軌き道どうは下から持ち上げられて揚よう力りよくの足しになるし、速度は落ちない。後方下側へ撃てば、機き体たいの加か速そくも行える。

　応用として、正面方向を撃つ時は、なるべく機体の進行方向を逸そらした上で射撃する。

　軌道は直せるが、速度を失えば捕ほ捉そくされやすい。その事が解わかっているが故ゆえの射撃法だろう。

　三征西班牙のエースどもは、これを縦じゆう横おうに用いるから凄すごいものだ。

　このところで航空機動の訓くん練れんなどやっていて、直政は今いま更さらながらに三み河かわでの敵を思う。

・煙草女：『ナイトとナルゼが相打ち近くにまでもって行かれる訳わけさね』

・●　画：『何？　夕焼けのキスシーンの前ぜん座ざが何だって？』

　不ふ機き嫌げんに聞こえるが、テンション高い証しよう拠こだ。

・煙草女：『何さね、まだ起きてるんさね』

・●　画：『あー、このところで溜たまってるネームを下書きに転てん生せいさせてる最中。今日きようはどうせろくに動いてないから、このまま徹てつ夜やでネルトリンゲン行くわ』

　生きる価か値ち観が違い過ぎる。だが、

・●　画：『何、武ぶ神しんの戦せん闘とう中？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝信〟の回かい避ひ機動を追いながら、直政は呟つぶやく。流石さすがに羽ばたいた直後や、ターン中に砲撃は出来ない。だが、速度がピークを越えた直後は、

・煙草女：『射撃中さ、……ね！』

　撃うった。砲ほう撃げきの連音はナルゼに届いていないだろう。だが、

・●　画：『三征西班牙トレス・エスパニアの連れん中ちゆうは、やはりエース級よね。何しろ機き動どう中に、反動を受けないよう、手首の角度で調ちよう整せいしてんだから。アルマダでも、魔女テクノヘクセンの一列射しや撃げきが当たったのって、あれ、連中がピンポイント撃うちをするために、斜め前撃ちしようとした軌き道どうを読んでやっていた訳わけだしね。敵がしっかりした技術持ってたから出来た事よ』

・煙草女：『何つーか、その辺りの技術が今いま頃ごろこっちに取り込めるとか、人間、成長ってのはままならんもんさね』

・●　画：『死ぬ前に言いなさいよそういう事は。大体、即そく座ざに成長出来るなら、三み方かたヶ原はらの戦いの翌日に関かん東とう解放やってるわよ、多分』

　だから、

・●　画：『直なお政まさ、現場を頼むわ』

　その言葉に、直政は頷うなずいた。Ｊｕｄジヤツジ．、と言った。何な故ぜなら、

・●　画：『私も、里さと見みには思うところがあるのよ。だって、──あの戦いで死し亡ぼうした成なる瀬せ・正まさ義よしは、私の名前のあやかり元たる成瀬家の者だもの。……あの時、私が先に行けていれば、総そう長ちようが考え込んだり、義よし康やすが私の同人誌しの主人公こうになったり、シリーズ化する事も無かったのだから、……それはそれでいい面があるような気もするけどどうしたものかしら』

・煙草女：『うっかりあとがきに書くなよ？』

　そうね、と魔女が答えた。

・●　画：『──頼むわ。活かつ躍やくの場を譲ゆずってあげる』

　Ｊｕｄ．、と応じて、直政は意い識しきを前に向けた。敵を、今からは追う時間だ。

「こっちもこっちで、手を抜かないさ……！」
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　飛来する八発の追つい尾び弾だんに対し、時とき茂しげは回かい避ひに専せん念ねんした。

　この相手、なかなかやる。航こう空くう戦せんの得え手てな武ぶ神しん乗りなど武蔵むさしにはいまいと思っていたが、やはり空を飛ぶ土地という事か。空を飛び、戦うための体たい術じゆつや、バランスの制せい御ぎよが見事だ。恐らくは日常的に、空中へと身を任す慣れがあるのだ。

　動きに迷いが無く、小回りの部分では自分よりも無む造ぞう作さに身を振る時がある。

　無む論ろん、高速機き動どうは不確かな部分が多いのだが、

　……あの、一発勝負みたいな飛ひ翔しよう器きならば、加か速そくした際の挙きよ動どうはほとんど考えなくていいという事か。

　大出力で、向いた方向に飛ぶだけの飛翔器。高速機動の制御が苦にが手てならば、アクセルを踏むだけのシステムに乗せて吹っ飛ばせばいい、という考えだ。失速しての方向制御や、姿勢の取り直しは得手なのだから、あとは度ど胸きようと見切りの問題となる。

　第六特とく務むともなれば、戦せん闘とうに迷いを得る事は無いだろう。

「ならば──」

　この敵は、武蔵むさしという環かん境きようで生まれ、そこで武蔵なりの航こう空くう機き動どう戦せん術じゆつを作ってきたのだ。

　ルーツは、武蔵と、三征西班牙トレス・エスパニア。恐らくは義よし康やすから、航空戦の情報なども得ているだろう。単に民みん生せいの武ぶ神しんに翼つばさをつけただけではない。何もかも含めて、航空戦可能な武神として仕上げて来たのだ。

　……恐らくは──。

　里さと見みにある本ほん拠きよへの強きよう襲しゆうを視野に入れている。

　強敵だ。

　逃のがしてはならない。ゆえに、こちらも距離を空あけて逃げてはならない。

〝信しん〟は空を跳ねる。

　追つい尾び弾だんの飛来に対し、引きつけてから剣圧を単発で叩たたき込む。

　爆ばく発はつ。誘ゆう爆ばくが三発。爆ばく炎えんを抜けた敵てき弾だんは五発ある。だから時とき茂しげは身を翻ひるがえして、先行してきた二発をかわす。だがこれは爆炎の中で追尾術じゆつ式しきがこちらを見失ったものだ。見ないでもかわせる。残り三発は追尾が生きており、身を翻した自分に飛びかかってくるので、

「────」

　加か速そくした。前に飛ぶ。叩きつけた爆ばく圧あつで二発が破は裂れつ。残った一発は、急加か速そくで遠ざかったこちらを見失い、

「自じ爆ばくか」

　失速と同時に、自爆してその存在を自ら消した。

　そして見た眼がん下か、敵がこちらに上昇を掛けてくる。それも、更さらなる弾だん幕まくを張って、だ。

　単なる上昇軌き道どうではない。弾だん丸がんを放つ際、その反動で軌道はズレる。しかし、

　……そこに飛ひ翔しようのタイミングを合わせるか。

　軌道が、読めない上で、高速に吹っ飛ぶ。正直、効こう率りつ重視なのだろうが、時茂は敵の飛び方についてこう思った。

　……また汚きたない飛び方ねえ……！。
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　直政は、飛翔のタイミングを早めながら、こう思った。

　……この飛び方、いいさね……！

　武蔵が、基本、緩かん慢まんな航こう行こうをしているせいもあるだろう。自分としてはテキパキと動いた方が性しように合うし、やはり飛ぶなら派は手でにドカンと飛びたい。

　結けつ構こう、いい。口くちの端はしが上がるのを感じながら、直政は自分達を反射させるように、

「朱雀すざく、飛ぶよ……！」
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　朱あけの武ぶ神しんが、また視し界かいから外に吹っ飛んだのを確かく認にんし、時とき茂しげは呟つぶやいた。

「あのねえ」

　空を飛ぶというのは、もう少し、何だ、あるわよね？　美学というか、ほら、鳥のようなというか。大体、国の税ぜい金きんで飛んでいる訳わけだから、結果を出せばいいというのは解わかるんだが、もう少し丁てい寧ねいにねえ。オイ。

　……よく考えたら、義よし康やすは亡ぼう命めい時じ、〝義ぎ〟の管理関係を実費でやってたの？

　だとしたら、戦後、里さと見みに全額要求される事になったりするんだろうか。もしそうならあの生徒会長、国こく費ひの災さい厄やくでしかないように思うんだが。

「くっそ……！」

　色々な憤いきどおりを抱えながら、時茂は飛ひ翔しようした。そして、

「……そこ！」

　敵の軌き道どうを悟さとった。見ているのでは間に合わない。幾いく度どかの攻こう撃げきを経た上で、敵が来るであろう位置を読み、そこに剣圧を撃うったのだ。

　朱の武神が、狙ねらった位置に飛び込んできた。

　剣圧と、敵の砲ほう撃げきが交こう叉さする。距離が近い上に正せい対たいだ。

　敵の追つい尾び弾だんが剣圧で一気に砕くだけ散る。爆ばく発はつ。そして自分は前に出る。

　敵の攻撃は潰つぶした。相手は正面にいる。後はもう、解っている事だ。

「間合いだよ……！」

　超至し近きん。敵の回避は、砲撃の反動を利用した強ごう引いんな軌道変へん更こうだった。だが、翼つばさの動きが大振りだ。読めている。正対からお互いは同じ方向に九十度跳はね、

「逃のがさないよ！」

　自分と朱の武神は、接近するように進路を沿わせていき、

　……来るか！

　距離三十メートル。武神同士ならば、すぐにでも手が届きそうな位置で、攻撃を放った。
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　応おう酬しゆうは、弾だん幕まくと弾だん壁ぺきの叩たたきつけ合いだった。

　朱の武神が拡散から収しゆう束そく軌道を描く追尾弾を連れん射しやすれば、紫むらさきの武神は収束から拡散に終わる剣圧を撃ち込んだ。

　攻撃を、お互いは止める事なく、回避を同時に敢かん行こうする。

　朱の武神は幾度も強引に羽ばたいて跳ね、敵の放った剣圧の壁を上下に回り込んだ。

　紫の武神は波打ち、溜ためては弾はじかれるように飛翔し、敵の追尾弾を誘ゆう爆ばくさせる。

　しかし空が狭い。

　この距離で攻こう撃げきを交わし合うには、夜空が小さ過ぎる。

　だからというように、お互いは空を広くした。位置を入れ替えるように、二重の螺ら旋せんを描く軌き道どうで身を振り、機き動どうする。

　退ひかない。

　朱あけの武ぶ神しんは切るように空へと螺旋を描き。

　紫むらさきの武神は抉えぐるように空へと螺旋を描く。

　そして軌道が交こう叉さし、激げき突とつした。朱の武神は航こう空くう用のスカートに仕込まれた細ほそ身みの中型レンチを抜き打ち、紫の武神は大おお鉈なたを叩たたきつけに行く。

　火ひ花ばなが散り、鉄の音が鳴った。

　お互いが離れ、即そく座ざに射しや撃げきを放った。その間、両者は反動を消すように身を回す。

　次の瞬しゆん間かん。選ぶ軌道は、回かい避ひと敵への接近を願ったもの。

　射撃と砲ほう撃げきがまた交叉する。
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　危ないさ、と直なお政まさは思った。

　今の交叉は真剣にヤバかった。ミトツダイラや二ふた代よが組み手の訓くん練れんをしたいと言って来た時、大体は投げ飛ばすなり押さえつけるなりで土ど俵ひようの違いを教えてやるのだが、やはりあの二人となれば時とき折おりに良いのを突っ込んでくる時がある。

　今のは、その時感じる寒さむ気けの塊かたまり。そのようなものが首くび筋すじ辺りに来たのだった。

　よく考えたら、今は向こうの土俵だ。

　こっちの機き動どうが思った以上に上う手まく行っているからと言って、

　……あー面めん倒どくさい。

　悩んでる暇ひまは無い。上手く行ってるなら、押せ。上手く行っていないなら、それでも押せ。

　これは仕事だ。里さと見み解放という仕事。そして自分はその実行班はんの一人で、納期は近いのだ。

　報ほう償しようは朱雀すざくの翼つばさ。しくじれば当分にそれはこの手にやってこない。下へ手たをすれば羽は柴しばの再占せん領りようから、技術関係などは全て引っこ抜かれていく怖おそれもある。

　ならば納期は絶対だ。退く事は赦ゆるされない。

「ブラック戦せん場じようめ」

　舌した打うちが漏もれるが、だが、それは空の中で苦く笑しように変わる。

「いいさ、もっとブラックな現場にいるのは確かさね。──うちの総そう長ちようは世界征せい服ふくで、副ふく会長は戦争大好きって状況だしさ」

　だが、と直政は告げた。空を回り、攻撃を振ってくる〝信しん〟から朱雀を逸そらさず、

「上手く行ってないとしても、押すさね……！」
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　時とき茂しげは、〝信しん〟の機き動どうが安定している事を確かめた。出力、劣れつ化かともに許きよ容よう値ちだ、と。

　上う手まく行っている。

　これ以上の状況を狙ねらう事は出来ても、それは一いつ瞬しゆんでしかないというのは解わかっている。そうしたくなるのは、長く続くベストの状態に疑問を抱いた迷いでしかない。

　だが、と時茂は思った。

　……素しろ人うとめ!!

　攻こう撃げきを交わし合う相手が、武蔵むさしの第六特とく務むという存在なのは解っている。強敵だ。だが、幾いくら彼女が武蔵の住人と言えど、ここまで付き合われるのは不ふ本ほん意いだ。

　自分の不ふ甲が斐いなさを時茂は知る。

　焦あせるな。焦らなければ、倒せる。

　倒せる筈はず、ではない。確実に倒せるのが自分の実力だ。だから今は、敵との距離を測り、

「お……！」

　剣けん戟げきが走る。軌き道どうが一いつ瞬しゆん重なり、両者の武ぶ装そうが近接武ぶ器きとなる。

　剣けん砲ほうを大おお鉈なたとして使うためのシフトは即そく座ざのものだ。

　手首などの関かん節せつを扱う制御情報プログラムを変へん更こう。射しや撃げき用から航こう空くう近接攻撃用に入れ替える。

　直後にする事は、刃やいばを敵にぶつける事だ。鉈は良い。当てれば裂さける。航空機動中なのだ。僅わずかな裂け目に大たい気きがぶつかってそれを広げ、一瞬で全てを台だい無なしにする。

　だが、こちらの攻撃は、鉄の火ひ花ばなに弾はじかれた。

　……中型レンチか！

　工具。里さと見みでは、武ぶ神しんの補ほ修しゆうより、航空艦かんの修理に使う事が多いものだ。

　よくそんな重い物を、と思うが、敵の武神は純じゆん粋すいな戦せん闘とう用ではない。搭とう載さい重量には余よ裕ゆうがあるという事だろう。それに、

「考え方の違いか」

　自分の乗る〝信〟は、航空戦が可能な武神だ。航空戦用武神という訳わけではない。

　そして自分の得え手ては航空戦だが、〝信〟も基本は地上戦を主とした機き体たいである事は間違いない。これは里見の宿しゆく敵てきである北ほう条じようが近く、領りよう地ち内に侵しん攻こうされる事もしばしばあったせいだ。

　空ばかり飛んでいては、里見の武神は務まらない。

　しかしぶっちゃけ、里見領りよう内ないでの武神人気では、〝信〟は結けつ構こう上なのだ。トップはやはり大人おとなから子供まで喜ばれる八やつ房ふさだったが、アレは義よし頼より以外の八はつ犬けん内では「あれ持ち出されると勝てねえよな」という事で、でも〝忠ちゆう〟が二位だったからどうすればいいの。

　そんな訳で〝信〟は五位。三位は色いろ気け担当の〝悌てい〟だから仕方ないとして、四位が〝義ぎ〟とはどういう事だ。義よし康やす、私より撃げき墜つい数も少ないのに。何だか選挙結果では、票を持ってる年寄り層に義よし康やすのキャラ受けがいいそうだが、地上戦が主体で、見回りとか地じ味みにやってるとそうなるのか！　子供や十代には私の方が人気高いのに。

　ともあれそんな憤いきどおりはあるが、長所を伸ばすか短所を潰つぶすかは国家や武ぶ神しん乗りの方針や気分に左右される。

　自分は、航こう空くう戦せんの能力を特化する方に向かった。

　この敵は、しかし違う。短所を潰す方だ。

　装そう備びの内容が、それを示している。元は四し聖せいというが、実際はほとんどのパーツを民みん生せい用で組んだ軽量の武神だ。その軽量を、しかし敵は有用と考えたに違いない。

　各戦せん場じよう、相手に応じ、装備を変へん更こうし、運用する。きっと、地上戦主体となった場合は、それに応じた装備を搭とう載さいし、赴おもむくのだ。

　無む論ろん、装そう甲こうが薄いので、破は損そんも酷ひどかろう。実際、真田さなだの地ち竜りゆうとやった時は、先行して一いち撃げきを入れたものの、脚きやく部ぶを大たい破はしたとの事だ。

　だが、それでいい。彼女には、他がいるのだ。

「任せられる仲間がいるのよね……」
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　時とき茂しげは思う。里さと見みにも、八はつ犬けんと呼ばれた者達がいた、と。

　今は、いない。避ひ難なんの先に他の皆はおらず、羽は柴しば勢ぜいによって集められた残ざん党とうの中にも、自分だけだった。否いな、外には義よし康やすもいるが、あれはもはや敵だ。

　任せられる者が、自分にはいない。そして、

「以前からも、それだけよ」

　八人が主力。戦せん士し団だんはいても、彼らを主力に北ほう条じようを攻め落とすには、足りない。武神は地上制せい圧あつがそれなりに可能な戦力なので、北条に対する抑よく止し力りよくになっているが、

　……八犬になって、初めて、その位置のプレッシャーが解わかるというものね。

　何しろ、八人が常に動ける訳わけではない。

　ローテーションを組んでいるが、基本は三人。下へ手たをすると二人だ。

　義康が気付いていたかどうかは知らないが、義よし頼よりとシフトが同じになる回数が多かったのは彼女だ。それを義康の実力不足とみるか、贔屓ひいきとみるかは人それぞれだろう。

　だが、実力がどうあろうと、緊きん急きゆう時じには戦せん闘とう初期の時間を二人で防ぼう衛えいしなければならない。

　だから、だ。先代義頼は国を守るために行動したし、義頼も、三み河かわ争そう乱らんの神啓レデイオ放送を聞いて、武蔵むさしと組む事を決けつ意いした。

　武蔵ならば、里見の現状を預けられると、義頼がそう判はん断だんしたのだ。

　彼が、先代義頼の墓ぼ前ぜんに花を献けんじていた事を、空から見ていた自分は知っている。

　だから当時思ったのだ。もしも武蔵が里見の側につくならば、もう、何かが失われる事や、守る重圧からも解放されるか、と。

　緊きん急きゆう通つう神しんは夜に来た。

　武蔵むさしがマクデブルクの掠りやく奪だつに赴おもむいたのは先夜に知らされていた。遠い異い国こくの事だ。人助けが好きなのかと、お人好しに感じたものだ。

　だが、続く放送では、三み方かたヶ原はらの戦いが生じたという。

　自分が憶おぼえているのは、八はつ犬けんの内、三人、〝仁じん・礼れい・智ち〟が武蔵の近きん圏けん通過を保ほ護ごするために出しゆつ撃げきに向かい、残りの者達はその後の警けい備びにつけと、そう指し示じが来た事だ。

　三方ヶ原の戦いが、何な故ぜ、関かん東とうまで伸びてくるのか疑問はあった。

　しかし、急ぎ持ち場につこうと寮りようを飛び出した時、それが来た。

　竜りゆう脈みやく炉ろの爆ばく圧あつだ。

　寮前の並木が折れ、しかしその陰にいた事が命を救ったのは、後で理解した。

　次に気付いた時、自分は、先さき程ほどと違う場所にいた。海が見える。開けた丘の上に吹き飛ばされたらしい。ここは何ど処こだと、足あし下もとを見た時に、瓦が礫れきの山がそこにある事に気付いた。足下で山になっていたのは、爆圧の直ちよく撃げきを受けて倒とう壊かいした寮だった。

　避ひ難なんの現場で皆をとりまとめはしたものの、羽は柴しば勢ぜいの捜そう索さく隊たいを逃のがれる事など出来ず、

　……そうとも。

　教きよう導どう院いんの格かく納のう庫こから、他の機き体たいに守られるようにしてほぼ無む傷きずの〝信しん〟が掘り起こされた時、そして、義頼の死と、北の空で、武蔵が有あり明あけに格納されたと知った時、自分は理解したのだ。もはや、自分は、里さと見みの現地代表として、しかし、流れに任せるしかないのだな、と。

　以後、武蔵の情報は極きよく力りよくにシャットダウンした。

　やるべきは多く、そのほとんどは、今ですら終わっていないのだ。

　大体何よ、あの武蔵は。

　ずっと飛んでいて。飛行訓くん練れんをするのも生徒会予算に無む心しんしなければならないような私から見れば、羨うらやましい以外の何ものでもない。

　ただ、たびたび聞こえてくる動静や公おおやけの放送を聞いている限りだと、あの内部は相当にギャグに厳きびしい。自分には無む理りだ。義よし康やすもよく生きていける。私と同等に堅かた物ぶつだった筈はずだが、まさかストレスで人格がおかしくなったのか。

　……さもありなん……。

　今、時とき茂しげは戦う。

　自分の現状こそが、里見の今ある姿すがたなのだと。

　義康が敵にいるのは、承しよう知ちの上だ。彼女は自分の苦労を、里見の今を理解出来るだろうが、共に体験していない。ならば、と時茂は思う。

「私は……！」

　義よし康やすとは、戦えない。

　あの馬ば鹿かと戦い、勝ち負けが付けば、里さと見みは割れる。苦労を共に行く自分達と、その中から、新しい里見を望もうとする者達とで、きっと割れる。

　義康も、恐らく、理解の上だろう。

　あの小こ西にしも、なかなか、表おもて向むきに辛しん辣らつな部分もあるが、底の部分では人心を得るタイプだ。里見の事を理解の上で、勝負がどちらに転んでも両りよう得とく出来るように仕込んでいるだろう。

　どちらが勝つか、負けるか。次の里見は、どうなるのか。

　現状の苦労を積み重ねて、新しくなっていくのか。

　別の道を選んで、新しくなっていくのか。

　どちらだ。

「私は──」

　こちらだ。

『残ざん骸がいの上に、立った事があるか、武蔵むさし勢ぜい!!』
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　直なお政まさは、敵の言葉を聞いた。

　……馬鹿。

　不幸合がつ戦せんでもするつもりか。大体。それを言うなら、自分も同じだ。

　村を失い、家族を失い、そして武蔵に拾われたのだ。

　だが、と直政はそれを言うのを避けた。この敵には、武蔵が来なかったのだ。しかし、

「謝るつもりも無いさ」

　他人の助けがあるかどうかは、巡り合わせだ。不幸で勝負をするなら、誰だれも死人に勝てまい。そして直政は思う。死ぬ時には、不幸ではなく、生きた事を喜べ、と。

　義よし頼よりとて、そうしたのだ。

　直政は思う。里見の総そう長ちようを思う。彼が最後に飛んだのは、生きるためだったさ、と。

　彼は誰の手助けも拒んだが、あれが彼の生き方の始まりなら、確かにそうすべきだ。

　もし、誰かが手助けしたならば、去って行った彼に対し、引きずられただろう。生きる事に関わろうとすれば、そうなるのだ。

　見送った者達ですら、引きずられている。

　自分もそうだ。義頼に引きずられている部分はあるし、妹に対しても同じだ。

　使って、と、自分の身を預けた妹に、ずっとずっと引きずられている。

　だが、今なら解わかる。

　あれは、犠ぎ牲せいになろうとしたのではない。

　あれが、妹の生きようとした方法だったのだ。ならば、

「教えてやるさ」

　直なお政まさは朱雀すざくを宙ちゆうに飛ばした。

「あたしの方が、お前らより先せん輩ぱいさ」

　そして、と直政は更さらに思った。自分達のように、誰だれかが生きるのを預けられたのではなく、死んだのを抱えてきた馬ば鹿かが、うちのトップにはいるのだ、と。

　何ど処こにも何も生きていない。だから、〝死ぬために生まれてきたのか〟を、自じ問もんした。

　自分らなどより、どれだけにキツかったろうか。その相手は最近戻って来たが、

　……ホライゾンは、今、生死の意味や、人の関係を知って、あたし達といる。

　無む論ろん、馬鹿とて、人に支えられてきた事を悟さとっているし、解わかっている。

　それに対し、ようやくに向き合える余よ裕ゆうも持ってきたようだが、

「さて」

　ならば、自分達だ。

　里さと見みが砕くだかれ、失われたならば、教えてやらねばいけない。

　お前達は、砕かれ、失われるために存在していた訳わけではない、と。

「……教えてやるさ！」
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　二機は激げき突とつした。

　鉄をぶつけ、音を散らして空を回った。

　翼つばさが生むのは轟ごう音おん。音が作るのは瞬しゆん発ぱつの勢いだ。

　そして強い弧こを描き、〝信しん〟が飛ひ翔しようした。

『──勝ってどうする、武蔵むさし勢ぜい！』

　朱雀すざくが身を振り、左肘ひじからぶつかるように飛んだ。

「知るか！」

　直なお政まさは叫ぶ。

「お前達の好きなようにすればいい、それだけさ！」

　両者の武ぶ器きが己おのれの首狙ねらいであったがために、中央でぶつかった。直政の髪かみが大きく揺れ、〝信〟が叫んだ。

『──それは力ある者の傲ごう慢まんだろうが！』

「当たり前さ！」

　お互いが、今度は離れない。翼の加か速そく力の衝しよう突とつを、ぶつけた武器で均きん衡こうさせながら、

「うちは昨夜に傲慢オーケーになったのさ。だから──」

　直政は言う。

「武蔵が世界を征せい服ふくすれば世界は傲慢さ……！」
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・●　画：『……理り屈くつ的には、世界がいずれ全部淫いん蕩とうになるのよね』

・俺　　：『何か前にそんなネタ、俺おれ、ホライゾンと話した気がすんなあ』

・●　画：『あら、起きてたの？』

・煙草女：『お前ら早く寝るさね……！　というか何起きてんのさ！』

・●　画：『あら、下描きそんな見たいの？　ちょっと圧あつ縮しゆくして送るから、戦せん闘とう中に真田さなだ兄と天てん竜りゆう二人の異い種しゆ間かん愛が見たいなら展開して』

・俺　　：『オメエはいい話で終わった天竜戦をよーやるなー』

・煙草女：『つーかトーリは何で起きてんのさ』

・俺　　：『ああ、俺も関かん東とう解放が気になるから、戦闘の実じつ況きよう聞きながら素そ材ざい集めしててさ』

・義　　：『ついでに聞くなあ──！』
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　馬ば鹿かは相変わらずだが、状況を聞いてるとなれば現場はしっかりしなけりゃならん。

　……ネルトリンゲン戦では逆になるだろうしさ。

　だから直なお政まさは仕掛けた。それはこの鍔つば迫ぜり合い中に、

「……行くよ！」

　手が届く距離で、両腰の追つい尾び弾だんを発はつ射しやしたのだ。
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　もはや追尾能力など意味の無い超至し近きん距離で、直政は攻こう撃げきを放った。

　敵に当たれば、爆ばく風ふうで己おのれもただでは済まない行動だった。だが、

　……このくらいしないと、実力差と性能差は埋まらないさ！

　汎はん用よう性ゆえ、対たい抗こう出来ている朱雀すざくだが、やはり向こうが上なのは節ふし々ぶしで解わかる。敵との攻撃が成り立っているのは、追尾弾ゆえだ。弾だん丸がんが弧こを描いて飛ぶため、相手はその内側に入って来なければならず、対する己は距離を詰めての応おう酬しゆうが可能となっている。

　敵にとっては、至近こそが安全地ち帯たいであり、戦せん闘とう空域でもある、という訳わけだ。

　ならばその逆を突く。至近で、自じ爆ばくも辞じさぬ射しや角かく取りの砲ほう撃げきは、相手も想そう定ていしていまい。

「だから──」

　当たれ、と思った瞬しゆん間かんだ。直政はそれを感じた。

　風だ。

　正面から吹く風ではない。この高速戦せん闘とうの中、手前方向に風が動いた気がしたのだ。

　風の行く先は、敵の大おお鉈なただ。

　……しまった……！

　真まっ正しよう面めんから、零ゼロ距離の剣けん砲ほうだった。
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　敵が同じ事を考えていたという事実に、時とき茂しげは武ぶ神しんに合ごう一いつした身で歯は嚙がみを得た。

　無む論ろん、歯は武神に無い。感覚を疑ぎ似じ再現する制御情報プログラムが、意い識しきにそれを返すだけの事だ。

　しかし、と時茂は思った。

　……何を考えている！

　相あい打うち覚かく悟ごか。否いな、そうではあるまい。相手には回かい避ひ法がきっとあるのだ。

　そして、それすらも、こちらと同じだ。自分の剣砲とて、着ちやく弾だんした際の衝しよう撃げきに巻き込まれればただでは済まないが、それもちゃんと回避手て順じゆんを考えたがゆえの行動だ。そして、

「……！」

　時茂は、自分の回避行動に出た瞬間。敵の回避動作を見た。

　加か速そくだった。

　羽ばたきの、飛ひ翔しようによる高速の軌き道どう変へん更こう。

　しかし、疑問を時とき茂しげは感じた。朱あけの武ぶ神しんは、先さき程ほど追つい尾び弾だんを撃うった時に、反動を消すための飛ひ翔しようを一度行っていたではないか、と。

　重く、一発を重視した飛翔器きでは、満足な吸きゆう気き行動無しで即そく座ざに連続飛翔するのは無む理りの筈はずだ。大体、この至し近きん戦せん闘とうの中では、破は損そんを恐れた自じ律りつ制せい御ぎよが翼つばさの動きを抑よく制せいするだろうに。

　……否いな！

　時茂の目は、それを見ていた。

　朱の武神が、両の腕を、まるで髪かみを翻ひるがえすように頭ず上じように掲かかげているのを、だ。素すの動きは、

「まさか、腕わん力りよくで強ごう引いんに翼をかち上げたのか!?」
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　強引なやり方だというのは、直なお政まさも解わかっている。

　飛翔の連打がオート操そう作さ時じに却きやつ下かされるのは、翼の内部に大気の圧あつ縮しゆくや、〝推すい進しん力りよく〟の術じゆつ式しきが蓄ちく積せきされていないからだ。

　だがそれらは、無い訳わけでは、無い。だから直政は使用した。翼の操作をマニュアルにし、

　……マニュアル操作ってのは、こういう時のためにあるもんさ！

　両腕うでで強引に翼を跳ね上げ、その動きで不満足ながらも吸気を行い、

「飛べ！」

　加か速そく力りよくの蓄積は、右が大きかった。ゆえに朱雀すざくは、左へと突き飛ばされるように、しかし〝信しん〟の剣圧の前を通過するようにして、

「──通った!!」

　回かい避ひした。
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　抜けた。

　だが、直政には、無ぶ事じを喜ぶ暇ひまは無い。何な故ぜなら、

　……何ど処こさ!?

〝信〟が消えている。こちらの放った追尾弾は当たらず、しかし軌き道どうを左右に変えていた。

　それはつまり、〝信〟が追尾弾の間を抜けたと言う事だ。両腰から放った砲ほう撃げきだというのに、よくその間を抜けた。

　剣圧だな、と直政は思った。刃やいばからの衝しよう撃げきで、追尾砲ほう弾だんの軌道を左右にずらしたのだ、と。

　無む論ろん、敵に対する評ひよう価かは、自分が今陥おちいっている危険を示す。何しろ〝信〟は、すれ違うような軌道で飛翔したのだ。だとすれば、

「後ろか！」

　弱い加速だったために、失速は早かった。身を振り向かせる動作は間に合い、直政は地じ摺ずり朱雀すざくを空中でターンさせる。

　視し界かいにまず入ったのは、五発の剣圧だった。

〝信しん〟はいない。何ど処こだ、と思う前に、刃やいばの衝しよう撃げきが来た。

　……くっそ！

　加か速そくするための力が、まだ翼つばさに溜たまっていない。マニュアル操そう作さで動かし、羽ばたく事は可能だが、剣圧の壁を大きく回かい避ひする事は出来ない状態だ。

　だから直なお政まさは、ショートジャンプするように飛んだ。

　五発の剣圧の間、二番目と三番目の中央へと飛び込んだのだ。

　抜ける。そして直政は見た。

「あれは──」

〝信〟だ。紫むらさきの武ぶ神しんが、いる。それも、

「剣圧の陰か!!」
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　……しくじったさ！

　己おのれの判はん断だんの緩みがあったと、直政はそう思った。

　義よし康やすの警けい告こく。そして、今先さき程ほどの、〝信〟の追つい尾び弾だん回避がそうだ。正面に飛んだと言う事は剣圧を追ったという事。ならば〝信〟の攻こう撃げきの秘ひ策さくは、

　……剣圧の壁に隠かくれて飛び、間を抜ける敵を討うつ事か。

　徹てつ底ていした攻撃の密みつ度ど。それをこの敵は〝やる〟のだ。

〝信〟は今、三番目の剣圧の背後にいた。こちらから見て右手側だ。

　彼女はしかし、手を抜かなかった。こちらに向け、翼を広げて、

『おお……！』

　今までの中で、最大の加か速そくをぶつけてきた。
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　時とき茂しげは、敵が諦あきらめないのを視し認にんした。

　朱あけの武神が、クロスガードで、更さらには中型レンチの先せん端たんをこちらに向けたのだ。

　突き出されるものがあるため、感覚的に、一いつ瞬しゆん距離が読みにくくなる。

　下を断て、と時茂は判断した。頭部側は前のように仰のけ反ぞって避けられる可能性がある。

　下なら胴どう体たい。当たる。故ゆえに時茂はすれ違い様ざまの一発を叩たたき込んだ。

　当たった。

　金きん属ぞく音は、卵の殻からを割る響ひびきに似ていた。

　大おお鉈なたが金属の薄い装そう甲こうを割り、潤じゆん滑かつ系けいと部品を撒まき散らす。しかし、

　……違う！

　破は砕さいし、撒まき散らされた部品。それは、

『左脚あしだと!?』
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〝信しん〟の視覚は、己おのれの刃やいばが敵を断つのを冷静に確かく認にんしていた。だが、斬ざん撃げきが当たったのは、

　……直ちよく蹴げり……!?

　クロスガードも、レンチの掲かかげも、そのガードに視線を誘ゆう導どうするフェイクだ。

　高速の流れゆえ、こちらが目を切ったまま斬撃を放つのを読まれた。

　敵は高速の左直蹴りを大おお鉈なたにぶつけてきたのだ。

　幾いくら装そう甲こうが薄いとはいえ、脚あし一本を縦たてに割るのは至し難なんだ。

　膝ひざまでは通ったが、敵がそこで脚を曲げた。刃が関かん節せつに嚙かまれ、通りが悪くなり、

『く……！』

　速度故ゆえの反動が、こちらの手首と肩に来た。ゆえに時とき茂しげは決めた。大鉈を握る両腕うでに、

　……このまま行く……！

　下へ手たに力を抜けば、逆に反動を強く受ける。なすべきは全身をぶち込み、

『おおお……！』

　断った。脚一本を真まっ二ぷたつに切り、そのまま相手の左脇わきを、こちらに巻き込むように、

『当たれ！』

　当たった。しかし、命めい中ちゆう部位は、相手の胴どう体たいではなかった。

　火ひ花ばなを立てて、極ごく厚あつの鉈を受け止めたものがある。

　中型レンチだ。

　朱あけの武ぶ神しんが両腕で横に構えたレンチが、大鉈の刃を滑ってきた。そして、

「捕つかまえたさ」

　敵が、すれ違う軌き道どうを変え、こちらに肩からぶつかるように飛ひ翔しようした。

　食らいつかれる瞬しゆん間かん。そんな事がある訳わけがない、と時茂は思った。朱の武神は、加か速そくの力を使い果たしていなかったか、と。

　違った。

　朱の武神の背後に、あるものが見えている。

　……湖こ沼しよう……。

　時茂は知っている。四し聖せい武神の朱雀すざくが、同じく四聖の白びやつ虎ことの戦せん闘とう中に危き機きを迎えた時だ。朱雀は、敵のＯＳに合わせるようにして、自らを起き動どうさせたのだと。ならば、

「──アンタの武神、その飛翔器きが、朱雀のものだと証しよう明めいされたって事さ」

『馬ば鹿かな！』

　時とき茂しげは、鉈なたを持つ手を大おお外そとに振った。振りかぶり、距離を取るように左へと飛び、

『これは、里さと見みの工こう房ぼうで作られたもので──』

「アンタのところの総そう長ちようが教えてくれたのさ。里見の飛ひ翔しよう器きは、その設計において、朱雀すざくの飛翔器のものが採用されている、ってね」

　つまり、

「アンタのそれが、最も、朱雀の技術を抱えていた、って事さ。だから──」

　だから、

「勝って、頂いただくとするさ！」
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　叫んだ直なお政まさは、しかし、背部に生じた加か速そくの湖こ沼しようが、ゆっくりと消えていくのを悟さとった。

　……やはり、向こうの出力に吊つられて生じただけか。

　地じ摺ずり朱雀にはまだ解わからない部分が多いが、その幾いくつかについては〝未完成だから〟という見解で一いつ致ちを見ている。

　その最たるが、四し聖せいＯＳの常時起き動どうが何な故ぜ行われないのかと言う事だ。だがこれも、

　……翼つばさを得て、本来の姿すがたを取り戻していく過か程ていで、ＯＳが己おのれを自覚するだろうさ。

　希望的観かん測そくだ。だが、縋すがるものがそれしか無いのも確かだ。

　もしも、と直政は思う。もしも地摺朱雀が四聖として起動し、己の機き能のうを全て取り戻したならば、妹を戻してくれるだろうか、と。

　願うしかない。勘かん違ちがいかも知れないし、間違っているかも知れないが、縋るしかない。

　そして、願うためには、

「貰もらうさ……！」

　背から湖沼が消えた。加速が落ちた。しかし両腕うでは〝信しん〟を捉とらえた。

〝信〟が右腕を振ってくる。大鉈を、こちらに突き刺すように、コンパクトに右から打ち込んで来る。

　対する直政は右の義ぎ腕わんを振った。朱雀の左腕を連動させ、

「格かく闘とう戦せんは得意かい!?」

　教えてやる。自分は護ご身しん術じゆつの師し範はん。護身術とは、武ぶ器きを持った相手に抵てい抗こうする方法だ。

　直政は、相手の右手首を、朱雀の握った左手で下からスナップした。

　軽い一いち撃げきだ。だが、大鉈を横振りするの動作の中、横に回る支点の手首を、垂すい直ちよくとなる下から直政は穿うがったのだ。

〝信〟の手首の関かん節せつが、弾はじけるように折れた。

　直後に二機が激げき突とつした。

〝信〟は右腕が使えない。手首が力を失い、大鉈が空に放ほう棄きされた。

　そこが隙すきだ。

　直なお政まさは朱雀すざくを〝信しん〟の空あいた右脇わきに下から突っ込ませ、左肩で脇をクラッチした。

　捉とらえ、後はただ、横投げに抱き締め、真ま下したへと押さえ込みながら、

「加か速そく、溜たまったよ」

　翼つばさをかち上げ、加速した。

　下へ。二百メートル下の大だい地ちへと、一いつ直線に、だ。
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　行く。

　直政は、落らつ下か地点を房ぼう総そう中央部の尾お根ね、岩場と決めた。森や土では叩たたきつけても機き体たいを破は壊かい出来ない可能性が高いからだ。

　二回戦目はない。こちらは左脚あしを失っているのだ。向こうは右腕うでを使えず、武ぶ器きもないが、朱雀の機き動どう性は無いに等しい。ここで勝負をつけねば駄だ目めだ。

　だが、敵は動いた。

『貴き様さま……！』

〝信〟が、こちらのクラッチを解ほどこうとする。左腕をもって、朱雀の放ほう熱ねつ用の髪かみを摑つかみ、首を強ごう引いんに引く。更さらには、

　……飛ひ翔しよう器きか！

　強引に羽ばたき、姿勢を崩くずそうというのだ。

　対する直政は、しかし手を抜かなかった。

　相手と密接の状態。この状況で、腰横の砲ほう撃げきを放ったのだ。

　撃うったのは二発。それは、

『く……！』

　ほぼ零ゼロ距離からの二撃げきに対し、〝信〟が反応した。彼女は腰よう部ぶの装そう甲こうを瞬しゆん間かん的にパージし、

　……通したか！

　弾だん頭とうが〝信〟の胴どう体たい部ぶ横を通過する。だが、放ったのは追つい尾び弾だんだ。

　二発は地上へ向けて高速の弧こを描き、森の木々の間に飛び込んだ。

　一発が、針しん葉ようの幹みきに激げき突とつして爆ばく発はつ。もう一発はしかし空に舞い上がり、カウンターの一いち撃げきとして〝信〟の背に向かった。

　瞬間。直政は〝信〟の決断を見た。

〝信〟が、背の飛翔器の右う翼よくを、一気にパージしたのだ。

「……随ずい分ぶんと思い切る！」

　巨きよ大だいな翼の片方が無くなり、〝信〟のバランスが崩れた。

　しかも敵は、そこである動きを取った。

　敵は、震えたこちらの腕と脇わきを、自ら抱えに来たのだ。それも〝信しん〟主導で、だ。

　押さえ込んだものが、押さえ込まれる。そして〝信〟が、今こそ羽ばたいた。

　左さ翼よくのみの一発は、バランスの崩ほう壊かいも重なり、

『貰もらい直したとも……！』

　直なお政まさは、〝信〟ごと朱雀すざくが半回転させられたのを悟さとった。

　背を下に。しかも背後の大だい地ちからは、追つい尾び弾だんが宙ちゆうを駆かけ上ってくる。

　当たれば、終わりだ。
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　時とき茂しげは、〝信〟を緩めなかった。

　このまま、敵が被ひ弾だんをしても、真まっ直すぐに大地へと叩たたきつける。それも自分諸もろ共とも、だ。

　最後に立っているのはどちらか、という勝負ですら無い。最終的な状況で、どちらが制せい圧あつ者しやであったかに勝敗を預けるという覚かく悟ごだ。

　手は抜かない。ゆえに、朱あけの武ぶ神しんの髪かみを摑つかみ、引き寄せた左腕うでのクラッチを確実にしようとする。

　だが、そこで時茂は気付いた。敵が、右腕を、こちらの左脇に差し込んでいるのを、だ。

　クラッチを完全とされないための差し込み。そう見える動きと構えだが、

　……何だ、これは。

〝信〟の視覚に見えているものがある。

　中型レンチだった。それが、朱の武神の右手に握られている。そして、レンチの先せん端たんは、

『おい』

　レンチの口が、こちらの左脇を嚙かんだ。胴どう体たいと肩関かん節せつ基き部ぶの間。縦たて旋せん回かい部ぶの機き構こうを、レンチが完全にホールドしている。

　それだけではない。瞬しゆん間かんの動きで、敵がレンチを振った。

　真ま下した。九十度を回され、こちらの肩関節固こ定てい部が旋回する。

　そして時茂は理解した。敵が今、しようとしている事。朱の武神の行いは、

『〝信〟の肩関節を破は壊かいし、抜くつもりか!!』

　肩を、機構的に破壊する。

　関節部の強制解除によるパージではない。基部などが破壊され、正規の物理解除も出来ないとされた場合、肩部分を外部から分解するのと同じ方法だ。

　それは人間で言えば、骨こつ格かくを許きよ容よう範囲以上に動かして〝抜く〟のに等しい。

　無む論ろん、武神の関節部は偶ぐう発はつ的な〝抜き〟が生じないようにはなっている。里さと見みの武神の場合、肩関節の動作旋回許容は五百四十度。普通に腕を回す場合は、二百七十度程で基部の軸じくが回転してリセットが掛かるが、

　……今は敵をクラッチしていて──。

　基き部ぶの軸じくは動かない。相手の身体からだを上から押さえ込んでいるので、旋せん回かい部分を手前から後ろに回されれば、それは関かん節せつの許きよ容よう範囲外の動きとなる。

　これを教えたのは義よし康やすだろうか。否いな、武ぶ神しんの整備をしている者ならば、誰だれでも知っている事だとも思う。

　瞬しゆん間かんという時間の中で、時とき茂しげは抵てい抗こうした。関節各部の自動アジャストを掛けたのだ。

　肩の固定部は、出しゆつ撃げきの準備を行い、回された角度をゼロに戻そうとする。

　だが、敵は許さなかった。無ぶ事じな右足でレンチを直ちよく蹴げりし、

『……！』

　一気に、三百六十度を回された。そしてレンチを右手で握り直され、

『貴き様さま……！』

　更さらにレンチを蹴りつけられる瞬間。時茂は一つの声を聞いた。それは、朱あけの武神の肩に乗った武蔵むさし第六特とく務むの、

『──あたしは、これが本業でね』

　瞬間。左肩が外部から解放され、鈍い音がした。

　関節が外れ、空気の抜けるような音がし、伝達系けいの伝でん導どう管かんが引き千ち切ぎれた。腕が身体から外れ、幾いくつものケーブルが引き留めようとして断線し、

『ぐあ……！』

　関節の破は壊かいより、神しん経けい系の伝達が千切れる方が、明確な痛みだった。

　疑ぎ似じ感覚が、左腕うでの持っている熱の喪そう失しつを伝えてくる。それは、左肩に妙みような空白が生じて侍はべったようで。

　……くそ！

　思った瞬間。朱の武神が、左肩を入れ直してきた。

『ま』

　待て、という声は、言葉にならなかった。

　もはやお互いを半回転させている余よ裕ゆうは無い。

　朱の武神は、左肩から左腕を大きく振り、こちらの全身を下に叩たたきつけるようにして、

『……っ！』

　垂すい直ちよく式ハンマースルーで下になった左脇わきへ、上昇の追つい尾び弾だんが激げき突とつした。

　爆ばく発はつの直後、時茂は大だい地ちへの激げき突とつを悟さとった。

　敗はい北ぼくしたのだ。
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「見事や。……流石さすが、第六特務は言げん動どうもケッコまともやし、いい仕事するわ」

　大おお久く保ぼが見上げるのは、空、というには低空の位置で発生した爆ばく発はつと、地上への激突だった。

　武蔵の第六特務の地じ摺ずり朱雀すざくと、里さと見み八はつ犬けんの一人である〝信しん〟の戦せん闘とう。

　勝敗の結果は房ぼう総そうの中央部。南寄りの尾お根ねの上で果たされた。

　横よこ倒だおしに、丸まったような姿勢で倒れた〝信しん〟と、片かた脚あしで立つ地じ摺ずり朱雀すざくが、

「お」

　地摺朱雀が、尻しりから尾根に座り込みながらも、右の腕を上に掲かかげた。

　……意い外がいやな。

　失礼ではあるが、第六特とく務むはこういう気き遣づかいが薄い人だと思っていた。無む論ろん、単なる場のテンションかもしれないが、もし、全体の推すい移いを気遣っているのだとしたら、

「ホント、先せん輩ぱい達は、よー解わからんわ……」

「御お嬢じよう様さま」

　と、加か納のうが声を掛けてきた。大おお久く保ぼは首を傾かしげ、

「何や加納君。こっち、また一つ状況進めた訳わけやで」

「ええ、そうなのですが、別で状況が進行しております」

「別？　……何や。余よ所そで何かあったんか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と加納は頷うなずき、砲ほう撃げき音に重ねた声でこう言った。

「武蔵むさしが、安土あづちとすれ違うそうです」







[image: 第五十九章『すれ違い処の行き手』]
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　正まさ純ずみが目を醒さましたのは、毛もう布ふの下だった。

　自分の毛布はちゃんと身体からだに掛かっている。顔に掛かる一枚は近くで寝ているバルフェットのものだ。多分暑かったのだろう。彼女がはだけた毛布が被かぶさってきたという訳わけだ。

　件くだんのバルフェットは、毛布をはだけたら身体が冷えたのか、近くで寝ている向むか井いの毛布を引き寄せようとした形けい跡せきがある。だが、向井は葵あおい姉あねに毛布ごと捕ほ獲かくされており、葵姉が蹴けりつけるようにした枕まくらをバルフェットは腹に乗せている。

　バルフェットはこれで大だい丈じよう夫ぶなのか、とも思うが、

「う……、だ、駄だ目めですよ、皆、そんな、乗っかってきたら……、残ざん飯ぱんが……、間に合……」

　犬の散歩の夢でうなされるとは、一種の職しよく業ぎよう病びようなんだろうか。

　だが、皆が寝ているのとは別で、

「ぅわ……、また、裾すそが……」

　声が上がったのは壁側。振り向けば、座った姿勢の浅あさ間まが急いで寝ね間ま着きの裾を直していた。

　彼女はこちらを見て、

「あ、正まさ純ずみ、起きましたね。──〝武蔵むさし〟さんが予測した安土あづちとの邂かい逅こう点にそろそろ着くそうです。他、起きてるのは……」

「私と、ミトツダイラ？」

　壁に肩を寄せ、毛布を膝ひざ掛かけにしたナルゼが、やはり歯は形がたの付いた枕を掲かかげて呆ぼう然ぜんとしているミトツダイラをペンで示す。彼女は、胸前に傾けたトンボ枠わく型魔術陣マギノフイグーアを眺ながめつつ、

「あと、男子勢ぜいは何人か起きてる筈はずよ」

　言うナルゼが、隣となりで力を失ったように寝ているナイトに視線を向けた。そして彼女は、は、と一ひと息いきをついて、

「私、原げん稿こうやってるから、アンタ達行ってきなさいよ」

「え？　あ、ああ、大だい丈じよう夫ぶか？　寝ないで」

「今のテンションだったら、完かん徹てつした方が楽ね」

「ああ、何となくそれは解わかる」

　自分も、本を読んでいて翌朝を迎える事がたまにある。

「ああいう時って、そのまま起きていて、午後くらいに一回寝るとスッキリするよな。青雷亭ブルーサンダーの店てん主しゆに言わせると、〝正純さん、若いから出来る〟んだよ、って言われるけど」

「確かに、健康云うん々ぬんもですけど、肌はだや髪かみにも悪いですよねー」

「そういう意味も含めて、若いから出来る、という事ですわね」

　と、入口側で物音がした。浅間とミトツダイラが振り向くと、こちらを呼びに来ていた三さん要ようがダッシュで外に出て行くところだった。

「あっ、三さん要よう先生！　先生もまだ大だい丈じよう夫ぶですよ！」

「それあまりフォローになってないんじゃないか？　というか三要先生何しに来たんだ」

「まあ、私達が起きてるから用は無くなったという事ではありませんの……？」

　そっかー、と正まさ純ずみは立ち上がる。枕まくら元もとに置いてあった着替えを摑つかみ、

「──急いで甲かん板ぱんに行こう。記録は浅あさ間ま。ミトツダイラは──」

「我が王の護ご衛えいですわ。多分、起きてると思いますもの。すぐに出てくるのでは？」

　男子は着替えが楽でいいよな、と思うが、自分も三み河かわまではそうだったのだ。

　……数ヶ月で、人間、変わってしまうものだなあ。

　インナースーツを広げ、ふと、正純は気付いた。

「ホライゾンは、起こす訳わけには行かないか」

　安土あづち側も、きっと羽は柴しば達がすれ違いを見に出て来る気がする。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシから戻る時の再来か、と思っていると、ホライゾンの両脇わきで右腕うでと左腕が起き上がった。双そうの腕は、湯ゆ屋やの手て拭ぬぐいをお互いの手首にリボン宜よろしく巻き付け、こちらを見るように手首を曲げて窺うかがっている。

「来るか？」

　手首が頷うなずき、やってきた。

「……この光こう景けい、慣れてきましたわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、慣れてはいかん気もするんだが、これが武蔵むさしだという特色でもあるだろうしな……」

　キャラ、という事でいいんだろうか。
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　そのすれ違いは、高速で生じた。

　三河の南部、豊とよ橋はしの上空だ。

　武蔵は、以前に三河の大だい規き模ぼ湾を通過した時、流りゆう体たい系けいのノイズを強く受けた経験がある。ゆえに武蔵は湾中央を通らず、堤てい防ぼうのように残った渥あつ美み半はん島とう沿いに湾の入口を西に渡る。それも高空のルートを行く安全通行だ。

　対する安土は、湾の中央を通過する軌き道どうを選んでいた。高度は武蔵に対して半なかば。

　お互いの距離は二十キロを空あけていたが、どちらも七キロ前後の巨きよ体たいだ。その形をはっきりと見せつけながら、東と西へと、お互いはすれ違いを行って行く。
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　武蔵の艦かん橋きようでは、自じ動どう人形達が安土の航こう行こうに対して一つの妙みようを察さつ知ちしていた。

「どういう事でしょうか……。──以上」

〝武蔵むさし野の〟が呟つぶやき見る先。三み河かわ湾わんを渡る安土の軌き道どうは、以前、武蔵がここを通過した際に用いたものとほぼ同じだ。

　だが、安土あづちには何も無い。

　三み河かわの湾から、時とき折おり、雷かみなりに似た形で地ち脈みやくの乱れを示す赤しやつ光こうが上がっている。それは北と思われる方角に曲がり、消えて行くのだが、

「何の影えい響きようも、艦かんに与えていませんね……。──以上」

　あの時、自分達は地脈のノイズによる地じ震しんのようなズレを得たのだ。武蔵むさしが加か速そくを落とす程の〝震しん動どう〟は、皆の共通記き憶おくにも残っているものだが、未いまだに〝どのような現げん象しようだったか〟が不明とされている。

　武蔵全域で同時に震動が生じる事など、まず、あり得ない。

　空に浮く巨きよ体たい。それも八艦かんに分かれているのだ。それが、艦かん首しゆと艦かん尾びの区別すら無く、全域で震えを得た。

　艦かん上じようにいた者達の感覚としては「気流で跳ねた」ように感じたらしいが、自じ動どう人形として異い質しつを感じるのは、

　……艦中央部と、この艦かん橋きよう内の震動が同じ震しん幅ぷくだった事です。

　揺れは、基本、発生位置が最も小さく、外に行くに従って大きくなる。

　武蔵は巨体だ。一番震動が大きくなるのは得てして艦尾か艦橋。緩かん衝しよう術じゆつ式しきが働くので実際の震動としてはあまり大きくならないが、緩衝の強度を計けい測そくすれば実振しん幅ぷくは解わかる。

　それが、艦の何ど処こで計っても、各艦でも、また、同じだった。

　また、その時、艦かん内ないや艦上では、幾いくつかの怪かい異いが生じている。

　多くは、動く人ひと影かげを見た、というもので、通路や通りを行く陰いん影えいが報告されている。

　その人影の幾つかは、艦内の壁を通り抜けた事も解わかっている。浅あさ間まに言わせると「三河の街が〝型〟として持つ残ざん像ぞう情報が、武蔵を三河と勘かん違ちがいして出てきてるんでしょうか」との事だった。

　自動人形も、幾いく体たいかがそれを確かく認にんしている。

　しかし、気になったのは、鈴すずの証しよう言げんだ。彼女はこの艦橋で転びそうになった時、誰だれかに手を摑つかまれて支えられたとまで言っているのだ。

　無む論ろん、鈴のケースは、転びそうになった彼女が自分から残像を摑みに行ったのを、逆に摑まれたと錯さつ覚かくした、と考えれば、納なつ得とくは出来ると判はん断だん出来る。

　だが、やはりこれも、同じように幾つか手助けのような事をされたり、遠くから手を振られたり、という情報がちらほらあるのだ。

　戦せん闘とう中の緊きん張ちよう感やプレッシャー。それらに追い込まれた中での残像情報の怪異の発生は、やはり人に幾つもの錯覚を見せるのだろうか。

　否いな。これは、残像情報ではない、と〝武蔵むさし野の〟は判断している。

　人類が自動人形より不確かなのは解わかっているが、これだけ同時多発で、更さらには艦に残った情報も、理解の出来ない内容を示しているのだ。

　ではあれは何かと言われると、解わからない。

　自じ動どう人形達にとっては、理り屈くつの合わない震しん動どうであり、

「判はん断だん不能です。──以上」

　だが、と〝武蔵むさし野の〟は距離二十キロの向こうを行く安土あづちを観測しながら、こう思った。

　……何な故ぜ、何の余よ波はも影えい響きようも見受けられないのです？
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　甲かん板ぱん上。

　高度を上げるため、前上がりとなった品しな川がわの右う舷げん上に、浅あさ間まは皆と立っていた。

　遠く、月光に晒さらされた安土の巨きよ影えいが見えている。

　巨きよ体たい故ゆえ、ゆっくりと移動しているように見えるが、関かん東とうまで一時間半で達するとの予測が武蔵野艦かん橋きようからは為なされていた。

　本来の予測時間より、恐らく、三十分程早く到とう着ちやくする。

　向こうも急いでいるのだ。戦せん闘とうに介かい入にゆう出来れば慶けい長ちようの役えきは存続出来、関東の足あし場ばを失わぬまま夏休みに突とつ入にゆう可能となるのだから。

「──里さと見み側も、決けつ着ちやくが早期につけばいいのですけど」

　というミトツダイラの言葉には、頷うなずくしかない。

　甲板縁べり。手て摺すりに手をついたトーリが振り向く。

「こっちから砲ほう撃げきして、少しでも嫌いやがらせ出来ねえの？」

「馬ば鹿か。率そつ先せん的に交こう戦せんしたら、ここで慶長の役を継けい続ぞく成立されかねないだろ。少なくともそのための議ぎ論ろんの場を与える行為は避けるべきだ」

「じゃあ、こっちが攻こう撃げきされたら？　さっき関東に輸ゆ送そう艦かんで降りた時は、同じくらいの距離でガンガン撃うち込まれたじゃん？」

「トーリ殿どの。あれは向こうがほとんど静止状態で正せい対たい。今は高速のすれ違い中で、条件が結けつ構こう違うで御ご座ざるよ」

　点てん蔵ぞうの声に、それに、と追加を言ったのは正まさ純ずみだ。

「向こうも向こうで、自分から砲撃を仕掛けた際、それを慶長の役以外の歴史再さい現げんにされてしまわないか、という危き惧ぐがある。今の位置だと、〝伊い賀が越ごえ〟や〝小こ牧まき長なが久く手ての戦い〟も採用出来るからな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、後者の場合、滝たき川がわ殿どのがその一部である蟹かに江え城じようの戦いを行っているため、こちらからもその解かい釈しやくを適用しやすいで御座る」

　戦せん事じ知ち識しきが一般教きよう養よう程度の浅あさ間まとしては、正純や点蔵の言葉に、成なる程ほどー、と頷くしか無い。

　ただ、トーリがふと視線をずらした。

「んー、じゃあ、距離的にもちとムズいか」

　彼の見る先。甲かん板ぱんの床上では、ホライゾンの右手と左腕うでが一張りの大おお弓ゆみを持っている。大罪武装ロイズモイ・オプロ〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟だ。

　手て拭ぬぐいリボン付きの両腕は、トーリの言葉を聞いて、縁へりから遠くを眺ながめ、

「…………」

　がっくりとうなだれた。

「何だオメエ、そんなにぶち込みたかったのかよ？」

「上越露西亜スヴイエート・ルーシからの帰りでは、羽は柴しばに防がれましたものね。リベンジだったんですのよね？」

　ミトツダイラの言葉に、腕が頷うなずく。

　……あれ？　私、何となくこの両腕の感情表現、解わかって来ましたよ？

　非常に気まずい気もするが、解ったなら解ったで色々な件がスムーズに済むとも思うので、よしとしておく。

　それに、浅あさ間まとしては、気になる事があったのだ。

「浅間、何見てんの？」

「ええ、〝武蔵むさし野の〟から送られてくる安土あづちの観測情報です」

　言いつつ、苦く笑しようになるのは、見える情報の不ふ可か解かいさだ。

「安土が、という訳わけではないんですけど、三み河かわの湾の地ち脈みやく関係が、微び妙みように謎なぞでして……」
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　……おかしいですね……。

　と、浅間は〝武蔵野〟が今感じているのと同じ違い和わを、手元の情報から得る。

　以前、三河の湾上を通過した際、武蔵は自じ動どう人形達にも理解不能な怪かい異いを受けた。

　今、自分の方から計けい測そくしている三河湾周辺の地脈状況は、当時と変動がほぼ無い。

　念のため、IZUMO側に連れん絡らくをして、極きよく東とう全域の神じん社じやから送る地脈計測情報を転送して貰もらうが、これも当時のものと比べて、

　……あ、ミトのお母かあさんの余よ波はで、関かん東とう側が結けつ構こう引っ張られてますね。

　だが、三河の方までくれば、その影えい響きようも弱い。武蔵むさしは浅間神社を搭とう載さいしながら移動しているため、リアルタイム計測では武蔵の航こう路ろを中心にデータが上書きされていく。

　横からミトツダイラが覗のぞき込み、周辺地域にある各神社の名称を見て、

「それ、安土の航路が割り出せませんの？」

「あ、武蔵は武蔵という国ですし、聖せい連れんの要よう請せいからIZUMO側で開示しちゃってますけど、安土とかは一度P. A. Odaに情報を送ってから、精せい査さの上、情報を送るか判はん断だんしてるんです。他、幾いくつかの国だと、地脈関係でちょっとヤバい事ある場合、やはり情報提てい供きようを一時ストップさせられますね」

　但ただし、

「武蔵むさしの場合、ステルス術じゆつ式しきが神しん道とう系けいなので、その術式を提てい供きようする神じん社じやと神様の保ほ護ご下かに入るという事で、ステルス中は武蔵内の神社から外部への情報を送らなくていい事になってます。送ってもノイズが強かったり、そもそも送れない状態ですしね」

「ああ、通つう神しんも切られたり、外への知覚が出来なくなるのもそのせいか」

「ええ、つまりは──」

　と、右手の人ひと差さし指ゆびを上げて言葉を作りかけ、浅あさ間まは気付いた。

　……神道オタクコーナーになってますよ！

　話を戻す。

「ええとですね？　ちょっとまとめると、三み河かわの湾の地ち脈みやく状況は、私達が関かん東とうに向かった時とあまり変わりはないんです。だから、あの時、一いつ瞬しゆんあったじゃないですか、湾上を通過している時に艦かんが揺れたのが」

　言った先、皆が顔を見合わせたり、空を見上げ、最終的には頷うなずいた。

「あったあった。あれ、何よ？」

「それが、よく解わかりませんで。……私としては、三河の残ざん像ぞう情報の変へん異い型かな、とも思っているんですが、確定は出来ないんですね。でも──」

　と言った先を、点てん蔵ぞうが続けた。

「安土あづちに、武蔵が食らったような異い変へんが生じてないようなので御ご座ざるな？」
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　ええ、という浅間の頷きを、点蔵は見る。

　……確かにそれは面めん妖ような。

　怪異は、基本として〝場〟や〝人〟、〝時じ刻こく〟などの条件を必要とする。

「……時間としては、今は当時の実際時間に近い時刻で御座るな」

「でも、三河消しよう失しつは、今よりもずっと前の時間ですのよ？　……消失時の残像だったら、この時刻に出るのはおかしいですわよね」

「はい。条件として〝人〟を考えるなら、その人、もしくは周辺だけで済む筈はずですから、武蔵全体に怪異が生じたのは変なんですね。そして、〝場〟として考えるなら……」

　浅間が三河の湾を見て、首を傾かしげた。

「〝場〟が三河という事なら、通過してる安土も武蔵と同クラスなので同じ怪異の影えい響きようを受けると思われます。でも、それが起きてないんですね」

「怪異がたまたま休みなんじゃねえの？」

　どうなので御座ろうか。

「定休日とか、あるので御座るかな？」

「あー、吉きち日じつとかあるかもですね。でも、大体の怪かい異いって地ち脈みやくの現げん象しようなので、ええと、地脈が安定してる場合は、たとえば滝たきが落ちてるのとかとあまり変わらないんですよ」

「イエー！　テンゾー何言ってんのー!?　馬ば鹿か──!?」

　この男は……、としみじみ思うが、いつもの事だ。浅あさ間まもフォローのつもりか、

「あ、一応、吉日とかで地元の神様が活かつ性せい化してる時は、その余よ波はが、〝良い怪異〟として生じる事もあります。でも、三み河かわは全体的にボン！　しちゃって、現場の神じん社じやも今は武蔵むさしに退たい避ひしてますので」

「ほ、ほらトーリ殿どの！　自分の言った事も間違いでないで御ご座ざるよ!?」

「あっれえ──？　初めは俺おれが言ったんでしゅよ──？　何言ってるでしゅか──？」

　右手が、何ど処こからか取り出した悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを馬鹿の尻しりに差し込んだ。

　馬鹿が、ふ、と息を詰めて床に尻上げ状態で伸び、騎き士しが、

「わ、我が王！　自じ業ごう自じ得とくですけど大だい丈じよう夫ぶですの!?」

「というかこの両腕うで、ホライゾンの収納空間使えるんですね……」

　浅間が感心したように何かの設定チェックを表示枠サインフレームに入れていく。恐らくはホライゾンの状態管理用だろう。

「今、ホライゾン殿は？」

「ええ、未いまだ大罪武装ロイズモイ・オプロの初期化のために目を開けて寝てます。多分眼めを開けてるのは芸です。でも、両腕は動ける訳わけですから、この両腕はホライゾンの管理下では結けつ構こうフリーな一方、大罪武装の使用権けん限げんとかも持っている、という事になる訳ですね」

「ぶっちゃけ、他国にはあまり知られたくない性能だなあ……」

　正まさ純ずみが言ってる訳も解わかる。今、手首を傾かしげている両腕は、

「天てん井じよう裏から忍しのび込んで大罪武装ドカンとか、出来るので御座るよなあ……」

「第一特とく務む？　何だか、行動と、目的のスケールが凄すごく違うような……」

「つーか、俺が覗のぞこうとして待ち伏せくらったようなアレで大罪武装撃うてるのかー」

「武蔵むさし内だったらいいけど、外で動かれる時はなるべく保ほ護ご者しや同伴かリードをつけた方がいい気がするなあ……」

　恐らく、人類史上初の心配事で御座るなあ、と点てん蔵ぞうは感かん慨がいを得る。

　一方、浅間の方は表示枠を見たままだ。

　うーん、と首を傾かしげる彼女に、点蔵も遠ざかる安土あづちを見み据すえて言う。

「三河の湾上空の怪異で御座るが、実際、今もそれが生じているのに、安土が緩かん衝しよう術じゆつ式しきでキャンセルを掛けて御座る可能性は？」

「うーん……。それ、うちが安土よりも対怪異防ぼう護ごで劣ってるという事になるので、感情的には認めにくい話ですねー……」

　じゃあ、と言ったのはミトツダイラだ。彼女は安土に視線を向け、

「一応聞いておきますけど、……安土あづちの対怪かい異い防ぼう護ごはどういうものですの？」

「劔つるぎ神じん社じやなので、確かにぶった切り系けいですから強いです。ただ、劔系は、どちらかというと結けつ界かいよりも対個で攻こう撃げき系なので、どちらかというと安土の防護は苦にが手てな筈はずですが……」

「……面めん妖ような話で御ご座ざるなあ」

　だなあ、とトーリが呟つぶやいた。彼は腕を組み、

「武蔵むさし、地ち脈みやくに嫌きらわれてんじゃねえの？」
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「む、〝武蔵〟様！　艦かん橋きようで怪異情報を整理してる筈はずが、何なに故ゆえにホライゾン副ふく王おうに通神文メールを!?　告げ口は大人おとなげないと判はん断だん出来ます！　──以上」

「落ち着きなさい〝武蔵むさし野の〟、私は先日に情報系けいをリファインしたので理り論ろん上ゼロ歳さいですから大人ではありません。──以上」

「誰だれか！　誰か酒さか井い様を！　──以上」
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　遠ざかって行く安土。その艦かん尾びが面として見え始めたのを確かく認にんして、正まさ純ずみは一ひと息いきをつく。

「……今回は、通つう神しんも、攻撃の遣やり取とりも何も無し、か」

「交こう渉しようが発生する可能性は、ありましたの？」

「慶けい長ちようの役えきか、ネルトリンゲンの戦いか、どちらかでも言葉が交わせるなら、何らかの成果を摑つかむのが私の仕事だ」

　だが今は、お互い、それぞれの戦せん場じように向かうところだ。

　言葉は交わさない。

　交こう戦せんがどちらにとっても不ふ利り益えきを生む可能性があると同時に、交渉もまた、

　……危険ではある、な。

　交渉とは権けん益えきのバランスの取り合いだ。国力を笠かさに着る時はあるが、基本は、何か利益を得たら、相手にも同等のものを渡すという、そんな遣り取りに過ぎない。

「ネルトリンゲンの戦いに参さん戦せんする事について、向こうのツッコミは無いので御座るか？」

「羽は柴しばの前で、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの依頼つきでやったしなあ。あと──」

　と、正純は肩をすくめた。

「稲いな冨どめ・祐すけ直なおとして、長なが岡おかがこっちにはいる。浅間、長岡の件だが──」

「ええ、入国審しん査さと亡ぼう命めいの方、既すでに用意は済ませてますので、大だい丈じよう夫ぶです」

　浅間が、氏うじ子こ登とう録ろく関係の表示枠サインフレームを掲かかげて見せた。

　幾いくつかの欄らんに、書き込む内容の指し示じなどがあるのは、定型的なものなのだろう。自分もかつて、亡命ではないが、彼女を相手に手続きを行った。しかし今は、

「稲いな冨どめは長なが岡おか屋や敷しきの襲しゆう撃げき現場に立ち合った。その歴史再さい現げんの手伝いだとも言える訳わけで──」

　と言いかけて、正まさ純ずみは言葉を止めた。

　甲かん板ぱん縁べり。馬ば鹿かが両腕うでを相手に、

「うーん、やっぱ撃うてないの残念だったろ。じゃあ、当てなくてもいいから、とりあえず撃ってみ？　それで少しはスッキリするだろ」

　おい待て、と言う間もなく、両腕が夜空に〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を叩たたき込んだ。
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　安あ土づち城じよう。関かん東とうに向かう艦かん上じようと艦かん内ないでは騒ぎが生じていた。

　総そう艦かん長ちようである〝安土〟が、自じ動どう人形なりに急ぎの声で、

『艦かん内ない、艦かん外がいに通達します。武蔵むさしから威い嚇かくと思われる砲ほう撃げきが発はつ射しやされました。判別は大罪武装ロイズモイ・オプロ〝憤怒の閃撃〟。威い力りよく範囲から言って当艦に影えい響きようを与えるものではありませんが、後の砲ほう撃げきに繫つながる可能性もあります。そして──』

　そして、

『〝憤怒の閃撃〟は良心の呵か責しやくを打だ撃げきするので、何か影響があるように思いますが、しかし距離の関係でそれは気のせいだと判はん断だん出来ます。御ご注ちゆう意いを御お願ねがいいたします。──Shaja』

「ぬおおお！　今、俺おれ、向かいのテーブルに座ってる娘この脚あしの間がチラア気になっていて心の中で謝りながら裸ら眼がんズームしていたのに！」

「私も窓まど際ぎわに佇たたずんで語り合ってる男子二人の会話妄もう想そうしてたのを心の中で謝りつつ二人の今夜の予定まで踏み込んでいたのに！」

「さっき返へん却きやくされた期き末まつで赤点あったから両親に心の中で謝ってたのに！」

「それはリアルで謝れ……!!」

　皆が騒ぐ中、福ふく島しまは武蔵を見る事が出来る右う舷げん二番艦かんの後部甲板に出ていた。

　甲板縁。そこには先客がいる。

「竹たけ中なか様に、羽は柴しば様！」

　二人が揃そろっているのを見るのは、意い外がいにレアだ。

　呼び掛けに対し、羽柴の後ろ姿すがたが大きく震える。

　何事かと思うと、羽柴が、両の手を使っての食事中だ。それも、

「ああ、ハンバーガーで御ご座ざりますか」

「あ、え、ええっ。ほら、京きよう都と寄ったじゃないですか。その際の仕入れで、ハンブルクからの直産品が来てたので、ちょっと、その、興きよう味みが」

「まあ、拙せつ者しやなども訓くん練れん後などに食すもので御座りますが、羽柴様は何を」

「いやー、それが気き合あい入れて掛かったら、さっきピクルスでくじけそーになってまして」

　竹中の言葉に、羽柴が慌あわてて手を左右に振る。

「た、食べました！　食べましたよ！　今度は抜いて貰もらいますけど！」

「まあ、確かにアレは何で入っているのかビミョーに謎なぞな時もあるで御ご座ざりますなあ」

　ともあれ、と福ふく島しまは二人が見ていた方角に視線を向ける。

　武蔵むさしは、既すでに艦かん尾び側を見せつけるようにして遙か上を遠ざかって行く。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの際は、こちらが上を通過するものだったが、

「ネルトリンゲンに、彼らは間に合うで御座りましょうか」

「現状だと、私達と同じように三十分程早く着くみたいですねー」

　竹たけ中なかが、武蔵の航こう路ろ予想図を、極きよく東とうの概がい要よう図ずに重ねて見せる。

　それは、この三み河かわの湾の南部を迂う回かいするコースだ。

　……ここでの遠回り、微び妙みように時間が掛かるので御座りませぬか？

　と福島は思うが、

「武蔵は三河の湾を通過する辺りから加か速そく。紀き伊い半はん島とうに入りますが、半島の山さん脈みやくは南から西への斜めラインになっているんですね。だから高速で、山脈を右コーナーへのバンクとして使えば……」

「……高空にいる事もあり、ネルトリンゲンまでは〝下り〟で行ける、と？」

「そーいう事ですねー。惰だ性せい航こう行こう中でも速度が落ちないのは強いですよ。前回の関かん東とう行きで得た情報と、航こう空くう関係のノウハウの蓄ちく積せきでしょーね。安土あづちでも出来るとは思いますが──』

・安　土：『Ｔｅｓテスタメント．、艦としての経験が、不足はしていないのですが、アドリブで決めたような航路と運うん航こうを支持するには、応用の部分で決断が出来ない部分があります。──Shaja』

　安土の言い分からするに、基き礎その経験はあるが、応用を絶対と出来る程の追加経験は積まれていないという事だろう。

　応用というのは、本来不要な事。機き械かいとしては特にそうだ。

「……武蔵の、三十年分の積み重ねというのは、大きいもので御座りますな」

「Ｔｅｓ．Ｔｅｓ．、そうですねー。彼らとしても結けつ構こう無む茶ちやな航行をする筈はずなので、半島の一部は領りよう空くう侵しん犯ぱんされると思います。ですが、歴史再さい現げんに間に合わせるため、という建たて前まえを出して来る筈ですねー。──彼ら、長なが岡おか・忠ただ興おき君を拾ってますし」

「ああ、可か児に殿どのから報告のあった……」

　可児の後こう輩はいらしい。関東に着けばいろいろと話を聞く事が出来るだろうか。

　可児とは先日に会ったばかりだが、随ずい分ぶんと多くの経験を積んでいるようだ。訓くん練れんの相手としても、充分な存在になっている事だろう。

　……キヨ殿も含めれば三人でローテーションを……。

　と、そこまで考えて、福島は内ない心しんの熱を感じた。

　最近の自分達は、二人での訓練を主としているが、これはやはり、本来ならばもっと幅を持つべきだったのだろうか、と。

　十じつ本ぽん槍やりが、事情も含み、羽は柴しば直ちよく属ぞくとして閉へい鎖さ的な面があるのは確かだ。

　訓くん練れんも、量はこなしているが、交こう流りゆうがあるかどうかと言われると、否いなと言える。

　そこに新人を加える事を考えるのは、上うわ役やくとして有るべき判はん断だんだが、

「────」

　何となく、不ふ可か解かいな焦あせりを福ふく島しまは感じる。
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　……何で御ご座ざりましょうなあ……。

　上う手まく言えないが、感覚的に言葉にすると〝勿もつ体たいない〟だ。

　清きよ正まさが、自分の戦せん闘とう方法を熟じゆく知ちしていて、それこそ隙すきを見せれば追い詰められるレベルにあるのは、先夜の訓練でもよく解わかっている。防ぼう御ぎよ主体に見えて、双そうの鎌かま槍やりを使うために手数は二倍。機き動どう力りよくもあるのだから、総合力と安定性では自分よりも上だろう。

　攻こう撃げき力りよくと突とつ撃げき力はこちらが上のため、清正はそういう場を自分に譲ゆずっているに過ぎない。

　だとすれば、と福島が思うのは、

　……拙せつ者しやとしては、キヨ殿どのとの訓練が、最も良い結果に至るので御座ります。

　これ以上の相手は、恐らくいない。

　無む論ろん、可か児にからしてみれば、普通に訓練を行うより、強者と言える相手と当たって行った方がいいだろう。時期的に見ても、大きく伸びる頃ころ合あいだ。

　戦力として考えた場合、伸びしろの短かったり、新しい戦せん術じゆつを模も索さくする自分を鍛きたえるよりも、大きく伸びる可児などを鍛えた方が良い、というのは解る。その方が、全体としての勝利は得やすくなるからだ。

　一方で、自分を鍛える言い訳わけも、当然、ある。

　攻撃力と突撃力のトップの役目は、〝自分でなければいけない〟という現場で、確実に勝利を収める事だ。

　どれだけ強くても、問題は無い。

　たった一つの敗はい北ぼくで、全体の勝利が失われる事もあるのだ。

　だから自分を鍛える事に異は無い。

　それはつまり、清正との訓練の意味があるという事だが、別の言葉にすれば、

「────」

　思わず口から出かけた言葉を、福島は飲み込んだ。

　ん？　と竹たけ中なかが振り向き、

「どーかしましたか？　福島さん」

「あ、いえ、ちと訓練の事を考えて御座りまして」

　噓うそは言っていない。ただ、内ない心しんが漏もれ掛かったために、鼓こ動どうが速い。

　参まいったで御ご座ざります、と思う自分の正面、竹たけ中なかが苦く笑しようする。

「ああ、夏休み入ったら、いろいろやれますもんねー。でも、今はなるべく関かん東とうの事に集中していて下さいね」

「そ、そうで御座りますな」

「Ｔｅｓテスタメント．、慶けい長ちようの役えきに介かい入にゆう出来れば、そこで停てい戦せんして、後は本ほん能のう寺じの変へんが終わるまでそのまま、とする事も出来ますからね。夏休み中、こっちはいろいろな後のための訓くん練れんですけど、関東が使えるならいいですねー。江え戸ど湾わんで復ふつ興こう中の遺い跡せき遊ゆう園えん地ちで遊んだり、イベント出たり、太たい平へい洋ようで遊んだり、思い切りダメージ食らって吐けますよおねーさん」

「竹中様、御自分の方でも相当に夏休みを夢見て御座りませんか……？」

　まあまあ、と竹中が手を前後に振る。

「福ふく島しまさんも、清きよ正まささんと二人で何ど処こか行ったりとか、そういう時間、大切でしょー？」

　一いつ瞬しゆん、いろいろ想そう像ぞうしてしまい、福島は息を詰めた。

　……う。

　いかんで御座ります、と福島は思った。勝かつ手てな想像は否定で御座ります、と。


　たとえば私服の清正と信しん玄げん堤づつみを犬の散歩しながら歩いたり[image: ]犬飼ってないで御座ります。

　たとえば清正と原はら宿じゆくで買い食いして遊んだり[image: ]可か児に殿どの達と鉢はち合あわせするで御座ります。

　たとえば水着の清正と遊園地のプールで遊んだり[image: ]水着に新しん鮮せん味みが無いで御座ります。



　結論として、二人で買い食いしながら買った水着で堤防沿いにある遊園地のプールに行けばいいのではないかと思い、通神帯ネツトで検けん索さくを掛ける。すると、江戸の山奥の方で太陽信しん仰こうに基づく遊園地が川かわ縁べりに見つかったので「キヨ殿と調査」というリストに入れておく。

　……違うで御座りますよ……！

　否いな。何が違うのか、というか、何を否定する意味があるのか。

　別に、清正と二人でいる事に、悪い事でもあるというのか。

　はあ、と肩を落とすこちらの正面。竹中が苦笑した。

「ほらほら、息抜き必要ですよー。流石さすがに襲しゆう撃げき掛けた水み戸とに行くのは難しいと思いますけど、海とか、ほら、やっぱり江戸の郊こう外がいで発はつ掘くつされてる遊園地で、どうも名前からして年とし増まばかりが運営していたであろうテーマパークがあるので、清正さんとそこら見てくるとか」

「い、いや、別に、キヨ殿どのと、とは、その、限らないで御座りますし」

「え？　そーなんですか」

　と竹中が言った時だ。羽は柴しばが頷うなずき、

「ノリちゃんは、ほら、可児さんとか、そういう後こう輩はいの面めん倒どうもみないといけませんから」

　確かに、と思ったこちらの視線の先。両手を握った羽柴が竹中に言う。

「ノリちゃん、大変ですからね。この時期の後輩育いく成せいは大事な事だと思いますけど、ええと、無む理りはしないで下さいね」

「え？　あ、まあ、そうで御ご座ざりますな」

「じゃあ、その辺りのスケジュールについて、私から清きよ正まささんの方に話しておきますから」

　……えっ。

　何か勝かつ手てに決まっていく、と思うが、よく考えたら上うわ役やくが決めているのだ。こっちで予定を決めるよりも遙かに公的とも言える。

　だがこの状況、どう考えても、

　……夏休み、キヨ殿どのとの予定など、不ふ明めい瞭りようになるで御座りますよ？

　西の方角、武蔵むさしの遠ざかって行く姿すがたが、加か速そくした。

「おお、見るのここまでですかねー。じゃあ、関かん東とうでの予定とは別に、おねーさん、今から夏休みの皆のスケジュールとか切るようにしますかー」

　Ｔｅｓテスタメント．、と語ご尾びに力なく答えながら、福ふく島しまはこう思った。

　……拙せつ者しやの夏休み、大だい丈じよう夫ぶで御座りますかなあ……。
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「ほらほら、……そのままだと夏休みが来てまうで!?　ええのんか！」

　小こ西にしの声が揺らいで空に昇る下。夜の下面が燃えている。

　房ぼう総そう半はん島とうの中央南側、燃える森林の中を行くのは二機きの武ぶ神しんだ。

〝義ぎ〟と〝孝こう〟。両者は追うては追われ、攻こう守しゆを入れ替えての戦せん闘とうを繰り返す。

　どちらかが行く度たびに、波のように火ひの粉こが跳ね上がり、風が熱気に谷を作る。だが次のタイミングでは、風を吸った炎ほのおが膨ふくれあがり、今まで以上の焰ほのおを森林地ち帯たいに広げて行く。

　熱気ゆえ、もはや人は近づけない現場だ。

　それを見る事が出来るのは、森の中ではない。南にある港街。里さと見みの本ほん拠きよだ。

　内側からは、防ぼう護ご障しよう壁へきの光の向こうに炎の戦せん場じようが確かく認にん出来る。

　皆は、単たん一いつ勢力ではない。羽は柴しば勢ぜいと、彼らの麾き下かに入った元もと里見勢だ。

　里見勢にとっては、この戦いは、占せん領りよう者しやである羽柴と、地じ元もと勢である里見の代表の戦闘だ。

　今、本拠内の里見勢は、中央に退たい避ひをしていた。

　彼らは皆、じっと戦闘の推すい移いを見つめている。

　広場。組まれた防護結けつ界かいと濠ごうの中、市民と学生達を避ひ難なんさせた上で、外では里見の代表委員長達が羽柴勢の代表達と言葉を交わしていた。

　里見勢の代表が頭を下げ、

「結界や濠の手配など、感謝する。──いいのか？」

「馬ば鹿か、俺おれ達は、後ろから一発食らわないようにしてるだけだよ、今いま更さら恩おんに着るな。それより、下へ手たに表おもてに出るなよ。上の艦かん隊たい戦せん。軌き道どう間違ったら本拠内に落ちる可能性もある。ここは安全圏けんの筈はずだが、装そう甲こうや部品の飛ひ散さんはあるからな」

　はは、と言う彼は、里さと見みの代表者の肩を叩たたいた。

「俺おれは初めからこっちに来ていたが、──魚が主食ってのもいいもんだな。刺さし身みに慣れたら生活習しゆう慣かん変わったよ」

「こっちも、香こう辛しん料りようの使い方の勉強になった。まさか胡こ椒しようがそこまで重用されるとはな。鉄てつ板ぱん焼やきの知ち識しきが無ければ、装そう甲こう板ばんで大量の調ちよう理りを賄まかなえなかったろう」

「それも原因は俺おれ達さ。恨うらめば恨め」

「当然だ」

　里見の代表が静かに言う。

「多くを失った。その恨みは当代において長く続くだろう」

　だが、

「君達は去り、また、いずれ滅ぶ」

「おいおい、それ言ったら……」

「ああ、里見もまた、消えて行く。──もし消えずとも、代が変われば恨みの形も変質する。そうなったら後は知らん。だがまあ、今の代においては……」

　彼は、相手の肩を叩いた。

「滅びて行くところなくなったら、こっちに来い。一回笑ってやるが、滅びた者同士だ。

　大体、羽は柴しばの土ど建けん技術は相当レベル高いのが解わかった。これは武蔵むさしのように空浮いてる連れん中ちゆうじゃどうしようもない事でな」

　言う。

「何もかも、プライドも立場も無くなった後ならば、新しくやっていく事は可能だろうさ。それに──」

　彼は、空と大だい地ちを見渡した。

　夜の上方では艦かん隊たいが砲ほう撃げきをぶつけ合い、下方では森林を燃やしながらも、武ぶ神しん達がぶつかる。それらに視線を回し、音を聞いた上で、彼は言う。

「これ以上のものが、お前らの滅びる時には生じるのか」

「それどころじゃねえだろ。──末まつ世せ、知ってるか」

「知ってるが……」

　じゃあ、と相手は言った。羽柴の代表。彼は天てん上じようと、地面を指さし、

「隙すきを見せると、世界だって、簡単に滅びるんだぜ」
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　夜を照らす戦せん火かの下で、里見の代表は息を詰めた。

　無む言ごんとなった彼の顔が、空の砲ほう火かでまた照らされた時、相手が言った。

「いいか」

　言葉が繫つながる。それは、遠くの炎ほのおを背景とした上で、

「羽は柴しばが滅びる前に、否いな、滅びたとしても、俺おれ達が末まつ世せを止める。どういう方法かはまだ知らされてねえけど、薄うす々うす、通じてる部分はある」

「それは──」

「俺達にしか出来ない方法だ。最近、羽柴様達を見ていたら、よく解わかってきた。この方法だったら、多分、止められるって」

　一ひと息いき。

「確かに、──終わらせて、しかし終わらせない、だ」

「は？」

「やるんだ」

　男は、眉まゆを立てた笑えみで、相手を見み据すえてそう言った。

　言葉の意味が解る訳わけも無い。それはお互い理解の上だ。だが、里さと見みの代表は問い返した。

「やるのか」

　問う。

「里見をこうした事に、それで、意味を作るのか」

「そうだ」

　相手が言った。

「ありとあらゆる事が、そこに繫がる。羽柴様は、そのための道を誤っていない、……と俺は思ってる」

「最後が信用ねえなあ！」

　言うなよ、とお互いが苦く笑しようした。だが、と羽柴代表は口くちの端はしの笑えみは消さず、

「そうでなきゃあ、やってらんねえぜ」

　だから、

「やるんだ」

「やるのか」

　そうだ、と相手は頷うなずいた。つまり、

「どんな恨うらまれても、悪い結果になっても、俺達はその一点はやり通す」

「ここで負けても、出来るのか」

「おいおい、俺達が負けるの前ぜん提ていだな」

「負けるのか、羽柴は」

「撤てつ退たいするのが運うん命めいだぜ。負けねえよ」

　羽柴の代表は、自分の胸を指でさし、

「最初にここ来た連れん中ちゆうは、覚かく悟ご決めてんだ。お前らに死ぬ程嫌きらわれて、でも、撤退の時でも、胸張って憎にくたらしく帰ってやるってな。だからお前ら、同情とか、ざまあみろとか、勘かん違ちがいした事思うなよ。──あいつらフザけやがって、とっとと帰れ、って、そう思え」

　そして、と彼は、相手の胸を指で突いた。

「今度俺おれがここに来たら、一回笑う必要はない。──もし、お互いが今日きようの事を憶おぼえているなら、そうだったな、と言って一発相あい対たい、殴なぐり合おうぜ。今まで、お互いの顔立てたりとか顔色窺うかがったりとか、上とか下の役をやるので、本ほん音ね出してないだろ。

　殴り合って、言う事言ったら、それで新しくやらせてくれ」

「やらせてくれ？」

「二度言わせるなよ」

　笑って、彼は銃じゆうを背せ負おい直し、背を向けた。

「後ろから撃うつなら、ここ、首の横狙ねらえ。そこ以外だと、お前らの銃だと難しい」

「的まとが小せえよ」

「じゃあ」

　と、羽は柴しばの代表は、歩きながら後ろ手に手を振った。その手を下に、広場を示し、

「──里さと見みは任せたぜ。滅びの仲間」







[image: 第六十章『灼熱の押しつけ者』]
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　義よし康やすは、里さと見みの本ほん拠きよが光を得たのを〝義ぎ〟の視覚素そ子しで確かく認にんした。

　……形が、露あらわになった？

　中央側、街の方に展開していた光が全て消え、外周の市し壁へきに光こう源げんが集中したのだ。結けつ界かい型の防ぼう護ご障しよう壁へきの強化だというのはすぐに解わかるが、

『本拠での防ぼう衛えい戦にシフトする構えか……！』

「敵の位置は捕ほ捉そく出来とんのや」

　小こ西にしが言った瞬しゆん間かん。本拠南西側の市壁に轟ごう音おんが激げき突とつした。

　砲ほう撃げきだ。

　森の中に潜ひそんでいた武蔵むさしの武ぶ神しんが、本拠市壁に狙そ撃げきを行ったのだ。

　準対たい艦かん砲ほう。敵戦せん艦かんも、直ちよく撃げきであれば装そう甲こうを抜ける一発だ。照しよう準じゆん術じゆつ式しきも掛かっているため、

　……丸まる木きの壁をベースにした市壁なら、貫かん通つう出来る筈はずだ！

「無む理りやなあ」

　小西が、〝孝こう〟の広げた両手に火の矢を形成しながら、そう言った。

　直後。里見本拠の北西側面から、光の破は裂れつが生じた。

　防護障壁だ。それも、本来の市壁強化用ではなく、

『軽けい戦せん艦かん級の、展開型だと!?』

「Ｔｅｓテスタメント．、本拠の強化として、航こう空くう艦かん隊たい運用が出来る羽は柴しば勢ぜいが行うとしたら、コレやろ。

　──本拠に対し、航空艦の防護システムを追加転用しとんのや」

　それは、

「結界型と、一部展開型の防護術式の複合。大都市や金のある都市なら組み込んどる処ところもあるやろし、羽柴君の輸ゆ送そう艦かん激突が戦せん術じゆつに加わってから追加装備した都市もあるやろ。

　せやけど、うちらは輸送艦激突の本ほん舗ぽ。先の段階で、自分達がやられた場合も考こう慮りよして、どれだけのものが必要か、また、効率よい対応制御情報プログラムはどんなんかは、解っとるよ」

『もしも輸送艦をぶつけられても、砕くだけない、……か？』

「さっき、大だい遺い跡せきから出る時、軽戦艦一いつ艦かんにつき、君ら何艦ぶつけたねん？」

　三艦だ。だが、答える気は無い。敵は答えを解っているのだ。

「どや？」

　小西が〝孝〟の手の中の火ひ矢やを一気に膨ぼう張ちようさせた。

　もはや矢ではない。大火か球きゆうと化した二発を、〝孝〟はこちらに叩たたきつけてくる。それも、矢の速度で、だ。

　……〝孝〟の術式砲ほうを、課か金きんで変容させているな……！

　人が合ごう一いつした武神でも、現在の技術ではそのまま術式を使用出来ない。ゆえに術式を用いる場合は、武ぶ神しん用に組んだ術じゆつ式しき砲ほうを搭とう載さいしての発動となる。〝孝こう〟は術式特とつ化か型として、両腕うでにそれを仕込んでいたが、

「金かね次第で何とでもなるなら、私と相あい性しよういいなあ、この武神」

　そして、迫る大火か球きゆうを、義ぎは下がる事なく右に回かい避ひした。

「さっきの答え、言ったろか？　──三艦かんや」

　避ける。高熱の塊かたまりが、木々を切るように焼き、貫かん通つうする。それは地面を溶かし、

　……く。

〝義〟の装そう甲こうが過か熱ねつし、内部の機き構こうが警けい告こくを告げてきた。背部の飛ひ翔しよう器きの内、近かった左副ふく翼よくが内部に入り込んだ熱を緊きん急きゆう排はい出しゆつ。冷れい却きやくの吸気を行おうとするが、冷気はもはやこの現場にはない。

「──どや？　輸ゆ送そう艦かん三艦、どこから調ちよう達たつする気や？　上のを借りるか？」

　小こ西にしの声が聞こえる。対するこちらは左副翼の回復が遅ち々ちとし、使えない。

　高熱と光に対し、義の視覚素そ子しが遮しや光こうフィルターを掛ける。

「どや？」

　と、もう一度小西の声が聞こえた瞬しゆん間かんだ。

　砲ほう撃げき音おんが聞こえた。

　里さと見みの本ほん拠きよからだ。壁上、結けつ界かい透とう過か術式を掛けた準対たい艦かん砲ほうが幾いくつも突き出し、ほぼ水平方向への砲撃を開始した。

　穿うがつのは森の中。そこに潜ひそみ、砲撃や接近を続ける仲間達に向けての連れん射しやだった。
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「何や、いきなり元気になったなあ」

　森の中、岩いわ肌はだの見える斜面の陰で、大おお久く保ぼは呟つぶやいた。

　敵はこちらを粗あらい範囲で捕ほ捉そくしているらしい。

　……既すでに幾いくつかの現場で外の防ぼう護ごを固める連れん中ちゆうとの交こう戦せんは始まっていたけんど……。

　それらを含め、こちらにも本拠からの迎げい撃げきを入れ出したのは、

「さっきの浅あさ野の辺りが送っていた情報とか、元やろな」

〝信しん〟とて、ただ単に上空を飛んでいた訳わけではあるまい。その視覚素そ子しから送られてくる情報を取しゆ得とく出来るなら、迎撃態たい勢せいは整えられる。

　距離と、情報整理の都つ合ごう。それがここで付いたという事だ。更さらには、

「加か納のう君。あの防護障壁の追加展開。どう破る？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、先さき程ほどと同じです。敵の本拠に展開している防護障壁は、結界式のものの他は軽けい戦せん艦かんからの転用かと判はん断だん出来ます。ならば先程、私達は、敵てき艦かんを地上部ぶ隊たいからの狙そ撃げきで落としましたが、あれと同じ事をすれば良いのです」

「君、無む茶ちや言うなあ」

　あの時、狙そ撃げきを入れた中には第六特とく務むの地じ摺ずり朱雀すざくも含まれている。が、朱雀は現在、動けない状態にある。更さらには、砲ほう撃げきの着ちやく弾だん位置を計けい測そくして察するに、

「マズイで、さっきの武ぶ神しん。狙撃位置読まれたやろ」

「御安心を。御お嬢じよう様さま」

　加か納のうが笑顔で言った。

「乗員は退たい避ひさせております」

　南西の森から、爆ばく発はつの地じ響ひびきと、炎ほのおが上がった。

・■──：『御嬢様、南西部武神隊の武神が破は壊かいされました！』

・長安定：『あー、見えとる見えとる』

　さてまあ、と大おお久く保ぼは呟つぶやいた。南中央部に生じた炎の森。その火が上げる火ひの粉こと風の揺らぎを見上げながら、大久保は表示枠サインフレームを手元に新しく展開した。

「こちらの仕込みは厳きびしくなったけど、まあ、やるだけやろか」

　しかし、

「そろそろ正しよう念ねん場ばやで、里さと見み生徒会長。──戦せん況きよう、動かせるか？」

　言っている間に、火か焰えんの熱気の方から、大だい音おんが響ひびいた。

〝孝こう〟が、高熱の白はつ球きゆうを〝義ぎ〟に向かって叩たたき込んだのだ。
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　義よし康やすは回かい避ひに専せん念ねんした。

〝孝〟は、周囲の熱を上げるように熱ねつ弾だんを叩き込んでは、また光矢を放ってくる。〝孝〟の本体がまとう陽かげ炎ろうを見るに、ある程度の熱をキャンセルし、過か熱ねつを防いでいるらしい。

　先さき程ほどまでは見えなかった工く夫ふうだが、

　……小こ西にしが、〝孝〟の扱いに慣れてきているという事か。

　厄やつ介かいだ。

　何しろこちらは、この熱気の中では飛ひ翔しよう器きを上う手まく使えない。

　飛翔器は、その内部で大気を圧あつ縮しゆくし、〝推すい進しん力りよく〟の触しよく媒ばいにする。だが、機き構こう部分は術じゆつ式しきを彫ほり込んだ紋もん章しよう板ばんや、燃ねん料りよう系けいの集合体だ。

　熱気には弱い。

　部品の耐熱加か護ごは平へい均きん的だ。内部で熱気が圧縮されれば、高熱の塊かたまりが発生し、飛翔器が内部溶よう解かいする怖おそれもある。

　いかんな、と義康は思った。

　正念場である事は解わかっている。だが、それゆえ、自分を追い込み掛けている、と。

　早く、決けつ着ちやくをつけねばならない。

　夜明けには羽は柴しばが関かん東とうに届き、慶けい長ちようの役えきは継けい続ぞくとなるだろう。そうなったら、

　……関東解放は、羽柴のスケジューリングで動かされるのだな。

　義よし康やすは思った。

　……そうなったならば、ここまでしてきた事に、何の意味がある。
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　関東解放の失敗は、全てを羽柴に明け渡す事と同意だ。

　その事は、義康にもよく解わかっている。

　しかし、それも有りかも知れない、とは思いもする。下へ手たに争う事なく、臣しん従じゆうをすれば、いずれは歴史再さい現げんのルールと時間が全てを解決してくれるのだから。

　黎れい明めいの時代、歴史再現というルールを決めた連れん中ちゆうは、上う手まい事をやった。

　義康は、通つう神しんを繫つないだ。遠く、もはや西の空にはほとんど見えない武蔵むさしに向かって、ある一つの問いかけを送ったのだ。

・義　　：『歴史とは、何だと思う』
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・●　画：『……えーと、誰だれか起きてる？　義康が変な事言い出したんだけど』

・俺　　：『あー、起きてる起きてる。何、そっち、セージュンとか、さっき戻って来てもう寝てんの？』

・●　画：『浅あさ間まが符ふの用意を先にしてたからね。私、相変わらず原げん稿こうのクリンナップ中だし。マルゴットもやる事ないから寝てるわ。──そっちは誰が起きてるの？』

・俺　　：『ゲコドス攻こう略りやく組ぐみは起きてるぜ？　テンゾーがメアリ用の装そう備びの下した地じを用意したいとか言うから、俺おれもまあ、将来を考えてうちの皆用のを構えておくかー、みたいな』

・●　画：『言っておくけど、ゲコドス四人同時までだから、総そう長ちようが変に気を回すとホライゾン、喜き美み、浅間、ミトツダイラでパーティ組まれて総長アンタ弾はじかれるわよ』

・俺　　：『そ、想そう像ぞうの容易たやすい非道な事を言うなあああああああ！』

・●　画：『もうちょっと多人数で参加出来るゲームを選びなさいよ。あと、こっち、寝顔見たいのいる？　──あ、言っておくけど、ホライゾンは眼め開けてファラオみたいに寝てるし、右手と左手がこっち向いてるから無む理り。警けい戒かい範囲外の遠くから撮とる？』

・俺　　：『一応撮ってみ？』

・●　画：『……あ、御ご免めん。右手に気付かれたから無理』

・俺　　：『セメント過ぎるぜホライゾン……。で、他は？』

・●　画：『喜美が鈴すずを抱えて寝てるのはさっきからね。今は、また浅間が急いで脚あしから毛もう布ふに入ったせいか、尻しり出だして寝てて、ミトツダイラは枕まくらをダメにしたから、俯うつぶせで寝ながらくんくん言って尻しり揺らしてるわ』

・俺　　：『あー、見れる？』

・●　画：『ちょっと待って』

・俺　　：『──あ、黒マル。尻じゃなくて。あ、いや、尻もいいけど。そっちはうちまで我が慢まんしとく感じで』

・●　画：『寝顔、って言ったものね。はい。あ、ちょっと待って、両腕うでが、何か機き嫌げん良いらしくてポージングとってるからイケるわ。──はい』

・俺　　：『ほー』

・●　画：『何よ、ほー、って』

・俺　　：『いや、何か嬉うれしい』

・●　画：『だったらそっちの家での画が像ぞう、こっちに送ってくれると嬉しいわ。それに……』

・俺　　：『それに？』

・●　画：『寝顔を見ていたい、っていうのは、私とマルゴットがそうだけど、贅ぜい沢たくな話よね。朝になったら終わってしまうし、気付かれても終わっちゃう。だけど、相手が自分と居い場所を共有して、委ゆだねたからこそそれを見られるんだもの。

　変な言い方だけど、寝ている間でも、私の目の前で生きていてくれてるのよね』

・俺　　：『テンション高え？』

・●　画：『うーん、今、擬ぎ音おん描きまくって画面埋めてるからそのせいかも』

・俺　　：『あー、作業中か。あんま引きずるとやべえな』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、息抜き付き合ってくれて有あり難がとう』

・俺　　：『おお、そんじゃ、また明日あした。派は手でに魔術テクノマギ頼むな』

・●　画：『…………』

・俺　　：『…………』

・俺　　：『ペタ子だよ!!』
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　面めん倒どうね、とナルゼは擬音を書き連ねながら思った。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、この時期の極きよく東とうでは識しき字じ率りつが上がり、武ぶ将しようの間で書しよ簡かんの遣やり取とりがよく行われるようになっている。だが武ぶ家け社会の書簡は漢かん文ぶんが多く、話し言葉はやはり公く家げ文化の持ちものという感覚だ。しかし、古こ語ごはどうも苦にが手てだし、

・●　画：『総そう長ちよう、私思うんだけど、神かみ代よの極東の連れん中ちゆうって話し言葉で〝あな　をかし〟とか〝あなるかな〟とか〝あな　いとし〟とか、大たい概がいだと思うわ。つーかそれに合わせて〝をかしっ　をかしっ　あなあはれなり〟とか書く身にもなって欲しいわよね。何て言うか〝いと頭の内が熱く滾たぎりせしむらん〟とか、そんな感じ』

・俺　　：『でも面めん倒どうだから現代極きよく東とう語ごにしとくんだろ？』

・●　画：『最近ちょっと聖せい連れんの規き制せいが厳きびしくて、一応別べつ枠わく用意しておくのよ』

・未熟者：『……君達、一回話題を改める振りして、あくまで里さと見み側を無視する気かい？』

　面倒ねえ、とナルゼは擬ぎ音おんに白の縁ふち取どりを入れながら問い返す。

・●　画：『じゃあ、歴史って何よ』

・未熟者：『はあ？　解わからないのかい？　歴史とは、幾いく多たの人々と国々の積み重ねによって出来上がっていくもので──』

　駄だ目めだ。人々が積み重なる、というところで変な絵を想そう像ぞうして駄目だ。しかも国々と来たら、国家擬ぎ人じん化かモノか！　だったらタイトルは〝淫いん蕩とう国家くぱあイタリア〟とかね！　決まり！

　……脳のう内ないネーム考えるより、早く仕上げなさいよ私！

　でもメモしておこう。というか。

・●　画：『通つう神しん切っていい？　このまま話してると作業の邪じや魔まなんだけど』

・未熟者：『き、君は僕の大だい事じな話を聞いてなかったね!?』

・●　画：『義よし康やすの現場に、それが通じると思うの？』

　大体、と意味も無く呟つぶやいて、ナルゼはふと気付いた。

　ここには、ある意味、極東の代表と言えるホライゾンがいて、壁の向こうには同じく代表である総そう長ちようがいて、更さらにはこちらには、彼らと繫つながりを深くしている者達がいて、

　……馬ば鹿かな話ね。

「仕方ないわね」

　本当の息抜き。頭の切り替えだわ、と思いながら、ナルゼは言った。

・●　画：『里見・義康、──聞こえてるかしら』
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・●　画：『アンタの質問に答えるわ。里見・義康』

　義康は、〝義ぎ〟を駆く動どうさせながら頷うなずいた。

・●　画：『歴史って何？　って話よね。そんなのは、簡単よ』

・義　　：『簡単？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手は応じた。次の瞬しゆん間かん。義康が熱ねつ球きゆうを下にかわし、前に出つつ聞いたのは、

・●　画：『それは、作るようなものではなく、出来ていくものなの。望む望まざるに関わらず、勝かつ手てに出来ていくものよ。そして、生きていた部分までしか採用されないものなの。

　だから、アンタは二つの事を考えなさい』

　それは、

・●　画：『アンタが生きてて良かったと思えるなら、アンタの後に出来る歴史は、アンタにとって良い歴史よ。だからもし、アンタに生かされて良かったと思える人がいるなら、それはアンタの歴史が間違ってなかったっていう事』

　……それは──。

　言われた内容を、途と方ほうも無いものとして義よし康やすは感じた。

　他人に感謝されるような事を、自分はろくにした憶おぼえが無い。

・義　　：『そのような事が、……出来るのか？』

・●　画：『馬ば鹿かね』

　白魔女ヴアイスヘクセンの言葉が見えた。

・●　画：『普通に生きてりゃ、良い事勝かつ手てに見つけて人生楽しく浪ろう費ひしていくものよ。アンタは生かせばいいだけ。後は私達が勝手に、今を眺ながめて〝良かった認にん定てい〟するわ。

　だって、たとえば、私は今、横で寝てるマルゴットの寝顔が見られるだけで幸せよ。これを見たまま死ぬのと、見ないまま死ぬのとじゃ、遙かに今の方が幸せ。

　でもアンタ、マルゴットの寝顔を作れるの？　無む理りでしょう？　自惚うぬぼれないでよね』

　だから、

・●　画：『──里さと見み・義よし頼よりに生かして貰もらった事、感謝してるわ」

「────」

　さあ、と魔女テクノヘクセンが言った。

・●　画：『今まで同人誌しで稼かせがせて貰った分、魔女の助言をしてあげる』

　それは、

・●　画：『失ったものをここで取り戻すといいわ。そして──』

　聞いた。

・●　画：『これからは、新しいものを作っていくのよ。新作。読者は喜ぶわ。それが面白いかどうかは読む私が決める。素す敵てきね。その手助けを私達はしてあげる』
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　義康は、武ぶ神しんの中で頷うなずいた。

　ああ、と思い、理解した事がある。

　里見を出て、どうして今まで、八やつ房ふさが自分に反応しなかったのかを、だ。

　消しよう去きよ法ほう的にではあるが、里見のトップとなり、代表として政治行為に関わってきた。最も上がみとも親交を得て、自分の道を決めてもいるし、何よりもこの里見奪だつ還かんの主しゆ導どう役でもあるのだ。

　それなのに、八房は動かない。

　その不動の理由が、しかし、今、解わかった。

『私は……』

　道どう理りで、義頼や、姉に肩を並べられない訳わけだ。何な故ぜなら、

『ここで、ようやく入口に辿たどり着くのだ……！』
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　小こ西にしは、〝義ぎ〟の動きを見た。

　眼前に展開しているのは、相手の捕ほ捉そく用術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアだ。

　旧派カトリツクは、朝や季節の訪れや、来訪者の行き来のエピソードに詳しい。欧おう州しゆうは冬の厳きびしい閉ざした地域が多く、各かつ国こくが地続きだからだろう。ゆえに、そういった存在の捕捉術式は、狩しゆ猟りよう用の追つい尾び術式の発展に重ねて進歩している。

　聖せいセバスティアン。弓ゆみ矢や使いゆえ、攻こう撃げき系けいのみならず、捕捉系も充実だ。

　相手の動きの先読み、ディレイの残ざん像ぞうによる軌き道どうの把は握あく、全体の重心バランスなど、幾いくつもの情報が眼前に表ひよう示じされる。

　……来るか。

　前進だ。それも随ずい分ぶんと姿勢が低く、勢いに重さがある。

　周囲の熱で力が不確かになっている飛ひ翔しよう器きではなく、脚きやく力りよく重視の前進だった。

　土を抉えぐり、両腕うでの鎧よろい通どおしを前に翳かざし、〝義〟が跳び込んできた。

　距離が詰まる。

　対するこちらは両の手に熱ねつ球きゆうを展開。左の手の一発を撃うち込み、

　……タイミングをズラして、二発目やな！

　敵の動きは見えている。

　左から飛ばした熱球の下を潜くぐるように、身を低く加か速そくしたのだ。

　こちらが為なす事は単純だ。

　左の一発目は、敵を下に潜らせるためのもの。

　敵が下を通過してきたら、そこに上から二発目を叩たたき込む。それも、

「半はん端ぱはせんよ！」

　術式の展開と課か金きんの関係も、大分慣れた。一発目は直ちよつ径けい十メートル程だが、二発目は、

「大たい枚まい払うで！」

　一いつ瞬しゆんで直径五十メートル程になった大火か球きゆうを、小西は〝義〟の軌き道どうに叩きつけた。

　当たれ、とは思わなかった。確実に当たる。だから、

「燃え散っとけ!!」

　ぶち込んだ。
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　砕くだけた〝信しん〟。その背部の搭とう乗じよう室しつから外に出た時とき茂しげは、それを見た。

　両の肩がろくに動かない自分の身。右腕うでは手首が砕け、左腕は肩の腱けんを傷めている。だが、確かな視覚が見る先、夜の森を焼き開いた戦せん場じようは眼がん下かに広がっていた。

　炎ほのおの中央。見知った機き体たいが戦せん闘とうしている。

　片方は、このところずっと近くに存在していた〝孝こう〟だ。

　幾いくつもの八はつ犬けん機体を組み込み、大火か球きゆうを叩たたき込む〝孝〟の姿すがたは、元の機体が現げん役えきだった時よりも術じゆつ式しきの扱いを派は手でにしている。

　……元の性能に、課か金きんで加圧を掛けているせいね。

　そして今、〝孝〟に対たい抗こうしている機体がある。

〝義ぎ〟だ。

　夜に燃える焰ほのおの中、青の色は黒にも見える。

　だが、勝負の綾あやが、時とき茂しげには解わかった。

〝義〟が、初めに放たれた熱ねつ球きゆうの下に跳び込んだのだ。

　潜くぐり、敵との距離を一気に縮めようというのだろう。

〝義〟は完全に近接重視の機体だ。敵に近付かなければ何も出来ない。

　それがために、青の影は熱の下に跳び込んだ。しかし、

「馬ば鹿か！」

　カウンターアタックは既すでに放たれていた。

〝孝〟が、二発目の熱ねつ塊かいをぶち込んでいたのだ。

　着ちやく弾だん位置は、義が飛び出す地面近く。その大きさは五十メートル級。直ちよく撃げきすれば武ぶ神しんとて無ぶ事じでは済まない。

　当たる。

〝義〟が先の一発を潜って回かい避ひし、しかし次の大型熱ねつ弾だんの直撃を受ける。

　流れとしては、二発目の巨きよ大だいな熱塊が着弾で砕くだけ、続いて先の一発が地面に着弾する。

　その筈はずだった。

　違った。

　順番として、先に一発目が砕け、続いて二発目が割れたのだ。
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　着弾と破は裂れつの順番がズレた。その結果に対し、時茂は内ない心しんで疑問詞しを得た。

　……は？

　だが、怪け訝げんの感情に囚とらわれている暇いとまはない。二発の熱球は里さと見みの森で爆ばく発はつを起こし、

「……っ！」

　まともに両腕うでを動かせない自分のいる位置にまで、火か焰えん光こうと爆ばく風ふうが届いた。

　力が炸さく裂れつしたのだ。

　そして時茂は見た。炸裂した火玉の向こうに、疾しつ走そうする武神がいるのを、だ。あれは、

「……〝義〟！」

　無ぶ事じだ。

　先さき程ほどまでいた位置よりも、大きく北にズレている。

　時とき茂しげの視し界かいの中、〝義ぎ〟の両手が摑つかむ二本の鎧よろい通どおしが、形を変えていた。

　赤せき熱ねつした刃やいばが、歪ゆがみ、陽かげ炎ろうを吹いているのだ。

　その変形の直接原因は、

「力技過ぎるわ……！　最初の火か球きゆう。手にした二つの刃で自ら割って飛ぶとは……！」
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　疾しつ走そうする義よし康やすは、寸前の判はん断だんによる緊きん張ちようから、漸ようやく自分を取り戻しつつあった。

　……全く、何とも危険な事をさせる……！

　無事だったのは、しかしその危険な判断故ゆえだ。

　先程の小こ西にしの攻こう撃げき。二発目の攻撃が来る事を予測して、義康は一つの策を講じた。

　一発目を破は壊かいし、その爆ばく風ふうで一気に回かい避ひ距離を稼かせぐのだ。

　だが、敵の砲ほう弾だんならばまだしも、高熱ねつ塊かいの術じゆつ式しきを相手にやった事はない。

　それを、ここでやる。

　使用したのは二本の鎧通しだ。

　これを、熱球の下を潜くぐりながら、その斜め下に叩たたき込んだ。身を回し、横に転ぶような姿勢からの攻撃だ。

　当たった。

　爆ばく発はつというよりも、生じたのは破は裂れつだった。

　武ぶ神しんの知覚速度は、こちらの緊張感を拾って自動的に最高速度へと設定された。そして見えたのは、鎧通しを叩き込んだところから火球がめくれた光こう景けいだった。まるで果実のように真まっ白しろな熱の塊かたまりが現れ、それが内側から膨ふくらんで破れ裂さけたのだ。

　爆発の散る方向に〝義〟が吹き飛ばされ、予想以上の距離を得た。途と中ちゆう、二、三回程身がロールしたが、飛ひ翔しよう器きを地面に当てない程度の体たい術じゆつ訓くん練れんは出来ている。

　後は着ちやく地ち次第、小西へ向かえばいいと思っていたのだが、

　……何をあんな巨きよ大だいな熱ねつ球きゆうを放っておるか!!

　明らかに〝孝こう〟の能力を超えている。

『金か……！』

　くそ。

　これだから大たい国こくの連れん中ちゆうは嫌きらいだ。

　こっちは亡ぼう命めい先で変へん人じん共の毎日奇き祭さい状態の中、精神の安定を保つのだって大変だったというのに、この金持ちは喧けん嘩かを売っているのか。

『赦ゆるさん……！』
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・●　画：『何キレてんのかしら』

・十ＺＯ：『金の問題で御ご座ざろうが、自分らにはうどんくらいしか解わからぬで御座るな……』

・俺　　：『つーかなかなか里さと見み解放終わらねえな。……もう一回ナガマサ亜あ種しゆ狩かるか？』
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　よし、と義よし康やすは思った。

　皆、金持ちが悪い。そう考えると気き合あいが入った。やはり必要なのはハングリー精神だ。

〝孝こう〟との距離は詰めている。火か球きゆうの二発目。その余よ波はを回かい避ひするため、やや迂う回かい状態になったが、その分は脚あしで稼かせいだ。

〝孝〟は術じゆつ式しき系けいだ。地上戦には向いていない。今から振り向き、こちらへの迎げい撃げき姿勢をとったとしても、遅過ぎる。

　……ならばこちらは──。

　両手の鎧よろい通どおしを、腰のハードポイントにセット。

　双そうの刃やいばは赤せき熱ねつし、歪ゆがんだ形になっていた。

　使い物にならない訳わけではないが、切れ味は随ずい分ぶんと落ちただろう。

　軽量化のため、熱伝でん導どう性のいい金きん属ぞくを使用していたせいもある。

　……戦後、コレを下取りしてくれる企き業ぎようがあるだろうか。

　鉄てつ屑くずで出して、小こ遣づかいにするのもいいかもしれん。とりあえず、捨てるのは無しだ。うん、何か凄すごく吝けち根性が身についたな私。でもそれはつまり、

『金持ちは赦ゆるさん……！』

　テンションを更さらに上げる。

　今、〝孝〟は振り向く最中。両腕うでに何か術式を展開しているが、遅過ぎる。

　射しや撃げきのためには、発動して、狙ねらって、そして撃うたねばならないのだ。

　ガードをしようにも、〝孝〟のシールドが着いた腕はそれだけで重い。防ぼう御ぎよを構える前にこちらの一発がぶち当たる。

〝義ぎ〟は既すでに攻こう撃げき態勢だ。

　武ぶ器きはある。背の大だい刀とう一本。この抜き打ちは北ほう条じよう・幻げん庵あんにも通じたものだ。

『届け……！』

　と、義康が一いつ刀とうの柄つかに手を掛けた時だ。

　高速化した〝義〟の視覚は、それを確かく認にんした。〝信しん〟が、いきなり左腕を振りかぶって、

　……は!?

　加か速そくした〝義〟を上回る勢いで、左の拳こぶしを〝義〟の頭部に叩たたき込んできたのだ。

　かわせない。

　こちらは跳び込む形で。向こうはそれを止めるような構えで。

「……っ！」

　直ちよく撃げきした。
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　時とき茂しげは、小こ西にしの発はつ想そうを視し認にんした。

　どう考えても、術じゆつ式しき系けいの〝孝こう〟が近接重視の〝義ぎ〟の動きに割り込める訳わけが無い。しかも今、〝義〟は速度に乗っていたのだ。

　だが、届いている。

　即そく座ざのカウンター左ストレートが、炎ほのおの戦せん場じようにて〝義〟に決まった。

　前に出ようとしていた青の武ぶ神しんの全身が、胸を突き出すようにして大きく揺れ、止まった。

　……モロに入ったわよ……!?

　術式系の〝孝〟が格かく闘とう戦せんをするという発想。そんな考え自体、元々の相手を知るがゆえに、義よし康やすには思い浮かばなかったに違いない。

　しかも、〝義〟を上回る高速性。その力を発はつ揮きした仕掛けは、

「……武神に対しての、身しん体たい強化術式！」







[image: 第六十一章『白銀の断ち切り者』]
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　小こ西にしは、仕込みの一つが当たった事に安あん堵どした。

　武ぶ神しんの駆く動どう系けいには人工筋きん肉にくが多数配置されている。それらは生物的なシステムで動いているため、

　……人間用の身しん体たい強化術じゆつ式しきが効くもんなんやなあ。

　無む論ろん、人間が掛けたのならばほとんど意味は無いものだ。術式系の武神たる〝孝こう〟だからこその大出力術式。

　効果は今目の前で見ている通りだ。

　高速化した〝孝〟は、打だ撃げき力りよくを両腕うでのシールドで稼かせぎ、〝義ぎ〟にカウンターを放った。

　当たった先。〝義〟が力を失う。いきなり頭部に打撃を受けたため、神しん経けい系にノイズが走り、各部に伝達される情報がシャットされたのだ。

　アジャストがすぐに掛かり、青の武神の全身が即そく座ざに力感を戻す。が、

「遅いで……！」

　小西はそのまま〝孝〟を前にステップ。右腰を前方に回し入れ、右のジャブを数度〝義〟の顔面に弾はじいた。

　鉄音が打撃の回数だけ鳴り、直後に、

　……左！

　ジャブで距離を測った上で、左のスマッシュアッパーを腹に入れる。

　……ええなあ！

　聖せいセヴァスティアン、結けつ構こうガチで殴なぐれるで！

　口くち笛ぶえ一つ。音を作った小西の眼前で〝義〟の身体からだが浮いた。そして、間かん髪はつ入れずに、

「どや!!」

　小西の叫びと共に、右のストレートが〝義〟の顔面に叩たたき込まれる。

　瞬しゆん間かんだ。〝義〟が動いた。左、副ふく翼よくを振り、

「……お!?」

　副翼に、安全な大たい気きが溜たまっていたのだろう。それを爆ばく圧あつとして、〝義〟が右の空間へとショートジャンプした。

　こちらの拳こぶしを回かい避ひしたのだ。
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　義よし康やすは、揺れる視し界かいを機き械かい主体で初期化した。

　本能的に自分を〝戻そう〟とするのを、意い思しで押さえ込み、武神による機械的な調ちよう整せいと高速アジャストに補ほ正せいを委ゆだねたのだ。

　武ぶ神しん乗りの、得え手てだからこそ出来る抑よく制せいの技だ。だが、

　……くそ！

　身み震ぶるいのような感覚が全身に来る。

　この〝孝こう〟。改かいという言葉をつけるべき相手だが、見事にやってくれる。

　格かく闘とう戦せん。それも打だ撃げき戦となると、八はつ犬けんの中でも得意とする者はいなかった。何しろ刀などの武ぶ装そうがあるし、航こう空くう戦せんも考えねばならないのだ。

　完全に不ふ意いを食らった。

　しかし、ダメージは結けつ構こう来た。身体からだに蓄ちく積せきされるようなものではないが、一いつ瞬しゆんで受けた軋きしみの連続がフレームや駆く動どう系けいで吸収されていない。

　戦せん闘とうは続行中。敵は未いまだ無む傷きずに近く、こちらは武ぶ器きを失ってもいる。

　……ここで食らいつくには──。

　高速の思し考こうの中で、義よし康やすはベストと思われる戦せん術じゆつを構こう築ちくした。

　行けるかどうか、という疑問が心の中にあったが、

　……行ける!!

　何な故ぜなら、ここが入口なのだ。自分が、本当に、先代達に追いついていけるかという、確かな踏ふみ切きり。

　それすらも踏めないならば、ここまでの戦いで得てきたものは噓うそだった事になる。

　ならば、と義康は動いた。高熱の野原。陽かげ炎ろうの大たい気きの中で飛ひ翔しよう器きを広げ、

『……参まいる！』

　飛翔器が過か熱ねつの警けい告こくを上げるのに構わず、義康は行った。
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　時とき茂しげは、〝義ぎ〟を見失った。

　……速い。

　武神の出力は、その限界値に〝性能限界〟という終しゆう着ちやくがあるが、基本は搭とう乗じよう者しやの身しん体たい能力と、それをどこまで出すかという意い思しの反映によるものである。

　大だい事じなのは意思だ。

　制せい御ぎよ不能や、出力過か剰じようの自じ壊かいを避けるため、武神のＯＳは搭乗者の意思を読み取り、その集中力などが武神の性能を扱える状態かどうか、常時精せい査さし続けている。

　今、〝義〟は、恐らくその出力の終点近くに達した。

　武神乗りとして、一いつ機きの武神を扱う経けい歴れきにおいて、数度あるか無しかの状況だ。

　だが、〝孝〟が反応した。

　明らかに、〝孝〟は自じ律りつで動いている。

　聖せいセヴァスティアンの加か護ご、制御情報プログラムによって、生きる武神として存在している。

　右の拳こぶしがカウンターで飛んだ。

「義よし康やす！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。時とき茂しげは動きを読んだ。〝孝こう〟のカウンターを避けた場合、

　……右！

　右に、大たい気きの揺らめきがあった。飛ひ翔しよう器きの爆ばく発はつが生じた跡だ。

　しかしそこに〝義ぎ〟はいない。

　既すでに、別の場所に跳んでいるのだ。

　直後に、炎ほのおの野原の中央が弾はじけ、轟ごう音おんが上がった。

　そこを通過した〝義〟の高速機き動どうと、続く突とつ撃げきによって、大気が割れたのだ。

　熱気の中、突撃タイミングは一度のみ。だが、その踏み込みと機き先せんの確保は、時茂をして、

「見事よ」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん。ようやくに時茂は〝義〟を知覚した。

　目に見えた訳わけではない。予測の軌き道どう上、最後の加か速そくを入れようとするタイミングが、時茂には見えたのだ。

　攻こう撃げきのための、ラスト一歩を踏む直前。そこで〝義〟が飛翔器を上げ、

「──え？」

　時茂は、ふと、目を醒さましたような感覚を得た。

　対する〝孝〟が、両の腕に術じゆつ式しきを展開しようとしているのだ。
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　何を？　と時茂は疑問した。

　大体、今から迎げい撃げきの術式を放とうとしても、遅過ぎる。

　もはや矢や熱ねつ弾だんを展開し、狙ねらい、叩たたきつけている間はないのだ。だから、

「あれは──」

　違う。〝孝〟が使うのは、矢や熱弾などの、投とう射しや術式ではない。

　今、用いられようとしているのは、発動直後に効果を発生させるもの。それは、

「結けつ界かい式の攻撃術よ!!」

　……術式の展開に慣れていなければ、出来ない高位の攻撃術！

　避けても無意味。そのための術式とは何か悟さとった上で、時茂は警けい告こくした。

「義康！　退避しなさい！」

　叫んだ直後。〝孝〟を中心に、大範囲の空間が割れた。

　流りゆう体たい光こうの結界が構こう成せいされ、ある力をそこに発生させたのだ。

　火ではない。

　色は白。

「凍とう結けつ術じゆつ式しき……!?」

　全てを一いつ瞬しゆんで凍らせる、火か焰えん系けいの正せい逆ぎやく術式だった。
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「無む茶ちや苦く茶ちややな……」

　戦せん場じようの推すい移いを見ていた大おお久く保ぼは、つい腰を上げそうになって、加か納のうに止められた。

「御お嬢じよう様さま、砲ほう撃げきが来ているので危険です」

「あ？　ああ、すまんな加納君。しかし……」

　中腰になって見る視線の先。房ぼう総そう半はん島とう南部中央に、青白い空間が出来ていた。

　今までそこは、火が燃え、夜を下から照らしていたのだ。だが今は、

「氷こおりが、月明かりや空の戦せん火か、反射しとるよ……」

　火は消え、白の霜しもと氷が、全てを覆おおっている。

　それを、首を上げて見み据すえた加納が小さく頷うなずく。

「火か焰えん系けいの術式を、熱量の運動制せい御ぎよ術式と考えた場合、同じ扱いで別攻こう撃げきと出来るのは、マイナス側にそれを振った凍とう結けつ術式でしょう。

　敵、小こ西にしは、延えん焼しよう術式や熱ねつ弾だんなどを使用しながら、燃ねん料りようや出力の把は握あくと理解を行い、決め手のところで同量課か金きんで逆ぎやく位いの凍結術式を振って来たと言う訳わけです。

　更さらに彼女は、戦せん闘とうの現場の中で術式範囲の拡大を試行し、最終的には結けつ界かい術式にまで至らせる事が出来ました。恐るべきは旧派カトリツク術式を買い込む金の力と言えるかもしれませんが──」

　加納が評ひよう価かを下す。

「アドリブの蓄ちく積せきから、最終勝利を望む。──御嬢様の見立て通り。これは、小西のセンスが結果を導いたものです」

「〝義ぎ〟は？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と加納が応じた。

「加か速そく直前。大たい気きを圧あつ縮しゆくする寸前に凍結されたため、飛ひ翔しよう器き内部は急激な温度変化によって破は損そんされていると判はん断だん出来ます。もはや〝義〟は飛べません。

　そして、この急激な凍結によって、二機共とも々ども、駆く動どう系や伝達系、そして人工筋きん肉にくなどが収しゆう縮しゆくを起こし、急ぎ解かい凍とう、再起き動どうが必要かと。ただ──」

「ただ？」

「〝孝こう〟は、緩かん衝しよう術式により、多少のキャンセルを果たしています。対する〝義〟は──」

　鉄の音が響ひびいた。

　凍とう土どの中央。〝孝〟の右肩に倒れかかるような姿勢になっていた〝義〟に、〝孝〟が、ゆっくりとした、しかし力任まかせの打だ撃げきを入れたのだ。

　すがりつく腕を払うとも見える〝孝〟の正面。〝義〟は、突とつ撃げきの際に構えていた二本の鎧よろい通どおしを逆さか手て握りにしたまま、

「届かなかったか」

　氷こおりの大だい地ちに、飛ひ翔しよう器きの破は砕さい音と共に倒れ込んだ。
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　小こ西にしは、白い息を吐き、額ひたいに浮いた汗あせを拭ぬぐった。

　……しつこいわなあ……。

　肌はだに触れる袖そでも、また霜しもがつき、含んでいた大たい気きが凍っている。

　商人服は帽ぼう子しがあって良かったなあ、と思う一方で、先に緩かん衝しよう系けいと体温保ほ護ごの加か護ごなどを入れてなければ、どうなっただろうかとも思う。

　そして小西は〝孝こう〟の各部状況を把は握あくした。

　緩衝術じゆつ式しきがあったため、完全凍とう結けつには至っていない。飛翔器も生きている。ただ、駆く動どう系や人工筋きん肉にくなどが除じよ霜そうや解かい凍とうを必要としているため、自動加護処理の許可を出しておく。

　一ひと息いき。

「全く、えらい勝負やったな。せやけど……」

　白の息を長く伸ばし、小西は硬くなった髪かみを手で梳すいた。

　目の前に倒れた〝義ぎ〟に対し、真まっ直すぐな視線を向けて、彼女はこう呟つぶやいた。

「私の方が、勝利に対してしつこかったと、そういう事やな」
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　……さて。

　と小西は心の中で切り替えの言葉を作った。

〝孝〟は動く。全力で機き動どうするには時間が必要だが、この凍とう土どの舞台を出るまでには、何とかなるだろう。

　後は、簡単だ。敵には、もはや〝孝〟に敵かなう地上戦力がない。

　ならばこれから、自分は可能な限り敵の武ぶ神しんや地上部ぶ隊たいを潰つぶし、里さと見み解放を阻そ止しする。

「良かったわ」

　これで、自分のミスも帳ちよう消けしに出来る。後は羽は柴しばが来るまで耐えればいいのだが、

「何とかなるやろ」

　と、小西は、西の空を見た。

　遙か向こう。今時分ならば、そこに安土あづちの影が小さく見える筈はずだ。だが、

「おい」

　不ふ意いに、左手側から声がした。それは、

「──余所よそ見みをするな」

　不ふ意いに突き込まれて来た銀ぎん光こう。鋭い軌き道どうの正しよう体たいは、

　……刃やいば!?

　疑問に思うこちらの顔横、避け切れなかった表示枠レルネンフイグーアが砕くだかれるのを別に、小こ西にしは見た。

〝孝こう〟の肩上を走り、自分に攻こう撃げきを仕掛けてきた者。彼女は、

「里さと見み・義よし康やす！」
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　夜の尾お根ねの上。そこに座り込んだ朱あけの武ぶ神しんの肩上で、直なお政まさは笑った。

「全く」

　額ひたいに手を当て、彼女は煙管キセルの煙を口から吐きつつ、声をあげた。

「ガチガチの基本主義者みたいな武神乗りが、いつの間にか曲きよく芸げい好ずきに育ったもんさね」

　直政は、ずっと、戦せん場じようの動きを見ていた。

　……いざとなったら、片かた脚あし無しでも、あたしが止めに行かなきゃならんしさ。

　だが、そうはならなかった。

　あの〝孝〟が凍とう結けつ結けつ界かいを展開した際、即そく座ざに義康は武神との合ごう一いつを解除していた。

　そして、彼女は迷わずに外へと飛び出したのだ。

「基本でガチガチ。つまりは──」

　用意があったのだ。

「高空で戦せん闘とうする武神。そして高空を行く武蔵むさしという環かん境きよう。──空に放り出されれば、氷ひよう点てん下かどころかマイナス三十度を超える極ごつ寒かんの空さ」

　無む論ろん、今回は地上戦が主体となる。だからそんな用意をしなくてもいいのだが。

　……北ほう条じよう征せい伐ばつで、非常時用装そう備びを持ち込んで、しかもそれを温おん泉せんで使うようなヤツさ。

　常に最大限の用意をしている。

　だから今回も、だ。

　極寒ではあるが、〝非常時〟としての対応範囲だ。

　義康は、もはやろくに動かぬ〝義ぎ〟を、〝孝〟にすがりつかせるような動きを取らせた。

　格かく闘とうを仕掛けようとした訳わけではない。

　前に伸ばした腕を橋として、〝孝〟に乗り移ったのだ。ならば後は、

「さあ、どうするさ」

　座り込んだ視線の先。義康が一いつ刀とうを振りかぶり、しかし、

「はは」

　身を強ごう引いんに振るった〝孝〟が、その小さい身体からだを肩から振り落としていた。

　やはり刃やいばは届かない。だが、

「いい手て筈はずを整えたさ。──中ちゆう途と半はん端ぱはしない。いい判はん断だんさ、里見・義康」
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　小こ西にしは、一いつ瞬しゆんで荒れた息を抑えられない。

　……何やねん!?

　武ぶ神しん乗りという戦種スタイルは、基本、インドア的なものだと小西は思っていた。それがまるで、近接武術師ストライクフオーサーのような事までする。しかし、

「もう届かんで!?」

　足あし下もと。着ちやく地ちした里さと見み・義よし康やすがいる。一いつ刀とうを携たずさえた彼女は、白の大だい地ちの上に無む言ごんで、

「────」

　義康が構えた。

　無意味や、と小西は思った。

　自分の〝孝こう〟は、不完全ながらも動く。それに対して、たった一人でどうするというのか。

「阿あ呆ほやな……！」

　容よう赦しやはしない。これは国と国の動勢を掛けた戦争なのだ。

　小西は〝孝〟の腕を振りかぶらせた。術じゆつ式しきを使える程に出力関係は整っていないが、打だ撃げきと速度は、人間よりもこちらが上だ。

　そしてスイング状態に入った〝孝〟の肩上で、小西はあるものを見た。

〝義ぎ〟だ。

　狭めの大だいの字じに倒れた〝義〟は、凍とう結けつし、搭とう乗じよう者しやもなく、動けない。

　その筈はずだった。だが今、こちらの視し界かいに入る武神は、

　……何や!?

　明らかに動き、起き上がろうとしている。それも、関かん節せつ部ぶなどが、完全近くに解かい凍とうされた姿すがたで、だ。
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　……何な故ぜやねん!?

　小西は、〝義〟の全身を見た。

　駆く動どうは恐らく自じ律りつ式。〝孝〟の動作に近いものだ。

　だが、凍結していた全身は、その表面の霜しもを落とし、既すでに両指すら動いている。緩かん衝しよう術式を入れている〝孝〟ですら、その状態になっていないのに、

　……何の用意があったねん……？

　思う視界が、あるものを見た。

〝義〟の両脇わきに突き立った、二本の鎧よろい通どおしだ。

　こちらに突とつ撃げきを掛けてきた〝義〟が、両の手に逆さか手てで握っていた武ぶ器き。二つの刃やいばは、熱ねつ球きゆうを破は壊かいした時に過か熱ねつし、使い物にならなくなっていたと思ったが、

「あ……」

　小こ西にしは理解した。あの刃やいばは、軽量金きん属ぞくのため、熱の伝でん導どう性が高いのだと。そして、

　……地面に、突き立て、抉えぐって……。

　思し考こうを証しよう明めいするように、〝義ぎ〟の脇わきに突き立つ双そうの刃は、地面を長く抉っている。武ぶ神しんが打だ撃げきで倒され、地面を滑った軌き道どうと等しいラインだ。

　その抉り跡から、陽かげ炎ろうが立っていた。

「地ち熱ねつやな」

　凍とう結けつ結けつ界かいをぶち込んでも、それまでずっと熱量を重ねてきたこの現場だ。

　大だい地ちは、表面が凍っても、地下の大部分には強い熱を持っている。

　だから地ち殻かく表面に刃を刺して抉り、地下の熱気を表ひよう出しゆつさせ、更さらには、

「鎧よろい通どおしを握った手から、地下熱を武神に通したんやな!?」

　まずい、と小西は思った。心の中で、幾いくつもの条件やピースが、危険な何かを作り上げようとしている。

　だが、敵が待たなかった。今こそ〝義〟が立ち上がる。それは、腰を引くように、片かた膝ひざをつき、両の腕を背に回し、

　……一いつ刀とうを握るか。

　正面。見れば、里さと見み・義よし康やすも同じ姿勢をとっていた。

　……く……！

　小西は、距離を取ろうとした。振りかぶっていた腕を止め、飛ひ翔しよう器きを使おうとして、

「────」

　飛翔器を制せい御ぎよする表示枠レルネンフイグーアが、なかった。

　否いな。正確には、一回消えて、もう一度出現しようとしているのだ。

　何な故ぜかは解わかる。

　先さき程ほどの、義康の一いち撃げきだ。

　彼女の目的は、自分を倒す事では無い。

　里見から奪うばわれた〝孝〟と、合ごう一いつされた機き体たいを破は壊かいし、勝利する事だ。

　小西は考えた。自分は商人。それも、大量のものを抱え込んで、その中からアドリブで最善の勝利を見つけていくのが、己おのれのやり方だ。

　そうだ。そうとも。それで今まで、勝ってきたのだ。

　今はどうだ。

〝孝〟は満足に動かず、飛翔器も操そう作さ用の表示枠が再起き動どう終了していないために、機き動どう展開が出来ていない。

　だが、一つだけ、解法がある。

　腕だ。

　既すでに攻こう撃げきは振りかぶっている。

　敵は、まだ背の一いつ刀とうに手を掛けただけ。

　こちらの方が、速く、重い。ならば、

「潰つぶせや……！」

　叫び、小こ西にしは〝孝こう〟の右腕うでを〝義ぎ〟に叩たたき込んだ。

　力任まかせの高速ストレート。

　しかし、腰を入れ、肩から腕を放った瞬しゆん間かん。小西の視し界かいはあるものを見た。

　軽くステップして跳び込んできた義よし康やすが、背に構えた一刀を、大だい上じよう段だんから前に振り下ろしたのだ。

　その動きは、月光を反射する白の大だい地ちの上で、

　……お。

　一いつ瞬しゆんではあるが、確かに小西は目を奪うばわれた。

　小こ柄がらな身体からだが、伸びるように前に、力を真まっ直すぐに振り下ろすその動作。

　目の前で見たものに、小西が仄ほのかな呆ぼう然ぜんを得た。

　同時に、同じ動きが来た。

　こちらが叩たたき込んだ右の打だ撃げきに対し、〝義〟が、その一刀を抜き打ったのだ。
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　放たれた刃やいばは、一瞬の中で高速の挙きよ動どうを得た。

〝孝〟の打撃。それに対し、〝義〟の一刀は激しい当たりを作らない。

　ただ、鍔つば元もとから、添えるようにして、〝孝〟の拳こぶしであるシールドに触れた。

　動きは、押すと言うより、下に引くようなもの。

　すると、鉄の刃が、当たる装そう甲こうの表面を音も立てずにくねり、ぬるりと滑った。

　その時にはもう、刃が装甲の中に入っていた。

　割ったのでも、切ったのでもない。

　切れ味と動きのみで、鉄てつ塊かいの中へと挿さし込まれ、入ったのだ。

　止まらなかった。

　刃の先せん端たんまで、距離は約八メートル。刀の反そりを存分に用いて、一刀は豪ごう腕わんの先せん端たんから淑しとやかに入り込み、中を舐なめるように、しかし真っ直ぐに断っていった。

　腕から肘ひじへ。そして肩へ。駆く動どう系や関かん節せつを二つに変えていく時も、音はしなかった。

　まるで研とぐように刃は行き、先へと入っていく。

　やがてそれは、〝孝〟の脇わきに至り、腹から股こ間かんへと抜け、

「────」

　行った。

　全ては、〝孝こう〟の足あし下もとに立つ義よし康やすのトレースだ。

　彼女の微び動どうも制せい動どうも、何もかもを読んだ〝義ぎ〟が、正確に動きを重ね、

「よし」

　僅わずかに腰を後ろに引き、〝義〟が、刃やいばの先せん端たんを空中に落とした。

　止める。

　既すでに刃は、その全行程を発はつ揮きし終えていた。

　義康と〝義〟の姿勢も、完全な振り下ろしになっている。

　そして彼女達の正面と頭ず上じようで、ある事が生じた。

　打だ撃げきを放った姿勢で止まっていた〝孝〟が、その左半身をずらし、滑らせていく。

　金きん属ぞくの擦さつ過かが、虫の音ねのような高い音を遠くへと飛ばした。

　月光の下。それを反射する夏なつ霜じもの大だい地ちの上。二つに分かれて倒れ伏す武ぶ神しんとは別に、一人の少女と、彼女に己おのれを重ねた一機きが、その身をゆっくりと起こす。

　両者は、刃を収め、両の腕を身体からだの左右に下ろすと、

「敵てき将しよう、小こ西にし・行ゆき長なが。討うち取ったとも……！」

　咆ほう吼こうが、夜の戦せん場じように響ひびき渡った。







[image: 第六十二章『山陰の坊主共』]
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　羽は柴しば勢ぜいの地上部ぶ隊たい代表たる小こ西にし・行ゆき長なが。

　彼女が武ぶ神しん戦せん闘とうの末に討うたれたという情報は、各勢せい力りよくの間に一いつ瞬しゆんで広まった。

　それは関かん東とう解放に加わらなかった者達にも、即そく座ざに伝わり、

「成なる程ほどねえ……」

　国としての終了認にん知ち作業を進める北ほう条じようにて、頷うなずく影が一つあった。

　戦せん場じようの西。始まりの位置に近い北条の土地だ。

　小お田だ原わら郊こう外がいの陸りく港みなとで、北条・幻げん庵あんは広こう報ほう委員から届く関東解放の状況を見ていた。東の側、数時間前まで空に展開していた毛もう利りの艦かん隊たいは、今やその長さを随ずい分ぶんと縮めている。

　三み浦うら半はん島とうの奪だつ還かん辺りまでは、戦せん火かを目で追って確かめる事も出来たが、現状では無む理りだ。今は薄く色づいた空の下で、漁いさり火びのように光が見えるだけに過ぎない。

　しかし、文字は正しく状況を伝えてくれる。

　幻庵は目を細め、小さく咳せきをした。そしてそのまま、笑えみの音を作り、

・超叔父：『おい、氏うじ照てる、報告を見たかい？』

・氏テル：『はああああ!?　俺おれは今、茄な子す天てん揚あげるのに忙いそがしいんだよジジイイイイイイ！』

・超叔父：『充実してて何よりだよ。──里さと見み・義よし康やすが、己おのれの戦闘を勝利したぞ』

・氏テル：『知いいいいらねえ──でえええええす！　だって圧あつ倒とう的に戦えないようなザコの勝利が何だってええええええ!?　また地上戦ですかああああああああああ!?』

　要点押さえてるからこの男は凄すごい。

　その事に改めて一回咳をして、幻庵は言う。

・超叔父：『それが、私を倒した時と同じ。──里見・義よし頼よりから継ついだ剣だ』

　つまり、

・超叔父：『里見の一いつ刀とうは、北条と羽柴を等しくしたのさ』

・氏テル：『はあああああああああ!?　御センチな御メンタリズムじゃねえですかあああああああああああああ!?　人生回かい想そうシーン突とつ入にゆうかあああ!?　おいジジイ！』

・超叔父：『少し年上を敬えよ』

・氏テル：『おい御ジジイ様！』

・超叔父：『どっちかでいいよ馬ば鹿か』

・氏テル：『馬鹿とか、傷つく事言うなあああああああああ！　お前がジジイなのは誰だれから見ても当然でええええええええええええす！　俺が馬鹿かどうかは人によってどう観測されるかが違いまあああす！　ああああいむおねすとおおおおおおおお！』

・超叔父：『お前ね、今、何をやってんだい？』

・氏テル：『身長二メートル半の侍じ女じよ式ボディで腕うで四本使って天麩羅揚げてんのほおおお！　ちゃんとメイクもして三さん角かく巾きんにマスクしてるからメイクの意味ねええええ！　ほらこれが画が像ぞうだあああああ！　ニコオオオオ！　拝おがんだか俺おれのマスク越しのプリティアルカイックスマイルだああああああああああああ！』

　二秒程間があってから、

・氏テル：『氏うじテル、入っテル……！』

・超叔父：『──おい馬ば鹿か』

・氏テル：『人を見た目で決めつけるなあああ！　このクズがああああああ！』

・超叔父：『いいから聞き給えよクズ』

・氏テル：『何だあああああああああああああ!?』

　そうだねえ、と幻げん庵あんは言った。

・超叔父：『来たぞ。──面めん倒どうなのが』

　見上げ、振り向くようにした西の空。まだこちらは夜の色が濃いままの天てん上じように、巨きよ大だいな影が差し掛かろうとしている。

　轟ごう音おんと言うよりも、大たい気きを震わせて来るもの。

「──安土あづちだよ。関かん東とう解放、このままだとぎりぎりに合うタイミングだと思うね」

　幻庵は、そう言って自分の周囲を見た。

　夜よ闇やみの中。明かりを消した陸りく港みなとの上では、幾いくつもの巨大な影が佇たたずんでいる。

　それらを見渡し、幻庵は呟つぶやいた。

「さて、頑がん張ばるべきは、地上部ぶ隊たい。そして空での駆かけ引きか。──一分一秒が惜おしいねえ」





●






「そろそろ私達の出番となりそうですね、御お嬢じよう様さま」

　強固な爆ばく発はつの音が大気と森を震わせたのを、加か納のうは聞いた。対する大おお久く保ぼが、

「四艦かん目の鉄てつ甲こう船せんがそろそろ下に落ちるか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御嬢様、全体の推すい移いをどう判はん断だんされます？」

「せやな。そろそろ九く鬼きは艦かん隊たい操そう作さを行う筈はずや。何しろ今のペースでは、西から来る羽は柴しばの安土が間に合うにしても、ぎりぎりの状況やろうし」

　背もたれにしている斜面向こうに、敵本ほん拠きよからの着ちやく弾だんがあった。土つち塊くれや草木が吹っ飛び、飛沫しぶきのように掛かってくるのを、大久保はストールを頭から被かぶる事で意い識しきの外に外した。

　彼女が今見るのは、手元にある表示枠サインフレームだ。

「航こう空くう艦隊は、村むら上かみさんの対たい処しよが生きてる筈はずや。──何かされても、どうにかする。それこそが村上水すい軍ぐんのしぶとさやしな」

　だから、と大久保が言った。

「こちらも、時間はないが、しぶとく行くで」

「御お嬢じよう様さま、──策は？」

「敵てき艦かんがあれだけ落ちれば、そこから逃のがれた搭とう乗じよう者しや達は一度沿岸に集合の後、避ひ難なんの場を求める。つまり、本ほん拠きよとの合ごう流りゆうを求める筈はずやな」

　と、大おお久く保ぼは里さと見みの本拠を概がい要よう図ずとして出した。

「防ぼう護ご障しよう壁へきで固めた以上、出入口は限られる。こっちと逆面、南側に回りたいやろうけど、上空の砲ほう撃げきが一番密みつ度ど濃いのも南。東も同様やな。ならば──」

「北の門からですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、港街であり、陸りく港みなとも持っていた里見にとって、北門は裏口、もしくは地上交こう易えきや林業用の小型出口や。しかし、だからこそ、〝そういう入口〟や」

　概要図の中、北門の構こう造ぞうが上空から見た形で描かれている。

「何だかんだで、小しよう国こくといえど、他国との戦せん闘とうをしていた国やな。

　北の門。直接砲撃では狙ねらえないように近くの壁が邪じや魔まになっとる」

「門の内側も三重構こう造ぞうで、もしも敵味み方かたが紛まぎれて突とつ入にゆうしても、奥に行く事が出来ませんね。

　無む論ろんその場合、上から、敵味方関係なく矢を降らせると思いますが」

「しかし、この本拠を攻め落とさないと話にならんわけや」

　と、大久保は、表示枠サインフレーム内の〝進行〟の文字を押した。

「恐らく阿あ呆ほのように警けい備び固めてるけど、そこが隙すきや。──敵が合流するタイミング読んで、一気に行くで。先さき程ほど、先行させた部ぶ隊たい、あるねんな？　そろそろ準備させたってや」
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　里見本拠側。防護を固める戦せん士し団だんは、時とき茂しげと小こ西にしの敗はい退たいという情報が届いたなり、自分達の役割を決めた。

　行うべきは二つ。

　一つは、撤てつ退たいする者達を本拠東口から逃がすための撤退補ほ助じよ。

　もう一つは、羽は柴しばが来るまでの防ぼう衛えい線保持である。

「ここに残って戦えるヤツは頼む！　撤退を望むなら東口に向かえ！」

　外から逃げ込んできた者達を北門から迎え入れながら、撤退補助が進む。

　北門は、遠えん距離からの砲撃を受けてはいる。だが、草原を挟んだ向こうの森に敵てき影えいはまだ見えていない。

「今の内だ！　来れるヤツは早く来い！」

　西の森から来る合流者の多くは、空にて落とされた艦の乗員だった。戦せん場じようでは艦かん内ないであったため、どちらかというと肉体的疲ひ労ろうよりも精神的疲労の方が強い。ゆえに彼らの大半は、

「軽く仮か眠みんさせてくれ。圧あつ縮しゆく睡すい眠みん、三十分で復帰する！」

「おいおい安全な場所も静かな場所もねえぞ！」

「だったら邪じや魔まにならない場所を教えろよ！」

　と、短時間の休きゆう息そくに向かう。その際、本ほん拠きよの者達は毛もう布ふを与え、水と、

「これ、持ってけ」

「……誰だれだよタコ焼きとか焼いてんの」

「小こ西にし様の食料供きよう出しゆつだ。寝て起きて、食ったら戻って来い。同じメシ食った扱いで、一いつ緒しよに組んでやっから！」

「今日きようの朝あさ飯めし濃いなあ、俺おれ。つーか何で海辺の本拠なのにタコ入ってねえんだよ！」

「食ってないで急いで寝ろよ！」

　などという遣やり取とりが、まだ敵てき影えいの見えない北門周辺では幾いくつも生まれていく。

　だが、役割の二つ目、防ぼう衛えい線せんの保持は至し難なんだというのが、皆にも解わかっていた。

「おい！　そろそろ、門を閉じるか!?」

「内側二つは閉じろ！　表おもて門もんは開けたまま保持、さっき落ちた連れん中ちゆうがこっち向かってる！」

　仲間達が合ごう流りゆう出来るのは、本拠が放つ砲ほう撃げきの傘かさの下を通ってくるからだ。

　北から来る敵に対し、南にいる自分達は砲ほう弾だんを惜しまない。今夜、今時分が勝負なのだ。備び蓄ちくは使い切るつもりで充分だろう。

　そうやって弾だん幕まくを張れば、敵は近付いて来られず、西からやってくる仲間達はその下を潜くぐって来る事が出来る。

　だが、という前置きが、皆の中に生じる。

　敵がもし、この弾幕の内側に入り込んでいたら、どうだろうか、と。

「どうだろうな」

「意味の無い事を考えるなよ」

　誰かが、砲弾を大おお筒づつに装そう塡てんしながら呟つぶやいた。

「もし、敵が俺達の弾幕の内側に入っていたなら、何な故ぜ、今まで来ていない？」

「それは──」

「今まで、落ちた船から来た仲間達を何百人と迎え入れている。もしも敵が弾幕の内側にいるならば、合流の間、交こう戦せんがあった筈はずだ」

　言っている間に、砲撃が来た。

　敵の武ぶ神しん隊たいだ。防ぼう護ご障しよう壁へきが展開して砕くだけ、快音を立てる。

　軌き道どうはほぼ水平。弾だん速そくは以前よりも速くなっているが、

「壁までは抜けん！」

　防護側の叫びの通り、砲弾は衝しよう撃げきによって形を変えながらも壁に激げき突とつする。だがその一発は、市し壁へきの纏まとう防護障壁結けつ界かいに阻はばまれ、

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　落ちた。

　砲ほう弾だんの転がる音は、重なる砲ほう撃げきと上空の砲ほう火かによって聞こえない。こちらも、敵の武ぶ神しん隊たいの位置を捕ほ捉そくし、応おう撃げきを行うのだ。既すでに壁上の者達は、消しよう音おん術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアを両耳に立てている。そして彼らは顔を見合わせ、表示枠に自分達の声を映し、

『どうだ俺おれの消音術式！　表示枠をカスタムしたせいで、猫ねこ耳みみみたいだろう！』

『ああ、大だい胆たんだな……！』

『そうとも、こんな思い切った事するの、子供の時の学がく芸げい会かい以来だぜ……！』

『砲撃来たぞ──！』

　反射し、潰つぶし、応撃する。だが、敵の砲撃は役に立たない。大体、

「さっき軽けい戦せん艦かんを貫かん通つうしたような集しゆう弾だんが今の敵には出来ない。武神隊が一つ失われてるし、朱あけの武神もこっちまで来られないからな。──もし、集弾を掛けようとしても、威い力りよくが足りず、撃うち抜けないだろうさ」

「小こ西にし様達が、航こう空くう機き動どう可能な敵の武神を潰してくれたおかげで、上から襲おそわれる事も無い、ってか……」

　だから、

「怖こわいのは、こっちに突とつ入にゆうしようとしてくる敵の連れん中ちゆうだ。恐らくは──」

「おい！」

　通つう神しん関係を中ちゆう継けいしていた一人が、砲撃音の中でも解わかるように表示枠に言葉を作った。

『合ごう流りゆう望んで退たい避ひしてる仲間達が、敵の戦せん士し団だんに追われてるって～』

「気軽な語ご尾びで言うな……!!」
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　森の中、追われる者達は可能な限りの速度で突っ走っていた。

　暗い森だ。足あし場ばは当然、悪い。

「だが急げ！」

　時とき折おりに地元の人々が利用している小道が現れるのが、またやりにくい。

　皆の走るべきは、小道が通る安全な迂う回かい経路ではなく、一いつ直線の最短距離だからだ。

　本ほん拠きよに向かわなければならない。

　だが、後続となっている武蔵むさし勢ぜいと共に飛び込む事は出来ない。

　援えん護ごの砲撃が頭ず上じようを超えて飛んでくる。本拠側からの攻こう撃げきだ。しかしそれは、森の中にいる自分達を捕ほ捉そく出来ていない。ゆえに砲ほう弾だんは大きく後こう逸いつし、追ってくる武蔵勢の上をも越えていってしまう。

「くそ……！」

　森林行ならば、武蔵勢よりも森林での行動訓くん練れんを受けているM. H. R. R.神聖ローマ帝国の方が上だ。

　自分達は墜つい落らく艦からの退避組、地上戦をやっていた彼らよりも体力は残っている。

　だが、距離が空あかない。

　その理由は、後続の先せん頭とうを見れば解わかる。

　追つい走そうの敵群。夜の森の中を、こちらに匹ひつ敵てきする速度を出す連れん中ちゆうがいるのだ。

「くそ……！」

　振り返り、相手を確かく認にんした後列の者が叫んだ。

「あいつら、ガイドに毛もう利り勢ぜいを仕込んでやがる！」

　その声に応じるように、後続の敵前ぜん衛えいから叫びが響ひびいた。

「ヒャッハ──!!」

　追つい撃げきの敵てき勢ぜいが、一いつ斉せいに並び、森の段差を大跳ちよう躍やくした。誰だれもが手に棍こん棒ぼうやバットを持ち、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、仏式旧派ガリカン名物、山さん陰いん連れん隊たい参さん上じよう……！」
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「ヒャッハ──！　お早う御ご座ざいます！　皆様の仏式旧派です！」

　首から数珠じゆずつなぎの十じゆう字じ架かを提さげたのは、上級生の踏とう破は組だ。僧そう服ふく形状にした仏蘭西フランスの男子制せい服ふくを着込み、その上から針のついた肩当てや、羽は根ね飾りをつけている。

　先せん頭とう。三人で組んだ足あし場ばに乗って運ばれていく面めん覆おおいつきのリーダーが叫ぶ。

「時は１６ＸＸ年、山陰は末まつ世せの滅びに包まれ、過か疎そ化が進んでいた……！」

　応おう、と皆が声をあげる。

「だが、おかげで二度勝てば全国大会に出られたりで、不ふ思し議ぎな感じでもあった……！」

「では行きますぞ貴き僧そう共ども！」

「応……！」

　皆は走る。顔を見合わせ、武ぶ器きをぶつけ合って、

「お早う御座います！」

　旧派カトリツクは、朝を尊とうとぶ。いかなる不ふ遇ぐうも恐きよう怖ふも、苦難の日だろうと、朝は常にやってくるのだ。

「ゆえに我ら、苦難の原因に対して朝の訪れを告げる者なり！」

「そう、我ら改心の打だ撃げきを目覚め代わりに一発入れる者なり！」

「つまり我ら〝お早う御座います〟の挨あい拶さつを欠かさぬ者なり！」

　皆が息を吸い、叫んだ。

「Ｔｅｓテスタメント．──！」

　言って術じゆつ式しきを発動させる。

　それは、仏ぶつ道どう系の説せつ教きよう術式をベースとして、上から旧派の術式を重ねたものだ。

「そう、仏道もまた大だい日にち如によ来らいの浄じよう化か力で、朝日に邪じやを祓はらう力を求めるものなり！」

「ついでにいうと我らの長ちようは全ぜん裸ら太たい陽ようなり！」

「つまり今、ここに仏道と旧派の合ごう一いつが果たされた……！」

「それが我ら仏式旧派ガリカン！」

「御連れん絡らく先は、ブツドーヨイヨイキューハデオハヨー。ブツドーヨイヨイキューハデオハヨー。昇る太陽王ロワ・ソレイユが目め印じるしです。どうですかM. H. R. R.神聖ローマ帝国の諸しよ君くん！」

「くっそー！　地方だからって濃いめで来やがって……！」

　と、追われる側、M. H. R. R. の戦せん士し団だんが振り向いた。彼らは走りながら、

「おい！　一つ聞いていいか！」

「何でありますか！　拙せつ僧そうら、心の広さでは誰だれにも負けてないので何でもスッキリお答えしましょうぞ！　──そもさん！」

　じゃあ、と相手が言った。

「異い端たんじゃねーか!?」

　その声に、追う皆が即そく座ざに答えた。

「まずはあいつからだ……!!」

「早えよ！　というか少し迷えよ！　あと心極ごく狭せまじゃねえか！」

　ははは、と追う側が加か速そくした。皆、武ぶ器きを振り上げ、

「ヒャッハ──！」

　森林を駆かけ、獲え物ものを狙ねらう。その掛け声は、

「お早う御ご座ざいます！　そろそろ朝ですね！」
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　里さと見みの本ほん拠きよでは、敵武ぶ神しん隊たいの砲ほう撃げきに応おう戦せんしながら、仲間達の接近を確かく認にんしていた。西側、遠くの方で発生した森の震しん動どうが、自分達の方へと接近してくるのだ。

「おい！　来るぞ！　後ろは仏式旧派の山さん陰いん連れん隊たいだ！」

「くっそ、あいつら、沿岸の砂さ漠ばく地ち帯たいと、森林や山さん岳がく地帯の無人馬ば車しや駅巡りで足腰鍛きたえてるからな！　強敵だ！」

　銃じゆう声せいもだが、何な故ぜか装そう甲こうを打だ撃げきする音や、口くち真ま似ねによる機き馬ばの排はい気き音おんなどが響ひびいてくる。

　行き交う着ちやく弾だんの響きの中。こちらは今も水平射しや撃げきで武神の準対たい艦かん砲ほうがぶち込まれる状況だ。だが、森の奥からは、口くう効こう果か音おんが増え、

「めぇ──っ、めっめぇ──ん、ぶろろろろろ、ぎゃきいいいいいいいいい！」

「うぉん、うぉんうぉおおおおおおおおおおん！　むぅうううううぃえええええええ！」

「ぱはららららららら！　ぱらりらぱらりら、ぱあ──ぷ──！　めめめめめ！」

　皆は、散る防ぼう護ご障しよう壁へきの破は片へんを浴びつつ、顔を見合わせた。

「畜ちく生しよう！　あいつら痛いぞ！」

「誰だれも見てない森の中だからって、やりたい放ほう題だいだな！」

「というかあいつらの街に中型以上の機馬売ってる店はねえだろうが！　想そう像ぞうか……！」

　あいつらめ、と皆が唸うなった時だ。森と、平へい坦たん地ちの切れ目に、人ひと影かげが跳び込んできた。

　辿たどり着いた者がいるのだ。

　は、と息を吸うように身を動かしたのは、森林行用のポンチョを着込んだ者達だ。彼らはこちらに気付くと、また腕を振って走り出しながら、声をあげた。

「おい！　正門、閉じる用意をしろ！」

「──後ろは!?」

　問い返すと、森の中から人影が一いつ斉せいに走り出てきた。

「逃げ切ったのか!?」

「半分だ！」

　言いつつ、無ぶ事じだった連れん中ちゆうが突っ走って来た。

　先せん頭とうの者達が距離を詰め、後ろ、百人程が続いてくる。

「救たすかった……！」

　と、彼らが言った瞬しゆん間かんだ。森との切れ目に、後続となる人影が、群で飛び出してきた。

　数百人。先行の彼らを追ってきた者達だった。
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　里さと見みの本ほん拠きよ。壁上で迎げい撃げきを行っていた者達は、森から飛び出してきた後続を見た。

「来やがったか！」

　誰だれも彼もが、来る皆を守るために、長ちよう銃じゆうや砲ほう塔とうを向けた。

　だが、森からそのまま疾しつ走そうに繫つなげようとする後続の彼らが、不ふ意いに叫んだ。

「おい！」

　声は、こちらに向けられたものだった。そして続く台詞せりふが、即そく座ざに響ひびいた。

「そいつら、敵だぞ!!」
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　岩場の斜面を背にした大おお久く保ぼは、敵の砲ほう撃げきを凌しのぎながら、こう呟つぶやいた。

「バレたか。──ま、距離百二十メートルまで行ってるさかいな」

　彼女は、表示枠サインフレームの〝進しん行こう〟という文字を押した。

「突とつ撃げき部ぶ隊たい。ようやったわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、柳生やぎゆう様同様、先行して、敵部隊を避けながら本ほん拠きよ近くに行けた事も、評ひよう価か対たい象しようにしたいところですね」

　加か納のうが、形だけの安あん堵ど表現をしながら、表示枠に彼らの動きを出す。

　武ぶ神しん隊たいや、主力とは別で、遊ゆう撃げきの部隊をこちらは動かしていた。敵てき艦かんが落ち、小こ西にしが炎ほのおの結けつ界かいを作った辺りで先行させ、仕込んだものだ。

　勝負の要かなめは、

「突とつ撃げき部ぶ隊たいを合ごう流りゆう志し願がん者しや達にぶつけず、本ほん拠きよへと逆に追われる形にした事やな」

　代わりに、志願者制の追つい撃げき部隊を新しん規きで用意し、逃げる敵の前後を、突撃部隊と追つい撃げき部隊で挟むようにしたのだ。

　タイミングを合わせれば、中央の合流志願者達には気付かれぬまま、突撃部隊が先に敵本拠へ到とう着ちやくする。あとは、突撃部隊が身形みなりを隠かくす用意をしておけば、

「本拠側は、彼らを合流志願者と勘かん違ちがいする、という手て筈はずや」

　実際、その通りになった。

　合流志願者達からは、追撃を受けている状況が報告されるだろうし、それが音などとして本拠側に届くよう、毛もう利り勢ぜいからは賑にぎやかな連れん中ちゆうを選抜した。

「派は手でにやるなら我々にお任せを！」

　との事だったが、予想以上に派手過ぎる。

　でもまあええわ、と大おお久く保ぼは内ない心しんで一ひと息いきを入れた。

　結果として、突撃部隊は距離を詰めた。そして後続も、

「ヒャッハ──！」

　本拠前に、殺さつ到とうしたのだ。
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　里さと見みの本拠側は、判はん断だんを過たなかった。

「北門閉じろ！」

　仲間達が挟まれているが、敵の突撃部隊を入れる訳わけにはいかない。

　だから彼らは、走ってきた合流志願者達へと通つう神しんを送った。本拠西側を通過して、東の不ふ戦せん地域へと回るルートを添てん付ぷで示したのだ。

　それ以上を行っている暇いとまは無い。後は、

「北門を守れ！」

　敵の突撃部隊が殺到する。背後から追いついてきた仏式旧派ガリカンは、もはや合流志願者達を追わない。彼らは突撃部隊の防ぼう護ご役として、防護障しよう壁へきを展開しながら、

「おおおおい！　開けて下さい！　開けて下さい！　朝ですよ！」

「開けるか馬ば鹿か野や郎ろう！」

　射しや撃げきをぶち込み、殺到する敵を穿うがって行く。

　個人用の防護障壁が砕くだけ、装そう甲こうが銃じゆう弾だんを跳ねて金きん属ぞく音を立てた。

　だが彼らは、打ち倒されながらも走り、

「届け……！」

　百二十メートルの距離は、一いつ斉せいの疾しつ走そうで詰められる。

　北門の幅は約十メートル。彼らはそこに、

「……っ！」

　届いた。だが、その瞬しゆん間かん。

「ロ──ック!!」

　北門が閉じた。左右からの門と、上から落とす防ぼう護ご門の二重式。

　二つの門壁は硬こう化か木もく材ざいで出来ていたが、既すでに防護障しよう壁へき結けつ界かいの加か護ごを得ている。閉じて、市し壁へきの一部になってしまえば、

「入れると思ったか……！」

　声が響ひびき、見上げた敵てき勢ぜいに向かって、銃じゆう口こうと砲ほう口こうが向けられた。

　直後。いきなりの打だ撃げきが、北門に正面から激げき突とつした。

　武ぶ神しん隊たいの狙そ撃げき。残る二機きの砲ほう弾だんが、同時に北門に着ちやく弾だんしたのだ。
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「どうだ!?」

　集しゆう弾だんの二撃げきに、突とつ撃げきの武蔵むさし勢ぜいは問いかけの言葉を放った。

　轟ごう音おんが至し近きんで激突したのだ。

　誰だれも彼も、市壁上にいた敵すらも、加護による感覚系けいの調ちよう整せいが急きゆう遽きよ行われる。

　そして見た視し界かいの中。突撃の武蔵勢は、それを確かく認にんした。

　自分達の正面に展開している、敵の防護障壁を、だ。

　旧派カトリツク式。十メートル四し方ほうで展開したのは恐らく五枚。

　残っているのは、後二枚。

「壊こわし切れなかったか……！」

　二発の集弾が果てはした。しかし北門に届かなかったのだ。
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　は、と息が、市壁上から幾いくつも漏もれた。

　安あん堵どとも、極きよく度どの緊きん張ちようからの解放とも取れる吐と息いきだ。その持ち主達は、しかし即そく座ざに動いた。

「掃そう討とうしろ！」

　声と共に、壁上の皆は眼がん下かを見る。北門前、敵群がいた。彼らは砕くだけ散った防護障壁の光の下。二枚残ったそれを正面にして、こう叫んだ。

「下がれ──!!」

　遅い。と、彼らに狙ねらいをつける者達はそう思った。大体、今から何ど処こに下がるのだ、と。

　しかし、

「……ん？」

　わ、と北門から割れた敵てき勢ぜいの中央。残っているポンチョ姿すがたの影が二つある。

　突とつ撃げき部ぶ隊たいに混じっていた者だ。

　前後に立つ二人の内、前に立つ小こ柄がらな影が、悠ゆう然ぜんとした動作で腰を低く構えた。

　戦せん場じようの中央。発火点とも言える位置だというのに、慌あわてぬ動きだ。

　その動作に応じて、ポンチョが浮き、翻ひるがえって飛んだ。

　去る布の下。そこから現れたのは、極きよく東とうの女子制せい服ふく姿。両の巨きよ大だいな義ぎ腕わんの持ち主は、

「──立たち花ばな・誾ぎん！」
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　誾は頷うなずき、宣せん言げんした。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──では一つ、仕上げをさせて頂いただきます」

　彼女の右横、空間から射しや出しゆつされたものがある。

　長ちよう砲ほう。四つ角十字クアトロ・クルスだ。

　腰だめに低く構えられた長砲の後ろ、もう一つの影がツェルトを捨て去る。

「宗むね茂しげ様」

　彼は既すでに、瓶かめ貫ぬきを縦たてに構え、その石いし突づきを地面に突き刺していた。

　柄つかの半なかばにて、四つ角十字の反動を受け止めるつもりなのだ。

　赤の長砲。その先せん端たんは、二枚残った防ぼう護ご障しよう壁へきの前側、一枚に直じか付けされていた。

　誾が言う。

「残り二枚。そして市し壁へきに宿る防護結けつ界かい。何ど処こまで破は壊かい出来るかは見当範囲の中の話でしかありませんが」

　市壁上、迎げい撃げきの声が改められ、銃じゆう口こうと砲ほう口こうが向く。

　しかし、彼らが動くより先に、誾は目を鋭く細め、

「零ゼロ距離砲ほう撃げき。──初めて攻こう城じよう戦せんにて使用いたします」

　宗茂様、と彼女は言葉を繫つなげた。

「防護障壁に二発。北門に四発。内門に三発をもって貫つらぬきます。──直後、内部の制せい圧あつを御お願ねがいいたします」

「Ｊｕｄ．、では誾さん」

　Ｊｕｄ．、と誾は頷うなずいた。

「穿うがちなさい。──四つ角十字」
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　激げき音おんが九発響ひびいた直後。房ぼう総そう半はん島とうの南にて、光の噴ふん散さんが空に生じた。

　羽は柴しばが構えていた里さと見みの本ほん拠きよ。それを囲んでいた開放式の防ぼう護ご結けつ界かいが砕くだかれたのだ。

　同時に北面からの水平砲ほう撃げきが、単なる木材の壁となった市し壁へきに直ちよく撃げきする。

　丸まる太たが断だん裂れつし、破は砕さいする音が、散る莫ばく大だい量の流りゆう体たい光こうの中に響ひびき渡った。

　そして里見本拠の全域から警けい報ほうが鳴り、声が上がった。

「止めろ……！」

　片方がそう叫び、対する片方がこう叫んだ。

「行け……！」

　突とつ撃げきの流れが銃じゆう声せいを跳ね返し、砲撃を潜くぐって、言葉を続けた。

「行き捲まくれ……！」
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「地上側が、やられたか……！」

　眼がん下か。房ぼう総そうにある本拠の情報を、九く鬼きは歯を嚙かむ軋きしりと共に把は握あくした。

　現在、地上側は、本拠内にて初期の乱らん戦せん状態が展開しているとの報告がある。

　対する上空。自分が指し揮きする艦かん隊たい戦せんは、

「防ぼう戦せんだな」

　九鬼は、もはや自分達が攻こう勢せいになり得ないのを悟さとった。

　鉄てつ甲こう船せんの損失が大きい。

　地上で先さき程ほど爆ばく発はつしたのを含め、損失は三。残りは合計六艦かんだ。

　この強固な艦が、連続で撃げき破はされる原因はただ一つ。

　東から突とつ入にゆうしてきた敵の車しや輪りん陣じんが近過ぎるのだ。既すでに車輪陣の先せん端たん側ではなく、後続からの砲撃までもが鉄甲船に当たっている。

　……ここまで接近されたのが、キツいな。

　幾いく度どか、船体や艦かん列れつを斜めに回して射しや角かくを取ろうとしたが、車輪陣の後続側から狙ねらわれる。砲ほう列れつの密みつ度どとしては、車輪陣の先端よりも後続の長い楕だ円えんの方が濃いのだ。

　厄やつ介かいだ。

　結局こちらは、鉄甲船以外の戦せん艦かんや軽戦艦を大きく動かし、車輪陣を側面から撃うつようにシフトしている。しかし、

　……間に合うか!?

　西に下がる事が出来れば、と九鬼は思う。

　車輪陣は、組まれた後で高速移動が出来ない陣じん形けいだ。特に水平方向への移動が難しい。

　敵艦列を千ち切ぎるように、蛇だ行こうを入れながら西へ下がれば、距離は確実に空あけられる。

　だが、と九鬼は思った。

「最も上がみに近付く事になるか……」

　西の空には、山やま形がた城じようが存在している。

　既すでに有効射しや程ていに入っているだろうが、撃うってこない。

　撃つ気が元からないのか、どうなのか。それを今の時点で試す事は出来ない。ならば後は、

　……防ぼう戦せんか。

　西に出る事なく、車しや輪りん陣じんを防ぎ切る。そのために、

「全ぜん艦かんに告ぐ」

　九く鬼きは告げた。

「艦かん隊たいを南北に割るぞ……！」
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「そう来たか」

　と、輝てる元もとは、九鬼の艦隊操そう作さを把は握あくした。

　東の空。鉄てつ甲こう船せんの艦隊を中心としていた九鬼艦隊が、中央から割れたのだ。

　方向は南北。

　艦隊の中央に存在した鉄甲船は、その数を六に減らしている。ゆえに鉄甲船は、三艦ずつに分かれ、南北に退たい避ひするそれぞれの列へ組み込まれていく。

　出来上がってみれば、鉄甲船を壁にした艦列の分ぶん隊たいだ。

「時間稼かせぎだな」

　輝元の呟つぶやきに、応じる声があった。

　Mouri-01だ。彼女は表示枠シーニヤカドルの中で頷うなずき、

『地上側、小こ西にし・行ゆき長ながが敗れ、本ほん拠きよに突とつ入にゆうされた事により、里さと見み本拠の羽は柴しば勢ぜいは全域で撤てつ退たいという可能性が生じました。

　元々、大おお久く保ぼ様の交こう渉しようによって、房ぼう総そう半はん島とう地上側と上空の艦隊は交こう戦せんをしない流れとなっていましたが、ここにおいて、九鬼艦隊は、もはや地上側を守しゆ備びするより、後々に救助していくのが得策と、そんな方針に変えたのでしょう』

「つまりどういう事だ？」

『逃げ切り、です。──羽柴が来るまで、九鬼艦隊は半島の沿岸沿いに下がれるだけ下がる。そういう戦せん術じゆつにしたのでしょう。ただ、そのまま逃げれば〝撤退〟扱いにされますから。引き撃ちをしながらだとは思います』

　彼女が言う通り、左右に分かれた敵の艦かん列れつは砲ほう撃げきをしながら緩やかに下がっていく。

　……面めん倒どうな事しやがる。

　もはや、大たい国こくとしてのプライドも捨てたという事か。

　ここで羽柴が来るまで凌しのげば、最終的な勝利に至ると、そう判はん断だんしたのだ。

　西の空。確かに彼らの望むものが見えている。

　安土あづちだ。

　巨きよ大だいな六つの艦かん影えいは、恐らく、数ヶ月前に里さと見みや江え戸どの者達が見た脅きよう威いと同じだろう。

　あの時に見せつけられたであろう、羽は柴しば侵しん攻こうのイメージそのものとしての艦影が、今度は西から来る。

　思ったよりも接近されている。その事実に対し、輝てる元もとは腕を組んだ。

「Mouri-01」

『何でしょう、姫ひめ様さま』

「やるべき事、やってるか？」

『順次、既すでに次の動きを進めています。大だい事じなのは慌あわてない事です』

　いいですか、とMouri-01が、笑えみすら感じる口く調ちようで、こう言った。

『見て下さい、姫様。九く鬼き艦かん隊たいに対し、姫様の艦隊が対応いたします』







[image: 第六十三章『リングの展開手』]
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　孫まご一いちは、北に分ぶん隊たいした艦かん隊たいにて、応おう撃げきの砲ほう火かを放っていた。

　自分がいるのは、艦隊の下側に位置する戦せん艦かんの甲かん板ぱん上だ。敵てき艦かんを下から狙ねらうための位置取りゆえ、今の自分は毛もう利り艦隊の艦かん列れつを見上げている。

　風は後ろから。自分達は、下がり、敵との距離を空あけようとしている。

　……上う手まく、敵の攻こう撃げきを分散したいところです。

　九く鬼きの指し示じに拠よれば、全ぜん艦かんは鉄てつ甲こう船せんを殿しんがりに置き、南は房ぼう総そうの先せん端たん、北は江え戸ど湾わんの遺い跡せき大おお橋はしまで下がる事になっている。

　各艦、分類や位置ごとに九鬼の指示が入っているのは、艦隊に新人が多くいるせいもあろう。彼らしい配はい慮りよであると、孫一はそんな風ふうに思った。

　だが、敵も追ってくる。

　そして、敵の攻撃が留まらない。

　応おう撃げきをしながら孫一が見るのは、敵の前線が膨ふくらみ、南北への追つい撃げきを始めた事だ。

　初期対応の遅れはあったものの、彼らはこちらを追い、砲撃を掛けて来る。

　いい流れです、と孫一は思う。敵が南北に分断されつつあるからだ。自分達の方針としては敵てき弾だんの密みつ度どを薄くし、空けた距離を盾たてとして被ひ害がいを少なくする。もしも片方の艦隊を各個撃げき破はされても、敵がもう片方に追いつくまでには羽は柴しばが関かん東とうに到とう着ちやくするだろう。

「確かに、来てますからね……！」

　西の空、白の飛沫しぶきを上げて加か速そくしてくる安土あづちがいる。

　かつて、この関東にて、武蔵むさしを北に追い詰め、羽柴の威いを示した艦が、ここに来る。

　敵勢にとっては、最後の最後でやってくるプレッシャー。

　対する自分達にとっては、最後の縋すがり手となる。

　安土が来るまで、持ちこたえれば勝ちだ。

　……既すでに地上側は、敵に制せい圧あつされているようなものです。

　眼がん下か、里さと見みの本ほん拠きよは光をほとんど失い、時とき折おりに銃じゆう火かや火ひ花ばなが散っている状態だ。

　内部は乱らん戦せん状態。しかし、要所を制圧されれば撤てつ退たいするしかないし、敵には襲しゆう名めい者しやがいる。戦せん況きようを有利と把は握あくした彼らの突とつ撃げき力は高いだろう。

　もはや地上側を頼る事は出来ない。ならば自分達が要かなめだと、孫一はそう思う。

　有利な点はあるのだ。

「……こちらには、指し揮き官かんがいます！」

　九鬼がいる。

　そして今、彼の指示で、艦隊運動の行き先や行動が逐ちく一いち送られてくる。

　それは皆にとって、今ここでこそ頼るべきものだ。羽柴が来るまでの時間、耐えるために為なすべき事としての指し針しん。

　内容は刻こく々こくと変動するが、その事を有あり難がたいと孫まご一いちは思う。

　指し揮きによって動きが指し示じされるという事は、明確な強点だ。何な故ぜなら、

「敵には、指揮官かんがいません。車しや輪りん陣じんの展開までは出来たとしても……」

　自分も砲ほう撃げきを行い、毛もう利り艦かん隊たいに破は損そんを与えながら孫まご一いちは言う。

「指揮官不在では、こちらが九く鬼き君の指示によって得る流動的な動きに対応出来ないでしょう」

　言って、孫一はヤタガラスを飛ばす。敵の先せん頭とう艦を穿うがち、装そう甲こうを吹き飛ばす。

　すると敵てき艦かんが、顔を逸そらすように左へと逃のがれた。

　後こう逸いつする敵を孫一は追わない。

　……前線から下がるなら、横移動は無いでしょうに。

　それでは後続の動きや視し界かいを邪じや魔まする事になる。

　やはりこれも指揮官不在故ゆえか。

「敵艦隊の動きが、おかしくなっているなら、機き会かいです……！」

　砲撃を行ったヤタガラスを孫一は一度回かい収しゆう。腕で大きく回し、空へともう一度羽ばたかせる。そして、前へ出てきた敵艦の後続に一いち撃げきを送ろうとした時だった。

　不ふ意いに通つう神しんが来た。それは南の空にいた十じつ本ぽん槍やりの二人で、

・ＡｎＧ：『艦隊運動、急いで！　超ちよう──急ぎ！』

　は？　と思うこちらの顔横。表示枠インシヤ・コトブが警けい告こくを放った。

・きめえ：『敵が、恐らく対応を始めて、──既すでに完成しているわ！』
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　嘉よし明あきは、安治アンジーの声を聞いた。

「これ、ヤバイかも」

　安治がぽつりと呟つぶやく時は、大体当たる。だからマズい。

　何しろ、今、遠とお間まにいる自分達には、あるものが見えているのだ。

　敵、毛利艦隊の動き。

　恐らく、南北に下がる九鬼艦隊からは、敵艦隊による一いつ斉せいの追つい撃げきに見えているだろう。

　確かに全体の動きは、南北に分かれるように、全ぜん艦かんが上昇して追っている。

　しかし、これを上から見る事が出来るならば、恐らく違う。その証しよう拠こに、

・ナベ３：『こちら第一遊ゆう撃げき中ちゆう隊たい、鍋なべ島しま！　房ぼう総そう南部の輸ゆ送そう艦かんから観かん測そく中！』

　一年生が声を送ってくる。それも、撤てつ退たい路ろである東面へ行くのを止めてまでの緊きん急きゆう報告だ。

　彼女が告げる内容は、

・ナベ３：『敵艦隊は現在、九鬼艦隊の南北分ぶん隊たいを攻こう撃げき中……！』

　そうね、と嘉よし明あきは思った。

「〝追つい撃げき中〟ではないのよ。何な故ぜなら──」

・ナベ３：『敵てき艦かん隊たい、車しや輪りん陣じんを水平にシフトしてるんだわ……！』
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　鍋なべ島しまは、息を詰めて空の動勢を見上げていた。

　……何だわ、これ……！

　垂すい直ちよく回転だった車輪陣が、左右に広がる水平回転にシフトしている。

　それはまるで、双そう頭とうの蛇へびが顔を持ち上げ、それぞれの獲え物ものに迫っていくような動きだ。

「これは──」

「敵は戦せん術じゆつを変えていないって事だ、御お嬢じよう」

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの一人が、苦く笑しようで呟つぶやいた。

「村むら上かみ・元もと吉よし。……単に川かわ中なか島じまとアルマダ海かい戦せんを手本にしたかと思ったら、これ、違うぜ、多分。ヤツは攻こう撃げき力を欲して車輪陣を最後の決め手に採用したんじゃねえ」

　言葉が作られていく間に、車輪陣が完全な水平ラインに乗った。

　そして艦隊の輪は、回りながら、南北の九く鬼き艦隊を追って楕だ円えん状になっていく。

「解わかるか？　指し揮き官かんがいなくても、車輪陣なら、その形を変えていくだけで追える。

　回る先せん端たんにいるヤツが、敵てき艦かんに最も近い位置を行くようにすればいいだけの事だ」

「じゃあ、今までの、開かい戦せん頃ごろからの車輪陣は……」

「初めからすげえ長い楕円であったろ？　……多分、こういう状況に対応出来るよう、実地で試験していたんだと思うぞ。真しん円えん型でなくても運用出来、更さらには、指揮官無しでもその動きを保てるように、とな」

　つまり、

「村上・元吉は、先せん達だつの構こう築ちくした車輪陣を、こう捉とらえたのよ。──これは、如い何かなる状況にも対応出来る変へん幻げん自じ在ざいの戦せん術じゆつだと、な」

「車輪が千ち切ぎれる程ほど遠ざかられると駄だ目めだがな！」

「ここは限定空くう域いきだから、その揶や揄ゆを挟むな馬ば鹿か者！」

　ああ、と鍋島は呆ぼう然ぜんと空を見る。車輪陣は、その楕円を南北に伸ばし、

「追いつかれるわ……！」

　言葉と同時に空に火か焰えんの花が咲いた。殿しんがりで破は損そんの濃かった鉄てつ甲こう船せんが、破は壊かいされたのだ。
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「行くわ。どれだけ役に立てるかは解わからないけど」

　嘉よし明あきは、安治アンジーを後ろに乗せ、〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を前に出した。

　敵艦の輪を断ち切れるとは思わない。だが、西から来る羽は柴しばに対して、少しの時間稼かせぎにはなるだろう。

　……急がないと。

　と、思う自分に嘉よし明あきは小さな苦く笑しようを作る。

　今、己おのれは、熱いのだろうか。それとも、冷めているのだろうか。

　熱ければ、現場の皆に対して胸を張れるような気がする。

　だが、冷めていれば、この現場に冷静な対たい処しよを行える気がする。

　どちらだろうかと思いながら、前進の風を作り、横殴なぐりの軌き道どうで嘉明は〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を飛ばした。行く空の上、正面に敵てき艦かん列れつを見み据すえながら、彼女は呟つぶやく。

「きっと、村むら上かみ・元もと吉よしは、生きているわね」

「まあ、艦ごとドカンは無いよねー。下、浮いてるかな？」

　多分、と応じて、嘉明は言葉を繫つなげる。

「でもきっと、上の戦せん闘とうには関わっていない筈はず。通つう神しん術じゆつ式しきがあっても、艦かん隊たい運動の把は握あくは艦の管かん制せい加か護ごなどが要いるから個人では無む理り。だから今、彼は全てを見上げているだろうけど」

　だけど、

「きっとこれこそが、彼の望んだ決けつ着ちやくよ。自分不在の勝利こそが、ね」

　嘉明は呟く。彼を仕し留とめる歴史再さい現げんを持っていた者として、彼女は言う。

「彼は、世代としてみたら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの先代、アンヌ・ドートリッシュの時代に六護式仏蘭西に与くみした筈はず」

　あのね、と嘉明は言った。

「聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、アンヌは、幼いルイ十四世と共に政敵に追われ、命を狙ねらわれ、仏蘭西フランスを行脚あんぎやする事になるの。そして多くの人に助けられ、最終的には貴き族ぞく達を追い払い、民みん衆しゆうの要望によってまた巴パ里リに帰って復権するのよ」

「派は手でな人生だねえ」

「そうね。──そしてその後、ルイ十四世は国こく軍ぐんを持ち、貴族達から私兵を取り上げる。

　戦せん闘とうの主力は、国王と、国軍を形成する無名の民たみとなるの。無む論ろん、指し揮き官かん達の働きはあるけど、全ては長ちようとしての国王がいて、戦力の民がいたからこそ。指揮官など、すげ替えの利く存在になってしまったのね」

　だから、

「きっと、アンヌ・ドートリッシュは、村上・元吉に指示したんだわ。村上・元吉もまた、戦せん場じようで戦死する歴史再現を持っているのだから、──最後には、彼が不在となっても、民の力で勝てる戦力を持て、と」

　村上・元吉は、戦せん術じゆつ家かだ。

　力ない戦力で、強大な敵を相手にする。そんな戦場を強いられる聖譜記述を持っている。

　そこで彼が重視したのは、何よりも訓くん練れんと経験だろう。

　……大おお勢ぜいを動かす事については、K. P. A. Italiaの防ぼう護ご戦ですら布ふ石せきだわ。

　あの時、彼は最後に突とつ撃げきを選んだ。

　今回は違う。

　訓くん練れんと経験。そして戦せん術じゆつがあれば、指し揮き官かんがいなくても現場の対応を一通りこなせる。

　それは〝自発と抑よく制せい〟の戦力だ。

「……指揮官や襲しゆう名めい者しや頼りのM. H. R. R.神聖ローマ帝国は古いと、そう言われているようなものね」

　彼らと似ている勢力を、嘉よし明あきは知っている。

　武蔵むさしだ。

　神流かんな川がわの戦いの記録で滝たき川がわ・一いち益ますが指し摘てきしていた通り、彼らもまた、自発で動く。正直、抑よく制せいが効いてない気もするが、それはそれで脅きよう威いだから意味はあるのだろう。

　ただ、目の前の現場が危険だ。

「キメちゃん」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた正面。また、夜空に赤の花が咲き散った。

　鉄てつ甲こう船せんだけではなく、他の戦せん艦かんまでが撃げき破はされ始めたのだ。
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　安土あづちの艦かん橋きよう内は、静まっていた。

　中央後艦。城しろ状艦橋の中にあるのは、教室型の指揮所だ。周囲を装そう甲こうで覆おおわれた室内は暗く、冷れい却きやくのために室温は低く保たれている。

　そこに並ぶ座席と自じ動どう人形達を前に、〝安土〟は黒こく板ばん状の表示枠レルネンフイグーアを展開。白のラインで図形を描きながら、思し案あんと言葉を重ねていた。

　……敵の侵しん攻こうが、随ずい分ぶんと早いと判はん断だん出来ます。

　こちらは三十分程早く到とう着ちやくする予定なのだが、介かい入にゆうタイミングとしてはぎりぎりになっている。むしろ、余よ裕ゆうが無いと言っていい状況だ。

　速度を上げる事は可能だし、そうしている。富ふ士じ山さんの横を通過して以い降こう、山側から下りの追い風が来ている。途と中ちゆうに山さん渓けいはあったが、思った以上に自然はこちらの味み方かたをしている。

　しかし、と〝安土〟は思し案あんする。関かん東とう解放に介入するには、条件がありますね、と。

　それは、安土が関東に〝到着〟している、という事だ。

　通過してはいけない。

　制止し、そこで戦うという戦せん闘とう状況になってなければ駄だ目めだ。

　だが、安土は超ちよう重量の建けん造ぞう物ぶつだ。止まろうと思っても、簡単に減速は出来ない。

　実際、近きん似じ艦である武蔵は、英国に到着する際、その周囲を大きく回る事で減速を掛けている。

　無む論ろん、そのやり方では時間を食うだけだ。関かん東とう解放に間に合わなくなってしまう。

　ならばどうするか。

　思し案あんし、記き憶おくの中から〝安土あづち〟は一つの解法を導き出した。それは、

　……やはり武蔵むさしが、不確かながらも一度、無む茶ちやをしていましたね。

　正直、ライバル心というものは自じ動どう人形故ゆえにないのだが、性能比較の優ゆう劣れつ感はある。

　向こうに出来る事が、自分に出来ない事は無いだろう、と。何な故ぜならこちらは最さい新しん鋭えいの戦せん艦かん。向こうは改造を入れたとは言え、三十年前の輸ゆ送そう艦かんがベースだ。

「ならば、安土の意い地じと参まいりましょう。皆様」

〝安土〟は、黒こく板ばん状の表示枠レルネンフイグーアに図形と計算式を書いた。そして表おもてから一度叩たたき、席に着いている自動人形達を見渡す。

「さあ、この内容。理解出来ますね皆様。これからテストに出ます。──以上」
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　可か児には、東と南の空を見渡していた。

　自分達がいるのは、北の夜空に浮ふ上じようした輸送艦の上だ。

　甲かん板ぱん上の誰だれも彼も、皆、自分と同じ方角に視線を向け、推すい移いを見守っている。

　南では艦かん隊たい戦せんが。

　西からは安土が接近してくる。

　南の空を見る者達は、く、と声をあげながら、九く鬼き艦隊が脱だつ落らくしていくのに拳こぶしを握り、

「やべえって……」

「いや、防ぼう護ご艦回して耐えてる方だ。現状、あれ以外に下へ手たな動きを取ると〝撤てつ退たい〟とみなされかねん」

「九鬼様、大だい丈じよう夫ぶだろうか……」

　対し、西の空を見る者達は、お、と声をあげながら、安土の接近に手を振り、

「やべえ！　安土来てる！　〝安土〟様だよ！　〝羽は柴しば〟様もいるし、超やべえ──！」

「ああ、巨きよ大だい過ぎて速度が解わかりにくいが、現状、すげえ速度だ！　下手な動き取ると通り過ぎちまうし、どう減速するかが見み物ものだな！」

「〝安土〟様、大だい丈じよう夫ぶかなあ……！」

　何か温度差が凄すごいですね！　と思う自分が改めて見るのは、南の方だ。

　二つの艦隊と、中央で攻こう撃げきを掛ける艦かん列れつの転てん輪りんと。

　見れば、交こう戦せんの砲ほう撃げきは今も続いているのだ。

　横に立つ糟かす屋やも、表示枠を開いて、

「嘉よし明あきと脇わき坂さかが、南側の艦隊の援えん護ごに出てますのね。後は安土次し第だいですけど……」

　と、糟屋が腕を組む。彼女が向けた視線の先、西では安土が白の飛沫しぶきを上げながら房ぼう総そうの南へと向かっている。

　巨きよ大だいだ。

　あれに自分が乗っていたと言う事が誇らしい。外から高速航こう行こうを見るのは初めてだが、

　……迫力ありますね！

　地元の神肖テレビで流れている農業用鋤すき車ぐるまのＣＭみたいだ。地平線の向こうから牛に引かれ、大だい地ちを耕たがやして突っ走って来るアレ。棒ぼう兄弟と神かみ代よの時代から呼ばれている少年二人がマスコットの。

「だけど安土あづち、一体どうやって制せい動どうするんでしょう……!?」

「それは──」

　と糟かす屋やが言った瞬しゆん間かんだった。

　西の空に、莫ばく大だいな破は裂れつ音が響ひびいた。

　数は六つ。安土の各かく艦かんが、減速のために急制動を掛けたのだ。
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　糟屋の視し界かいの中、西の空に急激な積せき雲うんが発生し、破裂していく。

　安土各艦が、房ぼう総そう半はん島とうの遙か手前、伊い豆ず半島の西側辺りで二つの行動を取ったのだ。

　一つは、全艦がその場での右旋せん回かいを開始した事。

　もう一つは、

「……緩かん衝しよう術じゆつ式しきを外し、左さ舷げん艦かん尾びから左舷中央までの仮か想そう海かいを発生しましたの!?」

・黒　竹：『あっ、おねーさん、さっき報告あってこれから何やるか知ってますんで、ネタバレしていいですか──!?』

　二秒迷ったが、糟屋は周囲を確かく認にん。可か児に達が、こちらガン無視で安土の方に気をとられて「うわあああ！」などと言ってるのを見てから、表示枠レルネンフイグーアを縮しゆく小しようし、

・黒　狼：『あ、安土は何するんですの!?　私にだけ教えて下さっていいんですのよ？』

・黒　竹：『いやもうそれがですね！　──あの、っぷ、えろえろえろえろえろ』

　糟屋は表示枠を割った。大いに割った。

　そして見た西の空。雷らい光こうが走った。

　今生じている莫大な積雲とその破裂は、安土左舷の仮想海によるものだ。巨大な艦かん体たいによって仮想海を押しつけられた先、夜空の大たい気きが冷えて圧あつ縮しゆくされ、雲となる。

　積み重なる暗あん雲うんは、即そく座ざにその向こうにある巨きよ体たいに押され、突き破られた。圧縮された大気と雲が稲いな妻ずまを発生させ、夜に青白い光を生む。

　だが、それらの挙きよ動どうの作る音が、雷らい撃げき主体として響いてきた時だ。

　糟屋は、雲の向こうにある安土が、ある動作を得たのを見た。

　……浮きますの？

　否いな、それは単なる浮ふ上じようではない。

　高速からの艦かん首しゆ側制動と旋回。この二つを兼ねた上で、艦尾側を吊つり上げるように浮上させれば、何が得られるか。

「──武蔵むさしがノヴゴロドで行ったような、側そく転てんですの!?」
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「おうおうおう、安土あづちもやるなあ……！」

　声を作ったのは、安土の挙きよ動どうを裏から見る位置。信しん州しゆう西の空に浮ふ上じようしていた佐さ久く間まの輸ゆ送そう空くう母ぼだ。

　狭い艦かん橋きよう内、佐久間は小こ柄がらな身体からだを窓まど枠わくに立たせて東を見る。

　元々、安土は一度彼女の空母から空中給きゆう油ゆなどをしていく予定で、

「こっちも向こうに加か速そくしてたもんだったけど、付いていかなくて正解だったかね」

　視線の先。巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつ六艦かんが、前へと身をぶん投げていく。

　それは莫ばく大だいな雲と風を巻き起こすもので、しかし、

「空中で大側転。房ぼう総そう半はん島とうをここから飛び越え、その向こうに腹はら這ばいで着ちやく地ち。

　前に進む力を悠ゆう然ぜんと消し、下に落とす事で制せい動どうとする。後ろに滑る勢いは、前進する加速力で帳ちよう消けしだね」

　いいねいいねいいね、と佐久間が言う間に、音が来た。

　窓が震しん動どうし、艦が震えた。

　艦かん内ない、艦橋の構こう造ぞう物が音を立て、乗っている物が跳ねては床に落ちていく。

　それらの揺れを艦橋内の皆と窓枠から捉とらえながら、佐久間は笑った。

「そうそうそう。──これだよ。私がノヴゴロドで食らったのは！」

　佐久間は、自分の額ひたいを震える窓に押しつけ、言葉を作った。

「──回れ回れ回れ安土！　まだ参さん戦せんしてないから攻こう撃げきは出来ないだろうが、武蔵の機き動どうなど、こちらにも出来ると教えてやれよ！」
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　立ちのぼっていく積せき雲うんと、巨きよ影えい。

　それを受け止めるように見上げながら、九く鬼きは叫んだ。

「来るか、羽は柴しば君……！」

　間に合うかどうか。否いな、現状を見ている限りでは、

　……間に合う！

　先さき程ほどから防ぼう護ご主体に切り替えている事もあり、こちらの艦かん群ぐんはまだ数を残している。

　そして西の空には、

「おお……」

　という声が、周囲の皆から響ひびいた。

　安土あづちの全長は約七キロ。その高さの積せき雲うんが空に雷らい光こうを纏まとって立ち上がったのだ。月が照らす雲は幾いくつもの大だい規き模ぼな爆ばく発はつと押おし除のけを得て、時とき折おりに黒と赤の艦かん影えいを見せつける。

　あれが東の海に降こう下かするまで持ちこたえれば、勝ちだ。

　……そうとも。

　と、九く鬼きが左の義ぎ手しゆを握りしめた。その時だった。

『九鬼様！　緊きん急きゆうの通つう神しんです！』

　広こう報ほう委員から言葉が飛んできた。何事かと思い、そちらに目を向ければ、

『──武蔵むさし側、大おお久く保ぼ・長なが安やすから、通達があります』

「武蔵側からだと……!?」

　……今のタイミングで、何だ!?

　疑問する視線の先で、画面内の表ひよう示じが切り替わる。それは、先さき程ほどにおいて小こ西にしと交こう渉しようを行っていた代だい表ひよう委員長で、

・長安定：『羽は柴しば艦かん隊たい、代表、──九鬼・嘉よし隆たか、おるか？』

・九本角：『ここにいる。一体何かね？』

　西の空の状況は、相手にも見えている筈はずだ。

　だから、確かく認にんを取るようにして、九鬼は言った。

・九本角：『これからすぐに、私達の処ところに羽柴君が辿たどり着き、勝利となる。……今、何か言う事はあるかね？　武蔵勢ぜい』

　せやな、と向こうは応じた。そして、ややあってから、

・長安定：『──撤てつ退たい、勧めとくで、羽柴艦隊の代表』
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　大久保の言葉に、九鬼は一つの推すい測そくを得た。

　……彼女は、こちらの指し揮きと現状把は握あくの内容を聞きに来たのだろうか。

　断言は出来ない。が、一つだけ、今の自分達には確かな事がある。

　羽柴がここに来る、そういう事だ。ゆえに九鬼は一ひと息いきを入れて行った。

・九本角：『……君は、羽柴君が来るのが、怖こわくないのかね？』

・超安定：『怖いのはそっちと違うんか？　──現状、ホントに見えてるか？』

　大久保が、もう一度言った。

・長安定：『──撤退、勧めとくで、羽柴艦隊の代表。時間はあと少し。羽柴が着ちやく地ちする辺りまでに決めておくとええで』

　と、彼女の言葉がそこまで見えた瞬しゆん間かんだ。

　おお、という声が大きく皆から響ひびいた。

　西の夜空を割るように側そく転てんしていた安土が、その最高点に届こうとしているのだ。
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　上昇というよりも、幾いく度ども斜め上に投げ出されていくような感覚を、福ふく島しまはその全身に得ていた。

　位置は右う舷げん二番艦かん。艦かん尾び側の甲かん板ぱんは、最も地上から遠い位置を回る場所だ。

　それは、一番高い空を仰あおげるという事でもあり、

「おお……！」

　周囲は、ただただ後ろへと流れていく暗あん雲うんと気流の道みち筋すじ。

　艦尾側では、分ぶ厚あつい仮か想そう海かいが左さ舷げん中心に生じ、艦を強ごう引いんに持ち上げて行く。

　暗く、影の乱れる空域だが、光はある。

　稲いな光びかりだ。

　雷かみなりの光が時とき折おりにあらゆる方向から発生し、時折に安土あづちの感情を舐なめては去って行く。

　艦はほぼ垂すい直ちよくの状態。重力制せい御ぎよが効いているので落ちはしないが、ここから見る艦かん首しゆ側は蛇へびのように畝うねる暗雲の群で見通す事が出来ない。

　しかし、と福島は呟つぶやいた。

「こんな高度でえろえろで御ご座ざりますか竹たけ中なか様！」

「超ちよう充実のえろスカ──イ！」

　艦尾側の空に弧こを描くえろをしていた竹中が、しかし不ふ意いに振り向いた。彼女は笑顔で、

「えろ切れ──」

　そのまま倒れて、艦の揺れに吹っ飛びかけた竹中の手首を、福島は摑つかんだ。

　……あ、危ないで御座りますな！

　とりあえず、甲板縁べりの手て摺すりに付ふ属ぞくされている身しん体たい固定具を、竹中の腰のハードポイントパーツに接続。これで当面は凌しのげるだろうと、福島が一ひと息いきをついた時だ。

『安土艦かん橋きようから皆様に通達です。現在、艦は回転運動の最高度に達しようとしています。以後、下りとなりますので、皆様御注意下さい』

　放送があった直後だった。

　……む。

　突然の無音を福島は感じた。

　何もかもの、量を持った音が消え、震しん動どうも不意に収まり、空気も乾いた冷たさとなり、

「最高度到とう達たつで御座りますか」

　これまで周囲を覆おおっていた乱らん雲うんと風がいきなり消えた。

　後にあるのは、ただただ、何ど処こまでも広がる青黒の色しき彩さい。

「夜……」

　艦尾が、積せき雲うんの壁を切り裂さき、横殴なぐりに突き抜けたのだ。

　視し界かいの全てに、高空の夜空が、それも水平に広がった。
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　福ふく島しまは見た。

　自分達が今、天てん上じようの中にいるのを、だ。

　安土あづちの全長は約七キロ超。元々の高度があったために、己おのれは今、高度九キロ程の先せん端たんに位置していた。

　周囲、艦かん尾びの艦かん内ない勤務の者を抜けば、恐らく自分が最高度に到とう達たつした存在となるだろう。

　……竹たけ中なか様は──。

　手て摺すりの下でぐったりしているので、ノーカンとする。

　高い。

　そして広い。

　実際、安土が本ほん気きを出せば、もう少し上の位置にまで浮ふ上じよう出来るのだろう。

　だが、吐く息が白く、吸う息が喉のどに刺さるようなこの高度。自分にとっては初めてのものだ。

　己の目に見渡せるのは遠く。

　東は房ぼう総そうを裏まで見る事が出来、北の方角においては水み戸とや白しら河かわを超え、伊だ達て方面の光もちらほら見えている。

　遠くの東。海が広がっていて、

　……流石さすがに対岸は見えぬで御ご座ざりますか。

　だが、眼がん下かとも言える位置にて、火の光が上がっていた。

　房総半島で行われている艦かん隊たい戦せんだ。

　まるで模も型けいが自動で動いて戦っているようにも見える高度。しかしここから見る戦せん場じようは、

「苦戦しているで御座りますな……！」

　あの中には、既き知ちも多い。可か児にや糟かす屋や、嘉よし明あき達もいる筈はずだ。

　可能ならば、飛び込んで行って助けたいとも思うが、

「急いで下され……！」

　願い、叫ぶしか出来ない。

　状況から見るに、今から着ちやく地ちをすれば、戦せん闘とうは終わっていない筈。

　間に合う。

　そうすれば、自分達の追加によって、全ては勝利に持って行ける。

　……早く……！

　と、ただただ加か速そくを願った時だ。

　甲かん板ぱん縁べりから眼下を見ていた福島は、二つの事実に気付いた。

　一つは、自分達の安土が、側そく転てん動作のまま、眼下の艦かん影えい達を飛び越す位置にまで届くという事。

　もう一つは、房ぼう総そうの上に至ろうとする自分達の真ま下した。海上へと、幾いくつもの影が西から飛ひ来らいした事だ。

　あれは、

　……機き鳳ほう!?

　馬ば鹿かな、と福ふく島しまは思った。その瞬しゆん間かん。海面すれすれを飛んできた無数の影が身を揺らし、突然にこちらを振り仰あおぎ、

「……っ!?」

　来た、というよりも先に、福島の目は光を見た。

　砲ほう撃げき光こうだ。

　急きゆう上昇を仕掛け、安土あづちの艦かん首しゆ側からこちらへと遡さかのぼりに飛び込んで来る敵てき群ぐんが、安土に向けて攻こう撃げきを発したのだ。

　安土に追いつき、その艦表面を爆ばく撃げきしていく者達。それは、

「敵てき襲しゆう──!!」

　福島は叫んだ。これは、あり得ない話に御ご座ざりますと、そう思いながら、

「亡ぼう国こく、北ほう条じようの機鳳隊たいが直ちよつ下かから本ほん艦かんを強きよう襲しゆう！　──迎げい撃げきを願うで御座ります！」







[image: 第六十四章『垂直線上の突撃手達』]
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　その機き鳳ほう隊たいは、安土あづちの側そく転てんに下から飛び込んだ。

　数は十五。

　三機編へん隊たいを五つ組んではいるが、誰だれもが通つう神しんを開かない。

　自分達が何者かを知らせる事は出来ず、証しよう拠こを残す事も出来ないのだ。

　ゆえに、飛ひ翔しようしていくのは、正せい規きの機き体たいではない。

　試し作さく品や実験機き。既すでに廃はい棄き処分扱いになっていたものばかりだった。

　先せん頭とうの編隊を組んでいた三機が、上昇しながら翼つばさを上下に振った。

　それが合あい図ずだった。

　散さん開かい。

　先頭編隊の三機が分かれ、それぞれ左さ舷げん艦かん列れつ、中央艦列、右う舷げん艦列へと向かう。

　この三機は攻撃を行わない。元々が装そう備びもろくに搭とう載さい出来ない機体ばかりだ。その中から選ばれた高速性と機き動どう力りよく重視の機鳳が、先頭をただ速く飛び、先行した。

　先を行く三機は、尾び翼よくから光こう学がく描びよう写しや術じゆつ式しきで赤いラインを引いていく。

　教きよう導どう用の、曳えい光こう先導。

　無む論ろん、敵地で飛行ルートを見せる訳わけではない。

　彼らが飛翔し、露あらわにするのは、安土の形状だ。

　表面部の凹おう凸とつや構こう造ぞうを曳光が緩ゆるやかに露わにし、照らす。

　それを追い、狙ねらうように、後続の編隊が続いた。

　三つの編隊が、それぞれ左舷と中央、右舷へと分かれて行く。

　続く最後の一編隊は、先行する三編隊の下へと一機ずつ続いた。

　曳光の一機、一編隊、フォロー役の一機。それを三組用意し左舷と中央、右舷を攻める。

　先に動いたのは一番後ろにつくフォロー役の機体だった。

　各艦かん列れつに対し、その表ひよう層そう部に低空で飛び込んだ三機のフォロー役は、曳光のラインだけを見た動きで飛翔し、迷わず加か速そく。

　先行する曳光機と編隊を守るため、フォロー役が表層部への射しや撃げきを開始した。

　そしてフォロー役は、仲間の下を潜くぐって前へ。

　射しや列れつの響ひびきが、曳光の下にある構こう造ぞう物ぶつを穿うがって行く。

　同時に、安土が反応した。艦表層部の投とう光こう術式を全開にし、索さく敵てき。更さらには副ふく砲ほうを旧派カトリツク術式の〝捜し人至る〟をベースにした自動照しよう準じゆんで動かし、

「動どう態たい反応の有る無しは構わん！　あれば追い撃うて！　──無くとも弾だん幕まくで壁を作れ！」

　だが、先に表層の副砲や投光器が破壊されていた。一列で、僅わずかな先行であったが、即そく座ざの捕ほ捉そくが出来なかった事は安土側にとって初期段階の不利を与えた。

　そして突とつ入にゆう軌き道どうを確定した三機編へん隊たい三つが、各艦かん列れつの一番艦に攻こう撃げきを開始した。

　副ふく砲ほうは狙ねらわない。穿うがつのは、

「艦かん橋きよう防ぼう護ご──!!」

　各艦の個別艦橋が、もはや迎げい撃げきではなく防護を選択した。

　その判はん断だんが正解だった。

　高速でぶつけられたのは先せん端たん硬こう化かを施ほどこされた石いし杭くいだった。

　三発。瞬しゆん時じに展開した防護障しよう壁へきが一いつ斉せいに砕くだかれ、光の破は片へんを夜空に散らす。

　二発が破は砕さいし、一発が抜けた。

　高速の風を巻き、石杭が砦とりで状じようの艦橋に飛び込もうとする。

　安土あづちの自じ動どう人形達は、しかし一いつ瞬しゆんだけ速度を落とした石杭を見み逃のがさなかった。

「個別対応──！」

　各一番艦では、艦橋中央の窓を五つ開け、自動人形達が対武ぶ神しん用の長ちよう銃じゆうを構えた。

　艦内に分散した自動人形達が、武ぶ器き庫こから高速の受け渡しで送ったものだ。通路を、遡そ上じようする魚のようにパスして来た対武神用長銃は、既すでに弾だん丸がんを一発詰められている。

　飛ひ来らいする石杭に対し、構える暇いとまは無かった。

　腰だめで一人が受け取り、その銃じゆう口こうを一人が石杭に向け、もう一人が引き金を弾はじくように絞しぼり、反動を三人で受け止めた。

　発はつ火か炎えんが十じゆう字じ状じように走り、瞬しゆん間かん的な威い力りよくが石杭にカウンターで激げき突とつした。

　五箇か所しよからのほぼ同時の射しや撃げきを受け、石杭が破は裂れつして折れる。

　その勢いはしかし止まらず、くの字どころか石いし塊くれとなった石杭は艦橋表ひよう層そう部ぶに激突。その装そう甲こう板ばんを歪ゆがめ、開けられた窓から内部に飛び込んだ。

　轟ごう音おんが響ひびき、対応の自動人形達が打だ撃げきを受ける。

　だが、重要な被ひ害がいではない。

「艦橋状況、──保ほ持じです！」

　直後に、空に火が散った。飛来した編隊の内、左さ舷げんの二機と、中央の一機、そして右う舷げんの一機が被ひ弾だんしたのだ。

　副ふく砲ほうによる攻撃ではなかった。激突したのは、

「──我ら吶とつ喊かん中ちゆう隊たい〝叫食シヤウエツセン〟！　防護の時にも迷わず参さん上じよう……！」
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　男達は、機き動どう殻かくを身に着けていなかった。

　ただ、急ぎで着込んだ装甲付きの制せい服ふくと、両腕うでに盾たてを構えたのみで、

「寝起きかお前ら！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

「飯めしは食ったか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

「じゃあ行くぞ……！」

　全員が、各かく艦かんの思い思いの位置から、虚こ空くうに身を飛ばした。

　安土あづちの重じゆう力りよく制せい御ぎよ加か護ごは自分達で切る。そうする事で、身は落らつ下か状態になり、

「行け！　我ら〝叫食シヤウエツセン〟！　当てたら勝ちだぞ！」

　カウンターの激げき突とつを、彼らは狙ねらいに行った。
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　垂すい直ちよく構こう造ぞうの上で新しい爆ばく炎えんが咲くのを、中央後こう艦かんの右う舷げんに飛び出した小こ六ろくは見ていた。

　今、空に散っていく数は四つ。

〝叫食〟の連れん中ちゆうが、機き動どう殻かく無しで飛び出した成果だ。

「見事」

　彼らが機動殻を着込まなかったのは、急ぐためだけではない。緊きん急きゆうの飛び込みであるため、着ちやく弾だん位置が定まっていないからだ。

　機動殻で身を固めては空中での軌き道どう制せい御ぎよが出来ない。ゆえの軽けい装そう。彼らは自由を選択した。

　高速の機き鳳ほうに激げき突とつし、撃げき破は出来たのは、賞しよう賛さんと共に感謝すべきだろう。

「それに──」

　いきなりの人じん身しん飛び出しに狼狽うろたえたのか、敵の機鳳が数機、軌き道どうを乱した。それらは空を抉えぐるように軌道を戻そうとするが、こちらの副ふく砲ほうが捕ほ捉そくした。

　一つ、二つと穿うがち、副砲群も砕くだかれながら、

「三つ追加……！」

　これで敵てつ機きは四機に減った。

　だが、どれも各列の後艦となる二番艦上に飛び込んできている。

　曳えい光こうの機き体たいが生きているのは右う舷げん。その機体は既すでに被ひ弾だんしながら、

　……おお。

　流りゆう体たい光こうの煙を棚たな引びきながら行く軌道を、小六は美しいと思った。

　複合の風を抜け、こちらの砲撃を避け、羽で宙ちゆうを切り裂さくと言うより、割って飛ぶ。

　押すのは加か速そく器きからの光だ。これ程の操そう縦じゆうが出来る者達が、北ほう条じようにはいたのだ。

「しかし、届かないか」

　速度が高過ぎると同時に、破は損そんが大きかった。

　被弾箇か所しよの左さ翼よくから装そう甲こうがめくれ上がり、翼つばさが基き部ぶから折れた。

　小六の横を通り過ぎるように行った機体が、右翼の抵てい抗こうに振り回され、右に跳ねた。

　直後。機体が、艦上面を守るために展開した防ぼう護ご障しよう壁へきに激突。空に火か焰えんが散り、側そく転てんの軌道に流されて消えて行く。

　だが、敵はまだ続いていた。

　右う舷げんに一機き、中央に二機、だ。

　小こ六ろくが、眼がん下かとなる中央側に視線を向けた時。ある現げん象しようが生じた。

　大たい砲ほうだ。安土あづちが、艦かん橋きよう前にある主しゆ砲ほう。三十八口こう径けい三十センチ二連れん装そう砲ほうの二番砲ほう塔とうを、構えもなく同時発はつ射しやしたのだ。

　……いい判はん断だんだ……！

　爆ばく圧あつが空に弾はじけた。

　衝しよう撃げき波はが走り、艦かん上じよう構こう造ぞう物ぶつが一いつ斉せいに外へと洗われる。

　射しや撃げきを受けていた装そう甲こうは剝はがれて吹っ飛び、被ひ弾だんの副ふく砲ほうは圧力を受けて艦かん表ひよう層そう部ぶから折れて空へと落ちていった。

　側そく転てん中と急きゆう襲しゆう。そして着ちやく地ちからの砲ほう撃げきを行う用意があったため、主砲正面に人が出ていないのが幸いだった。

　明らかに、破は砕さい風ふうよりも後から防ぼう護ご障しよう壁へきが展開する。

　だが、効果は明らかだった。正面に来ていた二機が、跡あと形かたもなく消えていたのだ。

　艦上で発生しかけていた火か災さいも、全てが吹き飛んでいる。

　派は手で過ぎる、と小六は思い、しかし、

「後あと一機……！」

　右う舷げんだ。そこに飛び込んでいく一機がいる。

　その機き体たいは、爆圧の余よ波はを、敢あえて向けた機体上面で受け、しかしそれに逆らわない。

　ただ軌き道どうだけは緩ゆるやかに、右舷二番艦の艦かん橋きように走らせるが、

　……速い！

　こちらの横を、意い識しきもさせぬような瞬しゆん発ぱつで敵てつ機きが抜けた。

　迎げい撃げきは間に合わない。右舷二番艦かんには、武蔵むさしとのすれ違いを見るために福ふく島しま達が出ていた筈はずだが、

・しとお：『〝一いちノ谷たに〟を持って来て御ご座ざらぬであります……！』

　じゃあ駄だ目めか、と小六は即そく座ざに全てを受け入れた。

　悪い癖くせだな、と思うが、仕方ない。現実に対して期き待たい値ちを上げてもしょうがないのだ。

「当たるか」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かんだった。小六の目は、それを視し認にんした。

　行く敵機が、後方からの一いち撃げきで破は砕さいされたのだ。

　高速で行く機き鳳ほうの後ろから追いつき、全体を貫つらぬき砕くだいたもの。

　その正体は、

「──さっきの迎撃を行った自じ動どう人形達だな」
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　彼女達は、右う舷げん一番艦かんの艦かん橋きよう上に立っていた。

　今、回り、動いていく天てん上じようを見上げるようにして、二番艦に向けているのは、

「二発目、上う手まく通りました」

　先さき程ほどの石いし杭くいを撃げき墜ついした対武ぶ神しん用長ちよう銃じゆう。それを構えているのは五人の自じ動どう人形だった。

　彼女達は、一人が銃を構え、残り四人が銃じゆう口こうから先へと両手を翳かざし、

「銃じゆう弾だんの多た重じゆう加か速そく、成功しましたが……」

　解わかる。自分達のした事は足りなかったのだ。

　何な故ぜなら、高速化した視し界かいの中、敵は被ひ弾だん直前に石杭を飛ばしていたのだ。

　二番艦艦橋が防ぼう護ご障しよう壁へきを張る。そして自分達と同じように長銃の迎げい撃げきが行われる。

　だが、一つだけ、一番艦の時とは違うものがあった。

　それは、石杭よりも先に、破は壊かいした敵てつ機きが前に出たと言う事だ。

　砕くだきはした。だが残ざん骸がいになり切れぬ質量が、防護障壁に真まっ直すぐ激げき突とつした。
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　破は裂れつする機き体たいが、障壁を砕きながら爆ばく散さんした。

　炎ほのおと残ざん骸がいが、二番艦の艦橋を守る自動人形達にとっては遮しや蔽へいとなった。

　一番艦の艦橋上に立つ自動人形達が、裏から見る形で照しよう準じゆんの補ほ正せい情報を送ってくる。

　しかし、遅い。砕けた敵機の背後から、石杭が飛び込んできたのだ。

　引き金を絞しぼるタイミングが、限界点を超えていた。

　撃うった。

　だが、放った弾だん丸がんは失速した敵機の破片群を穿うがち、その衝しよう撃げきで方向を乱した。

　敵機を突き破り、石杭が姿すがたを見せた。

　石いし杭くいに被弾はさせている。だが、自じ壊かいするだけの破は損そんは与えられず、

「退たい避ひ──！」

　右舷二番艦の艦橋。内うち舷げん側三階に該がい当とうする部分が、高速質量弾の直ちよく撃げきを受けた。
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　右舷一番艦の艦橋上にいた自動人形達は、自己の成功と全体の失敗を悟さとった。

　射しや撃げき役の一人が、己おのれの中に誤りの部分を確定する。

「撃つべきは、敵機ではなく、吊ちよう架かされていた石杭でした……！」

　判はん断だんを誤った事を共通記き憶おくに仕込み、反省とする視し界かいの中、右舷二番艦が揺れた。

　見れば被弾は内舷側。三階辺りの位置が、直ちよつ径けい十メートル範囲で砕かれている。

　……通つう神しんや事務方かたのフロアと判はん断だん出来ます。

　だが、艦かん橋きよう上部の指し揮き所しよは無む傷きずだ。運うん航こうには異常がないが、一度寸すん断だんされた情報や、損失した出力経路や伝達などの代用を決めるまでのタイムラグが生じた。

　それによって、この側そく転てん動作中に、二番艦かんが後れを取った。

「いけません……！」

　と、一人が叫ぶと同時、警けい報ほうが増えた。

　音が増えたのではない。追加されたのは種類だ。響ひびくのは、戦せん闘とう中の警報ではなく、甲かん板ぱん上の工事や特とく殊しゆ事ごとによって危険を知らせるためのもの。

　……これは──。

　と皆が思った瞬しゆん間かん。各艦から、右う舷げん二番艦に飛んだものがある。

　牽けん引いん帯たいだった。

　それは内部の張りテンシヨンを操そう作さする事によって蛇へびのように空中を行き、自ら右舷二番館に接続される。そして艦内放送が来た。

『右舷二番艦、牽引帯による固定を行い、側転動作を続ぞつ行こういたします！　──以上！』

　遅れはない。

　二番艦も、損失機能の代用や、伝達系の補ほ助じよが即そく座ざに為なされている。

　艦橋の重要機き能のうが破は壊かいされた訳わけではなく、艦の軌き道どうも乱れない。

　そう思う事で、自分達の失策を納なつ得とくさせようとした時だ。不ふ意いに、

「あら」

　手前に立っていた四人が、バランスを崩くずした。

　自じ動どう人形に疲ひ労ろうは無いが、疲ひ弊へいはある。だから皆、先さき程ほどの加か速そく追加で出力を使ったのかと、射しや撃げき役の彼女はそう判はん断だんした。

　だが、次の瞬間。

　……え？

　気付けば、自分達は外そと舷げん側の空に飛ばされていた。
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　何事か解わからず、射撃役の自動人形は自分の状況を確かく認にんしようとした。

　無かった。

　己おのれの身体からだが砕くだけている。あるのは胸上からの上じよう半はん身しんフレームと顔と、砕けた肺はい活かつ構こう造ぞう体たいだけ。潤じゆん滑かつ液えきと編み目のワイヤーが宙ちゆうに靡なびき、頰ほおにぺたりと貼はり付いた。

　皆の姿すがたは何ど処こにも無い。ただ、背せ骨ぼねの断だん裂れつに当たるものがあった。

　長ちよう銃じゆうのストックだ。

　武ぶ神しんをも穿うがつ対武神用長銃は、その力を発生させる銃じゆう身しんを何処にやったのか。そして己の身体からだも何い時つ砕くだかれて消えたのか。

　解わからない。

　だけど、解っている事がある。視し界かいの中、砕かれていった仲間達を追えば、あるものが確かく認にん出来るのだ。

　それは、黒の巨きよ影えいが加か速そくする姿すがた。

　きっと、恐らく、自分達の背はい後ご。機き鳳ほう達の後から飛ひ翔しようした敵の本ほん命めい。目に見えているのは、

『機き竜りゆうです……！』

　自じ動どう人形は、虚こ空くうに落ちながら、己おのれの報告義務を果たした。

『敵機竜、高速で中央後こう艦かんに向かっています!!』
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　幻げん庵あんは、圧力を感じていた。

　加か速そく圧あつだ。

　前から後ろに。その荷か重じゆうが、空に飛び出してから消えていない。

　……いい機き体たいだ。

　半合ごう一いつ式の操そう縦じゆうシステムを有した機竜。

　北ほう条じようの武ぶ装そう開発史において、たびたび出ては消えて行く機竜の内、恐らく最も成功した試し作さく機きがこれだ。

　いつもいつも、情勢や、予算や、技術革かく新しんが後から来てしまい、こういう大おお物ものは作りづらい。上う手まく行ったかと思えば、大量生産には難しい、という却きやつ下かが為なされもするのだ。

　だが、保管しておくのは問題ではない。後のためにも、という考えはあるのだから。

　幻庵は、意い識しきで前に出る。

　試作故ゆえ、武ぶ装そうは竜りゆう砲ほうのみ。加か速そく力りよくテストを重じゆう視ししていたために速度は上じよう限げん知らずだが、挙きよ動どうは不安定でこの上ない。

　だけど、今は非常に落ち着いている。

　自分の中で迷いが無いせいだろう。北ほう条じようの事も、里さと見みや、近きん隣りんの国々の事も、

「もはや、どうでもいいというのは、言い過ぎだろうねえ」

　どうでもいいなら、こんな事をしない。だから逆を言えば、

「何もかもが、大だい事じになってしまったのさ」

　敵も味み方かたも、有りはしない。

　否いな。自分の今までの何もかもが味方であり、それをこれから邪じや魔ましようとするのが敵だ。

『幻庵様』

　機竜のＯＳが声を掛けてくる。男の声で、

『お久しぶりです』

「何だ、今起きたのかい、──ヴリトラ」

『Ｔｅｓテスタメント．、起き動どうからの調ちよう整せいをしており、今、余よ裕ゆうが得られました。──航こう行こう、御お加か減げんは？』

「いいよ。なかなかだ。前に飛んだ時よりいいね」

『──有あり難がとう御ご座ざいます。御ご無む理りをなさらないように御お願ねがいいたします。私、自じ己こ修しゆう復ふく機き能のうなどもありますが、幻げん庵あん様はそうではありませんので』

「言うねえ」

　Ｔｅｓ．、とＯＳ、ヴリトラが応じた。

『三つ前の機き体たいであった頃ころ、墜つい落らく事故を起こしたのを記き憶おくしております』

「悪い事ばかり憶おぼえるＯＳを作ったものだ」

　いえ、とヴリトラが告げた。

『それゆえに、何事にも適応が出来ると、そうお思い下さい、幻庵様。だから──』

　だから、

『手放しでどうぞ。状況は飲み込めております。北ほう条じよう最後の出しゆつ撃げき、私が目的地までお連れしましょう。そして幻庵様』

「何だい？」

『これが最後の出撃であるならば、右下に出しました〝許可〟を押して下さい』

　それが何かは解わかっている。他の機体達も既すでに同じ事を行っているのだ。

　……ＯＳのクリーン化だ。
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　機体の記憶を、完全消しよう去きよする。

　戦せん闘とう中からそれを行い、もし途と中ちゆうで撃げき墜ついされる事があっても何も残らぬようにする。

　無む論ろん、そこまでやっても、部品などから生産国は明めい言げんされるだろう。だが、搭とう乗じよう者しやを排出し、ＯＳ周りを記憶系けいと共に抹まつ消しようしておけば、言い逃のがれの逃げ場はある。

　既すでに北条の技術系は、武蔵むさしに預けられるものは預けるよう、氏うじ直なおに送り、それ以外は物理的に破は壊かいしてきたのだ。

　だから今、己おのれは、自分達の関わったものばかりで空にいる事になる。

　先に散っていった連れん中ちゆうもそうだ。

　それぞれが、それぞれの機体を作った者達ばかり。誰だれも彼も年老いて、後こう進しんに場を譲ゆずろうかどうかを考えたり、または譲った者達だった。

　そんな彼らが先に行き、砲ほう台だいなどを全て引きつける。

　そして自分が、行く。

「行こう、ヴリトラ。──何もかも、無いものとして、北条を無くそう」

　幾いくつかのものは、P. A. Odaに奪うばわれてもいる。国家というか、歴史として重要なものも、だ。

「だが、私達を渡す訳わけにはいかないし、私達が認めた者を、穢けがさせる訳にはいかない。

　だから、──行くよ」





●






　小こ六ろくは、機き竜りゆうの飛ひ翔しようを見た。

　全長百メートルを超える巨きよ体たいだ。

　だがそれが、ありとあらゆる副ふく砲ほうの射しや撃げきや、灯とう光こうの一線すらもかわしていく。

　……集中力か。

　小六が思い出すのは、安土あづちに仕掛けてきた里さと見み・義よし頼よりの事だ。

　彼の時は、前線を構こう築ちくする僚りよう艦かんが多かったため、単純な比較は出来ない。だが、それと同等の動きを小六は敵の挙きよ動どうに見た。

　止まらない。

　そして淀まない。

　里見・義頼が力で抜けて来たのに対し、この機竜は技で抜けてくる。

　まるで水の中の魚が石を避けるように、未いまだ爆ばく風ふうの余よ波はと破は片へんの散る中を、安土の側そく転てんに遊ぶようにして加か速そくを爆ばく発はつさせる。

　身を回し、副ふく砲ほうの残ざん骸がいを宙ちゆうに避け、破片の流れから気流を読んで前に出る。

　時とき折おりに副砲の射しや撃げきが来た時は、

「……お」

　艦かん表ひよう層そう部ぶ。硬こう化か木材の甲かん板ぱんを蹴けって、身を低くしながら前に出る。

　蹴り脚あしが持続した。そして機竜が、中央前ぜん艦かんの甲板を疾しつ走そうする。

　直後。前艦が主しゆ砲ほうを放った。

　先さき程ほどにおいて、後艦が敵の機き鳳ほうを打ち払ったのと同じ方法だ。

　だが機竜が身を回した。艦の右う舷げんに全身を傾け、そのまま艦側面の装そう甲こう板ばん上を疾しつ駆く。

　砲ほう撃げきの爆ばく圧あつが艦表層部を一いつ掃そうするが、機竜は既すでにその範はん囲い外にいる。

　どういう反応と判はん断だんだ、と小六は思った。今の一いち撃げきなど、恐らく前のものを見ていなかっただろうに。

　経験だ。

　あの機竜。照しよう合ごうしても詳しよう細さいがないが、その搭とう乗じよう者しやもＯＳも、このような戦せん場じようを経てきたものに違いない。

　……参まいった。

　出来る事なら、あれ程の挙きよ動どうと判断が出来る両者と会ってみたい気もする。

　武ぶ神しん乗りとして、機き械かいの乗り手として、興きよう味みがある。

　だが、敵だ。

　砲ほう撃げきの爆ばく圧あつを回かい避ひするなり、機き竜りゆうが三歩目で飛んだ。焦あせりのない、悠ゆう然ぜんとした助じよ走そうからの跳ちよう躍やくと離り陸りくだ。両前まえ脚あしと直結した飛ひ翔しよう器きから加か速そく光こうを生み、一いつ直線に、

　……来る！

　思った瞬しゆん間かん。黒の巨きよ影えいが空に飛んでいた。

　まるでこちらに覆おおい被かぶさるように、機き竜りゆうが中央後こう艦かんに突とつ撃げきの飛翔を掛けたのだ。
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〝安土あづち〟は艦かん橋きよう正面に横から飛翔した機竜に対し、判はん断だんを迷わなかった。

　中央後こう艦かんの主しゆ砲ほうは、一つだけではない。先さき程ほど射しや撃げきしたのは二番砲ほう塔とう。それは即そく座ざの装そう弾だんが間に合っておらず、迎げい撃げきには使えない。だが、

「一番砲塔……！　──Shaja!!」

　一番砲塔は、突撃の敵を追うように、既すでに後ろを向きつつある。

　そして〝安土〟は一つの判断を重ねた。

　一番砲塔を艦橋に向け、

　……艦橋と砲塔の間にいる敵を撃うちます！

　砲ほう弾だんはぎりぎり艦橋に当たらない天てん上じよう撃ちの軌き道どう。だが、衝しよう撃げき波はで充分に敵を打だ撃げき出来る。

　爆ばく圧あつは艦かん表ひよう層そう部ぶをダイレクトに打つ筈はずだ。艦橋の窓などは全て吹き飛ぶが、航こう行こうに異常はない。許きよ容よう範囲だと判断出来た。

　ゆえに〝安土〟は一番砲塔からの砲撃を放った。

　爆圧を、まるで喉のど元もとに撃うち込むように大たい気きにぶつけた。

　その瞬しゆん間かん。安土は通つう神しんに言葉を見た。

・６　　：『違う！』

　蜂はち須す賀かだ。彼女の指し摘てきは、こちらに対するものではない。

　敵、機竜の狙ねらいについて、

・６　　：『艦橋じゃない！　──後部加か速そく器きだ!!』

　何な故ぜなら、

・６　　：『敵は、こちらの破は壊かいじゃなく、現場に間に合わせない事を第一としている！』

　直後。〝安土〟は艦の視覚素そ子しで視し認にんする。機竜が艦橋前の空から跳ねて後部に飛んだのと、そこに生じた空くう白はくを衝しよう撃げき波はが撃つのを、だ。

　外したのだ。
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　気付かれずに済んだか、と幻げん庵あんは宙ちゆうを高速で跳ねる機竜の中で思った。

「よくやった、ヴリトラ」

　返答はない。既すでに思し考こう関係の部分にまでクリーン化が進んでいるのだ。

　もはや機き体たいは、自分の操そう作さが頼り。ＯＳは最低限の補ほ助じよをするだけとなっている。

　操そう縦じゆう桿かんと、肩上を押さえる感かん圧あつ操そう作さ型のショルダーフックに身を押しつけ、

　……お。

　幻げん庵あんは気付いた。自分の身体からだに、上う手まく力が入っていない事を、だ。

　……いかんねえ。

　手が、今いま更さらながらに震えている。

　ここまでの加か速そく圧あつ。身体は楽しんでいるものと思っていたが、そうではなかった。

　ヴリトラが心配したように、限界が来ている。昼に戦せん闘とうを行ったせいもあろう。

　否いな、夜の会議に出なければ良かったのだろうか。

　あの時間を、休きゆう息そくに回せば、今、こんな無ぶ様ざまを自覚せずに、

「そうじゃない」

　幻庵は呟つぶやいた。

「良かったじゃないか」

　北ほう条じよう最後の会議だったのだ。

　それに参加出来、直接の手助けは出来なくなったとしても、里さと見みと武蔵むさし、そして近きん隣りんの国の連れん中ちゆうの顔を拝おがみ、幾いくつかの道をつける事が出来た。

　無様じゃない。これは余よ録ろくだ。

「そうとも」

　幻庵は、震える声で言った。

「本来、私達は、こうしているべきだったのさ。──里見・義よし頼よりが突とつ撃げきを掛けた時に、ね」
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　……ああ、そうさ。

　安土あづちが関かん東とうに乗り込んできた時、それが文ぶん禄ろくの役えきだという事はすぐに理解出来た。

　だが、関東の王を自称する北条であるならば、

「あの時、これは小お田だ原わら征せい伐ばつの再さい現げんであると、どうして自ら立ち向かえなかった」

　氏うじ直なおの判はん断だんは、ここで自分達が滅びれば、後の武蔵や、自分達の為なす事が出来なくなるというものだった。

　彼女の判断は正しい。自分も同意した。

　だけど、というわだかまりは、しかし賛成した己おのれの中にもあるのだ。

　そうさ、と幻庵は思った。

「今なら解わかる」

　眼がん前ぜんに展開している航こう路ろ。この突とつ撃げきの概がい要ようを決めた航路図は、

　……里さと見み・義よし頼より、お前の突撃を参考にしたものだ。

　今なら解わかる。

「里見・義頼」

　お前はきっと、共に誰だれかが死ぬのを望んでいなかった筈はずだ。

　だから、あの時の私達の判はん断だんは正しい。そしてまた、

「──お前も、正せい解かいだ」

　生きに行った。

　あの頃ころ、彼の言葉の意味が不確かに感じられ、長ちよう寿じゆの自分が何とした事かと、そうも思ったのだ。

　だが、今ならば、よく解る。

「私達も、生きているとも」

　この行いが、何もかもの大だい事じなものを生かすと、そう解る。

　己おのれがこれからも生き続けるならば、その中でなければ嫌いやだ。

　そういう、自分が生きるための時代や世界を、これから自分で作りに行く。

「そうとも」

　と幻げん庵あんは拳こぶしを握るつもりでグリップをホールド。

　既すでに機き体たいは、安土あづちが放った爆ばく圧あつよりも大きく上に回り込んでいる。

　ヴリトラが最後に行ってくれた自動操そう作さだろう。何しろ彼はこう言っていたのだ。

「目的地まで連れて行く、ってね。──見事だよ、ヴリトラ」

　視し界かいに入るのは、安土中央後こう艦かんの艦かん尾び。そこにある加か速そく器きの群だ。

　幻庵は、空くう中ちゆうで機き竜りゆうの全身を倒とう立りつさせていく。そして竜りゆう砲ほうの用意をしながら、

「別に艦かん橋きようを穿うがったところで、複数艦構こう成せいの巨きよ大だい艦だ。他の艦が艦橋機き能のうをフォローして、一部破は壊かいされたところをすぐに復ふつ帰きさせる。

　やるなら、物理的に足あし枷かせとなる部分を破壊すべきだ」

　言って、幻庵は、ヘッドセットの中で頭を下げた。

「皆、……よく、〝艦橋狙ねらい〟だと、敵にそう思い込ませた」

　自分狙ねらいの最後の一いつ発ぱつが無意味になったのは、先せん行こうした皆が艦橋を狙ったがゆえだ。

　本ほん命めいは、中央後艦の主しゆ加速器だ。

　しかし皆、自分達が後こう部ぶ加速器を狙えるとは思っていなかった。

　だから、だ。だから彼らは囮おとりを望んだ。それを解った上で、皆は笑った。

「なあに、艦橋を破壊出来たら、それはそれで羽は柴しばのメンツを潰つぶせるってもんだ」

　確かにそうだ。そして、本当に、一部は破壊し、こちらへの道もつけたのだ。

　見事だ。

「──房ぼう総そうの東に着ちやく地ちしたところで、この巨きよ体たいだ。艦かんは東へと当然滑る。

　だから、艦を前に押し出し、止めねばならない。……使うのは、艦かん尾びの主しゆ加か速そく器きだねえ」

　一番艦の加速器では駄だ目めだ。他艦が牽けん引いん帯たいなどでフォローしてしまう。

　だが、二番艦、それも最も重量がある中央後こう艦かんならば、どうだ。

　しかも今は、右う舷げん二番艦が牽引帯でフォローされ、足を引っ張っている。

「だったら……！」

　と幻げん庵あんは叫び、竜りゆう砲ほうを発はつ射しやしようとした。

　その直前だ。幻庵は、己おのれの経験から、ある動作を行った。

　竜砲の射しや撃げきを止め、身を捻ひねったのだ。
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　……ありえんわ……！

　鍋なべ島しまは、自分の突とつ撃げきが寸すん前ぜんでかわされたのを悟さとった。

　機き竜りゆうによる、全身の体当たりだ。

　先さき程ほどまで、鍋島の機竜は輸ゆ送そう艦上で撤てつ退たいの流れに乗っていた。

　上空の敵てき艦かん列れつへの対応を九く鬼きに仰あおいでいたものの、〝大たい気き不足〟は現状の破は損そん状況が酷ひどい。

　竜砲は撃うてず、飛ひ翔しようも、全力は一回出来ればいいだろうと言う事で、

　……まあ、足あし手でまといやな。

　この状況で敵艦を一、二艦落とすよりも、もっと有ゆう益えきな機き会かいを待てと、そう言われたのだ。

　無む論ろん、そんな機会があるかどうかは解わからない。

　だが、待ち続け、羽は柴しばの到とう着ちやくで全て終わると思っていた。これで安土が間に合い、自分達の勝利になるのだ、と。

　そこに、機鳳隊だ。

　安土の位置はほぼ直ちよく上じよう。九く鬼きは第二波を警けい戒かいし、自分達に出しゆつ撃げきの指し示じを寄よ越こした。

　無む論ろん、こちらは戦せん闘とう慣なれしていない。使用出来るのも、装そう甲こう任まかせの突とつ撃げきだけだ。

　基本の迎げい撃げきは安土に任せ、要よう所しよを守る。

　そのため、結果としては敵の逆面を行く事になった。

　破損は大きいが、龍りゆう造ぞう寺じの最新しん鋭えいだ。飛ぶだけならば先せん行こう出来ると思っていたのが甘かった。機鳳隊に合わせて動いていたというのに、こちらは敵に引き離される形となった。

　更さらには、

「どうして回かい避ひ出来るんだわ……！」

『経験だ、御お嬢じよう！』

「経験!?　──」

『Ｔｅｓテスタメント．！　──戦せん場じように慣れた連れん中ちゆうは、予感と覚かく悟ごが出来てるのさ』

　ならば今のは、予感で回かい避ひされたと言う事だ。そして、

『ここからが、覚かく悟ごだ』

「それは──」

『何があろうと相手を倒すという、攻こう撃げきのみの時間って事だ』

「私は予感で、覚悟の相手じゃないって事かい!?」

『予感させただけでも充分だと思えよ御お嬢じよう！』

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが、声をあげる。

　今、皆は操そう縦じゆう系けいの補ほ助じよをマニュアル操そう作さで掛け、各箇か所しよの稼か働どう許可を送って来る。

　だが遅い。否いな、皆の仕事は高速だが、現状には間に合わない。

　空に翼つばさを広げ、制せい動どうを掛ける自分の視し界かいの中、黒の機き竜りゆうが竜りゆう砲ほうを眼がん下かに放つ。

　覚悟の発はつ射しやだ。

　ならば、と鍋なべ島しまは思った。そして声を放つ。

　機竜の覚悟への対応として、

「──清きよ正まさ先せん輩ぱい！　御お願ねがいしますわ……！」
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　清正は、カレトヴルッフを手に中央後こう艦かんの屋上に上がっていた。

　先さき程ほど、左さ近こんと出会った後、自室に戻ったのが正せい解かいだった。片かた桐ぎりにぶち込んだカレトヴルッフを手入れしていたところに、現状と相あい成なったのだから。それに、

　……武蔵むさしとのすれ違いの時から、福ふく島しま様が外に出ずっぱりですから……。

　外には出られず、一度リセットを掛けるために休もうとしていたら、機き鳳ほう隊たいが来た。

　急いで部屋を飛び出したが、間に合ったのは第二波としての機竜だ。

　自分は、艦かん橋きようを守る防ぼう衛えいライン。

　だが、カレトヴルッフならば、防衛用の光線剣けんとして後部の空を充分に狙ねらえる。

〝安土あづち〟経けい由ゆで、九く鬼きからは鍋島の機竜が出しゆつ撃げきしたとの報も得ていた。

　そして屋上に出た直後。

　……あれを回かい避ひするのですか……!?

　鍋島の突とつ撃げきは、艦の陰より飛び出し、一度空を大きく回ってからのものだ。

　敵の機竜にとっては、安土主しゆ砲ほうの爆ばく圧あつもあり、流りゆう体たい検けん知ちも何も出来ていなかった筈はず。

　完全な死し角かくから。タイミングは、それこそ竜砲を構えた時だった。

　敵が、射しや撃げきに集中した隙すき。そこを狙った突撃は、しかしかわされた。

　巨きよ大だいな機竜が、全身を揺らしたと、そうとしか見えない動作だった。

　だが、鍋島の機竜が、突き抜けたかのように、当たらなかった。

　回避されたのだ。

　そして清きよ正まさは聞いた。通つう神しんから、

『──清正先せん輩ぱい！　御お願ねがいしますわ……！』
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　竜りゆう砲ほうと、大だい光こう剣けんが激げき突とつした。

　竜りゆうの一いち撃げきが砕くだけ、光の刃やいばが空に散った。

　だが、両者の勝負を決めたのは、単純な出しゆつ力りよく差さだった。

　威い力りよくではない。

　持続力だ。

　機き竜りゆうが、背と両前まえ脚あしの加か速そく器きから光を抜いた。

　全ての力を、竜砲の持続に懸かけたのだ。

　光の剣が破は砕さいし、その破は片へんを光こう条じようが貫つらぬいた。
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　幻げん庵あんは、それを見ていた。

　竜砲の光条が全てを貫き、発されていくのを、だ。

　そして幻庵は、別のものも見ていた。

　敵が、屋上の上で砕くだけた剣の流りゆう体たい光こうを浴びながら、こう叫ぶのを、だ。

「──〝安土あづち〟様！」

　幻庵は思う。

　……見事な覚かく悟ごだ……！

　半はん合ごう一いつ状態。その視し覚かくは、確かに敵の抵てい抗こうを捉とらえていた。

　主しゆ砲ほうだ。

　安土の二番砲ほう塔とう。装そう弾だんがようやく間に合ったものが、艦かん尾び側のこちらに向いている。

　だが、艦かん橋きようが邪じや魔まで、射しや角かくが取れない筈はずだった。

　違った。

　砲ほう口こうが向かうのは艦橋そのもの。

　自分撃うちだ。

　方法は一つ。安土は、被ひ弾だんの衝しよう撃げきを最大限緩かん和わするため、艦橋前の窓から、部屋、通路、そして艦橋後ろの窓までを開放し、

『総員、対ショック態勢を御願いいたします！　──以上！』

　全てのラインが通るのは一いつ瞬しゆん。その一線狙ねらいで、

　……正まさに不ふ覚かく……！

　艦橋を貫かん通つうした主砲の一撃を、幻庵は受けた。
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　清きよ正まさは、足あし下もとから空に跳ね上げられた。

　艦かん橋きようを貫かん通つうした主しゆ砲ほう弾だんの衝しよう撃げき波はだ。

　艦橋内。砲ほう弾だんを通す通路には、防ぼう護ご障しよう壁へきが四し方ほうの壁として展開し、しかし全ぜん懐かいした。

　為なすべき事が予測されていたために、砲弾通過の被ひ害がいは計けい上じようされていた。艦橋内の事務機き能のうは圧あつ迫ぱくされるものの着ちやく地ちには問題が無いと判はん断だんが出ていた。

　……ですけど……。

　衝撃によって、艦橋内の出力系けいが非常用に切り替わる。その際に重じゆう力りよく制せい御ぎよ系が一度切れ、清正は虚こ空くうに浮いた。

　瞬しゆん間かん的な事だ。だが、機能が戻り、また清正が重力を得た時には、その身が十数メートルを移動していた。

　カレトヴルッフを抱いた身体からだが転び、屋上を二、三転。縁へりの手て摺すりにぶつかり、

「……と！」

　背から勢いよく乗り上げ、外に投げ出されそうになるのを、清正は手と膝ひざ裏うらを手摺りに引っかけて堪たえ切る。胸が顎あごに下から当たり、重めのパンチを喰らったようになるが、我が慢まん。

　そして清正は、砲ほう撃げきの余よ波はを見た。艦橋の背はい後ご側から夜空。黒の虚空に向け、衝撃波で破は壊かいされた内部構こう造ぞうと防ぼう護ご障しよう壁へきの破は片へんが噴ふき飛ばされている。

　壁や床、柱はしらや、机に椅い子すなども見える。それらが紙かみ吹雪ふぶきの様に空に散る向こう。

　……機き竜りゆう。

　黒の機竜が、衝撃波を受けていた。

　砲弾は恐らく、巨きよ体たいの左脇わきを食った。

　被ひ弾だんによって全身をくの字に曲げた機竜が、竜りゆう砲ほうを放つ。

　それは下向き。しかし本来の狙ねらいであった主しゆ加か速そく器きではなく、

「表ひよう層そう部ぶ……！」

　縦たて一線に薙なぐ光こう条じようを、安土あづち表層部の防護障壁が受け止めた。

　直ちよく撃げきというよりも、一いつ瞬しゆんの掃そう射しやだ。連続して立てられた防護障壁が竜砲を甘かん受じゆして砕くだけ、しかし装そう甲こうへの被ひ害がいを与えさせない。

　そして清正の視し界かいの中、力を失った機竜に、

『迎げい撃げきいたします。──Shaja』

　副ふく砲ほうの斉せい射しやが叩たたき込まれた。
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　鍋なべ島しまは、落らつ下か軌き道どうに入った自分の機竜の中で敵機竜を捕ほ捉そくしていた。

　あれが落ちていくのは、恐らく房ぼう総そう南東の海。副ふく砲ほう群の被ひ弾だんを受け、装そう甲こう類るいが砕くだけていく今、海面に落ちた衝しよう撃げきで機き体たいは大たい破は状態になるだろう。

　だが、鍋なべ島しまは思った。

　……これ、だわ。

「あたし達も、あのくらい、出来んと駄だ目めなんだわ」

　初めに機き鳳ほう隊たいの囮おとりがあったし、僚りよう艦かんはいなかった。何よりも奇き襲しゆうだ。

　だが、敵艦としての安土あづちに対し、その艦かん橋きようにまで迫り、一いち撃げきを叩たたき込もうとした。

　優れた機き竜りゆうと、乗り手ならば、あれだけの事が出来るのだ。

「出来れば、機体を回かい収しゆうして、ＯＳとか、参考にさせて欲しいんだわなあ……」

『無む理りだろ御お嬢じよう。こいつら、覚かく悟ご決めて来てた。何も残さねえよ』

　砕かれた機竜が、被ひ弾だんの威い力りよくで安土から軌き道どうを離す。

　その際に、操そう縦じゆう室しつである頭部後ろの外がい殻かくが外れた。

『ＯＳが、自じ己こ消しよう去きよを終えるんだ。その際、搭とう乗じよう者しやを吐き出す。ＯＳが消えたら、それすら満足に出来なくなるからな』

「じゃあ……」

　ああ、と龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが応じた。

『あの機竜は死んだのさ。搭乗者、生きているといいがな』
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　お別れか、と幻げん庵あんは思った。

　落らつ下か補ほ助じよと、高空での身体保ほ護ごの加護を頼りとし、機竜が搭乗者を射しや出しゆつする。

　ＯＳが、最後の仕事を果たすと言う訳わけだ。

　無む論ろん、自分も限げん界かいだ。

　最後の機き動どうと、被ひ弾だんによって身体からだに負ふ担たんを掛けた。幾いくつかの骨をやられ、操縦室内で跳ねた破は片へんが身体に突き刺さってもいる。

　加護によって、気き圧あつ差さや風ふう圧あつで傷が開く事はないだろうが、

「さよならだ、ヴリトラ」

　もはや答えも何も無い機竜が、こちらとは別の軌道へと落ちていく。

　聞こえているだろうか。

　長年の研究と開発の成果に、幻庵は、自分も意い識しきを失い落下しながら、こう言った。

「お前は最高傑けつ作さくだよ」

　何な故ぜなら、

「私達の、里さと見み・義よし頼よりから続く、古い連れん中ちゆうの足あ搔がきを、確実に届けたのだから──」

　薄れていく視し界かいの中。夜空。高い位置から、安土に向けて落ちていくものがある。

　機き竜りゆう後部から射しや出しゆつされ、一いつ直線に落らつ下かするそれは、

「氏うじ照てる。──頼んだぞ」
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　安土あづちは、それを捕ほ捉そくと同時に反応した。

　こちらの艦かん橋きよう後部。艦かん尾びの主しゆ加か速そく器きへと落ちてくるもの。

「北ほう条じよう・氏照……！」

　副ふく砲ほう群は、既すでに追つい尾びと誘ゆう導どうを済ませている。

　何しろ、推すい進しん力のないただの落下だ。止まっている的まとを撃うつに等しい行為だ。

　だから射しや撃げきは開始されたが、おかしい。敵は、明らかに被ひ弾だんをしているのに、

「──副砲管かん制せい！　何な故ぜ、破は壊かい出来ないのです!?　──Shaja」

『迎げい撃げきされてます！　敵が、振り回す光こう剣けんでこちらの砲弾を叩たたき斬きっているのです！』

　落下が届いた。

『北条・氏照。──着ちやく弾だんします!!』
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　氏照は口を開いた。

「俺おれだあああああああああああああああああああ！」

　腕は四本。その内、三本を防ぼう御ぎよに回し、立つのは敵の中央後こう艦かん、艦かん尾びの主加速器の上だ。

　十じゆう字じを組んで作られた四角い開放口。その大きさは五十メートル四し方ほうに達する。これを破は壊かいするには竜りゆう砲ほうか、

「根こん性じようおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　氏照は、光こう剣けんの柄つか頭がしらから手首に接続された出力ケーブルに、力を通す。

　振るう剣は、光こう臨りん弾だんの技術を転用した光臨剣けん。その威い力りよくは、

「さっきのデカい剣といい勝負だぜええええええええええええ！」

　砲ほう撃げきが来る。被ひ弾だんはある。だが、動く分を守れば充分だ。大体このような副砲の掃そう射しやなど、余所よそ見みでも充分に見切れる。

「こっちは馬ば鹿か姪めいの刀とう剣けん射しや出しゆつに付き合ってんだあああああああ！　クソのような砲撃が当たる訳わけねえだろ馬ばああああああああああああああああ鹿か!!」

　いいかあ、と氏照は叫んだ。光臨剣を振り上げ、最大長ちようの刃やいばを振るう。

「武蔵むさしだって止められなかったコイツを止めたら、俺が戦せん国ごく最強おおおおおおおおお！　ハイ決まり！　あいむすとろおおおおおおおおおんぐ最強おおおおおおおおおおおおおお！」

　直後。安土が震しん動どうした。主加速器が光を帯び、

「勝負かあああああああああああああああああああ！」

　巨きよ大だいな圧力としての、重じゆう力りよく加か速そく発はつ動どう。

　安土あづちを機き動どうさせる出力の直ちよく撃げきだ。もはや副ふく砲ほうの射しや撃げきもなく、ただ周囲が光に満ち、

「小物がああああああああああ！　俺おれに怯おびえた証しよう拠こだああああああああああ羽は柴しば!!」

　全身が、強きよう烈れつな圧力で砕くだけていく。護まもりに使用していた腕も、脚あしや膝ひざも亀き裂れつを得て、散っていく。

　だが、氏うじ照てるは笑った。声をあげて笑った。

「効くか馬ばああああああああああああ鹿か！」

　光こう臨りん剣けんを、大きく振りかぶり、振るう手が砕けた。だが、氏照はその瞬しゆん間かんに自らの身体からだを動かし、己おのれの背に刃やいばを突き立てた。

　貫かん通つうさせる。そして自らを刃の基き部ぶとして、氏照は全身を安土に叩たたきつけた。

「ぶち込んだりゃああああああああ！」

　砕け、崩ほう壊かいしながら、氏照は最後に首を前に振り、それを膂りよ力りよくとして叫んだ。

「最強は誰だれですかああああああああああ!?　俺でえええええええええす！　ぴんぽんぴんぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！　おおお、俺の中の人は何ど処こですかああ!!」

　笑う。

「──氏テル、入っテル!!」







[image: 第六十五章『大戦場の指揮官』]











●






「叔父おじ上うえ……」

　東の空。側そく転てんしていく安土あづちに振り向きもせず、狭い開放型の六畳じようの上で一人の女が呟つぶやいた。

　小お田だ原わらの町が一いち望ぼう出来る丘の屋や敷しき。その一室に座る女性は、橙だいだい色いろの極きよく東とう衣い装しようを着込んだ姿すがただ。そして彼女は、髪かみ以外に何もない頭に手を挙げ、

「────」

　己おのれの髪を、長く手で梳すいた。

　彼女は手元にある幾いくつもの表示枠サインフレームを、手て捌さばきで処しよ理りしながら、

「──さて」

　ふと、顔を、横に向けた。

　そこに、蓋ふたをした大きめの器うつわがある。

「〝差し入れだあああああ！〟と、何かと言えば地ち産さんの野や菜さいと海産主体の天てん丼どん。

　地元の気を遣つかったつもりですか、叔父上」

　言った瞬しゆん間かん。東の空に、光こう源げんが発生した。

　側転する安土の中央後こう艦かん。その艦かん尾びに、光の爆ばく発はつが生じたのだ。

　しかし女性は振り向かず、器を手に取った。そして彼女は、ゆっくりと言った。

「──有あり難がたく頂いただきます。叔父上、大おお叔父上」
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　福ふく島しまは、中央後艦が大きく震しん動どうするのを視し界かいで確かく認にんした。

　右う舷げん二番艦の艦尾にいる自分からも、明確に解わかる程の大揺れだった。

　……主しゆ加か速そく器きが、破は壊かいされたで御ご座ざりますか！

　同時に、己の足あし下もとが不ふ意いに流れたような、そんな感覚を福島は得た。

　右舷二番艦を支える牽けん引いん帯たいの内、中央後艦から伸びるものが緩んだのだ。

　そして警けい報ほうが鳴った。

　中央後艦を支えるため、他の艦が牽引帯を放ち、それが連れん結けつされた。

　だが、もはや限界だ。〝安土〟からの連れん絡らくが無い事で、切せつ迫ぱくの状況がよく解る。

　しかし、福島は足下に力を得た。右舷二番艦が、回る動きの中で安定をしたのだ。

「〝安土〟殿どの……！」

　返答はない。それでも、安土全体が何も諦あきらめてはいないのは解る。

　可能な限りの、出来るだけの事をする。

　そして軌き道どうが、降こう下かに入った。

　行くのは房ぼう総そうの東。

　主しゆ加か速そく器きが失われた現在、安土あづち全体が〝戦せん場じように到とう着ちやくした〟と出来るのは、何い時つになるか。

　解わからない。

　だが、不ふ意いに言葉が来た。

　……通つう神しん!?

　九く鬼きからだ。彼が中ちゆう継けいとなって、下の状況を示す通神がこちらに届いてくる。それは、

・長安定：『どないすんねん？　──状況、見えとるやろ？』

　武蔵むさしの関かん東とう解放における交こう渉しよう役。大おお久く保ぼ・長なが安やすだ。

　彼女が九鬼と行う交渉。その台詞せりふがこちらに開放され、目に見えた。

・長安定：『そちら、撤てつ退たいした方がええで。……解わかっとんやろ？』
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「撤退って、どういう事ですか!?」

　天てん上じよう、側そく転てんを終える降こう下か態勢に入った安土を仰あおぎ、可か児には声を作った。

　そして自分が指さす先、未いまだに南の空では艦かん隊たい戦せんが続行されているのだ。

「皆、頑がん張ばってるじゃないですか！　羽は柴しば様も来ているのに、どうして撤退をしろと、そんな事言われなければならないんですか!?」

　言葉を送った先、そうですのよね……、と糟かす屋やが腕を組む。

　彼女の腕に胸が乗ったのを見て、可児はふと、こう思った。

　……あっ、意い外がいとオッパイありますね！

　意外に、と付くのが、それこそ意外を感じた。

　見た目、よく観かん察さつすれば、充分にあると言うのに。それを意外と思うとは。

　……人狼女王レーネ・デ・ガウル様の存在があるからですね！

　人狼ルウガルウ系けいというと、規格外存在である人狼女王が頭の中にイメージとして定てい着ちやくしているのだ。ゆえにふと平へい均きん値ちを見落としがちになる、という事だろう。これはいけない。これはつまり、達たつ人じんの技を見慣れていると一いつ般ぱんの手て技わざに足あし下もとを掬すくわれると言う事だ。多分。

「で、話戻しますけど、──どうして撤退しろって言われないといけないんです!?」

「ええ」

　糟屋が頷うなずき、真ま面じ目めな顔でこう言った。

「ちょっと竹たけ中なかに聞いてみますの」

・黒　竹：『えろえろえろえろえろ』

「駄だ目めでしたの」

「か、糟屋先せん輩ぱい、諦あきらめを認めるのが早いです！」

「そうしないと現場の混乱になりますもの」

　そうですね！　と言っている間に、結けつ構こう安土が傾いた。

「か、糟かす屋や先せん輩ぱい！　他に誰だれか！」

・黒　狼：『あの、嘉よし明あき？』

・きめえ：『御ご免めん、今、結けつ構こうマジに砲ほう撃げき中なのよ。アンジー御お願ねがい』

　しょうがないなあ、と脇わき坂さかが言葉を寄よ越こした。

・ＡｎＧ：『費ひ用よう対効果と、締め切りってやつじゃないかな。南西の空チェーック！』
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　糟屋は、言われた通りに、南西の空を見た。

　そして、あるものに気付いた。

「〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟が、上昇してますのね……？　あと、山やま形がた城じようがまた前に……！」

　この戦せん場じよう。最終局面と言える状況において、最も上がみが再びの動きを見せているのだ。

・ＡｎＧ：『つまり、敵はこう仕掛けてきた訳わけ。──羽は柴しばが参さん戦せんする前に、最上と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの旗き艦かんによる砲ほう撃げきで、お前の艦かん隊たいを破は壊かいするよ、って』

・カニ玉：『でも、それで艦隊が全ぜん滅めつ出来るんですか!?』

・きめえ：『するわ。というか、……多分、ここまで見越して仕組まれてる』

　あのね、と嘉明が、結けつ局きよく会話に合いの手を差し込んで来た。

　嘆たん息そく付きであろう事はよく解わかる。諦あきらめるのが、意い外がいに嫌きらいな性しよう分ぶんなのだ。

・きめえ：『これまで敵てき艦かん隊たいは、あまりこっちに明確な損そん害がいを与えてなかったわよね。つまり、こちらに補ほ給きゆうや補ほ修しゆうをさせない状態のままずるずると状況を引っ張ったって訳』

・黒　狼：『溜たまるダメージを、小さくずっと当て続けられていた、と？』

・きめえ：『そうね、ボディ打ちよ。──つまりこっちの艦隊は、結構疲ひ弊へいしてるの。

　これが毛もう利り艦隊の小型艦を相手にしてるならいいけど、旗き艦かんクラスの主しゆ砲ほう撃げきは危険だわ。

　このところの連れん打だで防ぼう護ご障しよう壁へきもまともに展開出来なくなってきているし、恐らく、一、二撃で堪たえられない』

　それに、

・きめえ：『山形城については、政治的な問題が一つ生じるわ』

　その言葉に重ねるように、また大おお久く保ぼの声が見えた。

・長安定：『どや？　撤てつ退たい、考えてくれへんか？』
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　九く鬼きは、大久保の言葉を聞いて、こう思った。

　……撤退は、出来ん。

　ここで下がれば、関かん東とうの足あし場ばを失う。

　それは、武蔵むさしが監かん視しを失い、羽柴勢ぜいに対して自由な存在になるという事だ。

　それに、関かん東とうに置く足あし場ばは、武蔵むさしを警けい戒かいするためだけのものではない。

　関東諸しよ国こくが、武蔵を中心とした大だい勢せい力りよくを作らぬようにする監かん視し役でもある。

　ゆえに、ここで撤てつ退たいは出来ない。もしも艦かん隊たいが全ぜん滅めつするとしても、だ。

・長安定：『どないすんねん？』

・九本角：『──無む理りだ。私達は、羽は柴しば君の合ごう流りゆうを待つ』

・長安定：『ならば悪いけど、最も上がみと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの旗き艦かんが、君の艦隊砕くだくで？　君が抵てい抗こうしても、艦隊が消えたら終わりやろ？』

・九本角：『消えん』

　九く鬼きは、指し示じを作り、艦隊を構こう成せいする各艦に送った上で、こう告げた。

・九本角：『今、各艦隊に散さん開かいの指示を出した。最上と六護式仏蘭西の旗艦が主しゆ砲ほうを振るっても、散開してしまえば狙ねらいはつけづらいだろう。──逃げ切れば、勝ちだ』

・長安定：『逃げ切って、それが〝撤退〟扱いになったらどないすんねん』

・九本角：『その時は、羽柴君に〝解かい釈しやく〟をして貰もらおう』

　酷ひどい指し揮き官かんだ、と九鬼は苦く笑しようした。

　もはや勝利も敗はい北ぼくも何もかも、上うわ役やくの解釈に任せてしまおうというのだから。

　だが、その上役が、何の指示も送ってきていない。

　そしてこちらが想そう像ぞう出来る範囲でも、今、自分は、

「羽柴君の、利り益えきを優ゆう先せんとした判はん断だんをしているのは確かだ」

　関東に足場を残す。それが、

「武蔵が動きを見せた際、すぐにカウンターを起こせる条件だからな」

　もしも夏休み中やその後において、武蔵が大きな動きをとろうとしたら、こちらは持続している慶けい長ちようの役えきを再開すればいい。

　それだけで、武蔵の足を止めさせる事が可能なのだ。

　本ほん能のう寺じの変へんが控えているP. A. Odaにとって、この介かい入にゆうが出来ると言うのは〝強い〟。

　だから、だ。

　だから関東の足場は、絶対に失ってはならない。

　すると、大おお久く保ぼが、違う言葉を送ってきた。

・長安定：『──九鬼、ここで最上が本当に〝参さん戦せん〟しても、ええんか？』
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　糟かす屋やは、大久保の言葉に可か児にが首を傾かしげるのを見た。

・カニ玉：『え!?　義よし光あき様、とっくに参戦してますよね!?』

・きめえ：『そういう、事実の部分とは別で、政治の部分での厄やつ介かいがあるの。

　最上を見てて解わからない？　最上は、今まで一度も砲ほう撃げきをしていないのよ？』

・カニ玉：『じゃあ、要するに参さん戦せんしてないんですか!?　義よし光あき様！』

・きめえ：『現状では、地上部ぶ隊たいを出しているけど、本人は艦かん隊たい戦せんに荷か担たんしていないわ。援えん軍ぐんを送った、という解かい釈しやくで済むわね。──私達、羽は柴しば側にとってみては』

　嘉よし明あきの言葉に、苛いら立だちが見える。その意味は、

・黒　狼：『つまり、最も上がみ・義よし光あきの乗る山やま形がた城じようが砲ほう撃げきを行ったならば、その時初めて〝最上が、国として関かん東とう解かい放ほうに全面参さん入にゆうした〟事になりますのね？』

・きめえ：『Ｔｅｓテスタメント．、──そうなったら、羽柴は、戦後において、最上相手にも戦後交こう渉しようを行わなくてはいけなくなるわ。だけど……』

　嘉明が言った。

・きめえ：『……武蔵むさし側は、どうなのかしら。最上の参戦以上に、交渉カードを何も持っていないのかしら？　これ以上、私達を追い詰める政治的なカードを』
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　……ふむ。

　思し案あんすべき内容だ、と九く鬼きは感じた。

　最上の参戦は、山形城の砲撃とセットになる用件だ。

　最上が参戦してしまうと、戦後の交渉が面めん倒どうになるし、損害が出る。

　これまでは武蔵と里さと見み、毛もう利りだけを相手にしていれば良かったものが、最上までそこに加わって来る事になるからだ。

　国家としてみた場合、これは重大な損害となる。対応するべき国家負ふ担たんが、単純計算で一・三倍強きようになるからだ。そして何よりも、

・長安定：『慶けい長ちようの役えきは撤てつ退たいが必ひつ定じよう。それならば、──艦を撃げき沈ちんされてP. A. Odaに戻るのと、多くを残して戻るのと、どちらがええねん？　君にとって』

　そういう事だ。

　ここで撤退を認めれば、今、敵と対応している艦かん群ぐんは全て残る。

　ここで抵てい抗こうを決めれば、今、敵と対応している艦群が壊かい滅めつする。

　金きん銭せん的な事を考えるなら、最上の参戦を認めるべきではない。

　だが、と九鬼は自分の思し考こうに言葉を挟んだ。

　最上の参戦。この案あん件けんは、仕組まれたものだろう。

　これまで山形城が砲撃をしてこなかったのは、義光の遊びではあるまい。このような交渉を想そう定ていして、今まで砲撃してこなかった意味を〝察しろよ〟と言っているのだ。

　充分に、察している。

　つまり、敵にとって、これだけの仕込みをする程に、この関東解放は大だい事じなのだ。

　お互いそうだ。ここは譲ゆずれない。

「さて」

　九く鬼きは、一ひと息いきをついた。

　首を回し、ぐるりと周囲を見渡す。

　空も地上も、何ど処こもかしこも戦せん場じようだ。火が跳ね上がり、音の聞こえていない場所がない。

　そして空を、轟ごう音おんと影が渡っていく。

　安土あづちだ。

　もはや身を翻ひるがえした六艦かんは、途と方ほうも無い量の気流を伴い、房ぼう総そう東の海に降りて行く。

　あれが降りたら、決けつ着ちやくだろう。

　何もかも決めるならば、安土が関かん東とうに〝到とう着ちやく〟するより先のタイミング。それを理解の上で、まず、九鬼は大おお久く保ぼに言った。

・九本角：『大久保君。この段になって、一つ、指し摘てきしよう』

　それは、

・九本角：『君としても、最も上がみがこの戦いに参さん戦せんするのを、なるべく避けたいのではないのかね？　どうだろう、その辺り』
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　小こ西にしは、夜の森を走りながら、九鬼の言葉を聞いた。

　行く先は南。里さと見みの拠きよ点てんだ。

　本ほん拠きよでは、市し壁へきを突とつ破ぱされ、皆が撤てつ退たいの流れに乗っている。

　自分の方はまだ金がある。彼らの撤退やフォローとして力が使えるのだ。

　そして木々の間を走る目が、言葉を見た。

・九本角：『──武蔵むさし勢ぜいとしても、最上がここで参戦すると、戦後交こう渉しようにて分け前が減る。更さらには、最上に恩おんを感じねばならなくなる。違うかね？』

　……上う手まいな九鬼君。

　九鬼の言っている台詞せりふは、悪意の含まれたものだ。

　だが、これは誘ゆう導どうだ。武蔵の本意を知るために、九鬼が仕掛けたのだ。

「もし、違うというなら、武蔵の考えに裏はない。つまり、これ以上はない』

　その場合、現状をよくみて、九鬼は対応を好きにすればいい。

「しかし、そうやと言うなら、武蔵にはまだ〝最上抜きでやりたい思し案あん〟があるっちゅーこっちゃ。その場合、これ以上何をされるか警けい戒かいやな」

　さあどっちやろ、と呟つぶやいたと同時。言葉が来た。

・長安定：『──阿あ呆ほ。最上に攻こう撃げきさせとらんのは、同意の上での羽は柴しば勢に対するサービスや。そこら辺、解わからへんのか』

　あっさり〝裏はない〟と大久保が認めた。彼女の言葉の内容を理解した小西は、

「おいおい」

　……決まったやないか、ソッコで。

　小こ西にしは、ふと、走りを緩めそうになって、慌あわてて脚あしに力を入れ直した。

　武蔵むさしは、最も上がみの攻こう撃げきを〝有り〟にしたいと思っている。だが、こちらが靡なびくためのサービスとして、それを止めていたのだと、大おお久く保ぼはそう言った。

　無む論ろん、これは、盛っている部分がある。

　何しろ今まで、村むら上かみ・元もと吉よしの艦かん隊たい操そう作さに対し、最上は砲ほう撃げきの援えん護ごを入れていない。もし入れたならば、その際の攻撃力は上がったかも知れないが、村上の戦せん術じゆつは大きくずれただろう。

　最上は、砲撃無しの陽よう動どう役をしなければならなかったのだ。

　それを〝もしも〟という仮か定ていで、大久保は価か値ちを与え、値ねをつり上げようとしている。

　……戦せん術じゆつの架か空くう取引やな。

　だが、これはある事実を示す。

　つまり、今の武蔵側には、最上参さん戦せん以上の交こう渉しようカードはないのだ。この戦せん場じように対し、変動を与えるカードを武蔵は用意出来ていない。

　ならば決まりだ。九く鬼きは己おのれの好きにする。

　最上が参戦したらどうなるか。そのくらい、計算出来ていない九鬼ではあるまい。

「だったら──」

　と思った瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに、大久保が言葉を重ねた。

・長安定：『九鬼・嘉よし隆たか』

　何やねん。

・長安定：『──最上が参戦して、それで終わりと、そう思うとるか？』
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　……は？

　小西は、歩速を緩めた。本ほん拠きよに急ぎたいが、大久保の言げん動どうに危険を感じたのだ。

　この相手の交こう渉しよう術じゆつは、よく解わかっている。自分の手持ちを削けずって、解りやすくした上で、しかし隠かくし込むのだ。

　隠し、相手の懐ふところに入り、いきなり喉のど元もとに突き付ける。解りやすいシンプルな仕込みだからこそ出来る、逆転性せいの高い交渉が彼女の持ち味だ。

　だが、今、この戦場に対し、大久保には何を追加投とう入にゆう出来るのか。

　……他勢せい力りよく、来とらんよな？

　各地の部ぶ隊たいからは、他国の接近を知らせるものなど、何も無い。

・長安定：『ええか？　君らが今、一番、守ろうとしてるもの、当ててやろか？』

　一ひと息いき。

・長安定：『三回言うで？　一発で当てられるか自信あらへんからな。時間を無む駄だに潰つぶす阿あ呆ほと思って、まあ、聞いてや？』

　何を勝かつ手てに進めとんねん、と思うが、確かに東の空からは安土あづちが降りてくるのだ。時間が掛かれば掛かる程、こちらが有利だ。

　……だとしたら付き合うが勝ちやな。

　と思ったなり、言葉が来た。

　自分達が〝守りたいもの〟の三候こう補ほ。

　その一つとして、

・長安定：『──関かん東とうか？』
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　大おお久く保ぼの問い掛けに、九く鬼きは何の反応もしなかった。

　ただ息を詰め、彼女の言葉の続きを待った。

　戦せん場じようの音が過ぎ、空を降りてくる大だい質量の影えい響きようで、大たい気きが動き始めている。

　何もかもが重圧に感じる中で、大久保が言葉を重ねてきた。それは、

・長安定：『あ～、ちょっつ、違ちごうたかなあ。流石さすがに当たり前過ぎやな。すまんわ』

　大久保が、大おう仰ぎようしい台詞せりふ回まわしで伝えてくる。

　そして彼女は、次の回答を寄よ越こしてきた。

・長安定：『羽は柴しばかな？』
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　可か児には、大久保の意い図とが解わからなかった。

　だから、表示枠レルネンフイグーアに来る言葉を見て、

「あの！　糟かす屋や先せん輩ぱい！」

　と、言った瞬しゆん間かんだ。糟屋の手が、こちらの胸前に渡された。

　黙だまっていろと、そういう意味だ。

　……何な故ぜです!?

　大久保が告げてくる〝君らの守りたいもの〟とは、確かに彼女が言う通りのものだ。

　関東も、羽柴も、自分達にとっては大切なもの。

　それなのに何故、糟屋も、九鬼も、じっと黙って、相手の言葉を待つのか。

　これ以上に、大だい事じなものが、あるとでも言うのか。

・長安定：『ん──。やっぱ今のも無しやな。……何か、私、ちょっつカンが鈍ってきてるかもしれへんな。次、スッパリ言うて、終わらせようか』

　そして可児は、大久保が伝える三つ目の言葉を表示枠に見た。

・長安定：『──本ほん能のう寺じの変へん』





●






　大おお久く保ぼは、相手の無む言ごんを見た。

　森の外。場所は里さと見みの本ほん拠きよ前の開けた土地だ。そこで、本拠内がクリアされていくのを待ちながら、大久保は、

　……無反応か。

　そう考え、口くちの端はしを上げた。

　勝かつ手てな思い込みであるとは解わかっているが、最後の言葉への無反応は、意味が大きい。

　それまでの単たん語ごは、関かん東とう解放と密みつ接せつなものだ。羽は柴しば勢ぜいとしても当然のものといえる。

　最後の一つだけが、関係しているようで、飛ひ躍やくしている。

　だが、思し案あんとしては解わかりやすいものだ。

　彼らが関東に足あし場ばを持っておきたい理由。それは、自分達武蔵むさし勢の動きを牽けん制せいし、塞ふさぎたいが故ゆえだろう。そしてこれから先、彼らの母ぼ体たい、P. A. Odaが持っている歴史再さい現げんとは、

「小こ牧まき長なが久く手ての戦いや、賤しずヶ岳たけの戦いなどもあるねんけど、……時代的には本能寺の変の方が先やな」

　しかもこれは、織お田だ態たい勢せいから羽柴態勢に切り替わる節ふし目めの歴史再現だ。

　飛躍ではあるが、これから先、と言う未来において、繫つながりはある。

　そして羽柴勢は、未来の何かために、関東にこだわっているのだ。

　関東が大だい事じなのではない。羽柴が大事なのではない。ここで関東を保ほ持じする事で、羽柴にとって大事な何かを守る事が出来るのだ。

　……ならば、や。

　大久保は、無言の九く鬼きに、言葉を送った。

・長安定：『九鬼君、……ええか？』

　反応はない。

・長安定：『実は私らな。この関東解放前に、とある国に、貸しを作っとんのや』
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　小こ西にしは、歩こう、とそう思った。

　大久保の告げた言葉に対し、足に上う手まく力が入らなくなっている。

　そしてまた、彼女が続ける言葉が気になってしまっているのだ。

　仲間達が撤てつ退たいを進めているというのに。

　東の空に安土あづちが降りてくると言うのに。

　……あかんわ。

　気が、完全に散ってしまった。

・長安定：『──ええか？　これから私、現場の権けん限げんで、その国にうちらの成果をくれてやろうと、そう思うわ。貸しを返すには、それで充分やろと思うしな』

　馬ば鹿かな事を、と小こ西にしは思った。別に、武蔵むさしがその国とやらに勝利権限を与えたとして、自分達には何の関係が有るものか。大体、

「今から勝利出来ると、思うてんのか!?」

・長安定：『その国の名前を教えた五秒後に、最も上がみの砲ほう撃げき、行くで。──うちの加か納のう君や、他の見立てでは、それが臨りん界かい時間や』

　ええか。

・長安定：『安土あづちの着ちやく地ち、上う手まくいくと思うてるやろ？　しかしな？　一つ、仕込んであんねん。教えてやろか？』

　それは、

・長安定：『安土な？　──着地の際、主しゆ加か速そく器きが、もう一回爆ばく発はつすんのや。それでもう、安土は参さん戦せんに間に合わん。そしてその間、こっちは最上の砲撃で、悠ゆう々ゆうと君らを壊かい滅めつさせて勝利や。──どや？』

　じゃあ、という言葉が届いた瞬しゆん間かんだ。安土が、東の空から海に着地した。

　そして、歩きながら小西は東の方角を見た。

　……安土は──。

　大おお久く保ぼの言った通りの事に、なるのだろうか。
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　九く鬼きは、高い空から、それを見た。

　着地と同時に、海を広こう範はん囲いに圧あつ縮しゆくし、押し潰つぶした安土がいる。

　その全体は、沈まず、海を東へと下り坂のように潰し広げた。

　重じゆう力りよく制せい御ぎよと緩かん衝しよう術じゆつ式しきで、後ろへと滑る空間を確保したのだ。

　そして全体が、艦かん尾び側へと滑走した。大たい気きが、こちらに一度押し寄せ、しかし、

「お……」

　大だい体積が、東へと下がる。それも一気に数キロを、だ。その時に生まれる空白によって、海が飛沫しぶきを上げて吸い込まれ、大気がそこに流れ込んで霧きりを作った。

　嵐あらしにも似た霧だ。

　だが、滑かつ走そうする全体は、堪こらえるために前方への加か速そくを入れる。

　東の海と空。そこに向かって、光が発した。重力加速時の加速光だ。

　白光が海を照らし、空に白の色を与える。

　その瞬しゆん間かんだった。

　九く鬼きの視し界かいの中、一ひと際きわ大きい光が見えた。

　安土あづちの中央後こう艦かん。その艦かん尾びにある主しゆ加か速そく器きから、光の爆ばく発はつが生じたのだ。

「────」

　言葉を失ったこちらに対し、言葉が来た。

・長安定：『ええか？　私らが貸しを作った国の名前、教えたるわ』

　押しのけよう、と九鬼は思った。この言葉は、押しのけねばならない、と。

　だが、背後から風が来た。鉄の匂においのする荒すさみ風は、

　……山やま形がた城じよう！

　至し近きんとも言える位置に、山形城が近付いてくる。その動きは止まらない。

　そして大久保からの言葉も、

・長安定：『その国は──』
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　小こ西にしは、手首を摑つかまれ、宙ちゆうに身を泳がせていた。

　表示枠レルネンフイグーアに気をとられ、完全に余所よそ見み状態だったのだ。

　気付けば、乾いた小川の流れ跡に気付かず、落ちかけていた。

　それを救ったのは、いきなりの手首ホールドという状態で、

　……う、うわ……！

　救たすかったというよりも、驚きの方が強く、小西は心しん臓ぞうを跳ね上げる。

「お、あ……！」

「──と、危ない危ない。大だい丈じよう夫ぶかい、お前さん」

　誰だれだ、と振り向くと、極きよく東とうの衣い装しようを身に纏まとった中ちゆう年ねんの瘦そう軀くがいた。

　旅衣い装しようだ。夏だというのに、長ちよう衣いを肩から掛け、

「よ」

　と、こちらの身体からだを引いて起こす力はなかなかのものだった。

　見れば背に長い一いつ刀とうを背負っている辺り、武ぶ芸げい者しやだろうか。

　解わからない。だが彼は、森の奥にいつの間にかいた数人の人ひと影かげに、

「おうい！　お前ら、ちょっと向こうの撤てつ退たい、手伝ってやれ！　俺おれは別で、遠くから眺ながめる為ために捜してるのがいるから、後でアキバで落ち合いな！」

「先生チョーテキトーじゃないかなあ。あとストーカーくさいよー」

「いいんだよテキトーなストーカーで！　次の処ところ行く土産みやげも買わないといけないしな！」

　と、彼はこちらの手を離す。そして東の方を指さし、

「あっちだ姐ねえちゃん。本ほん拠きよの方行こうとしてんだろ？　だけど、本拠の方は俺おれ達で大体手伝ってやったから、今から行くと武蔵むさし勢ぜいに捕つかまっちまうぜ」

「アンタ、一いつ体たい……」

「ああ、地元民だ。今はこっち出て、無む所しよ属ぞくだけどな」

　しれっと彼は言い、歯を見せた笑えみで肩をすくめ、こちらに白いハンカチを差し出した。

「強えんだぜ？」

　そやろうな、と言って、小こ西にしはハンカチを受けとった。そして相手に視線を向けると、

「あ……」

　いつの間にか、彼の姿すがたが消えていた。

「何や、一体」

　と、手にした白の布で頰ほおを拭ぬぐい直しながら、小西は呟つぶやいた。

「……仲間達に、顔、合わせるにも、しっかりせんとな。だって……」

　気付いていた事がある。

　先さき程ほどまで空にあった砲ほう撃げきの音も、銃じゆうの響ひびきも、何もかもが、今、なくなっている。

　無人の森の中。虫の音ねの浸ひたる闇やみで、小西は白の布で顔を覆おおう。

「九く鬼き君」

　震える声で、小西は言った。

「──撤てつ退たい、認めたんやな」
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●






　九く鬼きは、戦せん場じようであった空間を見渡していた。

　関かん東とう。

　房ぼう総そう半はん島とうの南から見れば、北から西に掛けてが、その土地の全てだ。

　東の海に安土あづちを置き、北の方角に自分達の艦かん隊たいと毛もう利り艦隊を据すえた空。

　西には山やま形がた城じようと、〝狩猟館パンシヨン・ベルサイユ〟の姿すがたも近くにある。

　海の上からも、浜からも、森や斜面からも、火の赤や煙が上がっており、時とき折おりに誘ゆう爆ばくの鈍い響ひびきも聞こえてくる。

　だが、今、こちらの耳に届いてくるのは、風音が主だ。

　海風だ。

　熱された鉄の空気を洗うように、東からの風が吹いてくる。

　そして九鬼は思った。沈ちん黙もくと、不動の何もかもを見て、こう思った。

　……もはや、自分が、これ以上の戦せん域いきを構える事はあるまい。

　己おのれのキャリアの中で、最大の戦せん闘とうだったと思う。多くの事が有り、ここで初めて学んだ事も多かった。

　特に、強敵との再会と、その戦せん術じゆつとの遣やり取とりは、一いつ生しよう記き憶おくに残るだろう。

　しかし、と九鬼は心に楔くさびした。改めて、ここで言う。それは、

「慶けい長ちようの役えきに参さん戦せんした総員に、代表の九鬼・嘉よし隆たかが告げる」

　口を開き、言葉を放った。

「我々は、関東からの全面撤てつ退たいを行う」

　息を吸う。震えが無いのは大したものだと、そう思いながら、

「──ここに、慶長の役の歴史再さい現げんを終了する!!」
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「流石さすがよのう、九鬼・嘉隆」

　山形城の艦かん橋きよう上。もはや裸ら眼がんで確かく認にん出来る距離から、義よし光あきは九鬼を見み据すえた。

　未み明めいが近付いた時じ刻こくとは言え、夜の闇やみの中だ。光こう源げんは各艦の吹き上げる炎ほのおと、大地からの火か焰えんであり、甲かん板ぱん上に立つ男は影として見えている。

　だが、義光は一つ頷うなずき、評ひよう価かを送った。

「戦せん術じゆつ家かとして前線に出すには、勿もつ体たいない程の政治眼がんよの」

『どういう事だモン!?　義光様』

　Ｔｅｓテスタメント．、と、義光は鮭しやけ延のべの身体からだを摑つかんで伸ばしながら、こう言った。

「大おお久く保ぼとやらが持ち出した〝貸しのある国〟。あの意味ぞえ」

　武蔵むさしの代だい表ひよう委員長は、九く鬼きにただ一ひと言ことを告げたのだ。その国名は、

「──上越露西亜スヴイエート・ルーシぞえ」
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　成なる程ほど、と義よし光あきは苦く笑しようした。

「確かに、長なが岡おか・忠ただ興おきと本ほん庄じよう・繁しげ長ながの相あい対たい戦で、繁長は勝利しておるのよな」

『それで、何が変わるんだモン!?　武蔵の連れん中ちゆうが、この勝利を上越露西亜に振ったら、一いつ体たい何が起きるんだモン!?』

「鮭しやけ延のべがいると、自分の理解が進んで良いのう」

　と、延ばしていた鮭延を手放し、勢いよく戻るのを確かめてから、義光は笑う。

　笑えみの口くち元もと。それを彼女は大おお扇せん子すで隠かくし、

「──上越露西亜に対たい羽は柴しばの勝利を与えると言う事は、上越露西亜が今後のP. A. Odaや羽柴に対し、牽けん制せいする機き会かいを得ると言う事。それも〝武蔵の手引き〟で、な？」

『それは──』

「上越露西亜は、P. A. Odaの隣りん接せつ国。それも、本ほん能のう寺じのある京きよう都との至し近きんぞえ？

　この意味、解わかるかえ？」

　義光は、九鬼に視線を戻した。眉まゆを立て、口くちの端はしを上げ、

「あの九鬼は、関かん東とうを失う代わりに、何もかもを守ったのだえ？　もしも上越露西亜に勝利権けん益えきが渡ったならば、武蔵勢はその交こう渉しようなどと、理由をつけて上越露西亜に行くやもしれぬ。

　そして本能寺の変が生じた時──」

『上越露西亜の傭よう兵へいとして、介かい入にゆうをするかもしれないモン!?』

「鮭延がいると、無用な煽あおりが避けられて良いのう」

　義光は苦笑した。

「ノヴゴロドで生じた魚うお津づ城じようの戦いによって、P. A. Odaの柴しば田た勢ぜいは上越露西亜から撤てつ退たいの手て筈はずを整えておる。これは、柴田勢が本能寺の変に対して動ける一方で、上越露西亜の動きを防ぐ力が無くなっているという事でもあるのだえ？

　上越露西亜としては、別に京都方面への侵しん行こうは、上うえ杉すぎ家としてではなく、露西亜ロシアの雷らい帝ていとして行ってもいいからの。──武蔵勢としては、上越露西亜の勝利権益の発はつ揮きに便びん乗じようし、傭兵として本能寺に踏み込める機会であったのだえ」

　だが、それを九鬼は察さつ知ちした。

「武蔵勢としては、本能寺への介入機会を失った。

　羽柴勢としては、関東で牽けん制せいする足あし場ばを失った。

　しかし武蔵勢は関東を取り返した。

　しかし羽柴勢は本能寺を確保した。

　どちらもベストな結果ではないが、武蔵むさしはベターな結果を得て、羽は柴しばはバッドな流れを切り捨てた、と言うところであろうよ。──内容的には、武蔵の勝利ぞえ」

『勝利だモン！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、義よし光あきは大おお扇せん子すを下に振った。

　山やま形がた城じようへの降こう下かの指し示じ。それを手振りで行いながら、狐きつねは一つ頷うなずいた。

「しかしまあ、義よし康やすの軍ぐん師しとして出てきた、あの大おお久く保ぼとやら。……小お田だ原わらでも戦せん闘とうを凌しのいだりとなかなかの度ど胸きようを見せたが、今回もまたやったものよのう」

　口くちの端はしに笑えみを浮かべ、それを隠かくさず、義光は呟つぶやいた。

「──あの状況でブラフをぶち込むとは、なかなか出来る事では無いぞえ？」
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　大久保は、戦争終了の報告を武蔵に送り、一ひと息いきをついた。

「まーた、上う手まく乗せられんかったなあ。──どーせなら山形城の砲ほう撃げき付きで、上越露西亜スヴイエート・ルーシも巻き込んでしまいたかったねんけど」

「御お嬢じよう様さま、あまり心に無い事を言って強気キャラを演じるのは止めた方がいいかと」

「そうかあ？　加か納のう君、私の事、変にキャラ作っとらん？」

　いえいえ、と、加納は収しゆう支し報告などの概がい算さんをまとめながら言う。

　正面。本ほん拠きよは撤てつ退たいの流れが確定したために静かだ。こちらの方に声の群が近付いてくるのは、羽柴勢を追うのをやめた皆が、状況報告に来ているからだろう。

　だが、皆が集まるのを見つつ、加納が言った。

「御嬢様、無む茶ちやが過ぎます。──何しろ、あの切せつ迫ぱくした中で〝安土あづちの加か速そく器きが爆ばく発はつする仕込み〟とは何事ですか一いつ体たい。聞いた事もありません。この加納、思わず訂てい正せいしかけました」

「ええやん。説得力出たやろ？」

　大体、と大久保は仕方なさそうに笑みを作って告げた。

「いかなる大おお型がた艦かんで、装そう甲こうが分ぶ厚あつかろうと、──否いな、装甲が厚ければ厚い程、破は損そんしたままで高速機き動どうすれば、そこに風が激げき突とつして内ない破はするんや。

　亡ぼう国こくの皆がようやってくれたわ。……艦かん尾び主加速器。恐らく出しゆつ力りよく切って、それで安土は安心してたんやろ。だけど見ていた限り、側そく転てん中は大だい丈じよう夫ぶでも、大たい気きが圧あつ縮しゆく状態になって爆発する着ちやく地ちの際には耐えられん」

　大久保は、左の義ぎ腕わんを上に掲かかげた。

「安土は経験無いから知らんやろうけどな。──私は実じつ地ちで知っとるんよ」

　無む論ろん、と大久保は言葉を付け加えた。

「ブラフやけど、実際に主加速器は破は裂れつ。内部に残ざん存ぞんしていた流りゆう体たい燃ねん料りようが過か熱ねつして、派は手でな爆発に見えたやろうし、実際、その時の衝しよう撃げきで〝到とう着ちやく〟は遅れた筈はずや。

　噓うそは何も言うとらんで？　加か納のう君」

「だから無む茶ちやだと判はん断だんしているのですよ、御お嬢じよう様さま」

　ふむ、と加納が顎あごに手を当てた。彼女はとりあえずの収しゆう支し報告を武蔵むさしに送って、

「──本当に強気でしたら、そろそろもう一回副ふく会長と勝負してみますか、御嬢様。

　……何ですか御嬢様。その、見た事が無い表情は」

「いや、加納君、……あれは、強気でどうなるもんでもあらへんから」

　うん、と大おお久く保ぼは吐と息いきで言った。

「あれは、──おかしいから」
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「おかしな話だねえ」

　と、幻げん庵あんは、霜しもの大だい地ちの上で呟つぶやいた。

「夏だというのに、降りてみたら、ここは雪でも降ったかのようだよ。そしてまた義よし頼より達の後を付いていたばかりの小こ娘むすめが、今は里さと見みの代表で、──羽は柴しば達に勝利してしまったか」

「喋しやべるな。──すぐ、ちゃんと治ち療りようの出来る連れん中ちゆうが来る」

　無む駄だだよ、と折れた木の幹みきを背もたれにして、幻庵は思った。

　義よし康やすが、何とまあ用意の良い事か、非常用の治療術じゆつ式しきや包ほう帯たいなどをもって、こちらの止し血けつや安静を果たそうとしてくれている。

「いきなり上から降ってきて、何だ一いつ体たい、貴き様さま。……羽柴に北ほう条じようが喧けん嘩か売った証しよう拠こが、本人として降りてきてどうする」

「私だけじゃないだろう。先に行った連れん中ちゆうだって、馬ば鹿かのように死んではないだろうさ。調べてみてくれないかい」

「確かに救きゆう難なんが幾いくつかあると報告はされている。生せい死し不明ではあるがな」

　そうかい、と幻庵は笑みの息をついた。

　鉄の味が、口に染しみるが、言うような事ではない。今はただ、戦せん果かを誇るものとして、

「別に羽柴も参さん戦せんしていた訳わけじゃないし、私達も身み分ぶん無しさ。──戦せん力りよくとして不明な連中に対し、名無しの馬鹿どもが突っかけたと言う訳わけさ」

　大体、と幻庵は苦く笑しようして言った。

「死んでいた方が、良かったかい？」

「そんな事は、誰だれも望んでいない」

　そうかい、と幻庵は首を下に振った。

　……変わったねえ。

　昔は、何だかんだと義頼や姉あねにくっついていたろうに。

　それが〝義頼も望んでいない〟ではなく〝誰も〟と来たものだ。

　その誰かの中には、自分も含まれているのだろう。

　……もはやこの子は、自らで考え、他人を忘れずに生きていく。

　寂しいか、義よし頼より、先せん代だい。この子の中で、君達は、特別ではあれ、唯ゆい一いつではなくなった。

「何がおかしい」

　言うと、君は治ち療りようの手を止めるだろう。

　無む駄だな行為だが、それでやめるのは、君らしくない。

　私としては、血が流れ過ぎたし、何よりもまず、自分が限界だと解わかるが、君はそうじゃない。私と相あい対たいした時のように、何とか出来るのではないかと、幾いく度ど挫くじけても前に出る。

　そして私はこれから、君の挫きの一つとなる。

　……だが、忘れるなよ。

　同じような者がいたら、同じようにしろ。

　半合ごう一いつの負ふ担たんは、やはり厳きびしいものだな、と今いま更さらながらに思う。ヴリトラがいるならば、その辺りを相そう談だんして、改善していきたいが、と、そこまで考え、

　……おっと。

　そうではない。

　見ておきたいものがあるのだ。

「すまんね。ちと、西に身体からだを向けてくれ」
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「え？　あ、ああ」

　と、幻げん庵あんは義よし康やすに肩を支えられた。腰を膝ひざで押され、身はゆっくりと西を見る。

　北ほう条じようが、視線の先にある。

　勿もち論ろん、現実はそんなに甘くない。視し界かいは、ずっと焦しよう点てんが不確かなままだ。血けつ圧あつが下がって、目に力が入らなくなっているのだ。

　だが、燃え落ちた艦かん群ぐんの宿る三み浦うら半はん島とうからの海岸線の向こう。

「あれが、北条の地か」

　暗くて見えないが、解わかる気がする。

「もし、里さと見みを攻め落とせていたら、これと同じ光こう景けいが見えたのだろうねえ」

「私が小お田だ原わらで思いもしなかった事をよく思いつくな」

　吐と息いきをつけ、しかし不ふ意いに義康が言った。

「感謝する」

「いいよ」

　別に、感謝ならば、小田原でもう得ている。今は、どちらかといえば、

「礼れいを言うのは、こちらの方さ」

「……何な故ぜ？」

「義よし頼よりに対する、義ぎ理りを果たせたのさ」

　何故なら、

「生きて、戻った」

　解わかるか？

「──彼のした事が、私を、ここに連れてきてくれたのさ」

「そうか」

　震える声が、肩の上に落ちた。

「私もだ」

　そして、

「──私が、ここから先に、連れて行く」

「……そうかい」

　来るか、とは言われなかった。

　そのくらいは、理解している子だ。頭は良い。真まっ直すぐ過ぎるだけで。

　しかし、それゆえに、何かの決けつ着ちやくを得たという、そんな確信を頂いただき、幻げん庵あんは告げた。

「行くのかい」

「ああ」

　だったら、と幻庵は告げた。

「私達は、ここで、それを見ていよう。私達がつけた道の、この場所で」

　幻庵は、深く息を吸った。

　……そうとも。

〝私達〟だ。

　この子が〝誰だれも〟彼もであるならば、自分は〝私達〟だ。

　この、真ま面じ目めな若い指導者が、引きずって何ど処こにでも連れて行ってしまいそうな連れん中ちゆうを、自分が、ここに留め置こう。

　義頼も、先せん代だいも、失われた者達も何もかも。

「私達がここで見ているから、安心するといい」

「……Ｊｕｄジヤツジ．」

　Ｔｅｓテスタメント．でいいだろうに、罪ざい悪あく感かんを抱くなよ、と幻庵は内ない心しんで苦く笑しようする。だが、

　……あ。

　力が、手の先から消えて行く。脈みやく動どうが四し肢しを戻って来て、送れない感覚。

　身に力を入れるために、幻庵は息を吸った。

　夏なのに、冷たく、澄すんだ空気が肺はいの中に入る。息を吐けば、己おのれの血の匂においがするというのに、ああ、何とも、

「里さと見みはいい土地だ。海に囲まれ、しかし大した山もなく、森の空気が行き来して──」

　朝日が差してきた。そんな感覚を幻げん庵あんは得た。

　北ほう条じようからは、里見越ごしに見る事となる朝日だ。

　明確に、北条にはないと言えるもの。そんな事を今いま更さら思うのは、子供っぽいだろうか。

　……若いねえ。

　苦く笑しようし、暖かい光を感じながら、幻庵は視線を前に向けた。

　そして、光を見たまま、幻庵はそのままになった。

　何もかもが、止まったのだ。
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「──幻庵」

　名前を呼ばれ、幻庵は、ふと視線を上げた。

　場所は小お田だ原わらの浜。突き出した桟さん橋ばしの端はしだ。海に釣つり糸を垂たれていた自分に、後ろから声を掛けてくるのが誰だれかは、振り向かずとも解わかる。

「早そう雲うんかい。──何だい一体」

「Ｔｅｓテスタメント．、──貴き様さまが申しん請せいしていた機き鳳ほうの開発申請、うるさい連れん中ちゆうが許可を出したぞ」

「今いま頃ごろかい。湾を渡るなら、一いつ瞬しゆんで済む機鳳の方が安全でもあると、ようやく理解されたか」

「Ｔｅｓ．、最近は、向こうからも喧けん嘩か仕掛けてくるようになったからなあ。……北条と名乗り、幕ばく府ふの残ざん党とうを追い出してみれば、それが対岸で一いち勢力になるとは」

　そうだねえ、と幻庵は苦笑した。

　餌えさだけとられた針を上げ、

「こっちは、罪ざい悪あく感かんありでやってるんだから攻めないで欲しいんだが」

「何だ貴き様さま、練ねり餌えか」

「生き餌は忍しのびない」

　は、と声が笑った。

「それがよく、機鳳の開発研究を申請した」

「私としては、機き竜りゆうを望んだ筈はずだがね」

「伊い勢せ様の機き嫌げん取りをこれ以上やれというのか」

「生存率りつは上がるよ。それに私としては、……死にたくないのさ。

　死ねば、君達四よん代だいに仕える事も出来なくなるからね」

「あのな？　……その考えで、対岸を制せい圧あつ出来ると思っているのか？　いやまあ、事務系けいの貴様が、戦せん事じに関わろうとするなど、それこそ、今時分に雪が降るようなものだが」

「Ｔｅｓ．、でもねえ早雲」

　幻庵は、餌をつけて、その付き具ぐ合あいを掲かかげて確かめた。

「何い時つになったら、この争い、終わるんだろうねえ」

「知らぬのか、幻げん庵あん」

「何がだい」

　振り向かずに問うた背後。声が、こう教えてくれた。

「もう、終わったろう。お前達の御お陰かげで」

「────」

　幻庵は、ふと、息を飲み、竿さおを下ろした。

　桟さん橋ばしに立ち上がりながら、後ろに振り向く。

　すると、そこには、誰だれもいなかった。

　ただ、無人の桟橋が有り、しかし、その向こうには、浜が有り、土ど手てが有り、小お田だ原わらの町と、造り出したばかりの小田原城じようが見えている。

　空は晴れ。夏だ。

　幻庵は、息を入れ、桟橋を歩き出した。

「そうだった……」

　街に戻ろう。城に行こう。そこで、皆に話す事がある。

「戦争は、終わったんだよ。私はそれを、見たのさ」

　そして、

「世界は、小田原だけじゃなく、関かん東とうだけじゃなく、もっと大きく広がって行って。

　もっと先に行こうとする子達が、躊躇ためらいなく、先へ進んでいくのさ」

　幻庵は、早足に桟橋を渡った。砂を踏み、前に出ながら、

「皆」

　街のざわめきが聞こえてくる。遠く、こちらを呼ぶ声もする。

　懐なつかしい、その音と声の中に踏み込みつつ、幻庵は言った。

「信じられるか、皆」

　ああ。

「私達が、彼らの道をつけたんだ……！」
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　眠っているかのような顔で、しかし動きを止めた長ちよう寿じゆ族ぞくの老人に、義よし康やすは黙もく礼れいした。

　周囲はまだ夜の闇やみ。

　しかし老人は、最後の瞬しゆん間かんに、何か光を見たように視線を上げた。

　間ま際ぎわの一いつ瞬しゆんに、幸いなものを見る事が出来たならば良いと、義康はそう思い、敢あえて今、彼の目を閉じるような事はしなかった。

「そうとも」

　老人が見た北ほう条じようの方角に視線を向け、そして辺りを見渡し、

「北条の名を失って、ようやく、道を重ねる事が出来たか」

　目め尻じりに浮かんだものを腕で拭ぬぐい、義よし康やすは言った。

「里さと見みもいずれ、名を失い、消えて行く」

　だが、

「その時には、また、行くべき処ところに行っているとも」

　そして義康は、表示枠サインフレームを開いた。宛あて先さきは総員に設定。息を吸い、白の平へい原げんの中。月明かりの反射を受けながら、義康は叫んだ。

「里見・義康が、ここに終しゆう戦せんを宣せん言げんする！

　関かん東とう解放、今、この時点で完了とし、完全終了だ……！」

　息は吸わない。肺はい腑ふには、充分な言葉が詰まっている。だから、

「総員、先せん達だつがつけた道に対し、ここで別れの一いち礼れいを送れ」

　義康は、空に声をあげた。

「──これより我々は、武蔵むさしを支持し、行動を共にするものである！」







[image: 第六十七章『屋根下の語り部』]
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「羽は柴しば様達が、慶けい長ちようの役えきに間に合わなかったんです……？」

　と、狭い部屋の中、高い位置で声が生じていた。

　左さ近こんだ。

　彼女は、輸ゆ送そう艦かんの内部、六畳じよう程の一室で身を起こしていた。

　眠っていたのだ。

　何しろネルトリンゲンの戦せん闘とうは未み明めいから行われるが、輸送艦への乗り換えのため、左近はここまでを眠っていなかった。圧あつ縮しゆく睡すい眠みんで六倍を掛けると、流石さすがに寝覚めは悪いが、

　……でも、頭は結けつ構こうスッキリしたですよう。

　とはいえここは一いつ般ぱん用の休きゆう憩けい室しつではない。ベッドが壁に三段で並んだ休憩室は、身長三メートルの左近が寝られるものではないからだ。一回試しでやってみたら、艦の揺れで両脚あしが通路を渡って向かいのベッドに侵しん攻こう。寝ね間ま着きの裾すそもめくれて大おお恥はじをかいて死にたくなった。

　結局、事務方かたの勧すすめに遠えん慮りよしたのがいけなかったのだと、今回は部屋を一室借りている。

　輸送艦故ゆえに居きよ室しつではない。貴き重ちよう品ひんなどを保管する倉そう庫こが、空くう調ちようなども整っているし、戦せん闘とう時じには使用しないという事で宛あてがわれたのだ。

　ベッドは使えない。だから自分で持ち込んだ特とく注ちゆう毛もう布ふを広げての床ゆか寝ねだ。皆はもっと上等にと気き遣づかうが、正直、襲しゆう名めいする前までは床寝や茣ご蓙ざ寝が普通。藁わら寝が結構良かったけど背中がかぶれるのがちょっと難なん。襲名して、支し度たく金きんで一番に買ったのが特注毛布。足先まで届くのが愛しい。今度は禁きん断だんのアイテムである枕まくらも行くですよ。羽う毛もう。おおっ。

　ともあれ圧縮睡眠でもすぐに起きられたのは、毛布のおかげだろう。

　目覚めると、ネルトリンゲンまでの時間と、別ルートで先行する輸送艦一番艦に追いつきそうだという旨むねが表示枠レルネンフイグーアで記されていた。

「見えるんです？」

　窓に頰ほおを付けて前を見ると、薄うす暗ぐらい世界が見えるだけだ。眼がん下か、幾いくつかの街や集落、街かい道どうの形で明かりが落ちていて、綺き麗れいだと思う。

　……でもこれから戦争なんですよう。

　仕方ない、と左近は思う。

「慶長の役が、よく解わからないけど、よくない結果だったそうですよ……」

　正直、田舎いなか者ものだったので、世界情勢とかかなりアウトだ。

　大体、生まれはオーストリア。極きよく東とうの情勢は更さらに解らない。一応は勉強してきているが、基き礎そ知ち識しきばかりで、細かい部分はやはりアウトだ。しかしそれ以上に、

「現場が大だい分ぶ不安ですよう……」

　根こん性じよう無なしで泣き虫だから、ひどく迷めい惑わくを掛けたりがっかりさせる事になるかとも思うが、もはや三みつ成なりに御ご免めんなさいしても意味が無い状況だろう。

　何があっても、やっていくしかないのだ。

「ですよう……、と」

　呟つぶやき、身を起こす。が、腰を上げると即そく天てん井じようだ。毛もう布ふに座り込んで、寝ね間ま着きからインナースーツに着替えていく。

「ホント、三成様は、変わり者ですよ……」

　以前。スカウトされた際に、心しん底そこそう思ったのだ。

　だが、その時、印いん象しよう的な台詞せりふをこう言われた。

「──自分は情報体たいなので感情がありません、と」
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　左さ近こんは思い出す。当時の事。機き密みつ故ゆえに人払いとして、教員室は無人となり、防情報ステルス結けつ界かいが旧派術式で張られた。

　自分の身体からだにも反応があるくらいの強力な結界の中、ノイズ混じりに三成が言った。

『私には統計的反応はありますが、感情がありませんので、貴女あなたが今、どう思い、そして、戦せん場じようにてどのような思いを得るかが想そう像ぞう出来ません』

　つまり、

『私が欲しいのは、貴女という人間そのものよりも、貴女の性能と、そう言えます』

「だったら」

　と、自分はその時、失望のようなものを感じた。

　その意味をよく考えて、失礼ではないように、こう応答したのだ。

「私は、道具です？」

　だったら、終わりだ。幾いくら何でも、機き械かいのように扱われるのは嫌いやだ。相手がどれだけ偉くても、理由があっても、自分は人を押しのける事をしたくないのだ。

　だから、終わりだ。

　しかし、三成は、顎あごに手を当ててからこう言った。

『違います。貴女は道具ではありません。道具は私の方です』

「それは──」

『私には感情がありません。だから貴女の感情を理解しない言げん動どうや指し示じをする事になるでしょう。しかし、だからといって、貴女が日常や戦場で、人間であってはならないという事ではありません』

「……それは、酷こくな話では、ないです？」

　何な故ぜなら、

「私の感情を残したまま、戦場で、傷つけと、そう仰おつしやるのです？」

『その理り屈くつが解わかっても、本質が、私には解らないのです。しかし──』

　しかし、

『感情を理解出来ないがゆえに、貴女あなたの意に沿わぬ命令を下し、それが貴女の負ふ荷かになるという事は、理解が出来ます。統とう計けい的に見て、それは、悪あしき範はん疇ちゆうの事だとも』

「だったら」

『それでも私には、貴女の性能が必要なのです』

　当時の自分は、言葉を失った。

　こちらの人間性を無視するという理屈は、三みつ成なりにも解っている。それがいけない事だというのも、理解出来ているのだろう。

　それでも、だ。それでも敢あえて、彼女はこちらを欲している。だが、

　……駄だ目めです、よ。

　駄目だ。この相手は、本当に、こっちの本心を理解していない。

　人間性を無視するのは悪い事だと解っていても、それは、理屈の部分だ。こちらがどうしてそこを気にしているのかを、彼女は理解が出来ない。

〝この行為は悪い〟という枠わくに当てはまったから、そう判はん断だんしているに過ぎないのだ。

　だけど、と当時の自分は、こう思った。

　私のこの身長。

　腕や脚あしの長さ。

　力の強さ。

　他、望んでもいない能力など。

　人に手を伸ばす時でも、声を掛けてからでなければ危ない自分だ。

　そんな風ふうに、他を気き遣づかい、己おのれを抑えてきたもの全てを、しかしこの人は欲している。

　木の枝から降りられなくなった猫ねこを、手を伸ばして救うのとは違う。

　雨の日に、この身体を皆の傘かさにするのとも違う。

　子供達が列を乱さないよう、引いん率そつの手を回して囲うのとも違う。

　誰だれかを自分が助ける事で、この身の居い場所を作るのではない。

　その身で助けて欲しいと、居場所を用意してくれる人がいるのだ。

　駄目だ。

　どう考えても、これはナチュラルな甘かん言げんですよ？　今まで自分が抑圧してきた事、それに対しての解放を餌えさにされているのだと思う。だけど、

『──貴女が戦せん場じようで傷つき、感情に振り回される事があろうとも、もしも貴女が性能を発はつ揮きしてくれるならば、私は、貴女の何もかもに意味を捉とらえます』

「私が、もう嫌いやだと、泣き出してもです？」

『Ｔｅｓテスタメント．、その感情を、私のせいにして下さい。何な故ぜならそれは、私が望んだ性能の代だい償しようだからです』

　つまり、

『私はそれ無きゆえに、私の感情の部分を貴女あなたに預けます。性能を全ての本質と捉とらえる私の、空白となっている半分。その部分に収まるべき感情を貴女に預けます。──どうでしょうか』

「いいんです？」

『何がです？』

「私、怖こわがって、震えて、ろくに動けなくて、泣いて、嫌いやだと言って逃げ出しますよう」

『構いません』

　三みつ成なりが、静かに言った。

『たとえそうであっても、私の望む性能を持つのは、貴女しかいないのです』

　馬ば鹿かです、と自分は思った。この人は何を言っているんですよ、と。

　もし襲しゆう名めい者しやとなった自分が、そんな事になったら、歴史再さい現げんに失敗する可能性だってあるではないか。

　ひょっとして〝そんな事はすまい〟と、高をくくっているのだろうか。でも、

「──もし私が襲名を拒否したら、どうしますよう」

『その時は、私が、島しま・左さ近こんを二に重じゆう襲名します』

「……性能は、どうするんです？　貴女では、足りないんですよう？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と三成が頷うなずいた。

『私が信しん奉ぼうする〝性能〟。違たがえる他人に渡すくらいなら、私の中で〝無いもの〟とします』

「その他人は、戦せん場じようで使い物にならない私と違って、有能かもしれませんですよ？」

『構いません。──私が島・左近と認にん識しきし、己おのれの感情を預けられるのは、貴女だけですから。それ以外は、どれだけ有能であろうと、それ以外なのです』

　参まいってしまった。

　ここまで人に欲された事は今まで無い。だがその一方で、この誘いは、自分を傷つける結果になると、それも解わかっているのだ。しかし、

「────」

　ふと、これだけの言葉を送ってくる相手の顔をよく見ようとして、自分は目の前の表示枠レルネンフイグーアに手を伸ばした。

　右手を前に出した瞬しゆん間かん。己は気付いた。いつものように、脅おどかさないように、声を掛けたり、手の回し方を気付かったりと、そういうのを何もしていなかったのだ。

　……いけないです。

　でも、そこから先が、いつもと違った。

　表示枠の中の三成は、動じる事もなく、触れるのに任せたのだ。

　……そっか。

　感情が無いのだ。怖おそれも薄く、たじろがない。

「そっか」

　自分は、身を起こしていた。立ち上がれば、天てん井じように頭がつかえる。

　だけど自分は、三みつ成なりの表示枠レルネンフイグーアを両手で持ち、掲かかげるように上げ、

　……そうですよう。

　今まで、いろいろ手を差し伸べ、触れる事が許される機き会かいはあった。

　だが、人形や縫ぬいぐるみで代用しなくても、

「三成様？　……もし、戦せん場じようから帰ってきて、私が感情動かしてたとしたら」

　自分は、三成の表示枠を両手で掲げ、上下に揺らす。そして胸元に引き寄せ、

「──こんな事して、いいです？」

『構いませんが？』

「じゃあ決まりですよう」

　自分は決めた。夕日の差す、無音の教員室でこう決めた。

「私の性能を、三成様に預けますですよう」
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　あれからホント、よく泣かされた。

　左さ近こんは、これまでの訓くん練れんを思い出す。

　……人間、合う、合わない、って、ありますですよー……。

　本当に、戦場に出たり、他人を押しのけるというのは性しように合っていない。訓練の段階で、自分はどうしてこんな事をしているのだろうと、そう思うと泣き出してしまう。でも、

「今回本ほん番ばん、出来るだけの事はしたいですよう」

　ただ、気になっているのは、自分の装そう備びだ。

　柴しば田た隊たいの方と丹に羽わ隊の方から、共同開発で送られて来た機き動どう殻かく。

　先行する一番艦かんの方には、自じ律りつ型のものがあるらしい。

　そして自分用のものは、どうも今け朝さ方にＯＳが組み込み終了したらしく、ほとんどぶっつけ本番だ。これまでの訓練で、その機動殻への対たい応おう訓練などは済ませてきたが、

「大だい丈じよう夫ぶだといいですよう……」

　と、着替え終え、立ち上がる。これからその機動殻を装そう着ちやくし、係の人達が調ちよう整せいを行うというのだ。そのまま出しゆつ撃げきになるだろうが、しっかりせねば。

　だが、頭を下げて通路に出つつ、左近は手て元もとに表示枠を開いた。そこには、格かく納のう庫こにある機動殻の初しよ期き設定が終了した事と、自分が行っても大丈夫だという旨むねがある。

　薄うす暗ぐらい、硬こう化か木もく造ぞうの通路。そこを身を屈かがめて行きながら、左近は、

「しかし、何て読むんです？　この、機動殻のＯＳの名前」

　表示枠レルネンフイグーアには、一つの名前が記されていた。自分の主しゆ装そう備びとして、これから長く付き合う事になるであろう名前。

〝鬼武丸〟という三文字が、そこにあった。

　オニブ？　タケ？　と呟つぶやきながら、左さ近こんは薄うす暗ぐらい通路を歩いて行く。
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　クリスティーナは、廊下の薄い暗がりの中、茶ちやと菓か子しを運んでいた。

　自分と、巴ともえ御ご前ぜんのものだ。

　侍じ女じよのマリアは、自分が運ぶと言っていたが、彼女もそろそろ屋や敷しきを退たい出しゆつしなければいけないのだ。聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、マリアは最さい期ごの瞬しゆん間かんに立ち会わなかったのだから。

　死ぬのは一人。そう決めている。

　……巴御前が、引き留めそうな話ではありますとも。

　一ひと息いきを入れ、クリスティーナは周りを見る。

　そこに、爆ばく薬やくの壁があった。
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　クリスティーナは満足する。

　現在、この屋敷の中は、壁と天てん井じようの全面と、床下に爆薬が仕掛けられている。

　火か気き厳げん禁きん。定てい時じまで爆ばく発はつしてはいけないからだ。

　……さて。

　世界は動いている。

　自分は放ほう置ちされ、置いて行かれてしまったように感じられる。

　歴史再さい現げんが、自分に正しく働くならば、世界はどうなるのか。

「これからの世界、どうなりますでしょうね……、ええ」

　今や世界は戦せん国ごく時代であり、三十年戦せん争そうで御お盛さかんだ。

　英えい雄ゆう達が好むのは、やはり戦争だとクリスティーナは思う。

　彼らは戦って時代を動かし、そして立ち去る事によってまた時代を動かす。

　だが、後者が問題だ。事故によって発生する事も有り、先が読めない。

　先せん代だいのグスタフ二に世せいがそうだった。

　彼は、新戦せん術じゆつと武ぶ装そうによって瑞典スウエーデンを強国とした英雄だ。

　しかし、聖譜記述の通り、不ふ意いに彼は戦せん死しした。

　あの死さえなければ、自分の今も違ったろう。瑞典は強国として名を広め、自分はその出先機き関かんとして、欧おう州しゆうに意味を持っていられた筈はずだ。

　しかしそうではなくなった。

　だからクリスティーナは思う。聖せい譜ふ記き述じゆつや歴史再さい現げんというものは、どれ程に〝決まり事〟なのだろうか、と。

　自分はそのレール上にいて、それを利用していたと思うのだが、先せん代だいの死と共に、時代から切り離されてしまった。

　自分は〝決まっていなかった〟のだ。ただ、それを錯さつ覚かくしていたに過ぎない。

　我が国も同じで御ご座ざいましょうと、とクリスティーナは言葉を作った。

　強国瑞典スウエーデン。三十年戦せん争そうの有力国であり、その立場を利用して多くの権けん益えきを得ていた国だ。

　それが、先代の死によって、一気に変わった。

　権益は他国に奪うばわれ、残るは和わ平へい主義の自分の歴史再現のみ。一応、部ぶ下か達は各地で戦争を続けて行くが、己おのれがトップに立った時点で〝奪う〟事は難しくなる。

　先代は、〝奪えた〟。

　自分は、〝奪えない〟。

　つまり瑞典は自分のせいで弱体化するのだ。

　ですが、とクリスティーナは思う。

　……私が、歴史再現として死んだならば、私に気き遣づかう必要が無くなった瑞典は、また〝奪う〟事の出来る国に戻るのでありましょうか。

　解わからない。

　だけど、自分がいては駄だ目めなのは解る。

　己が生きている以上、瑞典は和平を望まねばならない。

　そしてクリスティーナは知っている。この三十年戦争を纏まとめるヴェストファーレン会議で、瑞典の国こつ境きようや、国際的地ち位いが固まるのだと。

　機き会かいは、そこしかなく、そこでまた、終了なのだ。

　一回勝負。

　出来れば先代をそこに立たせ、自分はこの地にて情報を送り、コネクションを駆く使しし、何もかもを補ほ佐さし、瑞典を勝たせる事で、

「ええ」

　クリスティーナは、呟つぶやいた。

「この世界を、掌しよう握あくしてみたかったのでありますとも」
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　世界の掌握。

　国家間の政治に関わる訳わけではなく、戦争を行う訳ではなく、金を振る舞う訳でもない。

　あるのは、ただ、情報のみだ。

　自分が何かをして世界を動かすつもりはないし、そんな事を言うつもりもない。

　ただただ、世界の何もかもに寝そべり、理解しているという、不安が皆かい無むの世界に自分を置いてみたかったのだ。

　理解という掌しよう握あく。

　ハプスブルク家けは、婚こん姻いんの関係で当時の世界を掌握したという。

　自分は、情報だ。

　何もかもを知り、それを切り取って渡し、また集める事で世界を潤じゆん滑かつさせる。

　この世界を構こう築ちくする部品の何もかもを、知っていく。

　それが出来るのではないか、と思ったのは、こちらに来てしばらくの事だった。

　遠く離れて、極きよく東とう側の立場もある自分に、しかし瑞典スウエーデンの動どう勢せいが届いてきた時、閃ひらめいたのだ。

　二に重じゆう存在のようになっている自分が、三十年戦せん争そうにおける強国の出先機き関かんとしての力を発はつ揮きすれば、欧おう州しゆうはおろか、世界全体の何もかもと繫つながりを持てるのではないかと。

　瑞典という国と、先せん代だいを、その道みち標しるべにして、そういった掌握が可能だと思っていたのだ。

　先代が健けん在ざいであったならば、だが、

「──難しいもので御ご座ざいます」

　今から自分が総そう長ちようとして、先代のような地位に就つき、〝和平〟の動きを〝奪うばう〟動きにするのは、不可能だろう。

　己おのれの夢は、後ろ盾だてを失った時点で終わったのだ。

　そしてクリスティーナは思う。歴史再さい現げんとは、人を救うものなのだろうかと。

「どうでありましょう」

　もはや自分の夢は潰ついえ、瑞典も当初描いていた未来とは違う場所に収まろうとしている。

　自分の歴史再現は、瑞典に与えられた最後の機き会かいを救えるだろうか。

　もしもそうであるならば、

「ふふ」

　クリスティーナは思い出す。

　京きようの都みやこ。二に条じよう城じよう。夜の晩ばん餐さん会かいで向かい合った少年の事を、自分はよく知っている。

　調べたのだ。

　彼は、自分に対して、死ぬなと言って、いろいろな事を告げてくれて、でも己はさよならを告げた。

　……難しいものでありますね。

　もしも自分の歴史再現が、己の望みを果たすとするならば、あの少年については、

「どうすれば、私の望みに加えられるのでありましょうか……」

　クリスティーナは一ひと息いきを入れ、廊下から庭前の部屋に入った。

「巴ともえ御ご前ぜん、──御お茶ちやと、菓か子しを持ってきたものであります？」
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「──トーリ君、駄だ目めっ……」

　薄い闇やみの中で、白の立体が身を揺らす。衣きぬ擦ずれを作り、あ、と声をあげ、

「そ、そんな……」

　ひ、と仰のけ反ぞり、

「そんな甘い御お菓か子しばかり、太っちゃいますって……！」

　と、両手を前に突き上げた姿勢で、浅あさ間まは、勢いよく身を起こした。

　……は!?

　目を醒さました、というのは解わかる。

　何か凄すごい夢を見ていた気がする。というか記き憶おくに無い。いきなり起きたせいだろう。

　搔かいてる寝ね汗あせからすると結けつ構こうな運うん動どう量りようだったようだが、やはりこれはガチの淫いん夢むだったのだろうか。惜おしいこ……、惜しくない。失ったものを惜しがるのは悪い反応です。さようなら淫……、淫夢じゃない。決まってません。だけど夢の中、憶おぼえてるキーワードを上げると、

「トーリ君、無む理り強じい、舐なめたり、飲んだり……」

　しかし、

「脂し肪ぼう分ぶん、クリーム、バター、紅こう茶ちや、山やま盛もり、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ、皿さらが幾いくつも……」

　ああ、洋菓子は太りますよね、と何となく合が点てんが言った。出されたものは残してはいけません。そりゃ汗も搔くってもんです。

　ふうむ、と浅間は、暗い天てん井じようを見て、何だかんだでよく寝ましたね、と思い、

「……！」

　慌あわてて確かく認にんした事が、二つある。

　一つは、ハナミが起きていないと言う事だ。

　……良かった。

　役やく目めがあるために眠りについたが、里さと見みの状況が気になっていた。もしも何かが失われる事があれば、彼の命に直結するのだ。

　だから、大だい事じがあれば、ハナミに起こして貰もらうように設定をしていたのだが、

「大だい丈じよう夫ぶそう、ですね……」

　ハナミが起こしてくれた訳わけではない。自分で組んだ術じゆつ式しきが、確かな寝起きを寄よ越こしたのだ。

　そして気分的に落ち着いた時点で確かめたのは、里見の状況だ。

　戦争は進み、そろそろ終わる塩あん梅ばいとなっている。実際、終しゆう戦せん宣せん言げんは向こうで出されているのだろうが、事務的な決けつ済さいがまだ出来ていないだけのようだ。

　きっとそれは、自分経けい由ゆで正まさ純ずみと彼に送る事になるから、通つう神しん関係はそのままとする。

　加か納のうから流れてくる収しゆう支し報告や状況などを見ていると、損そん害がい関係も見えて来て、

・あさま：『あの、トーリ君？　起きてます？』

・俺　　：『おお、起きてる起きてる。菓か子し食ってた』

・あさま：『か、か、菓子ですか？』

　何を上ずってますか自分。

・俺　　：『うん、ベルさんとこ、ほら、据すえ置きの氷ひ室むろあるじゃん。カステラのクリームサンドとか、ほら、上越露西亜スヴイエート・ルーシ以い降こう輸ゆ入にゆうされてきたカステラの餡あん子こ挟はさみとか』

　気になって、膝ひざで歩いて脱だつ衣い場じようの隅すみの氷室を開けると、

・あさま：『あれ？　こっちは無いですね……』

　以前は確かにそのようなものがあった記き憶おくがある。

・俺　　：『ねえの？　じゃ、今度作ってやるよ』

・あさま：『え!?　あ、いや、太りますって』

・俺　　：『何なん枚まいも食うもんじゃねえだろＹＯ……』

・あさま：『そう言われて見るとそうですね……』

　何でそんな発はつ想そうになったのか謎なぞだ。気付けば両腕うでが起きて氷室の中を覗のぞきに来たが、流石さすがに義ぎ腕わん用の携けい帯たい燃ねん料りようは無い。

　なので表示枠サインフレームを開き、通神帯ネツトから流りゆう体たい転てん送そうで流体式の走狗マウス用燃料を出しておく。

　食事型のものもあるが、ここは装そう飾しよく品ひん型だろう。リボンを二個召しよう喚かん。手首に巻くと、両腕は一いち礼れいしてホライゾンの方へと戻っていった。

　……普通にコレやっていていいんでしょうかねー……。

　そんな事を思いつつ、自分の布団に戻って毛布を肩から被かぶって身を倒す。

　二度寝ではない。皆はまだ寝ているが、自分の方も表示枠を使って色々な確かく認にんがあるのだ。対たい外がい情報など、正まさ純ずみの許可無しに外に見せられない物もある。そして今は、

　……里さと見みの方の現状を、知っておかないと。

　彼が起きているという事は、向こうの方が多くを知っている。

　急ぎ、こちらも追いついておきたいと浅あさ間まは思う。それが今の自分のしたい事だし、皆が預けてくれた役目なのだと。すると、

・俺　　：『そっち、何やってんの。こっち、ずっと素材集めてたけど』

・あさま：『素材？』

・俺　　：『Ｊｕｄジヤツジ．、オメエらの分。姉ねえちゃんがかなり先行ってるから、合わせるの結けつ構こう大変そうだけど、それはそれでいいかな、って』

　頭あたま数かずに入っているのは喜ぶべき事なのか、ちょっと迷う。

　ただ、彼の方から振って来た。

・俺　　：『里見の方、何かペタ子とか、大おお久く保ぼとかいうのが頑がん張ばってんぜ』

・あさま：『ええ、どんな感じです？』

　これは本ほん音ねの問いかけだ。

　実際、推すい移いは解わかっていないし、彼がどういう評ひよう価かをしているかも解らない。

　そういう部分に、沿うて行くのが自分の踏み込みだ。気にし過ぎかな、とも思うが、

　……うーん……。でも今、ホライゾンは激熟じゆく睡すいで、喜き美みだって寝てますよね……。

「ひょっとして、私、心配担たん当とうにされてるんじゃ……」

　否いな、そんな事は無いだろう。ホライゾンだって、起きていたら彼が哀かなしまないように、そんな素そ振ぶりを見せた瞬しゆん間かんに腹パン……、顎あご打うちくらいで済ませる筈はずだ。多分。

　視し界かいの中、右腕うでと左腕が、先さき程ほどからシャドーボクシングを始めているので、打だ撃げきである事は間違いないように思う。

　ともあれ、躊躇ためらう事なく聞いた先程の言葉に対し、彼が応じた。

・俺　　：『ペタ子も一ひと安心、ってところだろ』

・あさま：『ヨッシーちゃん、真ま面じ目めですからねー……』

　だなあ、と彼は言葉を続け、こう言った。

・俺　　：『義よし頼よりも、一安心か』
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　その言葉を聞けて、浅あさ間まは、良かったと、そう思った。

　哀しんでいる訳わけではないのは、術じゆつ式しき契けい約やくの反応も無いので、よく解る。

　だから、良かった。

・あさま：『一ひと区く切ぎり、つきましたか』

・俺　　：『だなあ』

　ややあってから、彼が慌あわてた言葉を飛ばしてきた。

・俺　　：『ホライゾンに言うなよ？　哀しんでるのと勘かん違ちがいして腹パン……、いや、顎打ちくらい入れてくるから』

　残念ですけど本体じゃなくて腕が行くと思います。

　ただ、今のが蓋ふたの外しになったのか、彼が言葉を送って来る。

・俺　　：『良かったな。まあ何つーか、ペタ子預かってからかってる身としちゃあ、やっぱ、ちゃんとしてやらねえと駄だ目めだと思うし』

・あさま：『ですね。ヨッシーちゃん、素す性じようはいいんですから、歪ゆがめちゃ怒られますよ』

・俺　　：『ああ、でも、うちのやり方が正しいと証しよう明めいされた訳か……』

・あさま：『不安煽あおる語ご尾びで、正まさ純ずみが言い出しそうな事を言わないで下さいよ……』

　言いつつ、浅間は思った。

　……あれ？　今、これ、甘えられてますか……？

　共通の秘ひ密みつ。自分との関係だからこその遣やり取とり。

　……うわ。

　思わず記録を保ほ存ぞん設定にして、浅あさ間まは身を捻ひねった。表示枠サインフレームを摑つかんで身を丸くして、頭から毛もう布ふを被かぶり直す。そして見える文も字じ列れつを眼前に寄せる。

　参まいった。

　いやいやいや、こういうの、今まで幾いく度どもあったじゃないですか、と内ない心しんが慌あわてて自じ制せいに入りもする。こんな事、いつもの遣やり取とりですよ、と。しかし、

「自覚に不慣れとしか……」

　呟つぶやき、心の中でうなだれる。

　参った、と思う一方で、今まで不自覚に損していたと思えるくらいには慣れてもいる。

　だが、彼の方はいつも通りだ。

・俺　　：『ま、ペタ子、頑がん張ばったよな』

・あさま：『え、ええ、ヨッシーちゃん、やり遂とげましたね』

　話題が、里さと見み・義よし頼よりの事から変わった。

　昔の事から、今の事へ。そしてこれからの事へ、だ。

・あさま：『どうやって褒ほめます？』

・俺　　：『オメエだとどうする？』

　そうですね、と浅間は考え、

・あさま：『武ぶ神しんの費ひ用よう貸し付けをそのままに、追加加か護ごサービスでしょうか……』

・俺　　：『……何かリアルじゃね？』

・あさま：『いや、うち神じん社じやですし、ヨッシーちゃん武ぶ闘とう派はですから』

　でも、

・あさま：『言葉はちゃんと送らないと駄だ目めですよね』

　言いつつ、報告を見ていると、直なお政まさも無ぶ事じだ。朱雀すざくも、珍めずらしく全ぜん壊かいせずに済んでいる。

　有あり難がたい事に、近い身内に、失われた者はいなかった。

　自分勝かつ手てですね、とは思うが、彼の負ふ担たんになる事が無かったのは救たすかる。

　だからその内容を、寝ている正まさ純ずみと彼にも送り、こう言った。

・あさま：『良かったですね、トーリ君』

・俺　　：『いや、ペタ子だろ、それ』

　そうじゃないです、と浅間は思った。

　彼の事だ。

　今回の関かん東とう解放について、ホライゾンは多分、彼に対して「有り難う御ご座ざいます」と言う。

　ミトは、多分、彼に対して「おめでとう御座います」と言う。

　自分は、これなのだ、多分。

　実際、北ほう条じよう・幻げん庵あんが亡なくなり、氏うじ照てるを含め、名な無なしで出しゆつ撃げきした者達も行方ゆくえ不ふ明めいが多い。その事は、リアルタイムで情報を遣やり取とりしていた彼は、見ていた筈はずだ。

　だが、そういった人達の為なした事から、

　……解わかりましたよ、ね。

　里さと見みの義よし頼よりや、伊だ達ての小こ次じ郎ろうや駒こま姫ひめ。真田さなだの天てん竜りゆうや忍しのび達。滝たき川がわや他、今までの多くの出で逢あいや疎そ通つうによって、解わかってきた事がある。

　ホライゾンは、そういったものを、生き死にや、命のあり方の広い考えとして学んでいるように思えるが、それらを合わせ、彼の場合は、

・あさま：『関係、ですね……』

　人それぞれにあるもの。己おのれと、相手だけではなく、もっと大きい関係。

・あさま：『人には、自分なりの関係があって、そこから生まれた目的や、思いを果たすために動いてるんだと思います。だから、その人が、自分の為なすべきを果たしに行く時、そこに悪いものだけを見るのは無しにしたいですね、トーリ君』

　それに、

・あさま：『悪いものがあったとしても、転じて福と為すのが神しん道とうですから』

・俺　　：『あー、今回、確かにそういうもんか』

・あさま：『そうですね』

　言いつつ、浅あさ間まは慌あわてて言葉を重ねる。

・あさま：『でも、トーリ君に何かあったら、かなり諦あきらめませんからね、私達』

・俺　　：『心配掛けた？』

・あさま：『掛けてない時があったら、今、こんな関係になってませんよ、と』

・俺　　：『あー、そのくらいだと俺おれも気楽』

　言われ、苦く笑しようした。そして改めて、浅間は言った。

・あさま：『良かったですね、トーリ君』

　だから、

・あさま：『私も、良かったです』
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　トーリは、浅間の言葉に頷うなずいた。

　……だよなあ。

「良かったぜ」

　言うと、実感が来た。何かいきなり、眠気が来てる気もする。

・俺　　：『義頼に、言ってやりてえな。有あり難がとうとか、おめでとうとか。──でもそれは、ペタ子や、仲間達が言えばいいのか』

・あさま：『トーリ君が第一として言うのは、何ですか？』

　そうだなあ、とトーリは思った。だが、言葉は、不ふ意いに出た。

・俺　　：『オメエすげえよ、かな』

・あさま：『おおう……』

・俺　　：『何驚いてんだよ』

・あさま：『ああ、いや、義よし頼よりさんも、トーリ君にそう言われたら、喜ぶかと』

　だといいなあ、と思い、トーリは呟つぶやいた。

・俺　　：『俺おれももっと凄すごくなっから、浅あさ間ま、助けてくれっか』

・あさま：『そりゃ私達の事でもありますから、ええ。それに、正まさ純ずみが言ってましたよね？　昔のトーリ君と比べて、今のトーリ君と、これからのトーリ君の事』

　ああ、言われてた気がする。

　……アイツは素す直なおに人を褒ほめねえからなあ……。

　だけど、

・俺　　：『俺も、そーなりたいわな。〝不可能男インポツシブル〟なりに』
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　ですね、と浅間は頷うなずいた。

　思えば、久し振りに、彼が未来を語るのを聞いた気がする。

・あさま：『ホライゾンにも、そういうの、話してあげて下さいよ』

・俺　　：『ホライゾンはこんな甘い話聞かん……』

　確かに、と浅間は毛もう布ふの中でうなだれた。

　もし、このような話をしたとしても、

「では、真ま人間になっていけているかどうか、課か題だいを設けましょうか」

　とか、

「ほほう、一体、どの辺りに良くしていける部分があると……？」

　など始まる気がする。

・あさま：『で、でもそれって、ホライゾンのツンの部分ですから！　話をしたら、それなりに憶おぼえていて……、憶えていて……、後で酷ひどい事に……』

・俺　　：『暗い話に持っていくなあああああ！』

　よく考えると、彼の〝関係〟はちょっと針はりの振り方が極きよく端たんな気もする。

　自分もその一人だと思いつつ、浅間は吐と息いきした。

・あさま：『でも、ホライゾンだって最近は笑うようになりましたし、そういう話、反応はどうあれ、包ほう容よう出来ると思うんですよ』

・俺　　：『えっ、笑うの』

・あさま：『笑いますよ？　見た事無い……、ん……、です……、か……』

・俺　　：『…………』

・あさま：『し、死んじゃ駄だ目めですよ!?　今度、発見したら撮さつ影えいしておきますから！』

・俺　　：『ああ、うん、御お願ねがい……』

　藪やぶをつついた、と思いつつ、自分でも明確に見たかどうか明めい言げん出来ない気がする。

　でもまあ、と浅あさ間まは肘ひじを立てて身を起こした。

　何か、ちょっとしたボーナスステージを得た気がするが、

・あさま：『じゃあ、トーリ君、私、朝の用意しますから、この辺で』

　いろいろ話したし、何か思い返すと結けつ構こう恥はずかしいシチュエーションもあった気がする。

　……私も良かったです、とか、普通じゃまだ言えないですよねー……。

・あさま：『誰だれか起きてたら、話しにくい事ばかりでしたね』

・●　画：『そうなの？　有あり難がたいわ』

　血の温度が三度くらい下がった。
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　ナルゼは、巫み女こが腕を立てて跳ね起きるのを見た。

「随ずい分ぶんと派は手でなお目覚めね」

「ナ、ナナナナルゼ？」

「なあに？」

　ナルゼは、相手を安心させるべく、笑顔で言った。手に掲かかげてみせるのは、先さき程ほど、ネームが切れた自分御ご褒ほう美びに氷ひ室むろから取り出したカステラのクリームサンドだ。

「ふふ、浅間？　私も良かったわ、──いいネタばかりで」

「ちょ、ちょっと、何ど処こから!?」

「初めからに決まってるじゃない。ずっと起きてたんだから」

「寝ましょうよ！　健康と美容のために！　大体、無む理りはいけませんよ？　無理は！」

「いや、別にフツーだし」

「いやいやいや、そういう事言ってられるのは今の内だけですって」

　そうね、とナルゼは頷うなずいた。

「若い内しかこういう事出来ないなら、若い内にやってて問題無いわ。年とったら早く寝ればいいだけ」

　湯ゆ屋やの入口に来ていた三さん要よう先生の影が、ダッシュで外に戻っていく。

「あっ、三要先生！　ちょっと最近ネタ多くないですか！」

「忙いそがしい話ね」

　でも、とナルゼは笑えみで言った。

「……仲良くやってるようで何よりだわ。ええ、さっきの、途と中ちゆうであたふたしてる辺りとかサイコー。アンタちょっと下見て御ご覧らんなさい」

「下？」

　浅あさ間まが、自分の腰下に視線を向ける。

「さっきからアンタ、めくれたままよ」

「い、いや、これは、その」

「ウエストから下を毛もう布ふから出してくねくねさせて、まあ」

「く、くねくねなんてしてないですよーう？　してませんよーう？」

「動どう画が見る？」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ちましょうナルゼ！」

　言いつつ、浅間が寝ね間ま着きの裾すそを直す。

「他、何か撮とりましたか!?」

「撮らないとでも思ってるの？」

　ですよねー、と浅間が笑えみで納なつ得とくした。そして彼女は、右の空間を両手で摑つかんで左に置いて、

「そうじゃなくてですね」

「撮ったわよ？　寝顔とか」

　ほら、とナルゼは魔術陣マギノフイグーアをトスした。それを受け取る浅間に、一いち応おう言っておく。

「総そう長ちように送ったけど」
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　浅間は、急いで魔術陣の表ひよう示じ送りを行って、内容を確かく認にんした。

　……あ、私だけじゃないんですね。

　自分の寝顔だけではなく、ミトツダイラや、右腕うでや、左腕もある。

「あの、私達、腕と同列……」

「ホライゾンのガードが堅くて撮れないのよ」

　ああ、成なる程ほど、とめくっていたら、いきなり尻しりが出た。

　あまり見た憶おぼえがないのに自分のだと解わかるのは何な故ぜなんだろうか。しかし、

　……ぅお。

　浅間は慌あわてて魔術陣を伏せる。

「どうしたの？」

「わ、解って言ってますよね!?　ね!?」

　何か妙みようにテンション上げてる笑顔のナルゼを前に、浅間は魔術陣を戻し、画が像ぞうを確認した。

　動画ではないようだ。大体、時じ刻こくの記録的に、寝ている時のもの。

　一応、確認しておくべき事がある。

「あのう、……ナルゼ？」

「なあに？　浅あさ間ま。何でも答えるわよ？　いつもネタ貰もらってるんだし」

　じゃあ、と前置きして、浅間は問うた。

「……この尻しり画が像ぞう、トーリ君に送りました、か？」

「ハ、──答えると思ってんの？」

「ぜ、前ぜん言げん撤てつ回かい早いですね！」

　いいじゃない、と魔女テクノヘクセンが笑った。そして彼女は男おとこ湯ゆ側の壁を指さし、

「──気になるなら、自分で聞いて確かめて見たら？」

「無む理りです！　無理ですって！」

　両腕うでが、こちらに手首を掲かかげ、親おや指ゆびを上げているのはどういう意味だろうか。

　ただ、浅間は話題を逸そらすために、近くにあった表示枠サインフレームを手に取った。今の時間帯たい、何を見ても別の話題が振れるし、有用な事ばかりだ。

　全く、と呆あきれた声を付けて見た表示枠内。見える情報は男子側の睡すい眠みん状況で、

「……起きてるのトーリ君だけですか」

「ネシンバラが結けつ構こう頑がん張ばってたけどね。里さと見みの状況見たり、ネルトリンゲンの情報がくるのを見てたりで。──まあ、朝になったら正まさ純ずみがまとめるような事を」

　らしいといえば、らしい。だが、そんな彼とは別で、

「あ、長なが岡おか少年、ちゃんと寝てますね」

「起きたら入にゆう国こくと亡ぼう命めい手続きでしょ？　今の内に準備しといたら？」

「いえもう大体済ませてます。でも、ネルトリンゲンの方……」

「既すでに布ふ陣じんが組まれつつあるわ。ただ──」

　と、ナルゼがこちらの手元の表示枠を指さした。

「巴ともえ御ご前ぜんが、長岡夫ふ人じんを説せつ得とく中だって。形ながらでしょうけど、何か不ふ思し議ぎな感じね。だって巴御前なんて、戦せん闘とう系けいだし、改派プロテスタントを作ったルターの襲しゆう名めい者しやよ。

　歴史再さい現げんは遵じゆん守しゆすべき、って感じの武ぶ断だん派かと思っていたけど」

　ああ、と浅間は頷うなずいた。巴御前については、

「ちょっと、神しん道とう関係というか、帝みかどの周辺とかいろいろあるので、こっちにも情報あるんですよね。だからまあ、以前に会った時や、三さん国ごく交こう渉しようの前夜、白しら河かわの泰やす衡ひらさんと会かい談だんした時に神道側の歴史を調べたりで、ちょっと摘つまんだ話を知ってるんですが……」

　浅間は、端たん的てきにその情報を述べた。

「──巴御前、恐らく、歴史再現の強制については否定派ですよ」
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「何ともまあ、実際にその時になって見ないと、解わからない事が多いものでありますね」

　未み明めいの空を見上げるクリスティーナが、横に巴御前を置いて言う。

　彼女は、南の空に並び、展開していく皇こう帝てい派はの艦かん隊たいと、反はん皇帝派の艦隊を見て、

「正しよう直じき、関かん東とうの戦たたかいが決けつ着ちやくしたら、こちらはおざなりかと思っていたものでありますが」

「おざなりな方が良かったか？」

「少々、自じ意い識しきを持て余して御ご座ざいますとも」

　言われ、巴ともえ御ご前ぜんが、ふと肩を上げた。

「厄やつ介かいな性格だな。だが、何においても、解わかってない事ばかりだとも。そういうものだ。クリスティーナ」

「解ってみるまで、死ぬのは待てと、またそう言われるつもりなのでありますか？」

「そうは言わん」

　大だい体たい、と巴御前は言葉を挟んだ。

「待ったところで、病やまいなどで死ぬものもいる。それまでに理解が出来ねば、解った時にはもう遅い。──何も届かなかったかと、遺のこされたものは悩む事になるのだよ」

「誰だれの事であられます？」

　そうだな、と巴御前は呟つぶやき、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり直した。

「少々、昔の、要いらぬ話をしようか」

　それは、

「昔、歴史再さい現げんに成功して、しかし、馬ば鹿かな失敗を言いくるめてる女がいるのだ」







[image: 第六十八章『屋根下の聞き上手』]
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　湯ゆ屋やの中、脱だつ衣い場じようの壁を背もたれにして、ナルゼは浅あさ間まにペンを掲かかげた。

　いいわ、という合あい図ず。それを見せた上で、

「ネタになるかもしれないし、いろいろな布ふ石せきになるかも知れないものね。

　巴ともえ御ご前ぜんが反はん歴史再さい現げん派はかもしれないとか、ちょっとした歴史サスペンスだけど、原げん稿こう進ませる時に聞く神啓レデイオ代わりに聞かせて欲しいわ」

　そうですねえ、と浅間も身を起こし、表示枠サインフレームを開いた。

・あさま：『トーリ君も聞いておきます？　巴御前の話』

・俺　　：『何か曰いわくありげな姐ねえちゃんだし、哀かなしくなったり、泣かせ系けいだったりしねえ？』

・●　画：『別に、今でも霊れい体たいやってんだから、最後は前向きでしょ。何だかんだで現げん世せにいようって思ってる訳わけだし』

　浅間が顔を上げると、ナルゼが苦く笑しようした。

「ネタくれてる御お礼れいよ」

「ナルゼ、人じん格かく変わったかっていうくらいテンション高いですね……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、さっき、いい資料を見せて貰もらったものね」

　はいはい、と浅間が頷うなずき、表示枠を掲げた。

・あさま：『えーと、あのですね？　巴御前に纏まつわる謎なぞというか、ちょっとした違い和わの話からにしましょうか』

・俺　　：『偽にせ胸むねだったりする訳？』

・あさま：『いや、見てる限りアレ本物です。経験者というか、同じ苦労を解わかってる者に通じる動きとか、バランス取りが見ててありますし。──そうではなくてですね』

・●　画：『そうだったら驚きだわ……』

　いやまあ、と浅間が言葉を繫つなげた。彼女の横、両腕うでが興きよう味み深げにエア頰ほお杖づえついているのを見ながら、

・あさま：『巴御前の夫おつと、木き曽そ殿どのと呼ばれる源みなもとの・義よし仲なかも関わる事なんですけどね』
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　さてまあ、と浅間は表示枠の中をスクロールさせる。

　ここに書いてある事は、正まさ純ずみにも送ってある内容だ。

　武蔵むさしが関わる人物の内、歴史的人物、特にネシンバラがファンタジー化してしまう年代の人々や、神しん道とうが関わる場合は、自分の方で資料を出す。

　巴御前は、そういう範囲に入る人だ。

　……で、時間もないですから、単たん刀とう直ちよく入にゆうに行きますと……。

・あさま：『巴ともえ御ご前ぜんって、実際は、源みなもとの・義よし仲なかの御お妾めかけさんなんです。本ほん妻さいは別にいた訳わけでして』

「どこかで聞いた話ね……」

　そうくると思いました！　と言いたいが、首元辺りからの紅こう潮ちようはやはり来る。最近は赤せき面めんが容よう易い過ぎる。もはやそういうものかと思って慣れるべきだろうか。だが、

・俺　　：『で？　義仲ってのが、巴御前とどう関係する訳わけ？』

・あさま：『ええ、その源・義仲ですけど、実は、本妻が二人いるんです』

・●　画：『やるじゃない……。どういう人なの？　その二人』

・あさま：『……えーと、まあ、これがちょっと面めん倒どうでして。源・義仲は地元が信しな濃のなんですね。それで、京きように入った際、正せい妻さいを迎えるんですが──』

　聖せい譜ふ記き述じゆつには、しかし、後々の事として、こうあるのだ。

・あさま：『最後、頼より朝とも勢ぜいと義よし経つね勢に追い詰められた義仲は、逃とう亡ぼうの最さい中ちゆう、巴御前にこう言うんです。──〝信濃に置いてきた妻が気になるな〟って』

・●　画：『……京の方の妻が現げん地ち妻づまってのも、ファッションや流行に釣つられたようで、浮うわついた話ねえ』

・俺　　：『つーか、その第一嫁よめって、誰だれよ？』

・あさま：『それが、記録にないんです。聖譜記述だと、平へい家け物語の一いつ節せつにそれが書いてあるだけでして。誰なのか、定かになっていないんですね』

　ただ、と浅あさ間まは言った。

　今の巴御前について、ふと思う事がある。それは、言葉にしてみれば、

・あさま：『今の巴御前は、源・義仲の妻を自じ称しようしてるんですよね……』
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「まあ、いろいろ面倒な話だ」

　縁えん台だいに座り、かなり前に出された茶ちや菓が子しを口にしながら、巴御前は呟つぶやいた。

「木き曽そ・義仲は、正式には自分の夫ではない」

「Ｔｅｓテスタメント．、知っております」

「調べたのか？」

　視線も向けずに問うた先。クリスティーナが口に袖そでを当てて小さく笑う。

「古こ今こん東とう西ざいの情報を集め、遣やり取とりしていた私で御ご座ざいましょう？」

「だったら隠かくすところはないな。──当人からの情報証しよう明めいだと思って聞くといい」

　いいか。

「正式な妻は、聖譜記述に拠よれば二人いる。

　……一人は、彼が信濃に置いてきたという女。

　もう一人は、義仲が京の政せい権けんに取り入るために得た関かん白ぱくの娘むすめ、伊い子こという女だ」

「……Ｔｅｓテスタメント．、伊い子こは、義よし仲なか様の死後に──」

「まあ、それもあとで語る」

　だが、と巴ともえ御ご前ぜんは言った。

「伊子については知っているつもりだろうが、これは知らないだろう」

　それは、

「元々、私達は知ち己きだったのだ」
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・あさま：『──当時は、歴史再さい現げんについて、聖せい連れんという組そ織しきもやや曖あい昧まいでした。重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんも起きていないので、神しん州しゆう側の襲しゆう名めい者しやなどについては、神しん道とうが基本的に管かん理りしていた訳わけですね。だからちょっと、泰やす衡ひらさんとの会かい談だん以い降こう、IZUMO側に理由を話していろいろ閲えつ覧らんさせて貰もらえるようにしたんですが……』

　そこで、解わかった事がある。

・あさま：『義よし仲なか、巴御前、伊子の三人は、元々が信しな濃のの出しゆつ身しんでした……、と言っていいんでしょうか。ちょっと追い切れないところがあるんですが、京きよう都とに向かう足取りがほぼ同じなので、確定と言っていいと思います』

・●　画：『じゃあ、三人、揃そろって襲名していた訳？』

・あさま：『それがまあ、ちょっと、面めん倒どうな塩あん梅ばいで』

　浅あさ間まは、記き録ろくを眺ながめて言う。

・あさま：『義仲の襲名がまず先。そして、彼が信濃での経けい歴れきを積んでいる間、伊子の申しん請せいがなされています。……実は巴御前、凄すごい襲名が遅いんです』

・俺　　：『グータラ？』

・あさま：『トーリ君は後で巴御前に張り倒されて下さい。……でまあ、確かに巴御前が歴史に出てくるのって、平へい家け物語が一いち番ばん早いんですけど、それこそ義仲の逃とう亡ぼう生活の中なんです。

　義仲の経けい歴れきとしては、ホントに最後に出てくるんですね』

・●　画：『じゃあ、……あの改派プロテスタントの代表は、巴御前になるまで、何してたの？』

・あさま：『ええ、これは当時の記録にあるんですが、伊子には当然、侍じ女じよというか護ご衛えいがついていた訳ですね』

　それが、

・あさま：『──後の巴御前です』
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「何だか面倒な友人関係というか、襲名関係でおられますねえ……、ええ」

「まあ、己おのれでもそう思うが、当時はそれでシンプルなつもりだったのだよ。

　伊い子こは私の妹いもうと分ぶんでな。どっちかっていうと私が企き画かくと荒あら事ごと、牽けん引いん役やく。伊子はアドバイスや手伝いというか、まあ、ついてくる子というのがいるだろう、それだ」

「ああ、私にとってのマリアのようなもので御ご座ざいますね」

　廊下の向こう。侍じ女じよが跳んできて土ど下げ座ざした。

「奥おく様さま！　立ち去ろうとした間ま際ぎわに勿もつ体たいない御言葉です……！」

「……あそこまでアクティブじゃないがな。だがまあ、自分の妹分というか、元々、自分達は義よし仲なか共とも々ども、信しな濃ので連つるんでいたのだよ」

　だが、

「義仲が襲しゆう名めいした後、伊子が襲名してな。二人とも、京きように招しよう集しゆうだ。

　伊子が義仲を好いていたのは誰だれもが知っていたし、義仲も襲名したとはいえ先走る性格だったので、管かん理り役が必要と集しゆう落らくの長おさに言われた」

「それが、巴御前で？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と巴御前は頷うなずいた。

「私と言えば、親や長達に〝お前も襲名とかに興きよう味みがあればなあ〟という穀ごく潰つぶしでな。

　ではまあ、少しは役に立つならそうしようかと、そう思ったのだ」

　よって己おのれは、名めい目もく的には伊子の護衛役として動き、京にて義仲達と合ごう流りゆうした。

　伊子は京の連れん中ちゆうのウケがよく、関かん白ぱくに気に入られ、自分は結けつ構こう楽に過ごす事が出来た。

「……京にて、二人の結けつ婚こんを手て配はいし、終えた頃ころには自分にも京作さ法ほうなど身についてしまってな。ともあれ伊子は嫁よめに行ったし、私もこれで信濃に戻るかと、そんな事を考えたりもしたのさ」

「それが、どうしたのでありましょう……」

　どうもしない、と巴御前は肩をすくめた。

「信濃帰りの土産みやげを選んでくれと、伊子を連れて京の街に出たら、伊子が言うのだよ。

〝信濃に帰る理由がないなら、私の護衛を続けていて、御お願ねがい〟と」

「〝御願い〟でありますか」

「Ｔｅｓ．、伊子が〝御願い〟と言うのは、それこそ初めてだったので、従う事にした」

　そこから先は平へい穏おんだ。

　息子むすこ夫ふう婦ふがいたら、姑しゆうと女めはこんな感じだろうかという日々。

　義仲だって、堕だ落らくしようとしても性格上それは無む理りで、結けつ構こう、安あん寧ねいとした月日が過ぎていたのだ。

　だが、聖せい譜ふ記き述じゆつは期き限げんを迫る。

　……参まいった話だ。

「京の皆は、解かい釈しやくによって、義仲勢ぜいを京の中に取り込もうとした。

　義仲を、京の重要人物に二に重じゆう襲名させ、頼より朝とも、義よし経つね勢との勢せい力りよく争いを起こさぬように画かく策さくしたのだ。それこそがお互いの利り益えきになると、そんな思し案あんもあったのだ」

「確かに、京きようが荒れず、頼より朝とも、義よし経つね勢ぜいとしても、……ある意味、その後のお互いの戦せん闘とうに力を注そそぐ事が出来ましょう。ええ」

「……私、当時はそこまで考えてはいなかったなあ」

「では今ここで学んだという事で宜よろしいでありましょう。──しかし、その談だん合ごう構こう想そうは、一体、どうなったのであられます？」

　それはもう、結果から逆ぎやく算さん出来る事だ。

「──ある時不ふ意いに、全てが御ご破は算さんになったのだ」
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・あさま：『神しん道とう側の記録に残っているのは、この時、伊い子この父役となった松まつ殿どの・基もと房ふさを初めとした重じゆう鎮ちん達が、帝みかどに報告に行ったという事です。

　当時は、神しん州しゆうの歴史再さい現げんは神道側で大だい体たい纏まとめていたので、彼らは、京と後の鎌かま倉くら時代を巡る歴史再現の基き点てん部分に解かい釈しやくを行う事を、帝に報告に行ったんですね』

・●　画：『何で帝？　帝は確か、黎れい明めいの時代以い降こう、俗ぞく世せ不ふ問もんで、環かん境きよう神しん群ぐんとイチャイチャしてるんでしょ？』

・あさま：『あ、だから基本、お偉えらいさん達も帝に謁えつ見けんするのは初めてですよ。基本、必要な事は内だい裏りと呼ばれる地ち脈みやく管かん理りシステムの入口で、自じ動どう人形さん達が伺うかがうので』

・俺　　：『じゃ、どういう理由で会いに行ったんだ？』

・あさま：『ええ、実は源みなもとの・義よし仲なかは、その反はん乱らん中に、法ほう皇おうを幽ゆう閉へいしたりで、まあ何と言いますか、皇こう家しつ関係にかなり迷めい惑わくかけたり、京の街を荒らすんですね。

　法皇達は俗世側の襲しゆう名めい者しやですが、流石さすがに御お膝ひざ元もとが荒れますんで、挨あい拶さつにと、そんな感じだったというのが、本ほん音ねであり、建たて前まえであったとも思います』

　言うと、ナルゼが眉まゆをひそめた。

　……あ、やっぱりチェック厳きびしい。

　流石ですね、と思う眼がん前ぜん。ナルゼが暗がりの中で、己おのれの魔術陣マギノフイグーアに照らされながら、

・●　画：『何それ。……本音であり、建前、って？』

・あさま：『はい。……これはもう、ちょっと口こう外がい無しのネタというか、記録に残っていても、口にするとデマって言われるような歴史的な話なんですが……』

・●　画：『描くかどうかは私が決めるわ』

　じゃあ安全ですね、と想おもいながら、浅あさ間まは口を開いた。

・あさま：『義仲が討うたれた後、源げん平ぺい合がつ戦せんは本格化し、平へい氏しによって、帝の存在を揺るがすような事件が起きます』

・●　画：『壇だんノ浦うらにて、幼い帝が入じゆ水すい。……違う？』

・あさま：『大体当たりです。だけど、本物の帝は環境神群の相手をしているので、その〝幼い帝みかど〟は襲しゆう名めい者しやですよね。帝の存在を揺るがすには、もう一歩、踏み出す必要があります』

　それは、

・あさま：『入じゆ水すいした幼い帝は、──その際、壇だんノ浦うらにて三さん種しゆの神じん器ぎと共に沈むんです。

　で、ええと、最終的に沈んだままになるのは〝天あめの叢むら雲くもの剣つるぎ〟ですね』

・俺　　：『雨の叢雲？』

・あさま：『天でアメです。語ご源げん同じですから。──ほら、天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いん、あったじゃないですか。あれ、雨あま乞ごい技術とかの研究開発とか言ってましたけど、つまり雨を乞うのに、天に乞う訳わけです。……って、これ前にも話ありましたけど、憶おぼえて、ます、か？』

・俺　　：『……三回くらい話題になると憶えるんじゃねえか、な……』

　まあ、自分も、その辺り調べてるから憶えてる内容だとも思う。

・●　画：『まあ、オタクが起きてこない内に話を進めて。──その〝天の叢雲〟、沈んだらマズいんじゃないの？』

・あさま：『ええ、聖せい譜ふ記き述じゆつでは義よし経つねさん達が海を探りまくって他の二つ、勾まが玉たまと鏡かがみは見つけるんですけど、天の叢雲は見つかりませんで。だからこの時、関かん白ぱく達は、その再さい現げんも含めてどうするか、帝の指し示じを仰あおぎにいったのだと記録されています。無む論ろん、これについては、非公式扱いで、当時の直接関係者も在ぞん命めいではないので、明めい言げんする事は赦ゆるされてませんが』

　だけど、と浅あさ間まは言った。

・あさま：『この会見の後、関白達重じゆう臣しんは、聖譜記述の遵じゆん守しゆを決めるんです。

　天の叢雲の剣は、ダミーを作る事にして、今までの事なんか忘れたかのように、関白達は義よし仲なかに死を強きよう制せいするんですね』
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「──よくは解わからないが、状況が変わったのだ」

　巴ともえ御ご前ぜんは、当時の事を思い出す。

「あの時、私は義仲の屋や敷しきで菓か子しを食ってたな。それまで、帝の存在を気にした事はなかったし、関白達が会いに行くと言っていたのも〝偉えらい人は大変だなあ〟くらいのものだ」

「帝は俗ぞく世せに関わらない、と言いますし、ならば仕方ありませんでありましょう」

　まあな、と巴御前は頷うなずく。

「俗世不ふ問もん。それゆえ、関白達とて、内だい裏りと呼ばれる建けん造ぞう物ぶつの奥で、環かん境きよう神しん群ぐんとコンタクトをとり続ける帝に会いにいった事は無かったのだ。

　今回は、京きようと神しん州しゆうを揺るがす大事と、天の叢雲の剣の入水によるトラブルを避けるため。そんな理由で皆は内裏に向かい、案内の自じ動どう人形に導かれ──」

　さて何があったのやら。

　自分が知っているのは、歴史再さい現げんは遵守という、それだけの結果だ。

「褒ほめるべきは、義よし仲なかを討うつと決めた義よし経つねの決けつ断だん力りよくだろう」

「義経公こう、で御ご座ざいますか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、あの女、噂うわさによると事情を聞き、一つ息を吸っただけで、こう言ったらしい。

〝それは、わしの役やく目めだな。──わしは大物。背負ってやるともよ〟と」

　今いま更さらになって思うが、義経がそういう性格で良かった。

　何もかもが終わってから、当分、つきまとってウサを晴らせたのだから。

　だが、そんな未来も解わからない自分達は、戦いの流れに乗った。

「京きようを去る時、伊い子こが自分を呼び止め、こう言ったのだよ。

〝──長い間、御ご免めんなさい。巴ともえ御ご前ぜん〟と」

「……巴御前？」

「Ｔｅｓ．、──その呼び名をされたのは初めてだったが、そういうものかと理解した」

　よく考えれば解わかったろうに、馬ば鹿かだった。

「あの時、己おのれは笑って、こう応じたのだ。〝謝る事ないだろう、楽しかったぞ〟、と。それに、巴御前というならば、義仲の護ご衛えい役やくだ。だから、伊子に私はこう言ったのだ」

　姉あね貴き分ぶんとして、良く出来た妹いもうと分ぶんには格かつ好こをつけたいものだ。だから、

「〝義仲を、無ぶ事じに君の元に返そう〟とな」

「まあ……」

「言った時の、伊子の顔が忘れられんよ」

「喜ばれたのでありますか？」

「まさか」

　苦く笑しようが出る。あの時、伊子は、喜びとも、諦あきらめとも言える表情で涙を流し、ただこちらの胸を鎧よろい越ごしに打ったのだ。それも何度も何度も、だ。

「こう言われた。〝姉ねえさんは馬鹿です〟と。……だが、馬鹿の自じ覚かくはかなりあったので、やはりそういうものかと思ってしまったのがいけなかったな」

　結局、訳わけが解らないなりに妹分を宥なだめ、戦せん闘とうに出たのだ。

　長い戦いだったと、記き憶おくにはそうある。

「初期では大勝をしたが、後がない事は解っていたので、義仲は皆に離り反はんを勧めた。

　従う者もいれば、ついてくる者もいて、脱だつ落らくする者もいた。

　そして、大きな戦いのあと、自分達の手て勢ぜいが十人を切った辺りで、逃とう亡ぼう生活の始まりだ。

　どうやって京に戻ろうか。伊子は元気だろうかと、そんな事を考えていた時、不ふ意いに義仲がこう言った」

　それは、

「〝まあ、何だ。──信しな濃のに残してきた女の事が、気になるな〟と」

「平へい家け物語の一いつ節せつで御座いますね？」

　そうだ。

「私は、歴史再さい現げんの一ひと幕まくかと思い、自分は巴ともえ御ご前ぜんとして、それに付き合う事にしたよ。

　吐と息いき混じりで、山の尾お根ねの上だった記き憶おくがある。遠く、何ど処こかの街の夜や景けいを見つつ、私は言ったのだ〝信しな濃のの妻つまか〟と」

　すると、〝ああ〟と向こうが頷うなずいた。

「そして私は、こう言ったのだ。〝京きようには伊い子こがいるだろう。それより気になる女が、信濃にいたのか〟と」

　くく、と、同じ地元の連つるみとして、昔なじみに意い地じ悪わるを働いたつもりだった。すると、

「──義よし仲なかが告げた名は、私の、信濃時代からの名前だったよ」
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「────」

　クリスティーナの無む言ごんを聞いて、誇るべきか、自じ嘲ちようすべきなのか。

　未いまだによく解わからない事だ。

「巴御前ではない、信濃の女だと。男は何を考えてるか解らん。

　だがその時、自分はようやくに理解したのだ。伊子がどうして別れの時に謝ったのか。そして伊子が、どうして京で自分の護ご衛えいの続行を頼んだのか」

　馬ば鹿か者もの。余よ計けいな気き遣づかいや、残ざん酷こくを勝かつ手てに感じて己おのれを貶おとしめるな。

　自分は、こんな馬鹿の事を、何とも思っていなかったのだ。だが、

「まあ、私としては逆ギレだな。義仲の襟えり首くび摑つかんで言ってやったとも。〝最低だ。貴き様さま、伊子を騙だまし切る事も出来ていなかったぞ〟と」

「そうしたら、どう返されたのであります？　ええ」

　結けつ構こう楽しんでおるな？　とクリスティーナの反応に思いつつ、巴御前は言った。

「〝それはそうだ。だって俺おれ達は、──お前を騙していたんだから〟と、な。

　これはもう、正まさしくその通りだったので、全く反論出来なかった」

　そして、自分は重ねて理解したのだ。信濃からこっち、二重の芝しば居いが打たれていたのだと。

　伊子は彼と共にいる立場が欲しくて。

　彼は自分といる立場が欲しくて。

　伊子は歴史再現を理由に身を引く覚かく悟ごをしたのに、自分は馬鹿だったと言う訳わけだ。

「馬鹿には馬鹿なりの末まつ路ろがある」

　逃とう亡ぼう生活で、基本、男おとこ所じよ帯たいだ。仕方なく家か事じめいた世せ話わをしていれば距離も縮まる。共通の昔話が出来る仲なのだ。焚たき火びを前に、いつからこちらの事を見ていたのかなど語られた時は周囲の囃はやし立てもあって正直何もかもを殺したくなった。

「だが、逃亡生活にも終わりが来た」

　義よし経つね達の追つい撃げきが迫った時、彼が言った。

「逃げろ。落ちのび、信しな濃のにて全てを伝えてくれ」

　聖せい譜ふ記き述じゆつの通りだ。対する自分は、聖譜記述の通りに去る事を選択した。

「しかし、別れて背を向け、走り出した時、義よし仲なかは言ったのだ」

　それは、

「〝迷めい惑わく掛けたな〟、だそうだ」

「……それで、巴ともえ御ご前ぜんは、何と答えたのであります？」

「それが困った事に、憶おぼえていないのだ」

　余よ程ほどに、何か感かん極きわまってしまったのだろうか。

　何かを言った気もするし、言ってない気もする。

　そもそも、あの時、自分には何か答えられる言葉があっただろうか。

「振り向いた時、義仲が手て勢ぜいの数人と敵てき勢ぜいを突とつ破ぱするために突とつ撃げきを掛けていくのが見えた。

　そして自分は落ち延び、義仲が討うたれた事を知った。

　為なす事はあまりなかったのだ。ただ身分を隠かくして京きように向かい、伊い子こに会おうとした。

　しかし、慶けい事じの祭にて、好こう機きとして面めん会かいを狙ねらった相手は──」

　一ひと息いき。

「伊子という名の、違う娘むすめだった」

「それは──」

「伊子は、自分達が去ってからすぐの内に、色々手て配はいして亡なくなったのだ。病やまいだったという」

　伊子は、聖譜記述に拠よれば、またの名を冬ふゆ姫ひめと呼ばれていた。そんな名に相応ふさわしい、静かな息の引き取り方だったと、知人の便びん女じよ伝づ手てに聞いた。

「持じ病びようだったそうだ。信濃の地からのものだったが、自分には内ない緒しよにしてくれと、そういう話だったと。──私は、姑しゆうと女め気分で、何も気付いていなかったし、騙だまされていた訳わけだ」

　だから己おのれは、また、理解した。

　何な故ぜ、義仲が伊子の望み通りにしたのか。

　何故、伊子が自分に全てを預けたのか。

　そして何故、自分は、そういうものに何も気付かなかったのか。

　ただ何も知らずに幸せを感じていたのは、愚おろかゆえか。

　それとも、二人が、何もかも隠かくして自分に幸いの時間をくれたのか。

「失ってから解わかる事の方が多いとはどういう事か」

　くそ。

「伊子との別れの時、勘かん違ちがいしていたのは自分が馬ば鹿かゆえだ。ある意味、こっちが馬鹿をさらけ出したがゆえ、伊子はこう思ったろう。ああ、気き遣づかい無む駄だだと。よく考えるまでも無く、あの後の彼女の涙は、こっちの馬鹿への同情であろうな」

　良く出来た妹いもうと分ぶんだった。だが、

「義よし仲なかとの別れの時。己おのれは何かを答えてやれただろうか」

　伊い子こから預けられた彼に、何か言ってやれただろうか。

　今いま更さらどころではない。当時から五百年。

「ずっと、信じようとして来た事があるのだ。

　己はあの時、こう言った筈はずだと。──〝そんな事はない〟と」

　小さな言葉だ。だけど、それは義仲の想おもいに応こたえられるものの筈だ。そして、

　……私の、当時の本心だ。

　同情ではない。反射的に、そう言ったと、思っているのだ。

　表おもてに出すのはそれが精せい一いつ杯ぱい。だからきっと、たった一ひと言ことだと、そう思っている。

　馬ば鹿かだ。

「しかし、……巴ともえ御ご前ぜん？　貴女あなたの言葉が届いたという証しよう拠こはありますでしょう？

　だって、義仲様は、霊れい体たいになっておられませんでしょう。ええ」

　確かにな、と巴御前は言って、立ち上がった。

「義仲が霊体になっていないならば、それは、この世に残ざん念ねんがないという事。きっと自分は言葉を送り、届かせたのだと、そのくらいが落としどころだな。

　まさかこちらが何も言わなかったから、自じ暴ぼう自じ棄きで全部諦あきらめたとか、そんな最悪のケースは思いたくないものだ」

　いいかね、と巴御前は帽ぼう子しを脱ぐ。一度自分を仰あおぐと涼すずしく感じるから、相当に恥はずかしい事を話したのだ。しかし、

「五百年、ようやくに昔話だ。──たった一言。それだけでな」

　だけど自分には、信じるしかない。正しい事を、少しでも出来たのかどうなのか。

　ゆえに自分は死んでも残念があり、霊体となったが、これも二人が当時に受けた苦労や気き遣づかいよりも遙かに軽いものだろう。

「君は過つな。無む論ろん、過つとしても、五百年あればどうにかなる事だろうがな」

　帽子を、クリスティーナの頭に置く。

　そして一ひと息いき。

「昔話の後は現実だ。──私は戦争に向かうが、君は少し考えろ、クリスティーナ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつゆえ、死ぬのも有りだろう。だが──」

　だが、

「伝えるべき意い思しは、伝えてきたか？　それを思え、クリスティーナ」
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　浅あさ間まは、大体の部分を話し終えた。

　……後ろの方、よく解わからない部分が多くて、推すい測そくですけどね。

・俺　　：『あの姐ねえちゃんも苦労してんなあ』

　両腕うでが頷うなずくのは、確かにその通りだろう。

　周囲。ん、ともぞつく気け配はいが幾いくつかある。皆が起きるのだ。そして自分は、

「あ、先に禊祓みそぎしておかないと……」

　鈴すずには許可を取ってある。朝風ぶ呂ろ、というにはやや急ぎになるが済ませてしまおう。

　ただ、身を起こした時、ナルゼが静かに言葉を作った。

「……里さと見みと言い、ネルトリンゲンと言い、いいネタが多くて嬉うれしいわ」

　そして、

「里見は結局、任せっ切りだったけど、ネルトリンゲンは可能な限り手伝いたいわね」

「……というかナルゼ、完かん徹てつですけど大だい丈じよう夫ぶですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ慣れたものよ。それよりほら」

　周りの皆が、身体からだを起こし始める。鈴が喜き美みに抱きかかえられていて手足をあたふた宙ちゆうに這はわすが、

「喜美が起きる気配ないのは、設せつ定てい変えたんですかね、喜美……」







[image: 第六十九章『閉じ場の開放者』]
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　ミトツダイラは、鈴すずの湯ゆの表おもてに出ていた。

　圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの術じゆつ式しきは、自分として予定通りの時間で目覚めを寄よ越こし、

　……まあ、皆よりちょっと早いだけですけど。

　先に起きていた浅あさ間まの手て配はいで、朝の禊祓みそぎに湯ゆ屋やで朝あさ風ぶ呂ろを頂いただいた。異い族ぞくの自分にとっては少々硬かための湯に感じる仕し様ようだったが、

「今回は地ち上じよう戦せんですけど、江え戸どの遺い跡せきとは違って野や戦せん中心なので、虫むし除よけとかケッコー必要になるんですよね」

　との事で、右腕うでと左腕もホライゾンより先に浸つかっての朝風呂だ。

　これから臨りん戦せん態たい勢せいだが、朝食と作さく戦せん会議もあるため、寝ね間ま着き姿すがたに戻っている。そして表に出てみれば、自分の王おうが、表に並べた長なが机づくえの上にクロスを敷しいていた。

「我が王、御ご機き嫌げんよう」

「おーう、オハヨ。ネイトは朝あさ飯めし、ハムでもいいかー」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　青雷亭ブルーサンダーからの取り寄せですわね？　宜よろしくお願いいたしますわ」

　オイヨー、と応じた王が、よく見れば裸はだかエプロンで、湯屋前に用意された出で店みせのコンロに足を向ける。

「我が王、その格かつ好こう……」

「馬ばっ鹿か、油が撥はねたら危ねえだろ!?　嗜たしなみだよ！」

　まあ確かに、と思ってしまう時点でいけない気がする。

　ただ、気になる事があった。

　……里さと見みの件とか、大だい丈じよう夫ぶでしょうか。

　戦争があったのだ。結果は朝起きた時点で出ていたが、思った以上に早く決けつ着ちやくした、というのが自分の見立てだ。

　かなりの戦せん力りよくを初めから削けずられ、羽は柴しば達も早期に到とう着ちやくしたというのに。

　……北ほう条じようや、現場の皆が頑がん張ばったからですわね。

　王は、どう思っているのだろうか。

　やはりその辺り気になるのか、一いつ緒しよに出てきた両腕が、彼を手招きした。

　どうしたよ？　と王が両腕に話しかけると、腕が軽く跳ちよう躍やくして彼の両りよう頰ほおを摑つかんだ。

「あいててて！　伸びねえ──！　御お願ねがいです赦ゆるして下さい──」

「悪い事してないのに赦しを請こうのは何な故ぜですの……」

　芸げい風ふう芸風、という彼と、その肩に乗って髪かみを荒らし始めた両腕に、ミトツダイラは苦く笑しようする。

　……安心しても大だい丈じよう夫ぶそうですわね。

　彼の態度は、何かを考えているフシがあるが、沈んではいないようだ。

　ひょっとして、とミトツダイラは、術じゆつ式しきのリストアップをしている浅あさ間まに視線を向ける。

　人の生き死に、歴史などとも密みつ接せつな神しん道とうの巫み女こだ。自分達との付き合いの中でも、相談役になっている事が多い。今け朝さの時間帯たい、起きた順番など考えても、

　……多た分ぶん、そうですわね。

　流石さすがですわ、とミトツダイラは思う。自分の場合だと、正直、人の生き死にの問題や、里さと見み・義よし頼よりの事など、包ほう括かつして語れるレベルにないし、上う手まく言えない。下へ手たすると、あの時にどういう戦せん術じゆつを選択すべきだったか、など、要いらん方に話を持っていって誤ご魔ま化かしかねない。

　それでもまあ、そういう風ふうにでも話をしようとする〝必死〟が伝われば、意味はあるのかもしれないが、今回は浅間がいてくれたのだ。

「智とも」

「え？　何です？」

　やってきた両腕に、ホライゾンの術式リストを渡す浅間が、振り向いた。

「急ぎで必要な加か護ご、ありますか？」

「いえ、そうではなくて……」

　王おうが、湯ゆ屋やの倉そう庫こから、鈴すずの湯ゆが表おもてに出す出で店みせの台だい座ざ部分を運んでくる。

　その光こう景けいを見ながら、ミトツダイラは言った。

「ホライゾンだったら、頰ほおを伸ばしてビンタでも入れて極きよく論ろん説せつ教きようですわね」

「な、何がですかっ」

　狼狽うろたえる辺りが、〝当たり〟だ。

　……いろいろ難しい問題、ありますものね。

　自分の王は、哀かなしんではいけない。

　ただ、一つ、今回のその事について、聞いておきたい事がある。

「我が王、哀しむのを止めて欲しがってましたの？」

「あ、いえ」

　と言葉を漏もらし、浅間が動きを止めた。ややあってから、彼女は周囲に視線を送って一ひと息いき。自分達しか今の話が通じていないのを確かめた上で、こちらに視線を向けた。

　笑えみと言うより、安心の顔で、彼女は言う。

「初めから、肩の荷に降おりたような雰ふん囲い気きでしたから」

「そうですの」

　だとしたら、王の中でも、ケジメがついたという事だ。

　関かん東とう解放が失敗していたらどうなる事かと思ったが、

「あの夜の憤いきどおりや、多くの迷いに、ようやく、追いつきましたのね」

「……あ、その言い方、ミトらしいと思いました、今」

　そうですの？　と言うこちらの横。浅間は湯屋前の広場に防音結けつ界かいを施ほどこし、

「ちょっと、朝あさ御ご飯はんの方、取り寄せてますので、皆で頂いただきましょう」
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　皆で朝食を頂く場所、とミトツダイラは考え、辺りを見回した。

　皆というと、湯ゆ屋やにいる者達だけではなく、自宅待たい機き組のノリキ達も含む。そうなると、

「ここの広場、貸し切りですの？」

「ええ、ホライゾンが寝っぱなしですし、私の方も、皆が一箇か所しよに固まってくれていた方が加か護ご関係の調ちよう整せいとかしやすいので」

　あ、と浅あさ間まはこちらの怪け訝げんに気付いた。足あし下もとに来たホライゾンの両腕うでを抱き上げ、

「場所を使う事については、許可とれてます。うちの方で、皆の禊祓みそぎとか、会議とか、術じゆつ式しき関係の処しよ理りをするので、軽く結けつ界かいにするという事で。まあいつもの事ですね」

「流石さすがですわね」

　いやいや、と浅間が空あいた手の上に術式リストの表示枠サインフレームを束たばで出した。彼女はそれをハナミに預け、

「ミト、後で皆に配はい布ふする術式の策定したいので、ちょっと付き合って貰もらえますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でもまずはこれから朝食……、というか何か凄すごいですわよ、智とも」

　言って見る先、右腕と左腕が浅間の胸の間に挟まっている。深く抱いているせいだが、腕の仕し草ぐさから解わかる感としては、

「……何か、喜き美みとかがやってるの見ると、こうすると大人おとなしくなるっぽいんですよね」

「前に真田さなだでキャンプした時、喜美がそうやって押さえ込んでましたものねえ……」

　ですね、と浅間が言った時だ。王おうが紙製の取り皿ざらなどを持って来た。

　腕が振り向き、そわそわしたためだろう。浅間が腕を下ろす。すると胸の袷あわせが、

「あ」

　乱れた。臍へそから下までが肘ひじに引っかかって露あらわになるが、王は、

「──大だい丈じよう夫ぶ。凝ぎよう視し」

「我が王、言ってる事と真ま顔がおが……」

　いやいや、と浅間が眉まゆを下げた笑えみを見せる。彼女は、開かい袷きんに手を当て、

「さっき下に、前見せたサポーターつけたんで大丈夫。大丈夫ですよ？」

「あら、珍めずらしいですわね」

　と、言った瞬しゆん間かんだ。ミトツダイラは不ふ意いに下から襟えり首くびを摑つかまれた。

　え？　と思えば両腕だ。気が付くと袷が広げられ、肩から臍辺りまで、

「きゃああああ！」

　慌あわてて戻す先。皿を置いていた筈はずの王が振り向き、

「大丈夫。凝視」

「平等ですの？　そうですのね？」

　眼がん下か、両腕うでが王おうの方に親おや指ゆびを上げた上で、湯ゆ屋やの入口から出てきた喜き美みにも同じようにする。対する喜美が、意味が解わかっていないだろうに、

「そうよ！　いいわよ！　ほらもっともっと！」

　などと言っているのが結けつ構こう危険。だが、自分としても、袷あわせを押さえた上で、

「わ、私の方だって、下に着けてるから大だい丈じよう夫ぶですわ」

　だよな！　と王が爽さわやかな笑えみを見せた。

　そして彼はまた、皿さらを置きながらこう言った。

「表おもてだもんな」

　その言葉に、浅あさ間まが表情を変えたのをミトツダイラは見た。

　浅間は、眉まゆを上げた驚きになり、応答も上ずったような声で、彼から視線を逸そらしてこう言ったのだ。

「で、ですよね？」
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　……うっわ。

　浅間は、体温が一気に上がって下がった感覚を得る。

[image: ]

　彼が、自分の寝ね顔がお写真を持っているのは解わかっている。だが、それ以外を持っているかもしれないという事を、不ふ意いに思い出したのだ。

　……うっわあ──。

　これはいけない。正直、先日からこっち、血けつ圧あつと脈みやく拍はく関係が非常に上下幅はば広い生き方をしていると思う。これは間違いなく健けん康こうに悪い。

　今、足あし下もとで両腕うでがエア耳に手を翳かざして「一いつ体たい何？」というジェスチャーをしているが、解ってやってますよねソレ!?　そして何よりも、

「ええと……」

　横で、ミトツダイラが妙みようにすっきりした笑えみをこちらに向けている。
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　……ほほう……。

　幾いくつか思う処ところはあるが、とりあえず、ミトツダイラは王おうから視し線せんを逸そらす巫み女こに横よこ肘ひじを軽く入れた。

　え？　ええ？　と振り返る浅あさ間まに、ミトツダイラは笑顔で言う。

「表おもてでは、確かに気を付けますわよね？　──では、〝内〟だと、どうですの？」

　言った先、数すう秒びよう程浅間の表情が止まり、

「……お、おぅ」

　俯うつむきで鈍い汗あせを搔かき始めた浅間に、しかしミトツダイラはこう思った。

　……外しましたわね？

〝当たり〟となる言葉ではあったと思う。だが、今の浅間の反応は、図ず星ぼしではなく、

　……それは想そう定てい外、という感じの、新しい馬ば鹿か……、馬鹿って言ってはいけませんわね。新しい問題に気付いた、という辺りですの？

　まあいいですわ、と思いつつ、とりあえず今提てい起きした問題から、というように、ミトツダイラは浅間に言葉を送る。

「ふふ、まあ、仕方ありませんわね。内と外の使い分け。──智ともがそういう風ふうに言うなら、私も同条件で振る舞わねばなりませんわよね」

「な、何か言い訳わけにされてますよね私！　そうですよね？」

　浅間が、慌あわてて復帰して、床から見上げてるホライゾンの両腕を示す。

「ほ、ほら、こちらの両腕なんて何と全ぜん裸らじゃないですか！　既すでに同どう条件以上ですよね!?」

　おーい、と王が声を掛けてきた。

「つーか家の中で気き楽らくに出来ねえ方が駄だ目めだろー」

「ああ、ええ、まあ、確かにそうですわね……」

　言いつつ、ミトツダイラは考える。

　……気き楽らくに出来るなら、別に下に着てても良い訳わけですのよね？

　何かこの辺り、駆かけ引きのようなものが始まっている気もするが、基本、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽでのレギュレーションはホライゾンに破は壊かいされる気もするので案じたところで意味は無い。思うように動いた方が吉きちだ。

　成なる程ほど、とミトツダイラは納なつ得とくするが、まだ、気になる事がある。

　先さき程ほど〝当たりだけど外した〟件についてだ。

　ちょっと、とミトツダイラは、浅あさ間まを少し離れた位置に呼ぶ。湯ゆ屋やから、ナルゼやナイト達も出てきたからだ。その上で、

「……智とも、さっき何か、変に狼狽うろたえてましたわよね？　表おもてでは、という辺り」

「え!?　い、いや、そりゃあ表で下に何もつけてないとか、ええと、いけませんよねえ」

「……話、逸そらしてますわよね？」

　笑えみで言うと、浅間がこちらから視線を逸らした。

　逃げているのではない。彼女は不ふ意いにナルゼに手を挙げ、

「ナルゼ、さっきの、ミトの分を」

　何事？　と思っていると、明らかに寝不足でふらついているナルゼが、こちらに魔術陣マギノフイグーアを一つ投げてきた。

「何ですの、コレ」

　思い、手にしてみると画が像ぞう表ひよう示じ状態だ。そこに、

　……え？

　映っているのは、自分の寝顔だ。右腕うでと左腕も何な故ぜか抱き枕まくらのように裏うら表おもてポーズをキメて映っている。だが、自分が毛もう布ふにしがみつき、腰を上げてる光こう景けいがあって、

「ちょっ、な、何ですのコレ!?」

「あ、私の分は除外する契けい約やくが結ばれてますので。ええ。あとコレ、──寝顔以外のものが、トーリ君に渡ってる可能性がありますから。ええ」

　浅間が、眉まゆを立てた笑みで、こちらの肩に両手を置いた。

「同条件！　同条件ですよ！　ミト！」

「思わぬ同条件ですのよコレ！」

　言うと、ふと、浅間の表情が消えた。彼女は、力なく視線を逸らし、

「着てる分だけ、いいじゃあないですか……。ねえ……」

　何を映されたか解わからないが、思った以上に条件が厳きびしかったらしい。
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　まあまあ、と浅間がミトツダイラを制しているのを、喜き美みは見ていた。

　湯屋の入口。弟がコンロで温あたため直しや調ちよう理りを始めた横だ。

「愚ぐ弟てい？」

「んー、何、姉ねえちゃん。蜂はち蜜みつあるけど使いたい？」

「炙あぶったパンに頂いただくわ。でもまあ……」

　両腕うでをそれぞれ抱いて、新しいスポーツのように牽けん制せいを始めた女二人を見ていると、

「人間、変わるものねえ」

　と、喜き美みは弟の後ろ、肩上から両手を回し、皿さら置きを手伝っていく。爪つま先さき立ちで、半なかば担かつがれているような状態だが、

「愚弟」

「ほいよ」

　自分が手の平に枚数を確保し、弟に置かせた方が早い。

　そして喜美は、ふと言葉を作った。

「出来たわね、愚弟」

「──皿？」

「フフ、言わなくても解わかってるでしょ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と弟が頷うなずいた。が、俯うつむきではない。何ど処ことなく胸を張るように、

「俺おれは姉ちゃんの弟だぜ」

「フフ、愚弟め」

　だけど、と弟が言った。

「姉ちゃんが、そう言ってくれて嬉うれしい」

「浅あさ間まは？　昨夜、何か言われたんでしょ？」

「あー、うん」

「幸いでしたね、とか？」

「近い近い」

　巫み女こらしいセンスねえ、と、喜美は納なつ得とくする。幸いとか難き祓はらいとか、その辺りの言葉を仕事でよく使うし、理解している浅間だ。

　……だとすると、愚弟に対しては、仕事じゃないから……。

　よかったですね、と、その辺りかしらねえ。

　言っているのを数パターン想そう像ぞうすると、非常に腹の上辺りがくすぐったい気分になってくる。

「……喜美、何ですの？　智ともに対するその〝あらあらまあまあ〟みたいな笑顔……」

「フフ、アンタもいずれそうなるのよ！　私の上じよう機き嫌げんの源みなもととして毎日愚弟とキャッキャウフフすればいいわ！」

「と、というか喜美！　何を私に対して含んでるんですか！」

　まあまあ、と両腕が手で制した。その動きを見て、喜美は呟つぶやく。

「……かなり、ホライゾンね、コレ」

「独自の〝やんちゃ〟がたまに入りますけど、繫つながってますわよね」

「で、ホライゾンはいつ起きるのかしら？」

　弟の視線と共に問うた先、浅あさ間まが表示枠サインフレームで確かく認にんする。

「本人申しん請せいだと、後あと二時間くらいですか。──ネルトリンゲンの戦いが終了した辺りになるんじゃないかと、そう思います」

　そう、と頷うなずくと同時。鈴すずの湯ゆの入口から正まさ純ずみが出てきた。

　彼女は、んー、と伸びをしてから、

「おーし、じゃあそろそろ作さく戦せん会議行くぞー。朝食、葵あおいがやってんのか？」

　おーう、と応じる弟の声と共に、周囲の皆がまずは朝食の準備に入り出す。

　そろそろ、次の戦いが近いのだ。

「今度は長なが太ぶとね、愚ぐ弟てい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……巴ともえ御ご前ぜんとか、いるんだよな」

　ある程度予習はしているらしい。偉いので、顎あごで頭を捏こねていると、狼おおかみがやってきた。

　彼女は、皆が長なが机づくえを動かしたり、青雷亭ブルーサンダーから持ち込まれている籠かごを手渡す中、

「あ、ええと、我が王おう？」

「おう、何？　ネイト」

「あら、私、いて大だい丈じよう夫ぶ？」

　問うと、狼が眉まゆを上げて、そして気付いたように微笑した。

「別に構いませんわよ。秘め事ではありませんもの」

　頷き一つ。彼女は自分の王の目の前で、胸に手を当てこう言った。

「関かん東とう解放、おめでとう御ご座ざいます、我が王」

　Ｊｕｄ．、と歯を見せて笑う愚弟とは別に、狼の向こうで巫み女こが小さく吹いた。

「──な、何ですの智とも、今の！」

「いや、まあ、ミトらしいですよね、って」

　もう、とミトツダイラがこちらに視線を戻す。そして彼女は半はん目めになって、

「……喜き美みも何ですの？　私に対してもその〝あらあらまあまあ〟みたいな笑顔……！」
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「段々と明るくなってきたが、あの安土あづちっての、邪じや魔まさねえ……」

　直なお政まさと名乗った武蔵むさし第六特とく務むの言葉を、時とき茂しげは鉄の塊かたまりの上で聞いていた。

　場所は、里さと見み本ほん拠きよを見下ろせる房ぼう総そう南の尾お根ねの下。決けつ着ちやくの現場より、やや下ったところにある、開けた斜面だ。

　お互い、自分達の武ぶ神しんの上に座り込んだ状態だ。

　運んで来た訳わけではない。

〝信しん〟は自じ重じゆうで斜面を零こぼれ、地じ摺ずり朱雀すざくとやらはそれについてきた形だ。

　一応、時とき茂しげの方は、本ほん拠きよ近くまで行き、〝信〟と朱雀の回かい収しゆうを頼んでいる。

　その際、腕や肩の負ふ傷しようも大体は処しよ置ちしてきたものだが、

「まさか戦せん闘とう中に部品を外されて負けるとはね」

「アンタ……、しつこい性格って、そう言われた事ないさね？」

「いや、大体、義よし康やすが相手だったから」

　ああ……、と頷うなずかれるが、どういう意味で伝わったのか謎なぞだ。

　だが、関かん東とう解放が為なされたというのに、明かりをつけ始めた本拠に戻らずここにいるのは、性しよう分ぶんとしか言いようがない。

　……どうしたものよね。

　喜ぶべきか。敵に回って戦った事を弁べん明めいするべきか。

　お互いの立場がある、というのは、やはりそれぞれ解わかっている事だろう。武蔵むさしの第六特とく務むも、特にその辺りを話題にしないのは、だからこそ、だ。

　だけど自分の中では、妙みような拘こだわりが残っている。

「何と言うか、ね」

「言ってみるといいさ」

　そうねえ、と時茂は、思し案あんしている振りをした。

「里さと見みがさ」

　ここのところ、ずっと思っていた事。それは、

「……歴史に弄もてあそばれてるようで、何か釈しやく然ぜんとしないのよね」

「実際そうだったろうさ」

　相手が苦く笑しようする。

「武蔵が関東に本拠構えないように、羽は柴しばがやってきてドカン。そして里見の総そう長ちようは散った。

　だからしょうがないので羽柴に従じゆう属ぞくしていたら、今度は武蔵がやってきて元に戻そうとする。いい加か減げんにしてくれ、と思っても、武蔵側には義康がいて、正せい義ぎは向こうさ」

「〝向こう〟じゃなくて〝こっち〟でしょ？　他ひ人と事ごとみたいに言うのね」

「あたしゃ政治とかそこら辺は、面めん倒どうでね」

「じゃあこっちの立場で考えた、って事？」

「気持ち悪いさねえ」

「じゃあ」

　一体どうして？　と問い掛けるより先に、武蔵の第六特務が応じた。

「面倒なのはいつも〝向こう〟任せか、〝向こう〟に放ほう置ちなんさ、あたしはね。自分には抱えない。そういう生き方さ」

「嫌いやな話」

「何がさ」

「自分が放り投げても、それをやってくれるだけの信用出来る仲間がいるって事じゃない」

　言った先。武蔵むさしの第六特とく務むが、こちらを見た。

　目を見開いた、意い外がいな事を言われたと、そう見える表情。そして彼女は、

「────」

　何な故ぜか俯うつむいて頭を抱えた。

　何かマズい事を言っただろうか。

　流石さすがに、こちらも微び妙みような気まずさを得ながら、

「どうしたの？」

「いや、たまに、実感出来る変な現実が来て困るさね」

　ただまあ、と武蔵の第六特務が、前を指さした。

「ほら、来たさ」

　言われて見る正面。そこに見知った影があった。

　斜面を上がって来るのは、

「──義よし康やすか」
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　義康は、時とき茂しげの呼び掛けに頷うなずいた。

　自分の方、〝義ぎ〟は既すでに回かい収しゆうの流れに乗せている。

　幻げん庵あんの身み柄がらは、北ほう条じようと連れん絡らくを取ったところ、

　……こちらの土地に葬ほうむってくれと、そう言われたそうだな。

　身み分ぶんを隠かくしての出しゆつ撃げきだったのだ。

　戻る事は出来ない。

　ならば、彼が最後に北条を見た土地に葬り、持ち物などを故こ郷きように戻すべきだろう。

　そんな手て筈はずをいろいろと付けていると、時茂が〝信しん〟の回収待ちだと聞いた。

　彼女と〝極ごく秘ひの会談〟を持ちたいと大おお久く保ぼに言うと、

・義　　：『──柳生やぎゆう・宗むね矩のり、来ているのか？』

・■──：『Ｊｕｄジヤツジ．、里見生徒会長の後ろにいます』

　ん？　と義康が後ろに振り向くと、

・■──：『あの、あまり興きよう味み本ほん位いで振り向いたりしないで頂いただけますか。そっち、身体からだ回すだけですが、俺おれ、グルっと回らないといけませんので』

・義　　：『ん？　後ろにいなければならないという訳わけでもないだろう』

・■──：『いえ、要よう人じんの前に立つと、その言葉を邪じや魔ましますので』

　神しん道とうの考え方だな、と、そう思う事で納なつ得とくした。ただ、一応、

・義　　：『要人の盾たてになる時はどうする？』

・■──：『後ろから倒します。そして金かな槌づちで一発』

・義　　：『要人をか。──正まさしく、やられる前にやれ、という感じだな』

・■──：『相手をです……！』

　そうか。いかんな。

　……少々武蔵むさしルールに慣れてしまっている自分が嫌いやだ……。

　だが、確かく認にんするように柳生やぎゆうが問うてきた。

・■──：『里さと見み生徒会長。……この相手は、そうなんですか？』

・義　　：『そう、とは？』

・■──：『俺おれが前に出て置いた方がいいと、そういう相手です』

　どうだろうな、と義よし康やすは、斜面に足を掛けて行く。

　この辺りの土地は、よく知ったものだ。歩きもしたし、上からも見た。

　その時には、この相手も一いつ緒しよだったと思いながら、義康は声を掛けた。

「時とき茂しげ、──随ずい分ぶんとやられたな」







[image: 第七十章『この場の預け人』]
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　時とき茂しげは、位置的に自分が上になっている事を自覚の上で、義よし康やすに応じた。

「そちらこそ、随ずい分ぶんと〝義ぎ〟を壊こわしたものね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、飛ひ翔しよう器きは全ぜん壊かいだ。高熱と凍とう結けつのコンボをくらったせいで、駆く動どう系けいや循じゆん環かん系、保ほ護ご動作部なども一回全て取り替える必要があるだろう」

「予算は」

「Ｊｕｄ．、浅あさ間ま神じん社じやに頭を下げて夏にバイトだな」

　義康の言葉に、ふと時茂はこう思った。

　……随ずい分ぶんと変わったわね。

　頭など、下げる事を普通に言えるキャラではなかった。

　大体、バイトとか、そういう事をするような性格でもなかった筈はずだ。

「義康」

　時茂は、思った通りの事を言った。

「苦労したのね……」

「何だその同情全開の目つきは」

　いや、と時茂は手を前後に振った。気にするな、と。

　大体、他に言う事がある。

「里さと見みの金を使う気？」

「否いな、自分で払う。そもそも、里見解かい放ほう自体が、私の独どく断だんだからな」

「馬ば鹿か？」

　反はん射しや的に、時茂は言葉を放っていた。やや前のめりに、

「そんな事で済ませて、里見のこれからへの責任を放ほう棄きする気？」

「じゃあ貴き様さま、金払うか？」

「私に振ってどうする気よ……！」

　何かおかしい、と時茂は思った。

　ついこの前まで、義康は、いつも何だかんだと義よし頼よりの後をついてばかりだったように思うのだが、今、目の前にいるのは、

　……言ってる事がよく解わからないわよ……？

　よく考えると、不ふ規き則そく言げん動どうと義頼云うん々ぬんは関係ないのだが、まあそういうものだ。

「義康、……何ど処こかで洗せん脳のうされてない？」

「されてないぞ」

　武蔵むさしの第六特とく務むが右の義ぎ腕わんを肘ひじから上げた。

「……そういわれて〝ハイ！　されてます！〟って答える馬鹿いると思うか？」

「言われて見るとそうよね」

　ただ、義よし康やすが首を傾かしげた。彼女は眉まゆをひそめて首を傾げると、

「貴き様さま、何かおかしいぞ？」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　時とき茂しげは吐と息いきした。肩を落とし、大体、と言葉を作ると、

「もう、Ｊｕｄジヤツジ．、って言わなくていいんじゃないの？」

「ああ、その件だが。──貴様、第三特とく務むだったから、五秒後くらいから里さと見みの副ふく会長と副ふく長ちようを兼けん任にんしろ」

「何じゃあそりゃあ──！」

　立ち上がると、肩に響ひびいた。う、と顔をしかめると、

「そんなに重圧のショックが大きいか。まあ慣れる」

「い、今のは怪け我がの痛みよ！」

　じゃあ、と義康が言った。

「重圧はないのか。──武蔵むさし側通して聖せい連れんに申しん請せいしとく。した」
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　あ、と浅あさ間まは声を作った。朝食風景を撮さつ影えいしようと表示枠サインフレームを掲かかげた喜き美みの相手をしつつ、

「正まさ純ずみ？　ヨッシーちゃん、里見の方から、ええと里見の第三特務を、里見の副会長兼けん副長に昇しよう格かくさせたいとか、通神文メールが」

「あー、今、ちょっとパンにバター塗ってて手が離せないんだけど──」

「副会長、自分思うに、里見とバターとどっちが大だい事じかと……」

　すると正純がアデーレの前に、バターを塗ったパンと塗ってないパンを置いた。

　さあ、と正純はテーブルに手をつき、

「どっちがいい、バルフェット、選んでみろ」

「い、いや、それはやはり今の場合、塗ってない方で……」

「……ほう、それでいいのかバルフェット」

　と、正純が、バターの塗ってある方を手にして掲かかげる。と、後ろから彼がやってきて、焼いたものと取り替える。無む論ろん、バターを塗って焼いたものだ。

　それを正純はアデーレの前に掲げ、手で仰あおぎ、

「さあ、どっちがいい、バルフェット」

「……ぬ、塗った方ですよ！　あ、当たり前ですよ！　くっそ、何か凄すごく負けた気がしますけど塗ってないのは単なるパンですよ！」

　何か最近、アデーレの芸げい風ふうに磨みがきが掛かっている気がする。

　向こう、ナルゼが冷やし紅こう茶ちやだけ飲んでいるが、

「何か食べないんですか？　ナルゼ」

「食べると眠くなるから。お腹なかの調子整えるのにも、軽けい食しよくと紅こう茶ちやだけにしとくわ」

　オウ、と言ったのはカレー塗りパンを焼いているハッサンだ。

「紅茶は胃い腸ちようを引き締しめるので、良いですネー。水気の強い日は、濃く渋めに作った紅茶とパンを一いつ緒しよに頂いただくと、パンに染しみた紅茶が胃腸を締めてくれて、身体からだの循じゆん環かんが成りますネー」

　成なる程ほど、と女子衆しゆうが頷うなずいてメモをする。

「あ、──正まさ純ずみ、それでヨッシーちゃんの件、どうしましょう」

「うーん、今、里さと見みの役やく職しよく者しや状況ってどうなってるんだろう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼が手を挙げた。

「〝偶ぐう像ぞう八はつ犬けん伝でん〟の格かく闘とうモードだと、ペタ子と二、三人の他、全部〝？〟マークだぜ」

「ゲームの話で済ませようとするなよ!!」

　うーん、と正純が思った。

「じゃ、ちょっと、そこら辺詳くわしいのに調べて貰もらうか」
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「御お嬢じよう様さま、浅あさ間ま神じん社じや経けい由ゆで、副ふく会長から急ぎの命令が」

「はあ!?　この忙いそがしいのに何やねん！」

　Ｊｕｄ．、と加か納のうは表示枠サインフレームの内容を読み上げた。

「里見の役職者の残ざん存ぞん状況はどうなっているのか、と」

「今いま更さらやなあ……」

「……御嬢様、そこで調べ始めるのは何な故ぜですか」

「解わからんか」

　大おお久く保ぼは、半はん目めで言った。

「ここで調べんと、もっと面めん倒どうな事を言いつけて来るで」
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「正純、大久保さんから回かい答とう来ましたよ？　──ええと、一いち応おう皆もどうぞ」

「お？　早いな？　聖せい連れんのサイトに行くなら、やっぱり大久保だなあ」

　正純は、里見の役職者の状況を素早く表示枠から読み取る。

　……こりゃ確かに、穴が開きまくりだなあ。

　現状は、まだ羽は柴しばの支し配はい時代の登とう録ろくになっている。だが、そこから解わかるのは、

「……あれ？　セージュン、コレ、一応は全部埋まってないかな？」

「いや、よく見るで御ご座ざるよナイト殿どの。確かにこの役職リスト、全ての役職者が埋まった状態に見えるで御座るが、担当者名のほとんどが〝里見復ふつ興こう奉ぶ行ぎよう〟で御座る」

　成なる程ほど、と頷うなずいたのはクロスユナイトの隣となりにいたメアリだ。彼女は、やはり視線を合わせられないまま、クロスユナイトの表示枠サインフレームを窺うかがい見て、

「下へ手たに個人代表を作らず、共同組そ織しきで治おさめるのですね。英国でも、国内四国の境きよう界かい地ち帯たいにある教きよう導どう院いんや、警けい備び用の小しよう規き模ぼ教導院ではそのように役やく職しよくを組織化しています」

「……メアリ殿どのは、そのような教導院に？」

「行く筈はずもありましたけど、私は一応の自由として、あの階かい層そうにいましたから。

　ほら、あの、当時は大罪武装ロイズモイ・オプロとかその辺りが注ちゆう目もくされて各かつ国こくピリピリしていたので、王賜剣エクスカリバーは使えなくても、〝女じよ王おうの姉〟が戦せん力りよくとして見られかねないというのがありまして。

　だから、選択としては幾いくつかありましたけど、私は特定の教導院に入らなかったんですね」

　それは、彼女がもし教導院に行こうとしたら、そこは幽ゆう閉へいの場だったという事だ。

　苦く笑しようめいた笑えみを作る彼女の手を、クロスユナイトが握る。正まさ純ずみがそれを皆と見ると、

・金マル：『肩。肩。肩だよテンゾー』

・十ＺＯ：『すでに花が零こぼれまくってるから充分で御ご座ざるよ！』

・●　画：『ケッ』

　ナルゼが寝不足で結けつ構こう突っ走るなあ、と思っている先、クロスユナイトがメアリに顔を向け、静かにこう言った。

「もしそのような教導院にメアリ殿がいたら、やはり生徒会長などされて御座ろうか。

　それも、ひょっとしたら総そう長ちようも兼けん任にんだったかもしれぬで御座るな」

「いえ、もし、そんな風ふうになっていたら、点てん蔵ぞう様とは出会えなかった筈はずで……」

「武蔵むさしは英国の何ど処こからでも見えるで御座るよ」

　ならば、と点蔵が言った。

「その上にいる自分とて、メアリ殿を必ず見つけた筈に御座る」
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・俺　　：『コイツ、宗しゆう教きよう上ホントに武蔵の上から見つけそうで怖こえーよ……』

・銀　狼：『ええ、何か今の台詞せりふ、凄すごく変な説せつ得とく力りよくありましたわよね……。それに、メアリも、ちゃんと教導院に所しよ属ぞくしてたら、長ちよう衣いとフードで姿すがたや身分を隠かくしたり偽いつわってない筈ですし』

・不退転：『変な宗教云うん々ぬん、何か否定出来ないのが辛つらいわ……』

・十ＺＯ：『ハイそこ！　そこ！　イケメン台詞を変へん質しつ者しやのように言わない！』
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　メアリは、ふと彼の手が外の肩に回ったのを悟さとる。

　一いつ瞬しゆん、身体からだに、抵抗と言うよりも反はん射しや的な力が入ってしまうが、彼は構わなかった。

　乱らん暴ぼうではないが、解わかっていると言われるような押しつけで肩を寄せられる。

「すみません」

　メアリは、今の抵抗の理由を口にする。困りました、と心しん底そこ思いながら、

「これ以上幸せだと、死んでしまうのではないかと思って」

「花が零こぼれるなら自分の甲か斐い性しように御ご座ざるが──」

　やはり視線を合わせられないままの位置。彼がこう言った。

「自分にこうさせるのはメアリ殿どのの甲斐性に御座るよ」

「し、死が近付くような事を言わないで下さい」

　周囲、皆が紙かみ皿ざらやハンカチでお互いを仰あおいだり、宙ちゆうに散ってる花を手で掬すくって遊んでいるが、一体どういう暗あん喩ゆだろうか。
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　ともあれ、と正まさ純ずみは里さと見みの状況を理解した。

「総そう長ちよう不在なのは、義よし康やすが兼けん任にんする旨むねを戦せん闘とう前に言っていたから、よしとする……」

　だったら、と頷うなずき、正純は幾いくつかの表示枠サインフレームを出した。役やく職しよく指し名めいと申しん請せいの内容を表示枠に出し、チェックと書き込みを行う。その上で、

「一応、私達は義康経けい由ゆで里見の管かん轄かつを行えるから、これ、申請手続きをしてくれ、浅あさ間ま」

　あ、はい、と受け取った浅間が、内容を確かく認にん。その上で、

「ええと、とりあえず他国への公的書しよ状じよう扱いですね？　──で、誰だれに手続きを？」
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「御お嬢じよう様さま、もう一いつ個こ仕事が副ふく会長から」

「はあ!?　さっきやったやろ!?」

「御嬢様、だから甘い顔をすると……」
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「正純、何か凄すごい勢いで戻って来た上で空から通神文メールが連れん打だされて来てるんですけど……」

「あ？　大おお久く保ぼが操そう作さミスったか？　すまんな浅間、神しん罰ばつは？」

　んー、と浅間が顎あごに手を当てる。

「浅間神社に嫌いやがらせ通神文ですから、本来だったら逆ぎやく探たん知ちの上で、その人の恋こい文ぶみとかランダムで通神帯ネツトに公開ですね。あ、一応、示じ談だんはありますので」

「流石さすがに今の時じ期き、それはなあ……。可哀かわい想そうだからストップしといてくれ」

「じゃあ、神様の方には手違いだったと申請して、御お酒さけと恋れん愛あい漫まん画が草そう紙しを奉ほう納のうしておきますね。それで、ええと、こっちの書類は」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が言った。

「聖せい連れんに提てい出しゆつしてるけど、受じゆ理りは確定だから義よし康やすにも送っておいてくれ」
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「お？　時とき茂しげ、もう受理されたぞ」

「え!?　早くない!?　里さと見みでそんな事やったら聖連側でも盥たらい回まわしで二週間くらい掛かるんだけど！」

　うーん、と義康は満足そうに腕を組んで、

「やはり武蔵むさし、貿ぼう易えき国家だけあって、事務や外がい交こうなど手慣れているな。一応、正式なルートで礼れいを言っておくか」
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「御お嬢じよう様さま、里見の役やく職しよく者しや申しん請せいの手続きについて、御嬢様経けい由ゆで副ふく会長に礼を言っておいて欲しいと、里見生徒会長が」

「はあ!?　それさっき私がやった仕事やあああああ！　どういう事やねん、ってか、何で向こうの手て柄がらになっとんねん!?」

「御嬢様、──慣れた方がいいのではないかと五秒くらい前から思い始めました」

・副会長：『おーい、大おお久く保ぼ、良い手並みだったな。里見生徒会長から礼があった。さっきのそっちからの通神文メール。有あり難がとうな』

「……御嬢様」

　加か納のうが、無む言ごんになっている大久保に対し、半はん目めで言った。

「今のこれで、褒ほめられてちょっと喜んでるようだと、人生終わりだと判はん断だん出来ます」
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　ふむ、と義康が頷うなずくのを、時茂は見た。

　義康は腕を組んで、尤もつともらしそうに、

「──とまあ、そういう事だ、時茂」

「いや、ちょっと、ちょっと待ちなさい義康！　人の話を聞きなさいよ！」

　何だかえらくエクストリームな勢いでいろいろな事が進行している。

　……ええと、私が副ふく長ちよう兼けん副会長!?

　副長、を先に並べてしまう辺り、自分が武ぶ闘とう派はだと解わかるが、これとそれは別だ。

「一いつ体たい、何な故ぜにこんな話が進むの!?　どういう事よ!?」

「……貴き様さま、人の話を聞けと言って、そしたら私に質問とか、一体……」

「いいから、事じ態たいを明かしなさい！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と義康がまた言った。彼女はそのまま西の空を指さす。

　何なにも無い夜の空。黒さよりも、やや青さが乗って来た未み明めいの空だ。

　先さき程ほどまで、武蔵むさしがあった空だった。

「私は、武蔵むさしに恩おん義ぎがある」

「それは、貴き様さまが武蔵と共に行って返せるものなの!?」

「ほう、〝行く〟というのが、解わかっているようだな」

　あ、と時とき茂しげは言葉を失った。何となく、そんな風ふうには思っていたのだ。だから、

「里さと見みを救っておいて、そうしたら〝好きにしろ〟って、馬ば鹿かにしてんの!?」

「すまんな」

　真まっ直すぐに言われ、時茂は、上げかけた腰を〝信しん〟の上に戻した。

　……馬鹿ねえ……。

　そこで謝られたら、こちらとしてはもう終わりだ。

　何を言っても、何をしても、彼女は謝るだけなのだ。

「いいか時茂」

「聞きたくないわよ、身み勝がつ手ての押しつけなんだから！」

　時茂は、里見の本ほん拠きよを、力の入らぬ肩から先を回して示す。

「どれだけ私達が、里見を保ほ持じするのに頑がん張ばったか、知らないくせに……！」

「すまん」

「謝るな！」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

「Ｊｕｄ．とも言うな！　何よ一体、こんな身勝手で……」

「だから貴様に任せる」

　義よし康やすが言った。

「ここから見ても、よく、あの形にしたと思う。立たち花ばな夫ふ妻さいも言っていた。補ほ強きようもだが、内部が、普通の市し街がいのようで驚いたと」

「それは……、羽は柴しばの連れん中ちゆうが、融ゆう和わ方ほう針しんでやっていたからよ」

「だろうな。だが、聞いてる限り、羽柴側に媚こび売るように、彼らの生活圏けんのものを組み込まず、漁業と貿ぼう易えきの街として、道路や水路を整理したりと、妥だ協きようはしなかったようだ」

「だって、生活基き盤ばんのあり方変えたら、連中だって干ひ上あがるわよ」

「貴様、真ま面じ目めだなあ」

　どっちが、と言おうとして、時茂は言葉を噤つぐんだ。

　もはや、義康は、昔のような真面目ではない。

「おかしくなったわ」

「Ｊｕｄ．、──少し、変な風に吹かれたのだろう」

　だから、

「里さと美みの代表として、武蔵むさしの世界征せい服ふくを手伝ってくる」

「──八やつ房ふさは？」

「動かない。──機き関かん部ぶからの連れん絡らくでも、里見解かい放ほうに合わせた反応はなかったそうだ」

　つまり、と義よし康やすが言った。

「私のこれからで判はん断だんすると、そういう事だ。何しろ里見の首しゆ長ちようの力となる八房だ。里見を取り返してからが本ほん番ばんなのだから」

「何よそれ、都つ合ごうの良い」

「じゃあ、お前、持っていくか？」

　言われて、時とき茂しげは考えた。八房に対してのいろいろな思いはある。何しろ、自分の〝信しん〟などより、遙かに強力な機き体たいだ。だが、自分がそれを動かそうと思えるかどうかは別だし、八房が動いてくれるかどうかも別だと思う。

「──私には、怖おそれ多いわ」

　だけど目の前のおかしくなったヤツは、いつか動かそうというのだろう。

　……なあんだ。

　時茂は、内ない心しんで肩を落とし、こう思った。

　……昔通りじゃない。

　何かが出来ているつもりで、しかし自分はまだまだだというコンプレックスの持ち主。

　ただ、昔と違うところがあるとすれば、

「力が足りないのを、認めるようになったのね」

「隠かくしたところで、力は生まれん。その代わり──」

「何？」

「認めると、多くの者達が、力を貸してくれる」

「付け込まれるわよ？」

「真ま面じ目めにやってるつもりだ」

　そして、と彼女は言った。

「時茂」

　いいか。

「──いずれ、里見は歴史再さい現げんによって改かい易えきされる事になる」
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　義康は、これまであった事や、話した事を含みで、こう言った。

「その時か、それ以前か、私は、最も上がみに身を移し、義よし光あきから国の動かし方や、多くの事を学んで来ようと思う」

　そして、

「いずれ、この里さと見みの民たみが、平へい穏おんに過ごせる場を用意する。それはここかも知れないし、最も上がみや、水み戸とかもしれない。ただ、用意することは約束しよう。だから──」

「解わかってるわよ。行ってくれば？」

　時とき茂しげが、肩をすくめて言った。

「解ってるのよ」

　一いつ瞬しゆん迷って、彼女が言葉を繫つなげる。

「貴き様さまは〝義ぎ〟！　何か恩おんを受けたり、世せ話わになったならば、絶対にそれを忘れない。だからまあ、このところで受けた恩を忘れるようだったら、里さと見みの八はつ犬けんの恥はじだわ。

　──全く、一体、どんな事やってきたんだか」

　ああ、と義よし康やすは、視線を逸そらす自分を感じながら、言葉を作る。

「最新では、……小お田だ原わらで温おん泉せん入って空詠みカラオケやって、卓たつ球きゆうかな……」

「喧けん嘩か売ってんの!?　……というか、小田原征せい伐ばつでそんな事してたのか！」

　と、言った時茂が、しかし不ふ意いに声を変えた。

　あら？　という疑問付きで、彼女が言う。

「義康、貴き様さま……、空詠み出来たかしら？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、姉あね上うえから教わったのがある。それで、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の得え手て──、可か児にというんだが、それとまあ、良い勝負をした。……知らなかったのか？」

「勝敗くらいは追えていたけど、勝負内容は知らなかったわ」

「そうか、カレーや卓球で勝負が付いたり、脱だつ衣い場じようで殺し合いしたり、うどんが出るかどうかを懸かけて五百円玉をぶつけあったりと、史し上じよう希まれに見る酷ひどい戦争だった。談だん合ごうとか言いつつ、ムキになるのは否定されてないからだろうな」

　そう、と時茂が頰ほお杖づえを突く。

「情報規き制せいかと思ったけど、……テンション下がらないように気を遣つかってたのかもね。

　でも、貴様が空詠みねえ……」

　と引き気ぎ味みに言われるが、確かに自分でも驚きの一件だ。ハラショーコールがあんなに気持ちいいとは。粘ねん膜まくとか、引っかかる歌か詞しはあるが、

「今度、行くか？」

「復ふつ興こうそこまで進んでないわよ」

「だから〝今度〟、だ」

　それに、と義康は言った。

「待っててくれるんだろう。私が〝義〟ゆえに動かなければならないのと同時に、貴様もまた〝信しん〟だ。──私を信じて待たざるを得ない」

　……そうとも。

「里見の保全と復興のために、下へ手たな反はん抗こうせず、待っていてくれたか」

「自じ意い識しき過か剰じようじゃない？」

「私がそう思いたいだけだ」

　義よし康やすは言った。

「この先、里さと見みをしばらく任せる事になる」

「だったらそうさせて貰もらうわよ」

　時とき茂しげが、肩をすくめ、両の手の平ひらを空に向けた。

「大体、私の襲しゆう名めい先さき自体が、そういう役やく柄がらだものね」
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　正まさ木き・時茂は、自分の名前を思う。

　……里さと見み・義康の弟なのよね。

　だが、彼は領りよう内ないの正木家の跡あと取とりとして養よう子しに出され、正木の姓かばねを頂いただく。

　しかし、義康が領りよう地ちを没ぼつ収しゆうされた際、里見家けの重じゆう臣しんのまとめ役として、義康の死後も後こう継けいの補ほ佐さをしていく事になるのだ。

　後に里見家は大おお久く保ぼ・長なが安やすの失しつ脚きやくに巻き込まれて安あ房わを失うが、時茂は各地を転々とした後、鳥とつ取とりで厚こう遇ぐうされながら一生を終える。

「──私の襲名を推おしたのは先せん代だい総そう長ちようと先せん々せん代だいだけど、こういう流れを解わかっていたのかしら」

「流石さすがに義よし頼よりも姉あね上うえも、そこまでは解るまい。強いて言うなら、私と同学年、という辺りの考こう慮りよだろう。だがそれより……」

　義康が、こちらの腰にある大おお鉈なたを指さして言った。

「時茂の武ぶ勇ゆうがあるからな。──その辺りを思し案あんしたものだろう」

　と、そこで武蔵むさしの第六特とく務むがまた義ぎ腕わんを挙げた。

「武勇って何さね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、里見は、実は有名な剣けん豪ごうの故こ郷きようなのよ。──小お野の・忠ただ明あき、知ってる？」

　ああ、と第六特務が頷うなずいた。

「……伊い東とう一いつ刀とう斎さいの弟で子しで、幕ばく府ふの剣けん術じゆつ指し南なん役やくになるんだっけか」

　まさか知っているとは。何となく心の内に気分の良い物を感じながら、時茂は言う。何な故ぜか義康が、口を横に開いているのを怪け訝げんには思いつつも、

「Ｔｅｓ．、小野・忠明は、聖せい譜ふ記き述じゆつだと里見の出しゆつ身しん。元々はそこの義康に仕えていたんだけど、一刀斎の弟子になった後、その口くち添ぞえで松まつ平だいらに仕し官かんする訳わけ」

「で、アンタとの関係は？」

「Ｔｅｓ．、聖譜記述では、その小野・忠明と私、勝負をして引き分けた、というのがあるのよ。

　実際、私が中ちゆう等とう部ぶの時、小野・忠明の襲名者が丁ちよう度ど諸しよ国こく行あん脚ぎやでこっち来ていて、手合わせしてくれたの」

　あの時は、今思い返しても緊きん張ちようでガチガチだったが、相手は年上で、余よ裕ゆうのある配はい慮りよをしてくれた。わざと、という訳わけではないが、こちらの攻こう撃げきを受けず、しかしこちらに対し、受けやすい攻撃に絞しぼって勝負してくれたのだ。

　実際、受け切れるかどうかがぎりぎりの捌さばきだったのは憶おぼえている。だから、ナメられたという思いはなく、ただただ相手の実力と、自分を鍛きたえる必要性を憶えたのだ。

「出来ればまた手合わせしたいものだけど、なかなかそうもいかなさそうね」

「あー、何なら武蔵むさしに乗ってみたらどうさね？」

「は？　何で？」

　おい、と義よし康やすが第六特とく務むに制せい止しの声を告げるが、彼女は構わない。

　第六特務は、ああ、と頷うなずき、

「その小お野の・忠ただ明あき、兄あに弟で子しがいたよな？」

「ええ、善ぜん鬼きでしょう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と第六特務が頷いた。

「──その善鬼は、うちの総そう長ちようの母親で、親父おやじが小野・忠明な」
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　浅あさ間まは、トーリの母親から、青雷亭ブルーサンダーより持ち込んできた朝食のバケットを受け取る。

「おお、結けつ構こうありますね。でもあの、トーリ君のお母かあさん、……里さと見みの方、いいんですか？」

「ああ、智ともちゃん、別にあたしには里見はあんまり関係ないよ。どうせうちのが覗のぞきに行って、あの弟子どもといらん事やってるだろうけど」

　だけど、と彼女は重ねて持って来たバケットをアデーレに渡す。

「うちとしては、ホライゾンや智ちゃんや、水み戸との方かたまで来られて、鼻が高いってもんだねえ。どう、智ちゃん、うちの商店街が作った〝Ｊｕｄ．枕まくら〟と〝Ｔｅｓテスタメント．枕〟、今なら〝はい枕〟もつけるけど、持っとく？」

「それ全部肯こう定ていじゃないでしょうか……」

　まあまあ、と善鬼が笑う。

「ま、うちの人が里見の出で、トーリが里見解かい放ほう手伝って、というのは、ちょっとした縁えんだよねえ。それが良い方に回ってくれて、あたしとしては有あり難がたいよ」





●






「……小野・忠明が、……あの総長の、父親？」

「あんま愕がく然ぜんとするな。現実見ろ」

「……里見生徒会長、アンタ、矛む盾じゆんを押しつけてないさね？」

　ただ、何だか首を下に向けて黙だまってしまった時とき茂しげに、義康は言う。

「ま、これも武蔵むさしと私達の縁えんというやつだろう。──しばらくはこちらにいられると思うし、里さと見みの改かい易えきの原因となる大おお久く保ぼ・長なが安やすも現場には来てる。何だったら面めん通とおしくらいはしておけ。優ゆう秀しゆうな交こう渉しよう役だから、学ぶところは多いだろう」

　そうねえ……、と、力ない声が時とき茂しげの口から聞こえた。

　こちらの視線の先、時茂が深い息を地面側について、こう言った。

「……義よし康やす、貴き様さま、どんな環かん境きようで過ごしていたのよ」

「それが言えるなら苦く労ろうはせん」

　言って、義康は西の空へと視線を振った。

　いつの間にか、里見の空も随ずい分ぶんと明るくなったものだが、

「ネルトリンゲン、西の空の下では、どうなっているだろうか」
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「クリスティーナの台詞せりふではないが、まあ、実地で確かめてみないと、解わからぬ事は多いな」

　青黒く、しかし星の光を失っていく空の下で、風音が鳴る。

　巴ともえ御ご前ぜんだ。

　彼女が、霊れい体たいとしての足先がない姿すがたで立つのは丘の上。

　北側、三キロ程離れた丘の麓ふもとには、円形の市し壁へきに囲まれた街がある。

　周辺に極きよく東とうの居きよ留りゆう地ちや、関係する市し街がいを置いた街の名は、

「ネルトリンゲン。ここを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんを、まさか貴様とする事になろうとはな」

　彼女の視線の先。やはり五百メートル程を離れた位置には、白の総そう勢ぜいが並んでいる。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク。整列する機き動どう殻かくが白なのは、

「ローマ皇帝直ちよく属ぞく戦せん士し団だん、それを持ち出すのは、マティアスか？　それとも──」

「正式にはフェルディナント二に世せいだけど、マティアスでも大だい丈じよう夫ぶだ、巴御前」

　彼、マティアスは、長大な白と黒のアーバレストを背負った姿で、

「そろそろ始めようか？　そちらも──」

「焦あせるな」

　巴御前は、背後に視線を一いつ瞬しゆん送って、そう告げた。

「──焦って勝ちを得た戦いくさいは、何ど処こにもないぞ」
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　巴御前は、内ない心しんで舌した打うちした。

　……いかんな。

　正直、敵に焦られると非常に困る。

　向こうもこちらも、空に航こう空くう艦かんを何隻せきも置いた上での向かい合いだ。そして、敵側は、まだ戦せん艦かんや輸ゆ送そう艦の追加を行っている。

　人員は、時間と共に増えるばかりだ。だがそれでも、

「時間を置いた方がいいな、ベルンハルト」

「左さ様ようだ」

　と、背後の集団から、頭あたま一ひとつ高い男が出てきた。

　獣じゆう眼がん。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国の意い匠しようを合わせた制せい服ふくを着た男は、今、隻せき腕わんの右腕うでで軽く敵を示す。

「──この場所では夜や襲しゆうも奇き襲しゆうも出来ん。暗がりに乗じるつもりで焦あせったところで、結局は正面衝しよう突とつだ。待てば流れは変わる」

「貴き様さまの見立てでは？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とベルンハルトが応じ、顎あごで北の方角を示した。

「ネルトリンゲンの北、郊こう外がいに瑞典スウエーデン女じよ王おうの屋や敷しきがある。ルター司し教きよう、貴様が先さき程ほど挨あい拶さつに向かったあの場所だ」

「続け給たまえ」

　彼が、頷うなずき一つで言葉を繫つなげた。

「敵の目的の一つは、瑞典女王の屋敷を急きゆう襲しゆうする事。

　だから、敵は、こちらに向けての大集団を形成しつつ、そちらに向かう集団も形成しなければいけなくなる」

「──現状、奴やつらが、まずはこちらを優先としているのは見て解わかる」

　その通りだ、とベルンハルトが応じる。

　彼が夜空を見上げた。視線を追った巴ともえ御ご前ぜんの目には、地上と各かく艦かんを行き来する輸送艦が、下へと人員を運んでいるのがよく見える。

　そしてベルンハルトが言った。

「動くならば、大集団の形成が出来、北面に向かう集団が形成される辺りだな。二つの集団。それも片方が未形成なら、何か生じた事じ態たいへの対応は均きん質しつに受け止められず、混乱が生じる。その際に──」

「貴様が動くか、ベルンハルト」

「飛竜ワイバーンゆえに、地ち上じよう戦せんは得え手てではない。その事は理解しておけ」

　とベルンハルトが、中なか身みのない右みぎ袖そでを振って見せた。

　……巴パ里リの包ほう囲い戦せんで失った分か。

　多た重じゆう存そん在ざいの天てん竜りゆうとして、損そん失しつ分が身体からだに出ているだけだ。やがて回かい復ふくすれば腕は戻る。

　だが、彼に対たい応おう出来る者が敵にいるとするならば、

「収しゆう束そく式しきの竜りゆう砲ほうは多用出来ないか」

「多重化が逆に狙ねらわれている以上、合ごう一いつ状態が基本となる。敵てき艦かん砲ほうへの囮おとりになるか、というところだろうな」

「ほとんど役に立たんなあ」

「そうでもあるまい」

　言われ、巴ともえ御ご前ぜんは苦く笑しようした。

　負ふ傷しようの彼を有用する方法はある。それに、今ので戦せん術じゆつも決まった。後は、

「武蔵むさしだ」

　遠く、東の空に島のような影が見えている。

「待てば来る、か。こんなところで恩おんを売られるとは思わなかったぞ、武蔵」

　呟つぶやき、巴御前は指し示じを飛ばした。

「総員、装そう備びの軽量化を急ぎ行い給たまえ！　機き動どう殻かくは補ほ助じよ装そう甲こうを解かい除じよ！

　──勝負は突とつ撃げき力りよくが決めるという事だ！」

　言う。

「武蔵は我々改派プロテスタントのように厳げん密みつではない神しん道とうのアバウトだ！　頼りにするなら、助けられてからそう思うくらいで行くぞ！」







[image: 第七十一章『円場の担い手達』]
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　空の色が変わっていた。

　東から西へと、澄すんだ黄き色いろが紺こん青じようと重なり合う。しかし、広い合わせ目の空白は、緑みどりではなく、紫むらさきの色が浸ひたしている。

　朝が近いのだ。

　明るさが増した空。もはや夜空と言うには星の数が消え過ぎた未み明めいの下で、風が吹く。

　東風だ。

「極きよく東とう、日の出いずる東から吹いた風がここまで吹いたのかどうか、私に解わからない。

　──あ、即そつ興きようの詩のつもりだよ。最近始めたけど、人ひと前まえだと恥はずかしいね」

　空を見上げ、風を浴びる長身が告げた。

　マティアスだ。彼は、肩を下げ、両の腕を左右に広げる。

　背後にいるのは、白の機き動どう殻かくの群だ。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の旗はた。白しろ地じを基き礎そとした皇こう帝てい用の旗が、東からの風を示す。

　さて、とマティアスは言った。

「羽は柴しば君には逆風となったけど、私にとっては追い風だ。

　苦く労ろうのない傀かい儡らい生活。美お味いしい傀儡。やはり神しん聖せいローマ皇帝はそうあるべきだと思う。

　だからこのまま、ここで勝利を貰もらえると嬉うれしいんだ。──改派プロテスタントの皆」

　言葉を送る視線の先。そこには、黒の集団があった。

　改派である事を示す黒くろ地じを基礎とした旗の下。そこにいるのは、

「ルター司し教きよう。出来ればここで負けてくれないかな？　駄だ目めかい？」
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　改派と旧派カトリツク。

　広い丘の上で向かい合ったお互いの内、旧派の代表としてマティアスは言った。

「どうせこの歴史再さい現げんは私達の勝ちになる事が定まっているんだ。逆らう意味があるとは思えないんだけど、その辺りどうなのかな？　ルター司教」

　対する改派の側、中央にいるルターこと巴ともえ御ご前ぜんが、ハンマーを立てて持つ。そして彼女は腰に手を当て、こう応じた。

「何だ？　負けるのが怖こわくなったか、マティアス」

「Ｔｅｓテスタメント．、私は俗ぞく人じんで、何の責任もとらないまま生きていきたいんだ。万まんが一いちの敗はい北ぼくだなんて想そう像ぞうするだに恐ろしい。──大体、負けるのが怖くない人がいるのかい？」

「東の方にいるだろう、手痛くやられていて、しかし懲こりずに復帰してきた連れん中ちゆうが」

「ああ、──羽は柴しば君の事かい」

　マティアスは、笑えみで言った。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、関かん東とう、この二つの大きな戦せん域いきで羽は柴しば君は負けを食らった。特に後者は、勝負すらさせて貰もらえなかった。──だけど彼女は挫くじけていないよ。

　さっき通神文メールがあった。〝関東土産みやげに江え戸どバナーヌを買ったのでマティアス様とオリンピア様に献けん上じよういたします〟との事で。凄すごいだろう。傀かい儡らいにここまで気を遣つかってくれるスポンサーはなかなかいない」

「自分が食べたいだけではないかね？」

「つまり、極きよく東とうの作さ法ほう、お裾すそ分わけの精神だね」

「……えらく前向きな傀儡だな君は」

「そんなに江戸バナーヌが食べたいのかい」

「江戸銘めい菓かと言えば、江戸ひよこ饅まん頭じゆうではないのかね。うちの半はん球きゆうカッパが有あり明あけに出しゆつ向こうするたびに買ってくるのだが」

　巴ともえ御ご前ぜんの言葉に、マティアスは眉まゆと目を歪ゆがめた。そして彼は、腹と額ひたいを抱え、

「くは……、ははは、ははは！　あはははは！　知らないのかいルター司し教きよう！　江戸ひよこ饅頭は聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんに拠よれば元々は九きゆう州しゆうの銘菓。それが江戸に来て売れたので江戸でも販売するようになっただけの事だ。しかもこれは聖譜記述では〝遙かな未来の事〟と前書きされているので、記述に対する違反だよルター司教。

　──しかし、ルター司教ともあろう者が、ひよこ饅頭について知らないとは」

「普通ルターは知らぬだろう。あと、何で君が知っている」

「傀儡らしく、M. H. R. R.神聖ローマ帝国やP. A.Odaの重じゆう鎮ちん達が、各地から帰き還かんするたびに土産を献上してくれるのさ。このところ、関東からの献上品ひんが多く、私の読書タイムは摘つまむ物が多くて充実していたのだが、それも今回で終わりらしい。──楽しい傀儡の時間を返してくれルター司教」

「これから上に来る連れん中ちゆうに言い給たまえ。あと、ちょっと待つといい」

　と、巴御前が表示枠レルネンフイグーアを開いた。
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・午前様：『おい、カッパ』

・はんＱ：『誰だれがカッパですか！　それより今、我が社ではナルゼ様との納のう期き交こう渉しようが押され気ぎ味みでピンチなのです！　出来ればまた後で！』

・午前様：『急ぎの問題だ。聞け。聖譜記述への違反が見つかった』

・はんＱ：『な、何がですか！　モザイク画の転用によるモザイク修しゆう正せいが、最近は描き手の若年化によって手て加か減げんしなくなってマズい事ですか！』

・午前様：『そいつら全員印刷所の方で検けん挙きよし給えよ』

・はんＱ：『いえ、大だい事じな御客様ですからそれは出来ません。丁てい寧ねいに指し導どうの上で、正しいモザイク修しゆう正せいなりフレスコ修正なり凸とつ版ぱんベタ修正なりさせて頂いただきます。

　──で、巴ともえ御ご前ぜん、聖せい譜ふ記き述じゆつへの違反とは何ですか!?』

・午前様：『君な、これから先、有あり明あけの土産みやげは江え戸どバナーヌにするように』

・はんＱ：『え!?　ひよこ饅まん頭じゆう駄だ目めですか？　縦たてに真まっ二ぷたつに割った時の背はい徳とく感とか素す晴ばらしいじゃないですか！　合わせて〝マクデブルクのひよこ〟とか遊べますよ！』

・午前様：『とりあえずそういう事だ。次からはまた考える』
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「解かい決けつした」

　と、右手を挙げて言う巴御前に、マティアスは頷うなずいた。

「では、そろそろ始めようか？」

　そう言った瞬しゆん間かんだ。表示枠レルネンフイグーアが顔横に出た。映るのは、

『失しつ礼れいいたします。羽は柴しば様より現場指し揮き官かんとして着ちやく任にんしました石いし田だ・三みつ成なりです』

「ああ、みっちゃん。久し振りだね」

『そのみっちゃん呼びは、ええと、今、羽柴様もなさらないので御ご容よう赦しやを。

　完成形に至る過程での呼び方でしたので』

　出しゆつ世せ魚うおみたいだな、とマティアスは納なつ得とくする。流石さすが、力のある襲しゆう名めい者しやは違う。

「えーと、では、石田君。これから私は楽したいんだけど、どうしたらいいかな」

『その場で動かないようにして頂ければ、背中に〝当たると危険〟と表示枠を出します。

　そうすると、後ろから突とつ撃げきして行く方達が避けやすいかと』

「避けやすい……!?」

『すみません。人には間違いがあるので、確定出来ないのです。ブチ当てられたら厳げん罰ばつに処す事も出来ますので、そちらで御対応御お願ねがいいたします』

「……君、今まで私にいろいろ指し示じくれた方達の中でも結けつ構こう凄すごいね」

『お、御お褒ほめに与あずかり光こう栄えいです』

　恐きよう縮しゆくされた。その上で、さて、と石田が手を掲かかげた。すると新しく表示枠が出て、

『状況説明、──宜よろしいでしょうか』
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　マティアスは、石田の説明をちゃんと聞こうとそう思った。

「では、説明して貰もらえるかな？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と石田が頷うなずく。そして、

『──敵側の動きで気を付けるべきは、初めの突とつ撃げきと、武蔵むさしの合ごう流りゆう時じでしょう。

　マティアス様、敵てき陣じんの形が解わかりますか』

　……説明する、って言ったのに問うてきた……！

　凄すごく新しい、とマティアスは感かん慨がい深く思う。そして、思し案あんしながら、

「ええと、テルシオ？　に近い形かな？　南北に長く、北ほく端たんが、やや西寄りになっている。

　ネルトリンゲンの円えんに合わせるように、傾いた構えだ」

『Ｔｅｓテスタメント．、敵が、突とつ撃げきしながら、こちらの突とつ進しんを受け流すつもりなのだと判はん断だん出来ます』

　言われてる意味が、よく解わからない。傀かい儡らいと言えど、料理や星ほし見みだけではなく、もっと戦せん事じ関係も勉強しなければな、とマティアスは思い、問うてみる。

「教えてくれるかい？」

『Ｔｅｓ．、敵は突撃力りよくを上げるために、軽けい装そう化かしました。これは先さき程ほど、巴ともえ御ご前ぜんの指し示じによって行われたのを確かく認にんしています。

　しかしこちらは重じゆう装そうで、やはり突撃します。この場合、両者がぶつかると──』

「当然、こちらが勝つね」

　Ｔｅｓ．、と石いし田だが応じた。

『ゆえに敵は、陣じんをやや斜めのラインに構えました。一列になって突撃した場合、こちらの突進が激げき突とつしても、全体として斜めに受け流し、押し切る事が出来ます』

「直ちよく撃げきでも大だい丈じよう夫ぶというのかい？」

『Ｔｅｓ．、右手側、北の方を御ご覧らん下さい』

　言われた通り、右手の方を見る。

　そちらは、

「丘の下り、麓ふもとにはネルトリンゲンが見えるよ」

『よいところに気付かれました』

　おお、襲しゆう名めい者しやに褒ほめられている！　傀儡なのにこんな賢かしこくて、私は暗あん殺さつされてしまわないだろうか！　もっと無む能のうに立ち回らなければ！

「何ど処こが良いか解らないんだが」

　……本ほん音ねです！

　実際、本ほん気きでよく解らない。だが、石田が表示枠レルネンフイグーアの中で頷うなずき、

『敵がこちらの突進を受け流す方向が、下り斜面だという事です。これにより、こちらは突進力りよくを付ければ付ける程、下り斜面に落ちやすく、落ちた場合は復帰が難しくなります』

「それは大変だね」

　Ｔｅｓ．、と応じた石田の反応が、しばらく止まった。

　どうしたのだろう、と一いつ瞬しゆん考えたマティアスは、あ、と内ない心しんで気付いてすぐに告げた。

「どうするんだい？　石田君」

　そうだ。無む能のうな傀儡なのだから、常に質問しなければならない。傀儡だからと言って、スポンサー側が常に何かを与えてくれるとは限らないのだ。

　特に石いし田だは襲しゆう名めいしてから間も無い。ここは傀かい儡らい経験の長い自分がリード傀儡せねば。

　……それが傀儡のプロってものだね……！

　己おのれの仕事に自覚的であるべし。さすれば仕事は楽しくなる。傀儡楽しいです！

　内ない心しんで結けつ構こう盛り上がりながらマティアスが会え釈しやくすると、石田が新しく表示枠レルネンフイグーアを出した。

『ええと、理り屈くつで言えば、こちらは受け流されないよう、陣じん形けいの角度を対応して、正面から当たるように調ちよう整せいすべきです。ですが、それは出来ません』

「ええっ、出来ないのかい石田君」

　しまった。本当に解わかっていないのは確かだが、ちょっとオーバー過ぎた。

　向こう、石田も、やや首を傾かしげ、

『マティアス様、……あの、私の説明がつまらないせいかもしれないのですし、私が緊きん張ちようしているせいだとも判はん断だん出来るのですが、あの、無む理りに盛り上げようとされなくても』

　彼女は俯うつむき、

『ええと、私、頑がん張ばりますので、ええ……』

　落ち込む情報体たいというのを、マティアスは初めて見た。
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・成成成：『あのう……』

・ＡｎＧ：『あれ？　どしたんナリナリ、もう終わったの？』

・成成成：『いえ、そういう訳わけではなくてですね。……あの、クライアントに変に気を遣つかわせてしまっているのですが、その場合、どうしたらいいでしょうか』

・ＡｎＧ：『一いつ緒しよに猫ねこと遊んだら？　コミュニケーションとれるよ多分？』

・超正義：『横から失しつ敬けいですが、あれはコミュニケーションではなく観かん察さつです！』

・しとお：『Ｔｅｓテスタメント．、では、一緒に食事でもして、気分の壁を取っ払うのがいいのでは御ご座ざりませぬか』

・成成成：『すみません、その時間帯たいはもう終了してしまいまして……』

・ＡｎＧ：『じゃあもうフツーに行くしかないんじゃないかなあ……』
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『じゃあ……、ええと、……続けます……』

　何か心配な口く調ちようで情報体が解かい説せつを続けるのを、マティアスは見た。

　彼女が寄よ越こしてきた概がい要よう図ずには、斜めに組まれた敵てき陣じんと、その突とつ撃げきに対し、こちらの陣形が当たって行く予想図が見えている。だが、

「現状だと、斜め当たりだね。これ、正面向きになるよう、こちらが変える事は？」

『こちらが重じゆう装そうなのと、人数が多い事もあって、難しいです。

　狭い丘おか上うえで、背はい後ごには丹に羽わ様の主しゆ力りよく部ぶ隊たいが人数を溜ためてますし、共に行く私の北側ルート隊がいますので』

「北側ルート？」

　問うた先。あ、と石いし田だが声をあげた。

『ネルトリンゲンの北に、瑞典スウエーデン総そう長ちようクリスティーナが、長なが岡おか・忠ただ興おきの妻つまとして屋や敷しきに控えているのです。今回は、彼女を襲しゆう撃げきして自じ爆ばくして頂いただくのも歴史再さい現げんとなっています』

「また大変な運命を囲った人がいるものだね」

　爆ばく死しか、とマティアスは思う。

　私はそのくらいだと死なないが、やはりその人は死んでしまうのだろう。

「羨うらやましい話だね」

『羨ましい、ですか？』

「Ｔｅｓテスタメント．、自分をどうとでも出来ないようでいて、自分を消してしまう自由を選せん択たく出来る。

　私は、自分を消す事すら出来ないからね」

　だから、

「だから私は、囲われた中での現状を楽しみたい。そのために、戦せん闘とうがどのように進むのかを聞いておきたいんだ。ほら、あるだろう？　スポーツだって、ルールを知って観かん戦せんすると面白さが違う。私は、私が傀かい儡らいとなって進行する物事のルールを知っておきたい。

　さあ、石田君、説明を続けてくれるかい」

　言葉を送った向こう。石田は、ややあってから、こう言った。

『Ｔｅｓ．、──いろいろ明確になりました。有あり難がとう御ご座ざいます』
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　そういう事でしたか、と三みつ成なりはマティアスの態度を理解した。

　この相手が欲しているのは、物事の要点だ。漠ばく然ぜんとした概がい要ようではなく、何を為なすと得であり、何をされると損になるかというポイント。

　頭がいい。

　傀儡とは、己おのれの立場をスマートに済ませたい場合、ただ座って無能をやっているだけでは駄だ目めだ。相手の態度から、自分が如い何かに振る舞い、余よ計けいな事をしないよう、しかしそれなりに自由を見せ、管かん理りする側に敵意も陰いん謀ぼうも持っていないと示さねばならない。

　そこで必要なのが、要点の読み取りだが、この相手はそれが出来る。

　……確かに、そう見える事じ態たいが一つありましたね。

　マクデブルクだ。

　傀儡である彼が一発だけ攻こう撃げきを放ったのが、あの掠りやく奪だつの現場だ。

　大罪武装ロイズモイ・オプロ〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟。被ひ弾だん物ぶつの出力を過か剰じよう化かさせ、暴ぼう走そう破は壊かいに至らせる一いち撃げきは、正確に武蔵むさし副ふく長ちようの蜻蛉とんぼ切ぎりを穿うがった。

　あの時と、そして以後の展開を見るに、彼の放った攻こう撃げきが武蔵という戦せん力りよくの決定打を一定期間封ふうじたのは確かだ。

　……そこで攻め切れなかったのが、私達の不備ではあります。

　成なる程ほど、と改めて三みつ成なりは思った。この方は、傀かい儡らいかどうかの自覚とは別に、優ゆう秀しゆうだ、と。

　ゆえに彼女は言葉を作った。

『では、単たん純じゆんに説明させて頂いただきます』
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　マティアスが腕を組み、気分を用意している間に、石いし田だが概がい要よう図ずを展開させていく。

『反はん皇こう帝てい派はに突とつ撃げきを掛ける私共の部ぶ隊たいは、布ふ陣じんが密みつ集しゆうかつ重じゆう装そうなので今から斜め構えにするのが間に合いません。なので、機き動どう殻かくの出しゆつ力りよく系けいに操そう作さを掛けます』

「操作？」

『機動殻の加か速そく器きなどを左に流れるようにして、疾しつ走そう中ちゆうに突撃のラインを斜め構えに変へん更こうするのです。統とう一いつされた機動殻だからこそ出来る集団運うん用ようですね』

　概要図の中。突撃して行くこちらの陣じんが、その途と中ちゆうで斜めに形を変更していく。

『恐らく、初期の激げき突とつの後、こちらが重じゆう量りようと圧力で押し込む結果になります。

　するとネルトリンゲン南の丘に、空あきスペースが出来ますが──』

　概要図の中、空いたスペースに、赤の円えんが落ちてくる。

『そこに、上空に辿たどりついた武蔵から増ぞう援えんが来るでしょう。おそらく彼らはネルトリンゲンを縦じゆう断だんしますが迎げい撃げきとして、丹に羽わ様達が市し街がいの北で防ぼう衛えいラインを作ります。そして──』

　と、概要図の中、ネルトリンゲン南から、反はん時計回まわりに北へ向かうラインが書かれる。

『このように、私と大おお谷たにの手て勢ぜいが、長なが岡おか屋や敷しきの襲しゆう撃げきを歴史再さい現げんするため、北へ向かいます。

　武蔵勢の残ざん存ぞん、または突撃部隊と交こう戦せんする可能性がありますが、私共も手勢の強化や増援がありますので、対応は出来るものかと』

「計画通りに進しん行こうすれば、大勝利というところだね」

『Ｔｅｓテスタメント．、そのための戦せん術じゆつです』

　と、石田が頷うなずいた時だ。正面。反皇帝派の総そう勢ぜいから、喇らつ叭ぱの音が響ひびいた。

　おお、とマティアスは顔を上げた。

　視線の先、半はん身みに構えた敵の総勢がいる。こちらに、肩からぶち当たって来ようとする構えだろう。

　見れば巴ともえ御ご前ぜんも同じようにしていて、前にした右手でこちらに手招きをした。

「──やる気のようだよ」

『そのようですね』

　石いし田だの言葉と同時に、背後で風が唸うなった。

　全ての機き動どう殻かくが、一いつ斉せいに出力を上げたのだ。加か速そく器きの起き動どうが重じゆう装そうを持ち上げ、しかし安定によって下ろす。その動きによって装そう甲こうが音を立て、全員が武ぶ器きを構え直した。

　そして総員が叫ぶ。男女も、老ろう若にやくも、誰だれも彼もが、

「……Ｔｅｓテスタメント．！」
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　素す晴ばらしい、とマティアスは思った。

　背後に並ぶ彼ら全ては、間違いなく、誰も彼もが自分よりも戦せん闘とうの達たつ人じんだ。

　例え新しん人じんであっても、自分が向かい合ったら、五秒後には制せい圧あつされてタップしているだろう。

　自分がそのようにされる怖おそれが無いのは、神しん聖せいローマ皇こう帝ていだからだ。

　傀かい儡らいって凄すごい。

　だって、ろくな仕事もないし、ただこうやって皆の前で格かつ好こつけて指し揮きするだけで、皆が尊そん重ちようしたり持ち上げてくれたり、作さく戦せん説明して盛り上げてくれるんだから。

　こんな素晴らしい職しよく業ぎよう、他にあるか。

「では、始めようか」

　指揮のための剣を抜く。今回は格好良く、懐ふところに入れてきました。だから鎖さ骨こつの辺りからグっと抜いて一気に──。

　……しまった。

　いかん。引き抜くには腕の長さが足りない。

　そうだ。格好良く、姿勢を真まっ直すぐに保つため、長めのものを懐に入れていたのだ。

　物ぶつ理り的に考えるまでもなく、懐に入れる時に気付くべきだった。

　だが抜けないので、仕方なく戻す。

　えっ、とか後ろから聞こえるが、傀儡だからミスもするよ。よくあるよくある。そう、傀儡らしさの表現という事で見て頂いただけると幸いだ。

　……だが、どうするか。

　ちょっと考えたが、時間が無い。残念だが状況を開始しよう。

「総員……」

　タメて、口くちの端はしが緩まないようにしながら、叫ぶのだ。

「──突とつ撃げき!!」
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　三みつ成なりは、疾しつ走そうする総員の管かん理りを急いだ。

　彼ひ我がの距離は五百メートル程。だが、重装とはいえ、記録にあるような昔の機動殻と比較すれば遙かに軽いものだ。加か速そく器きの出力を介かい入にゆう管かん理りすれば、五百メートルを二十秒足らずで走り切る事が可能となる。

　そのようにした。

　自分は制御情報プログラムだ。現状の複ふく写しや化かは最大で千体。ゆえに突とつ撃げきの前ぜん線せん、まずは千人の機き動どう殻かくに宿り、その管理系加か護ご類るいに一いち度ど自分を奏塡インストールする。

　そして改良。

　大おお谷たにと違い、正せい規きの制御情報である己おのれが出来る事。それは、

『強化のために、調ちよう整せい、管理の改良を行う強きよう制せい奏塡』

　病原ウイルスではない、加護の正規奏塡と管理の力が、自分の能だ。

　今回付ふ加かする機能は先さき程ほどマティアスに話した自じ動どうコーナー制御の他、加速や制せい動どうの調整なども含む。そうやって、全体が均きん質しつ的に動けるようにするのだ。この辺り、平等や均質の加護術じゆつ式しきを多用する事になるが、旧派カトリツクは他た教きよう譜ふに比べてそれらの術式が豊富だ。

　一回、神しん道とう術式で実験的に組もうとしたが、下げ克こく上じよう上等のアバウト代だい演えん世界では「出力を上じよう昇しようさせるために当日は兎うさぎの格かつ好こうをする」など、意味の解わからぬものがあって無む理りだと判はん断だんした。というかどうやって彼らはそういうのをこなしているのか謎なぞ過すぎます。

　そういう意味で、旧派はシンプルでいい。

『奏塡が八十パーセント終了しました』

　更さらには眼がん前ぜんに展てん開かいされる表示枠レルネンフイグーアに、進路や敵の動作予測もラインで表ひよう示じ出来るようにして、

『完かん了りようです。──自己を除奏塡アンインストール』

　自分だけを戻す。そして次の千人を調整し、更さらに次を行く。

　これで反はん皇こう帝てい派はに突撃する大体は調整が終了した。

　使用時間は約七秒。最初の千人が、そろそろ敵に激げき突とつする。それなのに、

『え？』

　激突が、生じていなかった。
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　三みつ成なりは、戦せん場じようの推すい移いが予測と違った事を知った。

　敵が待っている。

　軽量化かした利り点てんを生かし、前に出てくると思ったのに、だ。

　動かない。

　ならば敵が、巴ともえ御ご前ぜんも含め、皆して半はん身みで構えていたのは、何の意味か。

　……まさか、対ショック姿し勢せいでしたか!?

　半身となり、受け止めた衝しよう撃げきを後ろに引いた足で堪こらえるつもりだったのか。

　だとすれば、と思い、三成は一いつ瞬しゆんの判はん断だんをした。

『当たれば、充じゆう分ぶんです』

　激げき突とつすれば押し切れる。向こうが受け止めてくれるなら、丘の下側に流される事も無い。

　当たるまでの時間が長くなったが、自動調ちよう整せいでコーナーリングは詰められる。

　……行けます！

　と、三みつ成なりが判はん断だんした直後だ。半はん身みの構えを作っていた敵てき陣じんが、いきなりの動きを見せた。

　対応か。やはり半身から、ダッシュを掛けて当たろうというのか。しかし、

『押し切れます！』

　叫んだ瞬しゆん間かん。敵が、一いつ斉せいに速度を上げた。

　だが彼らが踏み込んだのは、前ではなかった。こちらから見て右。

　丘の下側へと、いきなり彼らはダッシュを掛けたのだ。
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「あら……」

　長なが岡おか屋や敷しき。その庭から見える南には、ネルトリンゲンの市し壁へきと、更さらに向こうに戦せん場じようとなっている丘が望める。

　白の制せい服ふく姿すがた。クリスティーナは、庭にわ木きに爆ばく竹ちく筒とうを結びつけ、加か護ごの符ふを貼はりながら、南での動きに振り向いていた。

　丘の東西にて、皇こう帝てい派はと反はん皇帝派が布ふ陣じんしていたのは解わかった。自分から見て、左が皇帝派の大おお勢ぜい。右が反皇帝派の、

「大勢とは、言えないものであります……」

　眠気からの欠伸あくびを手で隠かくしながら、クリスティーナは言う。だが、

「朝から元気な事でおられましょう」

　今、反皇帝派が、どう見ても敵から逃げている。

　皇帝派の突とつ撃げきに対し、総員がネルトリンゲンの円えんに沿うような軌き道どうで、丘を下るのだ。

　彼らの斜め構えの布ふ陣じんは、敵を受け流すためのものではなかった。

　構えていた半身も、敵への防ぼう御ぎよではなかった。

　斜め構えは、ネルトリンゲンの外がい壁へきに沿うような下り軌道を取るため。

　半身は、身体からだの正面を、丘の下に向けるため。

「後は敵が加か速そくに乗る辺りで、下りへのダッシュを掛ければいいという事でありましょう」

　軽量化。下り斜面。そして追加要素があるならば、

「身しん体たい強化、で御ご座ざいましょうね。ええ」

　聖せい譜ふ写しや本ほんを模もした角形の改派プロテスタント術じゆつ式しき陣じん。その力が一いつ斉せいに発はつ揮きされ、大だい規き模ぼな光こう源げんとなった。それは未み明めいの丘を照らし、

「……意い地じが悪いで御座いましょう、巴ともえ御ご前ぜん」

　加か速そくし、敵の突とつ撃げきを回かい避ひした反はん皇こう帝てい派はの疾しつ走そう。こちらへ向かう中央にて、聖せい譜ふ写しや本ほんのハンマーが掲かかげられているのも見える。

　術じゆつ式しきの光を鈍く反射したハンマーの持ち主は、今、きっと笑っているだろう。何な故ぜなら、

「ここで確実に、待ち伏せの一いち撃げきを穿うがつものでありましょうしね、ええ」

　直後。丘の上面を西から東へと、白の光こう条じようが薙ないだ。

　竜りゆう砲ほうだ。
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、皇帝派の突撃前ぜん衛えいは、それを見た。

　自分達の突とつ進しんがかわされ、追つい撃げきに入ろうとした瞬しゆん間かん。がら空あきとなった西の草そう原げんに巨きよ影えいが現れたのだ。

「天てん竜りゆう、……ベルンハルト！」

　山とも見える青黒い色。天竜は高速で合ごう一いつしながら、バックダッシュを一発。

　直後。下がる動きで首を構えた竜から、竜砲が放たれた。

「退たい避ひ軌き道どうを取れ……！」

　全体が、急いで左右に割れようとする。

　出来なかった。足あし下もとに阻そ害がいの塊かたまりがあったのだ。

「機き動どう殻かく……!?」

　改派連中が、整せい列れつ時に装そう着ちやくしていた外がい殻かくだ。

　軽量化のために外し、脇わきに捨て置いたもの。

　逃とう走そうの際、進しん路ろを邪じや魔ませぬように南北の列として置かれていたものが、今、西に行く自分達の足下では多た重じゆうのバリケードとなる。

　即そく座ざの大きなターンが出来たのは、突進列れつの左さ右ゆう端はしの者達だけだ。

　中央は残り、急いで防ぼう護ご障しよう壁へきを張るが、

「ああ……！」

　白の閃せん光こうを食らう直前。前ぜん衛えいの一人が叫んだ。

「俺おれ、思うんだけど、──竜砲食らうと、竜と間接キスした事になるんじゃね？」

「お前から死ねえ──！」

　全員均きん等とうに防護障壁が破は裂れつした。
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　ベルンハルトは、己おのれの判はん断だんが正確であった事を悟さとった。

　竜砲を砲ほう撃げきする際、基本的には下がらないのが常じよう道どうだ。下がれば、それだけ砲撃速度が減げん衰すいする。微び妙みような差だが、引き撃うちはなるべく避さけるべき行為である。

　だが、ベルンハルトはそれを行った。

　……危険な相手だ。

　眼がん前ぜん、下がった己おのれの六百メートル程前、そこに敵の突とつ撃げき隊たいがいる。

　前ぜん衛えい千人。自分が竜りゆう砲ほうを叩たたき込んだ最さい前ぜん線せんだ。

　しかし今、彼らの前に、更さらに千人が追加されている。

　突とつ如じよとして、千の突とつ撃げきの前に飛び出し、防ぼう護ご障しよう壁へきと緩かん衝しよう術じゆつ式しきで皆を守った者。

「石いし田だ・三みつ成なりか」

『Ｔｅｓテスタメント．、──総員の機き動どう殻かくが有する通つう神しん機き能のうから外がい部ぶ介かい入にゆうさせて頂いただきました』

　声に、僅わずかな震えがある。そして彼女の身体からだも震え、

「────」

　砕くだける。千の大たい半はんが、守った仲間の代だい償しようとして亀き裂れつし、散っていくのだ。残るのは恐らく二百に満たないだろう。だが、

「石田様……！」

　救われた者達が、声をあげた。そんな彼らに、石田が振り返り、

『申もうし訳わけ御ご座ざいません、皆様。指し揮きの裏を読まれたので、その分の責任を取らせて頂きました。皆様の方は、これからも敵の追つい撃げきの方を──』

「Ｔｅｓ．!!」

　指し示じの途と中ちゆうだが、返答が来た。そして、守られたばかりの連れん中ちゆうが一歩を前に出た。

　散っていく千人の石田の前に、彼らは出て、こちらを指さし、

「アイツを倒せばいいんだろう……!?」
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　前ぜん衛えいとして突撃した千人が、後続の者達に叫ぶ。

「おい！　下っていった連中を追え！　俺おれ達たちはここであの竜に説せつ教きようしていく！」

　後続の者達は、疑問を抱かなかった。ただ手を挙げ、

「任せた……！」

　それだけで、後ろの千人が丘を下る方へと身を向けた。

　分かれて行く。

　だが、彼らの動きを見る三成は、意味が解わからなかった。

　今、自分の指揮を離れた行動を取られているが、これは、

　……私が、これから命令しようとしていた事と同じですね。

「先に行かれよ、指揮官かん！」

　でも、と三成は迷った。

　群ぐん竜りゆう、ベルンハルトに対し、有ゆう効こうな戦せん術じゆつは瞬しゆん間かん的な多た重じゆう展てん開かいによる同どう時じ打ちだ。自分の数は大きく減らされたが、それでも二百人の多重攻こう撃げきは、未いまだ回かい復ふくし切れていない群ぐん竜りゆうに対して有効な手だろう。

　だが、守られた中から声が響ひびいた。

「行って下さいよ、石いし田だ様！」

　ああ、と別の者が頷うなずいた。いいすか？　とその男は前置きし、

「基本、指し揮き官かんなんてのは、指し示じだけ与えて後ろで見てりゃあ良いんすよ。それで、指揮が失敗しても、〝現場が努ど力りよくを怠おこたった〟って言えば良いんす」

『ですが、それで皆様は良いのですか……？』

「だから私共は訓くん練れんをしているのです。もしも指揮官がミスを犯おかしても、私達は戦うし、自分達で勝ちを拾ってくるのです」

　と、別から声が掛かり、そしてまた別の者が言った。それは女の声で、

「Ｔｅｓテスタメント．！　だから石田様、貴女あなたがやった事は指揮官として失しつ格かく！　だから──」

　Ｔｅｓ．、と全員が足を揃そろえ、身み構がまえ直した。

「指揮官の失しつ策さくの責任取るために、総員あの天竜を敵として設定しろ！　凌しのぐぞ！」
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「おおーう、思ったより、早く皆に支し持じされたみたいですね、三みつ成なり君」

　と、前ぜん衛えい隊たいの突とつ撃げきを、後ろから見ていた丹に羽わが呟つぶやいた。

　背後、自分の抱える部ぶ隊たい三千人が、音おん響きよう装そう備びや術じゆつ式しきを固めながら呟く。

「丹羽様、あの石田様、どうです？」

「素す性じようは抜ばつ群ぐんですよ。だって羽は柴しば君の御お手て製せいで、最新ですからね。──だけど、頭が良過ぎて、臆おく病びようになってしまっている部分がある、という処ところでしょう。

　それに、周りの十じつ本ぽん槍やりが、また、優ゆう秀しゆうですからねえ……」

　つまり、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の一いつ般ぱん学生戦せん士し団だんは、自分の要求を叶かなえられる力があるのだろうか、って、そんな疑念を心の中に抱いてるんですよ」

　じゃあ、と近くの女子生徒が言った。

「今の、あの白い連れん中ちゆうの態度は……」

「Shaja、──ナメんな任せとけ、でも可愛かわいいから今後とも宜よろしく、って、そんな感じですよ、あれ。大体、初しよ期きの指揮は間違ってませんでしたからね。敵が、逃とう亡ぼう策さくをとっただけで。

　三成君が選んだのは、正せい道どうの突撃。あれに文もん句くある者はいないでしょう」

　言うなり、空に音が鳴った。

　空に浮ふ上じようした艦かん列れつからの砲ほう撃げきだ。

　敵と味み方かたの位置が分かれたため、お互いの敵を狙ねらっての砲撃が開始されたのだ。

「あらあらあらあら」

　近くにネルトリンゲンがあるため、砲ほう音おんは断だん続ぞく的てきだ。だが音は確かに響ひびき、着ちやく弾だんの飛沫しぶきが上がる。それらを足のステップで刻みながら、丹に羽わは目を細めた。右の手を挙げ、

「皆、旗はたを開いて。そしてネルトリンゲンの北、市し壁へき上で準備しますよ──」

　空を仰あおげば、動きが幾いくつか見えている。

　東にて巨きよ大だいな影として接近を続けているのは武蔵むさしだ。だが、その横を通過するように、琵び琶わ湖こ方面から高速に飛ひ来らいする艦かんがある。

　増ぞう援えんだ。石いし田だ・三みつ成なりの麾き下かを示す〝羽は柴しば十じつ本ぽん槍やり[image: ]３〟の刻こく印いんをつけた二に艦かんは、

「さて、先せん輩ぱい達からの三成君へのプレゼントですね」

　頭ず上じよう。輸ゆ送そう艦かんが通過していく。

　その後部ハッチが開いているのを見て、丹羽は苦く笑しようした。

「ではまあ、──夏休み前だけど、ちょっと趣しゆ向こうを凝こらしたもの、見て貰もらいましょうか」







[image: 第七十二章『試験場の出発者』]
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　長なが岡おかは、頭を抱えていた。

　寝て起きたら湯ゆ屋やの脱だつ衣い場じようだった。

　寝ね間ま着きに着替えさせられていて、毛もう布ふで雑ざ魚こ寝ね。しかし周りには誰だれもいない状態だ。

　まず一番にした事は、己おのれの身体からだの点てん検けんだった。

「まさか黒に……！」

　スカイブルーだった。

　どうにかして落とさねば、と思った。そうだ、湯屋だから風ふ呂ろの湯があるじゃねえか、と思って浴よく場じようの戸を開けると、湯が無かった。

　隣となり、女子用から、壁かべ上うえの隙すき間まを通して湯の芳ほう香こう剤ざいが漂ただよってくるのは、つまり男女差さ別べつと言う事だろうか。

　仕方ないので脱衣場の布ふ団とんの上に座り込む。どうにかならないものかと思うが、ここにある手て拭ぬぐいなど、勝かつ手てに使うのもまた憚はばかられる。

　仕方ないので、試しに手で擦こすってみたら、いきなり入口から馬ば鹿かの声で、

「おい！　長なが太ぶと！　何を目覚めの一人遊びしてんだよ！　おっと、何をイメージしてたかは聞かないでおいてやるよ！　オメエもそろそろそういう年とし頃ごろだからな！　──お早う！」

「勝かつ手てに話進めんじゃねえ──！　あと挨あい拶さつは先にしろ!!」

　と、そんな感じで連れん中ちゆうの朝食に合ごう流りゆうする事になったのだが、困る事があった。

　……何だこの、俺おれだけが感じる圧あつ倒とう的アウェー感……。

　基本、一つのクラスの集まりというが、息が合っていて、こちらとしてやりにくい。

　気き遣づかいなどもされるのだが、その気遣いが、自然な行いだとしても、何だか借りを作ってしまうような気もして、

　……ああ、これ、俺が悪いんだ。

　と、そこで堂どう々どう巡めぐりをしてしまう。それに、何だろうか、この、

「ええと、じゃあ、正まさ純ずみ、長岡少年の亡ぼう命めい手続きについて、話をした方が」

「ああ、じゃあそうするか。──おい長岡、こっち、入にゆう国こく担たん当とう、浅あさ間ま神じん社じや代表だ。あと、こっち、うちの副ふく王おうの両腕うでな。慣れとけ」

　無む理りだ……！

　あと、何だこの浅間神社代表。長なが机づくえに胸が乗ってるんだが、視し界かいに入ってえらくやりにくい。それと武蔵むさしの副ふく会長も、出来れば正面座すわらないで欲しいんだが。

「おい、浅間。セージュン！」

　馬鹿が声を掛けて、二人が視線を合わせて立ち上がる。

「何です？　トーリ君」

　と二人が向かう馬ば鹿かの後ろ。こっちも何か胸がデカくて綺き麗れいな姐ねえちゃんがいるんだが、あんなベタベタしてるってのは、恋人か何かだろうか。だが、馬鹿の横、確か水み戸と領りよう主しゆ？　もいるし、さっきの浅あさ間ま神じん社じや代表は近くに座るし、何だ何だ何だこの空気。友人？　家族？　いやどうなんだこれ。というか馬鹿が抱きかかえているのはさっきの腕だったりして訳わけが解わからん。

　だが、浅間神社代表が、

「ああ、成なる程ほど……、すみません、気を遣つかうべきでしたねー……」

「でもナイちゃん的には、こっちがかなり有利に話進められそうなプレッシャーじゃないかと思うんだけど？」

「そうねマルゴット。でも武蔵むさし住人になると、半日くらいで実状知るから、そこら辺の感かん覚かく薄れるわよねえ……。私も同人誌し描いてて〝武蔵住人にとって、そのキャラづけは実際考えると無む理りがあります〟とかたまに言われて、一いつ瞬しゆん考え込む時があるわ。他国向けやファンタジーなのよ、って言い切れたらまた違うんだけど」

「あー、私も、入国は浅間が担当してくれたんだが、その後で父に会ったら〝浅間神社代表が入にゆう国こく審しん査さ担たん当とう？　大だい丈じよう夫ぶだったか？〟って言われたなあ……。あれ、政治的に父が何か探られたかと懸け念ねんしたのかと思ったけど、確かに半日くらいで〝あ、違うや〟って思ったっけ」

「な、何がですか!?　私あの頃ころ、中ちゆう位い審査もあるので確か大人おとなしくしてましたよ!?」

「別の日の噂うわさがあったんじゃありませんの？」

　などと、よく解らない状態だ。

　……こいつら大丈夫なのかよ……。

　一応、自分は、武蔵がネルトリンゲンに介かい入にゆうする建たて前まえそのものになるようだ。そしてもう、ネルトリンゲンの戦いは始まっている。

「おい。急がなくていいのかよ」

「成程、事じ態たいは飲み込めた」

　と、目の前に、副ふく会長と浅間神社とは別の担当者が座った。

　半はん竜りゆうと、何か怖こわい四し肢し義ぎ体たいの女だ。
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　ウルキアガが、長なが机づくえの上へ器き用ように畳たたんだ腕を置くのを成なる実みは見た。

　一応、自分は伊だ達ての副ふく長ちよう。臨りん時じの入国審査権けん限げんの扱いなどは解っている。そして隣となりの半竜も、旧派カトリツクだが審しん問もん官かん。その辺りの知ち識しきはある筈はずだ。

・あさま：『とりあえず書類だけ作って貰もらえれば、私の方で神しん道とうの受じゆ理りしますので』

　そうなのね、と成実は表示枠サインフレームを開いた。

「では、手て短みじかに行くわ。──名前は」

「──長なが岡おか・忠ただ興おき」

　短い返答はいい返答だ。成なる実みは浅あさ間ま神じん社じや代表に振り向き、

「これで終わりで良いかしら」
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・労働者：『ははは、伊だ達て家けの入にゆう国こく審しん査さは楽でいいな』

・貧従士：『い、いやそうじゃないですよ！　少し落ち着きましょう！』

・銀　狼：『というか、手て短みじかじゃなくて、面めん倒どうになってませんの？』
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　浅間神社代表が俯うつむいて何か表示枠サインフレームに書くと、怖こわい女の顔横に表示枠が出た。

　女の方が、ふむ、と頷うなずき、こちらを見た。

「──年ねん齢れいは？」

　……今の表示枠、そのレベルかよ!!

　戦せん慄りつした。だが相手は、こちらが答えないと、

「黙もく秘ひは身のためにならないわよ……」

「十四だよ！　十四！」

「……手て間まを掛けさせないで」

　女が言うと、横の半はん竜りゆうが吐と息いきした。

「成実。ちょっと貴き様さまに言いたい事がある」

「何かしら」

「──格かつ好こいいぞ」

「自惚うぬぼれさせないで」

　終わった、と、忠ただ興おきは、何かひどく重い物が腹の底に居い座すわったような感覚を得る。

　……武蔵むさしの入国審査、厳きびしいぜ……。

　変な汗あせが出始めているが、スカイブルーが色落ちしないだろうか。ああ、でも、色が着てる物から染しみ出したり床に落ちたら、俺おれ凄すごく変なキャリアに思われるだろうな……。

「じゃあ、所しよ属ぞくは」

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しば姫ひめ路じ管かん区く。ええと、亡ぼう命めいは──」

「それは後で」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる事にした。そしててきぱきと、怖い女が質問を飛ばしてくるが、

　……あれ？

　この女、見覚えがあると思ったら、伊達家の副ふく長ちようじゃないだろうか。いや、確かに彼女は武蔵に合ごう流りゆうしているし、戦せん闘とう記き録ろくも幾いく度どか見た。小お田だ原わらでも出てた。だとしたら、

　……マジ怖こええぜ……！

　噂うわさでは、並の重じゆう武ぶ神しんくらいなら多た重じゆう切せつ断だんによる破は壊かいを可能とするらしい。座ざ右ゆうの銘めいが〝不ふ退たい転てん〟。高こう速そく挙きよ動どうや飛ひ行こうも可能な機き動どう殻かくは、正直、自分の狙そ撃げきでも相手に出来るかどうかは解わからない。

　忠ただ興おきは思った。何でそんなのが、ここで入にゆう国こく審しん査さしてんだよ、と。
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・賢姉様：『フフ、長なが太ぶとが緊きん張ちようしまくりで対応しているのを見てると思うけど、浅あさ間まと成なる実みのキャラ差って、意い外がいとあるのねえ』

・銀　狼：『戦せん闘とう系けいと、破は壊かい……、巫み女こ系の差かもしれませんわね』

・あさま：『な、何か変な事言いかけましたよねミト！』

・金マル：『つーか戦闘系でもミトっつぁんなんかは駄だ目めな気がするかな』

・●　画：『常に殺さつ気きがあるかどうかよね。成実となら、誾ぎんが同等かしら』

・俺　　：『でも長太は、ベルさんが相手の時に一いち番ばん緊張すんじゃねえかなあ』

・あさま：『あ、確かに……』

・ベ　ル：『え？　そ、そう？』

・銀　狼：『……え、ええ、今の反応で、私もそう思いましたわ』

・ベ　ル：『ええ？　う、うち、お客様商売だから、こ、困る……』

・貧従士：『だ、だったら自分なんか、どうですかね!?』

・約全員：『…………』

・貧従士：『な、何でノーリアクションなんですか！』

・副会長：『まあ気にするな。──というか面めん倒どうな話だなあ……』

・俺　　：『でもまあ、オメエが小しよう等とう部ぶで教えてるのも、しばらくしたらああなんぞ？　だから俺が今の内から慣れさせとこうとエロ草そう紙しを朝の会でだな』

・副会長：『お前は授じゆ業ぎよう中に来ないと思ったら先に何してんだよ！』
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　大体の申しん請せいが済んだ事に、忠興は吐と息いきした。

　伊だ達て家け副ふく長ちようが即そく断だん派はで有あり難がたい。後は亡ぼう命めい手続きだが、

「──キヨナリ、何か、足りない事はある？」

　伊達家副長の問い掛けに、半はん竜りゆうが頷うなずいた。彼はこちらを真まっ直すぐに見て、

「では、武蔵むさしの審しん問もん官かん代表として貴き様さまに問おう」

「何だよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手は頷うなずいた。

「──貴様に姉あねはいるか？」

　言われて、忠ただ興おきは、何を言われたのかよく解わからなかった。

　聞き間違いでもしただろうか。というか、家族構こう成せいはもうさっき話した筈はずだが、

「な、何だって？　ああ？」

「解らぬのか。──貴き様さまに姉あねがいるのか、と問うている。どうだ？」

「訳わけ解んねえ──！　つうか、さっき答えたろ！　そっちの伊だ達て家け副ふく長ちように！」

「馬ば鹿かめ」

　半はん竜りゆうが言った。

「審しん問もん官かんは神の代だい理り人にん。入にゆう国こく審しん査さでは噓うそをついてもいいが、審問官の前では噓をついたら舌したを引き抜いて地じ獄ごく行きだ。……さあ、拙せつ僧そうの前では噓をつかなくていい。神の前にて安心し、素す直なおになるのだ」

「いねえよ！　さっき言ったろ。俺おれは一人っ子だよ！」

　向こう、三年生連れん中ちゆうが、

「ああ、だからああいう、やんちゃに育ったのね。親もそれを赦ゆるして、と考えると、美お味いしいネタだわ……」

「正まさ純ずみ、彼の御ご両りよう親しんはどうしますの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一応、彼の亡ぼう命めいが決まったら、両親の保ほ護ごを公こう的てきにM. H. R. R.神聖ローマ帝国 に要求する事になるとは思う。その辺りは父達の仕事だな」
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「ようしコニタン！　近い内に下に降りるから、用意をしておけ！　夏休みとなるとM. H. R. R. の同志達も自由時間が増えて密みつ輸ゆだ何なんだで忙いそがしいからな！　上じよう映えい会かいが出来るステルス結けつ界かいセットを〝交こう渉しよう用のため〟として、浅あさ間ま神じん社じやに発はつ注ちゆうするぞ！」

「ノブタン！　ノブタン！　今私、娘むすめとちょっとしんみりした通神文メールの遣やり取とりしてるのですが、何かぶち壊こわしですぞ！」

「はああああああああああああああああああ!?　あんな娘がいるのを隠かくしてたようなヤツが、更さらに通神文のやりとりですかああああああああああ!?　何々？　〝挫くじけても、投げ出さねばチャンスがまたあるよ（なでなで）。〟だあああああ!?」

　正まさ信のぶは小こ西にしの頭を撫なでた。

「どうだああああ!?　どうだああ!?　なでなでっ、なでなでっ、ああ、パパすごく今いいパパしてるっ。エロゲの上じよう納のうで今日きよう集まったとか思えないいいいいいいい！」

「ノブタン！　ノブタン！　勝かつ手てにエロゲ積みの写真撮とって娘に送る非ひ道どうは……！」
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「小西君、君、今は臨時で私の通つう神しん使ってると父親に言ったらどうかね？」

「あああああああ九く鬼き君見るなあああああああああああああああ！　戦せん闘とうでいろいろ吹っ飛んで、今、再さい奏塡インストール中なんやから！」
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　とりあえず三年生達がいろいろ言っているのを見ながら、忠ただ興おきは吐と息いきした。

　正面やや右、半はん竜りゆうに向かって、

「あのなあ……、姉あねなんていねえよ！」

「馬ば鹿か者もの、──生き別れとか、あったらどうする!?」

「ねえよ……！　ある訳わけねえだろそんな事！」

「下らぬ！　可能性を自ら捨てる行為を愚おろかというのだ……！」

「勝かつ手てに姉がいる事にするんじゃねえ──！　俺おれが言ってるんだから信じろよ！」

　馬鹿め、と半竜が言った。

「貴き様さまに姉がいるかどうかは拙せつ僧そうが決める……！」

「キヨナリ、徳とくの高い言葉は解わかったから早くして頂ちよう戴だい」

　仕方ないな、と、あっさり半竜が立ち上がった。彼はちらりとこちらを見て、

「心が落ち着いたら、告こつ解かいに来るといい。拙僧はいつでも待っているぞ」

　何か言ってやろうと思ったが、食いつかれると厄やつ介かいなのでやめておいた。

　ともあれ、息をついている場合ではない。

「ネルトリンゲン、どうなってんだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、長なが岡おか、君にも降こう下かして貰もらうから、準備を頼む。落らつ下か地点は恐らく戦せん場じよう。敵の待ち伏せ付きだ。そして現状だが──」

　武蔵むさし副ふく会長が、静かにこう言った。

「厄介な状況となっているらしい」
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　巴ともえ御ご前ぜん達は、ネルトリンゲンの西を走っていた。

　丘を下り、やや平へい坦たんな大だい地ちに至る。周辺は、西側に広がる田でん園えんと、東に見えるネルトリンゲンの市し壁へきばかりだ。

　敵の総そう勢ぜいは多く、高速だ。こちらは軽けい量りよう化かした分だけ速度を稼かせいでいるが、

　……向こうは〝神聖騎士団鉄鋼会Ａ．　Ｈ．　Ｒ．　Ｓ．〟の最さい新しん鋭えいか。

　自分達の機き動どう殻かくは〝黒金侍アイゼンリツター〟の新型。老舗しにせで、〝神聖騎士団鉄鋼会〟は宗しゆう教きよう改かい革かく時に旧派カトリツク寄りに分ぶん派ぱした企き業ぎようだ。しかし、国こく営えい企業組合となっている向こうは、今や総合力という面でこちらよりも性能が上だ。

　単純な追つい走そう劇げきとなれば、向こうは細かいところで距離を詰めて来る。

　更さらには、向こうには石いし田だ・三みつ成なりによる挙きよ動どうの統とう括かつ管かん理りがある。

　そのためか、走りながらの射しや撃げきに対する動きが、もう違う。

　自分達は、人員の間の幅をとり、衝しよう突とつをしないように気を遣つかう。

　敵は、数列単たん位いで密みつ集しゆうしたまま、その列ごとに的てき確かくな回かい避ひをしていく。時とき折おり、列が分かれたり合ごう流りゆうしていくのは、最適な回避軌き道どうを選択しているからだろう。

　走る自分達の内、背後を確かく認にんしている指し揮き役やくが叫んだ。

「巴ともえ御ご前ぜん！　あいつら卑ひ怯きようです！」

「──数年後にはこちらも出来るようになっているだろうよ。案ずる事は無い」

「大だい事じなのは今！　今ですよ!!」

「だったら今いま撃うてよ、諸しよ君くん……！」

　敵の先せん頭とう集団が丘を下り終える。

　そのタイミングを狙ねらい、巴御前の隊たいは走りながら半はん身みになった。

　後列が後ろに向けて長ちよう銃じゆうを構え、

「撃て……！」
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　皆に付いていくというよりも、乗るような感覚で同行する三成は、敵の狙いを知った。

　……下り終えのタイミング狙いですか。

　こちらの機き動どう殻かくは重じゆう装そう。下りを終えた時、勢いと重じゆう量りようによって下に沈み込む。

　そこを、敵は狙ってきた。

　だが、問題なのは正面からの射しや撃げきではない。

　射撃による僅わずかなりの足止めをした上での、

　……上方！

　上空にいる敵の艦かん列れつが、タイミングを合わせるように砲ほうをこちらへと向けたのだ。

　重装の機動殻と言えど、艦かん砲ほう射撃に耐えられるものではない。

『ならば──』

　三成は、敵艦列を見上げ、手を振り挙げた。

『──行きます！』
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　巴御前は、砲ほう撃げきの結果を見た。

　上空の艦列。対たい地ち攻撃が可能な艦は十は下らない。副ふく砲ほうがメインであるが故ゆえに、数百の規き模ぼで砲撃が放たれる。

　だが、撃たれるべき砲ほう弾だんも、音も、何も発生しなかった。

　上空からの支し援えん砲ほう撃げきが、放たれなかったのだ。

　無む音おんの時間が数秒過ぎ、皆の走る足音と、装そう備び品のぶつかる音だけが響ひびき、

「──は？」

　という走る周囲の声は、期待外れと疑念の色を持っていた。

　当たり前だ。

　作さく戦せん上じよう、丘の下り終えで発はつ射しやされる砲撃は、敵の削さく減げんの最さい大だい機き会かいだ。

　それが何な故ぜ、放たれない。

　巴ともえ御ご前ぜんは、疑念に捕とらわれぬようにしながら、しかし視し界かいに見える異い変へんに気付いた。

「……空に、流りゆう体たい光こうが散っている？」

　呟つぶやき、彼女は理解した。そして表示枠レルネンフイグーアを開き、

「艦かん砲ほう！　砲撃管かん理り加か護ごのリセットを掛け給たまえ！　──手動、目もく視しでの砲撃に切り替えろ！」

　仕掛けは解わからない。

　ただ、今、敵が行ったのは、恐らく一つの防ぼう護ご策さくだ。

「この相手、……こちらの砲撃管制をキャンセルさせる術じゆつを使用している!!」
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　……時代の変化というものだな……！

　巴御前は、舌した打うちを堪こらえて、下がりながら空を見た。

　上空、敵とこちらの艦かん隊たいの間に、薄い流体光の塵ちりがある。

「術じゆつ式しきが砕くだかれた結果だ」

　敵。恐らくは石いし田だ・三みつ成なりが行った防護術式だ。

　……照しよう準じゆん術式や、弾だん道どう調ちよう整せい術式を、被ひ射しや撃げき側からキャンセルするのか？

　ステルスやチャフとは違う。〝差し止め〟のインターセプトだ。

「巴御前、今のは……！」

　ようやく周囲に、事じ態たいを理解しようという余よ裕ゆうが出てきた。

　巴御前は手振りで射しや撃げきの続行を指し示じする。疑念より攻こう撃げきだ。喇らつ叭ぱが鳴り、射撃が放たれる。

　撃うつ。

　その攻撃は、敵の防護障しよう壁へきに当たり、装そう甲こうに火ひ花ばなを立てた。

　撃てるし、当たる。当然だ。銃じゆうを用いただけの射撃なのだ。

　だが、上空からの砲撃は違う。まだ薄うす暗ぐらい未み明めいの中、ネルトリンゲンに被ひ害がいを与えないために照準術式を使用するし、誘導術式も利用する。

「恐らくだが、敵は、〝差し止め〟の術式を持っているのだ。照準、誘導、それらの術式が自分達を捉とらえた時、遮しや断だんを返す盾たてを空中に発生させたのだな」

　そうとも。

　巴ともえ御ご前ぜんは、己おのれの術じゆつ式しき知ち識しきを総そう動員して敵の戦せん術じゆつの理解を進める。

　何しろ、このような防ぼう護ご術式は初めて見るのだ。

　改派プロテスタント術式を作った自分にとって、

　……介かい入にゆう型がたの術式とは、興きよう味み深い！

　状況。先さき程ほど空に散った流りゆう体たいの霧きりから、想そう像ぞう出来るものがある。

　これを使用したのは情報体たいの石いし田だ・三みつ成なり。そこから考えるならば、

「──使ったのは光こう学がくや術式というよりも、恐らくは〝情報〟だ。

　この敵は、情報という概がい念ねんを捉とらえ、自らも地ち脈みやく中に展てん開かい出来るのだろう」

　面白い技術だと、そんな感想を抱きながら、巴御前は言う。

「あらゆる存在は地脈に浸ひたっていると考えるならば、全ては繫つながっている。これを仏ぶつ道どうでは〝縁えん〟というが、敵を我が艦かん隊たいが狙ねらった時点で、敵と我が艦隊の〝縁〟は強くなる」

　だから、

「地脈の情報量りようを読める三成は、自分達が狙われた時点で〝縁〟の強化を察さつ知ち。そこに自分達の誤ご情報か何かを送り、我が艦隊の砲ほう撃げきを差し止めたのだ」

「……そんな事が出来るんですか!?」

「出来るとも」

　巴御前は告げた。

「今、君達の目の前にいるのは、霊れい体たいという原げん始し的な情報体だぞ。

　私の姿すがた、よく見ると少々透すけているが、向こう側の面は見えていないだろう？　これは私という情報体が、君達の視覚に表面部分の情報を返すという性質を持っているからだ。

　これが私と君達の視覚情報のリンク。つまり私と君達の視覚的〝縁〟のリンクだ」

　はは、と巴御前は笑った。

「最も上がみの狐きつねが持つ〝鬼おに切きり〟も、このリンクを利用した神しん格かく武ぶ装そうだな」

　しかし、

「敵はこのリンクを術式の追つい尾びや、誘ゆう導どう設定に転てん用よう出来るのだ」

「巴御前、だとしたら──」

「砲ほう撃げき管かん制せいを術式に頼れば、術式がリセットされた時点でセイフティによって砲撃は止まる。

　だから目もく視しで手を使って撃うてばいい。

　面めん倒どうだが、熟じゆく練れん者しやの腕を信じるしかない。改派プロテスタントらしい状況だな、これは」

　だが、と巴御前は、眉まゆを立てた笑えみで言った。

「上空からの支し援えん砲撃が遅れるのは、少々危険だな」

　言った台詞せりふに、ただ、皆が、走りながら事じ態たいを理解した。

　つまり、敵は本来の予定通りに削さく減げんされないのだ、と。

「────」

　声にならない。そんな空気が周囲に浮かぶ中で、いきなりの音がした。

　上空からの砲ほう撃げきだ。

　明らかに数秒遅れの連れん打だが、ようやく地上へ向けて放たれる。

　しかし、それはもはや手遅れだ。前進してくる敵は、丘を下り終え、姿し勢せい制せい御ぎよの時間を既すでに過ごし、

「来るぞ」

　来た。それも一いつ斉せいに、だ。
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　三みつ成なりは、皆と同行しながら安あん堵どの息をついた。

　正面からは射しや撃げき。空からは砲ほう撃げきがある。

　だが、正面の銃じゆう弾だんなどは重じゆう装そうの装そう甲こうと防ぼう護ご障しよう壁へきでどうにかなる。

　そして今、空からの砲撃は散さん発ぱつになった。自分の持つ能力にアナログ的な対たい処しよをされたのは残念を感じるが、皆の被ひ害がいを想そう定ていするとこれでいいと思える。

　……今の敵てき艦かん隊たいからの砲撃ならば、防護障壁の展開で防げますね。

　無む論ろん、個人展開によるものではない。

　走り行く千人。それだけの機き動どう殻かくが使用出来る防護障壁を、自分の管かん理り術じゆつ式しきで集約し、対応するのだ。

　一人では出来ない事も、千人ならどうにか出来る。

『行けます』

　三成は自覚する。自分は制御情報プログラムなのだと。

・成成成：『大おお谷たに君。──何となく、私の戦い方が解わかってきました』

・超正義：『そうでなくては困ります』

　何な故ぜなら、と彼の言葉が告げた。

・超正義：『君は、自分を試し作さく品ひんとした正せい規き品。後の羽は柴しば勢ぜいを率ひきいる者としても、自分以上になって貰もらわねばいけません』

・成成成：『大谷君は基き準じゆんが厳きびしいです』

　彼は攻こう性せいの病原ウイルス。自分はどちらかというと防ぼう性せいの対病原アンチウイルスだ。

　嚙かみ合うようで嚙み合わないお互いは、だからこそ参考にする部分も多く、羽柴からも仲良くするようにと指し示じされている。

・成成成：『大谷君』

・超正義：『何でしょう、三成君』

・成成成：『この戦せん闘とう後ご、大谷君の関かん東とうにおける戦闘結けつ果かなどを精せい査ささせて下さい。意い外がいと、大谷君へのカウンターが、現実でも流りゆう用よう出来ると判はん断だん出来ました』

・超正義：『Ｔｅｓテスタメント．、──御ご随ずい意いに』

　返へん答とうが来たならば安心だ。これで自分の機き能のうも向こう上じよう出来る。

　そして行く自分達の頭ず上じよう。散さん発ぱつの砲ほう撃げきが来た。それを防ぼう護ご障しよう壁へきで砕くだき、音と流りゆう体たい光こうの欠片かけらにしていくと、周囲の皆が不ふ意いに頷うなずいた。

　彼らの内、幾いく人にんかがこちらに振り向いた。

「Ｔｅｓ．、──有あり難がとう御ご座ざいます！」

『いえ、自分に出来る事をしているまでです』

　言うと、いやいや、と彼らが重じゆう装そうの首を器き用ように横に振る。

「流石さすがは羽は柴しば様肝きも煎いりの襲しゆう名めい者しやって感じですよ！」

「Ｔｅｓ．！　俺おれ、石いし田だ様はクール系けいだと思って志し願がんしたので、その通りで良かったです！」

「更さらにはM. H. R. R.神聖ローマ帝国 指し揮き官かん勢ぜいには貴き重ちような貧ひん乳にゆう枠わくであります……！」

　おお、と皆が頷いた。そして、

「さっきの技なんか、何か大罪武装ロイズモイ・オプロの変へん技わざみたいで格かつ好こ良かったですよ！」

『いや、それは』

　三みつ成なりは右手を軽く上げて訂てい正せいした。

『大罪武装のように、当たらない攻こう性せい武ぶ装そうと並べられるのは正しくないかと判断します』
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「あの、宗むね茂しげ様？　さっき安土あづちと武蔵むさしがすれ違った時の情報を元にサイトの書き換えとか、もうちょっとこの本ほん拠きよが落ち着いてからにしませんか？　──いえ義ぎ務むですから、って、義務じゃないです宗茂様！　落ち着きましょう！　でも言っておきますけど、あれは空から撃うちです。外したのではないですから宗茂マークは今回つけられませんよ？　厳げん密みつに行きましょう」
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　走り、三成は空を見る。

　青さの増した未み明めいの空にて、武蔵が随ずい分ぶんと接近した。いつの間に、と思うくらいには速い。まるで、自し然ぜん現げん象しようが何もかも大だい規き模ぼで有りながらも、全体としては遅ち々ちと見えるようなものだ。

　だが、こちらの増ぞう援えんの艦かんも接近している。

　ならばこちらは、

『総員、前ぜん進しんを──』

　急いで下さい、という先。皆はもう、丘を下り終えて平へい坦たんな地面にいる。

　光が見えた。

　総員の加か速そく器きが、加速光こうを得ていくのだ。

〝巡じゆん礼れい〟を基き礎そとした推すい進しん加か護ごが大たい気きを巻き込んで高音をたて、皆を押し出す。

　一いつ瞬しゆん浮かせて、打ち出すのだ。

　そうなったらこちらのものだ。もはや足にほとんど頼らぬ空中滑かつ走そうは、一人一人を突とつ撃げき力りよくの塊かたまりとする。

　敵の隊たい列れつなど関係ない。真まっ直すぐ行って激げき突とつだ。

　先せん陣じんが当たる。加か速そく音おんは後から付いてくる。

　そして流りゆう体たい光こうの破は片へんが幾いくつも爆ばく散さんした瞬しゆん間かん。三みつ成なりは見た。

　激げき突とつの先陣が砕くだかれたのを、だ。
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　三成の視覚に見えたのは、流体の壁だった。

　だが、よく見ると違った。

　それは壁ではなく、

『本……!?』

　正確には違う。

　聖せい譜ふ写しや本ほんだ。

『巴ともえ御ご前ぜんの写本召しよう還かん術じゆつですか！』
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　三成と共に突とつ撃げきを掛けていた機き動どう殻かくの一いつ隊たいは、眼がん前ぜんに突き立った聖譜写本の壁を見た。

　本は流体で出来たもので、高さ七メートルは下らない。厚みも七十センチはあるだろうか。

　明らかに極ごく厚あつな壁が地面から一列に生はえ、皆の突撃に対するバリケードになった。

　突とつ進しんする者達の内、間に合う連れん中ちゆうは急きゆう制せい止しの管かん理りを行う。だが、間に合わない者達は、

「こうなりゃ行ったりゃああああああ！」

　彼らは、敢あえて加か速そくした。

　激突力は、速度と重じゆう量りよう。そして武ぶ器きの強度が全てを決める。

　当たった。破は砕さい音おんが響ひびく。

　殆ほとんどは激突して砕かれ、だが、

「おおおお！」

　二人が突き抜けた。武器は折れ、装そう甲こうが砕かれつつも、

「改派プロテスタントの説せつ教きようくさい、マスコットキャラもいない聖譜写本に負けるか……！」

「偶ぐう像ぞう崇すう拝はい好きやねん……!!」

　割った。

　するとその向こうに、巨きよ大だいな聖譜写本がもう一つ置いてあった。

　縦たてだった。背に書いてある字を読めば、

「当たり　もう一本……！」

　激げき突とつ音おんが響ひびき、二人の突とつ進しんがカウンターで潰つぶされた。三みつ成なりがその光こう景けいを見て、

『非ひ道どうな……！』

「やかましい！　人は聖せい譜ふ写しや本ほんのみを信じていればいいと、私はそう言ったぞ！」

　写本の向こう。隙すき間まから見えるのは、距離を取って防ぼう御ぎよ陣じん形けいをとっていく改派プロテスタントの連れん中ちゆうだ。そして彼らの前に、聖譜写本ハンマーを構えて立つのは、

「巴ともえ御ご前ぜん……！」
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　音だけの場を得るには、目を閉じればいい。

　すると、ただただ耳に通る響ひびきが、定てい期き的に生まれて、消えて行く。

　聞こえると言うよりも、感じる程に近い音を、左さ近こんは耳に通していた。

　鼓こ動どうのような響きです、と彼女は思う。自分の心しん臓ぞうの音ではない。まるで誰だれかに深く抱きしめられたように感じるが、自分にはそんな経験など全く無い。

　破は廉れん恥ちな想そう像ぞうですよー、と己おのれの赤せき面めんを感じるが、しかし、これが今の自分の現実なのだ。

　すると声がした。男の、低いが通る機き械かい音おん声せいで、


《接続：機き動どう殻かく：鬼おに武たけ丸まる：──使用者：島しま・左近：確かく認にん》

《許可：武ぶ装そう：第一エントリー　～　第三エントリー：確認》

《許可：ＯＳ　～使用者：相互：確認》



　的てき確かくに言葉が続いていくのを聞きながら、彼女、島・左近は、段だん々だんと余よ計けいな音を耳に感じ始めた。

　自分の鼓動だ。

　緊きん張ちようしている。そしてそれを自覚してしまうと、もっと鼓動が強くなる。すると、

・鬼武丸：『おい。何ど処この御お嬢じよう様さまだ。戦せん闘とう慣れせず、こんな過度の緊張状態だとは』

　ＯＳだ。

〝鬼武丸〟と言うそうだ。

　実のところ、この機動殻のＯＳとは初しよ対たい面めんだ。

　……き、緊張しますよう。

　いろいろと訳わけあって、自分も機動殻も調ちよう整せいが遅れた。一応、機動殻の性能は試し作さく段階から大体判はん別べつしていたため、ダミーを用いた訓くん練れんは行っている。

　だから、動かす事には然さ程ほどの不ふ備びもなく、機き能のうや操そう作さ関係も理り解かいが出来ている。

　だが、このＯＳとの意い思し疎そ通つうが出来ると、

『もっといいかと判はん断だん出来ます』

　と、通つう神しんで、三みつ成なりが随ずい分ぶんとアバウトな物言いをしていた。

　しかし、正直言うと、ちょっと対人が苦にが手てな自分でもある。だから、

「あの、よ、宜よろしくお願いしますです」

・鬼武丸：『は？』

　挨あい拶さつが、いきなり過ぎたらしい。〝何だって？〟というような疑問の声を、左さ近こんは自分の失敗ゆえと感じながら、

「ええと、宜しく、御願い、しますですよ」

・鬼武丸：『あ？　ああ、別にそんな事気にするな。──いいか？』

「な、何がです？」

・鬼武丸：『戦せん闘とうの準備は出来ているかと、そう聞いているのだ！』

　聞いてなかったですよう、と思うが、何か自分が悪かったようにも思う。というか既すでにここは戦せん場じよう。上空なのだ。すると今度は、

・鬼武丸：『状況』

「え？」

・鬼武丸：『だから状況を言え』

「え？　えーと、あのう。さっき、戦闘の準備出来てるか聞いて、返答してないのに、今度は状況って、何ですよ」

・鬼武丸：『いいから口答えする余よ裕ゆうがあるなら言われた通りにすぐ答えろ！　現場では私達の降こう下かと同時に、石いし田だ・三みつ成なりは自分の本来の隊たいと皇こう帝ていの部ぶ隊たいの補ほ助じよに回る。

　私達が、西にし側がわ部隊を一いち任にんされるのだ。その重要性が解わかっているか!?』

「はっ、はいですよ」

・鬼武丸：『……全く、私を道具として扱うというのに、愚ぐ鈍どんな小こ娘むすめだ』

　言われて、左さ近こんは少し考えた。

　……小娘？　……です？

　自分の身長は三メートルを超える。どう考えても〝小〟ではない。

　だが、ふと考えて見れば、自分を包んでいる機き動どう殻かくのＯＳの言げんだ。

　……私より、おっきーですよ。

　そっかあ！　と、左近はちょっと嬉うれしくなる。私、小娘にもなれるんです、と。

・鬼武丸：『おい。何をニヤけておる！　戦場だぞ！』

「はっ、はい！　戦場です！　しっかりしますです！」

　と、つい、普段の癖くせで、自分の頰ほおを両手で叩たたいたのがいけなかった。

　視覚に激しい衝しよう撃げきが走り、全身から自じ損そんの危険性を示すアラートが来る。

・鬼武丸：『こらあ──！　今の私の身体からだだぞ！』

「すっ、すみません。両腕うでフリーなの忘れてましたですよう」

　急ぎ、視し覚かくを機き動どう殻かくの頭とう殻かく側がわに任せる。

　すると、未み明めいの大だい地ちと空が見えた。

　ここは輸ゆ送そう艦かんの後部。降こう下か用の艤ぎ装そうがされた場だ。ハッチは開いており、後は自分が飛び降りて行くだけ。

　周囲に人はいない。いたところで、現在の自分の身長は四メートル近い。近くにいられるとちょっと危ないだろう。

　床は揺れているらしい。風もある。それでいて自分の足あし下もとに不安がないのは、

　……鬼おに武たけ丸まるさんの、アシストですか？

　よくは解わからないが、そんな気がする。すると、

・鬼武丸：『表ひよう示じ関係、私にはよく解らないが、出すだけ出すぞ』

　旧派カトリツクは、実は土ど建けん業ぎように親しい教きよう譜ふだ。狭い後部入口の前、ハッチの縁へりまでの距離や、横幅などがリアルタイム計けい測そくで表示されていく。壁かべ際ぎわを見れば、自分の所有を示すマーカーが表示されており、手を伸ばすとそこに大おお刀がたなが一本あった。

・鬼武丸：『大おお太だ刀ちが欲しかったところだな……』

「そういうものなんです？」

　問うと、ややあってから返答が来た。

・鬼武丸：『まあ、お前が使う分には知らぬ。私は防ぼう御ぎよ担たん当とう。お前は攻こう撃げき担当だ』

「あっ、よ、宜よろしくお願いしますです」

　返答はない。怒らせてしまったか、と思うが、会話が一応出来た事に安あん堵どする。

　すると、艦かん内ない放送が来た。

『左さ近こん様！　あと三十七秒で降下地点上空を通過します！　機き動どう殻かく、降下設定になっていますし、各かく部ぶに補ほ強きようパーツもついていますから、足あし裏うらから降りるイメージで御お願ねがいします！

　間違っても、こう、とか、こんなのとか、こ、こ……！　これは無む理りです！　ああっ』

　見えないが、何となく解った気がするのでよしとする。

　と、艦内放送にノイズが混じった。

『先せん行こうした一いち番ばん艦かん。増ぞう援えんを降下しました！　その情報をフィードバックしますので、安全に行ける筈はずです！』

「ま、前の人は、大だい丈じよう夫ぶです？」

『あー、前のは、人というか何と言うか。まあ、素そ養ようあるので大丈夫でしょう』

・鬼武丸：『アイツか……』

「……ひょっとして兄弟ＯＳだったりしますです？」

・鬼武丸：『誰だれがだ！　一いつ緒しよにするな、モノが違う！』

「あ、じゃあ、鬼おに武たけ丸まるさん優ゆう秀しゆうなんです？」

・鬼武丸：『当たり前だ、この小こ娘むすめが……！』

　[image: ]しかられた。

　何か、この先上う手まく行くのかなー、と思うが、通つう神しんが最後の確かく認にんに来た。

『では、左さ近こん様、一いち番ばん艦かんと同どう様よう、所しよ属ぞくは今回、羽は柴しばではなく柴しば田たとなります。前まえ田だ様の最終調ちよう整せいなどがあった関係です。なので現場では石いし田だ様の麾き下かに入りますが、権けん限げんは独自のものとなりますので、注意して下さい！』

「え、ええと？」

・鬼武丸：『好きに動けという事だろう』

　うわあー……。苦にが手てですよう、と言おうと思ったが、[image: ]られそうなのでやめておいた。

　ただ、今は、眼がん前ぜんに見える虚こ空くうに近付き、

「────」

　目を閉じる。すると、鼓こ動どうがまた聞こえた。

　恐らくは鬼おに武たけ丸まるのもの。

　……うん。

　この機き動どう殻かく、怖こわいＯＳだけど、鼓動は優しい。そう思える。だから、

「島しま・左近、──ネルトリンゲン援えん護ご、柴田勢ぜいとして、……出ますですよ！」

　言って、左近は未み明めいの空に身を落とした。

　足あし下もとから戦せん場じように、丘の下にて足止めされた皆の背後へと、降こう下かする。







[image: 第七十三章『草原の中断娘』]
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　巴ともえ御ご前ぜんは、敵の増ぞう援えんが来たのを見ていた。

　……武ぶ神しんか？

　低空で、装そう甲こう輸ゆ送そう艦かんが運んで来たもの。

　自分が置いた聖せい譜ふ写しや本ほんが、逆に遮しや蔽へいになってしまったが、何かが二体投とう下かされた。

　音も聞こえる。一つはやたらと重なった鉄の音。もう一つは、

　……結けつ構こう、スマートな足音だな。

　やはり軽けい武神か何かか。

　先さき程ほど、その増援に合わせ、石いし田だ・三みつ成なりが姿すがたを消した。ネルトリンゲンの東側、本来の自分の部ぶ隊たいや皇こう帝ていの方へと戻ったのだろう。敵の機き動どう殻かく隊、全員に表示枠レルネンフイグーアが一枚常じよう設せつされたから、それを介かいしての補ほ助じよに切り替えたのだというのは解わかる。これはつまり、

「……その増援に、こちらを任せておける、という事か」

　面めん倒どうな相手が二つ来た訳わけだ。

　対する自分達は、手て数かずが足りていない。

　……一応、射しや撃げきは行い、今は防ぼう御ぎよ陣じん形けいを作って北に下がりながら凌しのごうとしてはいる。

　改派プロテスタント、反はん皇帝派の艦かん群ぐんからは、断だん続ぞく的な支し援えん砲ほう撃げきも来ている。

　丘の上の方では、ベルンハルトが戦せん闘とうを行ってもいる。

　だが、手数が足りていない。

　敵は重じゆう装そう。銃じゆう弾だんなどは跳ね返す出来の機動殻だ。

　彼らの分ぶん隊たいによってベルンハルトは足止めを受け、こちらの艦かん隊たいには、

　……皇帝派の艦隊が、対応を始めたか。

　ネルトリンゲンを挟んだ向こうの空で、砲ほう火かが上がっている。皇帝側の艦隊が、自分達の艦かん群ぐんを狙ねらって砲撃を開始したのだ。

　反皇帝派の艦隊は、石田・三成に本来の砲撃を封じられ、これからは皇帝派の艦隊から送られる砲弾をも相手にしなければならない。

　そしてまた、東の空に見える武蔵むさしの接近が遅い。

　遅れている訳わけではない。現在の状況の進しん行こうに対し、間に合っていないのだ。

　それだけ、敵が事じ態たいを進めているという事でもある。

「敵の増援二体。もう少し、目の前の連れん中ちゆうを削さく減げんしてから相手としたかったものだが」

　ネルトリンゲンの西に自分達が移動すれば、東にいる皇帝派の艦隊は、間に挟んだネルトリンゲンに砲弾を落とす事を恐れて砲撃を出来ない。

　実際、その通りだ。

　だが、そうなったならば、敵は、高い位置にいるこちらの艦隊を狙う。

　これは予測の範はん囲い内の事であったが、石いし田だ・三みつ成なりの存在によって、反はん皇こう帝てい派はの艦かん隊たいが上う手まく機き能のう出来ずに防ぼう戦せん一方なのがまずい。

　……全く、これだから、新しい時代の連れん中ちゆうは……。

「五百年、神しん州しゆうでも欧おう州しゆうでも、新しい武ぶ装そうや戦せん術じゆつが出るたびに、〝また合わせるのか。面めん倒どうなものだ〟と思って来たものだが」

　とうとう、人類の技術は情報体たいという種しゆ族ぞくを自じ動どう人形のように作り出す処ところにまで達した。否いな、これらの技術は神かみ代よの時代にもあったものだ。だが、それらの技術が失われ、多くの情報体は自分を保てずに消えて行っただけに過ぎない。

　神とて、その多くは情報体に変へん異いした存在だ。だとすれば、

「さて、人が人じん造ぞうの神を作れるのが神代だったとなれば、今の時代も、それに近付いているという事だろうか」

　ならば、

「戦いくさに明け暮れ、やがて神の御み遣つかいとなった私は、勝負してやらねばなるまいよ」

　言って、巴ともえ御ご前ぜんは身み構がまえた。

　正面。距離二百メートルの位置に、壁が並んでいる。

　己おのれが地ち脈みやくから召しよう喚かんし、突き上げた聖せい譜ふ写しや本ほんだ。あのサイズだと字が大きいので、武ぶ神しんに乗っていても読みやすいという利点がある。

　敵が思い切り激げき突とつしたようだが、簡単に砕くだける写本ではない。

　可能ならば、もっと後で、乱らん立りつするように立てたかった。

　それをすり抜けて来る敵を各個撃げき破はし、敵の進しん行こう速そく度どを抑える。

　自分達の考えていた作さく戦せんはそういうものだったが、

「致いたし方かたなし」

　背負った聖譜写本ストッカーの機き動どう状態を加か圧あつする。

　写本の各ページに書いてある奇き跡せきは、己が作った改派プロテスタントの術じゆつ式しきと直結している。このストッカーがあれば、自分は改派の術式を自由に使用する事が可能だ。

　改派の長ちよう。そのくらいの優ゆう遇ぐうはあっていいだろう。

　瞬しゆん間かん。正面に立っていた大おお型がた聖譜写本が、いきなり砕け散った。

　閃せん光こうだ。

　光の一いち条じようがこちらの横を突っ走り、大だい地ちを縦たてに切り裂さいたのだ。
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　反応とは一いつ瞬しゆんで生じるべきもの。

　その意味では、巴御前は反応を出来なかった。

　理由は三つある。

　一つは、自分が作った写しや本ほんの壁が、敵てきの攻こう撃げきによって単純に破は壊かいされたと言う事。

　一つは、その一いち撃げきが、打だ撃げきや突とつ撃げきではなく、砲ほうによるものだったという事。

　そしてもう一つは、壁を砕くだいた一発が、あるものを付ふ随ずいしたせいだ。

　音だった。

『お……』

　ぁ、と繫つながる、金かな切きりの咆ほう吼こう。

　大たい気きを揺らすと言うより、搔かき裂さくにも似た声が再び空間を突っ走った直後。

　二番目の光こう条じようと、それが走ったラインを爆ばく散さんが追い掛けてきた。

　それは恐らく、聖せい譜ふ写本を砕くだいた決め手の力。平へい坦たんの草くさ群むらを空に散らし、

「退たい避ひ──!!」

　遅かった。

　光が、皆の構えた防ぼう護ご障しよう壁へき上を走り、一ひと息いきの後に威い力りよくが発生した。

　爆ばく散さんだ。背後に待たい機きしていた防護の陣じんが、その右う翼よく端はしを砕かれる。

　そして巴ともえ御ご前ぜんは見た。

　正面。砕かれた聖譜写本の壁の間から、二つの影が出てきたのを、だ。

　一つは、酷ひどく長身の姿すがただった。

　身長は四メートル近く。黒の装そう甲こうを纏まとったのは、

　……先さき程ほどの増ぞう援えんの一体！

　武ぶ神しんだろうか。

　ならばサイズ的には軽けい武神、とつけた見当は、しかしすぐに否定された。

　駆く動どう系けいを示す事が普通の関かん節せつ部に、制せい服ふくの生き地じが見えたからだ。

　ならば機き動どう殻かく。巨きよ人じん族ぞくか何かが身に纏っているのだろう。

　そして問題は、もう一つの影だった。

　こちらも巨きよ大だいだ。身長からだは二メートルを優に超えていて、機動殻を纏っている。

　頭部は鉄の面めん覆おおいで覆おおわれ、口から白の煙を噴ふいている。

　先程の一発は、この相手が咆吼したのだ。

　太い体たい格かく。だが、その身体には、ある特とく徴ちようが見えた。

　骨だ。

　肋ろつ骨こつ、鎖さ骨こつ。腕も脚あしも。野の太ぶとい骨が有り、それに駆動系や人じん工こう筋きん肉にくが巻き付き、装そう甲こうと結けつ束そくが締しめ上げるように固めている。

　死体を動かしているのだ。

　だが、根本的な動作を司つかさどっているのは、単なる駆動系の動作ではない。

「これも、情報体たいの技術だというのかね……」

　その全身に纏う青白い流りゆう体たい光こう。

　……霊れい体たいだ。

　見れば、長身の機き動どう殻かくの方も同様だ。

　この二体。片方の長身は正体がよく解わからない。

　しかし、前にゆっくりと出てくる巨きよ体たいの骨こつ格かくについては、見み覚おぼえがある。

　鉄てつ骨こつのマスクの奥。空に伸びた二本の角つの。その体格も何もかも、

「五百年ぶりか……。──木き曽そ殿どの」
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「……Ｔｅｓテスタメント．、何とかまあ、起き動どう状態は正常に進しん行こうしているようだね」

　雪残る広ひろ場ば。石いし垣がきの城しろの前にあるＫ．Ｋ．Ｋ．購こう買ばい前の縁えん台だいに、二つの影が座っている。

　まつを肩に乗せた前まえ田だ・利とし家いえと、紙かみ包づつみのピロシキを口にしている佐々さつさだ。

　彼らの正面。露ろ天てん用の石いし火ひ鉢ばちに手を翳かざしている不ふ破わが、

「送ったアレ、ちゃんと動いてるの？　ろくにテストしてなかったと思うけど」

「ミッチー、基本は僕の加賀百万獄カガ・ミリオネンガイストだよ。ただ、召しよう喚かんした霊体を定てい着ちやくさせるために、本人の遺い骨こつを使用し、霊体の〝型〟も作り、情報体たいとして純じゆん粋すい化かした。〝型〟の損そん傷しようが激しく、片方は記き憶おくのほとんどが飛んでるけど、本能的な部分は生きていて幸いだったね」

「ケッ、下らねえ。──わざわざ昔の連れん中ちゆうの力を借りねえと駄だ目めなのかよ」

「襲しゆう名めいに縛しばられない一いつ般ぱん戦せん士し団だん扱い。もしくは襲名者しやの補ほ助じよとして使える最適戦せん力りよくだよナっちゃん。──これから僕達が引いん退たいしたとしても、彼らが羽は柴しば君を支える力の一つとなる」

　そーかい、と佐々が空を見上げる。

「そろそろ朝だが、霊体、消えねえのか？」

「そのための定着でしょ？　佐々、話聞いてた？」

「はははミッチー、ナっちゃんは〝気にいらねえー〟って結論してるから、聞いてないよ」

『ばーか！　あーほ!!』

「語ご彙い増やしてんじゃねえ──!!」

　と、購買の戸を開けて、触しよく手しゆが顔を出した。

　彼は揚あげ芋いもを食べながら、

『おや、一休みついでにネルトリンゲンの方の中ちゆう継けいですか!?　確か、前田様の手て配はいで幾いくつかの新顔さんが起き動どうされているのですよね!?』

「森もりは、木曽殿って言って解わかる？」

『知ってますよ！　木曽殿とは、源みなもとの・義よし仲なか！　源げん平ぺい合がつ戦せんにおいて、源げん氏じ側がわの主力であった頼より朝とも、義よし経つね、義仲の三人の一人で、しかし彼は平へい家けを京きようから追い出す役やく目めを果たしたものの、京で持て囃はやされて堕だ落らくし、平へい氏しの追つい討とうに失敗。自分に代わって入にゆう京きようしようとした頼朝に抗こうしますが、頼朝、義経勢ぜいに討うたれる事となったのです！』

「堕だ落らくってどんな感じ？」

『最新の研究では、定説であった触しよく手しゆパーティの酒しゆ池ち肉にく林りんは否定されていますね！　どうして皆さん、なあんだ、って顔してるんですか！　当たり前ですよ！　だって当時の極きよく東とうは暗あん黒こく大たい陸りくと繫つながりを持っていませんから！』

「じゃあ何やってたのよ」

　そうですね、と触手が二、三本を深く組んで頷うなずいた。

『最新の研究では、彼らは京きようの文化に触れた事で戦いを忘れ、皆、空詠みカラオケや蹴け鞠まりや文学に耽たん溺できしてしまったそうです』

「悪い事じゃねえじゃねえか」

『な、何でも度が過ぎたらいけないんですよ！　解わかってないですね佐々さつさ様！　当時の記録にあります！　義よし仲なか勢ぜいは空詠みで高こう得とく点てんを出しまくって新しん曲きよくのリクエストを繰り返し、蹴鞠では全国大会優ゆう勝しよう、文学では平へい家け物もの語がたりの元となる漫まん画が草そう紙しを出しゆつ版ぱんしたとか……！』

「……全部悪い事じゃないんじゃないの？」

「というか、僕が聞いてる限り、それ続けたら文化の開かい花かが進んだんじゃないかな？」

　皆は、腕を組んで首を傾かしげた。ややあってから触手が、

『歴史再さい現げんというルールがいけないんですよ!!』

「テメエは羽は柴しばの方針に逆らってどーすんだ」

『あっ、そ、そうでした！　じゃあ空詠みで高得点出したり蹴鞠で全国大会行ったりしても、京でヒキニートしてたら処しよ刑けいされて当然です！』

「私達今、北の雪ゆき国ぐにで購こう買ばいメシ食ってヒキニートなんだけど」

『ま、真ま面じ目めに働きましょうよ不ふ破わ様！　ほら、僕なんて最近はちょっと文化人じみて評ひよう論ろんのバイトとか始めたんですよ！』

　プ、と不破が吹いた。

「やっだ森もりったら、やっぱ触手動どう画が？　〝この動画素す晴ばらしいです！　僕が五本立ちました！〟とかやってる訳わけ？」

『ふ、不破様、明らかに寝ね不ぶ足そくですね!?　そうですね!?　僕がやってるのは歌うた詠よみの方ですよ！　柴しば田た勢ぜいの女性向け広こう報ほう誌し〝いとスイート〟の恋れん愛あい歌か担たん当とうで〝色しよく手しゆ八はつ丁ちよう〟って歌名でやってますから！』

「……ああ、この前、平へい安あん時代にあった事じ件けんの真ま似ねで〝好きな人を忘れられないのでそいつのウンコ盗ぬすんでやったけどいい匂においに感じられて参まいっちゃったあ〟ってロックな歌が来ててブチキレてたの森かー。番ばん屋や呼んじゃ駄だ目めでしょ」

『不破様はロックとか神かみ代よの時代の言葉を言わない！　不破様だって自分のウンコ盗まれたら通つう報ほうするでしょう!?』

「やっだ私ウンコしないもん」

「テメエはまた……、上越露西亜スヴイエート・ルーシでは──」

　不ふ破わが抜き打ちで佐々さつさに火ひ鉢ばちの鉄てつ箸ばしを叩たたきつけた。

「言うなあ──！　最低……！」

「あぶねえな！　刺さったらどうすんだ！」

「ははは、手で摑つかみ取ってるナっちゃんが言う台詞せりふじゃないよ？」

『さいてー！　さいてー！　くそやろう──！』

　だよねえ、と不破がまつと頷うなずく。その光こう景けいを見た森もりが、一ひと息いきを入れて、

『何で極きよく東とうは性せい癖へき関係が古こ来らいからフル活動してるんですか？　おかしいですよ。やっぱり神しん道とうの影えい響きようですか？』

「そんな事言ったら、Tsirhcツアークだって自分の息子むすこと羊ひつじを取り替えて大だい丈じよう夫ぶだったり、神様やたらと幼おさない男子を欲したりな世界観かんだよね」

『ハイそこ前まえ田だ様は意味深しんな物言いしない！　──ともあれ、ええと、ネルトリンゲンでは、今、前田様の手て配はいで動いているんですよね!?』

　Ｔｅｓテスタメント．、と前田が頷いた。彼は新しく何枚かの表示枠レルネンフイグーアを呼び出し、

「駒こま王おう丸まるも、鬼おに武たけ丸まるも正常に動いているようだね。とりあえず安心だ」

「何だその狛こま犬いぬみてえな名前」

「幼よう名めいだよ。駒王丸は、今、向こうで前に出た源みなもとの・義よし仲なかの幼名さ。──鬼武丸の方がメジャーだけど、もうちょっと前に出てくれないかな。ＯＳの定てい着ちやくを見たい」

「前田はそういう技術系けい、結けつ構こう好きねえ……。やっぱ自分が手がけたのは面めん倒どう見たい？」

「手がけたと言っても、正式には、僕と丹に羽わ先せん輩ぱい、あと、明あけ智ち先輩かな。滝たき川がわ先輩が丹羽先輩の後任で関かん東とう入った辺りで、僕の方にも引き継つぎあったんだよね」

　さてまあ、と、前田が表示枠を見て言った。

「初しよ戦せんの相手が因いん縁ねん過ぎるが、頑がん張ばって貰もらわないと駄だ目めだね。羽は柴しば勢ぜいの技術総そう動員と、僕の加賀百万獄カガ・ミリオネンガイストの合ごう成せい。どういう出来かを見せて貰おう」
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　巴ともえ御ご前ぜんは、敵と向かい合っていた。

　距離百メートル。

　相手は何の言葉も無く、ただ立ち、大た刀ちを構えている。

　機き馬ばに乗っていれば、正まさしく木き曽そ・義仲だ。

　どうしたものか、と思っていると、背後から皆の声がした。

「巴御前！　その相手、本当に源・義仲様なのですか!?」

「こんなのが他におるか!?」

「いえ、あの」

　皆が迷って、顔を見合わせた上でこう言った。

「普通、歴史的偉い人じんって、口からビーム吐かないですよね!?」

「吐くぞ」

　巴ともえ御ご前ぜんは、あっさり認めた。

「義よし仲なかは鬼おに型がただが、鬼型長ちよう寿じゆ族ぞくより鬼型魔ま神じん族の血が濃い。口からビームは当時からよく出してた。魔神族の戦せん闘とう系けいが流りゆう体たい器き官かんから吐く魔神砲ほうみたいなものだな」

「その技名は!?」

「〝口からビーム〟」

「そのままですね!?　というか聖せい譜ふ記き述じゆつを無む視ししてませんか!?」

「板ばん東どう武む者しやだからな」

「ハイすごいまとめ頂いただきました！　──じゃ、じゃあ、目からビームもありますか!?」

「はあ？　有る訳わけないだろう。馬ば鹿かか君達は」

「な、何か理り不ふ尽じんな事言われた！」

　直後にいきなり光こう条じようが来た。

『お……』

　という咆ほう吼こうは慣れたものだ。回かい避ひは出来る。そして背後も、

「わあ……！」

　声をあげつつ、しかし流石さすがは選せん抜ばつ部ぶ隊たいだ。一回食らっただけで情じよう報ほう共有出来ているのだろう。

　……ちゃんと避けたな。

　よし、と内ない心しんで納なつ得とくの一ひと言ことを置きつつ、だが、巴御前は、今、己おのれを判はん断だん出来ていない。

　何しろいきなり目の前に、遙か昔に別れた夫おつとが出てきたのだ。

「懐なつかしいと言えぬのが、難だな。五百年、何をしていた、義仲」

　全く、と巴御前は思う。自分のような者を出したくないから、クリスティーナ、君はもっと言葉を尽くして相手に会えと、そう言うのだ。

　そして何よりも、

「義仲。君が寝たままだったら私の心は平へい穏おんだったものを」

　あの時の、一いつ瞬しゆんの恋こい心ごころを、自分は信じて来たというのに。

　だが、今はこのような感かん傷しようの場ではないだろう。

　ここは戦せん場じようだ。それに、敵は義仲だけではない。

　先さき程ほどから見えているもう一人。酷ひどく長身の機き動どう殻かくがいる。大おお刀がたなを携たずさえたその姿すがたは、

「おい、──君、本体は死人ではないようだな。名前は？」

『えっ』

　と言いつつ、その長身機動殻が、何気なく振り向きながら、ある事をした。

　地ち中ちゆうから生はえている巨きよ大だい聖せい譜ふ写しや本ほんを、抱えるように一いつ冊さつ引き抜いたのだ。

　……化ばけ物ものか!?

　流りゆう体たいで出来た聖せい譜ふ写しや本ほんを、こちらはまだ地ち脈みやくから外していない。外せばあれは、一冊の巨きよ大だいな本だが、現状では違う。見た目は本の形状だが、まだ地脈との接続が為なされたままの壁だ。

　それを引き抜くと言う事は、大だい地ちから生はえた岩を地ち上じよう部分で折って抱えるのに等しい。

　だが、あの機き動どう殻かくは、それをやった。

「名は？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．ですよ？　ええと」

　横に置いた写本を、興きよう味みあるのか数ページめくっていた機動殻が振り向く。

　そして相手は、こちらに会え釈しやくして名を告げた。それは、若い女の声で、

「し、島しま・左さ近こんと言いますです……。ええと三みつ成なり様の麾き下かで、羽は柴しば勢ぜいです！」

　ややあってから、左近が不ふ意いに顔を右に仰のけ反ぞらせた。

　何か見えないものに[image: ]しかられたような動き。その後で左近が、慌あわてて言う。

「あっ、あっ、ええと、──し、柴しば田た勢です！　今、柴田勢ですよう!?」





●






　左近は、思い切り鬼おに武たけ丸まるに[image: ]しかられ、頭を揺らした。

　……そんな耳元で叫ばなくてもいいじゃないですかー。

　でも向こうの発はつ声せい器きが、こちらの耳元だからしょうがない。ひょっとしたら鬼武丸としては小声で喋しやべってるつもりなのかもしれないのだ。

　ともあれ、微び妙みように芯しんが揺れてる頭をふらつかせながら、左近は巴ともえ御ご前ぜんに自じ己こ紹しよう介かいする。

「──そ、それで、この機動殻が鬼武丸と言いますです！」

「鬼武丸？」

　巴御前が首を傾かしげたが、当然と言えば当然だ。知る筈はずもないのだから。

　だから左近は、胸に手を当てて言う。

「強いんだそうですよう」

　確かく証しようないが、本人の雰ふん囲い気きからそうだと思う。伝でん聞ぶん形けいになってしまったが、

・鬼武丸：『まあ、強いのは強い。──そう出来るかは貴き様さま次し第だいだが』

「な、何か厳きびしいですよう、鬼武丸さん」

・鬼武丸：『こら』

「ひっ、な、何ですか？」

・鬼武丸：『さっきから貴様、私と話している時、普通に喋ってるだろう。私の音声は外に聞こえてないから、貴様、独ひとり言ごと状態だぞ』

「えっ、そんな、いやですよう。私、こっち来てちょっとデビューみたいな気持ちでもいたんですから、そんな独り言の怪あやしい人だなんて嫌いやですよ！……」

　あ、と左さ近こんは気付いた。

「鬼おに武たけ丸まるさんの言ってる事も、表おもてに出せばいいんです？」

・鬼武丸：『──馬ば鹿かか貴き様さまは！』

「ば、馬鹿って言った人が、馬鹿なんですよう？　知りませんです？」

・鬼武丸：『いいから聞け。──言葉が漏もれたら、気付かれるし、作さく戦せん内容などがバレるだろうし、不ふ審しん人物だろうが』

　最後が大だい事じですよー、と左近は思った。気付かれたり作戦漏ろう洩えいはミスで済むから取り返しが付くが、不審者扱いは、一いつ旦たんされてしまうとどうしようもない。だから、

「わ、解わかりましたです。どうしますですよ？」

・鬼武丸：『……そうだな。貴様も、実況通神チヤツト用の名前を作って……』

　と、そこまで鬼武丸が言った時だ。

　不ふ意いに、巴ともえ御ご前ぜんが、こちらに対してこう言った。

「ひょっとして、その中で、頼より朝ともが顕けん現げんしているのか？」
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　え？　という疑問の声を、巴御前は聞いた。立つ長身の機き動どう殻かくが、首を傾かしげ、

「──頼朝？」

「Ｔｅｓテスタメント．、頼朝だ」

「頼朝と言いますとー……」

　解わかってないのか？　と巴御前はそう思った。その上で、

　……予想を外した、か？

　しかし、誰だれの目にも見えているものがある。島しまが装そう着ちやくしている機動殻が、青白い流りゆう体たい光こうを纏まとっているのだ。

「その、全身の流体光。霊れい体たいのものだぞ」

　恐らく、義よし仲なかとは違い、こちらは機動殻に霊体を収めている。しかも、左近の言げん動どうを見ているからに、中では頼朝が生きて、会話までしているらしい。

　……残念の強そうなヤツであったからなあ。

　だが、島がこちらに右の手の平ひらを見せた。

「ちょ、ちょっと待って下さいですよう？」

　そして、ややあってから、島がその顔を右に大きく揺らした。

　何か[image: ]しかられたらしい。
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「う、うわあ。耳元で大声出さないで下さいですよう」

・鬼武丸：『馬ば鹿か者もの！　それより、貴き様さま、何も知らずに私を使用していたのか!?』

　正直に言うと怒られるかなあ、と思いつつ、左さ近こんは言う。

「いやあ、それが全く、ホントに全然知りませんでしたですよう」

　でも、と左近は前置きして聞いてみた。

「あの、頼より朝とも様って、ホントなんですよ？」

・鬼武丸：『……本当も何も、こっちが聞きたいくらいだ。何しろ、閉じていた目を開けたと思ったらこの状態だぞ？』

「ああ、それは大変です」

　でも、と左近はもう一度言った。

「そうは言っても、いきなり過ぎますです？　噓うそっぽいですよう」

・成成成：『あ、左近さん、それ、本物の頼朝公こうの霊れい体たい入ってますので』

「あ、本物なんですねえ」

・鬼武丸：『貴様、あっさりと……！』

「いや、だって、本物の頼朝様が、私みたいなのとフツーに話するとか、ないですよう」

・鬼武丸：『私だって、下の連れん中ちゆうと直接言葉を交わすなど、避けたいものだぞ』

「ですよねえ。──というか、その〝鬼おに武たけ丸まる〟って何ですかですよ。ちょっと〝頼朝〟と違い過ぎませんかですよー」

・鬼武丸：『幼よう名めいだ。幼名。……言っておくが、そっちでセットアップしてる義よし仲なかもＯＳ名としては幼名の〝駒こま王おう丸まる〟だからな』

　それより、と鬼武丸が言った。

・鬼武丸：『貴様の方で、私の事を知っていたのは何よりだ。話がしやすい』

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．、まあ、大だい丈じよう夫ぶですよう」

・鬼武丸：『……一応聞いておくが、どのくらい知っておるのだ？』

「あ、Ｔｅｓ．、あのですよ？　頼朝様は、あれですよ、──鎌かま倉くら幕ばく府ふを開いたんですよ？」

・鬼武丸：『……他には？』

「……よ、よく考えたら自分で言えばいいじゃないですよー!?　何で聞くんですよ!?」

・鬼武丸：『いいから言え』

「し、仕方ないですよう……。ええと、……あ！　そうだですよ！　流りゆう刑けいになってましたですよ！　ええ、ガッツリ！」

・鬼武丸：『く、……ほ、ほほう？　他には？』

　他、何かあっただろうか。偉えらい人というのは授じゆ業ぎようで聞いた憶おぼえがあるが、

「あ、そうですよ！　──暗あん殺さつされましたですよ!?』

・鬼武丸：『それは息子むすこの頼より家いえと実さね朝ともだ！　私は落らく馬ばとかが原因で死んだに過ぎん！』

　だが、と鬼武丸が言った。

・鬼武丸：『まあ、私は長ちよう寿じゆ族ぞくで長生き派はでな。政せい権けん安定のためもあり、そこら辺、多重解かい釈しやくで済ませるかという事で、私が頼より家いえと実さね朝ともも襲しゆう名めいしたのだ。それで私が死ぬ時、そこらの歴史再さい現げんを解かい釈しやくで多重処しよ理りしようとしたのだが、義よし経つねがマジに暗あん殺さつに来おってなあ……』

「ああ、でも凄すごいですよう、鬼おに武たけ丸まるさん」

・鬼武丸：『フ、そうか？　凄いか？』

「Ｔｅｓテスタメント．、だって、将しよう軍ぐんを三さん代だい襲名したのに暗殺されてるんです？」

・鬼武者：『貴き様さま嫌いや味みか!?　というか悪かったな！　不注意だったのだアレは！』

「頼より朝とも様、反省出来るいい指し導どう者しやですよう」

　だけど、と左さ近こんは問い返した。

「ホントに本物なんですよ？　少し、頼りないですよ？」

・鬼武丸：『貴様……！』

・成成成：『えーと、まあ、何でここでわざわざ頼朝公こうかと言いますと、聖せい譜ふ記き述じゆつにおいて私の生しよう涯がいの中、屈くつ辱じよくを得る時があるのですが、その時、自分の境きよう遇ぐうを頼朝公の雌し伏ふく時代になぞらえるのです。なので、私を守って下さる方の武ぶ装そうとして、頼朝公の霊れい体たいの用よう途とがあるならば頂いただきたいと』

・鬼武丸：『フ、我が苦く労ろうを知っての事か。──殊しゆ勝しような話だな』

「へえ、参考になるのが屈辱時代という事なんですよう？」

・鬼武丸：『貴様……！』

「そ、そんなに怒らないで下さいですよう。だって私、元はオーストリアからの出なんで、極きよく東とうの歴史は詳しくないんですよう」

・鬼武丸：『オーストリア？』

「し、知らないんです？　まさか頼朝様、田舎いなか者ものです？」

・鬼武丸：『知るか馬ば鹿か者もの！　こっちは起きたら機き動どう殻かくだったんだぞ！』

　ここまで怒ど鳴なられると、流石さすがにちょっと嫌いや気けも差す。少しはいい人かなあ、と思っていた部分もあるのだ。

「そう怒鳴らなくてもいいじゃないですよう……」

・鬼武丸：『……貴様の物もの解わかりが悪いからだろうが』

「いや、大体、いきなり機動殻が頼朝様とか言われる側の身にもなって下さいよう」

・鬼武丸：『だったら、いきなり機動殻になった将軍の身にもなってみろ』

「いや機動殻になるのは流石にちょっと難度高いんで無む理りですよう」

・鬼武丸：『貴様……！』

　すると、声が来た。

　巴ともえ御ご前ぜんだ。彼女は肩に聖せい譜ふ写しや本ほんのハンマーを背負い、

「言っておくが、頼朝、すごくアオリ耐たい性せい低いぞ」

「じゃ、じゃあ本物ですよう!?　このＯＳ！」

「あとな？」

　？　と首を傾かしげると、巴ともえ御ご前ぜんが右の空を指さした。

　南。何事ですよ？　と振り向くと、

「砲ほう撃げき来てる」

　それを全て聞き終える前に、直ちよく撃げき弾だんが胸に激げき突とつし、左さ近こんは吹っ飛んだ。
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　……マジ当たりであったか。

　自分達の艦かん列れつが、よくやってくれた。

　三みつ成なりの術じゆつ式しきがあるため、目もく視しと手しゆ動どう操そう作さの砲ほう撃げきしか出来ない。防ぼう護ご障しよう壁へきなどによる艦かんの空中固こ定てい処しよ理りをしてはいるだろうが、その状態での狙そ撃げきを命めい中ちゆうさせたのは見み事ごとだ。

　丘下に敵が出てきたせいもあるだろう。

　南西側にいる自じ艦かん隊たいにとって、丘の上じよう縁えんは当然のように遮しや蔽へいとなる。

　だが長身の機き動どう殻かくは、自ら聖せい譜ふ写しや本ほんの壁を外した事もあり、照しよう準じゆんに入った。

　あとは、旧派カトリツクからの砲撃を凌しのぎ、撃うつタイミングだったが、

「来たか」

　空。今いま更さらながらに轟ごう音おんが届いてきた。

　東にいる旧派艦かん隊たいに警けい戒かいをさせ、砲撃を止めさせた存在。

　止まぬ音。東の空から、全ての大たい気きをこちらへと押し出してくる巨きよ大だいな姿すがたは、

「来たか武蔵むさし!!」
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　敵てき艦隊の背後。上空を通過する軌き道どうで接近中の武蔵を、巴ともえ御ご前ぜんは見た。

　もはや位置は真ま上うえとも見える、そんな錯さつ覚かくを起こす強大さだ。

　巴御前は、皇こう帝てい側がわの艦隊がそれぞれ南北に割れていくのを見る。

　現状、武蔵がこれだけ音を立てていると言う事は、緩かん衝しよう術式を大部分解かい除じよしているのだ。

「つまり、緊きん急きゆう状態。風が生じ、艦隊が乱れると、敵もそう捉とらえていると言う事だな」

　武蔵が、滅めつ多たにしない事だ。下へ手たに緩衝術式を外して轟ごう音おんと風を起こせば、その地域の生せい体たい系けいや地ち形けいを荒らし、破は壊かいする事になる。ここでそれを為なせるのは、

「私達が〝救たすけを乞こう〟側と、理解しているが故ゆえか？　随ずい分ぶんと態度のデカくなったものだな。それに──」

　これから起きるであろう大風と音。それらは、あるものから武蔵勢ぜいを守る。

「──降こう下かの隙すきを、相手に与えないと言う事だな、武蔵勢！」
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　轟ごう音おんが来るのを、マティアスは見上げていた。

「おお……」

　武蔵むさしを見るのは二度目だ。否いな、遠くからならば今までに幾いく度どとなく見た事があるが、敵として近くに見るのは二度目。

　マクデブルク以来だ。

　そしてマクデブルクでも、頭ず上じようを通過されるようなアングルは無かった。

　あの時は空高くに見上げて超ちよう格好かつこいいハイ終わりですという、そんな別れだったのだ。

　しかし、今は違う。

　……来るものだなあ。

　真ま上うえを、仰のけ反ぞるように見上げてみる。

　すると、視し界かいの上の方に、空を貫つらぬくロングバウの先せん端たんが見えている。

　巨きよ大だいだ。

　自分達の艦かん隊たい。三百メートル級の軽けい戦せん艦かんが、上空を行く武蔵一いつ艦かんの下に三艦は入る。

　それが合ごう計けい八艦となれば、密みつ度どを上げた多た重じゆう艦隊に匹ひつ敵てきする。

　見られて良かった。こんなものが真上を通過するなど、なかなか無い体験だ。

　そして空が広く、しかし音を立てて重くなっていく。

　こちらの艦隊が、莫ばく大だいな風を避けるために南北に割れたからだ。

　だが、上ばかりを見るべきではない。

　地上側とて、武蔵勢ぜいの降こう下かに備える必要があるのだ。

　叩たたきつけられるであろう風ふう圧あつは、地上側にて展開した皆に隙すきを生む。

　機き動どう殻かくの突とつ撃げきが行えなくなる程の風が来るだろうと、三みつ成なりからの予測が来ていた。

　轟音が届く。

　その音を叩きつけるようにして、武蔵勢が飛び込んで来る筈はずだ。ゆえに自分達の正面。武蔵勢の降下を迎げい撃げきするために展開した手て勢ぜいも、後ろに下がっている。

　同じように、自分もまた、周囲の護ご衛えいと共に東へと身を移す。

「さて……」

　どうなるか、と思った時だ。

　通つう神しんが来た。東回りでネルトリンゲンの北側に向かっている丹に羽わからだ。

『マティアス様！　何をしているんですか、そちら！』

「は？　武蔵が緩かん衝しよう術じゆつ式しきを外して来ているから、一時的に退たい避ひをしているよ？」

『は？』

　疑問された。

　が、こちらには彼女の疑問の意味が解わからない。

　えーと、と向こうが言葉を選ぶ間が空あく。

『ちょっと待って下さいね？　──三みつ成なり君！』

『Ｔｅｓテスタメント．！　な、何でしょう!?　何かミスしましたか？　え、ええと、その場合は──』

『あー、落ち着いてくれていいですよ。ちょっと質問あります』

　何だろうと、皆と下がりながら疑問したマティアスの視線の先、表示枠レルネンフイグーアに言葉が来た。

　それは、丹に羽わの疑問で、

『三成君？　貴女あなた、今、多た重じゆう化か出来ますね？　ちょっと移い動どう可能範はん囲いと、こちらにも来て、音を聴きいて貰もらえます？　気になる事があるんです』
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　三成は、主に前線にいた。西を左さ近こんと義よし仲なかに任せたため、大部分は東にいる自分の部ぶ隊たいに戻っていた。

　ただ、空の動きを警けい戒かいしていたので、どこの隊たい列れつも前線は止めたままだ。

　西の方では、左近が一いつ発ぱつ食らったが、

　……左近様なら、大だい丈じよう夫ぶです。

　確信がある。共にいる鬼おに武たけ丸まるにとっても、この戦せん闘とうは重要なものになると推すい測そく出来る。

　やるだけやって、やられるだけやられて貰えれば、というのが、今回の三成の判はん断だんだ。それを決けつ断だん出来るだけのポテンシャルがあの二人にはあると、三成はそう見ている。

　だからここは、

『皆様、──合あい図ず次第で動く用意を』

　丹羽の物言いが気になる。

　確かめねばなるまい。

　そして、彼女の言げん動どうの意味がどうであるにしろ、戦せん場じようで出来る事は待たい機きか前進、撤てつ退たいしかないのだ。

　撤退の選択肢しは、今、無い。ならば、

『正直、判断は難しいところですが、基本、私の判断は効こう率りつ重じゆう視しです。悪い指し揮き官かんに当たったと思って御お願ねがいいたします』

　言うと、はは、と皆が笑った。

「下したっ端ぱは、その方が気き楽らくですぜ！」

「非効率で人じん道どう的なんて、痛いのが長く続くだけですからね……！」

「効率的。どんな無む茶ちやか、俺おれ達の年ねん季きでやるだけでしょう」

『Ｔｅｓ．、──では、少々お待ち下さい』

　三成は頷うなずき、多重化した。





●






　東に下がったマティアスは、いつの間にか、自分の横に三みつ成なりが立っているのを見た。

　南西の森の中、分ぶん裂れつするベルンハルトと距離を取り合い、詰め合いながら森の奥に行く皆は、やはり木こ陰かげに佇たたずみ、耳に手を翳かざす三成を見た。

　丘上で、敵と睨にらみ合う仲間達を見下ろす第二隊たいも。

　東の空へと下がる艦かん上じようで武蔵むさしの接近を見ている者達も。

　そしてネルトリンゲンの北に向かう丹に羽わも、

「あら」

『どうも、丹羽様』

　三成は、丹羽に頭を下げ、こう言った。

『各地の計けい測そく、終了しました。ネルトリンゲン内部にて計測出来ていないのが不足を感じる部分ではありますが、丘上から確かく認にんしたこれを御ご覧らん下さい』

　それは、ネルトリンゲンの市し街がいだ。

　円えん形けいの市し壁へきに囲まれた都市。それは未み明めいの薄うす闇やみの中、外への警けい戒かいとしての見み張はりや、パン焼きなどの早朝仕事の炊すい事じ煙を空に昇らせている。

『これに、御要求された情報を重ねます』

　三成が言う。その声と共に、ネルトリンゲンの周囲。東から南回りの半はん径けいで、市壁沿いに赤い棒ぼうが立っていく。

『空から聞こえている、武蔵むさしの接近音です』

　音はリアルタイムの計測だ。今も表示枠レルネンフイグーア内で、赤の縦たてラインは震えている。しかし、

『結論から言います。私の計測では、どのラインも、届く差と減げん衰すいがあり、音も違います。

　つまり何の異い常じようも無いようですが、如何いかがを？』





●






　丹羽は、右手を挙げて全体の動きを急がせながら、その手で自分の額ひたいを叩たたいた。

　……あっれ──？

　何かおかしい、と思ったのだ。

　音の聞こえ方というか、武蔵から届いてくる非ひ緩かん衝しようの接近音に、奇き妙みようを感じる。

　感覚的に言えば、

「これだっけ？　という感じなんだけど」

　しかし、画が面めんを見る限り、どこから聞こえる音も、武蔵の接近を確かに示している。

　真ま下した側にいる皇こう帝てい直ちよく属ぞく隊たいは、武蔵の中央艦かんを基き礎そに、左さ右ゆう艦が挟んで寄よ越こす音を。

　右う舷げん前側の行き先にいる三成の部ぶ隊たいは、当然、右舷一いち番ばん艦かんの風かぜ切きり音を。

　そして右う舷げん後側の方にいる自分達は、右舷側そく壁へきと艦かん底ていが、風を押す音を基き礎そに聴きく。

　見事な音の重なりとバリエーションだ。だが、

「……凄すごい、違い和わがあるんですよね。何かしらコレ」

『違和、とは？』

　Shaja、と丹に羽わは応じる。

「よく、出来過ぎてると思うんです。まあ、武蔵むさしの非ひ緩かん衝しよう状態なんて初めて聞くんだけど」

『Ｔｅｓテスタメント．、確かに私の方でも現在の武蔵改かいの非緩衝状態のライブラリはありません。しかし、出来過ぎてる、と言うのは？　──あ、いえ、済みません。現実とは、それでいいのではないかと、私はそう考えてしまうもので』

「そうよねえ」

　でも、と丹羽は首を傾かしげ、こう言った。

「私の耳には、これ、出来過ぎちゃってるんです。つまり──」

　と、言ってる間に、音量が上がってきた。画が面めんの中、武蔵の音を示す赤のラインが高く一いつ気きに伸びた。

　段だん々だんと、自分達の耳に届く音も強くなり、

「おおう」

　小さな声は、聞こえない程になってきた。

　三成が、西側を指さして言う。

『丹羽様！　違和の原因が解わからないようだったら、武蔵の大たい気き緩衝を警けい戒かいという現げん状じよう維い持じでいいでしょうか。実際に──』

　遠く、低い音が幾いくつも聞こえてくる。

　ネルトリンゲンの西側、そして南西では、待たい機きしつつも、射しや撃げきの応おう酬しゆうが行われているのだ。

　時間が無い。

　武蔵勢ぜいが降こう下かする前に、自分達とてネルトリンゲン北の市し壁へきに布ふ陣じんしなければならない。

　ゆえに丹羽は、三成に頷うなずいた。

「仕方ないですね。私の警戒という事で、保ほ留りゆうにさせて下さい。それで──」

　三成君は西側で待機の後、前進を、と言おうとした時だ。

　不ふ意いに丹羽は、全てに気付いた。

「──しまった」
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　三成が見たのは、丹羽の即そく断だんだった。

　彼女は、いきなり、近くにいた隊たい員いんから長ちよう銃じゆうを手に取ると、

「借りますよ」

　西に向けて一発、弾だん丸がんを放ったのだ。

　銃じゆう声せいが聞こえる。だが、それは、

　……西側に届くものではありませんよ？

　市し壁へきの高さもあるが、ここから向こうは見通せない。南西の丘上、森の方で群ぐん竜りゆうと戦っている皆の方に撃うつなら別かとも思うが。

　しかし、丹に羽わは顔を上げた。そして、周囲の皆に対し、

「聴きいて」

　もう一発を、空から迫る轟ごう音おんの中で撃ち込んだ。

　弾たまが行くのはネルトリゲンの壁。段だん々だんと朝の光を得つつある空に照らされた、隙すき間まの無い石いし壁かべだった。

　その表ひよう面めんに弾だん着ちやくし、音が反はん響きようする。

　丹羽が頷うなずき、また、こちらに振り返った。すると、周囲の丹羽勢ぜいが手を挙げた。

「わ、解わかりました！」

　首から管かん楽がつ器きを提さげた女生徒が叫ぶ。

「この、空からの音、……遠くの地ち形けいに反響していません！」







[image: 第七十四章『撃場の削り屋』]
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　その通りです、と丹に羽わは心の中で言葉を作る。

　自分が違い和わを得ていたのは、環かん境きようによる音の変化だ。

「私達が聴きいている武蔵むさしの音は、地面や近くの木々、斜面には反はん響きようしています。でも──」

　丹羽は、もう一発を市し壁へきに撃うった。

　二秒。それだけの間を持ってから、銃じゆう声せいの反響がこちらに来る。しかし、

「この反響に伴う筈はずの武蔵の音が、私達には来ないんですね」

　さあて、と丹羽は、三みつ成なりの掲かかげたネルトリンゲンと周囲の画が像ぞうを見直した。

　……成なる程ほどですねえ。

　よく見れば、このリアルタイム画像だけでも答えが解わかる。

「──いいですか？　ネルトリンゲンの市し街がい。早朝の仕事の明かりはついていて、外を警けい戒かいした構えもあります。しかし、その殆ほとんどが明かりを消したまま、こちらを警戒している者達も、武蔵が来ているのを確かく認にんしつつ、動きを取っていません。つまり──」

　つまり、

「緩かん衝しよう術じゆつ式しきです。武蔵は今、緩衝術式を使用しており、その接近は、ネルトリンゲンに、己おのれの姿すがた以外の脅きよう威いを与えていません」

『ど、どういう事です!?　今、これだけの鳴めい動どうがありますよ？』

　総指し揮き官かんが狼狽うろたえるのはちょっと可愛かわいい。

　ただ、解る事は一つだ。

「武蔵が、非緩衝の音を人じん造ぞうして、こちらに送ってきていると言う事です。たとえば──」

　丹羽は、望ぼう遠えん術式を展てん開かいした。

　こちらに接近してくる武蔵。それは防ぼう護ご障しよう壁へきを既すでに多重展開しているが、

　……あった。

　その間に、非ひ発はつ光こう式しきの術式表示枠サインフレームが見えている。

　内容は解らないが、明らかにこちら向きのそれは、

「多分、音おん響きよう術式。これが、こっちに音を送って来ているんです」

　目的は、やはり三成の画像を見れば、大体解る。

「緩衝術式がなければ、武蔵は周辺大たい気きなどに大きな影えい響きようを与えます。それがためにこちらは容易たやすく動けず、艦かん隊たいは退たい避ひや対気き流りゆう行動をとらねばなりません。

　でも、武蔵としては、緩衝術式を外してネルトリンゲンに悪い影響を与えると、自分達のミスになりますし、何だかんだで気流が暴あばれると降こう下かしにくいですよね。だから──」

　だから、

「緩衝術式を外した振りをすると、両得です。──私達は慌あわてて退避し、しかし気流の影響無しで武蔵むさし側は降こう下かを出来るんですから」

　丹に羽わが眉まゆを立てた。彼女は武蔵を見上げ、

「富ふ士じ川がわの戦い。源げん平ぺい合がつ戦せんで、闇やみ夜よの中に水みず鳥どりが一いつ斉せいに飛び立つのに驚いた平へい家けが逃とう走そうするというのがありましたけど、武蔵はそれと同じ事をしてるんですよ」

『だとしたら──』

　Shaja、と丹羽は頷うなずいた。

「現状維い持じを解かい除じよ。状況を即そく座ざに再開です！」
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「気付かれ、た、よ……！」

　鈴すずは、武蔵むさし野の艦かん橋きよう内で敵の反応を悟さとった。ネルトリンゲンの東側、丹羽の部ぶ隊たいだ。よく解わからないが、楽がつ器きを携けい行こうしている者の多い部隊が、その足を止めていた。

　彼らの中、一人が、不ふ意いにネルトリンゲンの壁に銃じゆうを発はつ射しやした時、鈴は理解した。

　……気付かれて、る……!?

　自分の耳には、明らかに、発はつ砲ぽうの反はん響きようと、こちらが送っている武蔵の非ひ緩かん衝しようダミー音が重なっていなかった。敵もきっと、それを確かめたのだ。

　だけど、鈴としては驚きだ。

「解るん、だ……」

　恐らくは、丹羽・長なが秀ひでだろう。ノヴゴロドにおいて、敵となったP. A. Oda五ご大だい頂ちようの二番。歌を使用した歌か唱しよう術じゆつ式しきで、ノヴゴロドの東側を落らく雷らいの場とし、制せい圧あつしていた人物だ。

　それが、広範囲の外で生じた音の違い和わを聞き分けた。

　彼女が隊の動きを止めた時、危険を感じたので、接近の音を大きくして貰もらった。

　だが、丹羽はそれを苦ともせず、外の反響に気付いた。

　凄すごい、と鈴は思う。何しろ彼女は、聴ちよう覚かく系けいの術式も、機き器きも、援えん助じよも使用していないようなのだ。しかも気付いたのは走っている最中だ。

　……私だと、どうか、な……。

　と、そんな事を思った時だ。

「ん……」

　何だか、不ふ意いの欠伸あくびが出た。

「鈴様？　睡すい眠みん術式が足りなかったので？」

「え？　いや、ううん、何かちょっと、朝だし？」

　鈴は、皆もきっとそうかな、と思いながら、眠気覚ましの用意を〝武蔵野〟に頼む。

　そして皆に、改めてこう言った。

・ベ　ル：『──きづか、れて、る！』
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　通つう神しん役の浅あさ間まは、降こう下か準備の輸ゆ送そう艦かんの上で、鈴すずの言葉を見た。そして、

「皆、いいですか？　──誰だれとは言いませんが、手を挙げて下さい。鈴さんに〝気疲れ〟させたのは誰ですか』

　皆、顔を見合わせた。ノリキが笑顔で、

「おい皆、素す直なおになった方がいいぞ。俺おれじゃないがな」

「ノ、ノリキ殿どの！　ナチュラルに他人を責めて保ほ身しんに走るのはどうかと思うで御ご座ざるよ！」

　見れば、両腕うでが、トーリの足あし下もとで、彼を見上げつつ、五ご指しの骨を鳴らしている。

　だが、喜き美みが小さく笑った。

「どうせなら、鈴に直接聞いた方がいいんじゃないの？」

「そう言われて見ると、そうですね」

　ですよねー、と、アデーレが槍やりを手に頷うなずいた。彼女は表示枠サインフレームを開いて、

・貧従士：『鈴さーん。鈴さんに迷めい惑わく掛かけたのって、誰ですか？』
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　えっ、と鈴は、艦かん橋きよう内で身を緊かたくした。

「わ、私に、迷惑、かけた、……人？」

　艦橋内の自じ動どう人形達が、一いつ斉せいに身動きを止めた。ややあってから、操そう舵だ担たん当とうが、

「ふてえ野や郎ろうがいたと判はん断だん出来ます。──以上」

　観かん測そく第二担当が頷き、表示枠を開いた。

「後先考えぬ輩やからだとも、判断出来ます。──以上」

「通神帯ネツト、書き込み準備ＯＫです。──以上」

「情じよう報ほう拡かく散さん、他国中ちゆう継けい範囲ＯＫです。──以上」

　えっ？　えっ？　と思っていると、〝武蔵むさし野の〟がこちらの両肩に後ろから手を乗せた。

「さ、鈴様、いい機き会かいです。溜たまっているストレスを、ドカっとどうぞ。──以上」

　えええ？　と思いつつ、鈴は、一応、こう言った。

・ベ　ル：『え、ええと、きづかれ、え、ええと、てる？　てる？　どう？』
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　ナルゼが、鼻はな血ぢを零こぼしながら魔術陣マギノフイグーアを見て、こう言った。

「鈴が可愛かわいらしくて高得点な分、気き遣づかいさせた馬ば鹿かの地じ獄ごく度ども上がるのね……」

「ガっちゃん、寝不足で血けつ圧あつおかしくなってると思うからちょっと休む？」

　ともあれ、とミトツダイラが静かに言った。

「いいですの皆さん。……鈴すずに実害が出ているかどうかの確かく認にんも必要ですわ。それが無いのに、勝かつ手てにここで裁さい判ばんしても、仕方ありませんもの」

　だから、と狼おおかみは表示枠サインフレームを開いた。

・銀　狼：『鈴、何かまあ、ストレスとか、体調の変化とか、あったりしますの？』

・ベ　ル：『え？』

　無いのか、と皆が顔を見合わせた。すると、

・ベ　ル：『何か、ちょっと、ね、ねむい？』

　はっとした顔を、ナルゼが作った。

「精神メンタルに負ふ担たんの掛かっている証しよう拠こよ。間違いないわ。通神帯ネツトと漫まん画がで見たもの」

「最後が無ければ、自分、信用したかもしれませんけどね!?」

　だが、メアリが神しん道とう式の表示枠を不慣れに動かしながら、こう言った。

「何でしょう。さっきから、〝／応おう援えん：鈴様は居眠りカワイイ：応援＼〟という情報端スレツドと〝捜さがせ：エクスキューション案求む：下げ手しゆ人にん〟という情報端が同じ速度で伸びていっているのですけれども」

「……多分、いつもの連れん中ちゆうで御ご座ざらんかな？」

・ベ　ル：『あ、皆』

　？　と誰だれもが首を傾かしげた瞬しゆん間かんだ。鈴が声を寄よ越こしてきた。

・ベ　ル：『降こう下か時間』

　言われるより先に、一気に高度が落ちた。

　落とされるような勢いで、輸ゆ送そう艦かんがネルトリンゲンの北に落らつ下かするのだ。





●






　……おわあ……！

　輸送艦上にいる忠ただ興おきは、反はん射しや的に腰を落としていた。

　落下速度が速く、身体からだが浮くような錯さつ覚かくを得たからだ。だが、

「あれ？」

　周囲。輸送艦の甲かん板ぱん上にある索さく具ぐなど、上へと浮き上がっているものがある。それなのに自分自身は、床に両足がついていて、内ない臓ぞうや血けつ流りゆうが頭の方に上がって行くような感覚も無い。

　……まだ、落下が本格的になってねえのか？

　と忠興が思った時だ。武蔵むさしの副ふく会長が、副ふく長ちようと共にやってきた。

「お。長なが岡おか、吹っ飛んでないな？　足を同時に床から離すなよ」

「……加か護ごか？」

「重じゆう力りよく制せい御ぎよ、らしい？」

　副会長もよく解わかってないが、システムが高度過ぎて〝そういうものだ〟なのだろう。

　そうやって考えると、浅あさ間ま神じん社じや代表がやってきた。

「ええと、長なが岡おか少年、ちょっと耳やられるかもしれないので、聴ちよう覚かく保ほ護ごの加か護ごを掛けときますね。他の皆も掛かってますけど──」

「普ふ段だんから、音など通る仕し様ようにしてるので、問題無いで御ご座ざる」

　成なる程ほど、と思う視し界かいの中、加か護ごを外して空に浮いている馬ば鹿かと、その腰に巻いた鎖くさりをアンカーとしている人狼ルウガルウもどうかと思うが、

　……これが武蔵むさしの〝慣れ〟か……。

　亡ぼう命めい手続きは終えているが、これらと今後は顔を合わせるとなると、気が重い。

　最近解わかったが、自分はどちらかというと非アクティブ派はだ。否いな、そこそこに人付き合いなど無いと手持ち無ぶ沙さ汰たを感じるが、

「ほら愚ぐ弟てい！　右腕うで行くわよ！　ハイ！　そしたら左腕も！　それから回る！　回るのよ！　恋れん愛あい歌か舞ぶ伎きであるような浮ふ遊ゆう系けいのシーンで！」

　幾いく人にんかがまばらな拍はく手しゆを送っているが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。というか、

「何だよ？　副ふく会長、こっち見て」

「Ｊｕｄジヤツジ．、って言ってみてくれるか、長岡」

「Ｊｕｄ．」

「──Ｊｕｄ．、憶おぼえておいてくれよ。現げん場ばでＴｅｓテスタメント．使うと、政治的なツッコミを強ごう引いんにやられる可能性もある」

　言われ、忠ただ興おきは腹の上の辺りに重い物を感じた。

　……け、結けつ構こうやべえぞ。今の。

　習しゆう慣かんづいている返答だ。うっかり間違えそうで怖こわい。

　そして忠興は思った。ここはもう、現場。その入口なのだと。そして、

「長岡。とりあえず早さつ速そくの命めい令れいがある」

「──何だ？」

　作さく戦せんとして従うべきは従おう。そう思って頷うなずくと、副会長がこう言った。

「荷物になれ」
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　荷物？　と忠興が首を前に傾かしげると、後ろから首や腰に軽い接続の当たりが来た。

　武蔵の副ふく長ちようだ。いつの間にか背後に回っていた彼女が、自分のハードポイントパーツの後部にハーネスを接続し、

「ふむ」

　いきなり、背中越しに背負われた。

「おあ、な、何すんだ！」

「暴あばれるなで御ご座ざるぞ」

　と、副ふく長ちようが、背を曲げてから、一気に伸ばした。すると、

　……うお。

　相手の背中が、弾だん力りよくある岩のような張りで、こちらの背を押す。

　人体、というイメージを持っていたために、忠ただ興おきは驚き、膂りよ力りよくを差し込まれるようにして抵てい抗こうを封ふうじられる。

　背を浅く丸められ、四し肢しはやや前に投げ出し。訓くん練れんで、高所に救きゆう出しゆつされる側をやった時、ハーネスでこんな吊つり上げられポーズになった記き憶おくがある。

　あまり格かつ好こいいものではないが、

　……こりゃ強えわ……。

　今は、背中越しに体温が伝わってくる人体。しかし軸じくが強い。こっちの身体からだがあるというのに、それを反動ともせず、下の方から普通に動いている。

　自分は恐らく、重じゆう量りようとしては何の障しよう害がいにもなっていない。

　ただ、自分の身体の〝形〟はある。それは物体として緩かん衝しようするため、

「──ん。この辺りで御座ろうか」

　位置を、やや変えられた。下過ぎたのだ。このままだと、歩くのにはいいが、走る時に腰の動きでこちらの背が跳ね上げられる。

　それゆえ、副長が背せ負おい直しの動きをして、自分は、副長の腰に座る姿勢になる。

　腰のハードポイントパーツに座らされるのかと、そう思った。

　違った。

　尻しりの上だ。それもどちらかというと、ハーネス故ゆえ、跨またがる姿勢に近い。

　……デケえ……。

　というか、やはり張りのある塊かたまりだ。よく考えると、腰のハードポイントパーツはスカートや加か護ご系けいの制せい御ぎよもしている。それに座らせたり、自分のハードポイントパーツと緩衝させる位置では危険だ。更さらには、

「む……？」

　軽く身体をスイングさせた上で、副長がいきなりお互いの背の間に手を差し込んだ。

「そっちの尻に押さえられて邪じや魔まで御座るな」

　テールスカートを、副長が外した。

　こちらは、相手の尻に座るような状態になる。

　装そう甲こう繊せん維いも織おり込まれたスカートが消えた事で、下の弾だん力りよくが曲面の塊から二つの構こう成せいになったのが解わかり、

　……勘かん弁べんしてくれ……！

　忠興は、恥はじという言葉を感じた。
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・●　画：『マルゴット……、私ね、さっきから心の鼻はな血ぢが止まらないの……。何か、だくだく言って零こぼれてるわ。ええ……』

・金マル：『おおう。瀉しや血けつってヤツだねガっちゃん。でも、ニダヤンが女として意い識しきされてるのって、実は初めて？』

・貧従士：『前に真田さなだの変な人が来ませんでしたっけ？』

・あさま：『あれはどっちかっていうと歴史再さい現げんの部分だけ見ていたと思うので、二ふた代よを女性として見ていたかどうかというと、ちょっと。あと、とりあえず小お田だ原わらで成なる実みさんに敵てき対たいしましたし、武蔵むさしに乗り込もうとすれば神しん罰ばつ入る設定にしてます』

・不退転：『あれ、結けつ構こう強い筈はずだから真ま面じ目めにやればいいと思ったわ』

・ウキー：『成実が踵かかと落おとしを〝合わせた〟訳わけだからな。速度などがなければそんな事をしなくて良かった訳だし』

・貧従士：『そういうもんなんですか？』

・労働者：『Ｊｕｄジヤツジ．、カウンターは、能力ある相手であればこそ〝合わせ〟られる。足りないヤツ相手には〝打ち抜〟いてしまうからな』

・賢姉様：『フフ、ともあれ長なが太ぶとにはちょっと試し練れんよねえ』

・武蔵野：『皆様、そろそろ、降こう下かのフォローで武蔵が動きます。御準備を。──以上』
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　巴ともえ御ご前ぜんは、武蔵が空を回すのを見た。

　武蔵が制せい止し挙きよ動どうとしてドリフトを行うのだ。そして、

「……空が動くか」

　気付けば、正面、身み構がまえたままお互いの様よう子すを見合っていた義よし仲なかも、天てん上じようを見上げている。

　未み明めいの大空。

　もはや薄い黄き色いろが全面を覆おおう天上に、雲が生じつつあった。緩かん衝しよう術じゆつ式しきを掛けているとはいえ、その範はん囲い外では大たい気きが動く。そして今、武蔵の回かい転てんは、

「艦かん首しゆを下に。左さ右ゆう一いち番ばん艦かんのロングバウ先せん端たんを中心としたドリフト回転か！」





●






　鈴すずは、武蔵の全ぜん体たい像ぞうを手にしていた。

　今、武蔵は倒とう立りつとまではいかないが、随ずい分ぶんと艦かん尾びを上に傾けた状態だ。

　全ぜん艦かん、浮ふ上じようのための仮か想そう海かいを艦尾側に展開。全ぜん八艦かんを牽けん引いん帯たいで繫つないだ上で、下に向けた両りよう舷げんのバウを軸じくとして、武蔵を回す。

　ドリフトとしては、水平ではなく、斜めの構こう造ぞう。武蔵むさしは独こ楽まのような動きで回る状態だ。

　スケール故ゆえ、回かい転てん数すうは少ないものと見積もられている。恐らくは七回転。締しめた両りよう舷げんバウの隙すき間まは四百メートルだから、回転を繫つないでも三キロ程の移動で関かん東とうからの加か速そく力りよくを消す事が出来る。

　動きは緩やかだが、空に与える影えい響きようは大だい規き模ぼな竜たつ巻まきのようなものだ。

　全ぜん高こう八キロの質しつ量りようある竜巻。

　これを為なすために、加か速そく器きは開いたままだ。

　重じゆう力りよく加速は、下へ、バウの差す地面側に向けて武蔵を前に出す。

　だが、今までの慣かん性せいが、武蔵を西へ引っこ抜き、跳ばそうとする。

　ならばやる事は一つだ。武蔵を回し、西への慣性を真ま下したへの加速で留め置き、

　……速度を削けずる、よ……！

　重力加速の出力は強力だ。ともすれば地面に突き刺さりそうになるのを、艦かん尾び側からの吊つり上げも使用してバランスをとる。

　回転と、加速と、吊り上げと、元々の慣性と。

　これらのバランスを多た重じゆうにとって、鈴すずは武蔵を回して行く。

　武蔵の模も造ぞうは、自分とほぼ同じ背せ丈たけ。それを外から調ちよう整せいしながら回していると、

「何だか、二人で踊おどっているようですね、鈴様。──以上」

「え、と、あの、不ふ謹きん慎しん？」

「いえ、私共としても、全ぜん艦かんが艦かん長ちよう代だい理りである鈴様と踊る機き会かいを得るとは、なかなか推すい測そく出来ないものです。一応、記き録ろくは全員に回しておきましょう。──以上」

　いいのかなあ、と鈴は思う。

　だが、武蔵は踊る。そして鈴は、欠伸あくびを一つ嚙かみ殺してから、

「降こう下か、行くよ……！」
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　回る武蔵が、ネルトリンゲンの南に重じゆう層そうの回転雲を作り出していた。

　早朝の冷えた空気ですら、巨きよ大だい艦かんの圧力で巻き上げられ、そこに大だい規き模ぼな雲のドームを形成していく。

　その中心。回る武蔵の中心軸じくを輸ゆ送そう艦かんが降りてくる。

　三艦が、武蔵の移動に合わせつつ、しかし旋せん回かいには合わせない。

　周囲の動きに対し、彼らが行く中心部分は完全な無む風ふう状態。

　台たい風ふうの目と同じだ。

　回る武蔵の表ひよう層そう部ぶと、遅れて旋回する多重層雲を、武蔵勢は輸送艦の上から眺ながめた。

　全ての動きを超えた向こう。行くべき場所としてネルトリンゲンが見えている。

　トーリは、銀ぎん鎖さをアンカーとして宙ちゆうに浮いたまま、口を開いた。下、鎖くさりを摑つかんでいるミトツダイラと、見上げている浅あさ間まに、

「何かもう、周辺、派は手でにやってんなあ」

　なあ。

「ネイト、オメエ、あっちの巴ともえ御ご前ぜんの方、ちょっと救たすけてやれよ。長なが太ぶとの方は二ふた代よとか、他が行くだろうし。俺おれも後ろからついてくから、後で合ごう流りゆうな」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　そちらを片付けてから、我が王おうの方に合流いたしますわ」

　じゃあ、と成なる実みが手を挙げた。

「私もそちらに行くわ。重じゆう装そう機き動どう殻かくの群なら、魔ま神じん族ぞくを相手にするのと同等でしょうし」

「拙せつ僧そう、旧派カトリツク相手だと動けないのが難だな……」

「だったら帰りの際、迎えに来てくれると有あり難がたいわ、義ぎ脚きやく吹っ飛んでる可能性があるから」

　じゃあ、と応じたのは魔女テクノヘクセン二人だ。

　彼女達は、補ほ給きゆう用の菓か子しをお互いの口に押し込んでから、

「私達は、敵が長なが岡おか屋や敷しき周辺に展開したら、それを潰つぶして道を空あけるべきね。ウルキアガも、それに合わせてノリキ達を連れてきたらいいんじゃないかしら」

「テンゾーとメアリは？」

「あ、自分達、縦じゆう断だん組に御ご座ざる。メアリ殿どのとネルトリンゲン早朝デートに御座るな」

　横のメアリを緊きん張ちようさせる忍にん者じやに、皆が半はん目めになる。

　すると、二代の背にいた忠ただ興おきが、声をあげた。

「お前ら、本気でやる気か？」

「ああ、オメエを嫁よめに会わせてやれたらいいんじゃねえの、って、そういう感じでな。

　政治的には──、セージュン、何か上う手まい部分見つけてるんだろ？」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとって貸しが作れるし、夏休み前に羽は柴しば勢ぜいに一発入れられる。そして、長岡夫ふ人じんを救きゆう出しゆつ出来れば、瑞典スウエーデンだけではなく、明あけ智ち・光みつ秀ひでとの繫つながりも持てる。

　これで戦せん争そうをするなと言う方が無む理りだろう。ああ、そうとも、これは政治手しゆ段だんとしての戦争だ。そう、ちゃんとした政治的理由があるのだし、依頼もされてるんだから仕方ないよな。やらねば長岡夫人の命も失われてしまうものな。だからここは私達がやらなくちゃなあ……」

「言い訳わけの方が長えよ!!」

　皆のツッコミと同時に、敵が反応をした。

　砲ほう撃げきだ。

『緩かん衝しよう術じゆつ式しきがダミーだったと悟さとった敵が動き出しました。──以上』

〝武蔵むさし野の〟の声が生まれると同時に、回る武蔵むさしの周囲で火ひの花はなが生まれた。

　爆ばく発はつの音は空を回り、爆ばく炎えんが多たじ重ゆう旋せん回かいの中に飲み込まれていく。流りゆう体たい光こうが散っているのは、防ぼう護ご障しよう壁へきが砲撃を防いでいるからだ。

　だが、敵てき艦かんが接近を始めていた。

「おーい、〝武蔵むさし野の〟、どーすんの」

『Ｊｕｄジヤツジ．、とりあえず本来の状態にするだけです。──以上』

「本来？」

　アデーレが首を傾かしげた時だ。

　敵艦群ぐんが接近を掛け、一いつ斉せいの砲ほう撃げきを武蔵へと叩たたき込んできた。
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　マティアスは、全体の流れを見ていた。

　位置は東側。先さき程ほどまでいた丘上から、やや下がった場所になる。目の前に昇り斜面があるため、武蔵の周辺で生じている風の流れは、頭ず上じようを後ろに抜けていく。

　今、自分達の艦かん隊たいは武蔵に対して東側からの接近を行っている。

　基本、艦隊の動きは一いち任にんだ。自分が何かしようとしてどうなるものでもない。自分が乗る艦だけ安全なところに置いて貰もらえていれば、後はどうにかしてくれるだろう、とも思う。

　傀かい儡らい、楽でいいです。

　現状も、巨きよ大だいな渦うずのようになって回る武蔵に砲撃が行われるのを、基本は見けん物ぶつだ。

　気になるのは、回る武蔵の陰にて降こう下かして行く輸ゆ送そう艦かん。

　皆は、それを狙ねらって砲ほう弾だんを撃うち込むが、

「どうだい？」

『くっそ！　あのデカブツ野や郎ろうの防ぼう護ご障しよう壁へきがキツくて当たらねえんだよ！　──って、あ！　やだ！　皇こう帝てい陛へい下か！　やっだ私、素すで喋しやべっちゃった！　恥はずかしい──！』

　素でいいんじゃないかな、と思ったが、男女どっちかを聞き忘れた。

　しかし、今の反応を見ていると、全ぜん艦かんが砲撃を向ける意味がよく解わかる。

　原因は、武蔵が展開する莫ばく大だい量りようの防護障壁だ。

　マクデブルクでは、かなりの上下差をもっての相あい対たいだった。

　こちらが下。向こうが上だ。

　そのためか、殆ほとんどの砲弾は失速し、武蔵の防護障壁の防ぼう御ぎよも本気で展開していなかった。

　しかし今、真まっ正しよう面めんにいる武蔵は、幾いく重えにも障壁を展開し、回っている。更さらには、

「おお……」

　武蔵が分ぶん艦かんを開始した。

　既すでに慣かん性せいの殆どを消しつつあるのだろう。八艦それぞれは、上から見れば十じゆう字じとなるように降こう下かし、輸送艦が露あらわになる隙すき間まを消していく。

　その構えは、空を搔かき回す櫂かいを増やす事に等しい。

　武蔵が作る緩かん衝しよう術式を超え、風が生じ、雲の重じゆう層そうが増した。

　直後。近くにいた三みつ成なりが、はっとした顔を上げた。

「どうしたんだ三成君！　何か、私にして欲しい事があるのかい!?」

『率そつ先せんしてありません！　ですか、ええと、あの』

　三成が叫んだ。

『全ぜん艦かん隊たい、武蔵むさしから退たい避ひです……！』

　三成の声が通つう神しんに飛んだ瞬しゆん間かん。空が、刹せつ那なの爆ばく発はつを起こした。





●






〝武蔵むさし野の〟は、ひとつの〝自然〟を発生させた。

　武蔵が制止するために行った縦たて軸じくのドリフトは、その勢いを消し、終わりに至っていた。

　緩かん衝しよう術じゆつ式しきが、随ずい分ぶんとよく働いた。

　外に流れる雲は、緩衝術式の範囲内で起きており、風もその余よ波はの範囲だ。自じ動どう人形の本ほん懐かいとしては、緩衝術式をなるべく薄く作る事が拘こだわりの技だ。他者への迷めい惑わくを起こさぬためのカーテンは、薄く強く出来た方がいい。それは自分達が優ゆう秀しゆうであると言う示しになるのだ。

　……ですが、今回は流石さすがに大物です。

　高こう加か速そく状態の武蔵が発する音も風も慣かん性せいも、押さえ込まねばならない。

　流石に、緩衝術式のカーテンは分ぶ厚あつくなった。

　その厚さの中で雲が生じ、風が巻き、一部では雷らい光こうも生じている。

　だが、〝武蔵野〟はこう判はん断だんした。

「制せい御ぎよシークエンス完かん遂すい。現状、周囲に掛ける御迷惑のコントロールに成功しました。

　緩衝術式を限げん界かい展開しても、ネルトリンゲンと周辺の地ち殻かく系けい自然環かん境きようには損そん壊かいを与えず、また、音などの発生は無いものと推すい測そくします。ゆえに──」

　ゆえに、

「緩衝術式、軽けい減げんのために範囲を拡大。拡散自し然ぜん消しよう去きよに移行します。──以上」

　武蔵は、自らが作った竜たつ巻まきのコントロールを確保した上で、一気に緩めた。

　それは、巨きよ大だいな回かい転てん圧あつの結けつ界かいを外に広げると言う事。

　鈴すずが息を飲む横で、〝武蔵野〟は表示枠サインフレームを開いた。

　声を放つ。それは艦内だけではなく、外に向け、

『お早う御ご座ざいます。武蔵から近きん隣りん半はん径けい十キロの皆様にお伝えいたします。

　現在当とう艦かんは当艦に与えられた任務のためにネルトリンゲンに急行、制せい動どう中ちゆうです。

　現状、加か速そくと慣性、大たい気きへの影えい響きようなどを緩衝術式で消去中ですが、任務への早期着ちやく手しゆのために緩衝術式を拡大、緩衝内容を拡かく散さんして早期消去に努めます』

　一ひと息いき。

『範囲は地上高百八十メートルより上、上空四キロ。半はん径けい十キロ。そこから中央空くう洞どう二キロを除じよ外がいした範囲に、緩かん衝しよう消しよう去きよ中の圧あつを分ぶん散さん展開。内部は暴ぼう風ふう圏けんなので入れば危険です』

　そう言いつつ、〝武蔵むさし野の〟は、武蔵むさし全ぜん艦かんから旋せん回かいしながらの警けい報ほう音おんを空に打たせる。

　半はん鐘しようの音。赤の警けい告こく灯とうも点てん滅めつさせておく。これは戦せん闘とう行動ではない。武蔵としては周辺空くう域いきを荒らさぬための公こう的てきな緩衝工事なのだ。

『なお……』

　と〝武蔵野〟は言葉を繫つないだ。

『当とう艦かんは現在、まだ任にん務むに着ちやく任にんしたと自じ己こ判はん断だんを得ず、宣せん言げんもしておりません。周辺展開しておられます戦闘用航こう空くう艦かんからは攻こう撃げき的意い志しと見られる砲ほう撃げきを頂いただいておりますが、これについては私共が未警告で登場した不注意故ゆえと、そう判断させて頂きます。つまり──』

〝武蔵野〟が右の手を挙げ、下ろした。

『今は警告いたしました。──以上』
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　三みつ成なりは、ネルトリンゲン周辺に多た重じゆうしていた自分を、可能な限り武蔵に近い艦へと跳ばした。

　通神帯ネツトを利用して艦かん橋きようへシフト。総そう指し揮き官かん権けん限げんで艦の制せい御ぎよ関係を自分の方に全て奪うばうと、

　……急ぎなさい！

　三成の、制御情報プログラムとしての知覚には、それが見えている。

　武蔵の抱え込んでいる負ふ荷かとも言える緩衝術式結けつ界かい。それが、暴ぼう圧あつの壁として一気に押し寄せてくるのだ。

　結界は、流りゆう体たいの管かん理りによって構こう築ちくされている。

　結界を拡大する際、内部構こう成せい物ぶつや、加か護ごなどの管理計算があるが、それを処しよ理りしてしまえば、その展開は一いつ瞬しゆんだ。

　対たい応おう出来るかどうかは、武蔵側の自じ動どう人形の計算力と、自分との勝負となる。

　こちらは二百人。向こうはどれだけだろうか。

　解わからない。

　ゆえに三成は、一つの手を取った。百人を、武蔵に最も近い艦に置き、そこから緩衝術式結界の内容を観かん測そくさせたのだ。

　タイミング的に、完全な観測は一瞬しか許されない。

　これから、どのような影えい響きようがこちらに来るのか。

　百人に観測させ、それらから統とう計けい的な情報を抽ちゆう出しゆつしていく。そして、更こう新しんされ続ける情報を得ながら、残りの百人が後ろの艦へと突っ走った。

『失しつ敬けい！』

　各艦の艦かん橋きようから艦橋へと。管かん理り権けん限げんを刹せつ那なで奪うばい、艦橋を重ねて走り抜けていく間に対応すべき挙きよ動どうを与えておく。

　三みつ成なりは、百人で各艦かん橋きようを渡り、疾しつ走そうした。

　その途と中ちゆうで、轟ごう圧あつが来た。

　……早い！

　振り向く間もなく、接近を掛けていた艦かん隊たいの三分の一が飲み込まれた。

　そして走る際に、更さらに三分の一が飲まれ、

『く……！』

　武蔵むさしの近くにいた百人が、観かん測そく情報の莫ばく大だい化かに耐え切れずに消しよう失しつした。その破は砕さいを、痛みよりも冷れい却きやくとして感じながら、三成は最後の艦かん列れつに向かい、

『────』

　激げき風ふうが、艦かん群ぐんを飲み込んだ。
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　丹に羽わは、空が割れたのを見上げていた。

　既すでに自分達は、ネルトリンゲンの外がい縁えん、東北側に至っている。

　そこから見上げる空の破は壊かいは、ほとんど真ま上うえに見上げる状態だ。

「あらあら……」

　音は無い。風もない。緩かん衝しよう術じゆつ式しきが拡大した中に、艦列が飲まれたのだ。激げき震しんが生じているのは術式の結けつ界かい内部だけで、こちらにとっては無音のショーに近い。

　だが、雷らい光こうを千ち切ぎれさせながら、空が破は裂れつしていく。

　回り、広がって行く暗あん雲うんの多た重じゆう層そう。

　その中に巻き込まれ、風に打だ撃げきされる自分達の艦群がある。

　雷らい撃げきが散った。

　そして高速で回る竜たつ巻まきの雲が、上から四し方ほうへと広がっていく。それは雲や雷光の拡かく散さんをもって、何もかもを散らす動きだ。

　水を湛たたえたグラスを、上から押し割ったらこのような流れになるだろうか。

　中央。まるで神しん殿でんの塔とうのようにも見える武蔵が、艦かん首しゆを下にゆっくりと回っている。

　白と黒の八艦群。それが、ゆるりと回り、自らが起こす風を認めた。

　緩衝術式のカーテンが外に広がりながら消えて行き、風が生じた。

　空。ネルトリンゲンの南の上空に、重層の雲が広げられ、それによって、他の艦群にも爆ばく圧あつの余よ波はが叩たたきつけられる。そして、

「風、来ます！」

　ネルトリンゲンの上に伸びていた炊すい事じの煙が、こちら向きに吹き飛んだ。

　高層の屋や根ねが鳴り、屋根藁わらが空に散る。

　風は、市し壁へきを越えて自分達にも届き、

「……！」

　大たい気きの壁だ。

　武蔵むさしという大だい質量が、その体たい積せきで押しのけてきたもの。それらが緩かん衝しようを終えて、ようやくに広がったのだ。

　今いま更さらながらに、陸りく港みなとという施設の有あり難がたみを知る。

　……高台からだと、着ちやく地ちだけでこんな風ふう圧あつ来るんですねえ……。

　空には未いまだ、雷らい光こうが生じている。

　だが、全ての中心には、武蔵が立っていた。

　合計八艦かん。それらの巨きよ影えいは、今、姿勢を正しつつある。倒とう立りつ状態だった艦かん体たいを、やや前ぜん傾けいの双そう胴どうと中央艦の体たい勢せいに戻していくのだ。

　ネルトリンゲンの南に掛かるように、左さ右ゆう一番艦かんのバウが伸びてくる。

　その後ろに、他の艦が連なっていく。

　巨きよ大だいな艦の挙きよ動どうの周囲。先さき程ほどまで接近していたM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かん影えいは殆ほとんど無い。しかし、それらは、打だ撃げきによって沈んだのではない。

「よくやったわね」

　丹に羽わは、全体を前に出すよう、指し示じの右手を振りながらこう言った。

　彼女の視し界かいの中、見えているのは、ネルトリンゲンの東側に集まった影の群だ。

　空の高い位置、先さき程ほどの場所から十キロ程移動した場所に、M. H. R. R. の艦かん群ぐんがいる。

　武蔵に接近していたのが、轟ごう圧あつを避け、そこまで流されたのだ。

　幾いくつかの艦は衝しよう突とつしたり、横おう転てんして、ゆっくりと降こう下かしていく。だが、大たい半はんを残したのは、

「風になるべく向かわせながら、乗せて上げる。

　……圧力の向きを読んで、よく対応したわ、三みつ成なり君。だけど──」

　丹羽が動かした視線の先。ネルトリンゲン南西の丘、森の方から、爆ばく発はつ光が上がったのだ。

「天てん竜りゆうベルンハルトが、隙すきを突いて動きましたね……!?」
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　M. H. R. R. の突とつ撃げき隊たい。その第一隊は森の中に竜を追い詰めていた。

　幾いくら天竜とはいえ、備び中ちゆう高たか松まつ城じよう戦せんにて、三成の多た重じゆう攻こう撃げきを受けた上で、脇わき坂さかの砲ほう撃げきを食らっているのだ。疲ひ弊へいし、身体からだは完全に回かい復ふくしていない。

　機き会かいだ。

　第一隊たいは無む理りをしなかった。西からの砲撃を有用し、ベルンハルトを西にある森へと追い込んだのだ。

　群ぐん竜りゆうとしても、遠距離からの砲ほう火かを集中されれば無ぶ事じでは済まない。

　対するベルンハルトは、一つの策をとった。

　自分を分散し、森の中にて迎げい撃げきを行ったのだ。

　だが、有ゆう利りと不ふ利りが分かれた。

　ここはM. H. R. R.神聖ローマ帝国領りよう。羽は柴しば勢ぜいにとって、地形の大半はM. H. R. R. 側に把は握あくされている。地元に等しい有利は彼らにあった。

　対するベルンハルトは飛竜ワイバーン型だ。分散して小型になったとはいえ、木々の間では翼つばさが動きを阻そ害がいする。

　そして両者は、この有利不利を理解の上で、お互いが同じ戦せん術じゆつをとった。

　複数人を一組にして行う、集中攻こう撃げきの各個撃げき破はだ。

　M. H. R. R. 側は、三人一組。突とつ撃げきする二人と、射しや撃げき援えん護ごする一人という組み合わせだ。

　突撃は一人が防ぼう御ぎよ突撃。もう一人が攻撃役で、これをローテーションさせて彼らは戦せん果かを挙げていく。

　対するベルンハルトは、二体一組で動いた。二体共とも々ども、敵の攻撃突撃役にカウンターの竜りゆう砲ほうを穿うがつというやり方だ。

　ベルンハルトの方が、不利だった。

　竜。特に天てん竜りゆうは、防御の概がい念ねんが種しゆ族ぞく的な戦術選択肢しに薄い。戦せん闘とうこそが誉ほまれという生物なのだ。防御すら、攻撃による敵の撃げき破はで済ませようとする。

　不利だと解わかってはいる。が、賢さかしらな戦術をとれば、麾き下かの竜りゆう属ぞく達からの信用を失う。そしてまた、ベルンハルトとしても、そのような甘えを得るつもりは無い。

　竜は砲ほう撃げきした。

　二体同時に撃うち、重ねる事で敵の攻撃役を焼き果たす。

　しかし、M. H. R. R. 側は、即そく応おうで構えを変えて来た。

　熟じゆく練れん者しや集団だ。

　彼らが行ったのは、突撃の密みつ度どを各小しよう隊たいごとに上げる事だった。

　それまでは囮おとりのように動いていた防御突撃役が、攻撃役の前に付き、完全なカバーを行うようになったのだ。

　防御役を竜砲で倒しても、その陰から攻撃役が飛び出し、乗り越えてくる。

　これによって、M. H. R. R. 側は確実な成果を上げるようになった。

　被ひ害がいが出ても、防御役のみ。損そん失しつ一で、敵一体を確実に倒せる。

　数はM. H. R. R. 側、第一隊の方が多い。

　ベルンハルトは、分散体の大きさにもよるが、現状では最大で五百。

　対するM. H. R. R. 側は千だ。損害を覚かく悟ごすれば、M. H. R. R. 側は余よ裕ゆうを持って天竜を倒せる。

　竜にとっては危き機き的ともいえる状況が生じていた。

　だが、ベルンハルトは、一つの感情を得た。

　人類の抵抗に対し、笑いを作ったのだ。
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　興きよう味み深い、とベルンハルトは思った。

　人類風ふ情ぜいが天てん竜りゆうを喜ばせる強つわ者ものとなる訳わけもないので、これは歓かん喜きではない。

　よく頑がん張ばっている、という評ひよう価かと、

『──何を、強者の振りをしている』

　損害を是ぜとするのは、強者の理り屈くつだ。

　人類のように、お互いを怖おそれ、夜よ闇やみに外に出る事も出来ない生物が、仲間の犠ぎ牲せいを厭いとわないなど、不ふ遜そんにも程がある。

　だが、とベルンハルトは思った。人類が強者の真ま似ねをするならば、真の強者がその行いを見せてやるべきか、と。

　ゆえにベルンハルトは、喜んだ。

　そういう発はつ想そうが出来る自分に歓喜した。

　ここまで敵が追い詰めてくるならば、自分も被ひ害がいを覚かく悟ごせねばなるまい、と。

　中ちゆう途と半はん端ぱをしないで済む理由を、敵の方からくれたのだ。

　決断の直後に、ベルンハルトは行動した。

　二体一組。

　その内の一体を、敵の突とつ撃げきに対し、迎げい撃げきの上でぶつけたのだ。

　敵が防ぼう御ぎよ突撃役やくを前にしていても構わない。一体は潰つぶされる覚かく悟ごで激げき突とつさせ、姿勢を崩くずした攻こう撃げき役をもう一体が竜りゆう砲ほうで穿うがつ。

　遠えん距離からの射しや撃げき援えん護ご役など、気にする必要はない。武ぶ器きを持ち、こちらに向かってくる者から優先だ。

　消しよう耗もう戦である。

「素す晴ばらしい戦せん術じゆつだ」

　消耗戦。

　膂りよ力りよくや速度、知能や術じゆつ式しきなど、そこには何の関係もない。

　ただただ殴なぐり合い、削けずり合い、生物として大きく強い方が勝つのだ。

　竜にとって賞しよう賛さんするべき戦せん闘とうルールだ。

　可哀かわい想そう。

　可哀想だ、人類。

　このルールでは、人類は竜りゆう属ぞくに勝てない。

　だが、人類が、強者になったつもりで、それを望んできたのだから、仕方ない。

　可哀想。

　今までは、敵は一人、こちらは一体の損そん耗もう。

　これからは、敵は二人。こちらは一体だ。

　以後、このレートで、戦せん場じようにて勝敗が取引され続ける事になる。

　総数、千人と五百体。どれ程の損耗遊びになるだろうか。

　しかしな、とベルンハルトは思う。二に体たいの方が、一組の再さい構こう築ちくをするのが早いのだ、と。

　可哀かわい想そうだ。

　人類は三人で一組。一人だけ残されたら、他の二人を集めるのが大変だ。

　可哀想。

　こちらは〝私〟だ。私が何ど処こにいるかは私が知っているし、一体を見つければそれでいい。

　回かい転てん率りつでこちらが上を行けば、五百人差さなど意味が無い。

　無む論ろん、森の中は自分にとって不利な場だ。しかし、

「さて」

　ベルンハルトは、竜りゆう砲ほうを撃うち込みながら声をあげた。

「削けずり合い。どちらが勝者となるか試して見ようではないか、人類……！」







[image: 第七十五章『懐古場の迫り手』]
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　三みつ成なりは、丘の東脇わきにある森の中で、息をついていた。

　……危険ですね。

　東側、竜りゆう砲ほうの音が数を増しているように感じる。

　否いな。恐らくは東側でベルンハルトに対応している第一隊たいが、削けずられ始めているのだ。

『指し示じと、解かい法ほうを送らねば。──間に武蔵むさしがいるし、適時の撤てつ退たい示し唆さも必要で……』

　言って、三成は深く息を吸った。

　己おのれは制御情報プログラムだ、身しん体たい的な疲れというものは自分に存在しない。だが、

　……流石さすがに、情報の老ろう廃はいと、自分の破は損そんが響ひびきます。

　東の空にて、艦かん群ぐんの無ぶ事じが知らされている。

　実際、自分は大した事をしていない。武蔵が放った爆ばく圧あつの威い力りよくを、正しく艦の制せい御ぎよ系けいに教え、初期段階を乗り越える軌き道どうを与えただけだ。

　そこから先は、各かく艦かんの操そう艦かんに任せている。

　結果として、三十二艦中、二艦が大たい破は。七艦が中ちゆう破は。小しよう破ははほぼ全艦と言えるが、これは巨きよ大だいなエアポケットを幾いく度ども食らったせいで、仕方ない。だがこういった見けん解かいは、

『先見性がない事への、言い訳わけですね』

　言って、三成は膝ひざをついた。

　負ふ担たんが来ている。

　百体が爆圧の情報を抱え込み、百体が各艦ごとに全ての計算を果たしたのだ。そしてそれらの結果は、もはや必要が無い。結論となっている数すう値ち部分だけを残し、記き憶おくから消しよう去きよしなければ、無む駄だな情報を抱え込んでしまって、これからの計算を阻そ害がいする事になる。

　記き憶おく関係のクリーニングを、三成は開始する。

　済んだ。

『……Ｔｅｓテスタメント．』

　頭の中、重く存在していた余分情報が消えた。

　この辺り、自動で処しよ理り出来るようにすべきだろうか。否いな、戦せん闘とう中に、選別無なしで余分情報が消えるとなると、それによる対たい処しよ不能の可能性が生じるのが怖こわい。チェックを施ほどこし、条件付けて余分情報を消すようにすれば完かん璧ぺきだが、自分とて、基本は単たん体たい行動だ。多た重じゆう化かや高度な情報処理は自分を作る流りゆう体たいを大幅に削けずるため、チェックや条件管かん理りなどをしていくと、結局はジリ貧ひんになっていくだろう。

　だったら外部に記憶容よう量りようを設けるべきであって──。

『いや、今、そんな事を考える時間ではありません』

　……私、出来の悪い制御情報ですね……。

　人間だったら嘆たん息そくするところだ。

　嘆息しておく。

　しかし今の多た重じゆう化かで、随ずい分ぶんと自分が削けずれた。回復した分が逆戻りだ。だが、

『いいでしょう』

　森の中。今の己おのれは誰だれにも見られていない。

　総そう指し揮き官かん。ちゃんとしなければ。こんな風ふうに膝ひざをついたところなど、見せられない。

　確か、十じつ本ぽん槍やりの皆が、時とき折おりにこうしていた。自分の両りよう頰ほおを叩たたき、

『────』

　痛つう覚かくへの刺し激げきと言うよりも、瞬しゆん間かん的てきな圧あつを両頰に三みつ成なりは計けい測そく。

　人類が、何な故ぜ、こんな事をするのか意味が解わからないが、

　……良し。

　自分の両頰。その感覚制せい御ぎよが出来ているのはよく解った。

　己の機き能のうは正常だと判はん断だん出来る。だから、

『皆様。対応を御お願ねがいいたします』

　シフトするのは、マティアスの近くがいいだろうと、そんな事を思いながら、

『──武蔵むさし、輸ゆ送そう艦かんが降こう下かを進めております。目的はネルトリンゲンの縦じゆう断だん。各戦せん域いきでの対応指揮をこれから計算しますので、各戦域での皆様、迅じん速そくに従って下さい』
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　巴ともえ御ご前ぜんは、南西の丘おか上うえに爆ばく発はつの光を見た。

　……ベルンハルトの竜りゆう砲ほうか。

　天てん竜りゆうの判断が、こちらの動きよりも速いのは見事だ。明らかに自分を削けずって反はん抗こうをぶち込んでいるが、

　……群ぐん竜りゆう、食えば回復するからなあ。

　死んだら死んでしまう人類に対し、ちょっと卑ひ怯きようだろう天竜。

　だが、巴御前の視し界かいの中、不ふ意いに敵の動きが生じていた。

　丘の下からこちらを警けい戒かいしていた敵の突とつ撃げき隊たいが、ゆっくりと前に出て来つつあったのだ。

　しかし彼らの布ふ陣じんは、武ぶ器きを構えるものの、真まっ直すぐこちらを向く動きではなく、

「斜め構えか？」

　先さき程ほど、自分達が行っていた構えだ。

　無論、彼がそんな事をする理由は解る。

　敵は、既すでに撤てつ退たいのタイミングを読みながら、こちらを削る戦せん術じゆつにシフトしたのだ。

　何しろ南の丘には武蔵が降りている。そこから増ぞう援えんの戦せん士し団だんが出れば、自分達やベルンハルトを追つい撃げきしていたM. H. R. R.神聖ローマ帝国の突撃隊は背後から攻こう撃げきを受けるのだ。

　しかし彼らは、撤てつ退たいしようにも、南には武蔵むさしが布ふ陣じんするため、東へは行けない。

　行くならば、何い時つでも西へ撤退出来るようにしながら、北側だ。

「……Ｔｅｓテスタメント．、つまり敵は、長なが岡おか屋や敷しきへと向かい、東西から集合するのだな」

　自分達の隊たいも、そこに急がねばならない。

　ネルトリンゲン北から、長岡屋敷までは田でん園えん地ち帯たいだ。武蔵勢ぜいがネルトリンゲンを縦じゆう断だんしても、北側が敵に占せん領りようされていれば、そこで侵しん攻こうは止まる。

　自分達が先にネルトリンゲン北に行き、道を確保しなければならない。

　……大体の流れは見えたな。

「諸しよ君くん！　君達の勝しよう負ぶの場は、長岡屋敷のあるネルトリンゲン郊こう外がい北側だ！　急げ！」

　と、皆に先行の指し示じを告げた瞬しゆん間かんだ。

　巴ともえ御ご前ぜんは、顔を右に振った。

　直後。顔横を抜け、光こう条じようが突っ走った。
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　……ほう。

　即そく座ざの回かい避ひを行った巴御前は、正面を見ていた。

　お互い、動きを計るように構えていた相手。義よし仲なかが動いたのだ。

　対する巴御前は、空中に線となって弾はじけた爆ばく砕さいから身を揺らし、右へと逃のがれた。

「……面めん倒どうな男だな、君は」

　義仲を、どうすべきか。

　五百年の再会は酷ひどいものだな、と、そんな事を思う自分に苦く笑しようして、巴御前は背の聖せい譜ふ写しや本ほんストッカーから、もう一本のハンマーを引き抜いた。

　折りたたみ式のハンマーは、左腕うで一本の振りで己おのれを形成。

　そして巴御前は、義仲に身体からだを向けた。

　既すでに全身は前にぶち込み、右腕のハンマーを振りかぶった上で、

「──何を蘇よみがえって口からビームだ君は。ああ!?　残念あったか!?　コルァ！」

　叫んだ正面。義仲が口を開いた。白はつ骨こつの喉のど奥おく。青白い流体光こうが閃ひらめき、咆ほう吼こうが響ひびいた。

「五百年振りの夫ふう婦ふ喧げん嘩か、一いつ丁ちようやるか……！」

　光条が、空間を貫つらぬいた。
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「おや、また巴御前の方が賑にぎやかであられますね……」

　ネルトリンゲンの西から、市し壁へきに反はん響きようした爆ばく砕さい音おんの連打が聞こえてくる。

　クリスティーナは、軒のきから屋敷の中に上がり、戸口に手を掛けながら爪つま先さき立だつ。屋敷の壁の向こう、見受けられるのは、薄うす暗ぐらい中での戦せん闘とうだ。

　随ずい分ぶんと明るくなったが、まだ、防ぼう護ご障しよう壁へきや、宙ちゆうを走る光こう条じようの光が強い。

　……また、派は手ででありますねえ……。ええ。

　口からビームとか、いつの時代の話だろうか。

　ちょっと気になったので、通つう神しんしてみた。

・自爆女：『巴ともえ御ご前ぜん？　さっき話を聞いたり、京きよう都とで読んだ源げん平ぺい関係の資料で、口からビームを吐かれる方がいらっしゃいましたが、やはりそういう技でありましょうか……』

・午前様：『本人だ！』

・自爆女：『あらあら、本人だなんて、そんな　長生きな方はいらっしゃいますまい』

・午前様：『君が今話してる相手は誰だれだ一体！』

・自爆女：『言われて見ると、そうであられましたねえ……』

　本当に、世界は複雑になったものだと、クリスティーナはそう思う。

　……情報を集め、常に色々と気を配っていても、知らない事ばかりでありますとも。

　自分が十代の頃ころから、国は増えては消え、人は現れては消えて行く。

　しかし、今回は、

「消えて行った人がまた現れるとは、流石さすがに想そう定てい外がいでありますとも。ええ」

　呟つぶやきながら、クリスティーナは踵かかとを下ろした。

　座り込む。

　あと一時間もせずに、自分は終わるのだろう。逃げようにも、加か護ご管かん理りから自分の足取りは追えてしまえる。裏口から人知れず出てしまえばどうにかなる、というものでもないのだ。

　意い外がいに、歴史再さい現げんを守るように今の世の中は出来ている。

　後は、人次第、というところか。

・自爆女：『巴御前、厄やつ介かいなものでありますね、歴史再現とは』

・午前様：『何だ一体。やり残しがあるなら平和な生き方を斡あつ旋せんしてもいいが』

　いえいえ、と言うと、向こうも苦く笑しようした。

・午前様：『私とて、歴史再現を恨うらんだ事もある女だ。黎れい明めいの時代から考えたら、このような者はもっと多くいるのだろうな』

・自爆女：『社会構造に異いを唱となえるのは面めん倒どうでありますねえ』

・午前様：『改派プロテスタントを立てたのも、まあ、そんなところだな。そしてまた、〝解かい釈しやく〟とは、そういった抵てい抗こうの意味もあってのものなのだろう』

　ある意味、誰にでも抵抗権けんはあると言える。

　……始まりは、黎明の時代でありますか。

　歴史再現。

　自ら闘とう争そうや滅びの道を歩みたがる人類を、共同で抑よく制せいするために生まれた政治的手段だ。

　世界の動きに、〝変化する法ほう律りつ〟と〝削さく減げんと増強の管かん理り〟を与え、コントロールする。クリスティーナは、歴史再さい現げんについてそう思っている。

　神かみ代よの時代は、巨きよ大だいな人じん工こう知ち能のうがそういった管理の担にない手である国や、星もあったと聞く。だが地ち球きゆうに戻ってきた人類は、そんなものを構こう築ちくする事も出来ず、不確かな合ごう議ぎで、しかしそれゆえ案あん外がいに上う手まく回してきたのだ。

　解かい釈しやくだ。

　今、世界が複雑になるにつれ、歴史再現の解釈も、その意味を深めている。

・自爆女：『巴ともえ御ご前ぜん、今、戦せん闘とう中でお忙いそがしいかと存じておりますが、まあ、一つ、今の世界から落ちてしまった者として、聞いて頂いただく事は可能でありましょうか？』

　表示枠レルネンフイグーアから爆ばく散さんの連れん音おんがして、西の大だい地ちに光が弾はじけた。

・午前様：『かわした！　──言ってみ給たまえ』

・自爆女：『Ｔｅｓテスタメント．、私、子供の頃ころからいろいろと調べたのでありますよ。歴史再現や、人々の反応など。そして思っているのは、──重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで、世界は変わったのではないかと、そんな風ふうに思うのでありますとも。ええ』





●






　義よし仲なかの大おお刀がたなを腰を落としてかわしつつ、巴御前はクリスティーナの声を聞いた。

・自爆女：『約百六十年前に、二つの世界が合ごう一いつし、大だい規き模ぼな混乱が生じたのであります。

　その中で人々は、よくも自じ制せいし、現状を作り上げたものだと思うものでありますが──』

　義仲の大刀が通過した後から、風が来る。

　揺らぎのない見事な剣けん圧あつだ。それに髪かみを数本散ちらかしながら、巴御前は問い掛ける。

・午前様：『──黎れい明めいの時代からしばらくの後、シンプルだった世界では、歴史再現などもまた解わかりやすく、混乱がないものであったのだろうな』

　この辺りの事は、公的に閲えつ覧らん可能な記録を見ていても解る。神しん州しゆうと呼ばれていた極きよく東とう側も、重奏神州と呼ばれていた各かつ国こく側も、記録は残されているのだ。

　……当時は、歴史としてみた場合、今より遙かに平和であったろう。

　何しろ人口が少なく、人と人の生活圏けんが境きよう界かいを接しても、戦争は隣りん国ごく間かんの短期戦が基本だ。生産力も通つう神しん環かん境きようも万ばん全ぜんでないならば、大規模かつ長期の戦争は発生しにくい。

　そういった事を口こう実じつに、昔は戦争の歴史再現を上手く避けていたフシもあるようだが、

「と……」

　下にかわしたこちらに対し、義仲が下がるように跳ちよう躍やくした。

　身がスピンしている。

　思いつきの動きだろうが、高速で回る肩の上では首がこちらに振り返っている。

　その上で、先さき程ほど振られた大刀が、懐ふところで逆腕にスイッチされている。

　迂う闊かつに踏み込めば、持ち替えた腕のバックハンドで刃やいばが飛んでくる。

　巨きよ体たいで有りながら、膂りよ力りよくをもって身軽に動き、更さらには、

　……持ち手のスイッチとか、小こ細ざい工くが好きな男であったなあ……！

　よく出来た動死体リビングデツドというべきか、自じ律りつ型の霊れい体たい付ふ与よ式しき機き動どう殻かくシステムというべきか。

　巴ともえ御ご前ぜんは跳び込まず、相手の回転に合わせて野を走った。

　だが、そんな交こう戦せんをしている間に、敵てき勢ぜいが一気に動き出した。

　斜め構えで、敵は前に出てくる。こちらの総そう勢ぜいも対応として、

「巴御前！」

「動け！　先に行くのだ！　こっちは話し中だ！」

　義よし仲なかとの攻こう防ぼうは対話だ。そして表示枠レルネンフイグーアから聞こえるクリスティーナの声が有あり難がたい。

・自爆女：『大だい丈じよう夫ぶでありますか？　巴御前。私、御お邪じや魔までは？』

・午前様：『いいから話せ。幽かく世りよの相手と、攻こう防ぼうの対話という面めん倒どうな事をしているのだ。下へ手たをすれば、向こうに引きずり込まれかねん』

・自爆女：『しばらくしたら、幽世の相手が一人増えるかも知れぬものでありますよ？』

・午前様：『既すでに一人増えてる。今、向こうでぶっ倒れたままだが』

　頼より朝ともだ。否いな、正確には島しま・左さ近こんか。

　倒れたままでいてくれると有あり難がたい。こちらに出来るのは、向こうが起きる前に決けつ着ちやくしておく事くらいだ。

・午前様：『話せ、クリスティーナ。話している間、君は生きている』

・自爆女：『別に、爆ばく薬やくは時じ限げん設定でありますよ？　私としては、これからしばらくの後、己おのれにやり残した事をして、眠りにつくつもりで御ご座ざいます』

・午前様：『やり残した事？』

　問い掛けに、笑えみの声が返った。

・自爆女：『情報の担にない手。そんな私の、──秘ひ密みつで御座います』
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「聞いたか!?」

　ネルトリンゲンの南。市し壁へきに向かって高速で宙を降りて行く輸ゆ送そう艦かん上じよう。

　正まさ純ずみは皆に問うた。

　走らせた視線の先。誰だれもが頷うなずく。最も前に立つ二ふた代よも、彼女に背負われた長なが岡おかも。

　皆が首を下に振った。

　そして正純は腕を組み、

「──巴御前からのサービスだ。爆薬が時限式というならば、恐らく、それは本来この戦せん闘とうが終しゆう結けつされるという時じ刻こくだろう」

「セージュン。それ、何時よ？」

「午前七時。──あと十七分だ」

　ほう、と二ふた代よが口元にだけの笑えみを見せた。

「拙せつ者しやと浅あさ間ま様の計算では、このナンタラ言う街、横おう断だんに一分程で済むので御ご座ざる」

「ならば余よ裕ゆうね。障しよう害がいがあっても、三分から五分の勝負でしょう」

　と、伊だ達て家け副ふく長ちようが一歩を前に出ながら、機き動どう殻かくを召しよう喚かんした。

　瞬しゆん間かん的に、彼女は後ろから緑みどりと朱あけの機き殻かくに包まれながら、

「ちょっと私としても確かく認にんしたい事があるわ。こちらに来て正解というところね」

　伊達家副長が言っている間に、正まさ純ずみは自分の手元を見た。

　表示枠サインフレームには言葉が綴つづられている。それはクリスティーナから、巴ともえ御ご前ぜん宛あての、

・自爆女：『では巴御前、布ふ団とんの用意などする間に、私のちょっとした歴史批ひ評ひようなど、聞いて頂いただきたいものであります』

　それは、

・自爆女：『重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで世界が変わったという、そんな論ろんが、一いつ般ぱんにはありますね？』
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　クリスティーナは、戦せん闘とうの丘とネルトリンゲンが見える部屋を選んだ。

　最後の賑にぎやか。自分が起こした戦争を一いち望ぼう出来る部屋に、彼女は身を置く。

・午前様：『──クリスティーナ、確かに重奏統合争乱によって世界は大きく変わった。正確には、重奏世界の崩ほう壊かいによって、世界は合ごう一いつし、二倍程やかましくなったのだ。──あ』

・自爆女：『どうなさったのでいらっしゃいます？』

・午前様：『前まえ髪がみの右を少々詰められた。──揃そろえねばならんだろうが、この……！』

　難しいものでありますねえ、と思っていると、声が来た。

・午前様：『世界が二つになった時点で、衝しよう突とつは当然だ。そして、この世界の面積当たりにおける歴史の密みつ度ども二倍になったのだ。

　更さらには、時代の進しん行こうによって歴史再さい現げんの密度は昔以上に上がり続けて行くのだ』

・自爆女：『それ、不ふ思し議ぎな考え方でありますねえ』

・午前様：『は？　──何がだ？』

・自爆女：『ええ、後で説明するものでありますとも』

　そうか、と巴御前が頷うなずき、言葉を止めた。戦闘が激しくなったのだ。

　それはつまり、彼女が、あり得べからざる過去との対話をしていると言う事だろう。だからクリスティーナは、巴御前と義よし仲なかの対話に首を突っ込む感覚で、

・自爆女：『──確かに現状、世界においては、解かい釈しやくの必要な事じ案あんは、増える一方でありましょう。三み河かわの争乱も、羽は柴しばのM. H. R. R.神聖ローマ帝国入りも、P. A. Odaのムラサイ勢せい力りよく掌しよう握あくも、大罪武装ロイズモイ・オプロなどもそうでありますとも、ええ』

　だが、何となく、疑問も得るのだ。

「何な故ぜでありましょうね」

　今の激げき動どうの時代。世界の動どう勢せいと情報を把は握あくして集め、各かつ国こくの潤じゆん滑かつを行っていた自分だからこそ、解わかる事があるのだ。

・自爆女：『これでも私共は、昔に比べて、随ずい分ぶんと、楽をしているのでありますよ』

　おかしいと思わないので御座いますか？

・自爆女：『時代が進み、問題が大きく多発しているという、現代優ゆう先せんの問題史し観かん。

　しかし実際は、黎れい明めいの時代の方が、遙かに過か酷こくであった筈はずでありましょう。

　時間により辛つらい事は忘れたと、そういうのも有りでありましょうが、私は、疑問に思いもするのであります。──何な故ぜ、昔の方が、歴史再さい現げんが楽に捉とらえられているのかと』

　そして、

・自爆女：『私はこうも思うのであります。百六十年前、──重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんから、歴史再現が厳きびしくなったのではないか、と』
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　クリスティーナは、床に置いてある布ふ団とんの山に手を掛ける。

　基本、マリアが用意をしてくれたものだ。シーツは布団の端はしで結ばれていて、広げると白の平面が薄はく暮ぼの空気に澄すんで見える。

「──かつての時代」

　クリスティーナは言う。

「黎明と呼ばれる時代において、環かん境きよう神しん群ぐんにより、重奏神しん州しゆうが作られたのであります」

　そこに各国の人々は移住し、生活する事になったのだ。

　今に比べれば戦争も少ない時代。今よりも楽だろうと、そんな事を思いもする。

「……大違いでありましょう」

・自爆女：『不ふ思し議ぎな事でありましょう。黎明の時代とは、物資も無く、技術もなく、人口も少ない過か酷こく環境の時期であります。神州も重奏神州も、特に後者は外がい界かい同様の過酷な環境を克こく服ふくするため、そのままの自然環境が作られていたのであります』

　それは、技術も、術じゆつ式しきも、武ぶ器きも、家すらもない状態だ。

　敵は〝戦争〟ではない。〝生せい存ぞん出来るかどうか〟という、問い掛けそのものだ。

・自爆女：『今のように、解かい釈しやくが通じるのは、相手が人類だからでありましょう』

「何故でありましょうね」

・自爆女：『昔の方が、人類は切せつ羽ぱ詰つまっていたのではないかと、思うのであります。

　人類は積み重ねによって進歩をしていると、そのための聖せい譜ふでありましょう。

　しかし、私は不ふ思し議ぎに思うのであります。歴史再さい現げんを行いつつも今に至った人類が、何な故ぜ、過去の時代よりも遙かに解かい釈しやくに頼る事じ案あんを多発させているのか』

　それは、

・自爆女：『人類が、退たい化かしたのでありましょうか。

　それとも、いろいろなものを得たからこその不備に嵌はまり込んだのでありましょうか』

　……それとも……。

・午前様：『君は、こう言いたいのか？　重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで、人類は黎れい明めいの時代よりも悪い状況に陥おちいった、と』

・自爆女：『そうとまで、言い切るには、少々自信がありません』

　少し意い地じ悪わるのようだが、これは世界を掌しよう握あく出来なかった自分の不備なのだ。

・自爆女：『何なに分ぶん、これは私の観点であります。黎明の時代からの歴史再現については、完かん遂すい報告などがありますが、その当時の人々全てにヒアリングなどした訳わけでもありません。

　ただ私が、今に残る人々の記録や言い伝え、各地での再現状況などを見て、そう思っているだけであります。──昔の歴史再現は、温ぬるくなかったか、と』

・午前様：『そんな事は無い』

　巴ともえ御ご前ぜんが、一いつ瞬しゆん、間を空あけてから、こう言った。

・午前様：『温かったなら、私達と義よし仲なかの件はどうなる』

・自爆女：『では一つ、質問がありますとも、ええ』

　クリスティーナは言った。

・自爆女：『──巴御前の件、義仲様の処しよ遇ぐうに付き、関かん白ぱく様さま達は初めにどのような解釈を出来ると、そう考えておられました？』

　それは、

・自爆女：『それはとても温いもの。でも、それが通じると考えていたのは、何な故ぜでありましょうか？』
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　浅あさ間まは、巴御前から伝えられてくる言葉を、急いで記録していた。

　……ちょっと、これ、ヤバいですって……！

　周囲、トーリを鎖くさりで浮かべているミトツダイラも、正まさ純ずみも、こちらを見ている。

「え、ええと」

　今までの二人の会話をまとめると、こうだ。

「クリスティーナさんは、〝よく解わからないけど、重奏統合争乱以後、歴史再現が厳きびしくなってない？〟って言ってます。

　巴御前は〝いや自分達の頃ころからキツかったけど〟って言ってますけど、巴御前達のキツさは、その前にヌルい解かい釈しやくしようとして、断られた？　そんな流れのようですね」

　先さき程ほど自分達で話していた時、この辺りが解わからなかったのだ。

「トーリ君、憶おぼえてますよね？　穴埋めになるような、今の部分」

「Ｊｕｄジヤツジ．、憶えてる。ってか、あー、成なる程ほどね、的な」

　プライベート故ゆえ、解らなかった部分だ。そこが今、確かに穴埋めされた。

　しかし、ミトツダイラが笑えみを見せた。

「あの、智とも？」

「は、はい、何でしょう？」

「……我が王おうと、いつ、そんな話をしてましたの？」

　体温が、一気に下がるのを浅あさ間まは感じた。

　……しまった……！

　よく考えたら、あの時の会話、情じよう報ほう共有として皆に渡していなかった。

「い、いや、あの、お、おかしな時間とか、そういうのじゃないですよ？」

「あらあら、秘ひ密みつにしてましたのよね？　つまり」

「そうじゃないわ」

　と言ったのは、ナルゼだ。彼女はつまらなさそうに、

「アンタ達が寝てた間よ。巴ともえ御ご前ぜん側がクリスティーナに自じ爆ばくを踏みとどまるよう説得しているかどうかという部分で、ほら、疑問あるでしょ？　改派プロテスタント代表の巴御前が、聖せい譜ふに従わないという事があるんだろうか、って。

　それで総そう長ちようが気にした時に、浅間が神しん道とう関係の情報から推すい理り含めて、巴御前は歴史再さい現げんについて懐かい疑ぎ的だって話をしたのよ。まあ、妄もう想そう七割みたいなネタだったけど、私としては美お味いしかったわ。それに、──巴御前が、旦だん那なを歴史再現に殺されてる事実は変わらないしね」

　つまり、

「私はもう少し、妄想するわ。──巴御前が改派の代表になったのは、三み河かわの時のように歴史再現の殉じゆん教きようを持ち出せる旧派カトリツクへの対たい抗こう。そして自分が代表となる事で、自ら、解釈や軽けい減げんを打ち出せると、そう考えたからじゃないかしら」

　だから、

「──あの女がネルトリンゲンに来てるのも、解るわ。だとしたら──」

　ナルゼは言った。

「続きは夏のイベントで！」

「も、もうちょっと言って下さいよ第四特とく務む!!」

　同意だが、有あり難がたい。ミトツダイラも、成なる程ほど、と頷うなずき、

「戦争とか敵てき対たいでは無しに、王の不安を除くためとなると、智の役割ですわね。智が起きてる時間帯たいと言う事は、智に一任している訳わけですし」

「あー、そう言って貰もらえると有あり難がたいです」

　一応、皆には、巴ともえ御ご前ぜんについて話した時内容を記録の展開で伝えておく。要いらん部分は皆用では削さく除じよして、ミトツダイラとホライゾン、喜き美み用には残しておく。ここら辺、自じ動どう区く分わけ出来るようにしておこう。

　記録の中には、彼や、ナルゼの言葉も入っているが、

「──ま、そういう感じです。巴御前の加か勢せいに加わったり、この戦せん闘とうの意い義ぎを改めて確かく認にんしたい方には、参考になると思います」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが、こちらに頭を下げた。

「さっき、我が王おうが私に巴御前の援えん護ごに向かえと言った理由が、ようやく解わかりましたわ」

「あー……、トーリ君から聞いた方が良かったですか」

　言うと、ミトツダイラが眉まゆを上げ、しかし笑えみを作る。

「私達の関係というものだって、ありますのよ？」

　言われて見れば、確かにそうだ。何となく、ミトツダイラの方が自分よりも大人おとなな気がして、浅あさ間まは己おのれに堅くならないようにしようと思う。そして、

・自爆女：『巴御前。私、貴女あなたの先さき程ほどの言げんを聞いて、何となく確信した事があります』

　それは、

・自爆女：『巴御前の件と、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん、共通項こうがありますね？』
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　巴御前は、息を詰めそうになった。

　身が緊かたくなりかけ、慌あわてて膝ひざから力を抜く事で、全身の力の入りをアジャストする。

　すると、頭ず上じようを光が突っ走っていった。

　爆ばく散さん。その余よ波はを肩で受けてサイドステップしながら、巴御前は思った。

　……戦闘中に、この会話は危険だな！

　五百年振ぶりの再会に気を奪うばわれぬようにしようと思ったが、これはこれで刺し激げき的だ。

　だが、クリスティーナの示し唆さは解る。

　自分の時と、重奏統合争乱の共通項。それは何かと言えば、

・午前様：『京きよう。……正確に言えば、内だい裏りの帝みかどだな!?』





●






　クリスティーナは頷うなずいた。

　……そうで御ご座ざいます。

　巴御前の件は、関かん白ぱく達が解釈を内裏に伺うかがったのが契けい機き。

　対して、重奏統合争乱の契機は、重奏神州の崩ほう壊かい。

・自爆女：『──そして重じゆう奏そう神しん州しゆう崩ほう壊かいの原因は、神州側、京きようの内だい裏りから、環かん境きよう神しん群ぐんにアクセスするための神じん器きが奪うばわれてしまったからであります』

　聖せい譜ふ記き述じゆつにおいては、帝みかどの継けい承しよう権けん争いによるものだと言う。

・午前様：『クリスティーナ！　君は、こう言いたいのかね？　京きようの内裏に、組そ織しきか、個人か、歴史再さい現げんの遵じゆん守しゆを絶対とするものがあり、それが私の時や、重奏統とう合ごう争そう乱らん以後の歴史再現について、強きよう制せいをしている、と？』

・自爆女：『それはまた、どうでありましょうか』

　何な故ぜならば、

・自爆女：『そのような事が出来るならば、京の内裏は、聖せい連れんと密接で、旧派カトリツクの殉じゆん教きようなども管理していた事になるのであります。しかし、私の方では、そこまでの繫つながりを情報として得た事はありません。ただ、──もしも共通項こうがあるとしたら、それを起き点てんとするのではないかと、そう思うのでありますとも』

　笑えみが浮かぶ。自じ嘲ちようの笑みだ。これ程に情報を集め、世界を掌しよう握あく出来ると思ったのに、

・自爆女：『きっとこれは、当たりであっても、始まりの一歩に過ぎないでありましょう』

・午前様：『────』

・自爆女：『私は、外したか、当てても内裏の入口まで。そこから先、何がどうなっているかは、自惚うぬぼれでも確かく証しよう出来ないのであります。──これがまあ、情報を司つかさどる私の、なけなしの矜きよう恃じと、そう御理解を頂いただければと、そう思うのであります。ええ』

　言って、クリスティーナは一ひと息いきをついた。そして、こう言った。

「御お仕し舞まい、でありますとも」
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　終わった、とクリスティーナは思った。

　以前より自分の持っていた情報の殆ほとんどは、ここ数年の激げき動どうで価か値ちを無しにされた。

　自分にはもう何も無いと思っていて、しかし探り出したのが、己おのれの身に来た歴史再現の理り不ふ尽じんについてだ。

　これを調べ出して、結局は限界に達した。

　何しろ、この辺りの一件は、神しん道とうでも禁きん忌き扱いとして記録が残っていないのだ。

　深いところまでコネクションを作れば、違うものが見えるかも知れない。

　そして、自分には、そういった繫つながりがある。

　明あけ智ち・光みつ秀ひでだ。

　実の父ではない。しかし襲しゆう名めいの関係から、遣やり取とりは一時期親しん密みつに行っていた。今は、何か機き会かいが無ければ会う事もないが、

「さて」

　きっとあの人は、この件について、こちらよりも深く知っているのだろう。

　歴史再さい現げんというものが、いつの間にか、人を追い込むようなものに変質していった原因。

　重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの始まりが、歴史再現の遵じゆん守しゆだったのか、他に理由があったのか、

　……彼ならば、知って御ご座ざいましょう。

　だが彼は、何も教えてくれない。

　春。京きよう都との二に条じよう城じようで、その事について問うてみた。

　しかし彼は素そっ気けなく、こう言ったのだ。

「その答えは、有りはしないものだ」

　そう。まるで、無ければ作れと、そう言われているようで。

　だからクリスティーナは、決めた。

　この、自分が諦あきらめた情報。もはや世界の掌しよう握あくも、己おのれの理り不ふ尽じんも明かせなかった自分だが、

「私の持つものを、継つがせる事が出来るで御座いましょう」

　そして今、それが出来たのだ。

　表示枠レルネンフイグーアの中、通つう神しん設定が見えている。情報関係に秀ひいでていた自分だ。情報の横流しがされているかどうかなど、制御情報プログラムと情報管かん理りの加か護ごで理解出来ている。

　武蔵むさし勢ぜい。彼らに、自分の解けなかったものは通じた筈はずだ。

　そこにはきっと、彼もいる。

「忠ただ興おき様」

　呟つぶやき、クリスティーナは布ふ団とんに腰を落とした。ゆっくりと仰あお向むけになり、

・自爆女：『これで、御お仕し舞まいです……』

　展開する術じゆつ式しきは、旧派カトリツクの圧あつ縮しゆく睡すい眠みん術式。

　目覚める事は、もう無いだろう。そして、眠りにつく前に、

「ふふ」

　何もかもを終え、継がせ、価か値ちを失った自分だ。だが、だからこそ、

・自爆女：『最後、今まで叶かなわなかった事を、して、眠るのもいいで御座いましょう』

　呟き、クリスティーナは表示枠を一枚開いた。

　遠く、砲ほう撃げきの音が響ひびいている。朝の時間だった。
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「おう、行くぞ」

　今いま更さらながらに甲かん板ぱんに立った王が声を掛けるのを、ミトツダイラは聞いた。

「長なが太ぶとの嫁よめとか、巴ともえ御ご前ぜんとか、どうにかしねえとな」

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　いの一番に頷うなずいて、ミトツダイラは息を吸った。

「行かねばなりませんわ。──だって、御お仕し舞まいでは、ありませんわよね」

　ミトツダイラは言う。

「自ら御仕舞いに出来る程、この世界は、役やく者しやが揃そろっている訳わけではありませんもの」

「確かにそうだ」

　正まさ純ずみが横に並び、右の手を挙げた。

「──これより、武蔵むさし総そう勢ぜいはネルトリンゲンを守しゆ護ごする改派プロテスタント、反はん皇こう帝てい勢せい力りよくへの援えん護ご。そして、長なが岡おか屋や敷しきに対する石いし田だ・三みつ成なりの襲しゆう撃げきに対し、稲いな富どめ・祐すけ直なおの到とう着ちやくと解かい釈しやくを与えるため、このネルトリンゲンの戦いに参さん戦せんする」

「長えよセージュン……！」

「このくらい、今回は言っておかないと危険なんだよ！」

　言っている間。輸ゆ送そう艦かんが丘の斜面に至り、ネルトリンゲンの南正門へと突とつ撃げきして行く。

　下りの速度を緩める気は、操そう艦かん側に全く無い。一いつ直線の衝しよう突とつコースだ。

　その動きの中で、書しよ記きが表示枠サインフレームを広げた。

「いいかい？　ルートはネルトリンゲンを縦じゆう断だんだ。聖せい譜ふ記き述じゆつではネルトリンゲンは旧派カトリツクに対し、無む傷きずで門を開く事になる。だから皆が飛び込んだ後、砲ほう撃げきされるのはこちらの責任だとして、旧派は砲ほう弾だんを寄よ越こしてくるだろう。そう、怒りの、しかし不ふ正せい義ぎの──」

・武　蔵：『それに関しましては、こちらの防ぼう護ご障しよう壁へきを展開して防ぎ切ります。しかし旧派の戦せん士し団だんが飛び込んできたり、私共が対たい処しよ出来ない小型の銃じゆう弾だんなどは、皆様の加か護ごや対応で御お願ねがいいたします。──以上』

　そういう事だ。台詞せりふをぶった切られた書記が、何かを言おうとしているが気にしない。

　そして王おうが前に出た。こちらとして一いち応おう聞いておくのは、

「我が王、戦せん闘とうに参加出来ますの？」

　あ？　と振り向いた彼は、両腕うでを抱いている。

「デート？」

　プ、と喜き美みが吹いて、顔に手を当てたまま弟の肩を叩たたく。

　こちらも、浅あさ間ま共々笑うしかない。だが、

「お、おい！　この輸送艦、正門に突っ込むぞ！」

　二ふた代よの背中で、長岡が声をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ!?　前見ろよ！」

「ん？　大丈夫だろ。オメエこそ前見ろよ」

　は!?　と長岡が、二代の肩越しに前を見た瞬しゆん間かんだ。

・武　蔵：『防護障壁、展開いたします。──以上』

〝武蔵〟の言葉と同時。大型の防護障壁が幾いく重えにも展開した。

　それも、この輸送艦の眼前。こちら向きにだ。

「はあああ!?」

　長なが岡おかが疑問に思うのは何な故ぜですの、と思った瞬しゆん間かん。輸ゆ送そう艦かんが防ぼう護ご障しよう壁へきに激げき突とつした。
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　マティアスの横で、三みつ成なりはそれを見ていた。

　丘上から、一いつ直線に斜め降こう下かをしていった武蔵の輸送艦が、防護障壁にぶつかったのだ。

　それも、武蔵側がわから展開した大型の防護障壁に、正面から、だ。

　……艦を、止めるためですか!?

　高速で行くのは、こちらの艦かん群ぐんの砲ほう火かを食らわないため。

　しかし速度を落とせば、やはりその際に砲ほう撃げきを受ける。

　だから、だ。

　使用された防護障壁は十七枚。それだけの光の飛沫しぶきを上げて、輸送艦は停止する。

　こちらの聴ちよう覚かく系けいに、声が聞こえている。

　衝しよう突とつの反動で大だい跳ちよう躍やくした武蔵勢ぜいの、

「突とつ撃げき……！」

　一直線の侵しん攻こうが、始まったのだ。







[image: 第七十六章『円内の急行者』]
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　巴ともえ御ご前ぜんは、ネルトリンゲンの南で生じた防ぼう護ご障しよう壁へきの連続破は砕さいを見ていた。

　……来たか武蔵むさし勢ぜい！

　馬ば鹿かな事をやっている、と思うが、明らかに楽しんでいる風ふ情ぜいが凄すごい。

　自分達も昔はどうだったろうか、と考える程には、

「派は手でで何よりだ！」

　光線が来た。

　……お。

　狙ねらいが変わった。こちらの顔がん面めん狙いが常であったのに、胴どう体たいを薙なぐような一発に変わった。

　偶ぐう然ぜんではない。二、三発と至し近きんでかわして、撃うち方が変化したという確信を得た。

　確かに、その砲ほう撃げきの方が避けにくい。学習しているのか。それとも、

「思い出している、という甘い話は無いであろうな」

　放たれるのは、光線と、その着ちやく弾だん痕あとから発生する爆ばく砕さい。

　射しや撃げき時じに爆ばく発はつを生じないのは、口こう蓋がいを傷めないようにするのと、反動を無くすためだと義よし仲なかから聞いた事がある。

　無む論ろん、自分で操そう作さしているのではなく、生物的にそういうものなのだと。

　お互い神かみ代よの時代からいる種しゆ族ぞくだ。そんな風ふうに適応や淘とう汰たで進しん化かし、残ってきた連れん中ちゆうだと考えると、神様は結けつ構こういい出来を自分達にくれていると思える。

　ちゃんと神を敬い給たまえよ。

　いやTsirhcツアークの神は進化を否定し、完成品しか作らないのだったか。

　確かに、豚ぶたとか牛とか、完成品としか感じられない味をしているし、これは同意。特に白はく菜さいと肉の鍋なべなど、これらを作り出した神は天てん才さいだと思う。

　攻こう撃げきが来た。

　大おお刀がたなだ。縦たて斬ぎり。肩から先で、真ま下したに落とすような一いち撃げきだ。

　かわすのは後ろではない。それをやったら距離が詰められない。

　だから左にステップ。

　左を選んだのは、義よし仲なかが右手に大刀を持っているからだ。それはこちらから見れば、向かって左の手。振った刃やいばの外側に移動すれば、刃をすぐに戻せない以上、右腕うでと大刀が遮しや蔽へいになってくれる。

　こちらに攻撃は来ない。だから落ち着いて、こちらは聖せい譜ふ写しや本ほんハンマーを振る。

　打だ撃げきは下から、刃を振った右腕の肘ひじを狙ねらう。

　肘関かん節せつを破は壊かいしたいのだ。だが、

『……！』

　義よし仲なかが、右手から大おお刀がたなの柄つかを手放した。

　そして彼は、狙ねらっていた右腕うでを左内側へと振る。

　同じタイミングで、逆の左手が動き、落ち行く大刀の柄を摑つかんでいた。

　そしてハンマーがかわされた。肘ひじも、大刀も回かい避ひされた。

　義仲はこっちへ右の肩を向けた状態で、腰を落とした。顔が、肩越しに自分の方を確かく認にんし、

「……っ」

　薙なぎ払はらいの砲ほう撃げき。

　対する自分は、右手のハンマーを上に振っている。

　上体が上へと伸びかけているところに、右からの横よこ薙なぎは結けつ構こうキツイ。

　対応は、考えるよりも反はん射しや的なもの。

　空から振ぶりしたハンマーを加か速そくさせ、後ろ上へと振り抜く。

　自分とて、鬼おに型がただ。膂りよ力りよくは充分に有り、

「よし」

　跳んだ。
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　先行してネルトリンゲンに飛び込んで行った二ふた代よは、その光こう景けいを空中で見ていた。

　正門の上。市し壁へきの上を跳ちよう躍やくで飛び越えながら西に見たのは、見覚えある姿すがたの跳躍だった。

「あの御ご仁じん、確かマクデブルクで蹴けり飛ばした憶おぼえがあるで御座る！」

　あの御仁、何という名前だったで御座ろうか。

「確か、柔じゆう術じゆつの技に似た名前があったと思ったで御ご座ざるが……」

　……内うち股また御ご前ぜん！

　惜しい！　と二代は、跳躍軌き道どうの頂ちよう点てんに達しながら、自分の努ど力りよくを評ひよう価かした。

　今のは惜しい。かなり惜しい。当たっているかどうか解わからないが、発はつ想そうする事自体に価か値ちがあるので御座る。

　……しかし投げ技だった記き憶おくがあるで御座る。だとすれば、

「一いつ本ぽん御前……！」

　これは良いで御座るな、と二代は思った。一本！　これならば、外れていても、何だか清すが々すがしい気がするので大だい丈じよう夫ぶで御座ろう。

　ともあれ一本御前が、宙ちゆうに舞っていた。

　単純な跳躍ではない。ハンマーの振りだけで跳躍したのだ。

　彼女の前にいた何かデカいのが、口からビームを吐くという、戦せん国ごく時代として考えたら言ごん語ご道どう断だんな事をしていたように思うが、それを避けるためだろう。

　力だ。

　片かた腕うで一本でデカいハンマーを振り回し、更さらに自分を飛ばすために加か速そくさせる。

　自分には出来ない技だ。可能だとすれば、ミトツダイラ様くらいだろうか。

「成なる程ほど」

　この戦せん場じよう。そういったレベルの英えい雄ゆう達がいるのだと思い、二ふた代よは考えた。

「もうちょっと見れぬで御ご座ざるかな」
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　二代の後ろ。巴ともえ御ご前ぜんの方へと進しん路ろを変えようと思いながら町まち中なかを走っていたミトツダイラは、二代がいきなり飛び跳ねるのを見た。

　彼女は、両手を身体からだの真横に下ろした直ちよく立りつ姿勢で、左方向、西の市し壁へきの上から向こうを覗のぞき込むように跳ねる。

　高い。だが、

　……何してますの──!?

　今、自分達は皆で町中の中央通りを突っ走っている。姿すがたを露あらわにすると、東の空から敵てき艦かん隊たいの砲ほう撃げきを叩たたき込まれるからだ。しかし二代は、長なが岡おかを背負ったまま空中で振り返ると、

「見えたで御座る！　一本に御座るよ！　イッポン！」

　また頭がおかしくなったのだと思うが、まあ大体こんなものかもしれない。それに、このテのものは喜き美みで慣れている。飛び跳ねてるだけならあれより大人おとなしいからいいだろう。セーフ。

　ただ、光が来た。防ぼう護ご障しよう壁へきだ。武蔵むさしがこちらの進しん行こう方向の宙ちゆうに展開したそれは、

「砲撃ですのよ！」

　東にいるM. H. R. R. 艦かん隊たいの内、先さき程ほどの竜たつ巻まきに巻き込まれなかった艦かん群ぐんが、砲ほう弾だんを放ったのだ。
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　アデーレは、空が光に散るのを見た。

　……う、わー！

　防護障壁と、それに叩きつけられる砲撃弾の破は砕さい合がつ戦せんだ。

　飛ひ来らいする砲弾の全てを、武蔵むさしが防護障壁で受け止め、両者を砕くだき合わせている。

　以前、マクデブルクに到とう着ちやくしようという時、武蔵上で同様の状況が発生した。滝たき川がわが、武蔵上を通過する戦せん艦かんから、超ちよう至し近きん弾だんを叩き込んだのだ。

　それに対し、武蔵側では重じゆう力りよく障壁を艦表ひよう層そう部ぶや橋きよう状じよう艦かん橋きようの内面に展開して防ぼう護ごした。

　二代による負ふ傷しよう覚かく悟ごの戦せん闘とうや、宗むね茂しげの突とつ撃げき。自分の落らつ下か体当たりなどが功こうを奏そうし、柴しば田た・勝かつ家いえや佐々さつさ・成なり政まさの撃げき退たいにも成功している。

　よく考えたら、己おのれの体当たりネタはあの辺りから始まっていた気もするが、

「それ以上の密みつ度どですよ、コレ！」

　敵が狙ねらうのは、自分達のみ。

　当たるかどうかは、もはや完全に武蔵むさし任せだ。武蔵むさし野の艦かん橋きようでは鈴すずがこの大通りと西側通路を急ぎで模も造ぞう化かしており、自じ動どう人形達が、手の空あいている者の処しよ理り能力を分配使用して防ぼう護ご障しよう壁へきの射しや出しゆつ位置調ちよう整せいに急いでいる。

　鈴は現在、リアルタイムで町まち中なかの把は握あくと対たい処しよを急いでおり、

・ベ　ル：『ふ、あ……』

　欠伸あくびしてるけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。ともあれ走るアデーレは、

　……ええと。

　長なが岡おか屋や敷しきに向かう他の皆よりも、従じゆう士しの己おのれがやらねばならない事。それは、

「第一特とく務む！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　砲ほう撃げきが始まってから、敢えて建物の屋や根ね上を突っ走り始めた第一特務が、メアリの手を引き、エスコートしながら叫ぶ。

「東側、三軒けん目、気を付けるで御ご座ざるよ！」

　言われた通り、アデーレは三軒目に目め掛がけて加か速そくした。

　三み河かわ以い降こう、奔ほん獣じゆうでの出番が多かったが、今回は急ぎの仕事だ。第五特務も巴ともえ御ご前ぜん側の援えん護ごに行くとなると、重い機き動どう殻かくは使用出来ない。

　足の速さには自信がある。今は副ふく長ちようと第五特務や宗むね茂しげが先に行くようになったが、素すで言うならば第一特務に次いでの速さだ。

　……と！

　加速術じゆつ式しきは旧派カトリツク式。足の運びを前に投げ、石いし畳だたみの路ろ上じように踵かかとを引っかけて身を前に搔かく。

　後は、跳ねる身体からだを前に倒し、

「従士アデーレ！　行きます……！」

　突っ走った。

　直後。三軒目の陰から身を出した者がいた。

　P. A. Odaのジャージ制せい服ふく。待ち伏せだ。

　……やっぱり！

　砲ほう撃げき以外の用意が敵にはあったのだ。

・未熟者：『くっ、……やはり待ち伏せか！』

・眼　鏡：『やはり、って言うなら先に手を打っておかないのはどうして？』

・未熟者：『打ってるよ！　今のは僕の内面から迸ほとばしる演えん出しゆつだよ！　で、ええと、対応してくれ！　そいつら、もしもこちらが隠かくれて移動して行ったならば、迎げい撃げきによって動きを与え、砲撃の理由付けを行う。そういう魂こん胆たんだったんだ！』

・蜻蛉切：『成なる程ほど！　その魂胆、拙せつ者しやが覗のぞき見み大ジャンプによって無む駄だにしてやったと、そういう事で御ご座ざるな！』

・未熟者：『確かにそうだけど、無む駄だにならなかった方が楽だったよ！』

　作戦参さん謀ぼうは大変ですねー、と思うが、現場では自分達が対応しなければならない。

　アデーレは、敵の影に対して歩数を合わせた。

　右腕うでに持った槍やり。その柄えを手の中で後ろに滑らせ、穂ほ先さき近くを短く持つ。

　長ちよう剣けん宜よろしく、しかし右脇わきの下から真まっ直すぐ前に突き込む瞬しゆん間かん。アデーレは見た。

　……三人！

　しかも、武ぶ器きが特とく殊しゆだ。彼らが抱えていたのは、

「楽がつ器き……！」
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　アデーレは思った。

　……音おん響きよう武ぶ装そう!?

　音おん圧あつを面に転化したり、大たい気き震しん動どうの操そう作さを行って攻こう撃げき手段とするものだ。

　特とく徴ちようは、弾だん丸がんなどを使用せず、流りゆう体たい燃ねん料りようを使用すると言う事と、加か護ご関係の作りによっては街や味み方かたに影えい響きようを与えないという事だ。

　実際、武蔵むさしでも一部の演えん奏そう系けい部ぶ活かつがそのような役で登とう録ろくされており、アルマダ海かい戦せんの時など、主に防ぼう御ぎよ系の役で頑がん張ばっている。

　アデーレは、急いだ。

　……危険ですよ！

　音響武装なら、一発吹いたり搔かき鳴らせば、そこで破は壊かい力りよくを発生させる。

　瞬間。敵が動いた。彼らは楽器に付いた柄を振り上げ、

「楽器ハンマー……！」

「物理ですかあ──！」

　アデーレは容よう赦しやなく一いち撃げきを叩たたき込んだ。
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　浅あさ間まは、正純達と共に、ネルトリンゲン正門前の輸ゆ送そう艦かん上にいた。

　今、左右には品しな川がわと浅あさ草くさのロングバウが降り、遠くからの砲ほう撃げきをガードしてくれている。

　東西の視し界かいが妨さまたげられているが、斜めになった甲かん板ぱんから覗のぞけるネルトリンゲンは、円形の巨きよ大だいホールのようだ。

　そこを行く皆。集団から後れていく喜き美みが、こちらに映えい像ぞうを送って来る。

　凄すごいのはトーリだ。

　デートと言うだけあってか、最初彼は己おのれの両手に右手と左手を摑つかんでいた。絵としてみると、随ずい分ぶん自分達は遠くに来てしまった感を得るが、慣れとは恐ろしい。

　だが、両腕うでの方で、何かスイッチが入ったのだろう。右手はそのままに、左手が、右手の肩を摑つかみ、一本の長い腕となると、

「おおおお！　急ぐなあああああ！」

　左手が下で這はい、それに摑まれた右手が彼を引っぱっていく状態で疾しつ走そうが始まった。

　雰ふん囲い気きとしては、元気な犬に引っ張られているように見えるが、問題は、この戦いを閉じたドアや窓から見ていたネルトリンゲンの人々が、

「ひいいいいいいいいい！　腕が……！」

「腕が這ってくるよママ！」

「きゃあああ変な男が地の底よりの腕に引きずられて……！」

　などと戸と締じまりを激しくする。それを見る自分は、

・あさま：『トーリ君が防ぼう犯はんに協力してるという見けん解かいでいいんでしょうか』

・賢姉様：『あらやだ、愚ぐ弟ていったら公共の役にたってるの!?』

・金マル：『キャラ立ってるなあソーチョーとホライゾン』

　と、上の方から影が前に出た。

　魔女テクノヘクセンの二人だ。彼女達は、飛ひ行こう用よう手続きを武蔵むさし側がわに略りやく式しきで済ませながら、

「そろそろ行くわ。長なが岡おか屋や敷しきに先行するから」

　と、彼女達の背後にディフレクター代わりの防ぼう護ご障しよう壁へきが一枚ずつ展開された。

　行くのだ。そして浅間は、街の方から金きん管かん楽がつ器きの響ひびきを聞いた。

「楽器？」

　ナイトの首を傾かしげる動きに、浅あさ間まは頷うなずいた。

「点てん蔵ぞう君と一いつ緒しよに斥せつ候こうやってるアデーレが、何か敵の楽器部ぶ隊たいと激げき突とつしたようですよ」
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　アデーレは、この接せつ敵てきに一つの課か題だいを構えていた。

　……速度を落とさない事です！

　よって攻こう撃げきに駆かけ引きは存在しない。力をぶつけて突き抜ける。それだけだ。

　よく考えたら、奔ほん獣じゆうハンマーがその通りのものなので、自分のとれる戦せん術じゆつって、ガワが違っても同じなんですかねー、とも考える。

　だが、速度は衝しよう突とつを即そく座ざに用意する。

　当たった。

　狙うは敵の金管楽器。装そう甲こう付きのハンマーが振りかぶられた瞬しゆん間かん。そのハンマーの柄え頭がしらへと、アデーレは跳ちよう躍やく付きの一発を突き込んだのだ。

　相手は、武ぶ器きを後ろへと掲かかげたばかりだった。前に振り下ろそうとする力は入っておらず、

「え？」

　楽がつ器きハンマーが手からすっぽ抜け、後ろにいた二人目の顔に激げき突とつした。

　二人目が、打だ撃げきを食らって吹っ飛んだ。

　彼の手から、弦げん楽がつ器きを素そ材ざいとした楽器ハンマーがこぼれ落ちる。

　跳ちよう躍やくして、一人目の横を通り過ぎたアデーレは、二人目の手からこぼれ落ちた楽器ハンマーを見ながら、三人目を視し界かいに捉とらえた。

　三人目が、倒れて行く二人目の陰から、こちらへの攻こう撃げきを放っていた。

　こちらは打だ楽器の楽器ハンマー。左からの横スイングだ。

　対するアデーレは、着ちやく地ちと同時に右後ろへとスピンした。

　右手に短く持っていた槍やりは、先さき程ほどの一いち撃げきで勢いを失っている。

　だから、全身のスピンの先せん端たんとして、柄えを石いし突づき側に持ち替え、

　……バックハンド！

　振り回した石突きがまず後ろに打だ突とつするのは、二人目の零こぼした楽器ハンマーだ。

　強い鉄の音がして、ノックされた二人目の楽器ハンマーが空中から背後へと飛んだ。

　そこに、振り返ろうとする一人目の顔面があった。

　右頰ほおの下から、弦楽器の装そう甲こう部ぶが激げき突とつする。

　だが、アデーレは止まらない。空中のスピンをもって、

　……回って……！

　自分は右回転。

　三人目が放ってくるのは、左からの横振り。当たればライナー線のスイングだ。

　そのスイングに回転を合わせ、

「……と！」

　左の腕下を掠かすったが、かわした。夏服で良かった。冬服だとダブついた袖そでを巻き込まれていたに違いない。

　だが、回かい避ひしたのだ。

　後は回る身の先せん端たん。槍を持ち、バックハンドで振られる右手を連続スナップで加か速そくし、

「……三人目！」

　攻撃を空から振ぶりした三人目の顔面を、横打ちに打撃した。

　敵が吹っ飛ぶ瞬しゆん間かん。アデーレは槍から手を離す。反動の衝しよう撃げきが腕に伝って来ないようにするためだ。

　落ち着いて空中スピンから着地し、その踏み込みを前に行く一歩とする。

　今までの速度を失わないよう、注意して身を前に倒し、

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　宙ちゆうにて、まだ震しん動どうしている槍を、穂ほ先さきに近い位置でホールド。

　そして疾しつ走そうを再開しようとした時だ。

「く……！」

　三人目が、身を揺らしながらも踏みこたえた。

　仕し留とめ損なった。

　攻こう撃げきのスイングが途と中ちゆうだったために、こちらの打だ撃げきを逃がす動きになっていたのだ。
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　……しまった……！

　アデーレは、既すでに前へと身を飛ばしていた。

　対たい処しよが出来ない。

　敵は、打撃に顔をしかめ、ふらつきつつ、しかし、だからこそ力任まかせに身を戻し、

「ヘッドバンキング打法……！」

「何でそんな変な技を習得してるんですか──！」

　だが、走る自分の方へと、力漲みなぎる一発が飛んできた。

　楽がつ器きは打だ楽器。良く見ればコレはボンゴハンマー。

　打たれたらどういう音がするのか非常に興きよう味みが湧わくが、疾しつ走そう中ちゆうに食らえばバランスを崩くずして偉えらい事になる。

　来た。高度は間違いなく尻しりだった。つまり、

「え!?　何!?　ケツバットかよアデーレ！」

　疾走する腕に振り回されつつ、変な人が追い抜いていったが、あれは有りなんだろうか。

　だが、当たるのは流石さすがに避けたい。

・●　画：『ケツバット……、尻に何を突っ込もうって言うのアデーレ。フフフ……』

・金マル：『ガっちゃん！　ガっちゃん！　寝ね不ぶ足そくのせいか高度ズレてる！』

　当たると酷ひどい事になるのが確定した気がした。しかし、

「当たりますよ──！」

　と、叫んだ瞬しゆん間かんだった。いきなり、敵のボンゴハンマーが破は砕さいした。更さらには、打楽器を破は壊かいした一いち撃げきは、そのまま敵の懐ふところに飛び込み、

「……っ！」

　打撃した。

　こちらに向かうのより、数倍の勢いで相手が吹っ飛ぶ。対するアデーレは、打撃に備えて軽く跳ちよう躍やくしていた状態から、

　……え!?　何です今の！

　左上。そこから飛んできて、ハンマーと敵を穿うがったものがあったのだ。

　今、宙ちゆうを回転しながら飛ひ翔しようし、また左上へと戻っていくのは、

「王賜剣一型Ｅｘ．コールブランド！」

　見上げた左の頭ず上じよう。メアリが右手を振っている。
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「危ないところでしたね……」

　メアリは、アデーレがまた加か速そくするのを見ながら、一ひと息いきをついた。

　前方、こちらの屋や根ね上うえ行をエスコートする彼が、手を引いてくれる。屋根の間を飛ぶ時など、少し強めに引っ張られ、それがまた頼もしく感じてしまうから困る。何しろ自分達は斥せつ候こうなのに、花が零こぼれてしまうからだ。

　そして今、空あいた手に王賜剣一型が戻って来るのを見ながら、彼が言った。

「見事なアシストで御ご座ざるよ、メアリ殿どの」

「あ、い、いえ、乱らん暴ぼうな事をしてしまいました」

「いやいや、為なすべき事を見失って御座らぬゆえ。──まずはそれが大だい事じに御座る」

　褒ほめられた。

　赤せき面めんしてしまうが、今回は建たて前まえがあるし、成果も出している。

　彼の方も、斥候の仕事が重なる分、話しやすさを感じているのだろう。気楽な口く調ちようで、

「しかし、王賜剣一型、こちらの思う通りに動いてくれるもので御座るな。……そろそろこういうのも、技名など付けた方がいいので御座ろうか」

「あ、ええと、その、あのですね」

　ふと思った事がある。

　自分の方、既すでに、技を一個持ってしまったのだ。

　……T.　　S2.　　H.点蔵様好き好きホームランなどと、恥はずかしい名を……。

　彼に、いつ伝えたものだろうかと思っていたが、今なら言える気がする。

「あ、あの、点てん蔵ぞう様」

　だが、不ふ意いに彼が動いた。

　失しつ敬けい、という一ひと言ことと共に、彼の手がこちらの腰から王賜剣一型を手に取る。

　そして素早く投じた一発は、下の大通りにて、

「あ、有あり難がとう御座います！」

　アデーレの進しん路ろに出て来た敵を、先に穿うがったのだ。

　……流石さすが点蔵様、判はん断だんが早いのですね。

　ほう、と感心していると、王賜剣エクスカリバーが戻って来た。彼はそれを手に取り、こちらに柄つかを差し出すと、笑えみの音を付けてこう言った。

「自分が投げてもメアリ殿のところへ戻ってくる辺り、差し詰めコレは、技名とするならば、

　──F.　　L2.　　B.二人のラブラブブーメラン、というところで御座ろうか」
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・●　画：『ハアアアア!?　もう一回！　もう一回言ってみてくんない!?』

・あさま：『ああ、うん、メアリと単たん語ご登とう録ろくのためにも、私ももう一回聞いてみたいです』

・十ＺＯ：『げ、限界で御ご座ざるよ！　限界！　というか誰だれで御座るか武蔵むさし内の辞じ書しよ関係にＴ．Ｓ２Ｈ．とか登録したの！　赦ゆるさんで御座るよ!?』

・武　蔵：『何か文もん句くがお有りでしょうか。──以上』

・十ＺＯ：『あ、いや、その……、解説をもっとシンプルにお願い出来ぬで御座るか』
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　まあ、とメアリが言うのを、点てん蔵ぞうは聞いた。

　彼女は、戻って来た王賜剣エクスカリバーと、腰に携たずさえていた一本を抱きしめる。それが躊躇ためらいなく胸に沈むのを記き憶おくに五枚程留めていると、メアリがこう言った。

「点蔵様、……〝二人の〟、ですね」

　今はメアリ優先。他の事は後で考えるで御座ると、そう思った上で、点蔵は言葉を作った。

「そうで御座るよメアリ殿どの。──王賜剣は二本で一つ。今思えば、これはまた、よく出来たものだと、メアリ殿の御両親や精せい霊れい達に感謝で御座るな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷うなずいた。そして彼女は、顔を赤くして俯うつむいたまま、震える手で一本をこちらに差し出し、

「で、ではっ。──ふ、二人で、一いつ緒しよに御仕事ですね」
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・金マル：『入──刀──！』

・あさま：『というか、照れて顔とかまともに見られないのに、勢い付いたらその状態でもラッシュ掛かっちゃう辺り、メアリはやっぱり凄すごいですよね……』

・武蔵野：『〝武蔵むさし〟様、Ｆ．Ｌ２．Ｂ．の登録準備が終了しました。──以上』

・十ＺＯ：『な、何か追い詰められて御座る！　追い詰められて御座るよ！』
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　点蔵は、刃やいばを差し出すメアリの手を摑つかみ、そして引いた。

　手首を揺らし、わざと彼女の身体からだのバランスを崩くずさせると、

「あっ、て、点蔵様……」

　転ばせる訳わけではない。上にちゃんと引いて、身体を持ち上げさせ、

「この方が、よう御座ろう」

　左腕うでを彼女の背と尻しり下したに回し、腕一本で抱え上げる。

　バランスが足りない部分は、彼女の右腕を背に回して貰もらい、

「あ、あの、点てん蔵ぞう様さま、これ……」

「共に仕事で御ご座ざるよ」

　自分の右手と、彼女の左手で、王賜剣エクスカリバーを摑つかむ。そして、

「メアリ殿どの」

「は、はいっ」

「やっと顔の高さが、一いつ緒しよになったで御座るな」

　言うと、メアリが、はっとした顔をこちらに向けた。

　久し振りに彼女の顔を、真まっ直すぐ見た気がする。向こうも同じだろう。

「あ、え、ええと……」

　メアリが言う。すぐに前まえ髪がみで顔を隠かくすようにうつむいてしまうが、

「こ、これから、そう出来るよう、頑がん張ばりますっ……」

「自分も、そうしていこうと頑張るで御座るよ」

「……点蔵様もですか？　だって……」

「バランスを崩くずしてしまったのはメアリ殿で御座る」

　だが、

「バランスを崩させたのは、自分で御座るよ」

　だから、と点蔵はメアリの手を摑む己おのれの右手に力を込めた。

「その傾きを直したり、揺らして楽しむのは、二人の仕事で御座ろう」

「それは──」

「楽しくないで御座るか？」

　問うと、メアリが慌あわてて首を横に振った。

「て、点蔵様、意い地じ悪わるはやめて下さい……。だって、これだけ花が見えるじゃありませんか」

「──綺き麗れいな花に御座るよ」

　抱き上げる腕を己に寄せるようにして、点蔵は屋や根ねの間を飛び越えながら言う。

「もっともっと楽しければ、もっともっと綺麗になるかと、そう思うので御座る」

　言うと、メアリが前髪の間から碧あおの瞳ひとみを見せた。そして、

「Ｊｕｄジヤツジ．……」

　頷うなずき、俯うつむいても、彼女はこちらの肩に顔を寄せ、離れない。

　位置を決めたのだ。
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　点蔵は、ほ、と内ない心しんで、メアリの頷うなずきに安あん堵どした。

　……な、何とか最近の展開、リカバリー始まったで御ご座ざるよ！

　こちらのイケメン状態を保ちながら、意い思し疎そ通つうが出来て有あり難がたい。

　そんな自分の安あん堵どが通じたのか、彼女は小さく吐と息いきして、微笑した。

「何だか少し、落ち着きました」

　……自分もで御座るよ──！

　一番恐れていたのは、顔を合わせられないような状態で帰き宅たくする事だ。日常生活を行うのにコミュニケーション不全は致ち命めい的。メアリもそれが解わかっていたのだろう。

　深く息をつく彼女の手から、不ふ意いに力が抜けた。はっとしたメアリが、慌あわてて頭を起こし、

「す、すみません、気が抜けてしまって」

「あ、いやいや、圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの影えい響きようもあるので御座ろう。それより──」

・貧従士：『あー、イトケンさんとネンジさん達の援えん護ご有りで、大通りは掃そう討とうしてますんで』

・粘着王：『ふむ。トラップ的な仕掛けなら任せておくといい……！』

・いんび：『さあ、皆、先に行くといいよ！』

　心しん底そこすまぬで御座る、と思いながら、ふと点蔵は、音を聞いた。

　西の方。市し壁へきの向こうから、爆ばく砕さい音おんが響ひびいているのだ。

　……巴ともえ御ご前ぜんと、源みなもとの・義よし仲なかが戦せん闘とう中に御座るか……！







[image: 第七十七章『振り返り台の割り込み客』]
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　鬼おに武たけ丸まるは、被ひ弾だんからの初期化を経て、機き能のうを回復していた。

　……全く、やりにくい身体からだだ……！

　何しろ今の身は機き動どう殻かく。五体の感覚はあるが、自ら動かす事が出来ないのだ。

　身体があるのに動かせない。その違い和わ感から、基本、感覚系けいを情報化していなかった。

　だが、それゆえに先さき程ほどの一発で不覚を得た。

　知覚系を、機能だけに留とどめていたため、戦せん場じようでの気け配はいや間ま合あいのようなものが読み取れなくなっていたのだ。空白の時間があっても、戦場では全体が動いている。航こう空くう艦かんの移動など、空気感から読めるものだったろうに。

　今、視し界かいはただただ暗い。それに、

・鬼武丸：『おい、小こ娘むすめ……！』

　島しま・左さ近こん、と名乗るこの女の身体が、無ぶ事じなのかどうかが解わからない。

　何しろ、不慣れな者同士、加か護ご関係などの同どう調ちようが出来ていない。ゆえに彼女の状況を、こちらは把は握あく出来ていないのだ。

　己おのれは無ぶ事じだ。被弾はどうやら直ちよく撃げきではなかったらしく、破は損そんは無い。

　衝しよう撃げき波はで吹っ飛んだようだが、砲ほう弾だんの破は片へんや衝撃など、人体への影えい響きようこそ多い筈はずだ。

　現状から推すい測そく出来る彼女、島・左近の被ひ害がいは、深しん刻こくだ。

　特にこの小娘は手て脚あしが長い。

　衝撃は四し肢しに伝でん播ぱするが、その末まつ端たんでかなり大きく破は裂れつした筈だ。

・鬼武丸：『おい……！』

「あ、は、はいっ」

　視界が揺れた。視し覚かく素そ子しに被かぶっていたものがこぼれ落ち、土つち塊くれだったと解わかる。そして見えたのは草くさ群むらから見上げる空。

「あいたたたた……」

　つ、と引き攣つったような息をして、小娘が上じよう半身を起こす。

・鬼武丸：『身体は？』

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．、大だい丈じよう夫ぶですよう」

　本当か？　と鬼武丸は吐と息いきした。

・鬼武丸：『だとしたら随ずい分ぶんと運が良い。立てるか？　だったら復帰しろ』

「────」

　一いつ瞬しゆん。小娘が息を詰めた。そんな風ふうに鬼武丸は感じた。そして不ふ意いに、視界に手が見えた。色白の、綺き麗れいと言っていい手だ。だがその持ち主は、この身体の筈で、

・鬼武丸：『おい、手てつ甲こうは？』

「ああ、ええと、──吹っ飛んでしまったんですよう、多分」

・鬼武丸：『仕方ないヤツだな……。大おお刀がたなはあるな？　無くても私の方で術じゆつ式しきを展開するから、それで戦え。いいな？』

　あ、はい、と、手を幾いく度どか握りながら、身体からだが起き上がる。

　すると音が来た。

　空からは砲ほう撃げきの響ひびき。大だい地ちからは銃じゆう撃げきの連続と、

「うわ」

　遠くの正面で、火ひ花ばなが散っていた。

・鬼武丸：『義よし仲なかか……』

「巴ともえ御ご前ぜんですよう」

　どっちもだ、と呟つぶやく鬼おに武たけ丸まるは、自分の持ち主が前に出るのを知覚する。

「ええと、私達は──」

・鬼武丸：『義仲が巴御前に対応している。──こちらはヤツの地上部ぶ隊たいに攻こう撃げきを仕掛けるのが得策だ。北。追つい撃げきする機き動どう殻かく部隊と合ごう流りゆうをする。──行け！』
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　巴御前は、西の森の中から長身の機動殻が出て来たのを視覚に入れた。

　……頼より朝ともが出て来たか……！

　だが、怪け訝げんな感覚を巴御前は心に得た。長身の機動殻の装そう着ちやく者しや、島しま・左さ近こんについて、だ。

　戦せん闘とう中の視し界かい、端はしにて確かく認にん出来る彼女の姿すがたは、

「……無む傷きずか？」

　インナースーツの袖そで部分や腹が千ち切ぎれ、肌はだが露ろ出しゆつしているが、無む傷きずだ。

　砲ほう弾だんは直ちよく撃げきだった筈はずだ。

　それも、軽けい戦せん艦かんの準じゆん対たい艦かん砲ほう。人間が食らえば、ただでは済まない。

　とはいえ、機動殻が自じ律りつ式しきだったら話は別だ。インパクトの瞬しゆん間かんに機動殻が装そう甲こうを動作し、衝しよう撃げきを逃のがし、誘ゆう導どう術じゆつ式しきの接点キャンセリングを行えば、大たい破はしても装着は残る筈はずだ。

　だから、機動殻については、当たり方によっては全ぜん壊かい出来ないだろうと思っていた。

　だが見たところ、

　……機動殻も無傷か？

　思いつくのは、やはり機動殻の動作によって回かい避ひが為なされたと言う事だ。機動殻側で弾だん頭とうを逸そらしたものの、至し近きんに着ちやく弾だん。衝撃波でスーツ類が破けた、と。

　その考えが、最も的てき確かくであるように巴御前は思う。それに、

「……と！」

　正面。こちらの相手が動いている。

　……余よ所そに気を割さいている余よ裕ゆうは無いようだ……！

　光が走った。

　対する巴ともえ御ご前ぜんは、その一いつ閃せんを見み逃のがさなかった。彼女は勢いよく、地面を右のハンマーで打だ撃げきしたのだ。

　轟ごう音おん一発。土つち塊くれを空に跳ね上げ、力は正面に現げん出しゆつした。

　聖せい譜ふ写しや本ほんだ。流りゆう体たいで出来た壁が、光を直ちよく撃げきされ、一ひと呼吸の後で、

「保もたぬか」

　爆ばく散さんする。朝の野原に流体の光が散る。

「さて」

　ハンマーを地面から抜く動きで、義よし仲なかの一いつ刀とうを回かい避ひ。巴御前はそのまま鉄てつ槌ついを振りかぶり、

「午前七時まで、あと十分。五百年の愚ぐ痴ちには足りぬ時間だな！」
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　巴御前は、身しん体たい強化の術じゆつ式しきを身に入れた。

　改派術式は聖なる術式だ。正直、霊れい体たいとなった身体からだには少し堪こたえる部分もある。ゆえに精せい霊れい顕けん現げん用の霊体保持術式を掛けた上で、負ふ担たんのある術式を上掛けしていく。

　これによって、血けつ肉にくある者達と同様の強化が可能となるが、一つの問題が生じる。

　身体が重くなるのだ。

　霊体は情報体たいなのだ。術式という情報を負ふ荷かすれば重量が上がる。

　その重さを解除するには、やはり強化や加か護ごしかない。

　だが、それらを掛けるには負ふ担たんがあり──、

　……とやっていると、堂どう々どう巡めぐりではあるな……！

　ほどよいバランスが大だい事じ。そして何よりも、不必要な強化は要いらないという事だ。

　敵の速度を上回り、敵の装そう甲こうを砕くだければいい。あとは経験で戦える。

「そうとも」

　この相手の事は、よく知っているのだ。

　何しろ、自分の人生の初期において、己おのれは、この相手との訓くん練れんで戦せん闘とうを学んだ。

「そして私の方が勝しよう率りつ高かったままだというのを憶おぼえているか！　義よし仲なか！」

　相手は答えない。

　だが、応こたえがある。

　この敵の動き。腕の振りや足あし捌さばきは、正確には、自分の記き憶おくにある義仲のものではない。

　付ふ与よされた霊体に、記憶の残念がほとんど残っていないのだろう。

　だが、そこは彼の骨こつ格かくがあり、的てき確かくな位置に設置された人じん工こう筋きん肉にくや腱けんがある。

　骨格を有する動物の動作範囲とは、骨と、筋肉の伸しん縮しゆく率りつによる。

　そして機き動どう殻かくの動作管かん理り系けいは、動きを重ねるごとに、的てき確かくを学び、最短距離の動作とバランスを憶おぼえていく。

　戦せん闘とうの得え手てとは、己おのれの身体からだの動作範はん囲いと力を理解し、的確に動ける者だ。

　義よし仲なかはそうだった。

　対し、この機き動どう殻かくも同じだ。こちらとの戦闘の中で、フレームである義仲の骨こつ格かくが求める的確を理解し、最適化を行っていく。

　それは源みなもとの・義仲が可能な動きの再さい現げんだ。

　だがやはり、幾いくつかの部分で、最適の判はん断だんが違う事がある。

　……私が送るこの攻こう撃げき。

　横振りの一発に対し、義仲は身をくねらせて下がる癖くせがあった。

　だがこの相手は、真まっ直すぐに下がる。

　当時の義仲は、その癖が上う手まく働いていたのだろう。こちらの攻撃を避けていた。

　しかし、この機動殻は当たる。

　成なる程ほどな、と思ったのは、義仲の骨格だ。当時は当然見えていなかったが、今、この状態ならば露あらわな全身骨格が確かく認にん出来る。

　骨のフレームには、一部、変形や欠けつ損そんがあった。

　鬼おに型がたの魔ま神じん族ぞく。魔神系は個こ体たい差があり、親族であっても奇き形けい化かで別物となる事がある。義仲も、整った身体かと思えば、意い外がいに左右非ひ対たい称しようの箇か所しよがあった。

「これが当時、見えていたならばな……」

　もうちょっとぶん殴なぐってやれたと思うのだが。

　だが、正直、少々困っている部分も自分の中にある。

　何しろ、己おのれの戦い方が、この相手には嚙かみ合うのだ。

　ただ嚙むだけではない。かなり足りない部分もあるのだが、変に馴な染じむ。

　……困った話だ。

　自分の人生。義仲や伊い子こ達と過ごした期間よりも、その後から今までの方が遙かに長い。

　義仲と伊子達と過ごしたのなど、たかだが三十……、二十ちょっととしておこうか。そのくらいの可愛かわいげは必要だ。

　だが、それ以上の時間を共に過ごした者達が、以後の人生を彩いろどっているのだ。

　しかし、と巴ともえ御ご前ぜんは思う。

　自分の戦い方は、義仲を相手に作られたのだ。

　以後の者達との関わりで、時代に合った戦せん術じゆつや武ぶ装そう、戦い方などを自分の中に仕入れたものだが、やはり発はつ想そうや動作の基き礎そは、己の始まりにこそある。

　一番最初に学んだものは、スタートとして特別視され、自分の記き憶おくに刻まれるのだ。

　……本などと同じだな。

　懐なつかしい。

　そしてふと、巴ともえ御ご前ぜんは思う。今、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よって行われている歴史再さい現げんというシステム。これもまた、同じなのかもしれない、と。

　スタート。つまり何もかもに対し、一回しか無いもの。

　それを今、自分は、最新の技術と最新の己おのれをもって、また触れている。

　世界も同じか。

　だが、と巴御前はハンマーを振るい、鉄をぶつけ合いながら言う。

「足りないものがあるぞ」

　……そうとも。

　巴御前は呟つぶやく。朝の野において、草くさ群むらを足先の無い足あし捌さばきで渡り、身を回しながら呟く。

「何な故ぜ、今いま頃ごろ出て来た。──伊い子こは、ここにいないのだぞ」
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　巴御前は、前に出る。

　押す。ハンマーの柄えを手の中で小こ刻きざみに滑らせ、打だ撃げき位置と速度を変えていく。

　……全く。

　当時は、こんな武ぶ器きを使用していなかった。

　棍こん棒ぼうだった。木ぼく刀とうを作ったつもりだったが、何なに分ぶん荒あら削けずりで長く、義よし仲なかが笑ったのでぶん殴なぐったら良い効果があったから、訓くん練れん用にはそれを用いたのだ。

　あんまり今と変わっていないか。だが、

「古いぞ、義仲。今、貴き様さまがいるのは、ここではないだろう」

　解わかっている。

　義仲とて、眠っていたのだ。それを起こされ、機き動どう殻かくの部品として使われている。

　人の魂たましいを戦争の道具として使う是ぜ非ひについて、巴御前は語る口を持っていない。それを言ったら、術じゆつ式しきなどは聖せい人じんや神と直結しているし、霊れい的てきなものの付ふ与よや加か護ごという考え方を見直す事になる。

　霊の人じん権けんというならば、

　……多くの場合、了りよう承しよう契けい約やくや、金を払っているのだな。

　今よりも良い眠りを得たり、良い成じよう仏ぶつ、昇しよう華かを得るためだ。

　記き憶おくも残っていないとするならば、義仲の霊れい体たいは単なる雑ざつ霊れいのようなものだったろう。ここでもう一度義仲と定義されれば、義仲として正式な眠りにつけるのかもしれない。

　何しろ、義仲は討うち取られた後に首を奪うばわれた。

　首くび塚づかはある。

　今の骨こつ格かくは、それらを掘り出し、復元したものだろう。

　頼より朝ともも含め、その復ふつ活かつを仕組んだのは、P. A. Odaの連れん中ちゆうだ。北ほう条じようを管かん理りしていた丹に羽わ、京きよう都とを押さえている明あけ智ち、死者復活の術じゆつを修めている前まえ田だ。この辺りの手引きの筈はずだ。

　そうやって復活させられた義よし仲なかだが、首くび塚づかがある通り、今の世の扱いは逆ぎやく賊ぞくだ。

　顧かえりみられるところのない存在。

　そのように正しく扱われていない霊れい体たいは、祟たたるのが常だ。

　しかし、と巴ともえ御ご前ぜんは心の中で呟つぶやいた。

　……お前、祟らなかったなあ。

　真ま面じ目め過ぎるだろう。

　私のように、とは言わないが、もう少し我わが儘ままにやってみたら良かったのだ。

　死んだら、たとえば関かん白ぱく達や、内だい裏りを恨うらんでみるとか、してみれば良かったのだ。

　お前だけではない。伊い子こも、だ。

　病で倒れ、死んだと言って、しかしお前の歴史再さい現げんが途と中ちゆうだったからと、二代目が出来た。

　お前の事など、誰だれも憶おぼえていない。否いな、お前の事を〝お前〟として持ち出したら、それは齟そ齬ごになるのだから仕方ない。

　だからと言って、適当に作られた小さい墓ぼ所しよで、何で綺き麗れいに眠り、去っている。

　恨むべきだろう、お前達。

　義仲が伊子の処ところに出てやれぬのは、あれか、伊子が残念無く、去ってしまっているからか。

　だったら私の処に出て来なかったのは、何な故ぜだ。

　別れ際ぎわ。私はちゃんと言葉を伝えていたのか。

「どうなのだね」

　解わからない。答えは無い。だが、応こたえはある。

　打てば、響ひびく。鉄の武ぶ器きだ。当然の結果が返るのだ。しかし、

「答えろ」

　巴御前は問う。

「何故」

　問い掛ける。

「何故お前達は、私を恨まなかったのだ」

　恨み、残るべきが去り、そして眠り。

　恨み無く去るべきが、残念によって残ってしまった。

　それもまあいいと納なつ得とくし、時代に合わせ、自分の今を作っていったというのに、

「何故今、ここにいる……！」
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　巴御前は踏み込んだ。

　右のハンマーを短く持ち、肩に付けるように構える。そして左手のハンマーは、前に槍やりのように突き出し、

「……っ」

　左で迎げい撃げきするのは、大おお刀がたなを振るう義よし仲なかの右腕うでだ。

　振り下ろしに対し、脇わきから挟んで突き込む聖せい譜ふハンマーは、正確にその肘ひじを打った。

　衝しよう撃げきが来る。

　だがそんなのは前ぜん提ていの内だ。大だい事じなのは右腕。コンパクトに構えた右のハンマーで、

「逆腕……！」

　大刀を止められると解わかった瞬しゆん間かんに、義仲が逆の左腕を振るっていた。

　こちらに対しての牽けん制せい。もしくは捉とらえるためだ。

　そこに自分は右の一発を叩たたき込む。

　当たった。

　義仲の手てつ甲こうの内側。手の平ひらを正確にハンマーが穿うがつ。

　快音が響ひびき、反動で右手のハンマーが後ろへと弾はじき戻される。だが、それは義仲も同じだ。

　お互いの身体からだが仰のけ反ぞった瞬しゆん間かん。

『……！』

　義仲の顔が、反った身体の上でこちらに向いていた。

　口が開き、咆ほう吼こうが放たれる。

　光だ。閃せん光こうが一いつ直線にこちらを狙ねらう。しかし、

「古いぞ、義仲」

　巴ともえ御ご前ぜんは、仰け反った身体に逆さからわなかった。右手のハンマーを、肩越しに後ろへ回し、

「今の私は改派プロテスタントの長なのだ」

　地面を打だ撃げきした直後。発光を放つ直前の義仲の眼前に、聖せい譜ふ写しや本ほんの壁が屹きつ立りつした。

　至し近きん距離と言うよりも、零ゼロ距離の位置だ。

「まずは誘ゆう爆ばくしろ、義仲」

　直後。流りゆう体たい光こうの爆ばく砕さいが発生した。
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　うっわ、と左さ近こんは、もはや南の方で生じた爆ばく発はつを見て声を作った。

　こちらは自分の大刀を持ち、敵の方へと疾しつ走そうしていく途と中ちゆうだ。

　速いのか、遅いのか、自分ではよく解らない。ただ向こう、斜め構えのM. H. R. R.神聖ローマ帝国突とつ撃げき隊たいが、通つう神しんで声を送ってくる。

『そっち、御お願ねがいします！』

『こちらは側面から狙ねらいますから、角の方を崩くずして頂いただければ……！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じて身を低くすれば、速度は上がる。

　訓くん練れんの通りだ。機き動どう殻かくの補ほ助じよも、訓練通りに利いている。

　あとは、北へと下がりながら撃うってくる敵に対し、

・鬼武丸：『私が防ぼう御ぎよを担たん当とうする！　貴き様さまは前に突っ込め！』

「あ、はいっ、そうしてますですよう！」

　ただ、そうやって突とつ撃げきを掛け、速度を上げる中で、後ろが気になった。

　巴ともえ御ご前ぜんと戦う、機動殻の人だ。

　自分が剝はがして壊こわした変な大きい本。あれと同じ物が、何かレトロなゲームのトラップみたいに地面から生はえ、やはり大きい機動殻の人に当たった。そんなように見えた。

　違った。

　顔がん面めん寸すん前ぜんの位置で、それは生えただけだ。

　当たっていない。しかし本は咆ほう吼こうを浴び、一ひと呼吸の後に爆ばく散さんし、

「うっわ」

　誘ゆう爆ばくが連続発生した。本が咆吼の力を全て発現し、爆ばく発はつしたのだ。

　その勢いは、当然、機動殻の大きい人に叩たたきつけられ、

「いたたたた──。痛いですよう、あれ」

　と、呟つぶやいた時。左さ近こんはそれに気付いた。視覚の中、背後の空に警けい告こくを示す表示枠が出たのだ。

　……これは──。

「砲ほう撃げきです？」

・鬼武丸：『前を見んかあ──！』

「いえ、でも、だって」

　砲弾は、明らかに自分達の仲間の隊を狙ねらっている。だから、

「皆が……！　気付いてないですよう！」

・鬼武丸：『そんなのは解っている！』

　鬼おに武たけ丸まるが叫んだ。

・鬼武丸：『他の連れん中ちゆうに被ひ害がいが出ようと、そんなのは前ぜん提ていの事だ！　我々は襲しゆう名めい者しやとして出来る事を優先としろ！』

　言われた瞬しゆん間かん。背後からの警告が一ひと際きわ高くなった。

　砲ほう弾だんの飛ひ来らい警けい報ほう。それを耳にした時、左近は自分の手を見た。

　大きくはない。背せ丈たけなどあっても自分の手足や顔は人並みなのだ。だが、白い肌はだの手を見て、左近は決めた。

「鬼武丸さん、──すみませんです」

・鬼武丸：『貴様……！』

　言葉は最後まで聞けなかった。一いつ瞬しゆんで左近は身を振り、宙ちゆうで身を捻ひねり、

　……痛いですよコレ……！

　砲ほう弾だんの直ちよく撃げきを食らった。
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　激げき音おんが響ひびいたのを、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の突とつ撃げき隊たいは知った。

　背後。それまで自分達と併へい走そうして敵てき陣じんに突っ込む筈はずだった左さ近こんが、地面に激げき突とつしている。

「左近様!?」

　何が起きたかは解わかる。

　背後からの砲弾に気付いた左近が、身を挺ていして自分達を守ったのだ。

　誰だれもが、その被ひ弾だんに息を詰めた。

　先さき程ほども一いち撃げきを受けていた左近だ。彼女が砲弾の飛来に気付いたのは、単たん独どくでこちらに追いつく流れ故ゆえだろう。集団で行く皆は、追つい撃げきする反はん皇こう帝てい派はの部ぶ隊たいに気をとられ、今になってようやく後こう陣じんの者達が、砲弾の飛来反応に気付いている。

　彼女が庇かばわねば、後ろの連れん中ちゆうが砲ほう撃げきを食らっていた。

　自分達は無ぶ事じだ。だがそれは、左近が無事ではないという事でもある。

　激突と、金きん属ぞくの折れる音が幾いくつも幾つも自分達の体に響く。

「くそ……！」

　隊たい列れつの背後。防ぼう護ご障しよう壁へきを空に掲かかげようとしていた数人が、声を搾しぼった。

「俺おれ達たちに、構わなくていいのに……！」

　左近の全身は、爆ばく風ふうでめくれ上がった地面に倒れ、

「左近様……！」

　動かない。五体が無事であったかどうかも、ここからは解らない。彼らはしかし、

「……っ！」

　左近に一度頭を下げ、前を向いた。

「行くぞ！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じ、彼らは前に身を跳ばした。

「守られた分、──稼かせぐぞ、野や郎ろう共ども！」

　叫びに応じるように、彼らの背後、南の野原で流りゆう体たい光こうが散った。

　駒こま王おう丸まるの閃せん光こう爆ばく砕さいを受けた聖せい譜ふ写しや本ほんが、完全に破は砕さいしたのだ
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　巴ともえ御ご前ぜんは、それを見ていた。

　聖譜写本の壁を利用した咆ほう吼こうの誘ゆう爆ばく。

　タイミング的に、今の一撃はベストだった筈はずだ。

　出来れば本を下から直ちよく撃げきさせたかったが、それはこちらに咆ほう吼こうの一いつ閃せんが届く事になる。だからこその誘ゆう爆ばく狙ねらいだが、

「義よし仲なか……！」

　巨きよ軀くの機き動どう殻かくが、流りゆう体たい光こうの爆ばく煙えんの向こうに見えていた。

　無む傷きずではない。装そう甲こうのいくらかを砕くだき、人じん工こう筋きん肉にくの束たばも表ひよう出しゆつ部ぶでは何本かを切断した。

　だが、動けている。

　……いい勘かんだ。

　機動殻の制御情報プログラムだろうか。それとも霊れい体たいの記き憶おくだろうか。

　義仲は、咄とつ嗟さの判はん断だんで右腕うでを用いたのだ。

　こちらが突き込み、封じた右腕。それをハンマーに押しつけ、

　……やるものだ。

　強ごう引いんに、ハンマーを下に押し込まれた。

　ハンマーは杖つえのように義仲の右腕を下から支え、彼はその腕を利用し、身体からだを押した。

　動けたのはたったの一歩だ。

　だが誘爆は、至し近きんという距離から、単なる近距離のものとなる。

　爆ばく砕さいは当たったが、直撃では無い。その上で、

『……！』

　二発目の咆吼が来た。

　こちらは右のハンマーを後ろ手に地面へと叩たたき込んだ姿勢。

　すぐに立つ事は出来ない。だが、

「馬ば鹿かか君は」

　巴ともえ御ご前ぜんは呟つぶやいた。

「〝まずは誘爆しろ〟と私は言ったのだぞ、義仲」

　そして巴御前は動いた。右後ろのハンマーに身体を引かせるようにして、右足を後ろにスライド。右膝ひざを縮めて、前に出る勢いを蓄ちく積せきしながら、

「おお……！」

　左腕を、強ごう引いんに眼前に引いた。

　引き戻す左手の先。そこにあるのは、

「君、右腕を離した意味、解わかっているか……！」

　左のハンマーだ。

　杖つえのように押さえ込まれたハンマーが、立った姿すがたで引き戻される。それは自分と彼の間に、打だ撃げき部を翳かざす事になり、

『────』

　咆吼の一いつ閃せんが、ハンマーの打撃部に命めい中ちゆうした。

　即そく座ざに、照しよう射しや部ぶに爆ばく砕さいが来る。その瞬しゆん間かん。

「次も爆砕しろ、義よし仲なか」

　巴ともえ御ご前ぜんは、右足に溜ためた力を前に瞬しゆん発ぱつさせた。

　前方に身を振り、左のハンマーを義仲に叩たたき込む。

　ハンマーが食らう爆砕を、そのまま打だ撃げきとして、相手に打ち込むのだ。

　行った。

　押し込むように、誘ゆう爆ばくを義仲に送る。

　当たる。

　だが、その瞬しゆん間かんだった。義仲がある動きをとった。それは、

「……あ」

　昔に、幾いく度どか見た動作。回かい避ひで下がる際、身をくねらせる動きだ。

　その、癖くせとも、仕し草ぐさともいえるものを確かく認にんした瞬しゆん間かん。

　……しまった。

　大だい事じな一いつ瞬しゆんで、気をとられた。
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　巴御前は、遅れを悟さとった。

　全力で叩き込み、当たる筈はずの一発だった。誘爆はこちらにも被ひ害がいを与えるが、確実に義仲を倒せるならば上等と、そんな事も思っていたのだ。

　だが、懐かい古こが隙すきを作った。

　今まで見る事が出来なかった、目の前の機き動どう殻かくを義仲とは思えぬ理由の一つ。それが不ふ意いに、目の前に見えてしまったのだ。

　記き憶おくがあるのか。それとも、単に骨こつ格かくに適した動作に制御情報プログラムが追いついただけなのか。

　解わかりはしない。

　しかし、そこに懐なつかしいものを見た自分は、手を緩ゆるめてしまった。

　驚いたのは、それが突然であった事と、

　……もはや、無いものと……。

　この敵は操あやつられた機動殻で、義仲そのものではないと、そう思いたかったの。

　だが、〝義仲〟を見せられ、戸と惑まどった。

　だから、来た。

　義仲が下がりながら、後ろに行く胴どう体たいの反動を利用し、右腕うでを叩きつけてきた。

　大おお刀がたなだ。

　こちらの手元にある誘爆の塊かたまりは、距離を空あけられた。

　代わりというように、左から斜め打ちの大刀が来る。

　義よし仲なかとしても、爆ばく砕さいを完全回かい避ひ出来る訳わけではない。近距離で食らう事を覚かく悟ごした一いち撃げきだ。

「く……」

　巴ともえ御ご前ぜんは、左手の中のハンマーを、義仲の大た刀ちに向けて押し込んだ。

　己おのれは反動で吹っ飛ばされるが、一応の回かい避ひにはなるだろう。

　爆ばく発はつの後、負ふ傷しよう度どではどちらが上か。それよりも、

　……間に合い給たまえ……。

　しかし、遅い。

　隙すきが生まれたものと、不ふ断だんの対たい抗こうを重ねたものの差だ。義仲の刃やいばがこちらに向かい、

『──あら？』

　いきなり巴御前は、左から顔面に横よこ蹴げりを食らって吹っ飛んだ。
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　……何してますの──!?

　市し壁へきを越え、草くさ群むらを疾しつ走そうするミトツダイラは、不ふ転てん百足むかでが巴御前を蹴けり飛ばすのを見た。

　成なる実みとしては、巴御前を援えん護ごするつもりだったろう。

　だから市壁を越えて、滑かつ空くう状態から飛び込んだのだが、

・不退転：『……まさかいきなり、ハンマー立てて、身を寄せるとは……。ねえ』

・ウキー：『一応聞いておくが、巴御前がそうしなければ、どうするつもりだったのだ』

・不退転：『あの変な閃せん光こうを脚あしで受けるつもりだったわ。脚は交換利きくし』

・●　画：『何か以前、マクデブルクで巴御前を蹴り飛ばしたのがいたわねえ……』

・蜻蛉切：『あれは蹴り飛ばしたのでは御ご座ざらん。ブレーキを掛けようとしたところに顔があったので御座る。セーフで御座るな』

・約全員：『セーフじゃねえよ！』

　うちは地味に改派プロテスタントに喧けん嘩かを売ってないだろうか。だが、

「……と」

　爆発が、多重連れん鎖さで生じた。

　西に通り過ぎた成実の背後。義仲の正面でハンマーが誘爆したのだ。

　鉄のフレームが宙ちゆうに飛び、しかし敵は反応していた。

　爆発の反動で振り込んでいた刃やいばを戻し、

『……！』

　横よこ薙なぎの閃光を、成実に向けて放ったのだ。

　成実が回かい避ひした一いつ瞬しゆんの後、爆発が射しや線せん上じようを走るのをミトツダイラは見て、

　……向こうは、成実に任せた方がいいですわね。

　自分が行くのは北側。長なが岡おか屋や敷しきの方に向かいつつ、防ぼう御ぎよ陣じん形けいで下がる巴御前の隊たいと、それを斜め構えに追っていく敵の突とつ撃げき部ぶ隊たいがいる。

　敵は、射しや撃げきを送りながら、時とき折おりに、突とつ撃げき役が疾しつ走そうする。

　激げき突とつ音が響ひびくたびに、巴ともえ御ご前ぜんの隊が崩くずれていく。その削けずれ方を見ていると、

「……このままだと、少々危険ですのよ？」

　ペース的に見て、長なが岡おか屋や敷しきに至るまでに、敵の突撃隊は巴御前の部隊を大きく削けずるだろう。

　止めねばならない。だからミトツダイラは、王おうの援えん護ごとして、

「巴御前の隊を守るのが、私の役やく目めとなりますのね……！」

　疾走した。敵の隊たい列れつの背後から襲おそいかかるように、

「行きますわよ……！」

　両の手と、二本の銀ぎん鎖さにミトツダイラは刃やいばを引き抜いた。成なる実みから受け取った顎あご剣けんだ。

　四本の牙きばを持ち、予備を腰に提さげ、狼おおかみは敵への追つい撃げきを敢かん行こうした。

　気になるのは背後。源みなもとの・義よし仲なかと相あい対たいする仲間の事だ。だが、彼女は伊だ達て家け副ふく長ちよう。セメント加か減げんでは昔からの付き合いある皆に劣っている部分は無い。ならば、

「そちらは任せますわよ、成実……！」
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　成実は、既すでに戦せん闘とうを開始していた。

　相手は源・義仲だ。

　こちらは疲ひ弊へいした巴御前を市し壁へき側に下がらせての相対だが、

　……随ずい分ぶんと、動きの細こまかい相手ね。

　巨きよ軀くかと思えば、バランス制せい御ぎよや足あし捌さばきの面で意い外がいに綿めん密みつだ。

　自分よりも小さい相手に対たい抗こうする技が出来ている、という事だろうか。

　大おお味あじな相手と捉とらえる事は出来ないわね、と成実は敵を判はん断だんした。対応するため、こちらも右足を先に立てた半はん身みで、相手の動きを牽けん制せいしながら攻こう撃げきに踏み込んでいく。

・午前様：『おい！　大だい丈じよう夫ぶなのかね!?　突然の乱らん入にゆうなどしおって……！』

・不退転：『あのタイミングで死ななかったという理由と、武ぶ器きを一本無くして勝てるという理り屈くつを、ここで説明出来るかしら』

・午前様：『説明出来たらどうする気かね？』

・不退転：『そう、と言ってあげるわ』

　今の彼女には無む理りな相手だ。

　先さき程ほどの巴御前を見ていて解わかり、そして今、この敵と対応して実感出来たが、

　……二刀とうで、ようやく追いつけるわね。

　とにかく攻撃の回転が速い敵だ。

　大た刀ちゆえ大振りになるかと思えば、攻撃に合わせて体たい捌さばきを行い。同じ処ところに身を置かない。その上で、武ぶ器きを持つ手をスイッチして左右の連れん撃げきとも言える高速斬ざん撃げきを繰り出して来るし、

「……咆ほう吼こう！」

　光の一発が、薙なぎ払はらいで飛んでくる。

　左足を後ろに引き、バックターンからの回かい避ひ。

　かわした。

　面めん倒どうなのは、この光が時間差の爆ばく発はつを生む事だ。これによって、避けるだけではなく、タイムラグをおいた後付けの攻こう撃げき余よ波はも考こう慮りよに入れなければいけなくなる。

　これらの複合攻撃が、一人の存在の中に詰まっているから面倒だ。

　隙すき間まが無い、というのが戦せん闘とうをしていて得るイメージだった。

　……どこかに入り込む隙を作らないといけないわね。

　方法は二つある。

　一つは、機き動どう力りよくを高めて敵の攻撃を回り込み続け、空から振ぶりに介かい入にゆうする事だ。

　もう一つは、こちらの手て数かずを増やし、敵の攻撃を差し止め、そこに介入する事だ。

　成なる実みは後者を選んだ。右の剣を前に立て、牽けん制せいしながら行く。だが、

　……速いわね。

　片手武器のスイッチと体たい捌さばききには、こちらも両手の顎あご剣けんで対する事が出来る。

　しかし、そこに咆吼の砲ほう撃げきが来ると、こちらが逆に介入される。

　敵には、手数が三つあるのだ。

　巴ともえ御ご前ぜんが戦えていたのは、この相手をよく知っていたという部分が大きいのだろう。

　納なつ得とくだわ、と成実は思った。だから、

・不退転：『巴御前。ちょっといいかしら』

・午前様：『何かね？　義よし仲なかの攻め処どころでも知りたいのかね』

　違うわ、と成実は告げた。続ける言葉は、

・不退転：『──顎剣一本あげるから、私と代わらない？』
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・金マル：『発はつ想そうの転換？』

・ウキー：『見事だ成実……。戦闘まで面倒かどうかで判はん断だん出来るとは』

・貧従士：『あの、掃そう除じとか片付けじゃないんですから……』
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「──私は剣けん使つかいではない。代だい理り案、君が始し末まつをつけられなくなったら考えよう」

　巴御前は、そう告げながら、息をついた。

　正直、疲ひ労ろうが大きい。霊れい体たい故ゆえに肉体的疲労の感覚は薄いが、情報体たいとしての霊体を支える感情や意い思しが随ずい分ぶんと疲れた。一ひと息いきを入れて解わかる事だが、

　……これは、少々、動けんな。

　自分に甘くなったものだ、と思いながら、巴ともえ御ご前ぜんは成なる実みと義よし仲なかの戦せん闘とうを見る。

　伊だ達て・成実。伊達家け副ふく長ちようの戦闘を目の前で見るのは初めてだ。自分のいるM. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りようからは、上越露西亜スヴイエート・ルーシやP. A. Odaを挟んだ伊達家の事はよく解らない。

　だが、機き動どう殻かくを使用しての戦闘は、興きよう味み深い。

　高速で、リーチの長い者同士の戦闘。自分の時とは、多くの部分が違う戦闘だ。

　今も、右の剣から跳とび込んでいく成実に対し、

　……義仲が対応を変えるか。

　機き動どう殻かくの制御情報プログラムが対応をしているのだろうか。自分の時よりも動きが大振りだが、機動殻相手として見たら、丁ちよう度どといえる動作で攻こう撃げきと体たい捌さばきを行っている。

　戦い方の素早い寸すん法ぽう変へん更こうに、巴御前は興味を持つ。

　巴御前が気になっているのは、現在の義仲の自じ我が状況だ。

　霊体は記き憶おくを持つ者も、持たない者もいる。

　M. H. R. R. の前まえ田だ・利とし家いえが金で召しよう喚かんする霊体は、その金が無ければ成じよう仏ぶつ出来ない程の雑ざつ霊れいで、これは記憶などほぼ皆かい無むだ。

　同じように、雑霊が物体に宿り、その物体が持つ記憶の〝型〟から、そのもののように振る舞う事もある。自じ動どう人形の魂たましいの多くはこれで、付つく喪も神がみの多くもこのパターンだ。

　自動人形の場合、大量生産や品質安定のため、先にボディに合わせた魂の〝型〟を用意する。それを地ち脈みやくに晒さらし、魂となるものを凝ぎよう縮しゆくしたり、または既き存ぞんの魂そのものを詰めたりもする。

　遺い品ひんや遺い骨こつにその者の魂が宿る事があり、それを〝核かく〟として利用する場合もあるのだが、

「どうだ？」

　義仲の場合、どういったパターンで、どれだけの意識や記憶が残っているのか。

　先さき程ほどの挙きよ動どうや、身動きなど、骨こつ格かくからの最適動作として捉とらえるには難しい部分があるとも思うが、

　……私の感情含みで見ているから、自分の意い見けんが一番信用出来ぬなあ……。

・午前様：『伊達家副長。一つ聞きたい』

・不退転：『何かしら。今、忙いそがしいの』

・午前様：『その相手、意識や感情があると思うかね？』

　問い掛けに、声が即そく座ざに返って来た。

・不退転：『──私の答えを聞いた後、自分がどうしたいかを考えてるかしら』

　言われ、巴ともえ御ご前ぜんは動きを止めた。ややあってから、自分の頭を横から軽く叩たたいて、

　……これは失しつ念ねん。

　確かにそうだ。

　これは、テストの答え合わせではない。

　答えを知ったならば、それからどうするか、自分が判はん断だんしなければならないのだ。

　ならば、と思い、巴ともえ御ご前ぜんは一本だけ残ったハンマーを自分の前に立てた。

・午前様：『やり給たまえ』

・不退転：『頼まなくてもそうするわ』

・午前様：『頼んだらどうするかね？』

　ええ、と相手が応じた。

・不退転：『──そう、と言ってあげるわ』

　だけど、と相手が言葉を続けた。

・不退転：『そう応じた以上、必ず倒すわ』

　だから、

・不退転：『──私の結果を見た後、自分がどうしたいかを考えておいて』







[image: 第七十八章『計算場の解答者』]
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　巴ともえ御ご前ぜんの視し界かいの中で、草が風に散った。

　巨きよ軀く。義よし仲なかと、伊だ達て・成なる実みの機き動どう殻かくが、高速の立ち回りを開始したのだ。

　土の地面を草ごと踏み固め、震しん動どうをつけて二人は足あし捌さばきを回す。

　裏に回ろうとしては振り返り、剣を叩たたきつけてはかわされ、バックハンドの一いち撃げきを送られる。

　外から見ていると、お互いが陰になる事もだが、速過ぎて解わからぬ部分が多い。

　今も、右の半はん身みから跳び込む成実の手元。刃やいばを手た繰ぐるような動きが見えてはいるが、

　……詳くわしくは確かく認にん出来ないな。

　恐らく、義仲の関かん節せつを抉えぐるような軌き道どうで狙ねらっているのだろう。

　先さき程ほどまで、自分もあの速度の中にいた訳わけだが、外から見ると随ずい分ぶんと解りにくいものだ。それだけ、義仲の動きが緻ち密みつで、力任まかせではない高速の遣やり取とりをしていると言う事なのだろう。

　対する成実が不ふ利りだと、巴御前はそう思った。

　何な故ぜなら、

　……機動殻の差だ。

　義仲は、機動殻を纏まとっているが、元々の体格が大きい。機動殻はパワーアシストと装そう甲こう。装そう着ちやくは鎧よろいのように着ているだけに近い。

　しかし、成実は元々が人間サイズだ。機動殻は足先や頭部を完全に包むもので、本人の身体からだと機動殻のサイズには差がある。

　それは、機動殻と本体の反応やフィードバックが、ダイレクトではないという事だ。

　たとえば義仲は、地面を踏んだ際、足裏に反はん力りよくをそのまま得る。

　成実の場合、地面を踏んでも、機動殻の足側でそれが緩かん衝しようされ、己おのれへの脚あしに中ちゆう継けいされる。

　速度と反応が勝負となる状況で、このハンデはキツい。

　無む論ろん、機動殻内では、回かい避ひや動作アシストなど、術じゆつ式しきや加か護ごがフルで動いているのだろうが、よくやっているというのが巴御前の判はん断だんだ。

　……しかし、そうしてみると、何ともまあ。

　自分達の時代の、如い何かに荒っぽかった事か。

　何しろ義仲の機動殻は、その骨こつ格かくを動かすためのアシストで有り、筋きん力りよく強化ではない。反応系の加護や術式だって、本来の反射系の代用だ。

　つまり義仲は、今、伊だ達て家けの副ふく長ちよう、それも最新の機動殻相手に、ほぼ生なま身みと同じ条件で戦せん闘とうしているのだ。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しばが欲しがる訳わけだ。

「連れん中ちゆうでなければ管かん理り出来ない即そく戦せん力りよくという事なのだろうな」

　言っている間に、風が草が散らす。

　その向こう。戦せん闘とうの中で散る火ひ花ばなが、数を増やした。

　お互いの手て数かずが増し、堅けん音おんが跳ね出した。

　双そう方ほうの速度が上がり、距離が縮んだのだ。

　今、両者の戦闘は、至し近きん距離での攻こう撃げきの遣やり取とりとなっていた。
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　成なる実みはこう思う。戦闘は、四つの要素で激げき化かする、と。

　一つは速度。

　一つは力。

　一つは技術。

　そして最後の一つは、これらの拮きつ抗こうだ。

　成実は、義よし仲なかを相手に、この四要素を思し案あんする。

　これらの中で、自分が相手より勝り、崩くずせるものは何だろうか、と。

「全く」

　己おのれを試すため、成実は右の半はん身みで踏み込み、両手の顎あご剣けんを突き込む。

　左右ほぼ同時の連打を七回。

　だが、それは装そう甲こうの隙すき間まに届く前に、敵の刃やいばに弾はじかれ、装甲で打たれた。

　……荒いが、正しいわね。

　装甲を使う、という防ぼう御ぎよ方法が見事だ。

　普通、装甲は、不ふ慮りよの被ひ弾だんに対するものだ。攻撃中や回かい避ひ中、敵の思わぬ攻撃を防ぐための保険として考える。

　この相手は違う。

　腕や肩、胸部の装甲を、こちらの刃に沿わせるようにして当ててくる。

　つまり、防具で弾くのだ。

　率そつ先せん防御で、敵に隙すきを作り上げ、自分の攻撃に繫つなごうという戦せん術じゆつ。

　よく解わかっている。

　この戦せん場じようにおける戦闘は、よくて一度か二度。ならば装甲を大だい事じに守るような戦い方よりも、削けずれる程に酷こく使しして、利用した方が良い。

　その際、敵は力を振るい、こちらも、

「……気が合うわね」

　弾かれた腕は隙になる。だから肘ひじから先をパージして顎剣ごと再さい召しよう喚かん。続く瞬しゆん間かんで、召喚したばかりの腕で刃を突き込めば、

『……！』

　咆ほう吼こうが真まっ正しよう面めんから放たれる。だから自分は左の足を後ろに送り、最低限の動きで回避。

　……嫌いやな話だわ。

　立ち回り、剣を弾はじかれては送り直し、解わかってきた事がある。

・ウキー：『おい、成なる実み、さっきから音が単たん調ちようだぞ』

・不退転：『貴方あなたの顔を立ててるのよ』

　それに、

・不退転：『解わかってるようね』

・ウキー：『駆く動どう音おんが同じだな』

　そうね、と成実は応じた。機き動どう殻かく、不ふ転てん百足むかでの中で一ひと息いきを入れ、

・不退転：『この相手、源みなもとの・義よし仲なかの機動殻には、──伊だ達て家けの技術が入っているわ』
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「──Ｔｅｓテスタメント．！　ハアイ！　君と僕の片かた倉くら君だよ！　今日きようはこれから二人で作る愛の通つう神しんワンツースリーで決まりだね！　言っておくけど愛の重さは僕の方が八割くらいだから君の方は二割程愛してくれればいいからね！　──あ!?　何だよ成実君かよ！　僕が自己愛をこれから全力で語ろうって時に通神してくるなよ！　いいかい切るよ！　切るぞ！　今すぐ切るからな！　ホントだぞ！　切るからな！　切ってしまいますよ!?　いいんですか!?　僕は本気ですよ！　あと少し、少──しで切……、そっちから切るなよ！」
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・ウキー：『どうだ？』

・不退転：『──通神環かん境きようが人材的に故こ障しようしているらしく、通じなかったわ』

　だけど、と成実は右からの一発をスナップつけてぶち込みながら言う。

・不退転：『小こ次じ郎ろうの二重襲しゆう名めい。そして駒こま姫ひめの婚こん姻いんの際、伊達家からは羽は柴しば側に幾いくつかの権けん益えきを交換しているの。武ぶ装そう関係で言うと、伊達家側は航こう空くう艦かんの技術を欲したし、羽柴側は武神や機動殻の技術を欲したのね』

・未熟者：『随ずい分ぶんと気前がいい話だね』

・不退転：『伊達家の技術を使用するには、それなりの鉄てつ鋼こう精せい製せい技術が必要よ。ノヴゴロド跡あと地ちで確保出来る賢鉱石オレイ・メタロを手に入れても、部品に出来るかは別でしょう？』

　だから、

・不退転：『技術的に追いつかれる頃ころには、こちらも新技術を開発しているから、差は縮まらないと、そんな判はん断だんがあったのだけど』

・副会長：『──M. H. R. R.神聖ローマ帝国の、K. P. A. Italia制せい圧あつか』

　流石さすがね、と、刃やいばの火ひ花ばなを装そう甲こうに受けながら成実は言う。

・不退転：『あれで、M. H. R. R. 南部にあるIZUMO系列の鉄鋼ブランド、BIZENが、M. H. R. R. への技術協力をする事になったわ。元から、かなり協きよう働どうはしていたようだけど、やはり周辺をM. H. R. R.神聖ローマ帝国に押さえられてしまったものね。ほぼ全面のベタ降り。──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの反はん攻こうが、もっと早く起きていたらそんな事もなかったのだろうけど』

　だが、BIZENが屈くつするタイミングとしては、ぎりぎりだった筈はずだ。

　片かた倉くらとて情報を集めていただろうに。その辺りを管かん理りしていたのは、

・不退転：『伊だ達て家けとの交こう渉しよう役に回っていた丹に羽わね……』

　ノヴゴロドで一ひと太刀たちを浴びせたが、国としての得るべきはそれ以前に確保していたと言う事か。

　それが、ここで形を見せ、近くにはまた丹羽がいるというのが皮ひ肉にくだ。

・不退転：『恐らく、もう一いつ機きの方も、伊達家の技術が転用されてる筈よ』

・貧従士：『ええと、でも、その辺りって区別がつくんですか？』

・不退転：『伊達家の駆く動どう系けいは雪せつ中ちゆう環かん境きよう用に密みつ閉ぺいや密みつ接せつ部分が多いし、排気を利用して駆動部分を冷やさないようにしているの。また、賢鉱石オレイ・メタロを使用するから、独特の音がするわ』

・●　画：『でも、M. H. R. R. だって、機き動どう殻かくの本場よ？　他国の技術は必要なのかしら？』

・不退転：『雪中環境と言ったでしょう？　──つまり装そう着ちやく者しやの密閉技術よ。それは単に包むだけではなく、開放型の機動殻に比べ、高密みつ度どの知覚系けいや加か護ご制せい御ぎよを行えるわ。ただ……』

　見えているものがある。

・不退転：『霊れい体たいよ』

　敵の機動殻はオープン式になっているが、その装そう甲こうは各所で密閉型と同様の密度を持ち、青白い流りゆう体たい光こうを押さえ込んでいるのだ。

・不退転：『本来ならば、装着者の知覚系補ほ助じよや、動作アシスト、反応フィードバック用の加護関係が、導どう管かんや折り込み型の符ふ束たばスリップなどで重ね編まれている筈。しかしそれらの技術を転用し、加護ではなく、霊体を定てい着ちやくさせるための加護に変えてるわ』

　オープン式では出来ない事。

　しかし、完全密閉はサイズ的にも叶かなえる事が難しかったのだろう。各部をポイントで押さえ、流体を定着させている。この辺りは、前まえ田だ・利とし家いえの技術というところか。

　どちらにしろ、

・不退転：『……解わかった以上、伊達家の恥はじは雪そそぐしかないわね』

　呟つぶやき、成実は前に出た。

　強ごう引いんに、義よし仲なかの懐ふところに跳び込んだのだ。
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　……逸はやり過ぎだ！

　と、成実の跳び込みを巴ともえ御ご前ぜんは判はん断だんした。

　成なる実みが、速度を上げたのは解わかる。

　使用されたのは、背に存在する飛ひ翔しよう用の加か速そく器きだ。義よし仲なかが右から大おお刀がたなを叩たたきつける瞬しゆん間かん。今までは成実も刃やいばを返すタイミングで、しかし今回、彼女は前に突っかけた。

　だが、そんな動作の変化を見み逃のがす義仲ではない。

　先さき程ほど、自分が相あい対たいしていたから解る。

　成実は、左の刃で義仲の剣を受け、右の刃をその腹に突き込む動きだ。

　前に出ているため、左の顎あご剣けんは、義仲の剣よりも、その肘ひじ辺りの装そう甲こうを削けずる事となる。

　続く動きが、組み立つように仕上がるのを巴ともえ御ご前ぜんは見た。

　まず、成実の左手が振るう顎剣が、義仲の右手の刃の内側をすれ違った。

　義仲は、成実の剣に規き制せいされ、自分の剣を身体からだの内側に振る事が出来なくなる。

　対するように、義仲が成実の左剣を右肘ひじと脇わきの装甲で嚙かむように押さえ込んだ。

　捻ひねる。

　構わず成実は、逆となる右手の刃を義仲の横腹に打ち込んだ。

　義仲が、まず足を捌さばいた。右足を後ろに。左を右前に軽く振って、踏んだ。

　義仲の腰が、彼から見て右に捻ねじれる。

　直後。成実の左腕うでに、押さえられた刃への捻りが伝わった。

　成実は、剣を手放しながら、宙ちゆうに左腕をパージする。

　そして義仲が動作した。

　回かい避ひだ。

　彼は足あし捌さばきによって生じた腰の捻りを、そのまま上じよう半身に振った。

　義仲の身体がくねり、くの字に曲がる。

　義仲の身体が横折れした分。成実の刃が、届かなくなった。

　巴御前の知る回避だった。
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　……そうか。

　巴御前は見た。今の動作を、だ。

　彼独特の回避挙きよ動どう。あれは、

　……機き動どう殻かくが作るものではない。

　相あい対たいや訓くん練れん時じでは解らなかったが、今の挙動は踏み込みの足や、後ろへの送り足があってこそ行えるものだ。

　骨こつ格かくのクリアランスを活いかした上での、体捌きだ。

　そのように動こうと考え、動作の中に組み込んでいく技術。

　恐らく、懐ふところに入られた際を想そう定ていしたものだろう。義仲としては、この回避を勝利に繫つなげる奥の手として用意していたに違いない。しかも、

「私か」

　この技は、自分との訓くん練れんの中で作っていたものだ。五百年も昔の事。それも、何もかものスタートラインといえる時期の事。そんな技術を、何もかも忘れているような霊れい体たいのくせに、

　……よく、憶おぼえていた！

　だが、戦せん闘とうは続く。

　義よし仲なかの一いつ瞬しゆんの回かい避ひ挙きよ動どうであっても、各かつ国こくの副ふく長ちようクラスは対応する。

　成なる実みが既すでに反応していた。

　義仲がどのような回避をしてもいいように、彼女は懐ふところに深く飛び込み、加か速そくしていた。

　敵を逃のがさぬよう、彼女は、距離を詰めていたのだ。

　義仲が身体からだを折った分、成美が長く踏み込む。

　彼女の刃やいばが彼に当たる。

　だが、義仲の左手が前に飛んでいた。

　くの字に身体を折った事で、左手は下がり、成実の刃を正面としていた。

　成実の顎あご剣けんを、手てつ甲こうを纏まとった骨の指がホールドする。

　力任まかせに確保。

　そして義仲が前を向いた。

　咆ほう吼こうが発はつ射しやされる。

　対する成実は、右の刃を押さえ込まれていた。そのホールドの先せん端たんで、義仲が小さな動きを作ったのを巴ともえ御ご前ぜんは見た。

　震しん動どうだ。義仲が、刃を握った己おのれの手を、力を込めて震わせたのだ。

　剣を伝って、成実の機き動どう殻かくが軽く揺らされた。

　それで充分だった。

　回避にしろ、何にしろ、動くためには初しよ動どうの起こりが必要だ。その、何もかもを始めようというタイミングに、義仲は小さな震動を与えた。

〝崩くずし〟だった。

　このレベルの戦闘になると、動作への緩かん衝しようは危険と同義になる。下へ手たな動きを作ってしまえば全てが終わるのだ。だから成実は、次の動きを封じられ、

「──おい！」

　危険だぞ、と叫ぶ直前。成実の機動殻が、崩されたままでも可能な動作をとった。

　巴御前が見たのは光だった。

　たとえ動きが封じられようと、初動が潰つぶされようと、成実の機動殻にはそんな緩衝と無関係で動けるものがある。

　背部の加か速そく器きだ。

　光が一いつ瞬しゆん弾はじけ、機き動どう殻かくが瞬しゆん発ぱつした。

　ショートジャンプだ。

　だが、右の手は〝崩くず〟された影えい響きようで動きが遅れた。ゆえに身体からだは左から浮く。

　それで良かった。

　先さき程ほど、左の刃やいばを手放した時、宙ちゆうに放った左の肩がある。

　成なる実みの機動殻は、空中で左肩を再接続。そして左の拳こぶしを握ると、

『……っ！』

　咆ほう吼こうが放たれる義よし仲なかの顔面。口こう蓋がいに鉄の一いち撃げきを叩たたき込んだ。

　直後に咆吼が発はつ射しやされた。

　だが、その一光は、機動殻の拳に当たって砕くだけ散った。

　飛ばない。

　対する成実の機動殻が、左肩かたを再びパージ。そして、

『食らいなさい』

　義仲の顔面。至し近きんで爆ばく散さんが連れん鎖さした。
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　巴ともえ御ご前ぜんは、成実の与えた一いち撃げきを見た。

　だが、彼女は、すぐに事態の続行に気付いた。

　両者の動きが止まらないのだ。

　成実は、ホールドの解けた右剣を引きながら左腕を召しよう喚かんし、着ちやく地ちで間ま合あいを取り直す。

　対する義仲も、流りゆう体たい光こうの爆ばく煙えんの内で、

『──！』

　が、という声が、もはや音として朝の大だい地ちを震わせた。

　そして成実が己おのれを続行した。

　対する義仲も、叫びを空から大地へとぐるりと回し、両腕うでを広げた。

　その顔面部。装そう甲こうが砕けている。

　下に、骨が見えた。頭ず蓋がいだ。保ほ護ごのために硬こう化か処しよ理りが為なされており、思った以上に白い頭とう骨こつだった。

　死者だ。

　見たかったもののようであり、見たくなかったもののようにも感じた。

　だが、義仲が身体を振るっていた。

　右の大おお刀がたなを、飛び込んで来る成実へと叩たたき込んだのだ。

　速い。明らかに、今までの速度と違う。

　その動きに、鉄の弾はじける音が重なっていた。義仲の機動殻内部、駆く動どう系けいや人じん工こう筋きん肉にくが、高速の動きを叶かなえようとしてバーストしているのだ。

　もはや人でも何でもない。手負いの獣けものというよりも、力の激げき発はつそのものだ。

　意い思しのない魂たましい。力を押さえるだけの記き憶おくや言葉を持たぬが故ゆえ、それは己おのれを作る機き構こうの許きよ容よう量りようさえ超えて爆ばく発はつする。

　動作は、迷いがなかった。成なる実みの動きを読み、ただ一いつ刀とうをぶち込むだけのもの。

　対する成実の判はん断だんを、巴ともえ御ご前ぜんは視し界かいに入れた。

　成実がここで、初めて二つの選択をしたのだ。

　一つは、二刀を持たないと言う事。

　右の一刀に両手を添える事で、刃やいば一本分の重量を捨て、速度を稼かせぐ。

　今までのように、二刀で防ぼう御ぎよや連れん撃げきを放ち、対応していく訳わけではない。お互いに勝負は一いち撃げき。その覚かく悟ごをもったからこそ出来る構えだ。

　そして、更さらに追加されたもう一つの選択は、

「左か……！」

　成実が、この戦せん闘とうで初めて、左足から踏み込んだのだ。
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　成実は決めた。ここが勝負だと。

　これまで、戦う中ではずっと右からの踏み込みに徹てつしてきた。

　下がる時も右足を残すように、左から下がるようにこだわった。

　左からの攻こう撃げきを一いつ切さい見せない。

　そうする理由は一つある。

　敵が、最後の一発をぶち込んで来る時、全力を出すためだ。

　最後の一発にのみ、敵の対応出来ない攻撃を放つ。

　だから踏み込み、更に、成実は選せん択たくを重ねた。

『万ばん川せん道どう百ひやく……！』

　脚きやく部ぶの連続射しや出しゆつによる、高速機き動どう。その勢いをもって、相手の剣を潜くぐり、

　……当たりなさい！

　高加か速そくの一撃を、ほぼ零ゼロ距離から叩たたき込む。

　直後に成実は、不ふ転てん百足むかでの視覚で、敵の選択を確かく認にんした。

　見た事のある足あし捌さばき。先さき程ほど、自分の一撃をかわした状態の捻ねん転てん。それを、

『……！』

　敵は、人じん工こう筋きん肉にくや駆く動どう系けいを自ら砕くだいてまで敢かん行こうした。

　人間ではない。動物でもなく。内部が骨こつ格かくだからこそ出来る動作。

　敵の上じよう半身が、ウエストの位置でほぼ百八十度折れた。

　当たらない。

　敵の身体からだがこちらの一いつ刀とうを食う程に深く潰つぶれたのだ。

　横振りの刃やいばは、正確にその隙すき間まを抜いた。

　剣けん圧あつが敵を穿うがつ。だが、

　……かわされた……！

　刹せつ那なのタイミングで、敵が己おのれの刃を振るう。だが、放たれた大おお刀がたなの軌き道どうの先は、横を突き抜けていく自分ではなかった。

　地面だ。

　大刀を杖つえのようにして、義よし仲なかが折った自分の身を支えた。

　そして敵が、顔をこちらに向けた。

　首すらも、百八十度後ろを向いていた。

　対する自分は、万ばん川せん道どう百ひやくを制せい御ぎよ。背中の加か速そく器きを回し、義仲の顔と正せい対たいした。高速域から止まるのではない、衝しよう撃げきを宙ちゆうに叩たたきつけ、衝しよう突とつさせたのだ。

　走って回かい避ひしても距離が空あくだけで、自らを砲ほう台だいとした義仲相手には不利だ。更さらには、

　……この相手、既すでに機き能のう回復を始めている筈はず！

　機き動どう殻かくや武ぶ神しんなどは、一部の機能が失われた場合、他の機能を複合しての回復に努める。一部の機き体たい、青せい竜りゆうなどは自己修しゆう復ふく機能だって持つのだ。

　見る限り、義仲の身体は、一いつ瞬しゆん毎ごとに力を戻している。

　無ぶ事じな駆く動どう系けいや人じん工こう筋きん肉にくなどが、砕くだけ千ち切ぎれた部分の代用として、連動しながら機能を回復させているのだ。やがて敵は、ベスト状況ではないにしろ、また復ふつ活かつする。

　叩たたくには、今しかない。だから成実は、

『……止まりなさい！』

　地面に加速器の爆ばく圧あつを打ち込んだ。指し向こう性を高くして杭くいのようにぶち込み、不ふ転てん百足むかでを衝しよう撃げき波はにブチ当てる。

　止めた。だが、距離がわずかに遠い。不転百足として、あと一歩半だ。

　しかし、敵が何をしようとしているかは解わかっている。

　咆ほう吼こうだ。

　対する自分が為なすべきは、停止の直後に、

『不転百足……！』

　成なる実みは叫んだ。敵との距離を把は握あくしながら、

『これから夏休みよ……！』
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　巴ともえ御ご前ぜんは、咆吼を聞いた。

　今、砲ほう台だいと化した義よし仲なかが光を放つ。しかしそれを止める距離に、成なる実みの機き動どう殻かくはいない。

　惜しい位置だが、あと一歩半踏み込んだ位置でなければ、剣も届かないし、誘ゆう爆ばくを効果的に叩たたきつけられない。

　そして咆ほう吼こうが走り、

『……！』

　光が追走した。行き先は一いつ直線に成実の機動殻。その首元だ。

　当たった。

　それは、正確な表現だった。

　義仲の口こう蓋がいから漏もれた光こう条じようは、真まっ直すぐに成実の機動殻に直ちよく撃げきした。

　だが、巴ともえ御ご前ぜんの視し界かいの中で、花が開いていた。

　機動殻だ。成実が機動殻の合ごう一いつを解除し、その前面部を一いつ斉せいに開放したのだ。

「……く」

　成実が、開く装そう甲こうを押すようにして、身を前に倒すと同時。

　彼女の顔があった位置に、咆吼の光が飛び込んだ。

　そして成実が、身体からだを前に倒し、跳ちよう躍やくし、

「不ふ転てん百足むかで……！」

　機動殻が、右手に持っていた一いつ刀とうを宙ちゆうに送る。

　成実が空中で顎あご剣けんを手にした瞬しゆん間かん。機動殻が爆ばく砕さいした。

　轟ごう音おんが響ひびき、風が鳴る。朝の市し壁へきに音が反はん響きようして跳ね上がった。

　だが、巴御前は見た。伊だ達て家け副ふく長ちようの一刀が、

「おお……！」

　咆哮を放ったばかりの義仲の首元へと、一直線に叩たたき込まれたのを、だ。
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　成実は、ようやくに息を吐いた。

　背後、破は砕さいされて二次爆ばく発はつを起こす不転百足が、両腕うでを上げて倒れて行く。それはまるで、こちらに大きな拍はく手しゆをしているようにも見えて、

「よく休んで、不転百足」

　言った正面。源みなもとの・義よし仲なかが、こちらを見ている。

　自分のいる方は背中。だからなのか、義仲は首に突き刺さった刃やいばを抜くように左上を見て、

『…………』

　巨きよ軀くが、首から顎剣を零こぼしながら、膝ひざをついた。

　そのまま、義仲が身体を地面へと崩くずしていく。そして、

「義仲！」

　巴ともえ御ご前ぜんの声が聞こえた。足音も、だ。

　こちらへ駆かけ寄ってくるのか。草くさ群むらを揺らす音がする。しかし、

　……は？

　成なる実みは、あるものを見た。

　地面。草の下の大だい地ちから、青白い光が立ちのぼってくるのだ。これが何か、

　……まさか……！

　成実は、巴御前の方に向け、身を瞬しゆん発ぱつさせた。

　当たる事を厭いとわない。そしてその通りに、肩から彼女の身に当たり、

「駄だ目めよ！」

「駄目!?」

　と、巴御前の疑問の声が上がったなり。不ふ意いにそれが出現した。

　腕だ。骨こつ格かくを固めて出来た巨きよ大だいな手て指ゆびと手の平ひら。そして手首から下か腕わんが、いきなり朝の地面から生はえたのだ。

　……前まえ田だ・利とし家いえの加賀百万獄カガ・ミリオネンガイスト……！
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　成実が見たのは、青白い流りゆう体たい光こうの手が、下から義よし仲なかの全身を摑つかみ上げた光こう景けいだ。

　豪ごう腕わんは、巨きよ軀くと機き動どう殻かくを纏まとめて握り潰つぶすようにホールドし、

「義仲……！」

　巴御前の叫びの先で、何もかもが消えた。

　一いつ瞬しゆんだった。

　流体光の光も散り消しながら、巨きよ大だいな腕が、義仲ごといなくなっていたのだ。

「くぁ……」

　抱き支えるようになっている巴御前の口から、軋きしむような声が漏もれる。

　だが彼女は、息を吸い、ややあってから、顔を起こした。

　三呼吸。それだけの間を置いて、伏せ目の彼女が身を離す。

　何か、自分の中で納なつ得とくをさせているのか。巴御前は、こちらの肩を三度叩たたき、こう言った。

「……すまん」

「別に、謝られる事でも、礼れいを言われる事でもないわ」

　成実も、同じように一ひと息いきを作る。

　……ひどい戦せん果かね。

　敵には逃げられ、こちらは不ふ転てん百足むかでを全ぜん損そんだ。流石さすがに膝ひざも着きたくなる。だが、

「面めん倒どうな始まりは、やはり面倒な結果となるものか」

　巴御前が言って、北の方角を見た。

　空では砲ほう撃げきが続き、北では下がる反はん皇こう帝てい派はの部ぶ隊たいを追って、銃じゆう撃げきと追つい撃げきが為なされている。

　戦せん闘とうは、まだ続いているのだ。
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　ミトツダイラは、敵との距離を詰めていた。

　反はん皇帝派も、皇帝派も、どちらも機き動どう殻かく部隊だ。移動力は高く、速い。だが自分の方も、

　……王おうの願いがありますわ！

　走る肺はいに届くのは、術じゆつ式しき火か薬やくと、焼けた鉄の匂におい。そして夜よ露つゆが大たい気きに蒸むれて上がり始める草の香り。

　そんな要素を鼻に嗅かぎ、ミトツダイラは思った。関かん東とうの匂いとは違いますのね、と。

　どちらかというと、懐なつかしい匂い。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、近くはないが、遠いとも言えない距離の土地だ。共通した気き候こうゆえ、植しよく生せいなども似ている。

　周囲には森の木々もあれば、

「私にとって、アウェイではありませんわ、ここ」

　言って、ミトツダイラは加か速そくした。足先から腰までを撓たわませ、一気に弾はじき、

「……行きますわよ！」







[image: 第七十九章『対面場の確認娘達』]
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、皇こう帝てい派はの突とつ撃げき部ぶ隊たいは、それを見た。

「武蔵むさしの銀ぎん狼ろうだ……！」

　高速で突っ走って来るのは、武蔵の極きよく東とう制せい服ふく。更さらには銀ぎん鎖さと両手に顎あご剣けんが四本見える。

　こちらを食って行くと、そういう装そう備びと単たん騎き突撃だ。

　くそ、と、自分達も敵を追つい撃げきしている皆が声を作った。

「嫌いやな時間で挟きよう撃げきだ……！」

　西側、斜め構えになっているため、いつでも退たい避ひは出来る。

　だが、既すでに全体はネルトリンゲンの北西に至っている。東からは三みつ成なりの隊も寄せてきているのだ。ここさえ凌しのげば、ネルトリンゲンの北、長なが岡おか屋や敷しきの前で敵を東西から挟撃出来る。

　だから、というように、隊の指し揮き官かんが叫んだ。

「続行するぞ！」

　決断が為なされれば、行動は速い。全体は斜め構えの陣じんを南北の一いつ直線に変え、

「何かあったら南西へ退たい避ひだ、解わかっているな！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と返答がある内に、数名が先せん行こう。前を行く敵てき陣じんへと加か速そく器き任せの突撃を掛けた。

　銃じゆう撃げきと防ぼう御ぎよ用ようの槍やりが激げき突とつし、防ぼう護ご障しよう壁へきが散った。

　激げき音おんが響ひびき、敵と味み方かたが言葉を交わす。

「くっそ、崩くずれろ……！」

　やかましい、と敵が叫んだ。そして彼らはこちらの背後を指さし、

「ほら！　武蔵の第五特とく務むが来てるぞ！　ざまあ見ろ！」

「ほらほら、ほらほら、来てますよ来てますよ」

「ヘイヘイ機き動どう殻かくビビってるう──！」

　対するこちらは、拳こぶしを握って振り上げて見せるのが精せい々ぜいの追加行動だ。

「くっそ、は、腹の立つ他た力りき本ほん願がんだ……!!」

　だが、事実はすぐに自分達へと追いついて来る。

　武蔵の銀狼が、一気に距離を詰めてきたのだ。

「迎げい撃げき……！」

　銃じゆう撃げきを送った。その瞬しゆん間かん、銀狼の姿すがたが消えた。

　皆の視線の中央では、ただ、草くさ群むらの葉が宙ちゆうに散っているだけ。そして、

「左です！」

　忠告の声を生じたのは、捕ほ捉そく系けいの術じゆつ式しきで照しよう準じゆんを付けていた者だ。

　彼の声に従い、皆は左に視線を振った。

　そこに、影が立っていた。だが、狼おおかみではなかった。草の野に突き立つのは、

「……顎あご剣けん!?」

　銀ぎん鎖さを柄つかに巻いた顎剣が、鈍い震しん動どうを得て立っている。

　そして銀鎖は、朝の空へと伸びており、

「上だ……！」

　横に飛ぶと同時に、先の地面に顎剣を鎖くさりで突き刺し、それを踏み台に跳ちよう躍やく。

　二段連続の挙きよ動どうと、いきなり上に動かれたのが致ち命めい的だった。誰だれも対応出来る者がいない。

　視線だけで振り仰あおげば、銀ぎん狼ろうが空中で頭を下に、両腕うでを振っていた。

　それは、両手の二刀とうを高速で投じると同時に、

「穿うがちなさい、銀鎖！」

　地面から抜けた刃やいばが、もう一本も含み、鎖によって水すい平へい軌き道どうで飛んできた。

　四方向。上下と左右の攻こう撃げきだ。防ぼう護ご障しよう壁へきは広げられたものの、誰がどれに対応するかは明確ではなく、

「……！」

　直ちよく撃げきし、肉と骨が砕くだかれる音が響ひびいた。
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、皇こう帝てい派はの突とつ撃げき部ぶ隊たいは、銀狼の攻撃を喰らう瞬しゆん間かん。あるものを見た。

　それは、彼ひ我がの間に跳び込んできた影だった。

　細身だが、背の高い壁。

「左さ近こん様……!?」

　超ちよう長身である彼女の広げた四し肢し。その関かん節せつ部ぶや、筋きん骨こつに刃が突き刺さり、貫かん通つうした。

　朱しゆ色いろの大たい剣けんは、彼女の骨を砕くだき、血を破は裂れつさせ、

「……！」

　しかし、左近が倒れない。

　彼女は大きな身体からだを揺らし、両腕うでを力なく振ってバランスをとると、

「いっ……」

　引き攣つった声を漏もらしながら、耐えた。

　立つ。

　その直後。皆の視界に朱しゆの色が来た。

　左近の背に、一本の顎あご型がた刃が突き出したのだ。

　追い打ちとして銀狼が投げ放った刃が、左近の胴どう体たいを貫つらぬいたのだ。

「が……、ひ！」

　肺はいを貫かれ、縫ぬい止められた呼こ気きが、左近の喉のどから外に漏もれる。

　だが、彼女は倒れなかった。

　これだけの攻こう撃げきを受け、左さ近こんは退ひかない。彼女は、腹の一いち撃げきから漏もれる息をどうする事もなく、ただ、

「駄だ目め、ですよう……」

　身体からだを五本の刃やいばに貫つらぬかれたまま、左近が動作した。

　緩やかに、大きくふらつきながら、前に出たのだ。

「左近様！」

　皆の声に頷うなずく事も、応じる事もなく、ただ彼女は、

「大だい丈じよう夫ぶ……」

　言って、前に歩を踏み、

「私は、大丈、夫、ですよ……」

　前に、銀ぎん狼ろうへと踏み込んだのだ。
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　ミトツダイラは、身み構がまえていた。

　動きは止まっているが、周囲への警けい戒かいは怠おこたっていない。

　何よりも今、見ておくべきものがあるのだ。

　それは、目の前の相手の事。その正体だ。何しろ、

　……この相手、既すでに砲ほう撃げきを二発喰らってますのよ……!?

　即そく死しして当然の準じゆん対たい艦かん砲ほうを二発。最初の一発は見ていないが、二発目は直ちよく撃げきだった。

　だが、インナースーツの破は損そんとは別に、今跳び込んできた身体からだは無む傷きずだった。

　どういう事か。

　そして今、自分が放った四発が防がれた際、ミトツダイラは手て応ごたえに違い和わ感を得た。

　だから続けて放った一発で、懸け念ねんは確信に変わった。

　何な故ぜなら、

　……この、島しま・左近……、私の攻こう撃げきを避けましたわ。

　身を翻ひるがえし、刃を回かい避ひしたのではない。

　身体を覆おおう機き動どう殻かく。その胸部装甲に刃が当たらないよう、身を反そらしたのだ。

　……どういう事ですの？

　自分よりも、機動殻が傷つく方を避けるというメンタル。

　ならば機動殻は邪じや魔まではないか。

　しかし、彼女はその選択をした。

　結果として、五本の刃に貫かれ、身の一部は砕くだかれている。両の腕など、骨が粉ふん砕さいされているため、刃の刺さった部分から下に曲がり、揺れているのだ。

　だが、左近は、ふらつきながらこちらに来る。ゆっくりと、まだ三歩目で、左にやや流れたが、自分の方を目掛けて来ようとしている。

　そしてミトツダイラの視し界かいの中、左さ近こんの手が動いていた。上じよう腕わんで砕くだかれ、ただ揺ゆれる両腕うでの先せん端たん。白い手の平ひらが太ふと腿ももに突き刺さった刃やいばの柄つかを抜こうとしている。

　抜く。手首の短いスナップを、ゆっくり、しかし幾いく度どか繰り返し、抜いていく。

　見れば、朱しゆの刃の表面に血がついていない。下にも落ちていない。ただ刃の刺ささった面は、引き抜かれる動きで肉を表おもてに剝むき出し、

「いっ……！」

　悲鳴が出かかるのを左近は飲み込み、だが、

「あ……！」

　刃を抜こうとするのをやめない。

　その行為。動作を見て、ミトツダイラは理解した。

　知っている

　自分は、この相手を知っている。

「貴女あなた、まさか──」

　と、ミトツダイラが言葉を作りかけた瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに左近が顔を上げた。

　機き動どう殻かくの頭部。鬼おににも見える頭部外がい殻かくが、南を向き、

「駄だ、目め……!!」

　直後。ミトツダイラの正面で、長身の五体が噴ふき飛んだ。

　南からの砲ほう撃げき。

　皇こう帝てい派はの突とつ撃げき部ぶ隊たいを狙ねらった砲ほう弾だんに、左近がバックステップで跳び込んだのだ。

　左近にとっては、三発目の直ちよく撃げきだった。
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　跳ちよう躍やく距離が僅わずかに足りないと、そう見えたが、ミトツダイラはあるものを視界に入れる。

　頭部外殻の下から見えた左近の口元。それが確かに、

　……笑ってますの……？

　安あん堵どの笑えみが、見えたような、そんな気がした。

　次の間で、長身の機動殻が弾はじけ、飛んだ。

　衝しよう撃げき音おんと刃が力任まかせに振り回され、身体を刻む。

　そしてミトツダイラは見た。破は損そんで散った身体が、血の霧む煙えんを纏まとったのを、だ。

　その血ち煙けむりは、一いつ瞬しゆんの中で左近の破損部位に集中し、

「再さい生せい……！」

　高速でその身体が修復されていくのをミトツダイラは視し認にんし、結論した。

　この相手を、やはり自分は知っている。否いな、正確には、彼女の持つ能力を、だ。

「──ルドルフ二世せいと同じ、再さい生せい能力者ですのね!?」

　直後。十数メートルを飛んだ左さ近こんの身体からだが、草くさ群むらを転がり、向かいの森へと叩たたき込まれた。
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　鬼おに武たけ丸まるは、全てを理解した。

　一度目は、何も解わかっていなかった。

　二発目は、アジャストから再起き動どうした時、既すでに小こ娘むすめが走り出していた。

　そしてこの三度目。ここで初めて、鬼武丸は全てを見た。

・鬼武丸：『小娘……！』

　返答はない。だが、

「いっ……」

　激げき痛つうに、全身を震わせる動きが伝わってくる。

　だが、自分にはどうしようもない。痛覚を抑える術じゆつ式しきなども、恐らく己おのれには設定されているのだろうが、しかし、

　……異い国こくの術式か……！

　リストは独逸ドイツ弁べん。翻ほん訳やく術式が掛かっているのか、片かた言ことの極きよく東とう語ごも示されるが、内容は文章による説明が先に立っており、検けん索さく性せいが悪い。どうすればいいのか。否いな、適当な術式で、これだと思ったものを発はつ動どうさせればいいというのは解わかっている。それなのに、

　……くそ！

　ベストなものがあるのではないか。もしかすると、掛けた術式が勘かん違ちがいだったりもするのではないかと、そんな懸け念ねんが思し考こうを迷わせる。それに、

「痛……」

　涙をこぼし、えずくような息をする彼女の五体に、異い変へんが生じていた。

　重じゆう傷しようなど超えた、致ち命めい傷しようと言っていい体の破は損そんが、修復されていくのだ。これは、

・鬼武丸：『再生能力……!?』

　自分達の時代では、一部の種しゆ族ぞくに特有の能力だった筈はずだ。それが今、蒸じよう気きを伴った高熱の反応と共に血ち煙けむりが風を巻き、砕くだきや破は裂れつの修復を進めていく。

　明らかに、自分が知る種族系けい能力よりも特化したものだ。

　……人じん為い的てきな、改造か……！

　そして鬼武丸は思い出す。この小娘は、何ど処この出身だと言ったかを、だ。

・鬼武丸：『オーストリアと、そう言ったな？』

　鬼武丸は、目覚めた後、一応は自分の所しよ属ぞく国家について学んでいる。それは一いつ般ぱん情報ではなく、襲しゆう名めい者しやとしてもメジャークラスのみが知るものだ。

　自分達の長は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国皇こう帝てい。その生まれはハプスブルク家けだ。

・鬼武丸：『皇こう帝ていはオーストリア出身』

　ハプスブルク家け出身とされる彼は、その家由ゆ来らいの、ある能力を所持している。

・鬼武丸：『──暗あん殺さつなどに対応出来るよう、再さい生せい能力などを持つと聞く』

　皇帝はいる。ネルトリンゲンの東に、布ふ陣じんをしているのだ。

　だが、鬼おに武たけ丸まるは、皇帝について、別の情報も知っている。

　一つの能力の有う無む。今、自分の中で痛みに引き攣つる彼女とは明確に違うものだ。それは、

・鬼武丸：『無痛者。……痛みを感じぬのが、M. H. R. R.神聖ローマ帝国皇帝だ』

　ならば彼女は、どういう存在なのか。鬼武丸は、己おのれに認にん知ちするように呟つぶやいた。

・鬼武丸：『貴き様さまは、……皇帝を完成品とした際の、試作品なのか』





●






　左さ近こんは、激げき痛つうに泣いた。

　……いた、た……、っ。

　痛いのは好きじゃない。寧むしろ率そつ先せんして距離をとりたいと思ってもいる。だけど、

「駄だ目めですよう……」

　この痛いのが、他人に与えられるなんて、あってはいけない。

　自分は、特に、そうせねばならない。

・鬼武丸：『何が、駄目なのだ……！』

　ああ、鬼武丸さん、無ぶ事じでしたです？　何か、すごく痛いけど、嬉うれしい。もう、腕とか、鼓こ動どうの震えだけで神しん経けい千ち切ぎられるような震しん動どうなのだけど、でも、

「よ、良かったですよう……」

・鬼武丸：『よい訳わけがあるか！　貴様、今まで、私を庇かばっていたな!?』

　鬼武丸が、耳元で叫ぶ。

・鬼武丸：『今まで無む傷きずのように見せかけ、貴様、私を庇い、己おのれが被ひ弾だんしていたな!?』

　その通りだ。だけど、と左近は思う。それでいいんですよう、と。

　だって、

「生まれた時から、こんなで。施し設せつで、そうやって過ごしてきたんですよう」
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　左近は、オーストリアの生まれだ。

　家か系けいは、偉えらいところからかなり外れたところ。

　だが、体質的に、自分の身体からだは生まれた時から〝優ゆう秀しゆう〟であったらしい。何かまあ、施設の人達が驚く程の〝優秀〟と聞いた。

　しかし自分には、一つだけ致ち命めい的な〝欠けつ陥かん〟があった。

　それが、痛みだ。

　しかし、自分の持つ〝優ゆう秀しゆう〟を、家か系けいは研究しなければならなかった。

　だから、山に囲まれた城の中で、幾いく度どとなく痛みを得た。

　自分の家系はかなり外れの方だったので、親元を離れての住み込み。

　幸運だったのは、〝普通〟を知らなかった事だ。こんな事を、誰だれもがやっているのだと、そう思っていたし、他にちらほらやってくる子達は、痛みを感じない。

　誰もが、当然のように、血ち肉にくを提てい供きようし、褒ほめられた。

　自分は駄だ目めだった。何な故ぜなら、痛覚を減げん衰すいする術じゆつ式しきが効かない。再さい生せい能力が、感覚をすぐに復帰させる上に、痛覚を常に鋭えい敏びん化させてしまうのだ。

　だが、泣き叫んでも、これは必要な事だと教えられた。

　立ち会う医い師しによっては、泣く自分に釣つられて泣いてくれる人もいて、尚なお更さらに自分が悪いのだと思わされた。

　再生能力が高過ぎたせいだろう。背は伸び、やはり他と違ってしまった。誰もが自分を見上げ、驚きもするようになったのは、確か七歳さいくらいの頃ころだ。

　何もかも、駄目で、だからこそ、痛くても研究には意い地じでも付き合おうと思った。

　そんな生活から不ふ意いに放り出されたのは、九歳の頃だった。

　研究が、ひとまずの成果を出したと、そんな話を聞いた。

　両親はいるが、暫しばらく会ってない内に、随ずい分ぶんと背が低くなったと思ったものだ。

　夢があった。

　もしも、あの研究が終わったら、他の子達が付き添いの親にして貰もらっているように、抱きしめて貰おうと。そしてこう言って貰いたかったのだ。

「頑がん張ばったね」

　と。そう言って抱いて貰えば、満足だ。

　一度、別の子に聞いた事があるのだ。抱きしめて貰うと、何かいい事があるんです？　と。そうすると相手は、静かにこう言った。

「抱きしめて貰うと、そうねえ、体温があるし、そう、鼓こ動どうとか、聞こえるわ。──それって凄すごく大だい事じ。だって私達、こんなだけど、人の子なんだって、自信が持てるもの。

　私達にもそういうものがあって、きっと将来、同じ音を子供に聞かせられるんだって。

　うふ。その時、心しん臓ぞうぶっとばされてたら駄目でしょうけどねえ」

　だけど、両親の背はこちらの頭を抱く事が出来ず、そして何よりも、こう言われたのだ。

「御ご免めんなさいね」

　否いな。違うんです。違うんですよ。

　私、頑張ったんですよ。ずっと、痛いけど、頑張ったんです。

　お母かあさんや、お父とうさんに謝らせるために、あそこにいたんじゃないんですよう……。

　だけど、当時の自分は、こう思ったのだ。

　……ああ、私が、出来が悪いからです。

　それに、両親の心配も解わかったし、すれ違いの感覚差はあっても、大だい事じに思われている事はよく理解出来たのだ。だから、

「気にしないで、いいですよう」

　言って、泣いた。もう、ここにもいられないと泣いた。いてもいいと両親は言ったが、親とは期き待たいよりも心配をしてくれるものだと思うと、有あり難がたくも、辛つらくもなったのだ。

　何か失敗したら、帰ろう。

　心配されていると言う事は、成功を求められている訳わけではない。失敗しても大だい丈じよう夫ぶだと、そう言ってくれているのだと思い、家を出た。

　だが、五年遅れで入った小しよう等とう部ぶで早々と失敗した。何でお前が、という虐いじめのようなものは当然あったが、失敗したのは、力を使ってしまったのだ。

　再さい生せい能力は、己おのれの膂りよ力りよくをも強化していた。

　相手の身体からだは容易たやすく壊こわれ、しかし自分の家か系けいと成果が口を封じた。助かったのは、怪け我がを負わせた相手が完かん治ちした後、自分を〝味み方かたにした方が得〟としてくれた事だ。家け来らい感覚、というと変だが、とりあえず年長なのだ。虎とらの威いを借らせない程度の立ち回り方は覚えていた。先生には、教室内のバランサー役を褒ほめられ、これが欲しかったと一人泣いた。

　そして学んだ。

　自分は、何かに触れてはいけない。

　自分は、何かを欲してはいけない。

　自分は、何かを守らねばならない。

　いつも皆と共に、しかし率そつ先せんはせず、触れてはならない。助けたり、手伝っても、礼れいを期待せず、ただただ、彼らが傷つきそうになるなら、自分が代わりにその役を負う。

　痛いのは慣れている。あの痛みを、他に与えてしまうくらいなら、我が慢まん出来る自分が受けるのが、全体にとって最もマイナスがない事になる。

　出来が悪い自分。いるだけで邪じや魔まで、危険な自分が為なすべきは、そういう事だろう。

　そして今、それが出来た。

　鬼おに武たけ丸まるを守って、部ぶ隊たいの皆を守った。一度は不注意だが、二度目と三度目は確実。

　傷つけてなんていない。

「良かったですよう」

　痛い。剣がまだ抜けていないのに身体が修復を進めるから、治なおる傷口が自ら刃やいばに当たって裂さけ続けているのだ。

「ひ」

　腹。肺はいに突き刺さったままの刃が、横おう隔かく膜まくにその冷たさを届けてきて気持ち悪い。

　痛いのと、不快と、怖おぞ気けが有り、でも、これで、

「いいんですよう……」
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　馬ば鹿か者もの、と鬼おに武たけ丸まるは思った。これが良い筈はずがない、と。だから、

・鬼武丸：『何が良いのだ。全く、良くないぞ』

　だって、と、痛みを堪こらえる声で、彼女が言った。

「鬼武丸さん、傷つけなかったですよ？」

・鬼武丸：『それが──』

　一体どうした、と言おうとした時だった。こちらの台詞せりふを差し止めるように、彼女が震える声を送ってきた。その内容は、

「思ったんですよう……。初めて鬼武丸さん、装そう着ちやくした時」

・鬼武丸：『何をだ』

　ひ、と一度、彼女が声を作った。右脚あしの刃が傾き、脚を割り断ちながら抜けていくのだ。

　あ、という声がか細く繫つながり、奥歯を嚙かむ声に変わる。が、やがて、荒い息で不ふ意いの落ち着きを見せるのは、刃が抜けたからだ。

　そして彼女が、言葉を作った。

「鼓こ動どう、聞こえたんですよう」

　言われ、鬼武丸は内ない心しんで首を傾かしげた。何しろ自分は霊れい体たいだ。鼓動がある訳わけもない。

　……だが……。

　今の自分は、霊体という情報体たい。その素材は流りゆう体たいだ。流体には地ち脈みやくからの流れが有り、波のようなものが存在する。それは加か護ご関係を立ち上げた機き動どう殻かくから聞く事が出来るが、普通、そのような波は装そう着ちやく者しやに合わせて、大部分が消されてしまう。

　彼女が〝波〟を聞く事が出来たのは、自分達が同どう調ちようしていないからだ。

　だが、そのような鼓動、誰だれでも聞く事が出来るだろうに。

・鬼武丸：『貴き様さま、両親など、いないのか？』

　我ながら、意い外がいにも突っ込んだ台詞せりふだと思う。しかし、

「お父とうさんも、お母かあさんも、……私より、背が低いじゃないです？」

　言われ、鬼武丸は理解した。この小こ娘むすめは、馬鹿だ、と。

　きっとこの女は、いろいろと多くの、誰でも持っていて当然のものを、恐らく、何かのすれ違いで手から零こぼしたか、まだ持っていないのだ。だが、

「つ……」

　息を詰め、涙を必死に堪えようとしている彼女を内に抱き、鬼武丸は、一つの過去を思い出した。

　かつて、五百年前の事。

　自分にいた最初の子。娘むすめの事を、だ。
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「……頼より朝ともと、島しま・左さ近こんの動きが止まったな」

　ネルトリンゲンの南西、戦せん場じようとなった草原からゆっくりと立ちあがる成なる実みは、横に並ぶ巴ともえ御ご前ぜんの疑問を聞いた。

　巴御前の視線の先。そこにあるのは遠く、北西の森だ。

　ネルトリンゲンの円形市し壁へきが膨ふくらみ、よくは見えない位置。

　そちらの敵に対しては、水み戸と領りよう主しゆが突っ走っていった筈はずだが、

「砲ほう撃げきがまた飛んだし、──倒された、と考えるべきじゃないのかしら？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それが正確だとは思うが、気になる部分があってな」

　それは？　と促うながした先。巴御前が振り向き、口を開いた。

「頼より朝ともは、あれでなかなか、子供好きでな」

「子供？」

　成実は、首を傾かしげた。先さき程ほど、僅わずかに見た敵の姿すがたを思い出し、

「……あの背せ丈たけ。島・左近は、子供という歳としではないでしょう？」

　ならば、と巴御前が告げた。

「頼朝には娘がいたと、聞いた事があるかね？」

「……知ち識しきとしては知っているけど、詳しよう細さいは知らないわ」

　家か系けい図ず的なものは知っている。だがそれ以上を知らないのは、

「彼女、確か、何ど処こに嫁とつぐ事もなく、早く亡なくなったのよね」

「……憶おぼえる価か値ちがない、という感だな。歴史的に見れば、確かにそうだろう」

　だが、

「婚こん姻いんはしているのだぞ？　ただ、六歳さいの時だ」

　随ずい分ぶんと早い。否いな、当時はまだ武ぶ家け政せい権けんが確立しておらず、貴き族ぞく的な世せ情じようの強い時代だ。朝ちよう廷ていに食い込んだり、地域を治おさめるには政せい略りやく結けつ婚こんを早い時期から行っても悪い事ではない。

　しかし、それが何の意味があるのか。

　……まさか……。

　悪い予感は的てき中ちゆうするものだと、成実は身をもって知っている。

　何しろ、家系図的な知識には、婚姻が彼女に影えい響きようを与えた事実はないのだ。

「──その婚姻、失敗したのね」

「Ｔｅｓ．、……相手の家が頼朝を裏うら切ぎってな」

　それは、

「源みなもとの・義よし仲なかの嫡ちやく子し。まだ十一歳さいの義よし高たかと、だ」
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　解わかるかね、と巴ともえ御ご前ぜんは言った。は、と疲ひ労ろうの濃い息をつく。

「この事件。殆ほとんどは自分達が逃とう亡ぼうしていた時期にケリが付いている」

　後で話を聞けば、伊い子こがいろいろと手配をしたらしい。病やまいを悪化させたのも、そこでの疲労や心しん労ろうだというが、

　……そうだろうなあ。

「義仲が討うたれた後、頼より朝ともは、義高の殺さつ害がいを決めたのだよ。だが、幼い夫ふう婦ふは、それまでにもう一年程ほど楽しい時間を過ごしていてな」

「……昔にも、そんな馬ば鹿かがあったの？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と巴御前は頷うなずいた。

　伊だ達て家け副ふく長ちようには解わかる筈はずだ。何しろ、

「伊達家の悲劇は、──唯ゆい一いつの悲劇ではないぞ」

「自じ慢まんになる事ではないわ」

　確かに、と巴御前は頷いた。

「頼朝の娘むすめは、子供ながら、必ひつ死しに夫を庇かばおうとした。だから屋や敷しきより密ひそかに逃のがし、自分は身代わりと共に、楽しく遊んでいる振りをしてな。──かくも女とは噓うそをつくのが上う手まい」

「この話も噓だったら有あり難がたいわ」

　すまぬ、とは思う。正直、自分の中でも折り合いが難しい件だ。

　……これは、私と義仲の知らぬところで再さい現げんされたとはいえ……。

　何な故ぜ、当時、歴史再さい現げんに解かい釈しやくを利かせなくなったのか。その疑問を胸に、巴御前は言う。

「子供の必死の誤ご魔ま化かしは、一日でバレたそうだ。夫の義高は発見され、すぐに斬ざん首しゆされた。

　無む論ろん、この事は機き密みつの筈はずだったが、……娘はそれを知ってしまい、心を病やんだ」

「────」

　無む言ごんになった成なる実みの肩を、巴御前は一つ叩たたいた。

　戦争は続いている。声だけでなく、音を聞けば現実は思い出せる。だから砲ほう撃げきの音おん響きようを耳にして、草原を歩き出しながら巴御前は言った。

「後に、頼朝は朝ちよう廷ていとの結びつきを強くするため、彼女を入じゆ内だいさせようとした。だが、娘はやはり昔の事が忘れられなくて、病を深くし、京きようにて亡なくなった。……享きよう年ねん、二十歳はたちと言う」

「彼女の名は？」

　Ｔｅｓ．、と巴御前は頷いた。

「正確な名は無い。ただ、当時の〝長女〟という意味で──」

　言った。

「その名を、──大おお姫ひめと、そういった」
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　頼より朝ともは、過去の事を思い出していた。

　……全く……。

　何な故ぜだ。

　自分の方とて、忘れ、なかった事にもしたかった過去が、どうして思い出される。

　生まれ、六歳さいにて多くの幸せを得て、一年の充実を享きよう受じゆし、しかし七歳にて全てを自分が奪うばってしまったのだ。

　これは歴史再さい現げん。その前ぜん提ていは、通じていたし、幾いく度ども教えていた。

　だが、駄だ目めだった。

　娘むすめは、表おもて向むき、こちらに気を遣つかって隠かくしていたが、月日と共に崩くずれていった。

　床に伏せがちになり、最後は自分に会う事も拒きよ絶ぜつされた。

　最後に見たのは、息を引き取った後で、ただ、言こと伝づてにはこうあった。

「私は、駄だ目めな子でしたね」

　違う。

　そんな言葉が聞きたかったのでも、応じる台詞せりふを送りたかったのでもない。

　あれだけの事をして、それでも耐えて生きてくれて。

　十三年。幸いを得た年月の二倍近くを、耐えてくれたのだ。

「よく頑がん張ばった」

　そう言いたかった言葉を、聞く筈はずのお前が、何故、いない。

　だから自分は、自分をやめる事にした。頼朝の歴史再現を終え、次じ代だい、その次へと襲しゆう名めいし、義よし経つねに討うたれた。

　義経が目の前に立った時、安あん堵どすらしたのだ。

　これでようやく終わりだと。

　ああ、そうだ。

　自分が興おこした鎌かま倉くら幕ばく府ふは、麾き下かと報ほう償しようの関係で作られた社会だ。何かをしたら、

「よく頑張った」

　と、報むくいを与える。それを、可能な限り護まもりはした。

　そこで死に、あの世で彼女に会ったならば、違う父を見せようと思った。今の自分は、為なした事を認め、もはや逃げぬと。

　必死に頑張った娘に、言ってやろうと思った。駄目なんて事はないと。そして、

　……情なさけない話だ。

　時代を作った将しよう軍ぐん。それがよもや、

　……小こ娘むすめ一人の赦ゆるしを乞こいたい、とはな。

　これはきっと、己おのれの残念の一つだろう、多分。

　だから機き動どう殻かくになった自分を自覚した時、己の清せい算さんだと思った。人の人生を壊こわし、潰つぶした因いん果がとして、機動殻として己も壊され、潰されるのだと。

　その代わり、誰だれかを護まもれるならば、少しの赦ゆるしにはなるだろうか、と。

　しかし、違った。今、自分が抱いたようになっているこの女は、何だろうか。

　やたらとデカい図ずう体たいで、でも、自分を駄だ目めだと言い、こちらに気を遣つかい、泣く。痛い痛いと言いながら、こちらが無ぶ事じだと笑うのだ。

・鬼武丸：『────』

　すまぬ、と鬼おに武たけ丸まるは思った。

　……すまぬ、大おお姫ひめ。

　貴き様さまの処ところに行き、謝るのは、ずっと先になりそうだ。今はただ──。

・鬼武丸：『おい』

　鬼武丸は思った。大姫という名を思った。

・鬼武丸：『貴様、歳としは？』

「え？　あ、は、はい」

　彼女が答えた。

「二十歳はたち？　──ですよ？」

　そうか、と鬼武丸は頷うなずいた。

　そこまで、同じか。
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・鬼武丸：『おい』

　鬼武丸は、ゆっくりと言った。

・鬼武丸：『──立て。戦せん場じようは動いている。行くぞ』

「は、はい、行きますです……」

・鬼武丸：『痛いか？』

「え？　あっ、あ、いえ、あの、痛くないです？　大だい丈じよう夫ぶですよう？」

・鬼武丸：『そうか。解わかった』

　ならば、

・鬼武丸：『これから私が、貴様の動作をアシスト処しよ理りする。今までのような、機動殻の基き礎そ反応ではなく、私が、自分なりの動作として貴様を補ほ助じよする』

「え？　そ、それって……」

・鬼武丸：『攻こう撃げきを、私が担たん当とうする。貴様は私に合わせて動けば良い』

　そして、

・鬼武丸：『貴き様さまは、防ぼう御ぎよを担当しろ。別に吹っ飛ぼうが、自じ害がい寸すん前ぜんの事をしても構わない。それが貴様の性しよう分ぶんだというのはいやという程ほど解わかった。下らない話だがな』

「すみませんです……」

・鬼武丸：『構わぬと言っている……！』

「い、言ってないですよ！　初めて聞きましたよう！」

・鬼武丸：『悟さとれ！　全く……』

　大おお姫ひめはもっと頭が良かった。それに比べるとどれだけ愚おろかな事か。だから鬼おに武たけ丸まるは言った。

・鬼武丸：『図ずう体たいばかりデカくてどうしようもない。しょうがない小こ娘むすめだ』

　だから、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ、これから貴様をそう呼ぶぞ』
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　左さ近こんは、息を詰めた。

「────」

　身体からだに激げき痛つうは有り、それは止まないが、確かに解わかる事がある。

　……わあ。

　この人は、私をちゃんと見てくれている。

　三みつ成なり様に感謝ですよ、と左近は思った。

・鬼武丸：『どうした』

「あ、いえ、嬉うれしいですよ。──鬼武丸さん、私よりおっきーですよ。それですよ」

　そして、

「有あり難がとう御ご座ざいますよー」

・鬼武丸：『礼れいを言うのはこちらの方だ』

　鬼武丸が、呆あきれたような口く調ちようで言う。

・鬼武丸：『先さき程ほどからの被ひ弾だん、よくまあ私を庇かばった。──よくやった』

「あ、いや、その」

　何か、すごく参まいった。礼を言われるとか、思ってもなかったし、何だかいきなり過ぎる。

　だから、

「あは」

　涙が、不ふ意いに零こぼれた。

・鬼武丸：『おい。どうした』

「いや、だって、だって……」

　左近は、身を起こした。揺らぐ視し界かいで空を見上げれば、青の色がある。

　その色を眺ながめながら、右肩を振るい、刃やいばを反動で抜く。

　刺すような痛みが連続し、骨を何かが割っていく感覚がある。しかし、身体からだに来る慣れた痛みは、自分が今までの何もかもと連続していると言う事だ。

　そして今、自分の最さい先せん端たんとして、

「嬉うれしい事、一いつ杯ぱいですよ」

・鬼武丸：『馬ば鹿かか貴き様さまは、──これからまた、自分から痛いのに突っ込み、また、敵も貴様に痛みを与えようとするのだぞ』

「いーですよ、いーですもんよ」

　右腕うでが使える。だから左近は、ん、と息を詰めながら左の刃やいばを抜き、腹の一いつ刀とうに手を掛け、

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　引き抜く時は、流石さすがに背せ筋すじが震えた。だが、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ』

「はいです？」

・鬼武丸：『これから私の方で、貴様に身しん体たい強化系けいの加か護ごなど、可能な限りの補ほ助じよを行う。これによって、爆ばく発はつ的てきな再さい生せい能力が得られる他、身体能力も上げるが、痛つう覚かく系けいは──』

「あー、体質的に痛覚減げん衰すい駄だ目めなんですよ？　あと、麻ま酔すい系とか。だから入れてないです」

・鬼武丸：『道どう理りでリストに無い訳わけだ……！』

　それは、鬼おに武たけ丸まるが、何ど処こかのタイミングで自分を救たすけようとしてくれたという事だ。

　……うん。

　痛いけど、幸せ。

　今までだって、幸いだったけど、今は違う。

　自分がいていいという安あん堵どの幸いではなく、自分がいられて嬉うれしいと思った。

・鬼武丸：『──大だい体たい理解した。とりあえず、全部突っ込む』

「い、いきなり乱らん暴ぼうです!?」

・鬼武丸：『状況が状況だ。早く左脚あしの刃やいばを抜け。そして両の手に握れ。私の得え手ては弓ゆみだが、太た刀ち振ふるいが出来なかった訳ではない。本場の将しよう軍ぐんの技を見せてやる』

　そして、

・鬼武丸：『加護類。そして私の機き能のうとして仕込まれた加護を最大展開する。一種の対たい艦かん装そう備びクラスだが、貴様は私の手伝いをしているのだと思え。

　──敵は武蔵むさしの第五特とく務む。戦せん績せきと記録を見る限り、これでも勝てるかどうかは解わからぬ。

　何しろ資料を検けん索さくする限り、相手も将来は俗ぞく称しようとして〝天てん下かの副ふく将しよう軍ぐん〟を名乗るらしい。下げ克こく上じようが有りとされる現在、〝鎌かま倉くらの将軍〟たる私にとっては強敵であろう』

「が、頑がん張ばります？」

・鬼武丸：『許可する。──結果を出したら褒ほめてやろう』

　だから、と鬼おに武たけ丸まるが言った。自分を包んで、こう言った。

・鬼武丸：『共に行くぞ、──小こ姫ひめ』

　はい、と自分は頷うなずいた。そして、前に足を踏み、

・小　姫：『行きますよ……！』







[image: 第八十章『激突場の回転者』]
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　ミトツダイラは、敵の出現を音で知った。

　草を踏む足音だった。

　先行する敵の機き動どう殻かく部ぶ隊たいを追うかどうか。迷い掛けた時に、それが現れたのだ。

　黒の機動殻。身長は四メートル弱。

　装そう着ちやくする者のインナースーツは多くが破れているが、血など何ど処こにもついてはいない。

　……ルドルフ二世せいの再さい生せい加か護ごと同じですわね。

　あの変へん態たいの負ふ傷しようは、破は損そん部位が即そく座ざに血ち煙けむりとなって回復した。この敵も同じだとするならば、問題は一つだ。

　どのようにして倒すべきか。手段を選ぶ事は出来ない相手だ。

　そしてお互いは、草の野原の上で向かい合った。

　距離二十メートル。敵は、身体からだに刺さっていた朱しゆの刃やいばを二本、その両手に提さげ、

『名乗れ』

　男の声が、機動殻から響ひびいた。すると、

『ちょ、ちょっと、偉えらそうですよ鬼おに武たけ丸まるさん！』

『偉そう、じゃなくて偉いんだ！　将しよう軍ぐんだからな！』

『か、過去の栄光ですよう？　年寄りの冷や水です？』

『貴き様さま……！』

　ミトツダイラは右手を挙げた。は？　と顔を向けた相手に、

「武蔵むさしの騎き士し。総そう長ちようを王おうとします第一の騎き士し。ミトツダイラ・〝銀ぎん狼ろう〟・ネイトですの。

　とりあえず極きよく東とう式で今は名乗っておりますけど──」

　問うてみた。

「そちら、どちら様ですの？」

『あっ、はい。Ｔｅｓテスタメント．、私が島しま・左さ近こんですよ！』

『俺おれが鬼武丸だ』

　同じ姿すがたで言われてどうしたものか。一応、機動殻が鬼武丸なのだと想そう像ぞうは出来る。見たところ、装着者の左近は女性のようだし。

　……でも、ルドルフ二世も女性に変態出来ましたものね……。

　一応、聞いてみた。

「あの、宜よろしいですの？」

　は？　とまた相手が顔を向けた。その動きに、ミトツダイラは問うた。

「やはり、変態ですの？」

　疑問を投げかけた先。ややあってから、機動殻が両手の平ひらを立ててこちらに向けた。

　ちょっと待て、という仕し草ぐさをして、彼女は、

『鬼おに武たけ丸まるさん……、長い付き合いになると思うので、そういうの早く言ってくれた方が、私としては気が楽になるし、理解や合わせるのは無む理りでも諦あきらめがつくんです？　どうなんです？』

『貴き様さま……!!　貴様こそ何かあるのではないか!?』

『な、無いですよう！　ひどいですよ鬼武丸さん、女の子を変へん態たい呼ばわりとか、そりゃ暗あん殺さつされても仕方ないですよう』

　仲間割れを始めた。

　……まあこの程度の共とも食ぐい、普通にありますわよね。

　見ていて落ち着いている自分がちょっと余よ裕ゆう。ただ、名乗りは上げたのだ。王おう達の方も心配だし、全体の進しん行こうもある。だからミトツダイラは一ひと息いきを入れ、

「あの、少々良いですの？」

　え？　と相手が顔を向けた。そして向こうは、慌あわてて頷うなずき、

『あ、はい、何です？　いいですよ？』

　許可が出たのでミトツダイラは攻こう撃げきをぶち込んだ。
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　ミトツダイラは、己おのれが放った一いち撃げきを見ていた。

　切りつけたのではない。警けい戒かいも含み、手首と指の関かん節せつを瞬しゆん発ぱつ加速で跳ねさせ、剣を砲ほう弾だんのように発はつ射しやしたのだ。

　だが、飛ひ翔しようした朱しゆの一線は、

　……どういう事ですの？

　低い打だ撃げき音おんと共に、朱の刃やいばが空中に跳ねていた。

　見れば、対する島しま・左さ近こんが、右の手をカウンターで突き出している。が、その手は、刃に触れていない。ただ急ぎで前に出しただけの動きだ。

　それなのに、空中で顎あご剣けんが弾はじかれた。

　防ぼう護ご障しよう壁へきの一種だ、とは思う。だが、それは旧派カトリツクや神しん道とう式しきの表示枠サインフレームを出していない。

　ならば、とミトツダイラは思った。今のは、防護用の術式ではないのだ、と。

「派は手でな音が響ひびきましたわね、今。──振れてもいないのに打だ撃げき音。それも、大面積を打ったような低い響きでしたわ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自ら頷うなずき、ミトツダイラは理解した。

「貴女あなた、己の攻撃力を、面に転てん化か出来るんですのね」
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　……危ないですよう……！

　正直、今のは肝きもが縮んだ、と左さ近こんは内ない心しんで安あん堵どする。

　自分がやったのは、鬼おに武たけ丸まるの指し示じ通り、右の手を前に出しただけだ。

　脇わきに立てた刃やいばを持ちもしていない。素す手でだ。しかし、

・小　姫：『お、鬼武丸さんの言う通りにしたら、外したけど当たりませんでしたです!?』

・鬼武丸：『その言い方やめんか！　わざと外したのだぞ！　──解わかったか？』

・小　姫：『解りませんですよ！　もっとちゃんと話をしましょうよですよ！』

　あのなあ、という声が聞こえたが、ちゃんと説明してくれる鬼武丸さんかなりいい人ですよう、と左近は思う。

・鬼武丸：『私に与えられてる加か護ごは、力の展開加工だ。貴き様さま、図ずう体たいばかり大きいだろう？　だから石いし田だの方で、防ぼう御ぎよにも使えるよう、打だ撃げき力りよくの面めん展開化を寄よ越こしてきたという訳わけだ』

　つまり、

・鬼武丸：『貴様の攻こう撃げきを、適時、面の打撃に私は展開出来る』

・小　姫：『それって……』

・鬼武丸：『何かを打撃した時か、空中にインパクトを放った瞬しゆん間かん。そこに、打撃力に応じた流りゆう体たいの壁を作れる。──先さき程ほども、砲ほう撃げきを身で受けず、迎げい撃げきすれば良かったものを』

・小　姫：『お、鬼武丸さん、最初に説明しましょうですよソレ！』

・鬼武丸：『だからその点では済まなかったと言っている』

・小　姫：『い、言ってませんですよ!?　初めて聞きましたですよ!?』

・鬼武丸：『悟さとれ！　そして一つ聞くぞ』

・小　姫：『──動けますですよ!?』

　は、と鬼武丸の笑いが聞こえた。

・鬼武丸：『それが悟れていれば充分だ！　──行くぞ小こ姫ひめ！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、左近は前に出た。
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　ミトツダイラが体感したのは、強きよう烈れつな錯さつ覚かくだった。

　……え、ええと？

　敵の身長は四メートル弱。数字で聞くと、さ程大きさは感じないのだが、

　……け、結けつ構こう、大きいですわよ!?

　見上げねばならないサイズの相手とぶつかるのは、天てん竜りゆうの才さい蔵ぞう以来だ。

　だが、今回は竜ではなく人の形状。

　距離感が摑つかめない。

　視線がいつもより見上げる状態になるため、地面側が見えず、対比となるものが無い。

　酷ひどく巨きよ大だいなものと向き合っている感覚もあれば、

「く……！」

　連続して突き込まれてくる刃やいばは、正まさしく長ちよう尺じやくリーチの向こうから吹っ飛んでくる。

　何もかもが長い。

　母が靴ヒールも含めてかなりの長身だが、この相手に比ひ較かくすれば半分程でしかない。自分と比較すれば、二倍以上はあるのだ。

　そして前に出て来た左さ近こんが、両の手に摑つかんだ刃を叩たたき込んできた。

「……っ！」

　敵が使用しているのは、自分が彼女の身体からだに貫かん通つうさせた顎あご剣けんだ。成なる実みの不ふ転てん百足むかでが使用する長ちよう剣けんは、しかし左近の両手に握られると短たん剣けんのような姿すがたになる。

　こちらの二倍以上のリーチ。二倍以上の歩幅。

　速度は、大きさ故ゆえに緩かん慢まんかと思えば違う。

　ルドルフ二世せいがそうであったように、高速かつ、重い動きだ。

　ミトツダイラは両の手に鎖くさりを絡めた上で、剣を握った。

　四本態たい勢せい。二本は銀ぎん鎖さでマルチレンジ対応として、ミトツダイラは軽く口を開く。

「は」

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくの連続には、呼吸が肝かん要よう。故ゆえに息を整え、

「行きますわよ……！」





●






　狼おおかみの短距離突とつ撃げきに、機き動どう殻かくが反応した。

　銀ぎん狼ろうの刃を、黒の機動殻が己おのれの刃で突いて返す。

　しかしそれは剣の交こう叉さではない。機動殻の刃が放つ障しよう壁へきに、狼の剣けん戟げきが弾はじかれているのだ。

　面は、機動殻の動きが速ければその面積を大きくする。

　対する銀狼が全力で攻撃を叩たたき込めば叩き込む程、

『行け……！』

　迎げい撃げきの速度は上がる。その結果、打だ撃げき面が拡大し、

「厄やつ介かいですわね……！」

　狼の前に、壁が作られ始めた。

　初めは、一いち撃げきを防ぐだけのものが、面積を広げる事で二発を妨さまたげるものとなり、そして左右が連れん撃げきとなる事で、銀狼の攻撃に全対応する壁となった。

　快音と打撃音が宙ちゆうに叫び、

「────」

　お互いが息を吸うなり、身を前にぶち込んだ。

　超ちよう至し近きんでの、足あし捌さばきを入れた交こう戦せんを開始したのだ。





●






　ミトツダイラは、己おのれを変えた。

　自分の戦せん闘とう法は、人の戦せん術じゆつ。それを獣けものの膂りよ力りよくで働かせる事が自分の力そのものだ。

　母を倒す時に摑つかみ、以来、自分の主しゆ軸じくとして意い識しきしてやってきた戦せん闘とう法ほうだった。

　だが、今は違う。この相手は人間だ。大きく、長ちよう尺じやくで、再さい生せい能力や異常なレベルの膂力を持ってはいるが、人間だ。

　……ええ、少なくとも、対たい艦かん砲ほう食らったら精せい霊れい化かで森林ドバアとかしませんものね！

　あと、見上げている限り、この島しま・左さ近こん、意い外がいに胸は許きよ容ようサイズだ。大きいのは大きいが、身長四メートル……、いや、中の本体は三メートル程と考えると、普通の背せ丈たけサイズに換かん算さんした場合巨きよかその上のランクの範はん疇ちゆうで済……、充分デカいですわ！　相そう対たい的てきではなく、絶対的に考えると、結けつ構こうですのよ結構！

　……それに、い、いやですわ、私。初しよ対たい面めんの女性を見てオパイソムリエだなんて……。

　王の嗜たしなみが伝でん染せんしたという事だろうか。ふと思えば、数時間前にも糟かす屋や・武たけ則のりに同じソムリエを働いていた気もするが、あれは同どう族ぞくなのでノーカン。

　もはや武蔵むさしに敵てき対たいする女連れん中ちゆうは一度私の目の前に並んで測らせなさいなと、そんな風ふうに制度を組んだ方がいいのだろうか。

　ともあれ、そのようにイラっと来る部分はあるが、敵は人間だ。

　だからミトツダイラは自分を変える。

　両腕うでの振りを瞬しゆん発ぱつ加か速そく任まかせにシフト。自分の軌き道どうを作る足あし捌さばきの動作は、

「悔くやしい話ですわね」

　ミトツダイラは、眉まゆを立てた笑えみで言った。

「まさか、御お母かあ様さまの動きが参考になるなんて」

　言うなり、ミトツダイラは、足回りを乱した。敵への正せい対たいや、自分としての有利な位置をとろうとするのではない。

　隙すきがあればそこに嚙かみつきに行く。隙が無ければ、強ごう引いんに跳び込みに行く。

　しかし、その動きは高速で、休み無く行われる。これらの要素が入った動作は、

「──狼おおかみの踊おどり。行きますわよ！」





●






　左近は、激げき痛つうを左の脹ふくら脛はぎに感じた。

　……え？

　目の前に、銀ぎん狼ろうがいる。その刃やいばは防いでいる。しかし、

「つ……！」

　次は、右の腰外だ。

　一体どういう事だろうか。変な鎖くさりでポンポン飛んでくる刃やいば二本が、自分を傷つけているのだろうか。

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん！　痛いですよ!?』

・鬼武丸：『敵が見えているか!?』

・小　姫：『み、見えてますです？』

　ほら、と言う程に、しかし敵の位置が安定してない。右に、左に、正面に来たかと思えば、身を回すようにして懐ふところに入ってきて、そのたびごとに刃を振るってくる。

　鬼武丸の反応は正確だ。狼おおかみの突とつ撃げきや接近を見切って、そこに刃を叩たたき込むよう照しよう準じゆんを置いてくれる。だが、

・小　姫：『ひ……！」

　右の膝ひざ裏うらに、結けつ構こう深いのが来た。すると、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ！　──すまん、見え方が違うのか！』

　鬼武丸の言葉と同時に、視覚が変化した。

　いきなり、全てが左右から圧あつ縮しゆくされ、中央に向けて縮んだのだ。

　視し界かいの端はしから端まで、何もかもが横二分の一程に潰つぶされる。そして、

　……左右、繫つながって、るんです？

　鬼武丸の視覚素そ子しが見る三百六十度の視界だ。

　自分の正面と真後ろ。それらを同時に確保出来る視線の走りは、あるものを確かく認にんした。

　銀ぎん狼ろうの群だ。

　少なくとも常時三人。狼は正面のみならず、こちらの背後や側面にもいて、隙すきを見せた箇か所しよへと跳び込んでは嚙かみついてくる。しかも使用武ぶ器きは、二本の鎖と双そう剣けんの同時展開だ。

・小　姫：『うっわ……！』

　気付いて驚き、慌あわてて位置をずらす。だが、

・鬼武丸：『小姫！　迂う闊かつに動くな！』

　一いつ気きに数カ所を刻まれた。下へ手たな身動きは隙の塊かたまりでしかないという事だ。

　凄く痛い。特に右の太ふと腿もも、装そう甲こうの間を深く削そがれたのは泣きそうになった。しかし、

・小　姫：『ええと、ちょっと、鬼武丸さん、すみませんです。視覚……』

　この三百六十度視覚、狼の動きの把は握あくには最適だが、自分の動作をそこに置いて考えるには、ちょっと無む理りがある。適応訓くん練れんが必要だ。

　だが、左さ近こんは見た。この三百六十度視覚の中、銀狼には常に照準が合っているのを、だ。





●






　鬼武丸は、機き動どう殻かくの視覚を通常用に戻しながら、思し案あんした。

　……適応不足か！

　実力としては、伯はく仲ちゆうしているという思いがある。この敵の攻こう撃げきに対応し、凌しのげる、と。

　だが、対応するためには自分の視覚に小こ姫ひめが適応出来てなければいけない。

　典てん型けい的な連れん携けいミス。訓くん練れん不足だ。

　だとすれば、方法は一つ。

・鬼武丸：『小姫。視覚内に、最も近い敵位置を示す印しるしを追加する。可能ならば、そちらに振り向く事から始めろ』

　一つ一つ、的てき確かくに体たい捌さばきで向き合い、潰つぶすしかない。

　……間に合うか？

　現状、敵の移動速度は、こちらの二倍近くを叩たたき出している。

　獣けものだ。

　元から能力のあるものが、人としての理論だった動きを捨て、その力に任せた速度を振り回しているのだ。

　乱れれば転び、余よ計けいな方へと吹っ飛びかねない自分の操そう作さ法ほうだ。

　だが敵はそれを為なし、こちらを仕し留とめに来ている。対する自分達は、連携不足で、

　……構わん！

　鬼おに武たけ丸まるは、自分の中に生まれそうになった愚ぐ痴ちを遮しや断だんした。

　戦せん場じようにおいては、用意してきたものをどう使うかで勝負するしかないのだ。

　自分に出来るのは、小姫に与える情報を正確に、最短距離を教えられるようにすると言う事だ。まずはそれを為なし、次の課題を考えるべきだろう。

　何もせず、無む理りな未来を思い描けば、何もせずに終わるだけだ。だから、

・鬼武丸：『小姫！　行くぞ！』

　だが、呼び掛けに対し、身を振り回している小姫が言った。

・小　姫：『あ、あの、鬼武丸さん。いいですかです？』

・鬼武丸：『何だ!?　短く言え！』

　叫んだ直後。回答が聞こえた。

・小　姫：『鬼武丸さん、ど、どのくらい動けますですよう？』





●






　鬼武丸は、小姫の言う意味を一いつ瞬しゆん理解出来なかった。何な故ぜなら、

・鬼武丸：『何を言っている!?　今、私が貴き様さまをパワーアシストしているのだぞ!?』

　パワーアシストは、装そう着ちやく者しやの速度や力を跳ね上げるためのものだ。

　だが、アシストには、幾いくつかの制限がある。

　まず考こう慮りよすべきは、駆く動どう系けいの可動範はん囲いを超えて、強ごう引いんな負ふ荷かを与えてはならないという事だ。無む理りを行えば、可動範はん囲い限界に己おのれのパーツが衝しよう突とつして破は損そんの原因となるからだ。

　そしてもう一つの制限が、装そう着ちやく者しやの肉体限界だ。

　アシストが強くなれば、それはもう、装着者に導かれるのではなく、装着者を押すような動作になる。この場合、装着者の関かん節せつを破は壊かいしたり、筋きん肉にくを反動で千ち切ぎる事もある。

　ゆえに、パワーアシストは、装着者の基き礎そ運動能力が、そのアシスト限界の基き準じゆんとなる。

・小　姫：『だけど、ええと、だ、だから、それなんです？　ええと──』

　小こ姫ひめが言った。

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん、……ど、どのくらい、動けますです？』

・鬼武丸：『違う！』

　鬼武丸は、小姫の言いたい事を理解した。要するに彼女はこう言いたいのだ。

・鬼武丸：『どのくらい動いていいですか、だ！』

　解わかった。この小姫は、

・鬼武丸：『貴き様さま、まだ、全力で動いていないのか!?』

・小　姫：『うわ、さ、悟さとってるですよ！　鬼武丸さん凄すごいです!?』

・鬼武丸：『疑問せんでも充分凄いぞ！　将しよう軍ぐん様さまなのだ！』

　鬼武丸は、自分のパワーアシストを上限設定にした。普通の人間が装着したら、己おのれの動きに押し込まれて圧あつ死ししかねないアシスト力だ。

　当然のように、自分の駆く動どう系けいにも負ふ担たんは山盛りの選択である。だが、

・鬼武丸：『俺おれに気を遣つかうな！　貴様に気を遣われる程将軍稼か業ぎようは容易たやすくない！』

・小　姫：『Ｔｅｓテスタメント．！　──じゃ』

　という言葉が聞こえた瞬しゆん間かん。鬼武丸は、何もかもが爆ばく発はつしたのを感じた。





●






　ミトツダイラは、危険を感じた。

　一いつ瞬しゆんの中で、敵が何かをスイッチしたのを、肌はだで悟ったのだ。

　……加か速そくしますわね。

　視し界かいの中、左さ近こんの挙きよ動どうに、今、間がある。自分における瞬しゆん発ぱつ加速のタメと同じだ。

　来る。

　敵が、本来の速度を出すのだ。そう、これは必然であった事。何な故ぜなら、

　……私が瞬発加速を初めて憶おぼえた時、ルドルフ二世せいは、それに匹ひつ敵てきする速度で対応したんですのよ？

　この相手が、あの変へん態たいと同様の膂りよ力りよくを持っているならば、リーチと機き動どう殻かくの分、速度はどれだけ増す事になるだろう。

　あの頃ころから、自分も鍛きたえている。瞬発加速だけではなく、幾いくつもの技を修めている。

　そしてミトツダイラは思った。ここから先が本番ですのね、と。だから、

「──行きますわよ」

　加か速そくを追加した。





●






　浅あさ間まは望ぼう遠えん術じゆつ式しきの表示枠サインフレームを用い、西の大だい地ちにそれを見た。

　狼おおかみと、黒の機き動どう殻かくの立ち回りだ。

　どれも、もはや残ざん像ぞうで一人に見えるものではない。幾いくつもの影と、武ぶ器きの交こう叉さが確かく認にん出来、お互いがお互いを捉とらえようと自分や相手を振り回す。

　銀ぎん鎖さの軌き道どうは数十の銀ぎん光こうに見え、刃やいばも同等の数に見えた。

　黒の機動殻は、その長身瘦そう軀くの身体からだで、しかし、

　……どーなってんですか。

　瞬しゆん間かん的てきな移動や挙きよ動どうだ。

　自分に比較して小こ柄がらなミトツダイラに対しては、その場からの一歩や腕の突き込みで何もかもが届くリーチ。だけど狼は小こ刻きざみな加速で黒の機動殻の周囲を踊おどる。だからというように、黒の機動殻は、距離を適度に空あけるように下がりながら回り、

「あ」

　黒の機動殻が手て数かずを増やしに来た。

　手にしていた剣を、振り、突く一方で、その引き戻しが間に合わないと解わかったら、

　……手放す!?

　宙ちゆうに刃を置き、手て刀がたなを狼へと発はつ射しやする。

　瞬間的な打だ撃げきが面の形を作り、ミトツダイラの刃を跳ね返す。そして戻す手がまた剣を取る。

　実質、五割増し程の手数を得た黒の機動殻は、手の中の刃を左右や頭ず上じよう、背後へとジャグリングしながら手刀を絡めて銀ぎん狼ろうを追い、絡みつかれる反はん撃げきを、踵かかとを回したバックターンで回かい避ひしていく。

　対し、ミトツダイラは、己おのれの戦せん場じようを追加した。彼女は、跳ね返される刃を宙に飛ばし、

「……!!」

　空中に舞った剣を足あし場ばとして、多層からの攻撃を開始したのだ。

　流石さすがに銀鎖で足場を支えるものの、それは一いつ瞬しゆんだ。次の瞬間には足場を突き込んだり、階段のように更さらに高く、または低い位置や、敵の裏側へと狼は己を反射する。

　ミトツダイラの残像が、黒の機動殻の足あし下もとだけではなく、空中、脇わきや顔の高さにまで至って攻撃を放ち続ける。

　……凄すごい。

　ミトツダイラも凄いが、相手も凄すさまじい。

　正直。ミトツダイラの速度についていけるのは、二ふた代よや宗むね茂しげくらいではないかと、そんな風ふうにも思っていたのだ。あ、ミトのお母かあさんは別格で。

　だが、今日きよう。関かん東とうでは糟かす屋や・武たけ則のりという存在がいて、M. H. R. R.神聖ローマ帝国では島しま・左さ近こんだ。

「いやはや……」

　浅間は呟つぶやいた。

・あさま：『これ、つまり、戦せん闘とう系けいじゃない私って、結けつ構こうランク低いって事ですよね』

・煙草女：『関かん東とうからツッコミ入れていいさね？』

・金マル：『つーかその理り屈くつだとマサもランク低くならないかな？』

・貧従士：『というか何ですかそのランク！　逆オパイカーストですか!?』

　反応が早い。

　だが、不ふ意いの音が響ひびいた。西の野において、風を強く切り裂さく音が鳴ったのだ。

　銀ぎん鎖さだった。

　ミトツダイラが、銀鎖を用いて、空中から敵の懐ふところに跳び込んだのだ。
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　鬼おに武たけ丸まるが感じたのは、己おのれの経てきた空白の歴史だった。

　五百年。

　その間に、幾いくつもの武ぶ装そうや戦せん術じゆつが生まれ、対応策が作られてはまた超えるのを繰くり返してきたのだろう。否いな、神かみ代よの時代からも、戦せん闘とう法は改良を重ねられ、また超えられて来たのだ。

　それらの積み重ねは、結果として、あるものを生む。

　……戦闘法の発はつ案あん力だ！

　アドリブ、と簡単に言われる行為だが、これには基き礎そ的な経験が必要だ。武ぶ器きがなければ戦術が生まれないように、戦闘法を発案するには、それを使う戦せん場じようや、元となる戦術がある。

　そして、戦術を重ね、修めてきた者達の中で、達たつ人じんのクラスが、ある事を行う。

　戦闘中に、新しい戦術や、対応策を閃ひらめくのだ。

　今がそうだ。狼おおかみが多重に空中を跳ね、こちらの首元へと鎖くさり剣けんを投じてきた。

　対する自分達は、当然のように迎げい撃げきする。

　使うのは右の刃やいば。その切きっ先さきを空中に突き込み、壁を作るのだ。

　打った。

　壁に鎖剣が跳ね返り、自分達は次の攻こう撃げきのため、左の剣を肘ひじで振りかぶった。

　直後。銀ぎん狼ろうがある動きをとった。

　これまで通りならば、自分達の攻撃への対応として、狼おおかみは鎖さ剣けんの足あし場ばを蹴けって回かい避ひに繫つないでいた。だが、今の一いつ瞬しゆんは、

　……違う！

　回かい避ひではなく攻こう撃げきという選択。

　彼女は、自分の足あし下もとに置いた剣の足あし場ばを蹴けり、こちらへと瞬しゆん発ぱつしたのだ。

　だが彼ひ我がの間には壁がある。先さき程ほどの対応でこちらが穿うがち作った壁だ。

　このような技術、狼おおかみは初めて見るものだろうに。しかし、

・鬼武丸：『障しよう壁へきの縁ふちを鎖くさりでホールドするか……！』

　壁を乗り越えるように、狼が加か速そく一発で内側に跳び込んできた。

　銀ぎん狼ろうの手には先さき程ほど弾はじかれた刃やいば。対する自分達は左の剣を振りかぶっていて動けない。

　銀狼は、更さらに手を重ねた。

　こちらに剣を打ち込む手て応ごたえを求めず、

　……投じるか！

　僅わずかなタイムラグも隙すきとなると、そう判はん断だんしたが故ゆえの一いち撃げき。勝利に対して、手を抜く事も、遊びも赦ゆるさないという選択だ。

　間に合わぬ、と思った瞬しゆん間かんだった。

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん！』

　その声が、鬼武丸の意い識しきを醒さました。

　鬼武丸は、一いつ瞬しゆんの中で一つの事を思った。自分の経けい歴れき。将しよう軍ぐんという役やく職しよくの名を、だ。

　将軍は武士達の頭とう領りよう。当然のように、戦せん闘とうの達たつ人じんだ。ならば、

　……対応出来て当然！

　鬼武丸は、指し示じを叫んだ。小こ姫ひめの耳に対し、大声でこう言ったのだ。

・鬼武丸：『任せろ……!!』





●






　左さ近こんは、視覚の中で、鬼武丸の対応を見た。

　防ぼう御ぎよだった。

　銀狼が投じてきた刃に対し、鬼武丸が胸きよう部ぶ装そう甲こうで受けようとしている。

　無む論ろん、狼の一いち撃げきには威い力りよくがある。きっと装甲は破は砕さいし、鬼武丸にも被ひ害がいが生じるだろう。

　鬼武丸が傷を負う。

　嫌いやですよ。

　元はといえば自分のせいだ。自分の力が足りず、鬼武丸の足を引っ張っている。だから、

　……駄だ目めですよう。

　先程も、そうだったのだ。

　砲ほう撃げきが来た時、鬼武丸は、機き動どう殻かくとしてそれを受け止めようとした。

　だが、自分に関わる誰だれかが傷つくのは嫌だと、左近はそう思った。だから身体からだをズラし、自分の身で砲撃を食らったのだ。

　凄すごく痛いが、我が慢まんすればいい。吹っ飛んだって、すぐに元に再さい生せいするのだ。だから、

　……私が──。

　と思った時だった。左さ近こんは鬼おに武たけ丸まるの声を聞いた。

・鬼武丸：『上う手まく行ったら誉ほめろ小こ姫ひめ！』

　その一ひと言ことに、左近は身を震わせた。

　……あ。

　同じだ。

　鬼武丸が、自分と同じ事を望んでいる。それはつまり、自分もして欲しい事で、だから、

・小　姫：『ま……』

　左近は応じた。それを鬼武丸から奪うばってはならない。誉めるのは自分なのだ。ゆえに、

・小　姫：『任せますよう……！』
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　狼おおかみの刃やいばが胸きよう部ぶ装そう甲こうを破は壊かいしたのを、鬼武丸は悟さとった。

　だが、そのインパクトを鬼武丸は瞬しゆん間かん的に分ぶん析せき。左近の胸の立体など、傾斜を考こう慮りよして、

・鬼武丸：『……この！』

　破は片へんが使えた。

　可動機き構こうの入った上面装甲の内、動かせる部分が、その段だん差さをもって刃やいばを掃はいたのだ。

　そして二次装甲を限界まで胸に押しつけ、傾ける。肩の人じん工こう筋きん肉にくを肩けん胛こう骨こつ側に縮め、胸の上部を大きく一気に傾けた。

　二次装甲に、刃の先せん端たんが食い込んだ。だが、

・鬼武丸：『空だ！』

・小　姫：『え？　あ、ええと』

　首元に近い位置故ゆえ、小姫には顎あご剣けんの挙きよ動どうが見えていない。だから、

・鬼武丸：『空を見ろと言っている！』

・小　姫：『い、言ってないですよ!?』

　だが、小姫が身を反そらす。

　応じた自分が背のパワーアシストを抜き、左近の身を強く仰のけ反ぞらせたと同時。

　刃が、刺さった位置を支点として、後ろに滑った。

　放り投げられるように、宙ちゆうに飛ぶ顎剣を見て、鬼武丸は叫んだ。

・鬼武丸：『凌しのいだぞ！』
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　ミトツダイラは、攻こう撃げきが強ごう引いんに無む効こう化かされたのを見た。

　敵の機き動どう殻かくと本体の連れん携けいともいえる動き、それを経て、顎あご剣けんが凌しのがれたのだ。

　……しまった……！

　手て数かずと武ぶ器きを失ったというだけではない。

　敵の姿し勢せいが、腹を前にするように仰のけ反ぞった形になっていたからだ。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくで言えば、この次の瞬しゆん間かん、どのような攻こう撃げきでも放つ事が出来る。そんな姿し勢せいだ。

「良く出来たですよ鬼おに武たけ丸まるさん！」

　防ぼう御ぎよ成功を告げる声に危険を感じ、ミトツダイラは空中に跳ねた。

　銀ぎん鎖さと顎剣で作った足あし場ばを蹴けり、背後へと身を移したのだ。

　跳ぶ。

　少なくとも、この長ちよう尺じやくリーチの相手から遠く、攻撃の届かない位置へと、だ。

　そして空中で、ミトツダイラは刃やいばを抱いてガードとしながら、敵を見た。

　今、自分の位置は、敵の腕よりも遠くの宙ちゆうにある。

　もし今から、振りかぶられている左の刃を叩たたき込まれても、

　……届かない筈はずですわ！　それに──。

　今の敵の挙きよ動どうに、ミトツダイラは勝しよう機きとなるものを見た。

　ならば着ちやく地ちと同時に攻撃に転ずる。そう思いながら、ミトツダイラは身み構がまえた。

　すると、左さ近こんが身を前に振った。

　攻撃の初しよ動どうだというのは解わかった。しかし、左近が、両腕うでを振らなかった。刃を手にした両腕を、どちらかというと腰だめに構え、後は首を上から下に振るように放ち、

「まさか……！」

　ミトツダイラは、左近の攻撃を悟さとった。これから何が放たれるのか。その正体は、

　……音ですの!?
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　左近は、一応、自分の聖せい譜ふ記き述じゆつを学んでいる。

　島しま・左近。武ぶ勇ゆうに優れた武ぶ将しようだが、彼は関せきヶ原はらで一つの逸いつ話わを残している。

　……声ですよー。

　戦せん闘とう時じの号ごう令れい。その叫びが途と轍てつもなく大きかったため、敵の武将達や、兵へい士し達が、戦後も思い出して夜に飛び起きたり、耳鳴りとして聞くようになったというのだ。

　そして今、自分にも理解出来た事がある。

　鬼おに武たけ丸まるの能力。攻撃を面の打だ撃げきに変えるという、このシステムは、

・鬼武丸：『吠ほえろ、小こ姫ひめ！』

　聞いた。

・鬼武丸：『これは貴き様さまのための機き構こうだ……！』

　応じるように息を吸う。

　自分の身体からだは大きい。身長に比べ、瘦そう軀くではあるが、身体の長さの分だけ、肺はい活かつ量りようはある。

　そしてどのような声を出しても、声せい帯たいが壊こわれる事もない。

　瞬しゆん間かん的てきな発声量は常じよう人じんの三倍以上。いつも小声で気を遣つかって喋しやべるのは、地じ声ごえが大きいからに他ならない。

　今は、何も気にしなくていい。鬼おに武たけ丸まるという、任せられる存在もいる。

　だから左さ近こんは吠ほえた。関せきヶ原はらで叫ばれる咆ほう吼こう、その言葉は、号ごう令れいとして単純な、

「掛かれ……！」
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　直ちよく撃げきが狼おおかみを空中で殴なぐりつけた。

　音は、武ぶ器きとは違った。それは面に転化しても、銀ぎん狼ろうの各部で反はん射しやし、その時に炸さく裂れつした。

　正面側、多た重じゆうの爆ばく撃げきを受け、流りゆう体たい光こうが爆ばく発はつ。

　朝の大たい気きに散ったのは、列れつ音おんの重なりだった。銀狼は打たれ、噴ふき飛ばされ、

「……！」

　千ち切ぎれた夏服の姿すがたが、地面へと叩たたきつけられた。
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「あ……！」

　大だい地ちを転がったミトツダイラは、膝ひざと手を突き、身を震わせた。

　音おん響きよう武ぶ装そうとも言える一発が、ほぼ直ちよく撃げきしたのだ。

　声であるが故ゆえ、打だ撃げきは単純ではない。小しよう規き模ぼながら、

　……道みち征ゆき白びやつ虎この、超震しん動どう破は砕さい砲ほうみたいなものですわね……！

　身体からだが震え、上う手まく動かないのがマズい。力が入らないため、銀ぎん鎖さが自じ律りつで動き、急いでこちらに戻ろうとしている。

　幸運だったのは、顎あご剣けんを抱いていた事だ。これによって、身体の正面中央部や、顔面には打撃を受けなかった。しかし、

「か……、は！」

　アンバランスな受け方をした打撃が、四し肢しや腰、肩から胴どう体たいへと回ってくる。

　虫むし酸ずが走る、というような衝しよう撃げきの伝でん播ぱが、身体に届いて、

「────」

　ミトツダイラは、影を感じた。

　頭ず上じよう。直ちよく上じようを通過する軌き道どうで、大たい剣けんが降ってくるのだ。

　島しま・左さ近こんだ。

　黒の機き動どう殻かくが、走り込み、踏み込みを付けての一いつ刀とうをぶち込んできている。

　斬ざん撃げきは、単純な腕の振りではない。全身を使った槍やり投なげのような浴びせ斬ぎりだ。

　攻こう撃げきが来る。だが、怖おそれを知らぬと言うように、銀ぎん鎖さが来た。そして、

・俺　　：『おーいネイト』

　王おうの言葉が来た。

・俺　　：『戻って来たら、ステイにする？　それともお手？　それともちんちん？』

・銀　狼：『ハウスで焼き肉ですわ──！』

　一番最後をちょっと想そう像ぞうした瞬しゆん間かん。黒の機動殻の攻撃がぶち込まれた。
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　鬼おに武たけ丸まるは最速のアシストをした。

　敵は見えている。四し肢しを地について息を整えているのが解わかる。

　勇ゆう敢かんなのは銀の鎖くさりだ。二本の内一本が、顎あご剣けん二本に絡んで宙ちゆうに構えた。自分達の一いつ刀とうをガードするつもりだ。

　構わない。何しろ自分達には打だ撃げきの展開がある。超ちよう高速の一いち撃げきは、鎖が敢かん行こうしたガードごと敵を叩たたき潰つぶす。

・小　姫：『鬼武丸さん……！』

　甘い娘むすめだ。敵を討うつ事にまで躊躇ためらいを捨て切れない。だが、それだからこそ自分がいる。

　迷うな、と言っても無意味だ。

・鬼武丸：『小こ姫ひめ！　──偽ぎ善ぜんの前に我らの善を果たせ!!』

　そして、

・鬼武丸：『間違っていたなら、それでも善を為なし続けろ!!』

　かつて、自分はそれを失敗した。

　自分達の最さい善ぜんとして、損なう事を選択し、しかしそれを通し続けられなかった。

　……大おお姫ひめ。

　拒きよ絶ぜつされた際に、安あん堵どしたのは確かだ。だが、あの時、踏み込み、あの子の恨うらみをぶつけられ、それでも前に進めば良かったのだ。

　苦しませたならば、それを受け止めずして何の為い政せい者しやか。

　人道。尊そん厳げん。命の重さ。それらのありとあらゆる人ひと語がたりは、世界の動きや同どう胞ほうの存そん続ぞくの前には結果論でしか語れない偽善だと、実際を経た鬼武丸はそう思う。巨きよ大だいな、個人ではどうしようもないものを相手にした時、そのようなものに何の意味があるのか、と。

　必死の最さい中ちゆうにそんなものを持ち出されても、出来ない事を強きよう制せいされているだけだ。ただでさえ生きていくのは大変だというのに、不可能を強いられ、自じ問もんせねばならないなら、

　……生きているのが、面めん倒どうになるではないか。

　大おお姫ひめは、面倒を自分のものとして片付けた。

　そして己おのれの場合は、雪ゆき解どけの日が片付けの時だった。神じん社じやの階段で目の前に立った義よし経つねが、どれだけ自分にとっての救いだったか。

　だから、だ。

・鬼武丸：『任せろ……！』

　恨うらみ言ごとも、愚ぐ痴ちも、五百年分、全部私が聞いてやる。

・鬼武丸：『私に任せて、討うて、小こ姫ひめ……！』
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　高速の一いち撃げきが、ミトツダイラを上から打だ撃げきした。

　攻こう撃げき面の範はん囲いは直ちよつ径けい七メートル。

　草の野原は潰つぶれ、一いつ瞬しゆん、周囲の大たい気きが葉の色に染まった。

　響ひびいた音は、硬いものを平ひら手てで打つ響きに似ていた。

　そして打撃の中央から、高速で一いつ刀とうが振り戻される。

　瞬しゆん間かん的な打撃力りよくを上げるための引き戻しの下。銀の色が潰れていた。

　潰れて地表が露あらわになった野の上。銀の髪かみが平面に圧あつ壊かいしていたのだ。







[image: 第八十一章『不可視地の繫ぎ役』]
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　は、と左さ近こんは息をついた。

　……お。

「終わりましたです？」

　嗄かれた声だ。

　口の中、鉄の味がする。先さき程ほどの咆ほう吼こうで割れた喉のどが、急いで修しゆう復ふくを掛けているのだ。

　そして一歩を離れ、左近は敵を見た。

　見事に潰つぶれている。平面だ。正直、実状かなり酷ひどいというのは解わかっている。だって自分も、昔、再さい生せい力を確かめるのに、

　……一部ガツンと潰されたの、ありましたですよー……。

　あまりにも痛くて、その表現に余よ念ねんがなくなってしまい、周りの人達も提てい案あんしたくせに引いたくらいだ。ただ、皇こう帝ていの身の安全を考えると、どのような状態からも再生出来ないといけない訳わけで、仕方のない試験だったかとも思う。

　ただ、常じよう人じんがアレを食らうと、相当ヤバいと思う。

　というか、あの人、髪かみの毛が見事にペシャンコで。

・小　姫：『あのう、鬼おに武たけ丸まるさん？』

・鬼武丸：『何だ？』

・小　姫：『ほら、あの、ええと、あの人の髪の毛、後ろのまるまるっとしたの、あれ、何ていうんでしたっけです？』

・鬼武丸：『轆ろく轤ろ型か』

・小　姫：『い、言わないですよ！　もっとオシャレな洋よう物もの用語ですよ多分！　というか轆轤とか言って、鬼武丸さんの時代だと、やっぱ縄じよう文もん土ど器きです？』

・鬼武丸：『何い時つの時代だ……!?』

・小　姫：『いや、でも、土器だとしたら、見事に三本潰れてしまって……』

・鬼武丸：『待て』

　は？　と左近が疑問した時だ。鬼武丸が、こう告げた。

・鬼武丸：『……あの敵の髪。土器は五本の筈はずだぞ』
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　鬼武丸は、記録していた戦せん闘とう中の画が像ぞうを検けん分ぶんした。

　武蔵むさしの第五特とく務む。先の副ふく将しよう軍ぐん。水み戸と領りよう主しゆの髪は、後ろの土器が五本だ。

　内うち訳わけは、身体からだに近い方が三本、その後ろに乗るように二本。

　四し肢しをついた状態で上から潰せば、上の二本の土器は下の三本の間に入るか、重なる筈だ。

・鬼武丸：『最大で五本、上の二本が隙すき間まなく重なっても四本は見える筈はずだが……』

　言いつつ、鬼おに武たけ丸まるは、緊きん急きゆうを感じた。

　三本。

　土ど器きがその数で見えるには、どのような条件があるか。鬼武丸は戦せん闘とう時じの記録から画が像ぞうを検けん分ぶんする。そして発見したのは、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ！　下がれ！』

　今いま更さらに気付くのは、狼おおかみを守るようにいた鎖くさりが、顎あご剣けんごといなくなっている事だ。そして、

・鬼武丸：『あの狼、横向きに倒れている！』

　髪かみが三本に見えるのは、横を向いて、髪が揺れた際だ。

　四し肢しをついているなら、背中が上を向いてなければならない。それが、何な故ぜ向きが変わったのか。与えた衝しよう撃げきはほぼ直ちよく上じようからの筈だったのに、だ。

　機き動どう殻かくがバックステップをとる。が、不ふ意いに攻こう撃げきが来た。

　……下！

　銀ぎん狼ろうの位置から、地面すれすれで、朱あけの色が発はつ射しやされた。

　鎖くさりだ。銀の線が一本。剣を砲ほう弾だんのように突き込み、飛ひ翔しようしてきた。その一発は自分達と敵の中間点で軌き道どうを跳ね上げ、こちらの腹を狙ねらった。だが、自分は照しよう準じゆんを付け、

「……！」

　小姫が反射した。いい反応だった。一歩を下がり、下から右の一いつ刀とうを叩たたき込んだのだ。

　如い何かに鋭い攻撃でも、面で防がれれば意味が無い。

　快音がして、朱の刃やいばが空に弾はじかれた。鎖が波を打つように跳ね、しかし、

　……しまった！

　鬼武丸は敵の狙いを悟さとった。

　視し界かいだ。

　自分達の視界。中央に銀の色がある。敵を捉とらえ、照準する視覚の中央に銀の鎖が波打ち、そして下へ、斜めに敵へと伸びている。

　細い死し角かく。だが、敵からこちらへと通じる一いつ直線の不ふ明めいだった。
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・鬼武丸：『小姫……！』

　危険という一語が、鬼武丸の思し考こうを跳ね上げさせる。

　……見み切きられた！

　自分達の攻撃と防ぼう御ぎよ。その照準を付け、導いているのは己おのれだ。

　そして全ては機動殻の視覚に頼っている。これは当然のようでいて、達たつ人じんクラスではあり得ない事だ。何な故ぜなら、

　……達たつ人じんクラスは、視し界かい外や見えぬ相手にも反応をする！

　目を切る、という事だ。

　その補ほ助じよとして用意されているのが、三百六十度視界。だが、これに小こ姫ひめが適てき応おう出来ない時点で、足あし捌さばきや体たい術じゆつで敵を追わねばならなくなった。

　現在、小姫の攻こう撃げきと防ぼう御ぎよは、機き動どう殻かくの顔面にある視覚素そ子しの内、正面方向にだけ頼っている。

　無む論ろん、この範囲は、人間と同等。もしくはそれ以上の範囲を湾わん曲きよくさせて見せるものだ。

　だが、限界範囲があるのは確かなのだ。

　そして敵は、その範囲を見切った。

　視覚範囲を理解されれば、死し角かくを作る事が可能になる。視界の端はしから鎖くさりを中央側に伸ばせば、その陰は全て死角だ。

　それをやられた。

　何ど処こでだ。何い時つのタイミングで、視界範囲を見切ってきた。更さらには、

・鬼武丸：『貴き様さま……』

　言葉の先で、敵が身を起こしていた。

　土の地ち殻かく。そこから狼おおかみは、正まさしく横向きの姿し勢せいで身を起こした。

　無ぶ事じだ。

　髪かみが潰つぶれている以外は無む傷きず。その仕掛けは、

・小　姫：『穴……!?』

　彼女が立っているのは、東西に長く掘られた穴だった。幅は正確に、顎あご剣けん一本分。

　狼に続いて穴から身を起こすのは、もう一本の銀ぎん鎖さだ。

　そして彼女がこちらに振り向いた瞬しゆん間かん。

　宙ちゆうに渡っていた銀鎖の下から、二本の顎剣が飛ひ来らいした。

　……く……！

　鬼武丸は装そう甲こうを動かす。パワーアシストで、小姫の反応より速く回かい避ひ運動を与えようとする。

　間に合わなかった。

　機動殻の内側面。左右腕うでの装そう甲こうの無い空間を、顎剣が下から貫かん通つうしたのだ。
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「全く」

　と、ミトツダイラは、潰れた髪に手を掛け、強く払った。

　瞬しゆん間かん。空気を張る音がして、流りゆう体たい光こうの欠片かけらと共に髪が元の形を取り戻す。無論それは、まだ少しの縒よれを伴うものだったが、

「……折せつ角かく、我が王おうのグルーミングを頂いただきましたのに、台だい無なしですわ」

　振り返る先、二つの動きがある。

　両の腕を貫かん通つうされた機き動どう殻かくが短い苦く鳴めいを上げるのと、役目を果たした銀ぎん鎖さが宙ちゆうを舞って戻ってくるシークエンスだ。

　ミトツダイラは、銀鎖から刃やいばを受け取り、穴から段だん差さを上がって野に立った。

　……危ないところでしたわ。

　敵の死し角かくに気付いたのは、段階的な発はつ想そうからだ。

　こちらの高速回まわり込みによる攻こう撃げきに対し、途と中ちゆうから対応が為なされたのが契けい機きだった。

　明らかに、敵の迎げい撃げきや攻撃が切り替わったと、そう思ったのだ。敵は、機動殻の機き能のうで対応し始めたに違いない、と。

　だが、不ふ思し議ぎな事に、敵は体たい捌さばきを使用した。目を切ってこちらを後ろ手に攻撃するような事は無く、つねに正面に捉とらえようとしていた。

　この敵は、何かの理由で死角を持っていると、そこで気付いたのだ。

　とはいえ、左右の死角があるのは当然だ。

　だが、左右の回り込みには、体捌きで高速の対応をされる。

　もう一つの死角である、上下の視し覚かく範囲を知ろうにも、その方法が解わからない。

　しかし、不ふ意いに、上下の死角を知る事が出来た。

　それは、先さき程ほど、空中から敵の胸に一いち撃げきを入れた時だ。

　敵の装そう甲こうが自ら挙きよ動どうして防ぼう御ぎよを果たした際、刃が機動殻の後ろへと抜けて飛んだ。

　その時、敵の首が動かなかったのだ。

　見えていない。

　解わかった死角は、顎あごのラインから胸元までの全周。

　ならばこの敵を討うつには、機動殻の判はん断だんを無視出来る真ま下した。そこからしかないと、あの時ようやく理解した。

「咆ほう吼こうを食らったのは予想外でしたが、よくやりましたわ、銀鎖」

　四し肢しをついた下に、横向きの身体が収まる穴あなを掘ったのは銀鎖だ。

　顎剣二本で身を隠かくした上で、相手の刃がこちらの身体からだに被かぶった瞬しゆん間かんの芸げい当とう。そこに倒れ込み、髪かみで自分の身体を隠した結果、敵が近付き、死角ぎりぎりまでこちらに寄ってくれた。

「危なかったですわね……」

　ミトツダイラは、己おのれの身体に手で触れ、微笑した。

　全ての成果を出せた理由がここにある。それは、

「発展途と上じようとは言え、今の身体でなければ、あの穴にハマる事は不可能だったでしょう」





●






・金マル：『変形式貧ひん乳にゆう回かい避ひ？』

・礼賛者：『もはや貧乳カバーアクションのゲームでも作ったらどうですかねえ。家具とか通路の隙すき間まに隠かくれていく感じで。あ、主人公こうは十歳さい以下の幼よう女じよだと理りに適かなっていますし、小しよう生せいが喜びます。ミトツダイラ君は課か金きんキャラで教きよう理りに反した者が使えばいいんじゃないかと』

・銀　狼：『何か無む茶ちや苦く茶ちや言われてますのよ──!?』
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　ミトツダイラは、息を吸って敵を見た。

　機き動どう殻かくが、両の腕を動かしていた。

　それぞれの腕に刺さった顎あご剣けんの柄つかを左さ近こんが摑つかみ、引き抜いていく。

　彼女の負ふ傷しようは修しゆう復ふくされていく最さい中ちゆうだ。相当の痛みがある事だろう。だが、それを押していくというならば、

「相手を致しますわ」

　構えた瞬しゆん間かん。敵が来た。

　己おのれの両腕から引き抜いた刃やいばを、その動きで左右に振り上げ、足を踏む。

　一歩目から、全身が最さい速そくに乗った。パワーアシストを利用した高こう速そく撃げきだ。姿し勢せいは低く、死し角かくを見切られていたとしても構わないという突とつ撃げきだった。

　対するミトツダイラは、ある動きをとった。

　後方に、銀ぎん鎖さを撓たわませて身み構がまえながら、大きく後ろに跳ちよう躍やくしたのだ。
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　左近は、距離をとる銀ぎん狼ろうの動作に、仕掛けを感じた。

　放っておくと危険だ。彼女が次の動きをとる前に、ここで圧あつ倒とうする。だから、

「────」

　既すでに息は吸っていた。喉のどは修復されている。ならば後は、

　……咆ほう吼こうですよ！

　己が持つロングレンジ攻こう撃げき。咆吼打だ撃げきとも言える一発を左近は放った。

　口を開き、相手に嚙かみつくように、

「掛か……！」

　れ、という声は、しかし作られなかった。先を打つように裂れつ帛ぱくの響ひびきが来たのだ。それは、

「る……！」

　吠ほう声せいだった。

　正面。立つ狼おおかみが、自分に向け、獣けものの叫びを放ったのだ。
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「わ」

　浅あさ間まは、耳どころか、身体からだの芯しんに響ひびく狼おおかみの声を聞いた。

　ミトツダイラの叫び。それも遠とお吠ぼえではなく、鋭く響ひびく一声だ。

　短い叫びだが、しかしこの音がここまで届き、意味を感じるのは、

　……これ、よく考えたら、お母かあさん譲ゆずりですよねー……。

　恐きよう怖ふの具ぐ現げんである人狼ルウガルウ。その女じよ王おうの血を継ついでいるのだ。本人の望む望まないに限らず、彼女の咆ほう吼こうは人の恐きよう怖ふ心をくすぐり、心を揺らして遠くに届く。

「ああ、これ、凄すごいんだよ」

　と、甲かん板ぱん中央で表示枠サインフレームを広げ、ノリキと共に状況を確かく認にんしていたネシンバラが言う。

「倫敦ロンドンでさ、ミトツダイラ君が叫んだ時、あれ、大体皆に届いてるんだよね。夜とは言え、アルマダ海かい戦せんの砲ほう撃げきだってあるのに、どんだけ届くんだって」

　だから、

「当然、ミトツダイラ君だって呼吸の用意とかいるだろうけど、もしも万ばん全ぜんの咆吼を目の前で食らったら、並の大声は砕くだかれるよ」
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　音のカウンターを、左さ近こんは食らった。

　……う、わ……！

　自分の声は相当に大きいという、恥はずかしながらの自じ負ふがある。

　だが、それに匹ひつ敵てきするものを、左近は初めて聞いた。

　声を躊躇ためらわずに放てば、押しのけられたかも知れない。しかし驚きの方が強く、

「……っ」

　打だ撃げきの号ごう令れいが、不発した。それは口の奥で砕け、喉のどが割れる。

「か、は……！」

　前に出ながらの不発は、開けた口からの血ち飛沫しぶきとなった。

　そして、息が肺はいから失われた。代わりに、喉の血が呼吸そのものとなりかけ、

「ぃ、あ……」

　息を求めるように、本能が左近を動かした。

　喉を空に向けるように開け、大たい気きを欲したのだ。

・鬼武丸：『小こ姫ひめ……！』

　鬼おに武たけ丸まるの声が聞こえた直後。左近は、視覚の下した隅すみにそれを見た。

　武蔵むさしの狼が、こちらの喉の下に瞬しゆん発ぱつし、

　……凄すごいですよ。

　躊躇わず、彼女は自分に向けて力を振るった。

　喉へと、一いつ刀とうを真まっ直すぐぶち込んできたのだ。
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　ミトツダイラは、始し末まつを敢かん行こうした。

　銀ぎん鎖さが摑つかんだ顎あご剣けんを左さ近こんの喉のどにぶち込み、全力で突き上げた。

　刃やいばが根ね元もとまで入った左近の延えん髄ずいを砕くだき、押し割って後ろに抜けた。

　突き上げの動きは、機き動どう殻かくの喉を空にぶち込み、その全身を浮かせる。

　瞬しゆん間かん。ミトツダイラは左近の股また下したを後ろに抜けた。

　そして走りながら、振り向く事なく銀鎖を背後の宙ちゆうに回す。すると、

　……掛かりましたわ！

　後ろに倒れかけ、耐える左近の喉に、背後から銀鎖が掛かった。

　鎖は、喉に刺さった顎剣をホールド。

　ミトツダイラは、左近の後ろから鎖くさりを全力で引いた。彼女の首に銀鎖を絞こう首しゆ状態で回し、

「……！」

　首を鎖で引き絞しぼりながら、ミトツダイラは瞬しゆん発ぱつした。

　左近の全身を地面から引っこ抜き、狼おおかみが瞬発任まかせに加か速そくする。

　走った。

　全力で突っ走って行く先は、十五メートル先の森の入口。そこにある大木へ、

「これで終わりですわ！」

　ミトツダイラは、槍やり投なげ宜よろしく、左近の全身を首後ろから大木へと激げき突とつ。

　狼は、衝しよう撃げきを敵に強きよう制せいした。

　いつもアデーレを奔ほん獣じゆうごと叩たたきつけるのと同じだ。慣れた動作は最適化され、最高の速度で、騎き士しは黒の機動殻を大木に打ち込んだ。

　硬い音が、野に響ひびいた。

　高速の瞬発から機動殻の重さも含めて打ち込んだのは、左近の喉を通した楔くさびだった。

　太さ二メートルはある大木に、首の顎剣を用いて、黒の機動殻が縫ぬい止められたのだ。

　刺さった。

　高速故ゆえ、刃の貫かん通つう痕こんから木が裂さける事もない。

　もはや簡単に抜けるものではない。

　代わりというように、大木が傾いた。

　衝しよう撃げきに震える根を千ち切ぎれさせ、頭ず上じようの枝葉を揺らし、大木が頸くび木きとして倒れて行く。

　崩くずれた。

　ただ枝葉が落ち、引っかかったものが戻る弾はじきが響く。後に聞こえるのはただ、慌あわてて逃げる朝の鳥達と、

「────」

　何もかもが、もはや、動かない。黒の機き動どう殻かくは、四し肢しを大木に沿わせて寝たままで。

　後にはただ自分だけが、立っている。

　……やりましたわ……！

　息を吐き、叫ぶのは、咆ほう吼こうではない。それは右の手を上に突き上げた動きからの、

「敵てき将しよう、島しま・左さ近こん、……武蔵むさしの騎き士し、葵あおい・トーリの第一の騎士、ミトツダイラ・〝銀狼〟・ネイトが討うち取りましたわ……！」

　決けつ着ちやくしたのだ。
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　狼おおかみが、ふらつきを正して森を去って行くのを、鬼おに武たけ丸まるは見ていた。

・鬼武丸：『流石さすがは未来の自じ称しよう〝副ふく将しよう軍ぐん〟だけはある、と言ったところか。……我々も、不備は見えたし、出直しと言うところだろうな』

　現状確かく認にんは、敗はい北ぼくを認める手て順じゆんでもある。その事を理解しながら、鬼武丸は言う。

・鬼武丸：『動けぬか、小こ姫ひめ』

「あ……、つ……」

　喉のどを貫つらぬいた一発は、延えん髄ずいを破は壊かいした上で木に固定されている。小姫の状態を見る限り、このような状態が長く続く時は断面部が独立し、〝隙すき間ま〟を構こう築ちくするようだ。

　今、小姫の首が、刃やいばを通すため、中央部を二ふた股またに分けていく。

　これによって生命維い持じは成るが、呼吸や循じゆん環かん系けいが心こころ許もとない。刃から身体からだを外したところで、また元に修しゆう復ふくされる時間や、その慣れを考えると、

　……戦せん場じようへの復帰は無む理りだな。それに──。

・鬼武丸：『すまん。首下の伝達系を断たれた。腕くらいしか動かせん』

　言いつつ、鬼武丸は小姫の発声を、音ではなく口の動きで捉とらえるようにする。音は、疑ぎ似じ再さい生せいとなるが、

・小　姫：『あいたたた、つ、つぁ……』

・鬼武丸：『どうだ？　小姫』

・小　姫：『あ、っ、あ。ええと、あの……』

　小姫が、泣き出した。

・小　姫：『す、すみませんです……。私、最後、いろいろ間違え、て……』

・鬼武丸：『悔くやしいか』

・小　姫：『──は、はいっ』

　だったらいい、と鬼武丸は言った。

・鬼武丸：『力不足というなら、私の責任だ。貴様がズブの素しろ人うとでも、将軍様が勝たせねばならない。それで負けたなら、私のアシスト不足だ』

・小　姫：『そ、そんな、責任とか、駄だ目めですよう』

・鬼武丸：『駄目か？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と小こ姫ひめが言った。

・小　姫：『は、敗はい北ぼくは処しよ罰ばつ対たい象しようですよ？　通神帯ネツトで読みましたです。拷ごう問もんとか修しゆう正せいとか受けるのに、鬼武丸さん、三回将しよう軍ぐんやったのに暗あん殺さつされて今度は拷問とか、駄目ですよう』

・鬼武丸：『貴き様さま……！』

　だが、鬼武丸は、無い筈はずの一ひと息いきをついた。そんな感覚を今の心に得た。

・鬼武丸：『現場は他に任せるしかないか』

　しかし、自分達には見えているものがある。

・鬼武丸：『──強くなるぞ、小姫』

　まだ、何も、話もろくにしていない。連動も協きよう調ちようも、まともに経ていないのだ。ならば、これから先は、真まっ正しよう面めんからやりあって、

・鬼武丸：『強くなれるぞ、私達は……！』
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　ミトツダイラは、身を振った。

　……急いで北に回り、我が王おうの援えん護ごに行きませんと。

　と、草の野に出ると、右手側から二つの影がやってきた。

　成なる実みと巴ともえ御ご前ぜんだ。

　二人は、手を挙げ、こちらに追いついてから一息をつく。そして成実が顔を上げ、

「面めん倒どうな事になったわね」

「──え？　面倒な事でしたけど、……〝なった〟、とは？」

「見えてないのかね？　それとも、異い変へんが大き過ぎて解わかりにくいか」

　と、巴御前が、東の方角を指さす。

　ネルトリンゲン。直ちよつ径けい一キロの都市が、何な故ぜか今、

「……夜？」

　ネルトリンゲンの上空に、青黒い星空が存在している。

　周囲に溶けるそれは、まるで朝の陽よう光こうに穴が開いているようで。

「な、何ですの、あれは……!?　イリュージョン!?」

「どちらかというとボリショイとか、そっちじゃないかしら」

　そうですわねー、と頷うなずいていると、巴御前が半はん目めで言った。

「結けつ界かいだ。丹に羽わが、ネルトリンゲンを縦じゆう断だんする武蔵むさし勢ぜいを相手に劇げき場じよう術じゆつ式しきを仕掛けたのだ」

　やれやれ、と言葉を作る彼女が、そのままネルトリンゲンに視線を向けて告げた。

「──内容は、多分、音おん響きよう系けい。莫ばく大だい規き模ぼの術式だ」
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　武蔵むさし野の艦かん橋きようでは、一つの騒ぎが生じていた。

　武蔵むさしの模も造ぞうを操そう作さし、艦かんの傾きなどを管かん理りしていた鈴すずが、いきなり床に座り込んだのだ。

「鈴様!?　──以上」

〝武蔵野〟の言葉に、〝国こく分ぶん寺じ〟が急ぎ鈴の方へと駆かけ寄る。

　尻しりをついて座り、床に手を垂たらした彼女に〝国分寺〟が触れようとした時だ。

「く……!?　──以上！」

〝国分寺〟の手の平ひらと鈴の間に、浅あさ間ま神じん社じやの警告表示枠サインフレームが出た。表ひよう示じ内容は、〝危険〟、〝お触り禁止〟、〝穢けがれの可能性有あり〟との事で、

「鈴様が穢れ……!?　──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、恐らく、あの連れん中ちゆうと長い期間いるので、何か穢れが付ふ着ちやくしたのかと。──以上」

「Ｊｕｄ．、では鈴様には夏休みにおける保養とクリーニングの御要求を武蔵野艦橋スタッフ全員から送る事に致しましょう。ただ、鈴様の状態はどうなのです？　〝国分寺〟。──以上」

「Ｊｕｄ．、鈴様ですが……」

〝国分寺〟は、鈴の横に膝ひざをつき、首を傾かしげてこう言った。

「眠っておられます。──以上」





●






　忠ただ興おきは、石いし畳だたみの上に倒れている自分に気付いた。

　……は？

　場所は、見知らぬ町まち中なかだ。否いな、見覚えがあるようにも感じるのは、ここが欧おう州しゆうの町並としてのパターンを守っているからだろう。ただ、すぐ違い和わに気付いたのは、

「改派プロテスタントの町か……」

　身を起こして見れば、旧派カトリツク市し街がいの通りにあるべき十じゆう字じ架か型インフォメーションや、簡かん易い聖せい堂どうが無い。あるのは聖せい譜ふ写しや本ほん型のインフォメーションと、簡易教きよう会かい堂どうだ。

　そして視線を上げれば、壁が見えた。三百六十度。どこにも市し壁へきが有り、そして、有るべきではないものが見え、有るべきが見えていなかった。

「何ど処こにも、武蔵がねえ……」

　否、記き憶おくが確かならば、東西の空でも艦かん隊たいが展開して戦争を行っていた筈はずだ。

　それらの姿すがたも、音も、何処にも無い。代わりにあるのは、

「何だよ、この夜空」

　空の全方位。そこには深夜の色と雲と星が何処までも広がっている。

　おかしい、と忠興は思った。これは夢か、と。しかし立ち上がり、

「……？」

　一応、ズボンの中なか身みを確かめて見た。

　スカイブルーであった。

　現実だ。認めたくないが、これが現実と言うものだ。アイツ後で絶対超ちよう殺す。

　だが、これが現実だとしたら、

「待てよ」

　ネルトリンゲンの戦いはどうなったのか。そして、自分は長なが岡おか屋や敷しきに向かっている最さい中ちゆうだった筈はずだが、それはどうなったのか。

「あいつら……」

　いた。

　一番先に目に付いたのは、武蔵むさしの副ふく長ちようだ。

　彼女は自分の近く、石いし畳だたみの上に腰を落とし、槍やりを立てている。だが、その佇たたずまいは、

　……寝てんのか？

　見れば、他にも幾いくつもの人ひと影かげが動きを止めている。先に行っていた従じゆう士しは思い切りヘッドスライディング姿し勢せいで倒れているし、忍にん者じやと嫁よめは、忍者が嫁を抱きかかえた姿勢で屋や根ねからマフラーでツルされているが、首くび絞しまってないかアレ。

　武蔵の総そう長ちようはどうかと思えば、道に姉と並んで倒れているが、二人でＹ字ポーズ作っているのは芸げい人にんだという事か。ついでに言うと間で両腕うでがＶ字を作っているが、武蔵むさしの上じよう層そう部ぶは芸人しかいないのだろうか。だが、

「おい！」

　ここは戦せん場じよう。どういう事か解わからないが、寝ている場合ではない筈だ。

「早く──」

　起きろ、という声を作りつつ、忠ただ興おきは表示枠レルネンフイグーアを出す。今の時じ刻こくは、

　……午前二時!?

　おかしい。これは夢ではない筈だ。大体、月日表ひよう示じは出しゆつ撃げき時じと変わっていない。

　だが時間が逆に戻る訳わけも無い。否いな、戻ってくれるなら長岡屋敷の突とつ入にゆうには有利だが、そんな甘い現実は何ど処こにも無いだろう。

「くそ」

　と、とりあえず忠興は武蔵副長を起こそうと思った。

　彼女が、自分をここまで連れてきたのだ。だが、その肩に手を掛けようとした時だ。

・あさま：『駄だ目めですよ！』
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　いきなりの言葉に、忠興は手を止めた。

　今のは、浅あさ間ま神じん社じやの、ええと、何か凄すごい大人おとなっぽい姐ねえちゃんだ。何ど処こから見られてるのかと辺りを見回すが、やはり武蔵むさしは四し方ほうの空に無い。ただ、声が言葉として、

・あさま：『えーと、君、長なが岡おか少年ですね？　一応、座ざ標ひよう確かく認にんは出来ていますが、他の皆に触れるのはやめて下さい』

・岡──：『どういう事だよ？』

・あさま：『莫ばく大だいな劇げき場じよう術じゆつ式しきです。今、ネルトリンゲン全体が、強固な〝夜の眠り〟を演えん技ぎしてしまっているんです。寝ている皆は、もはやネルトリンゲンの演技の一部なので、触れると巻き込まれます』

・岡──：『演技……？』

　そうです、と浅間神社代表が言った。

・あさま：『これは基き礎そ的には、該がい当とう地ちを管かん理りする精せい霊れいを起こした上で、その精霊に縁えん者じやとなって貰もらう事で、土地全体を支配するという方法です。ネルトリンゲンは地ち脈みやくに親しい土地なので交こう渉しよう力りよくがあれば土地の精霊と懇こん意いになる事は可能でしょう。しかしそれを数分で為なすのは相当の実力でしょうね。そして土地の精霊に対して歌や舞を用いて共に演えん舞ぶして貰もらう訳わけですが、この際の歌や舞を術式とする事で、自動的に土地精霊の管理範はん囲いはその術式の──』

　長え……！　やべえ、何となく聞かされてしまうのはアレか。祝詞のりとパワーか。それとも神しん道とう通つう神しん販はん売ばい……、ってこの姐ちゃん、深夜番組で見た事有るよ！　あれ武蔵のか！　販売員のオッサンが変なイントネーションで「じゃ！　きょ、う、の、神道しょーひんっは！」とかやるアレだ。池いけ田だ先せん輩ぱいが真ま似ねやって大体外す。ともあれ相手は本場だ。下へ手たすると何か売りつけられる気がする。

　だが、とりあえず、ハイ、ハイ、と頷うなずいていると解説が終わった。よく解わからないが、

・岡──：『つまり、今、ネルトリンゲン全体が〝寝てる〟訳すか？』

・あさま：『はい、精霊の管理範囲は、空も空気も地ち殻かくだって〝寝てる〟というか、地脈全体が〝寝てしまってる〟ので、かなり危険です。長岡少年の場合、人や、生活に親しいものに触れると〝縁〟から演技が伝でん播ぱするので、周辺の人を触れたり、強く見ないようにして下さい』

・岡──：『見るのも駄だ目めすか？』

・あさま：『あまり言いたくないけど、穢けがれと同じです。見て触れたり、認にん識しきを自分と同じ場に置くと、そこから穢れます』

　だとすると、と忠ただ興おきは思った。

・岡──：『どうして俺おれは大だい丈じよう夫ぶ──』

　と、そこまで言って、忠興は気付いた。

　……聴ちよう覚かく保ほ護ご術式か！

　輸ゆ送そう艦かんが降こう下かする時、不慣れだとして用意された術式だ。

・あさま：『長岡少年の聴覚は、うち系けい列れつの大おお椿つばきが守ってます。芸げい能のう神しんなので、恐らく、ネルトリンゲンの演えん技ぎに対たい抗こう出来ているんですね。これは、どちらかというと聴ちよう覚かく保ほ護ごと言うよりも芸げい能のう神しんの意い地じのようなものが働いていて──』

　ハイ、ハイ、ハイ、ハイ。そーすね。

・岡──：『ええと、じゃあ、俺おれ、どうすんすか？』

・あさま：『早くネルトリンゲンから出て下さい。それで──』

　と、いきなりのノイズが来た。

　それは、白い音になり、やがて無音の透とう明めいを寄よ越こし、

　……遮しや断だんされた!?

　結けつ界かいが濃くなった、という事だろうか。だが、

「出るしかねえ、ってか」

『それが出来ると思わない方がいいですよ、長なが岡おか・忠ただ興おき君』

　と、声がした。ネルトリンゲンの北側。市し壁へき上だ。

　そこに、いつの間にか、人ひと影かげの群が並んでいる。

　大量の数。その大半は楽がつ器きを抱え、背負った者達だ。そして中央には、

「──五ご大だい頂ちようの二番、丹に羽わ先せん輩ぱいかよ……！」







[image: 第八十二章『夜外の宣言少年』]
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・銀　狼：『智とも！　この妙みような夜の結けつ界かい、どうにか出来ませんの!?』

・あさま：『ええ、一応、中に通つう神しん用として先さき程ほど中ちゆう継けいの矢を打ち込みましたから、内部はある程度拾えてます。ただ向こうの演えん技ぎの圧力が高くて、通神がキツいので、これから数本を連続して打ち込んでいこうと思います』

　浅あさ間まは、ミトツダイラの通神に応じながら、目の前の夜を見た。

　ネルトリンゲン。市し壁へきの外にまで〝眠り〟の演技が広がっている。その縁ふちは、自分達のいる輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱんにも届いている程だ。

　現状、地ち脈みやくも空間も、そして町全体が〝眠り〟に浸ひたった状態で、

・あさま：『随ずい分ぶん、強力です……』

　甲かん板ぱんの前側、戦せん士し団だんの皆が結けつ界かいに近付くなと警けい告こくを放っている。

「おい！　こっち来るな！　この結界に触れると取り込まれて眠ってしまうんだぞ！　そう、こうやって触れると、眠っ、て、しま、……う……」

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！　まさかお前、俺おれ達たちに危険を知らせるため、結界にこんな感じで触れて、眠っ、て、しま、……う……」

「うわああああ！　新たな犠ぎ牲せい者しやが！　駄だ目めだ皆！　早く下がれ！　危険だぞ！　この結界にこう触れると、眠っ、て、しま、……う……」

　何か連れん鎖さ的に被ひ害がいが広がっている気がする。というか皆付き合いがいいですよね。

・不退転：『何だか、書しよ記きが好きそうね、こういうの』

・あさま：『そうですね。ええと、ネシンバラ君？』

　と捜すと、結界に腰まで突っ込んで倒れているネシンバラがいた。

　……早い……。

　見れば、ノリキが結界に右腕うでを突っ込んで寝ているが、これもまた解わかりやすい。

　そういえば先さき程ほど、ウルキアガが成なる実みを迎えに行くと言って飛ひ翔しようしたが、

　……確実に、文字通りの寝オチしてますよね……。

　とにかく、対たい処しよ出来る分はしていかねばならない。

・午前様：『解除方法は何かね？』

　巴ともえ御ご前ぜんの問い掛けに、浅間は思し案あんした。結界として考えるならば、破は壊かいとか、そういう手もあるのだが、

　……劇げき場じよう術じゆつ式しきですよね。

　特有の解除方法を考えると、さて何だろう。

　大おお椿つばき系の技術で方法を検けん索さくするのがいいでしょうか、と浅間が表示枠サインフレームを開いた時だ。

　いきなり、通神に飛び込んできた言葉があった。

・眼　鏡：『放ほう置ちで自然解かい除じよだよ』

　シェイクスピアだ。
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　全く、とシェイクスピアが言うのを浅あさ間まは見た。

・眼　鏡：『トゥーサンの実じつ況きようを聞いてたら、こっちにまで睡すい魔まが来てる。今、私の方は全力で解除掛けてるが、これは恐らく、多人数の音おん響きよう系けいだ。丹に羽わ？　彼女の手て勢ぜいは？』

・あさま：『ええと、三千人くらいで……』

・眼　鏡：『ハ、私の読者より遙かに少ないね。だけど、一いつ斉せいに三千人の相手をするのは面めん倒どうだ。早めに終わるといいんだが』

・午前様：『終わる？』

　Ｔｅｓテスタメント．、とシェイクスピアが応じた。

・眼　鏡：『劇げき場じよう術じゆつ式しきや演えん劇げき術式は、つまり、演だし物ものを終えれば終わる。だから丹羽の演えん目もくが終了すれば、その結けつ界かいは自然に消える』

　ただ、と彼女は言った。

・眼　鏡：『……それじゃあ駄だ目めなんだろ？　君達は。早く長なが岡おか屋や敷しきに行かないと駄目なんだけど、演目が終わるのを待っていたら屋敷は爆ばく発はつするよ。そして丹羽の狙ねらいはそれだ。

　突とつ入にゆう部ぶ隊たいを、ネルトリンゲンに被ひ害がいを与えない方法で完全に封じる。そういう事さ』

　成なる程ほど、と浅間は頷うなずいた。流石さすが、その道の大たい家かがいると違う。何か向こうで半分結界に突っ込んで寝てる人がいるが、まあよく考えたらあれがいないとこのコネも存在しないのだ。

　餌えさと獲え物もの、という言葉をふと思ってしまう浅間だが、気になる事がある。

・あさま：『内部、皆は大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか』

・眼　鏡：『それは問題無い。──武蔵むさしの同どう人じん作家に言っておいてくれるかい。劇場術式で睡魔ネタは出来ないから私をネタに三冊さつも描くのをやめろと。

　──で、だ。完全浸しん透とう型でここまで完全に組んだ演劇術式は、その内部にあるものを強いる。つまりはそのままの〝完成〟だ。観客は息の音をする事も許されない、演えん者じやもそれ以外の事を許されない。劇場で演じられているのは、その空間も含んだ全てだ。その中で戦せん闘とう行為や、観客、演者に手を出す事は、その演劇を破は壊かいする。その愚ぐを犯おかす丹羽じゃないだろう』

・銀　狼：『じゃあ、私達に出来る事は……』

　Ｔｅｓ．、とシェイクスピアが頷うなずきの言葉を送ってきた。

・眼　鏡：『外にいる連れん中ちゆうは、長岡屋敷に急げるならば急いだ方がいい。万まんが一いちの保険だ。

　遠くにいる者は、内部に介かい入にゆうする手て筈はずを整え、思いつく限りの事をした方がいい。外から〝眠り〟を邪じや魔まするには、何をする？　その中で派は手でなのをやった方がいい。

　そして中にいる者は、もしも目覚めたら──』

　ハ、とシェイクスピアが小さく笑った。

・眼　鏡：『私はこの演えん劇げきの客じゃないんだ。自分に合ってない演えん目もくはつまらない。早く終えろ。──と、そう言ってやればいい』
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　丹に羽わは、大通りを正面に見ていた。自分がいるのは市し壁へきの北門。高さは二十メートルある。

　ここからだと、ネルトリンゲンの町が、中央をくぼませたクレーターだとよく解わかる。

　音は中央に向けて出せば、反はん響きようし、市壁に当たってまた戻る。

　随ずい分ぶんと音おん響きようがライブになるが、その辺りの制せい御ぎよは術じゆつ式しきなどで組んである。

　今、自分の左右に展開した三千人。その内の二千人が楽がく団だんで、五百人がコーラスとダンサー。そして残りの五百人が術式などのアシストだ。

　これだけの人員を統とう合ごうし、ネルトリンゲンに術を掛けた。

　土地精せい霊れい。いろいろな呼び方は教きよう譜ふや地ち域いきごとにあるだろうが、それを引っ張り出し、対話が出来るようにするのがまず始まり。

　対話は、精霊に人格を与えると言っていい所しよ行ぎようだが、下へ手たに組むと人ならざるものは枷かせをはめられたと思って荒れ狂う。この辺りは自然と同じだ。無む理りな形に加工された川が氾はん濫らんしたり、乾くのと全く同じ。

　ただあるように〝型〟を与え、そこから術式を音楽や舞として奉たてまつる。

　完成度が肝きもだ。完全に出来上がった劇げき場じよう術式は、自分達演えん者じやですら介かい入にゆうや改かい変へんの出来ない専用空間を作り出す。

　今がそうだ。三千人の統合力りよくを一つに纏まとめれば、一都市を制せい圧あつ出来る。だが、

　……困ったものですね。

　折せつ角かく、全てを押さえつけたというのに、異い分ぶん子しがいた。

『長なが岡おか・忠ただ興おき君』

　既すでに曲を一周していた丹羽は、二周目の前にあるＭＣの時間を延ばすように皆に指示。そして北門の上から、集音器マイクを手に、大通りを覗のぞき込んで言った。

『長岡・忠興君』

　もう一度名前を呼び、彼女は、通りに立つ少年に声を掛けた。

『君、今、自分が何をしているか、解わかっていますか？』
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　忠興は、丹羽から視線を逸そらした。

　……見たりしたら、ヤバいんだろ？

　きっと、言葉を交わすのも危険なのだ。何しろ向こうはこの変な空間の主あるじなのだ。

　だから忠ただ興おきは、前に出た。

　一歩を踏む。朝なのに深夜のネルトリンゲン。大通りの石いし畳だたみを、忠興は前に行く。

『忠興君』

　声がする。夜の奥底から言葉が来る。それは静かな、不ふ断だんの音楽を重ねたもので、

『私は、君の上うわ役やくではありませんけど、P. A. Odaでは羽は柴しば君より上なんです。

　あまり無む視ししないで貰もらえると、嬉うれしいんですけどね』

　気にしない。何しろ、

「俺おれはもう亡ぼう命めいしたんだ」

　応おう答とうではない、と思う。ただ、自分に確かく認にんするために言った言葉だ。

　だが、丹羽が、

『だとしたら、敵ですか？』

　答えない。すると丹羽が、

『君の御両親、まだ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 にいますよね？　御ご迷めい惑わくだと、思いませんか？』

　そう来たか、と忠興は思った。

　確かに両親はいる。

　M. H. R. R. の中、可か児にや鍋なべ島しま達の住む商店街に家を設けて、商売をやっている。

『御両親、君が亡命を決めた事なんて、知らないですよね？』

　当たり前だ。

『君には理由があるのは、よく解わかります。長なが岡おか夫ふ人じん、私も幾いく度どか会った事ありますけど、綺き麗れいな御婦人ですものね』

　嫁よめ（予定）を褒ほめられると悪い気はしないと、忠興は初めて知った。

　そして、褒め言葉は続いた。

『彼女の歴史再さい現げんを妨さまたげて、その命を救う。──なかなか出来る事ではありません。御両親も、忠興君のやる事を支し持じをすると、私は思います』

　……認めるのか？

　確かに、自分の親は、そういう事に真まっ直すぐだ。自分も、己おのれが正しいと思ったらやる。そういう性格だ。だが、

『御両親は、破は滅めつしますね』

　丹羽が静かに告げた。

『君の決断は、M. H. R. R. の代表、羽柴君にとっての不ふ利り益えきです。もし君が上う手まく行った場合、それはM. H. R. R. 、ひいてはP. A. Odaにとっての損そん失しつです。

　多くの権けん益えきや人じん事じが動く歴史再現。それを壊こわした場合、権益を受け、人事で利益を得る筈はずだった者達が君の敵になります。でも、君が亡命したならば、その御寒い敵意は──』

　……俺の両親に向かうのか？

　よくある話だと、そう思った。しかし、

『それらの敵意。羽は柴しば君が押さえ込むでしょう。彼女も、そういうものが嫌きらいですからね』
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　何を言ってやがる、と忠ただ興おきは思った。これは噓うそだ、と。

　裏うら切ぎった者が処しよ罰ばつの追つい及きゆうをされぬ訳わけが無い。そして、罪ざい人にんがいない場合、咎とがは残された者達が受ける事となるのだ。それが普通だ。だが、

『いいですか。羽柴君は、君の事を忘れます。君の事を敵として捉とらえるため、恐らく自分で指し示じをして、君の記録を消し、痕こん跡せきを消していきます。──自分が憶おぼえているためにね』

　そして、

『君の御両親は、君の事を何も理解出来ないまま、それまでの生活から隔かく絶ぜつされます。

　襲しゆう名めい者しやの親から、何もない二人の夫ふう婦ふとなる訳わけです』

　だけど、

『君の御両親の生活を、羽柴君は正しません。だって、君がいなくなるだけなんですから。そして、御両親に迷めい惑わくがないようにするのが羽柴君ですから。だから君の御両親は不ふ可か侵しん。

　でも、どうなるでしょうね。襲名者の親として、培つちかってきた人間関係も、商売なども、本質は変わらないのに、客は減っていく。だって君の御両親は、やっぱり裏切り者の親で、しかしそのような事を言えば、羽柴君は許さないのですから。

　──君の御両親は、誰だれも近付きたくない人になるんですよ。

　勿もち論ろん、商店街の人達は近きん所じよ付き合いもあるので助けるかもしれません。でも、君の御両親は客を失い、商店街の、あまり触れたくない御荷物さんとなっていきます』

　さて、

『君の事を支持する真ま面じ目めな御両親。御近所の御荷物という扱いに、どれまで耐えられると、御二人を知る君は思いますか？』
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「まずいかもしれない」

「な、何か難しい物言いですわね、成なる実み」

　市し壁へき沿い、壁一枚を隔へだてた夜の空を見上げながら、ミトツダイラは共に北へと走る成実に声を送った。

「何がまずいんですの？」

「丹に羽わよ。彼女がもし、長なが岡おか・忠興の説得を始めたなら、あの少年は屈くつするかもしれないわ」

「何な故ぜ、そうと？」

「丹羽は、基本、P. A. Odaの重じゆう臣しんで、主力だけど、各かく隊たいの間をとりもつ潤じゆん滑かつ役やくでもあるのよ。

　だから各かつ国こくとの境きよう界かいに出て、交こう渉しようなどもこなしていたんだけど」

　言われて見れば、確かに丹に羽わは、伊だ達て家けの小こ次じ郎ろうと、最も上がみの駒こま姫ひめを人ひと質じち的に預かるなど、人心の掌しよう握あくを前ぜん提ていとした役やく目めを負っていた。先さき程ほど戦せん闘とうした機き動どう殻かくだって、頼より朝ともや義よし仲なかの遺い骨こつを回かい収しゆうするには、相当な人じん事じを尽くさねばならない筈はずだ。

　そんな交渉をこなすならば、

「彼女の交渉力は？」

「──誠せい実じつ」

　成なる実みが告げた言葉に、別から反応があった。

・副会長：『厄やつ介かいだな、それは』

・銀　狼：『戦争に持ち込めないんですの？』

・副会長：『いや、そうじゃない』

　お前らいつもどういう交渉を……、と巴ともえ御ご前ぜんが後ろから言ってくるが、気にしない。

・副会長：『──誠実ってのは、状況によっては危険な武ぶ器きなんだ。

　だって、逃げられなくなるんだぞ』

　言われ、ミトツダイラは思った。

　……だとすれば……。

・銀　狼：『正まさ純ずみ、貴女あなたが誠実になったら、どの国も戦争から逃げられませんのね』

・副会長：『私は基本、誠実だぞ』

　やっぱりね、と成実が小さく呟つぶやいたが、実況通神チヤツトには載のせない。

　だが、正純が言った。

・副会長：『だから基本、誠実というのは、相手側の立場に立って見せるものなんだ。ミトツダイラも企き業ぎようや工こう房ぼう持ちだから解わかるだろう？　お客様の身になって、というやつだ。

　その場合は、相手の逃げ場とか、キツい部分も解った上での誠実なので、お互いはいい関係になる』

　だが、

・副会長：『──交渉役が、相手に対してではなく、国家に対して誠実だったら、どうなる？　以前に、国家の定義をした時、国民についても少し触れたと思うが……』

・銀　狼：『国の事を考えろ、と、そんな物言いになりますの？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が頷うなずいた。

・副会長：『──個人対国家。そして、その個人は国民ゆえ、国家が無ければ生存が脅おびやかされてしまう。それを盾たてにして、誠実に強きよう制せいされたら、個人はどうなる？』

「小次郎と、駒姫は、それを諭さとされたわ」

　成実が、目を真まっ直すぐに細めて言った。

「丹羽は、いい人だと、そう思うわ。だけど、最後の判断の部分で、P. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国 という国家を支えにする。無む論ろん、重じゆう臣しんとしてそうあるべきだし、各かく隊たいの潤じゆん滑かつを行う場合、ものごとの基き準じゆんと出来るのは国家への帰き属ぞくだものね」

　だけど、と成なる実みは、もう一度言った。

「それで死ぬ者も出るのよ」
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　言って、成実は一ひと息いきをついた。そして、

「あ」

　何か、妙みような焦あせりを感じて、自分らしくないと思いながら、ミトツダイラに視線を向ける。

　己おのれが赤せき面めんしている自覚はある。

　……らしくないわね。

　だが、そう思いながら、言っておく事がある。

「──まあ、丹に羽わは、その後でちゃんと、二人の世せ話わ役をしてくれていたし、二人の最さい期ごの際にも気き遣づかいをしてくれたから──」

「国家への誠せい実じつが判はん断だん基き準じゆんですけど、その意味は解わかっているし、それによる弊へい害がいは、そうしてしまった自分がフォローする、という事ですのね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね」

　言って、通じた事に、我ながら無ぶ様ざまな安あん堵どを成実は得る。

　……参まいったわね。

　何だかんだで、自分は、この梅うめ組ぐみの中で、それなりの収まり処どころを持って置きたいのだろう。

　今、ついつい〝入り込み〟そうになってしまったが、

「随ずい分ぶん、変わりましたわね、成実も」

「そうね。昔だったら、入り込んでる自分に気付かなかったわ」

「第二特とく務むがいる意味、今、よく解りましたわね」

「……言わないで」

　そういう事だ。彼がいれば、自分で慌あわてて注ちゆう釈しやくを入れなくて済むのだ。

　慣れてしまった。だから彼が結けつ界かいの中で寝てる今、それが無くて慌ててしまった。

　……全く。

「駄だ目めになっていくのが解るのがどうしようもないわ」

　ただ、成実は告げた。

「──長なが岡おか・忠ただ興おきは、大だい丈じよう夫ぶかしら」
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　丹羽は、忠興に言葉を送り、一息を入れなかった。

　少年は今、大通りで足を止めている。

　……どうでしょう。

　正直、言っていて気が重い案あん件けんだ。

　これが仲間同士ならば楽でいい。柴しば田たにしろ、羽は柴しばにしろ、他、前まえ田だや佐々さつさ、明あけ智ちも誰だれも、自分達がP. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国 という〝勢せい力りよく〟の一員である事を解わかっているし、力がある。

　何かあれば、その予防策さくや対たい処しよをとれる連れん中ちゆうだし、何かがあったとしても、それが〝勢力〟を壊こわさぬための大だい事じな事ゆえだというコンセンサスがある。

　……佐々君とか、割り切り悪いですけどねー。

　まあ、最終的には割り切ってくれるので有あり難がたい。

　だが、仲間ではない場合、難しい。

　一応、自分が後からフォローするにしても、先にそれを言う事は出来ない。何な故ぜなら、そのような事を持ち出せば、国家の方針に異い論ろんがあると言う事になるからだ。

　事を進め、不備が出たから対応したと、そうするのが大人おとなの判はん断だんだ。

　ゆえに基本、かなり攻め込む。しかもまあ、自分でも解っているけど、

　……搦からめ手てですよねえ……。

　いやらしい物言いはなるべくしたくないのだが、今も通神帯ネツトでは、

『ほら、丹に羽わ様の言葉責めが出たぞ！』

『丹羽様、やっぱり少年相手には優しく責めますよね！』

『責め落としてから、あとで助けちゃうとか、悪あく魔まのようで素す敵てきですわ……！』

　いえ、あの、私、出来ればこの性格直なおしたいんですけどね。

　でも正直、言葉を送っている時、ちょっと楽しいからもう駄だ目めかもしれない。

　さあ、と、丹羽は少年に問い掛ける。

『君が真ま面じ目めで、君の御両親が支持して、羽柴君がそれを尊そん重ちようしたとしても、だからこそ君の御両親は不幸になりますよ。そしてこれはきっと、御両親だけではなく、御親しん族ぞくにもある程度は掛かる咎とがだと思います』

　さあ、とまた言いつつ、丹羽は彼に問うた。

『そこで足を止めて貰もらえませんか？　私達の演えん奏そうを、数分聴きいて頂いただければいいんです。

　そうすれば、君が作ってしまう不幸を全て解除出来ます』

　だから、

『──一時の感情に任せるのもいいでしょう。でも、これから先を少しでも思って下さい。

　今、前に出るのと、ここで止まるのと、どちらが不幸になる人が多いですか。そして、どちらが、君を恨うらむ人が多いですか？　解る必要はありません。ただ、頭の中に浮かんだ予想を手放さないようにして、こう思って下さい』

　それは、

『もし、ここから先に進んだ未来を思った時、──その未来に、何か不安を感じたならば、それは必ず後こう悔かいとなるものです。それが絶対に生じると、予感してる。ならば──』

　丹に羽わは、言葉を送った。

『先に進めば、一時の喜びと、しかし後にずっと続く後悔のある未来。しかも他人の事なので、君にはどうしようもありません。君はつまり、自分を産んで育ててくれた御両親の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにして、何の責任もとらないんです。──それが、君にとって良い事なんですか？』
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・不退転：『どうかしら』

　成なる実みの問い掛けに輸ゆ送そう艦かん上の、正まさ純ずみは思し案あんした。

　こういう場合、丹羽側が持ち出す交こう渉しよう内容は、大だい体たい解わかる。何しろ向こうには人ひと質じちがいるのだ。自分達の方も、父達暫ざん定てい議員が長なが岡おかの両親を引き渡すように交こう渉しように入っている筈はずだが、

　……ここでの話が終わるまでは、決けつ着ちやくすまい。

　既すでに亡ぼう命めい手続きは済ませているとは言え、逆ぎやく亡命もあり得る。何しろ、長岡は今、三千人を率ひきいる丹羽とサシで向き合っているのだ。

　彼が丹羽の言葉を撥はね除のける事が出来るのかどうか。それは、

「────」

　ふと、試すように、正純は辺りを見回した。

　……ホライゾンは、いないか。

　だが、浅あさ間まを見ると、普通に表示枠サインフレームで作業中だ。彼女は今、結けつ界かいへのアプローチを考えつつ、幾いくつかの手て筈はずを打ち、

「正純、大おお椿つばき系けいの聴ちよう覚かく保ほ護ごで──、って、どうしたんです？　こっちを見て」

「ああ、うん。長岡の事だけど……」

「？　何か心配する事、ありますか？」

　だよなあ、と正純は思った。

「──もう、どうするべきかは言ってあるんだよな。後は信じるかどうかで」
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『さあ』

　丹羽は言った。

『少しでいいんです。少し、立ち止まって、考えて見ませんか？』

　問うた。その直後だった。

　不ふ意いの声が、凜りんと響ひびいた。

「──俺おれの名前は、長岡・忠ただ興おきだ!!」





●






　忠ただ興おきは叫んだ。この劇げき場じようの中、自分を確かく認にんするために言葉を作った。

「俺おれは襲しゆう名めい者しやだ！」

　言う。自分をここに定義し、囚とらわれないように己おのれを語る。

「俺おれの生まれはM. H. R. R.神聖ローマ帝国、森が近い狩しゆ猟りようの村だ。今はちょっとした襲名者連れん中ちゆうの集まる商店街で、父親と母親と暮らしてる。父親は俺と最近、上う手まく話せなくて、これは多分俺が悪い。母親は俺の事を〝ちゃん〟づけでいいか〝さん〟にしようか迷ってる。俺は呼びつけでもいいんだけど、変わったら、前のが勿もつ体たいなく感じるんだろうな、って、そんな程度には解わかってる！」

　だけど、

「俺はまだ中ちゆう等とう部ぶ二年。正直、世界がどうだとか、国がどうだとか、そういうのは解らねえ！　解りたいけど、まだ時間も経験もありゃしねえんだ！　それでも地元は狩猟の村だ。長ちよう銃じゆう使えば村一番。襲名の運びってのはガキの俺にも来るもんだ」

　ああ。

「何だか面めん倒どくせえ事ばかりで、断ってやろうと思ったけれど、でも俺見ちまったんだよ。俺の嫁よめになる女。何だよすげえ綺き麗れいじゃねえか。画が像ぞうに照れるとか俺初めてだよ畜ちく生しよう。そうだよ第一印いん象しよう顔だよ顔。悪いか。だって見た目しか情報来ねえんだからよく俺釣つられたもんだよ。でもしょうがねえよ綺麗じゃねえか。どこの国の女かと思ったら瑞典スウエーデン。父親に言ったら『けしからん！　羨うらやましい』って言われて母親がラリアット入れてたよ。確かに調べたらけしからん。俺が初めて知った外国は瑞典だぜ。女の魔ま力りよくだ。だから俺だって言い訳わけみてえに彼女の内面とかメンタル？　とか、そういうの知ってやろうと思ったよ。くっそこの女、外そと面づらだけだったら承しよう知ちしねえぞ。結婚してねえけど離り婚こんしてやる、って、そのくらい逆ギレしたぜ」

　だけど、

「知ってみたら何だよコイツすげえ真ま面じ目めで出来る女じゃねえか。俺の敵かなうところなんてねえくらいの出来る女。でも俺思ったんだ。俺、襲名者じゃねえと、こんな女と接点絶対ねえだろうなって。だから俺、思ったんだ、絶対出来る男になってやるって。

　でも襲名したら、何だよ一体。彼女いきなり死ぬとか言い出して、ぶっちゃけ俺が襲名したのが原因かと思ったらそうじゃねえ。良かった。良くねえ。だってアイツ、聖せい譜ふ記き述じゆつだ歴史再さい現げんだとかで俺とアイツの家になる場所で爆ばく死しとか。どういうレベルの派は手でな自じ害がいだよ一体。城持ちの大だい名みようだってあまりしねえ……、いや、意い外がいとしてるけどまあメジャー級だろフツー。

　やっぱ出来る女は違う。馬ば鹿かじゃねえのか。ついてけねえ。でも、それ知ったら、俺、ろくに寝られねえような感じになっちまってよ。馬鹿じゃねえのか。でもこれを何ていうか、俺だって知ってんだ。──惚ほれちまったんだよ！　言わせんな！」

　参まいった。

「だけど会ってみたら梨なしの礫つぶてだ！　こっちの言う事聞いてくんねえ！　そりゃ歳としの差あるけど、俺おれのプランくらいは聞いてくれたっていいじゃねえか！　どうしようもねえ！

　だから俺は決めたんだ！」

　……そうだ。

「もう、誰だれの力を借りたっていい。俺が出来る男じゃねえなら、出来るやつらの力を借りて絶対にあの女救たすけてやるってな！

　それがようやくここまで来たんだ！　今いま更さら説せつ教きようで諦あきらめられるか馬ば鹿か野や郎ろう！」

　忠ただ興おきは、息を吸った。

「父とうちゃん母かあちゃん御ご免めんな畜ちく生しよう！　今までこんな不ふり良よう息子むすこを育てて来たんだ。いなくなっても上う手まく立ち回れると思うから、俺ロスあってもどうにかしてくれ。場合によったら武蔵むさしの副ふく会長がどうにか手て筈はずつけんだろ。

　親しん族ぞく一同迷めい惑わく掛けるぜ！　これが俺の選んだ道だ！　会ったら歳としの数だけ謝ってやんよ！

　俺は後こう悔かいして行くとしても、横に誰かがいた方がいいと思ってんだ！　横に誰もいなくて、何もしなかったから良かったとか、俺は馬鹿だからそんなの頭よく我が慢まん出来ねえよ！」

　ああ、と忠興は声をあげた。

「聞いたんだ！　俺は間違ってねえって！　俺はまだ間に合うって。後悔が何だ。未来が何だ。今ここで失う担たん保ぽになりゃしねえよ！　俺が欲しいのはあの女なんだ。代わりがあるのかこの野郎！　だったら俺は正しくなくていいから、間違ってねえって言う方を選ぶのさ！」

　忠興は、腰から銃じゆう鎖さ刀とうを抜いた。

「──俺の名前は、長なが岡おか・忠興！　襲しゆう名めい者しやだ！」

　言う。

「──関せきヶ原はらでは東とう軍ぐん。松まつ平だいら側につく。羽は柴しば側からしたら裏うら切ぎり上等。問題ねえよ！　間違ってねえ。だから……」

　忠興は叫んだ。

　丹に羽わを見み据すえて叫んだ。

　危険な行為だが、構わなかった。何な故ぜなら、

「皆に、今まで有あり難がとうって、そう言っておいてくれよ丹羽先せん輩ぱい。アンタ偉えらいから、それこそ誰にでも伝えてくれんだろ！　馬鹿な後こう輩はい、今まで有り難うな、って！」

　ああそうだ。

「これが手切れだよく見とけ！　馬鹿な襲名者が馬鹿な未来を選んで馬鹿な迷惑掛けて、そしてこれから馬鹿な生き方していくんだ！」

　忠興は、銃鎖刀を狙そ撃げき状態にして、己おのれに向けた。弾だん丸がんは非ひ貫かん通つう弾だん。しかし至し近きんで、

「馬鹿は死んでも治なおらねえ──!!」

　射しや撃げきした。
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　は、と忠ただ興おきは息をついた。

　全身。何もかもが吹っ飛んだような衝しよう撃げきが来る。

　身体からだを保つための筋きん肉にく。それらを無む意い識しきにも動かしている力が、衝しよう撃げきで一度砕くだかれたのだ。

　痛みよりも、全身の麻ま痺ひが来て。直後に、

「……ぐ！」

　身体からだが外に破は裂れつする。そんな震しん動どうと激げき痛つうが来た。だが、

「が、あ……！」

　忠興は銃じゆう鎖さ刀とう、三十六歌か仙せんを抱いた。杖つえにする。身体、視し界かいが右に傾いていくが、膝ひざよりも足首で何とか堪こらえ切った。

　ふらついているが、立っている。先に力が戻ったのは手て指ゆびだ。

　とにかく、という状態で長ちよう銃じゆうを握って、それを支し柱ちゆうに己おのれを支える。

　そして、息が、吸うのではなく、ただ肺はいの中に入ってきた。だが冷たい空気はすぐに熱され、やたらと染しみた吐と息いきになって口から漏もれる。

　大量の汗あせが、一気に噴ふいた。

　……痛え……！

　確実に、肋ろつ骨こつが何本か持って行かれた。周囲に鎮ちん痛つうの術式表示枠が射しや出しゆつするのが解わかる。

　だが、一つだけ確定した事があった。それは、

「目ぇ醒さめたあ──！」

　丹に羽わを視し界かいに入れた時から、微び妙みような眠気が来たのは確かだ。だから叫んで、銃じゆう弾だんを自分にぶち込んで、ようやく目が醒めた。そして、

　……くっそ。

　行くしかねえ。

　そうなった。

　そうしてしまったから、そうなった。

　だから、

「行くぞ」

　膝ひざに力を込めるために、強ごう引いんな屈くつ伸しん。全身が張り裂さけそうな痛みを訴えるが構わない。これからあの三千人の下を通って、ああ、北門、どう開けるべきか。解わからねえ。だけど、

「行くぞ畜ちく生しよう」

　それはもはや決定事じ項こうだ。

　だからだろうか、不ふ意いに声がした。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね、──行くといいわ、思し春しゆん期き少年」
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　丹に羽わは、敵の出現を見た。

　否いな、その敵は、倒れていた筈はずだ。町の屋や根ねの上。教きよう会かい堂どうの三さん角かく屋根に、あの相手は落ち、伏していたと思ったのに、

「武蔵むさしの白魔女ヴアイスヘクセン……！」

「あら、随ずい分ぶんと有名になったものね、私」

　白魔女が、据すえた目でこちらを見渡した。そして三千人をふらつく指で差し、

「いいわ。これつまり、ライブ会場って事ね。──魔女テクノヘクセンが全部乗っ取って壊こわしてあげるわ」







[image: 第八十三章『鉄火場夜勤の魔女』]
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　……壊こわす!?　この劇げき場じよう術じゆつ式しきを!?

　丹に羽わは、口くちの端はしが吊つり上がるのを覚さとった。

　魔女テクノヘクセンはM. H. R. R.神聖ローマ帝国を本場としながら、その地にて最も狩かられた存在。P. A. Odaから見れば、魔女の技術は中ちゆう東とうからの流入と欧おう州しゆうの土ど着ちやくがミキシングされたものだ。

　M. H. R. R. と同どう盟めいしたP. A. Odaの歴史から考えると、鬼おに子ごが逆らおうというのに近い。

　そしてこの相手、なかなか興きよう味み深い。

　何しろ白の魔女は今もこちらを凝ぎよう視しし、意い識しきしている。つまりネルトリンゲンの〝眠ねむり〟が彼女には押し寄せ、睡すい魔まの誘いをアタック中の筈はずなのだ。

　それなのに、何な故ぜ、眠らない。

　実際、彼女はふらつき、目は半はん目めで、手は脇腹わきばらなど搔かいているような状態なのに、

『何故、眠らないんですか？　この〝眠り〟の空間で』

「ハア？　馬ば鹿かね」

　相手は言った。肩を失しつ笑しように震ふるわせ、

「──同どう人じん作家にとって、一晩徹てつ夜やくらい、どうって事のないものよ。それが何よ〝眠り〟って。寝る訳わけないでしょ？　寝たら死ぬのよ？　印いん刷さつ所じよは待ってくれないのよ？　グーテンベルクの活かつ版ぱん印刷機は不ふ眠みん不ふ休きゆうでエロ同人刷すってんだから、そんな機き械かい如ごときに人間が負ける訳ないじゃない。頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　全く、と白魔女ヴアイスヘクセンが肩を竦すくめた。

「解わかってないわね」
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　ナルゼは派は手でな舌した打うちを付けて、周囲と全ぜん天てんを見上げて両腕うでを振った。

「眠れって言われて眠る馬鹿が何ど処こにいるのよ？　アンタ、学生ナメてんの？　漫まん画が草そう紙し読んだりゲームしたり、神啓レデイオ聞いて翌朝までとか、余よ裕ゆうで誰だれでもやってるわよ？」

　更さらに、とナルゼは左の手て指ゆびにペン型デバイスを回した。

　親指から小指まで回し、手首の捻ひねりを付けてまた戻して回す。そして親指まで戻すと強く弾はじき、右の手に音を立てて受け止める。

「──一いつ般ぱん学生でそのレベル。でもね、それは単に夜よ更ふかしが翌朝まで続行した場合よ。

　私達、同人作家やプロ作家は違うの。何しろ徹てつ夜やのプロだから。徹夜するだけ収入と御客様が増える因いん果が関係の元で生きてるんだから」

『……そんな、徹夜程度でそこまで大おお仰ぎように言わなくても』

「ハア？　徹夜ナメてんの？　──下へ手たすると、血けつ圧あつとか消しよう化か器き系けいとか、ダメージ食らって、死ぬ事だってあるのよ？　ただでさえ発はつ汗かんとか水分補ほ給きゆう、食しよく料りよう補給とか管かん理りが必要だし」

　ふふ、とナルゼは笑った。

「でもいいのよ、徹てつ夜や。翌朝が来るたびに思うのよ。〝ああ、今日きようは一日をフルに使い切った。私は今日というその日に対して、勝利したのね〟、って。だからもう、多幸感思い切り出ちゃって、外の世界とか超眩まぶしくみえてくるのよ」

『寝不足の典てん型けい的症しよう状じようじゃないですか』

「アンタやった事ないでしょう。……ふふ、私の方が上ね。いい？　良い事教えてあげるわ。これは徹夜やってる誰だれもが理解している事なんだけど」

　それは、

「──徹夜はスポーツよ」
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　ナルゼは言う。

「徹夜をすると決めたら、食料、水分、栄養系サプリや加か護ごと術じゆつ式しきなど、全て補給の用意をした上で、体調や食事も整えて臨のぞむのがプロの仕事。食って臨むような素しろ人うとはすぐに寝てしまって終わり。飢うえてるのがほどよい状況で、完全に管理された徹夜は、ぶっ通しで一週間以上を無む睡すい眠みんで行く事だって可能なのよ」

　ナルゼは腕を振り、視線の先、ペンを重ねて敵を全て確かく認にんしていく。

「──途と中ちゆう、幾いく度ども眠くなったり、テンションが下がったりするわ。でもそれも、経験による解かい除じよ法や鼓こ舞ぶでまた元に戻していくの。軽い運動、通神帯ネツトの衝しよう動どう買い、据すえ置き氷ひ室むろに頭を突っ込んでみたり、思い切ってエロい事したりとかね。部屋なんか戦せん闘とう直後のような状態になるけど、徹夜の後には勝利が来ると解わかっているから、掃そう除じなんてしないわ」

『何な故ぜ、そんな事を……？』

「良い質問ね。何故、徹夜をするのか、ね」

　ナルゼは、小さく笑えみを作った。

「それは、──徹夜しなければ決着しないからよ。スケジュールミスでする徹夜は素人の徹夜。私達、徹夜のプロが行う本当の徹夜は、本来のクオリティを、莫ばく大だい時間の持じ続ぞく集中力でこれって以上ないくらいに上げるための徹夜。作品が仕上がるまでの最後の時間まで、愛したキャラクターに対し、ずっと目を開けて、私は誰よりもアンタを見てるって、そういう態度を示すための鋼こう鉄てつの徹夜よ。それらを超えた作品は、正まさに一生の一部を捧ささげたと胸張って言えるわ。

　そしてイベント会場で、他のクソ共の作品を見てこう思うのよ〝お前もか……！〟すいませんこれ三部下さい！　保存、実用、布ふ教きよう用です！　──いつもの事よ」

　あは、とナルゼは頭を振った。

　ああ、ちょっと頭重いわ。こいつら不ふ思し議ぎな事に、見てるだけで眠くなってくるとか、頭おかしいんじゃないかしら。でもまあいいわ。

「そこの思し春しゆん期き！」

「ああ!?　何だよその呼び方！」

「黒くろ長なが太ぶと」

「やめろおおおお！」

　うるさい子がいたものね。

「いい？」

　ナルゼは、左の手に、白嬢ヴアイスフローレンを回した。二度、三度、指を引っかけて身体からだの前と後ろに回し、正面で強く止める。

　そしてナルゼは、白嬢の表面にペンでラインを書いた。

　弦げんだ。

「──私があいつらの劇げき場じよう術じゆつ式しきを無む茶ちや苦く茶ちやにしてやるわ」

　出来ればマルゴットとのデュエットが良かったが、彼女は足あし下もとで眠っている。寝顔が綺き麗れい。たまらんわね。

「思春期。アンタは真まっ直すぐ行きなさい。北門に届くまでに、私が朝を呼んであげる」

「出来るのかよ!?」

「私達の総そう長ちようがアンタに何て言ったか忘れたの？　──任せろよ、って言ったのよ。総長が言ったなら、それは私達全員への絶対的至し上じよう命めい令れい。だってうちの総長、一人でだって戦せん場じように行ってしまう馬ば鹿かなんだもの。任されてくれないと危なっかしいわ。

　だからアンタは任せなさい。今は私。でも、私以外の誰だれであっても、たった一人であっても、私達はアンタに任された事を完かん遂すいするわ」

　ほら。

「行きなさい。早くしないと朝を呼ぶわよ。何な故ぜなら私は武蔵むさしの魔女テクノヘクセン。魔女というのは夜遊び好きなこの世の蝕むしばみ者。だから私の歌が終わる時、朝が来るの。

　解わかるかしらそこの三千人。この世の全ての教きよう譜ふと国から嫌きらわれた魔女ってのは世界の不ふ良りよう。つまり魔女が何かをやるならそれは全世界の法ややり方に触れるのが至し上じよう。つまり──」

　弦を描き終えた。

　六弦。

　それをナルゼは、臍へそに乗せるようにして両手で抱えた。

「つまり魔女のやる事は、常の時間とことごとくにおいて、遊びじゃないのよ」
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　丹に羽わは、少年が、ゆっくりと、しかし確かに歩き出したのを見た。

　夜の町。星明かりの下。無人の通りを、高い位置から魔女に見守られて少年が行く。

　そして丹に羽わの視線の先、敵が魔術陣マギノフイグーアを展開した。音おん響きよう術じゆつ式しきだ。しかしそれは、魔女テクノヘクセンが軽く身を揺らす動きに合わせて拡大していく。

「おお……」

　と周囲が声を漏もらすのもむべなるかな。音響術式の魔術陣。〝愛あい繕ぜん〟のロゴが入った魔術陣の大きさが、全ぜん高こうだけで十二メートルを超えたのだ。

　立つ姿すがたは八つ。二つずつが四し方ほうを向く。

　あまりにも無む茶ちやだ。大きければ音は広く飛ぶようになるが、元は小型の音響術式だ。

『音が割れますよ？』

　言う忠ちゆう告こくは向こうに届いていない。彼女は弦げんを軽く弾はじき、耳に当てたヘッドホン型音響術式からその音を聞いている。

　六弦。ギターだ。五弦以下ならベースだったろうが、そうではない。

　何しろギターという楽がつ器きは、その音が高く、小回りが利くため、声に合わせるのに良い。それは、歌か詞しに合わせるメロディを奏かなで、曲をリードするのが容易だという事だ。

　これが低音のベースだと、音が重いので速く回す事が至し難なん。ただ、ベースがあれば、低音でリズムを刻み、全体の底支えとなる音を奏でて行く事が出来るが、

　……ギターを選択し、総合力ではなく、歌で勝負と来ましたか。

　ベースは捨てる。

　だからこその大型音響術式だろうか。これで術式任まかせのドラムを打ち、大反はん響きようで低音の底支えを作る戦せん術じゆつに見える。不在のベースも、単純な進しん行こうならば、術式で任せる事も可能だろう。

　そういう術式任せの単たん調ちようを、大音量で誤ご魔ま化かしつつ、ギターと歌声を合わせる。

　そうすれば、一いつ聴ちよう、派は手でな低音をバックに、歌声とメロディが重なって完成度が上がったように聞こえる。

　……それなりに考えているようですね。

　ならば、音響術式はドラムと低音中心。

　背はい後ごから大音量でリズムを刻むのは、自分の歌うテンポを崩くずされないようにする意味もある筈はずだ。つまり、あの音響術式から来る低音は、彼女の防ぼう御ぎよも兼ねている事になる。

　なかなか面倒な相手だと、丹羽はそう思うが、

「さて」

　と、魔女が調ちよう律りつを終えた。そして、

「行くわ。歌はテキトー。そっちは？」

「都市級劇げき場じよう術式〝沙さ羅ら双そう樹じゆ〟」

　へえ、と魔女が驚きの顔を見せた。

「外で百足むかでと狼おおかみが暴あばれてる相手に合わせたの？」

「武ぶ士しの嗜たしなみですよ。ただ、私の場合──、授じゆ業ぎようでこれやってると寝てしまう事が多々だったので、だから〝眠り〟にしようと」

「平へい家けも壇だんノ浦うらで喜んでるわ」

　そうですね、と丹に羽わは言った。そして、

「押し潰つぶしますよ」

「次のＭＣで笑ってあげるわ」

　頷うなずき、丹羽は両の腕を振った。背後、左右の三千人に動きを与える。

　ＭＣは終わりなのだ。これからまた音を戻し、劇げき場じようの演えん目もくを続行する。

　重じゆう厚こうなる音。管かん楽がつ器きと弦げん楽器。打だ楽器の音が、一度音を一つ立て、それを揃そろいとして、

「────」
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　丹羽は思う。己おのれの〝沙さ羅ら双そう樹じゆ〟は弦楽器を中心に、管楽器が色をつける構こう成せいだ、と。

　イメージとしては二本の大たい樹じゆ。だからまずは高音と中音のストリングスが伸びていく幹みきと枝を示し、低音が地面に広がる根と草くさ群むらを描く。

　管楽器の響ひびきは、それに葉を付け、夜の光を零こぼし、虫の音ねを作り上げては空の星を何ど処こまでも広げて行く。

　続く呼吸で風が起きる。低音のバスが遠くから大たい気きの鳴めい動どうを作り、中音の古こ式しきチェロが丘を上がって来る風を描く。そして自分の声が、

『ア』

　力薄く打って、止まる。夜なのだ。存続する音はなかなかない。そして思い出したように、

『ア』

　と、今度は伸ばす。するとストリングスが、せがむように一音を弾ひく。だから自分は応じるように、同じ音で、

『ア』

　とまた伸ばす。そしてまたストリングスが、今度は増えて、しかしせがむ。

　応じる己おのれは、ただ頷うなずき、

『ア』

　幾いく度どか、途と切ぎれさせながら、音を伸ばす。そこに管楽器が、故こ意いにノイズを掛けた風の彩いろどりを乗せてくる。

　すると風が通った。

　直後。音が変わった。

　風が遠くから、すぐに近くへと一いつ斉せいに押し寄せ、何もかもを一気に洗う。そして不ふ意いに大気の動きが消える。代わりに生まれたものがある。

　それは夜の虫の音。双樹は左右のパートによって、空に二つに伸びていく。管楽器は、高くなる双樹の枝に掛かった明かりとなり、その下に過去の映えい像ぞうを幻げん灯とうする。

　鉄てつ琴きんが夜の時間の経過を辿たど々たどしく刻み、木の枝の当たりと花が咲くのを木もつ琴きんが示していく。

　ストリングスが遠くから聞こえてくる。これは短い音の刻み。

　すると人が来る。双そう樹じゆの下にやってきて、夜の空気に一ひと息いきをつく。頭ず上じようにある二つの明かりを見上げ、その人は鳴らしていた楽がつ器きを改めて構えていく。

『ア』

　声が通る。か細く、誰だれに聞かせるともなく響ひびく。

『──忘れな草の野を　とうに忘れてしまったよ』

　風が吹く。

『響く鐘かねの音ねに　何の意味があっただろう』

　鐘が鳴る。

『世界はただ時間を刻む　私は意味を感じないよ』

　ストリングスが集団の足音を作り、前へと向かっていく。だが、

『変わって行く　変わって行くのよ』

　何もかもはまた、風に消えて行く。

『娑しや婆ばはただ変化を刻む　そこに意味は後付けで』

　丹に羽わは唄うたう。世界に、この街に、三千人の音を定てい着ちやくさせるために、音に意味を与えていく。

『でも』

　息を吸い、押さえるように夜空へと腕を広げ、回した。

『──誰も彼も　御ご免めんなさいね』

　これからサビに入る。一気に音を上げていく。

　つまりここからが勝負だ。自分達、三千人の音量が、敵にぶつかっていく事になる。

　だが、そこでようやく敵が動いた。

「よし」

　幾いくつかの調ちよう律りつを、この段階でまだやっていたのか。白魔女ヴアイスヘクセンが耳に掛けていた音おん響きよう術じゆつ式しきを空に投げ捨てた。これで背後の大型音響術式へと機殻箒シヤーレベーゼンから音が通るようになった。

　音が来る。だが、その前に、白魔女がある事をした。

　機殻箒の脇わきに置いた魔術陣マギノフイグーア。絵を描くツールそのものの術じゆつ式しき陣じんだ。彼女は右手のグラブを唇くちびるで抜いて投げ捨てると、白い手て指ゆびで魔術陣に触れた。

　操そう作さは、範はん囲い指定のコピーとペースト。そして微び妙みような幅の拡大。

　指が動いた。決定。すると、機殻箒にあるものが出現した。

　……は？

　機殻箒の表面。そこに描かれていた六弦げんが、倍の数になったのだ。

　十二弦。

　もはや竪たて琴ごとのような弦げん量りようになった機殻箒シヤーレベーゼンを、白魔女ヴアイスヘクセンは抱えるように構えた。

　弾ひく腕は肘ひじで曲げている。間違いなく、腕に力を込めたそれは、十二弦げん対たい応おうのフォーフィンガー。そして響ひびく音は、

「……っ！」

　爆ばく音おんが鳴った。低音だ。それも相当に低い音。

　ギターではない。それはただ、重低音をきらびやかに奏かなでるための、

　……十二弦ベース!?
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　丹に羽わは、魔女テクノヘクセンの選択と判はん断だんを見た。

　十二弦ベース。

　基本、ベースの弦は五本か四本。増やしても六本から八本だ。

　それは、低音というものが、人の耳には捉とらえにくいものだからだ。

　音とは波だ。低音はこの波の前後幅が大きく、音の抑よく揚ようが遅い。

　ゆえに、音は低くなればなる程、単に遅い唸うなりに聞こえてしまい、籠こもっただけのものとなる。しかしこれをちゃんと聞かせようとして音量を上げると、低音は全てを上書きする重圧になるので、使えない。

　つまり、低音域の弦を増やしたところで、使いにくい音を増やすだけだ。

　ゆえに、基本、好まれるのは中音や高音だ。

　低音に対し、中音や高音は波の前後幅が短く、それゆえに音の抑揚が明確だ。

　これは、高い音の方が波の密度が高く、言葉や音として聞きとりやすいという事になる。

　だから、歌も、メインのメロディも、基本、高い音で構こう築ちくされる。

　情報量が多い高音は、メッセージを豊かに伝えられるのだ。

　そんな高音に対して不利の多い低音だが、しかし長所と短所があるのは確かだ。

　……音は、波ですからね。

　波は運動だ。距離によって減げん衰すいする。

　運動量の多い高音は、距離をあまり進む事なく減衰し、消えて行く。

　低音の方が遠くからも届くのは、その波幅が広く、減衰が少ないからだ。

　……解わかったわ。

　今、彼女には、共に音を奏でる仲間がいない。

　幾いくら低音を出しても、潰つぶしてしまう仲間がいないのだ。

　逆に、今の彼女が低音で曲を作るなら、音量次第でその響きは何ど処こまでも届く。ならば、

　……いつ、殴なぐり込んで来ますか？　武蔵むさしの魔女テクノヘクセン……！
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　ナルゼは足でテンポを踏みつつ、敵の曲を聴きいた。

『──変わって行くなら　憶おぼえる事も出来ないの』

　良い声だ。素す直なおにナルゼはそう感かん想そうした。丹に羽わの声は高くなく、低くなく、しかし色がある。バランス良く響ひびく一方で、記き憶おくに残る厄やつ介かいな声だと、そう思う。

『良いも悪いも関係なく　ただ何もかも　変わっていく』

　盛じよう者しや必ひつ衰すいという、その事か。

　ナルゼは思う。丹羽の聖せい譜ふ記き述じゆつは、確かにその通りなのよね、と。

『良いも悪いも関係なく　ただ何もかも　わすれていく』

　丹羽は織お田だ家け重じゆう臣しんのナンバー２。

　後こう輩はいとなる羽は柴しばのその名みよう字じは、羽柴が己おのれの名字を変える時、上うわ役やくの丹〝羽〟と〝柴しば〟田たの一字を貰もらって作ったもの。それ程の人物が丹羽だ。

　だが、勇ゆう猛もうではあったが基本は内ない政せい役やくで、各かく隊たい間かんの輸ゆ送そうや調ちよう整せいに努めた。

『そして消えて行く』

　そう。やがて羽柴が力をつけ、織田家が信のぶ長ながを失った時には、力ちから関係が逆転していた。

　丹羽は、時じ流りゆうを読み、羽柴を推おすようになり、柴田に対しても反する事を選ぶ。

　だが、羽柴は丹羽の推しを得たというのに、

『力も財ざいも人の縁も何もかも　忘れる時には消えている』

　羽柴は丹羽を部ぶ下かとして扱い、織田家を下に見る。丹羽はその扱いに不満を抱く。

　やがて丹羽は腹に病やまいを得て、病に殺されるならば、と自じ害がいを選ぶ。丹羽は腹を切ってその病びよう巣そうを取り出すと、羽柴に送りつけたという。しかし、

『百年　千年　三千年　朝起きた時には忘れてしまう』

　丹羽のそういった行為も何も、忘れるように時代は動き、羽柴は天てん下かを治おさめる。そして、

『力も財も人の縁も何もかも　縦じゆう横おう果てずに消えて行く』

　羽柴もまた、死して、彼の眷けん属ぞくもまた滅びて行くのだ。

『百年　千年　三千年　無限の朝には夢と並ぶ』

　丹羽が歌う声に感情を見るのは、こちらの感かん傷しようだろうか。

「いいわ」

　ナルゼは言った。

「そのダウナー歌、吹っ飛ばしてあげる」
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　丹羽は、返へん歌かのように魔女テクノヘクセンがベースを弾ひき始めたのを聴いた。

　曲前の伴ばん奏そうが奏かなでられ始める。十二弦げんベース。基本は四弦で、サブの弦が二本ずつ寄り添っている。その響ひびきは、まるでピアノを重じゆう奏そうするようなものだが、

「歪ゆがめるのは魔女テクノヘクセンの嗜たしなみよね」

　音おん響きよう管かん理りの魔術陣マギノフイグーアの展開と同事に、音が軋きしんだ。

　ピアノの音が、捻ひねられたような爆ばく音おんとなり、腹を打つ響ひびきとなる。

　その音を聞き、丹に羽わは思った。魔女は、この都市に対応する楽がつ器きを出して来たのね、と。

　莫ばく大だいな重低音なら、一人であってもこの街全体に響かす事が出来る。そして、

「いいかしら」

　魔女が言った。

「幾いくら重低音が聞きにくいとは言え、大音量で響かせたら違うわよね。しかもこの都市は直ちよつ径けい一キロ。全体を音響施し設せつとして捉とらえた場合、波なみ幅はばの広い低音は、この都市でこそ音として聞き分けが出来るようになるって話よ。全く、徹てつ夜やの私、天てん才さいだわ」

　そして、彼女は自分の足あし場ばとしている屋や根ねから、ぐるりと四し方ほうを見渡した。

「ネルトリンゲン。この街は円えん形けい。私が街の中心に近い屋根上から動かない意味、解わかった？　ここからなら、低音は均きん等とうに何ど処こにでも届くのよ」

　その代わり、

「そっちは不利ね。最初の場所取りの戦せん術じゆつもあったけど、北側から街全体に音を響かせるなら、三千人の音おん圧あつが確かに必要になるもの。特に、今聞いたアンタの歌は中音を基本としたバランス型。地ち脈みやくに全対応させるための中音だとしたら、遠くまで音を響かせるのは大変ね」

　そして魔女が、一ひと際きわ大きい音を立て始めた。

　時にピアノや竪たて琴ごとのように、時に爆ばく音おんと化して奏でる十二弦ベースが、音を重ねて膨ふくらませ、

　……来る！

　白魔女ヴアイスヘクセンの黒い翼つばさが総そう毛け立だつ。それ程の大だい音おんが膨れあがった。その上で、

「────」

　轟ごう音おんとも言えるドラムが、術じゆつ式しきで奏でられて重なった。

　四打ち。鼓こ動どうに近い太たい鼓この音も、これもまた深く響く重低音だ。

　白魔女を中心に、街が悲鳴をあげた。

　彼女を芯しんにして、家か屋おくの屋根が震え、窓が激げき震しんしたのだ。家の中においても、食器や家か財ざいが音を立て、街が一いつ斉せいに波なみ飛沫しぶく。

　円形の波は紋もんが来た。家鳴りの波はこちら、市し壁へきに一いつ斉せいに押し寄せ、

「行くわよ……！」

　魔女が、音の爆ばく発はつの中心で唄うたった。それは、

「馬ば鹿かは死んでも治なおらねえ──！」

　少年の、先さき程ほどの言葉だった。
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「──むかーし　むかし　いま　いまし」

　ナルゼはベースを高速で弾ひきながら唄うたった。

　半なかばラップ調。あまりメロディを考えると低音に負ける。

　やるなら叫ぶ。徹てつ夜やだものね。だから、

「──俺おれの生まれは独逸ドイツの山奥　獣けものを撃うって銭ぜに稼かせぎ

　バンバンバンバン　撃てば撃つだけ　山やま程ほど　谷程　嫌いやに成なる程ほど　金になる」

　ああ、何か懐なつかしい。何しろ自分もM. H. R. R.神聖ローマ帝国の出で。山さん岳がく地ち域いきだ。

　父親から射しや撃げき術じゆつを習うのは、やはり山岳地域の伝でん統とうなのかしらと、そう思いながら唄う。

　頭の中、自分の故こ郷きようであった場所。深い森の中の朧おぼろ気げな映えい像ぞうを思い出しながら、

「──家族　親しん族ぞく　山さん賊ぞく生活　迷めい惑わく掛けてる父とうちゃん母かあちゃん　悪いと思うが照れくさい

　それでも襲しゆう名めい　何な故ぜかきたのさ　俺おれの元へと　権けん益えきずぶずぶ　やってきたのさ」

　鳴らす間かん奏そうはアドリブ。とにかく刻む。刻みまくってドラムが連続する。

　息を入れる。ベースを抱えるように、腕で弾く。そして、

「世界がどうとか　国がどうとか　諸しよ行ぎよう無む常じようでいいじゃあねえかよ

　いつでもどこでも征せい服ふくし合って人生ゲーム

　何しろ国家の人格レヴァイアサンだ　ホッブズすげえよ　政治の本に何て名前だ超熱い

〝万ばん人にんの万人に対する闘とう争そう！〟　よく言ったもんだ　どいつもこいつも人生ゲーム」

　いかんちょっと歌か詞し暴ぼう走そう。思し春しゆん期きそこまで言ってない。

「だけど　困った　ハイ　困った　　俺見ちまったんだよ　俺の嫁よめ」

　は、と声をあげ、ナルゼは身を一度大きく振った。

　ここから曲を変えていく。だがそれは、曲きよく調ちようの変化ではない。

　更さらなる音の追加と制せい御ぎよだ。これまでは刻みまくっていただけだけど、

　……腕も手も動いてきたわ……！

　だから一気に複数の弦げんを弾き、奏かなでていく。高速で抑よく揚ようをつけ、

「ああ　そうさ　そうなんだよ　一発一目で参まいっちまったよ」

　声をあげ、ナルゼは唄った。言葉は相変わらずの叫びだが、

「何だよこいつ　すげえ綺き麗れいだ　第一印いん象しよう顔かおだよ顔　それで悪いか俺の嫁

　でもしょうがねえだろ　綺麗じゃねえか　瑞典スウエーデンだぞセックス強国！」

　向こう、大通りで思春期が振り向いたが、顎あごで〝前見ろ〟と伝えておく。

　は、とまた息を入れ、ナルゼは腰を落としてベースを弾く。

「だけど　だけど　だけど何だろ　困っちまうのさ　だってあいつ　死ぬつもりなんだぜ

　外そと面づらだけかと　思っていたら　中身も真ま面じ目めで　俺は一体　どうすりゃいいのさ

　俺おれとあいつの人生ゲーム　何ど処こで重なる　祈ればいいのか　どうだよ神様

　だけどあいつは旧派カトリツクだぜ　神様なんてとっくに祈って　俺は一体　どうすりゃいいのさ」

　ナルゼは叫ぶ。街に叫ぶ。

　自分の声で家か屋おくが波は紋もんの響ひびきを上げていると、それを理解してナルゼは唄うたう。

「身分違ちがいに勘かん違ちがい　一いつ切さい合がつ切さい手て違ちがいばかりさ　何しろあいつと　話も出来ねえ

　だけどこんな気　ずっと掛けてる　きっともっと　今よりずっとだ

　俺は一体　どうすりゃいいのさ　ずっとこのまま　どうすりゃいいのさ

　解わかってるんだよ　気付いてるんだよ　馬ば鹿かじゃねえのか　馬鹿じゃねえのか

　でも馬鹿にだって　解っていいだろ　惚ほれちまったと──」

　叫んだ。

「──言わせんなよ！」

　そしてナルゼは、一気に音を作った。

　刻んでいた音色を、刻んだまま並べて繫つなげてフレーズとし、声を振り回して叫ぶ、

「──よく聞け神様　俺はこれから馬鹿をやる　どうせ将来裏うら切ぎるんだ　解ってるんだよ

　人生ゲーム　ルーレットは　逆に回らね

　だったらやるなら　そうさ今から　裏切りだって上等さ」

　奏かなでる。重く。届けと、深く響けと爪つめに力を込めてナルゼは叫ぶ。

「馬鹿をやるよ　格かつ好こ悪いさ　笑われたって　やってやるよ

　だからそうだよ　安心しろよ　どうとだって取り返せるんだ

　俺とお前の人生ゲーム　神が投げても　世界が投げても　俺とお前はゴール前だろ

　安心しろよ　間違っちゃいねえ　いいかよく聞け　馬鹿が正しく　間違わねえなら──」

　鳴らす。そしてナルゼは声をあげた。一いち巡じゆん目め、最後の歌か詞しとして、

「馬鹿は死んでも治なおらねえ──！」
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　ナルゼは息を大きく吐いた、低音を歪ゆがませて、大きく強く弓ゆみ張はるように響かせた。

　一巡。

　とりあえず勘かんは摑つかんだ。音も出ている。ここからが勝負だ。

　今の一巡で解った事。音の広がりの調ちよう整せいや、敵への届きなどを理解の上で、ここから勝負を掛けて相手を壊こわしていく。

　相手の音に介かい入にゆうする。そして打だ撃げきする。

　だがその前に、ナルゼは息をついた。今は二巡前の間かん奏そうの時間。ＭＣだ。

　音おん圧あつを溜ためるように十二弦ベースを搔かき鳴らしながら、ナルゼは言った。

「どう？」

　向こうも一度サビを終え、二巡目に入ろうとしている。

　そして丹に羽わが、軽く身を揺らしながら肩をすくめた。

『全く、歪ゆがんだ音にドラムが目立ってるだけで、酷ひどい曲ですね。自惚うぬぼれの手て癖ぐせですか？』

「はあ？　言っておくけど、生なま音おと至し上じよう主しゆ義ぎとか今の時代にやめてくれる？　そんな人数使っておいて私を押し潰つぶすとかさっき言ってなかったかしら？　私、潰れるどころか取れたてのハマチみたいにピチピチしてるんだけど」

　ナルゼも、見せつけるように肩をすくめた。

「ま、オバサンには無む理りよねえ。術じゆつ式しき系けいの楽がつ器きも使えないようなボーカル専せん？　当方ボーカル、バックに三千人募ぼ集しゆうとか何ど処この馬鹿？　そんな人ひと搔かき集めてる間に老ふけちゃったのかしら。でもまあ無理よねえ」

　ハハハ、と空中に描き文字を書いてナルゼは笑う。

「ま、オバサンには、カワイイ衣い装しよう着てステージで唄うたうとか、そういうのも出来ないし、同情するわあ」
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　丹羽は、静かに思った。この魔女テクノヘクセン、敵ですね、と。

　周囲、表示枠インシヤ・コトブが来る。演えん奏そう中ゆえ、皆、音を立てないように通つう神しんで、

『お、俺おれ、丹羽様のカワイイ衣装、有りだと思います！　いけますよ！』

『そ、そうですよ！　無理してる感がいいんですよ！　あいつ、それが解わかってません！』

『馬ば鹿か野や郎ろう！　そういう言い方やめろ！　着てくれなくなったらどうすんだ！』

　あれー、私、そんなキャラになってましたっけかー、と丹羽は思うが、女子衆しゆうからのコメントが無いのは何か気を遣つかわれているのだろうか。

　ともあれ、この敵は相当にやる。

　自分がここに用意した三千人は、この土地の精せい霊れいを納なつ得とくさせるための演奏人員だ。正面から対決するものとして考えると、小回りが利かないし、音量も限界がある。

　大体、三千人とはいえ、統とう率そつをとってこそ意味があるのだ。そして統率をとってしまえば、人数とは無関係で、自分の後ろにいるのは〝楽器の群〟でしかなくなる。

　対し、向こうは、こちらを潰すための展開をしてきた。

　高速の重低音。地の利まで生かしているし、何よりもテンションが高い。

『貴女あなた、──経験は？』

「マルゴットとの事なら毎晩よ」

　何人かが演奏を止めたので、視線を向けて再開させる。

『そうではなくてですね』

「解わかってるわ。正直、今、テンション上がって、何にでも嚙かみつきたい気分なのよ」

　いい？　と相手は言った。

「だって私、今、──眠いのよ」

　どうしたらいいんですかね、この相手。
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　ナルゼは小さく笑う。腕の中の十二弦げん、家で夜に適当に練習しておいて良かったわコレ。でもそんな事をしていたというのは、

「去年の春しゆん期き学園祭さい、対バンで優勝みたいな事してんのよ、私達。他でも当然、似たような事たくさんやっててね。何しろ武蔵むさしは何かしてないと暇ひまなんだから」

　だけど、とナルゼは思う。その春期学園祭、想そう定ていしていた最強の相手が出て来なかったのよね、と。否いな、その相手は、出ようとはしていたのだ。ただトラブルがあり、春期学園祭の後こう夜や祭さいは途と中ちゆうで中止になってしまった。

　以後、対決は幾いく度どかあったが、あれ程の大だい規き模ぼな中では行えていない。

　自分としては、徹てつ夜やの目覚ましとして楽がつ器きを弾ひいたりして、戦せん意いを保つだけだ。

「ぶっちゃけ、──アンタごときに負けるつもりはないのよ」

『言いますねえ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自分が頷うなずき、Ｔｅｓテスタメント．、と相手は頷いた。そして同時に、

「────」

　声を開いた。
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　丹に羽わは、三千人の演えん奏そうに押されるようにして詞ことばを作った。

『──行くのは草の野　何が咲いていたのかも知らず』

　風が吹く。夜の野に静かな風が上がって来る。

『響ひびく鐘かねの音ねに　かつての事を思い出せない』

　鐘が響く。そして管かん楽器が、記き憶おくを音として奏かなでていく。だが、そこに、

「──だから」

　いきなりの声が来た。そして、

「さあ始めよう　だから始めたよ　始めてやったさ　馬ば鹿かは馬鹿で動いてみるんだ」

　低音が、水平に突き刺さってきた。
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　ナルゼは低音を撃うち込んだ。イメージは平たい刃やいばだ。

　ドラムに合わせたコード進しん行こう。単純な音を十二弦げんで重じゆう奏そうし、

「──だけど一体　何だよ一体　どうすんだよこれ　会ってみたら梨なしの礫つぶてだ

　あいつ　何だよ　あいつ　どうして　俺おれの言う事　聞いてくれたって　駄だ目めなのかよ」

　音を放つ先は、三千人の内、ドラムの連れん中ちゆうだと決めた。

　何しろ丹に羽わの楽がく団だんには指し揮き者しやがいない。だとすると、音を引っ張るのは太たい鼓この役やく目めだ。

　彼らを打だ撃げきする方法は単純だ。

　彼らのドラムを超える音を、同期をズラして叩たたき込む。

　彼らのリズムは、基本、ズレが無い。何しろ向こうは意い外がいとゆっくりとした曲だ。

　自分の方は、とにかく荒っぽいので、ある程度の可か変へんやアドリブが利く。だからわざと、

「Yeah……！」

　声を入れて、相手のリズムにこちらのベースとドラムを寄せた。そして、

「しょうがねえ　どうしようもねえ　やるしかねえなら　やるしかねえ」

　一語一語に合わせ、ナルゼは音を叩き込んだ。相手のドラムよりも強い音。それを、彼らが鳴らすよりも四し半はん拍ぱくずらして入れたのだ。
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　丹羽は、自分の楽団が音の直ちよく撃げきを受けたのを知った。

　敵が使ったのは妨ぼう害がいとして単純な技だった。大きい音でこちらの耳を塞ふさぎ、タイミングを錯さつ覚かくさせにきたのだ。

　自分達の楽団には指揮者を設けていない。何しろ、指揮者の存在は、音楽の管かん理り性と人じん工こう性を高くしてしまう。音楽を精せい霊れいに奉ほう納のうする供く物もつとして考えた場合、精霊達はそういった指揮者の管理を〝束そく縛ばく〟として捉とらえる傾向が強いのだ。

　故ゆえに演えん奏そう者はそれぞれにタイミングを捉とらえる方法を持っている。表示枠インシヤ・コトブでタイムラインを持つのが基本だが、それであっても、感覚には個人差がある。

　白魔女ヴアイスヘクセンが放った低音の連れん射しやに対し、え？　という反応をした者達が幾いくらか存在した。

　彼らは、魔女テクノヘクセンの発音を周囲の仲間が作った音に錯さつ覚かくしたらしい。周りを見回し、皆がまだ音を立てていないのに気付き、

「────」

　慌あわてた。

　……やられたわ。

　ドラムの音が、微び妙みようにズレた。それはすぐに補ほ正せいが掛かるが、ズレが生じたのは隠かくせない。そしてズレの発声は、近くの者達に波は及きゆうする。

　警けい戒かいを始めたのだ。

　だが、それは正解でも有り、間違いでもある。

　自分達の演奏は、精霊への奉納だ。警戒心がある音は精霊も嫌きらう。

　単純な攻こう撃げきこそが効果を持つ。だからこちらも、

　……やりますか。

　三千人。奉ほう納のうの歌は完全な〝お決まり〟に見えてそうではない。

　丹に羽わは、自分達の攻撃のために声を放った。
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　ナルゼは、丹羽の歌を聴きいた。

『私はただ振り向くだけ　だけどそこには何も無い』

　相変わらずのダウナー歌か詞しだ。やや声を強くしているが、

　……悪い歳としの取り方してるわねえ。

　振り返るのが好きだというのは解わかるが、そこに何も無いというのはどうしたものか。

『終わって行く　終わって行くのよ』

　そりゃ終わるわね、とナルゼが思った瞬しゆん間かんだ。

　……ん!?

　十二弦げんが、おかしい。十二本ある弦の内、最も下のサブ弦から音がしなくなったのだ。

　そしてナルゼは気付いた。

　……風……。

　眼がん下か、街の底を風がゆっくりと掃はいている。

　この風は、当然、丹羽の劇げき場じよう術じゆつ式しきが作り上げたものだ。彼女の楽がく団だんの中、風はストリングスの担たん当とう。低音の仕事だ。

　だとすれば、とナルゼは思った。低音で、敵はこちらに介かい入にゆうしてきたのだ、と。

　丹羽が声を強くしたのは、ここで風を起こすストリングスを、声に負けないよう強く鳴らさせるためだ。そして強めのストリングスにより、このネルトリンゲンの土地精せい霊れいに、自分達の低音を今までより強く認めさせたのだ。

　合奏ではない以上、同じ音は二ついらない。

　結果、ネルトリンゲンの中で、自分の低音が一部食われた。

　……やるじゃない。

　単に人数に頼ってるだけではないかと思ったら、違った。

　自分のように、直接的に音を打だ撃げきする訳わけではない。だが、土地精霊を介かいして、こちらの音楽そのものに制限をくれようとする。

　だったら、とナルゼは音を奏かなでた。一度白嬢ヴアイスフローレンを揺らして構え直し、

「──いいさ」

　唄うたう。狙ねらい撃うちで、

「決めたんだ」

　攻こう撃げきした。
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　丹に羽わは、既すでに白魔女ヴアイスヘクセンの攻撃に対するガードを固めていた。

　……風！

　声を上げ、ストリングスにまた強めの音を弾ひかせる。そうしないと危険だ。何な故ぜなら、自分達のストリングスが作る風の音。それをコピーして歪ゆがませた響ひびきが、魔女テクノヘクセンの武ぶ器きから跳び込んできたからだ。

　……危ない！

　先に強く弾かせておいて良かった。そうでなければ、この音が正しいのかと錯さつ覚かくして、自じ爆ばくする者が大量に出た筈はずだ。だが、

　……押さえ切れていない!?

　何人かが、タイミングをズラしてしまった。

　見れば魔女が十二弦げんベースを大きく揺らしている。

　音を歪ませ、伸ばして振り回し、直ちよく撃げきする音に時間差さを与えたのだ。

　自分の指し示じは一声の音上げだったので、〝差〟を食らった者達が惑まどった。そして、

「頼りねえさ　身よりねえよ　覚かく悟ごしてるさ　一人でやるさ

　解わかってるんだ　届かねえって　でも馬ば鹿かだから　しくじったんだ

　振り向かねえ　見てもくれねえ　さよなら言われて立ち往おう生じようさ　駄だ目めじゃねえかよ俺おれの嫁よめ」

　響く低音に、先さき程ほど封じた一弦分が戻っている。

　こちらのストリングスを撃げき破はした事で、精せい霊れいの束そく縛ばくを外したのだ。

　……やりますね……。

　これは打だ撃げき戦せんだ。向こうはこちらを音で爆ばく撃げき。こちらは向こうを音で束縛。

「頼りあるか　頼りねえよ　格かつ好こ悪いが馬鹿の証しよう明めい　頭を下げて頼りにいくさ

　解ってるんだ　格好悪いと　でも馬鹿だから　仕方ねえんだ

　形なり振ふりしらね　見てくれしらね　子供扱い当然上じよう等とう　いいじゃねえかよ俺の夢さ……！」

　来る、と丹羽は思った。敵が叫び、音をタメに入った。

　ここから一気に来る。

　ならばこちらも一ひと息いきに押す。

　……まだ、手はありますからね。

　奥の手を出す。その用意を手て捌さばきで指示しつつ、丹羽は唄うたった。
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　……おいおい……。

　忠ただ興おきは、大通りを歩きながら、ネルトリンゲンの街で起こる天てん変ぺんと地ち異いを見た。

　何もかもをリードするのは、二人の奏そう者しやが作る音楽と声だ。

　魔女テクノヘクセンが重低音で空間を打だ撃げきすると、三千人がそれを正して夜を押す。

　だがその隙すき間まを撃うつように、魔女が街の各所を連れん打だし、

「後こう悔かい　あるだろ　誰だれにも　あるだろ　思い出しては　夜中にうめくさ

　その時誰かに　言ってほしいさ　失ったものを　取り戻せよと」

　家か屋おくの列を踏み抜くように、低音が街を突っ走る。歪ゆがんだ音だ。だけど、

「後悔　するのさ　いつでも　そうだよ　目の前にしては　震えちまうのさ

　その時誰かが　言ってくれたよ　間違ってねえよ　任せとけってさ」

　それは北の市し壁へきに立つ三千に激げき突とつする。明らかに劇げき場じよう術じゆつ式しきが震しん動どうし、流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきが上がる。だが、三千の音と声は、すでに〝夜〟を放っていた。

『変わって行くなら　憶おぼえる事も出来ないの』

　声を聞いた。そして、二人の詞ことばを聞いて、忠興はふと思った。

　二つの歌か詞しの差。

　後悔の捉とらえ方の差を、忠興は不ふ意いに感じたのだ。
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　……これって。

　忠興は思った。今、二つの歌の衝しよう突とつは、自分にとって、あるものを示している、と。

　これは勝かつ手てな思い込みだ。

　昔に聞いた事がある。歌や物語に対して何かを思うのは、それが教えてくれたからではなく、自分の中にある感情や思いが、ただ揺り起こされたに過ぎないと。

　それゆえ、歌や物語は、人によって、感想が違う。

　だから、と言ったのは、小しよう等とう部ぶの先生だったか。

　よく憶おぼえてねえけど、確か仏ぶつ道どう。その人はこう言った。

「何かを見聞きした時、自分の外に既すでにあるもので語るのではなく、自分の中で見つけたものを信じなさい。そして、そういったものを増やしていくといい。

　──それが色しき即そく是ぜ空くうという、まあ面めん倒どうなテツガツに繫つながるのです」

　こんな事を思い出すのも、後悔と言う事を考えていたからだろうか。

　もう、かれこれ六年くらい前か。その頃ころの疑問が今いま更さら解けるとか、どうしようもない。

　……否いな、今だけの話じゃねえな。

　未来のこと。今から六年後も、だ。そしてまた、倍、倍々にしていく中で、「あの時の」が、きっとこれから幾いく度どもあるのだろうと、そんな風ふうに忠ただ興おきは思った。

　そして今、目の前に見えている後こう悔かいを、どうするか。

　足あ搔がいて、取り戻し、それをする事によって後悔を抱え込もうとするやり方と。

　何もかもの移り変わりにて、後悔の意味を失わせ、忘れていこうとするやり方と。

　どちらも正しいような、そんな気がする。

　そしてまた、他の方法だって、きっと、幾いくつもあるのだろう。

　今、自分はただ、その内の一つを選んだだけなのだ。だから、

「……間違ってねえんだ」

　そう思い、忠興は歩きながら感謝した。間違ってないと、教えてくれた馬ば鹿かや、二人の歌い手や、自分の昔のしがらみに頭を下げ、

「父とうちゃん母かあちゃん　感謝御おん礼れい　諦あきらめ切れない俺おれを感謝だよ俺

　下げる頭は　今いま品切れだ　親しん族ぞく一同涅ね槃はんで待ってろ　期待以上の土ど下げ座ざを見せるぜ」

　ああそうだ。

　頷うなずきを作り、忠興は歩いた。風が吹き、低音の軋きしみが走る街を前に進んだ。







[image: 第八十四章『舞台の誘い手』]
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　丹に羽わは、ガードと打だ撃げきを繰り返した。

　この相手は完全な攻こう撃げき特とつ化か。ガードという概がい念ねんを持っていない。

　だからこちらも攻めるのが上じよう策さく。ただ、ガードをしておいても、

「身み分ぶん違いに勘かん違ちがい　一いつ切さい合がつ切さい手違いばかりさ　何しろあいつと　話も出来ねえ

　だけどこんな気　ずっと掛けてる　きっともっと　今よりずっとだ」

　文字通り曲きよく打うちのような軋きしみの長さに、弦げん楽がつ器きの数名が引きずられた。相手に対たい抗こうして、音を伸ばす競きよう争そうをやってしまったのだ。

　タチの悪い事に、敵は今、完全にこちらとドラムを合わせている。

　ズラしているよりも、基本テンポを沿わせて、ベースで引っかき回した方が効果的だと気付いたのだろう。

　……魔女テクノヘクセンですね……!!

　それとなく、気付くと近くにいて、そして不ふ意いの一いち撃げきをくれる。

　嫌いやなやり方だと丹羽は思うが、きっと自分も一人だったら、似たような戦い方をするだろう。勝つためには、どんな手だって使うべきなのだ。

「俺おれは一体　どうすりゃいいのさ　ずっとこのまま　どうすりゃいいのさ」

　若いですね、と丹羽は思った。先さき程ほどの少年の言葉を用いているのだ。

　青くって当然。

　対する自分の歌か詞しが、ひどく古く感じるから怖こわい。

　だけど、土地の精せい霊れいとは、その地域の歴史そのものだ。

　古ければ、警けい戒かい心しんを抱かれずに済む。だからこれが、自分達の手に取れるもの。そしてこの三千人は、自分達の武ぶ器きとしては最高のもの。

　だから我ら三千。音で風を作り、草も星も何もかもを表現出来る。ゆえに、

『変わって行くなら』

　世界を奪うばう。音として、相手の表現出来る世界をこちらは奪って行く。

『──憶おぼえる事も出来ないの』

　そうとも、何もかも和するように奪って行く。





●






　……くっそ、あのオバサン!!

　風が強くなり、夜の色が澄すんだと、そう思った時だ。

　弦げんの響ひびきが消えた。下の一本と上の一本だ。そして修正を掛けようとした時、

『ア』

　……アじゃ無いわよ……！

　だが、その一音で双そう樹じゆの野を風が吹き抜けた。

　……くっそ！

　音を聞いているだけで解わかる。

　今、ここは、敵の音楽の中では丘の上になっているのだ。

　解らされる。

　三千の音おん圧あつとバリエーションは、夜の丘おか上うえに双樹の大木を建てている。枝からは明かりが幾いくつも下がり、下では楽がつ器きを弾ひく詩人が歌を朗ろうじているのだ。

　周囲には獣けものが集まり、詩人の言葉にゆっくり頷うなずいている。兎うさぎが目の前に転がって自分を供く物もつとして差し出す塩あん梅ばいだ。ネシンバラだったらそれを救うとバニー耳の女になって押しかけてくるだろうけど、この世界はそうじゃない。

　真ま面じ目めだわ、とナルゼは思う。綺き麗れいで澄すんでいて、だけどどうにも堅苦しい。この丘上、幻げん灯とうの下、脚を伸ばして寝たっていいんだろうけど、そうしなければいけないような気もしてやりにくいのだ。出来るなら丘に転がって魔術陣マギノフイグーアでゲームするとか、エロ同どう人じんのネーム描くとか、どう考えても場違いな事をして〝そんなものよね〟ってやってみたい、というか。凄すごくそれをやってみたいから、やる。

「──解ってるんだよ　気付いてるんだよ」

　唄うたう。音を戻せと歪ゆがみをぶつけて泣かせてやる。

　もはやどっちが悪あく役やくかよく解らない。絵で言ったらこっちは悪あく魔まだ。いいじゃない魔女テクノヘクセンなんだもの。だけど、

　……あいつら、打だ撃げき専せん念ねんに見せて、防ぼう御ぎよまでし始めたわ……！

　こちらの軋きしみと歪ゆがみの咆ほう吼こうが、あまり効果を上げなくなっている。

　どういう事かは解る。

　……ダメージコントロール！

「馬ば鹿かじゃねえのか　馬鹿じゃねえのか」

　三千人の内、数百名に対し、丹に羽わはある指し示じを出したのだ。

　自じ滅めつしろ、と。
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　丹羽は声をあげる。

　その響ひびきの下をくぐるように、敵の歪みが連れん射しやで叩たたき込まれてくる。だが、それが当たる前に、自分達は即そく座ざの対応をする。

　各パートの二割。それだけの人員に、故こ意いにミスを先発させるのだ

　これは土地の精せい霊れいの気分を害さない程度の損そん害がい。だが、それを行う事で、他の者達は自分の演えん奏そうに集中出来る。ああ、敵の攻こう撃げきが来ているのだと、感じ取って対応出来る。

　それでも被ひ害がいは出るのだが、累るい積せきする率りつが随ずい分ぶんと減った。

　そして丹に羽わは、損そん耗もうの計算を進めていく。

　風を起こし、相手の表現力を封じていく。

　……さて、そろそろ奥の手を出す頃ころ合あいですが、その前に──。

　強めの風を吹かせた。双そう樹じゆの枝が大きく鳴る重い風だ。

　この双樹も、やがて終わるのだ。それを示す低音で、

　……敵の武ぶ装そう解かい除じよを、確定しておきましょう。
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　……エグい表現ね……！

　明らかに、風が強過ぎる。

　二巡目だ。無む理りな風を作ってこれるのも、精せい霊れいと随ずい分ぶん慣れているという事だろう。

　今ので、下の弦が一本飛ばされ、

『────』

　……ン～、とかで風を作るな!!

　中間の弦が潰つぶされた。これで四本が使用不能。十二弦が、気付いてみればもはや八弦だ。

　さてどうしたものか。

　損耗計算が厳きびしくなってきた。

　ここから、弦の奪うばい返しをするのは、どれだけ得とく策さくだろうか。

　何しろ今、お互いは二巡目のサビに掛かろうとしているのだ。

　それは二度繰り返す事で、曲のエンドに繫つながるものである。

　だとしたら、とナルゼは思う。もはや弦の回復は無意味ね、と。

　弦の取り返しをやっている間に、全部が終了する。

　二巡目が終った後、敵は恐らく、すぐに歌をまた一から始めるだろう。そうなったら終わりだ。敵は何もかもアジャストして行くだろうが、

　……こっちのテンションが正直キツいわ。

　敵は三千人。疲れがあったとしても、集団行動としての士し気きがものを言う。

　対する自分は、同じ曲を今まで以上のテンションで奏かなでなければならなくなる。それも一人で、だ。

　そして敵が自分をアジャストしても、こちらの弦はネルトリンゲンの〝演えん技ぎ〟として潰されてしまっている。今、この町が夜で有り続けるのと同じように、弦は回復しない。

　二周目はボロボロだろう。

　だからこの一周目、二巡目が終わるまでに決けつ着ちやくをつけなければならない。

　だとすれば、

　……後は全部、攻こう撃げきに回していくしかないわね。

　これからサビだ。使える弦げんをナルゼは確かく認にん。重じゆう低てい音おんはどれを使っても鳴るが、途と中ちゆうの弦が空あいてしまっているのがキツい。これを気を付けないと、

「────」

　しまった、とナルゼは思った。今、出遅れた、と。だから、

「でも馬ば鹿かにだって　解わかっていいだろ　惚ほれちまったと──」

　慌あわてて唄うたった言葉に、枝葉の影が掛かってきた。幻げん灯とうの示す陰いん影えいだ。

　弦がもう一本、持って行かれた。

　……くそ……！

　悔くやしい。まあいい、目が醒さめた。絶対、絶対にここからのスパートで潰つぶしてやるわ。

　必ず勝つ。だから、

「──言わせんなよ！」
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　ナルゼは攻撃の展開を構こう築ちくした。狙ねらうのをストリングスの連れん中ちゆうに集中。何な故ぜならあそこが空気や風を作っている。つまり、この夜空に通じる心しん臓ぞう部ぶだ。

　表現力として広大な空間を示すストリングス大だい隊たい。

　丹に羽わの声を強化し、弦を潰つぶしに来ているのもここだろう。

　ゆえに彼らを潰すのは、こちらの防ぼう御ぎよにもなる。

　……だったら一いつ丁ちよう、やってやるわよ！

　覚かく悟ごを決め、ナルゼはサビの展開に入ろうと思った。

　その時だ。正面。北門の上で、丹羽がある事を行ったのだ。

　それは、表現力の追加だった。

　この現場における支配力を上げるための条件。表現の手て数かずというものを、彼女は自ら戦せん場じようへと追加してきたのだ。

　舞まいであった。
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　丹羽は、身を振った。

　ムラサイの文化圏けんでは、舞は感情を表現する。

　それはもちろん、音楽によっても表現出来る。詩でも表現出来るものだ。だが、明確な動きとして、感情の動態を示すなら、やはり舞だ。

『でも　誰だれも彼も』

　手に、青と黄き色いろの薄うす布ぬのを一枚ずつ持ち、靡なびかせながら丹に羽わは回る。

　爪つま先さきを立て、全身で回った。

『御ご免めんなさいね』
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　忠ただ興おきは、北門を視し界かいの正面に捉とらえながら、あるものを感じていた。

　……何だ、この重さ。

　よく解わからないが、風や、音や、光と言った、ありとあらゆるものが、重くなった気がする。

　重量という訳わけでは無い。気け配はいだ。何もかもが、生きているような空気感。ただよう風すらも、人とすれ違っているのと同じ気配を送って来る。これは、

『終わっていくなら　留とどまる意味もありはしない』

　丹羽だ。

　彼女が身を回し、手を伸ばし、脚あしを立てては振り返る動きが、風や音に宿っている。

　それは緩かん急きゆうそのもの。四し肢しと身体からだ、首が回っては揺らぎ、ぎりぎりでまた跳ねて行く。そして引き戻しては、ゆっくりと腹で受け、腰から上を振って逆に回す。

　遠くから見えるその動きが、手先だけでやっているものではなく、大きく見える。

　力があるのだ。ただ空中に手足を振っているのではなく、この空間全てに届けと、力を込めながら、しかし表現としては軽い動きに見せかけている。

　ゆえに舞は、軽く音に乗り、そこで力を放ち、

　……うわ。

　一いつ瞬しゆん。吹く風に丹羽の腕うで捌さばきが見えた気がして、忠興は頭を左右に振った。

　敵の手にハマってはいけない。だが、

「おい……！」

　忠興は気付いた。背後から今まで聞こえて来ていた魔女テクノヘクセンの声が、止まっているのを、だ。

　魔女が、歌を潰つぶされたのだ。
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　ナルゼは、丹羽の攻こう撃げきを受けていた。

　……く、そ……！

　音楽。このネルトリンゲンで使われていたのは、楽がつ器きの鳴らす音と、人が作る歌という、二要素の表現技術だ。

　そこに、丹羽は〝舞〟という、別の表現技術を持ち込んできた。

　ただ単に舞われるだけならば、対応は楽だった。楽器か歌と同じように扱い、潰して行けばいいだけなのだから。

　だが、丹に羽わは違った。舞を、楽がつ器きの音と歌声に重ねたのだ。

　加か圧あつだった。

　相手の音おん圧あつと、表現の濃さが倍加している。

　今、堅けん音おんが手元で響ひびいていく。自分の描いた弦げんが弾ひき切れていくのだ。

　音を封じてくるどころではない。自分達と重なる音おん源げんを無いものとしていくのだ。

　封じられていた弦は既すでに切れた。残り八本。

　くそ、と思いながら、ナルゼは喉のどを開く。するとまた一本が切れた。

　まずい、という焦あせりが心に来る。それが息を詰め、

『今も未来も関係なく　ただ何もかも　終わっていく』

　また一本が切られた。

『今も未来も関係なく　ただ何もかも　わすれていく』

　また一本が、歪ゆがみ、跳ね始めた。

　……ヤバ……！

　これをやられると残りは五本。ベースを保つには四本は欲しい。

　死し守しゆしたい。だが、どうすればいい。

　こっちも舞えばいいのかと思うが、正直、舞はやった事がない。ステージ上の振り付けはあるが、舞と単独で言えるものをやった事はないのだ。そして、

『そして終わらない』

　その歌か詞しを聴きいた時、ナルゼは、戦いとは関係ない事を思った。

　……終わらない!?
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　終わらせて、終わらせない。

　……ちょっと！

　丹羽はP. A. Odaの重じゆう臣しん。創そう世せい計画について詳しい筈はずだ。ならばこの歌は何だ、と、そう思った時だった。

　更さらなる動きが追加された。丹羽の背後でコーラスを行っていた五百人。それが一いつ斉せいに、

『そして終わらせない……！』

　舞った。五百人の追加加か圧あつだ。

　……しまった！

　ただでさえ面めん倒どうな加圧が、更さらに後押しを得た。

　もはや、対策を思し案あんしている場合では無い。だが、音を奏かなでようにも、

「……！」

　切れた。残りは五本。

　だけど、と、ナルゼは唸うなった。弦げんの千ち切ぎれまくった白嬢ヴアイスフローレンを抱え、しかし魔女テクノヘクセンは敵を見た。

　そして彼女は動いた。白嬢を己おのれに突き刺すように向け、懐ふところから出した五百円玉をトス。

　後は加か速そく術じゆつ式しきを展開し、

「Herrlich……！」





●






　激げき痛つうと言うよりも、衝しよう撃げきをナルゼは感じた。

　脚あしが一いつ瞬しゆん立たず、しかしすぐに自分合わせで強化した痛つう覚かく制せい御ぎよ術式が展開。

「ああああああ！」

　震える身体からだで立ちながら、弦の震える白嬢を馴ならしながら、ナルゼは叫んだ。

「目が醒さめたわ……！」

　これは思し春しゆん期きがやっていた事。サビの手前の演えん出しゆつとして認められるだろう。だからナルゼはもはや勢いだけで声をあげた。

「──よく聞け神様仏ほとけ様さま　俺おれはこれから馬ば鹿かをやる……！」

　叫んだ。舞は自分に無く、敵の攻こう撃げきは重じゆう圧あつ付きの爆ばく撃げきになりはしたが、

　……負ける気は無いわよ！

　やるだけをやってやる。何な故ぜなら、

「本当の馬鹿は、失敗しても、無む駄だであっても、負けようとも、──諦あきらめないのよ！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。弦が一本また切れた。四弦。だが構わない。白嬢を垂すい直ちよくに立てて構えて音を鳴らし、一いつ斉せいに街を震わせ、ナルゼは咆ほう吼こうした。

「俺はこれから馬鹿をやる　どうせ将来裏うら切ぎるんだ　解わかってるんだよ……！」

　と、言葉を作った瞬間だった。

「フフ、いい声でようやく吠ほえたわね、ナルゼ」

　こちらの横。立つ影が二つあった。それは、女じよ装そうと、

「……喜き美み!?」
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「な、何でアンタまで動けるのよ!?」

　ナルゼの問い掛けに喜美は目を細めて笑った。

「よ・あ・そ・びっ」

　馬鹿ね、と唇くちびるを動かし、喜美は既すでに身体を揺らしながら一枚の表示枠サインフレームを出した。それは大おお椿つばき神じん社じやのもので、

「大椿神社の夜間行動用覚醒術式、〝夜遊び誘い〟よ。──天あま照てらすが岩いわ戸とに隠かくれた闇やみの世界を、舞と歌で救った大椿ウズメ。極きよく東とうを笑って救った本ほん領りようは、夜にこそ発はつ揮きされるのよ」

　つまり、

「大おお椿つばきは夜を祓はらうのが役目。ネルトリンゲンが〝夜〟なら、私の時間だわ」

　その言葉に、ナルゼが眉まゆを立てて小さく笑った。

「寄き遇ぐうね。魔女テクノヘクセンも同じよ」

　だったら、と喜き美みは応じて笑う。

「アンタいい女よ、ナルゼ。だって、夜よ更ふかし、徹てつ夜や、いろいろあるけど、いい女ってのは常の時間と世界を遊び場に出来るの。好きな時に好きな場所で好きなものを抱いて好きな匂においにくるまって眠るの。笑って眠るの。いい女は贅ぜい沢たくなのよ。だって何よりも大切なのは時間。それを無む駄だに使える贅沢を知ってるんだから。そうして全ての時間に存在して笑っているの」

　解わかる？

「花って、そういうものよ。──常に咲き、大好きな匂いにくるまれて、ね」

　だから、

「絵、文、語りも音楽も何もかも。花にとっては外にあるもの。だからナルゼ、アンタはいい判はん断だんをしたわ。アンタの歌か詞し、結けつ構こうアンタの中から出てたわよね。──いい匂いがするわ」

　言って、喜美は、ナルゼの首元に鼻を近づけた。嗅かいで、小さく笑って、

「ドーナツ？」

「マジパンよ」

　そう、と笑えみを送って、喜美は敵を一いち瞥べつした。

　五百人のバックを置いた襲しゆう名めい者しや。歌を重ねた踊おどり手というところか。

　そしてこちらは、

「フフ、ナルゼ、思し春しゆん期き応おう援えん、尻しりを蹴け飛とばして、愚ぐ弟ていのリスペクトまでしてくれて。なかなかいい空気吸ってんじゃないの。だから今回、私がアンタを手伝ってあげるわ」

「別に、手伝ってくれなんて、頼んでないわ」

「あらやだこの子、私に頼めば手伝って貰もらえると、そう思ってるの？　随ずい分ぶんと自惚うぬぼれ屋さんね。私は土ど下げ座ざされたって首を縦たてに振らない女よ。そう、ガードは鉄てつ壁ぺき、巨きよ乳にゆう並よ！」

「あー、姉ねえちゃん、俺おれの音おん響きよう術式組んでくんね？」

「仕方ないわねえ、朝の紅こう茶ちや一週間分でコレ用意していたの持って行きなさい」

　ナルゼが信じられないものを見るような目つきを向けているが愚ぐ弟ていは別べつ腹ばら。そういうものだ。

　馬ば鹿かね、と喜美はまた言った。そしてスカートから口くち紅べにを出し、ナルゼの白嬢ヴアイスフローレンにラインを二本、一気に引いた。

「あ！　な、何すんのよ!?」

「弦げん、二本入れてやったわ。低音削けずられてたらノリが悪いものね。十二本の半分だけど、このくらい狭めの方がスパートいい感じになるわよ」

　さて、と喜き美みは敵に改めて向き直った。身を回している女、バックに五百人。だけど、

「──行くわよ愚ぐ弟てい」

「挨あい拶さつしねえの？」

「仕方ないわねえ。──ほら、そっちの」

　喜美は、軽く身体からだ全体で会え釈しやくして、足を軽く揃そろえて右の手を上げた。

「ほら、ほらほら、そこ、──ハアイ」
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　ナルゼは、信じられないものを見た。

　向こうの三千人、その大半が、一いつ瞬しゆんバランスを崩くずしたのだ。

　……は!?

　音が乱れ、踊おどりが揺れる。

・俺　　：『あー、気にせず準備しとけ黒マル、今のアレだ、一種のボケだから。向こうがコケてツッコんだみてえなもの』

　解わかる。とにかく派は手でな女だ。今のこっちとのトークで視線を集めていた事もあろう。その上で総そう長ちようの振りからの挨あい拶さつだ。嫌いやでも敵は集中する。そして、

・俺　　：『呼び掛けて〝そこ〟って、これ、ライブ会場とかでよくやるだろ？　誰だれか指定している訳わけじゃないけど、アレ。それを今、前まえ振ふりと挨拶つきの三段構えでやったのな』

・●　画：『しかもアンタ、今、足踏み揃えたわよね……？』

・賢姉様：『あら、よく解わかったわね。──ここに上がった時からやってたわよ。相手の呼吸に合わせて身体揺らして、ステップ踏んで、その上で挨拶してやったわ』

　息を合わせた上で、〝そこ〟とやった。ライブ会場と同じだ。〝そこ〟を皆は注ちゆう目もくし、〝そこ〟にいる者達は口に手を当てて嬌きよう声せいを上げる。

　さあ、と喜美が言った。敵を見み据すえ、

「三千人、大した事のない数ね。私達四人でどうにかなるわ」

　……四人？

　見れば、自分と、喜美と、女じよ装そうと、足あし下もとで両腕うでがこちらを見上げている。

　……恐らく、人類史上初のライブメンバーだわ……。

「というか、両腕、どうやって起きたの？」

「……実は寝ねえんじゃねえの？」

　その言葉に、何だか自然に苦く笑しようが鼻から漏もれた。いい感じだわ。力が抜けた。

　まあいい、とナルゼは白嬢ヴアイスフローレンを構え直した。己おのれが描いた四よん弦げんと、口くち紅べにの二弦。合計六弦をほぼ縦たてに抱くようにして、

「──！」

　唄うたった。
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　夜の空を東に見上げるようにして、ミトツダイラはネルトリンゲンの市し壁へき沿ぞいに走っていた。

　中では一体、どうなっているのだろうか。皆の事が心配だが、

　……我が王おう……！

　内部に突とつ入にゆう出来ないのが歯は痒がゆい。

　だがいきなり、打だ撃げきがきた。

「……!?」

　ネルトリンゲンだ。市壁はおろか、その上に広がる夜空までもが不ふ意いに激げき震しんしたのだ。

　近くが震しん動どうし、明らかに直ちよつ径けい一キロの街が跳ねた。それは、

「……中で、何してるんですの!?」

「フツー、〝何が起きてるの〟ではないかね？」

　巴ともえ御ご前ぜんの疑問に対し、いえ、とミトツダイラは首を横に振った。確信めいた思いがある。

「──確実に、喜き美みが何かしでかしたんですわ。だって今の、間違いなく地ち脈みやくを蹴けり飛ばしたか何かですもの」







[image: 第八十五章『観客席の簒奪者』]
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　街が揺れていた。

　風に震え、双そう樹じゆの影を夜に強きよう振しんし、幻げん灯とうの光が振り子のように大きく散る。

　その光こう景けいを眺ながめられる北門の上で、丹に羽わは踊おどり、唄うたっていた。

『力も財ざいも人の縁えんも何もかも　忘れる時には消えている』

　唄う。そして舞う。

　自分の舞は、音楽と歌を加か圧あつする。それはこの夜を描き、終わらせていくだけのもの。

　つまりは滅びだ。

『百年　千年　三千年　朝起きた時には忘れてしまう』

　空は星を失い。木は枯かれる。草は乾き、丘は乾いた土の堆たい積せきとなっていく。

　破れなさい幻灯。光はもはや何も照らさない。

『力も財も人の縁も何もかも　縦じゆう横おう果はてずに消えて行く』

　そうですね、と丹羽は思った。自分も、皆も、誰だれも彼もが、全てを自由に出来るでも無く、いずれは消えて行くのだと。だが、

『百年　千年　三千年　無限の朝には芥あくたと並ぶ』

　夜の世界を、目覚めさせず、滅びに向かわせる。

　そのための演えん目もくを展開しながら、丹羽は思った。

　どうして、この滅びのノリがよくなっているのか、と。それは、

　……武蔵むさしの魔女テクノヘクセン！
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　ナルゼは街を揺らした。

　音を作り、声を作ると、それに対して力を乗せてくれる者がいる。

　喜き美みと、女じよ装そうだ。腕はちょっと動きが妙みようで、見ていると気をとられるのが怖こわい。だが、

「──人生ゲーム　ルーレットは　逆に回らね」

　歌か詞しに合わせ、喜美が回る。こっちは歌詞を教えてないし、アドリブなのだが、動きを合わせられるのが凄すごい。恐らくは、聞こえる歌詞の内容を先読みしているのだ。ならば、

「だったらやるなら　今から既すでに　裏うら切ぎりだって上等さ」

　こいつらは勝かつ手てに踊る。だから自分のパートに集中する事にして、ナルゼは音を上げた。

　そして喜美がステップを強く刻めば、両腕が跳ねて、女装がそれらを賑にぎやかす。

「馬ば鹿かをやるよ　格かつ好こ悪いさ　笑われたって　やってやるよ」

　姉の伸ばした腕を女装がとって、前へと二人で回った。よく見ると二人の肩かた口ぐちに両腕が乗っていて心しん霊れい写真のようだ。だけど、

「だからそうだよ　安心しろよ　どうとだって取り返せるんだ」

　二人は分かれ、身を低く、しかし大きなスピンを一度入れる。軽く見えるが、そこから片かた脚あしで立ち上がるのは修しゆう練れんの為なすものだろう。

「俺おれとお前の人生ゲーム　神が投げても　世界が投げても　俺とお前はゴール前だろ」

　二人が手を取り、女じよ装そうが腕で作ったアーチを、姉が笑って潜くぐっていく。

「安心しろよ　間違っちゃいねえ　いいかよく聞け　馬ば鹿かが正しく　間違わねえなら──」

　音を、ここで最大限まで鳴らし、跳ね上げる。〝馬鹿をやるよ〟からのサビをもう一いち巡じゆんして歌は終わるのだ。キメの台詞せりふはここで言わない。

　だが、代わりというように、響ひびくものがあった。

　ステップだ。喜き美みの踏む足。女装の踏む足。そして跳ねる両腕うでに合わせ、

「Yeah──！」

　ネルトリンゲンが、ステップした。
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　喜美は、街が揺れた事に笑えみを得る。

　そして何も言わず、身を跳ね、そのステップで市し街がいを震えさせながら空を指さした。

　天てん上じよう。

　いつの間にか、星の数が減っている。丹に羽わと三千人が表現する滅びのせいではない。

「朝が近いわ！」

　音が鳴る。滅びの音が三千人から鳴る。そして視線が来た。

　丹羽だ。三千人の統とう括かつを行える、演えん者じやとしては相当に高位な存在だろう。だが喜美は、

「──解わかってるでしょう？　何な故ぜ、揺れるのか。

　アンタ、ちょっと狡ずるいわよね。だって、音楽や歌や舞で、本当の姿すがたを隠かくしてるんだもの。

　そして、噓うその姿で、私達を騙だましてるんだわ」

　だって、

「音楽、歌や舞は、元々、自分の外にある何かを表現するものじゃないのよ。

　元々は声。原げん始しの時代。言葉を持っていなかった人類が、それでも何かを伝えようとした唸うなりや叫び声が始まりなの。──そう、春の盛りには貴女あなたや貴方あなたやアンタやお前や君が好きだと伝えたくて、冬には寒さで亡なくなった仲間を思って泣いたのよ」

　つまり、

「自分がどうであるか。それを形にしようとしたのが、音楽や歌、舞といったものなの」

『それが──』

「アンタが今やってるのは、アンタの中にあったものなの？」

　喜美は言った。

「私は、私の中にあるわよ。だって、今、後こう悔かいを抱えても生きていける愚ぐ弟ていが、失おうとするものを取り戻す生き方をしてる。それを私は手伝ってる。そして奏かなでられる音楽は、そんな生き方をリスペクトしてる。──ノらない姉は賢かしこくないわ」

　だから、

「ねえ、ねえ、ほら」

　ステップして、街を揺らして喜き美みは言った。

「楽しいわよ、この生き方。馬ば鹿かな、損ばかりの生き方だけど、一いつ緒しよに踊おどれば笑えてくるわ。何だ、やりゃあ出来るじゃねえかってね。だからほら、早く起きて」

　喜美は、ナルゼの音に合わせ、深く屋や根ねを踏んで、呼び掛けた。話し掛ける相手は、

「踊ると楽しいわよ、──ネルトリンゲン」
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　街が震しん動どうしたのを、丹に羽わは足で感じた。

　背後、バックダンサー達が揺れ、そこかしこで流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきが散る。

　……劇げき場じよう術じゆつ式しきが崩くずれかけているとは……！

　やってくれる。敵がした事は、丹羽にはよく解わかる。自分が音楽と歌声を舞まいで加か圧あつしたように、敵は、音楽と歌声を舞で地ち脈みやくに通したのだ。

　自分の方法が攻こう撃げき的てきであるならば、向こうのやりかたは防ぼう御ぎよ的だ。

　上から殴なぐって押しつけるこちらに対し、内面から変えて行こうとする方法。

　それが出来るのは、相手が高位の術じゆつ者しやであると同時に、

　……重低音！

　完全な、この都市対応として組まれた低音の響ひびきは、確かに地脈を震わせるものだろう。あとは、舞という〝動作〟をそこに重ね、地脈を蹴けり飛ばしているのだ。

　自分達が、歌を聴きかせて寝かせたこの街を、この歌い手と踊り子達は鼓こ動どうさせる。

　そして今、確かにその効果が出ている。

　ネルトリンゲン自体が、一個の人格として目覚めようとしているのだ。

　元々は朝。こちらが不利な事は否いなめないが、

『なかなかです。──でも、それが通せると思ってますか』

「通せる？　馬鹿言わないで。いい女は、通させるんじゃないの。──通るのよ」

　だから、

「噓うそをついてる悪い女の前を、これから私が通って行くわ」

　言って、敵がステップした。だから自分も、

『勝負ですね』

　舞う。それも、今までの物とは違う。

『どんな手て筈はずでも、使いますよ……！』
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　ナルゼの視し界かいの中で、丹に羽わが動きを変えた。

　やる事は舞に違いない。だが、後ろの五百人を統とう括かつして作る動きは、

　……逆ぎやく順じゆん!?

　それは、喜き美みの舞を逆回しにしたものだ。

　ナルゼは知っている。これは舞としては禁きんじ手てのものだと。何しろ、正しい流れを逆からやる事は、逆面となるものを呼びつける事になる。一種の鬼き門もんだ。

　そして何よりも、逆順の恐ろしい効果は、

・●　画：『──逆順を成立されたら、舞が〝読み取られ、超えられた〟事になって、神の加か護ごも何も失うのよ……!?』

　敵は、それを成せるレベルにある。喜美を相手に逆順を仕組めるだけでも相当だ。

　しかし、喜美が笑った。

「面白いわ。──ナルゼ？」

　何よ、と視線を向けると、彼女は悠ゆう然ぜんとステップしながら、一枚の表示枠サインフレームをトス。

　それを受け取るこちらの横で、喜美がこう言った。

「三十秒で、あの女、──ゼロマン駄目な女にしてやるわ」
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　丹羽は舞った。

『力も財ざいも人の縁えんも何もかも　忘れる時には消えている』

　舞は逆順。一つのミスも無い。何しろ相手の舞は、先さき程ほどのサビ一いち巡じゆんで全て見ているのだ。

　こういう時、アシスト班はんがいるのが有あり難がたい。彼らは相手の踊おどり子の舞を録ろく画がしていて、それを逆回しに、バックダンサーの前に流していくのだ。

　だから皆はそれを見つつ、自分のテンポに合わせて踊ればいい。

　自分と、それに続く五百人の後押し。敵はどれだけの得え手てであろうと対応出来ないだろう。

　自分にミスは無い。それだけの鍛たん錬れんを重ねてきた。

　今も、敵の踊り子は故こ意いに舞を乱そうとする節ふしが見受けられる。こっちが逆順を入れている事に気付き、速度や動きを変える事で逃のがれようとしているのだ。

　だが、こちらはそれらに惑まどう事無く、真まっ直すぐに相手の舞を逆に行く。

　勝たねばならない。

　……ええ。このような舞台、今後はなかなかありませんしね。

　丹羽・長なが秀ひでのキャリアとしてみた場合、以後存在するメジャーな戦せん域いきは、本ほん能のう寺じの変へん後、賤しずヶ岳たけの戦いくらいか。これは柴しば田たを相手にするので、個人的にはあまり気が進まない。

　とはいえ、自分も引いん退たいの時期が見えて来ているのは確かだ。

　中間役、輸ゆ送そう役として、今後も便べん利り屋やのようにスポット参さん戦せんはあるのだろうが、

　……そうですね。

『百年　千年　三千年　朝起きた時には忘れてしまう』

　丹に羽わは思う。自分などは、本当に、その通りなのだろう、と。
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　丹羽は、皆の中間役だ。

　ここ最近では、関かん東とう、特に北ほう条じよう関係や、北に行っては伊だ達てと最も上がみの間をよく回った。

　神かみ代よの時代の丹羽もそうだったというから、彼が身体からだを悪くしたのもよく解わかる。腹の病やまいだというが、間違いなく中間管かん理り職しよくとしてのストレスだろう。

　自分などは、仲間の理解や、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よる先取りもあるから、随ずい分ぶん楽な方だ。

　……だけどまあ、憎にくまれる事があるのは、確かですね。

『力も財ざいも人の縁えんも何もかも』

　やはり、いろいろなものが動くのだ。その担にない手になれば、奪うばわれた者には恨まれる。

　そういう時、皆で良く、事業の打ち上げとか、壮そう行こう会かいをやって鬱うつ憤ぷんを晴らすのだ。

　自分達が勝者。仕事は終わった。だったら〝良し〟でいいじゃないかと。

　空詠みカラオケもよくいった。今の自分はもう、大おお勢ぜいを抱えていて、あっちこっち飛んでいるから、逆に身軽な〝親しい付き合い〟を各地ではとれないのだけど。

　昔はよく、皆で騒いだものだ。

　前まえ田だ君や佐々さつさ君が随ずい分ぶんと盛り上がったのは、羽は柴しば君が墨すの俣また城じようを作った時だ。

　あれは柴田君にも好こう評ひような作戦と手回しで、羽柴君の評ひよう価かが一気に上がった。打ち上げで酒を飲ませて引っ繰り返させたのは自分だが、あれは随ずい分ぶんと悪い事をした。何しろ酔ようと説せつ教きよう臭くさくなる。新しん人じんが、理り論ろん押し押しで先せん輩ぱい連れん中ちゆうに正せい座ざさせて諭さとし続けるのはあれが初だったろう。

　だが、そんな、いろいろ訳わけありの羽柴君も、もう、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の重じゆう鎮ちんで、実質、P. A. OdaとM. H. R. R. の主力と言っていい。まだ本ほん能のう寺じの変へんという最大の問題事があるが、そこでの〝引き継つぎ〟が為なされれば、自分も落ち着いて引退が出来るだろうか。

　この辺り、出来れば夏休み中に、皆の意見をヒアリングしておきたい。何しろ自分は中間役、勝かつ手てに引退されては困る事も多いのだ。

　……滝たき川がわさんが、ホント、それでしたねえ……。

　彼女としては、色々と思うところがあったのだろう。神流かんな川がわの戦いなどで、武蔵むさし勢ぜいと相あい対たいしたのが契けい機きだったのか。

　ただ、彼女の御お陰かげで、小こ牧まき長なが久く手ての戦いにおける敗戦の先取りなど、P. A. Odaとしては助かった部分があるのも確かだ。特に、次じ代だいの新しん人じん達にとって、皆の意い識しきが大きく変わった。

　でも、と丹に羽わは思う。

『縦じゆう横おう果てずに消えて行く』

　狡ずるいですよ滝たき川がわさん。

　ニウちゃんニウちゃんとこっちをよく呼んでいたものだったが、それをやめさせる事無く、先に引いん退たいされてしまった。いや、賤しずヶ岳たけの戦いとか、滝川さんケッコー活かつ躍やくするんだけど、そこら辺どう処しよ理りしたらいいのよ。ああ、また胃いが悪くなる。

　だけどホントに、また空詠みカラオケとか打ち上げとか、皆で行きたかったのにねえ。

　そう、それこそ慶けい長ちようの役えきとか、ちゃんと自分達の望む形で終えられるのだったら、今いま頃ごろは滝川さんと羽は柴しば君達とで、江え戸ど方面で午前様だった筈はずなのだ。

　武蔵むさし勢ぜい。よくぞまあ、ここまで私達を煩わずらわせてくれる。

　一回相あい対たいしたのは、ノヴゴロド。だけどあの時は上越露西亜スヴイエート・ルーシの斉さい藤とう・朝とも信のぶや、伊だ達て家けの伊達・成なる実みと相対したため、正式に武蔵勢と向き合うのは今回が初めてだ。

　どうでしょう。

　今のところ感想は、酷ひどくクセの強い連れん中ちゆうだという事。相対というルールを最大限利用しようとする方針なのが、そうではない戦せん闘とうでも出てきていてよく解わかる。

　襲しゆう名めい者しやや実力者。彼らが暴あばれながら、戦せん士し団だんを引っ張って行く。

　これは、実は自分のやり方に非常に似ている。

　だが、武蔵勢には一つ、自分達とは大きな違いがある。

　……自由過ぎるでしょう、この子達。

　統とう括かつが取れていない。否いな、取ろうとしていない。それでいて現場での離り散さんがないのは、武蔵という都市の居い心地ごこちがいいという事だろうか。または、勝利を得ていけるからか。

　……ああ、そうか。

　この辺り、滝川さんは答えを出したのだ。

　だから先急いだ。今の自分では対応出来ないとして、次代に任せるようにした。

　さあ。だったら自分はどうだろう。まだまだ、先急がずにいけるだろうか。でも、

『百年　千年　三千年』

　そうですね、と丹羽は思った。自分も、皆も、誰だれも彼もが、全てを自由に出来るでもなく、いずれは消えて行くのだと。ならば、

『無限の朝には芥あくたと並ぶ』

　武蔵勢。朝が来た時には終わっていますよ、このままだと。

　……Shaja。

　丹羽は、最後のステップを入れた。

　逆ぎやく順じゆんが、成立したのだ。
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　ナルゼは、喜き美みの指し示じ通りにしていた。

　指示は幾いくつかあったが、一つは、こういうものだった。

『サビを、ちょっと待ちなさい。音は寄よ越こして』

　無む茶ちやだ。何しろもう時間が無い。だが、自分一人で丹に羽わと三千人に勝てる訳わけもない。

　自分達は今、あの三千人に対応するチームなのだ。そして、確かなプランを持っている馬ば鹿か女が、その通りにしろというのだ。プランを持っていない自分は従う選択をして、

　……でも、アンタ、逆ぎやく順じゆんを成立されたわよ!?

　喜美が信しん奏そうする芸げい能のう神しん達は、出来が悪くても、その芸や品しなに込められた思いを拾ってくれる。だが、たとえば盗とう作さく、剽ひよう窃せつ、そしてやる気のない芸や品には、加か護ごを下ろさない。

　特に、その内容を明かされ、〝誰だれでも出来る〟ような暴あばかれ方をした場合、それは芸げい人にんでなくても出来るものになったと見なされ、やはり加護は解除される。

　舞まいを裏返すように再さい現げんされるという事は、それが見破られたという事だ。

　今、喜美は、自分の舞の逆順を丹羽にやられた。

　敵は、丹羽も、バックの五百人も、逆順を正しく成立させた。

　もはや喜美の術じゆつ式しきや介かい入にゆうは砕くだかれる。それは、彼女がサビの舞をする事が出来なくなるという事だ。

　……どうすんのよ。

　思い、しかし音を鳴らし続けるナルゼは、喜美を見た。すると踊おどり子は身を回し、

「ナルゼ」

　フ、と肩をすくめてこう言った。自分の舞を相変わらず続けながら、

「──アンタの選択の勝ちよ」

　直後。丹羽の背後で、五百人分の光が爆ばく発はつした。

　丹羽のバックダンサー。その全員の加護が一いつ斉せいに砕かれ、流りゆう体たい光こうの飛ひ散さんを呼んだのだ。
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　丹羽は息を詰めた。

　……何な故ぜ？

　一番先に確かく認にんしたのは、己おのれの加護が砕かれていないかどうかだ。

　だが、自分は無ぶ事じだ。表示枠インシヤ・コトブで確認するが、何の加護も術式も砕かれていない。しかし背後の皆は違った。一斉に、連れん鎖さをするように五百人が加護を破は壊かいされ、

「……！」

　吹っ飛ばされて床に転がった。

　どういう事なのか。皆、自分の指し揮きの下、統とう括かつしてあの踊おどり子に逆ぎやく順じゆんを叩たたき込んだ筈はずだ。

　勝ったのは、自分達の筈だ。それなのに、

『この状況は──』

　呟つぶやきながら、丹に羽わは敵を見た。そして気付いた。

　敵が、舞を行っている。

　その動きは、確かにこちらの逆順に対して正せい順じゆん。だがその動きが今、酷ひどく正確だ。

　おかしい。先さき程ほどは、こちらの逆順から逃のがれるように、遅くしたり、乱していたろう。

　だが、今いま更さらながらに丹羽は気付いた。揺れ始めた街を前に、敵の策さく略りやくに至った。

『貴女あなた、私の逆順を逆ぎやく真ま似ねして、後ろの皆に合わせたアレンジをしたんですね……!?』

　それは、

『私の逆ぎやく鏡かがみ！　私の逆順を、己おのれを通して、後ろの皆にぶつけたんです……！』
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　流石さすがね、と喜き美みは呟つぶやいた。

「フフ、そうね。良くある戦せん術じゆつとしては、逆順に対しては、その逆順となる正順をぶつけて返す、というのがあるわね。でも、アンタのクラスだと、それに絶対気付く筈はず」

　だから、

「アンタの動きを逆真似して、後ろの連れん中ちゆうに届けてやったのよ。──私は何もしてないわ。後ろの連中は、つまり、私を通して、アンタの逆順を食らったの」

『そんな事が──』

　出来る訳わけが無い、と言いたいのは解わかる。

「そうね、五百人に合わせたアレンジなんて、無む理りだと思うものね。逆順は相手の動きの逆コピー、だとしたら、個人個人に合わせた正確性が必要になるもの」

　だけど、

「アンタ達、自分達で罠わなにはまったの、解ってないの？」
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　丹に羽わは、相手の言葉の意味を理解した。

「表示枠インシヤ・コトブ……！」

　そうだ。アシスト役が、皆に表示枠の動どう画がを送っていた。それは、あの踊り子のサビの舞を逆順としたもの。皆がそれを参考に踊るとするならば、

　……誰だれもが、あの踊り子の真似をしていたんです……！

　踊り子の方は、一人一人に合わせる必要は無かった。何な故ぜなら、こちらの方から彼女のコピーをしてしまっていたのだ。後は、

「なかなか大変だったわよ？　だって先のサビで舞った時、わざと揺らがせたりして、クセをちょっと付けておかないと駄だ目めだったんだもの。下へ手たに舞うのって結けつ構こう苦労なのよ？

　──でもそうする事で、私は一つの事が出来るようになったの」

　それは詰まり、

「私がやったのは、下手な私の舞を、正確に、先さき読よみまでして上質に仕上げるアンタと、下手真ま似ねをさせられるアンタの部ぶ下かとの橋渡し。──中間となるウマヘタ舞をする事で、私は逆ぎやく順じゆんとか正せい順じゆんとか、そういう役ではなく、中間役として神様に見て貰もらえるって話ね」

　フフ、と相手が笑った。そして、

「アンタは、上じよう手ず過ぎたのよ。そして、統とう括かつに酔よったの」

『……酔った？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じる声が届く。その応答の向こうで、相手はこちらを指さし、

「大おお人にん数ずうの音おん圧あつ、音量、そして多た重じゆうの手て数かずによる攻こう撃げき力りよくの上昇など、人数を多くする利点はたくさんあるわ。だけどその完成のために統括すると、何が起きると思うの？

　──人格、心、個性の消しよう去きよよ。下らない。己おのれの外と内の表現をするというのに、どうしてたくさんある心を纏まとめてしまうの？　統括して、首に縄なわつけて引っ張るくらいなら、ただ集まった皆が同じ方向を向けるような芸げいを見せるのが芸げい人にんの為なすべきでしょうにね」

　瞬しゆん間かん。彼女がこちらを指す指を振って、

「──そこ！」

　笑えみで放たれた言葉に、

　……あ。

　皆が、反射的に、そちらを見てしまった。

　そこは、ストリングスの大だい隊たいがいる位置だ。無む論ろん、指さされたのは何の意味も無い事だと解わかってはいる。しかし、つい見てしまったのは、

　……統括ではなく、誘ゆう導どうされた……！

　直後。音が来た。ストリングス狙ねらいの、六弦げんベースの重低音。

「馬ば鹿かをやるよ　格かつ好こ悪いさ　笑われたって　やってやるよ」

　爆ばく撃げきだ。既すでにバックダンサーが破は壊かいされている。叩たたき込まれた爆ばく音おんに、ストリングスの大隊が加か護ごを破壊され、街の震しん動どうと共に跳ね上げられた。

　そして丹に羽わは見た。敵が舞うのを、だ。

　今までとは違う舞。しかし、その舞は、形を持っていないようなものだった。

　ただ高く飛び跳ね、腕を振り回すだけにも見える。はしゃいでいるだけのような動き。

　あれが舞か。だがそのような跳ね上がりをするのは、一人ではなかった。女じよ装そうも、両腕うでも、

　……白魔女ヴアイスヘクセンも！

　誰だれもが、好き好きに跳ね、音と声をあげながら、

「────」

　踊おどり、こちらへの爆ばく撃げきを開始した。
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　ナルゼは喜き美みの指し示じ通りに踊った。

　だが、これが踊りと言えるかどうかは甚はなはだ謎なぞだ。何な故ぜならただ跳びはね、曲げた足裏で尻しりを叩たたいているような、そんなハシャぎ方だ。

　ジャンピングのモッシュ状態。とにかく音を鳴らし、着ちやく地ちと同時に街を揺らすだけ。

「だからそうだよ　安心しろよ」

　唄うたう。飛び跳ねて、重低音を敵に突き刺し、ナルゼは叫ぶ。

「どうとだって取り返せるんだ」

　全く、と、口くち端はに笑えみが浮かぶのを困りながらナルゼは思う。

　……何が楽しくなってるのかしら、私。

　すると、肩をぶつけてきた喜美が、やはり笑みで言った。

「これは祭よ。ナルゼ。朝が来るのを喜ぶ祭。──大おお椿つばきの岩いわ戸と開きよ」

　喜美が、笑みで言った。

　そして彼女が手を空に振る。その動きを追って見上げれば、天てん上じようが明るくなっていた。

　敵を崩くずしつつある。その事実を朝の到とう来らいとして見る自分に対し、喜美が告げた。

「遙か昔、人がまだ人で無かった時代。夜とは恐きよう怖ふの時間だったわ。暗くら闇やみから来るものは、全て危害を加えるもの達ばかり。狼おおかみとかね。武ぶ器きも持っていないような時代だもの、洞どう窟くつに隠かくれていたって、獣けものが一頭とうやってきただけで全ぜん滅めつよ。これは中ちゆう世せいの時代においても変わらない。山さん賊ぞくの夜や襲しゆうで、壁一枚の家が保もたなかったら何もかもが終わるの。

　だから、──ずっと昔、朝が来ると言うだけで、幸福を感じられる時代があったの」

　でもね。

「夜が危険だというのは、いい女には解わかっているものよ。だから言うのよ〝夜遊び〟って。

　これは夜の危険を解っているからこその言葉。そこに遊べる危険な自分を自覚する言葉。そして危険な夜から帰ってきたら、朝あさ陽ひを見て、また大だい事じな日常に戻れる事に安あん堵どするの」

　だから、

「朝に踊って笑えないのは、──夜の危険と日常を忘れてしまった、駄だ目めな女の証しよう拠こよ」

「ケダモノじゃない」

　言って、鼻で笑ってみせるが、こっちはなかなか大変だ。

「俺おれとお前の人生ゲーム」

　爆ばく撃げきを重ねるが、向こうも護まもりが堅い。手て数かずが欲しい。

　……どうにかして──。

　朝が欲しい。空は明るくなってきているのだ。だが、もう、サビもそろそろ終わる。

　向こうはまだ保もっている。こちらが打だ撃げきし、街を揺らすごとに流りゆう体たい光こうの爆ばく散さんを浴びているが、まだまだやる。戦せん術じゆつとしてはもはや防ぼう御ぎよ主体で、凌しのぐ事を主としたらしい。

「いやらしいやり方ねえ」

「逆ぎやく順じゆん返しやったアンタが言えた事じゃないわよ」

　だが、敵の劇げき場じよう術じゆつ式しきはまだ壊こわれていない。バックダンサーはリズムの刻みを重用していたのだから、ドラムの大だい隊たいを狙そ撃げきしていくが、

　……やっぱり、手て数かずに対して、歌か詞しが足りないわね。

　サビをもう一いち巡じゆん行くか。だがそれは、芸げいとしての濃度を薄める。

　ではどうするか、とそう思った時だ。

　不ふ意いに、ナルゼは、跳ちよう躍やくした肩に、別方向からのモッシュを食らった。

　喜き美み達とは逆方向。そこの宙ちゆうに飛び跳ね、肩をぶつけて来たのは、

「……マルゴット！」





●






「オハヨ──！」

　黒魔女シユヴアルツヘクセンが、笑えみを見せるのをナルゼは見た。

　相あい方かたは、黒嬢シユヴアルツフローレンを抱えていた。見れば六弦げんが描かれているが、こちらはギターだ。

「とりあえずコード合わせるけど、もうサビだよね!?」

「何よ一体……、美お味いしいところだけ持っていくつもり？　タルトじゃないんだから」

　全く。見れば、薄く光の差す町まち中なか。他の皆も起き出している。

「ガっちゃんがやったんだよ」

　それに、とマルゴットが言った。

「タルトで最後に残す苺いちご。ナイちゃん、ガッちゃんにあげるよね、こうやって」

　唇くちびるを重ねられた。不ふ意い打うちだが、〝こうやって〟いるのだ。だから舌したを返し、向こうで受け止められて、そして着ちやく地ち。マルゴットが、あは、と笑って、

「貰もらっちゃった」

　いいから、と白嬢ヴアイスフローレンを構えると、マルゴットが黒嬢を構えた。

「戦力二倍。気分は一千倍よ。──見せてあげるわ、〝愛あい繕ぜん〟」
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　丹に羽わは、打だ撃げきが二重になったのを悟さとった。

　重低音だけではない。もはや高音の搔かき鳴らしまで重ねられてきた。

　最初の状態だったならば、対応出来ただろう。だが、ここまでの疲ひ弊へいと、バックダンサーの削けずりが、被ひ害がいの入口となった。

　もはや加か護ごを破は壊かいされ、楽がつ器きを砕くだかれた者達の方が多くなっている。空は青の色を得始め、

『く……』

　堪こらえねば、と丹に羽わは思った。ここで敵のサビを凌しのぎ、自分達は〝沙さ羅ら双そう樹じゆ〟を新しくやり直す。それで全部をリセットして、また夜を始めればいい。

　敵の戦力は二倍になっても、対応は出来る筈はずだ。あと十秒、数秒を凌げば、

「神が投げても　世界が投げても　俺おれとお前はゴール前だろ」

　そう、ゴール前なのだ。だから丹羽は、まだ動けるストリングスに風を起こさせ、

　……凌ぎます！

「安心しろよ　間違っちゃいねえ」

　唄うたう白と黒の魔女テクノヘクセン。彼女達は跳びはね、肩や翼つばさをぶつけ合い、

「いいかよく聞け　馬ば鹿かが正しく　間違わねえなら──」

　叫んだ。

「馬鹿は死んでも治なおらねえ──！」
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　凌いだ。音の打だ撃げきを受けつつも、丹羽はそう思った。

[image: ]

　何な故ぜなら、まだネルトリンゲンの夜が明けていない。結けつ界かいは砕くだかれていないのだ。

　だから丹に羽わは勝つために声を作った。それは〝沙さ羅ら双そう樹じゆ〟の始まりの歌か詞しだ。

『──忘れな草の野を　とうに忘れてしまったよ』

　風が吹く。これを復帰の歌として、丹羽は声を響ひびかせた。

『響く鐘かねの音ねに　何の意味があっただろう』

　そう唄うたった瞬しゆん間かんだった。

　未み明めいのネルトリンゲンに鐘が響いた。

　……は？

　まだ、結界は残っている。ここは〝眠り〟のままの筈はずだ。

　だが、鐘の音が耳に入ってくる。

　遠くから聞こえる響き。その鳴らし場所は、ネルトリンゲンでは無い。

「馬ば鹿かね」

　白魔女ヴアイスヘクセンが、笑って飛び跳ねながら、こう言った。

「アンタが呼んだのよ。鐘の音。朝を告げる鐘の響きをね。だから──」

　白魔女の言葉に重なるように、踊おどり子が、高く飛び跳ねて叫んだ。

「馬鹿の音楽と舞で、天あまの岩いわ戸とが開くわよ──！」

　南の空が割れた。白の流りゆう体たい光こうを散らし、亀き裂れつの入った結界が一いつ斉せいに砕けた。

　戦せん場じようの空が剝むける。もはや〝眠り〟を砕くように砲ほう撃げき音おんの連れん射しやが聞こえるが、丹羽達には、もっと大きな響きと姿すがたが見えた。

　白と黒の八艦かん。

　武蔵むさしだ。

　巨きよ艦かんの表ひよう層そう部ぶから、鐘の音が聞こえる。先さき程ほどからずっと聞こえていたものだ。それは、

『──市民の皆様、準じゆんバハムート級きゆう航こう空くう都と市し艦かん武蔵が、目め覚ざめの加か護ごつき武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの鐘で、朝六時五十七分をお知らせいたします。──以上』
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　鈴すずは、武蔵むさし野の艦かん橋きようで一ひと息いきをついていた。

「あぶなかった、……かな？　よね？　どうだろ」

「危なくても、鈴様の判はん断だんが優れていたのは確かだと判断出来ます。──以上」

〝武蔵野〟が、〝武蔵〟からの時じ報ほう完了の表示枠サインフレームを受け取りながら言う。

「しかし鈴様、眠くなってきた時、万まんが一いちという事で、当艦の鐘を目覚まし代わりに指定されているというのはダイナミックかと判断出来ます。──以上」

　あ、いや、と鈴は慌あわてて小さく手を振った。

「五十、七分？　そ、そこに鳴らせば、ほら、下、騒がしくても、皆、通じる、から」

「Ｊｕｄジヤツジ．、とにかく自分の出番になると集中する方が多いですからね。当とう艦かんの時じ報ほうなら、嫌いやでも時じ刻こくが解わかるものですし、それを浅あさ間ま様が加か護ご強化して下さったのも行ぎよう幸こうでした。──以上」

　ん、と鈴すずは頷うなずいた。まだちょっと眠気の残る頭を振って、しかし気付いた。

　作っていたネルトリンゲンの模も造ぞう。大通りの皆に砲ほう火かが当たらぬよう、既すでに自じ動どう人形達が防ぼう護ご障しよう壁へきを展開し始めているが、

　……北門。

　上に三千人の総そう勢ぜいが、膝ひざをつき、こちらを見ている。だが、北門の下には、

　……長なが岡おか君くん、いる、ね。
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　忠ただ興おきは、北門が開いていくのを、真まっ正しよう面めんに見ていた。

　土地の精せい霊れいが、朝を認めたのだ。それまで〝眠り〟として閉じていたものを、正しい状況に戻そうとして、精霊が門を大きく開けていく。

　……ホントに、開けやがったよ……。

　時間はない。七時まであと三分。だが忠興は、後ろに振り返った。

　南。ネルトリンゲンの南門の向こうに降りた武蔵むさしの巨きよ影えいを前に、魔女テクノヘクセンや、馬ば鹿か共が立っている。彼らは朝日を浴び、そして女じよ装そうが、

「おい！　長なが太ぶと！　早く行ってこい！」

　言って、女装が肩上の両腕うでと共に空を指さした。その指先の向かうところ。朝の空がある。

　青い色。それを見た忠興は、あ、と気付いて、

「スカイブルーじゃねえよ！　戻って来たら張り倒してやるからな！」

　叫んだ後で、しかし、忠興は息を吸った。そして、

「有あり難がとう御ご座ざいましたあ──！」

　頭を下げる。後は背を向け、振り返らず、

　……行くしかねえな！

　北。見れば朝日の当たる田でん園えんがある。小川があり、その向こうに極きよく東とうの居きよ留りゆう地ちがある。

　今、既すでに皇こう帝てい派はと反はん皇帝派の戦せん士し団だんが激げき突とつしているが、忠興は走った。

　真まっ直すぐ、まだ行った事のない己おのれの屋や敷しきへと突っ走った。
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　丹に羽わは、空を見た。

　青の色。もはや何ど処こにも星は無い。吹く風も、東にある田園を通ってきた風ばかりだ。

「全く」

　街の中央、通りの上を、騒いでこちらに来る馬鹿共がいる。下では、起きてきた街の人々が、周囲の戦せん闘とうを気にしながら窓を開け、彼らの行こう進しんを見送っている。それに対する自分は、

「さてまあ」

　足あし下もと。走狗マウスの雷らい獣じゆうや、水すい精せい達がいる。彼らは首を傾かしげ、手を貸すかどうか思し案あんしているが、

「結けつ界かい無しではネルトリンゲンに被ひ害がいを出しますよ」

　走狗達に告げて、丹に羽わは北門上に座り込んだ。角度と高さの位置関係から、もう大通りは見えない。武蔵むさし勢ぜいは下を通過していくだろう。後はもう、他の皆に任せるしかない。

　……ですねえ。

　滝たき川がわの気分が、何となく解わかった。そう、以前に、松まつ永なが・久ひさ秀ひでも言っていた。

　確かにこれは、私達の逆だ。松永が悟さとったものを、滝川は、それがどうしてそうなれるのかを確かめ、去って行く事を選んだのだろう。

　彼らの前情報があったがゆえ、自分は今、どうしてこうなっているかを理解し、

「滝川さん、狡ずるいですね……」

　丹羽は、走狗達を撫なでながら、北門の上に寝ね転ころがった。

「ネルトリンゲン、私達の戦せん場じようは終了です。皆、一休みしたら他の隊たいの補ほ助じよに入りますよ」

　参まいりました、と呟つぶやきながら、丹羽は青の空で視し界かいを埋めた。

「まだまだ表現力が足りませんね。──こんなに青い」
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　ネルトリンゲン北の道を、忠ただ興おきは走っていた。

　左右。東西には戦せん場じようがある。

　中央に巴ともえ御ご前ぜんの一いつ隊たいが布ふ陣じんしているが、それに対し、東と西とから皇こう帝てい派はの戦せん士し団だんが激げき突とつと射しや撃げきを繰り返しているのだ。

　銃じゆう声せいが響ひびき、時には術じゆつ式しきによる爆ばく煙えんや、雷らい撃げきも飛んでいる。

　巴御前の一隊は軽けい装そうだが、左右で背を向け合って凌しのぎ、防ぼう御ぎよ専せん念ねんで耐えていた。

　そこに通つう神しんが来た。巴御前からで、

『諸しよ君くん！　天あまの岩いわ戸とは開いた！　これより私の聖せい譜ふ顕けん装そうで諸君らの回かい復ふくを行う。ゆえに皆、──中央、襲しゆう名めい者しやを通せ！』

「言われなくても解わかってまさあ！　一回回復、待ってました！」

「野や郎ろう共ども、──道を空あけろ！　戦場慣れしてない襲名者だ！　帰り道の分も空けるぞ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と流体光を散らし始めた彼らが一いつ斉せいに息を吸い、水に潜くぐるような低空で敵へと激げき突とつした。

　衝しよう撃げき音おんが東西から走り、吹き飛ばされたり、押し切ったりという動きが生じる。だが、

「行け！　──少年！　君が最後だ！」

　迫っていた前線の間、幅二メートル程の道が曲がりながらも作られる。

　その人波の向こうに、垣かき根ねに囲まれた屋や敷しきが見えた。一分もせずにつくだろう。

　忠興は走った。彼らのたてる金きん属ぞく音や、怒ど声せいを耳にしながら、時に肩をぶつけ、

「有あり難がとう御ご座ざいます！」

　自然と、礼れいが出た。対する皆は頷うなずき、密みつ度どを上げて敵を押し切った。

「構うな！　もしここで瑞典スウエーデンが戦列に戻れば、全体の図式が変わるんだ！」

「そうとも！　もしここで瑞典が戦列に戻れば、瑞典との交流も復活する！」

「そう、瑞典の文化！　あんな画が像ぞうやこんな動どう画がも検けん索さくし放ほう題だいだ！」

　皆は顔を見合わせ、頷きあって、

「原げん動どう力りよく──！」

　敵に肩から激突した。対する皇帝派も黙だまっていない。彼らは、装そう甲こう頼りに押し返し、

「くそう！　発はつ禁きん王国瑞典を取り込もうとは破は廉れん恥ち千せん万ばん！」

「ああそうだ！　者ども、出合え出合え──！　こいつらに姦かん淫いんさせるなかれ……！」

　大だい丈じよう夫ぶかこいつら、と思いはするが、自分は急ぐしかない。だが、通り過ぎていく際、幾いく人にんかがこう言った。

「任せたぞ！」

　任せるも何も無い。元々がこれは自分の望んだ事なのだ。しかし、忠興は頷き、

「任せた！」

　叫びを送ると、彼らは一いつ瞬しゆん、眉まゆを上げ、しかし、口くちの端はしを上げる。そして、

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　全員が、身を低くして、敵の前線を下からかち上げた。
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　前線の停てい滞たいを三みつ成なりは感じていた。

　北部、東西から寄せる戦せん力りよくは、数としては敵に勝っている。だが、

　……士し気き、ですか。

　情報体たいの自分には理解のしにくいものだ。だが、条件として考えれば解わかる。


・目的が明確である事。

・指し揮き者しやが近くにいて、指示が通る事。



　そして何よりも、


・自分達の成果が明確である事。



　これらが揃そろっている。無む論ろん、自分達とて同じだが、一つだけ強い違いとなるのは、

　……彼らにとっては、これが最終目的であり、唯ゆい一いつ目的なのです。

　自分達は、このネルトリンゲンの戦い全体を扱っている。その勝利条件は、敵部ぶ隊たいの殲せん滅めつであり、敵が潰つぶれるまでは戦わねばならない。

　だが、彼らは、ここで終わりだ。これさえやり切ってしまえば、このネルトリンゲンの戦いを〝敗はい者しや〟として降りていいのだ。これは、言い換えるなら、

『勝ち逃げが出来ると、そういう事ですか……！』

　解る。敵の中にあるのは、間違いなく、駆かけ引きだ。

　ここを凌しのいで撤てつ退たいすれば、戦争には負けるが、勝負には勝てる。ならば、

・成成成：『大おお谷たに君！』

　三成は、自分の片割れとも言える相手を呼んだ。

　彼は既すでに、長なが岡おか屋や敷しきへの侵しん入にゆうを行っていた。

・成成成：『──通つう神しんからの屋敷内部への突とつ入にゆう、御お願ねがいします！　長岡夫ふ人じんの爆ばく死しを、先に成立させて下さい！』

・超正義：『Ｔｅｓ．。御安心を、三成君』

　返答は来た。情報体、病原ウイルスの特性として、

・超正義：『既に通神から屋敷内部に突入。──長岡夫人の確かく認にんに向かっております！』
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　大谷は、高速で身を飛ばした。

　長なが岡おか屋や敷しき。屋敷とは言っても、堅く構こう築ちくされた垣かき根ねがあり、内部も入り組んでいる。防備の点で言えば、仕掛けは城しろと同じだ。

　……元々、西洋の城と違い、極きよく東とうの城は、こういう屋敷が濠ほりや垣根を持ち、城になっていったものですからね。

　平ひら城じろとして考えると、パターンが理解しやすい。廊下は刃やいばを振るえないように幾いく度ども折れ、部屋は襖ふすまを閉じて先が見えないようになっている。

　大おお谷たには、流りゆう体たい光こうを散らしながら長岡夫ふ人じんを捜した。

　壁。至る所に爆ばく薬やくが仕掛けてある。時じ限げん式しき。あと二、三分で爆ばく発はつだ。

　……危険な場所ですね。

　実際の処ところ、彼女を捜す意味は、念押しだ。何しろ長岡夫人は自じ爆ばくを望んでいた。それを信じるならば、放っておいても彼女は自らを失わせるのだ。

　だが、と大谷は思う。長岡夫人の言げん動どうが噓うそではないと言い切れないのです、と。

　その場合、彼女は爆死に見せかけ、瑞典スウエーデンに戻ったり、他国に亡ぼう命めいする怖おそれもある。武蔵むさしに逃げ込まれると厄やつ介かいでしかない。あそこ、自分を三キロ遠ざけますからね！

　自分の身体からだは情報体たい。もしも爆発に巻き込まれても被ひ害がいは薄い。だからこその内部検けん分ぶん役やくとなっている訳わけだが、

『……ううむ』

　制御情報プログラムであるため、〝万まんが一いち〟を赦ゆるす事が出来ない。

　おかげで、ちゃんと入口から入ったものだが、

　……何と部屋数の多い屋敷ですか！

・ＡｎＧ：『何かツギー、仕事遅くなーい？』

・超正義：『遠距離からのツッコミ有あり難がとう御ご座ざいます！　でもこの屋敷、かなり本格的な造りで、部屋数などが多いのです！　その確かく認にんに手て間ま取どっておりまして……！』

・きめえ：『そう言えば、極東の文化だと、簞笥たんすとかに忍にん者じやが忍しのんだり、掛け軸タペストリの裏に隠かくし出口があるそうね……』

　仕事を増やされた。

　急ぎ、各部屋の簞笥を下から開けていき、掛け軸の裏なども確かめていくが、

　……いませんね！

　だが確認は超ちよう大だい事じ。だって制御情報ですからね！

・きめえ：『最近の病原ウイルスは家や捜さがしもするのね……』

・超正義：『だ、誰だれの指し示じした仕事ですか!?』

・□□凸：『あの、その任にん務む、シングルタスクの大谷さんより、マルチタスクの石いし田ださんがやった方がいいんじゃないでしょうか』

・成成成：『いえ、あの、私、余よ所その通つう神しん回線乗っ取って行く事は出来ませんので。あと、ちょっと今、多た重じゆう存在を各かく隊たいの指し揮きや加か護ご管かん理りに回してますので』

・超正義：『だ、大だい丈じよう夫ぶです！　そろそろ処理が八十パーセントを超えます！』

　と、廊下の戸を開けたら、そこに今まで以上の部屋が並んでいた。

・きめえ：『……大おお谷たに、アンタの任にん務む処理が二十パーセントくらいに戻ったんだけど』

・超正義：『ぶ、物理的に戻されるとは思いませんでしたよ！』

　だが急ぎ、部屋を開けていく。不ぶ用よう心じんだが時間優先。そして簞笥たんすを開けていると、

『ぬ』

　人の生活している証しよう拠こが、そこにあった。

　下した着ぎであった。

　……何ですかこの派は手でなのは！　瑞典スウエーデン！　けしからん！

　簞笥の中なか身みが埋まっているが、とりあえず大谷は、隠かくし通路などを探すため、その中身を床にぶちまけた。

　無かった。

　仕方なく、大谷は次の部屋に行く。すると、そこは庭に面した一室だった。

　庭に向いた障しよう子じは開いており、ネルトリンゲンの市し壁へきと、その周囲で展開している戦せん場じようを見る事が出来た。そして、

・超正義：『いました』

　大谷は、部屋の中央で眠っている人ひと影かげを確かく認にんした。枕まくら元もとに表示枠レルネンフイグーアを一つ浮かべ、毛もう布ふをはだけるようにした寝姿は、

・超正義：『──長なが岡おか夫ふ人じん。確認いたします』
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　大谷は、外で展開している銃てつ砲ぽうの音を聞きながら、長岡夫人の枕元に寄った。

　顔形、本人と照しよう合ごう出来る。そしてハードポイントパーツに公共アクセスして見える情報も、やはり本人だ。

　だが、アクセスした情報に、一つの術じゆつ式しきが見えた。圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの術式だった。

　……成なる程ほど。

　爆ばく発はつの際、眠っている事を望んだのだ。

　それがどういう意味か、大谷には解わからない。ただ、推すい測そく出来るのは、

　……やはり人間、感情というものの働きなのでしょうか。

　自分には解らない事だからこそ、そうだろうと判はん断だん出来る。彼女はきっと、何か感情に動かされないよう、眠ってしまう事を選んだのだ、と。

『見事』

　大谷は呟つぶやいた。

『最さい期ごの瞬しゆん間かん。見苦しくない姿すがたで終えたいというその決心。……何か最近、自分の周囲にいる酷ひどい連れん中ちゆうに見せてやりたいものであります』

　感かん服ぷくし、座ざ礼れい。しかし、気付けば長なが岡おか夫ふ人じんの寝ね姿すがたが、あまり綺き麗れいではない。最期を綺麗に飾りたいのならば、毛もう布ふがはだけていたりとか、

　……胸むな元もとがそんなはだけているとか、駄だ目めでしょう。

　仕方ない。

『失しつ敬けい』

　断り、大おお谷たには長岡夫人の袷あわせに手を掛ける。そしていつもの癖くせで袷を止めようとして、

『ぬ』

　左前だった。死に装しよう束ぞくとは見事！　と思うが、袷を更さらに開いてしまった。

　いかん、と思い、直そうとするが、

『ぬ？』

　胸が引っかかった。というか、布面積と体積を考えると、どう考えても収まらないように思うのだが、こういう時、病原ウイルスとしてはどうすればいいのだろうか。

　ともあれ、こうなったら力技しかあるまいと、大谷がそう思った時だ。

「人の嫁よめに何してやがるテメエ……！」

　いきなりの怒ど声せいが、廊下側から響ひびいた。
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　忠ただ興おきは見た。よく解わからんが光って派は手でな鎧よろい男おとこが、自分の未来嫁の毛布をはだけて、胸元を開こうとしているではないか。

「この野や郎ろう……！　痴ち漢かんか！」

『ま、待て！　これは誤ご解かいであります！』

「誤解で痴漢か!!」

　違います！　と鎧男が叫んだ。彼は、

『自分は襲しゆう名めい者しや、大谷・吉よし継つぐです！』

「大谷・吉継が痴漢か！」

『人の話を聞きなさい！　状況をよく見れば解るでしょう！』

　言われ、それもそうかもしれんと、忠興は周りを見た。

　隣となりの部屋。簞笥たんすがぶちまけられ、派は手でな下した着ぎが部屋一面に散らばっている。

「テメエ……！」





●






・ＡｎＧ：『……ツギー、何やってんの？』

・黒　竹：『おねーさん思うんですけど、女の人にキョーミ持つのは制御情報プログラムの知ち識しき収しゆう集しゆうとして悪い事じゃないと思うんですけど、場が場ですよね──』

・成成成：『お、大おお谷たに君、何かの間違いですよね……!?』

・きめえ：『そうよ三みつ成なり、誰だれだって間違いを犯おかすものなのよ。そして常じよう習しゆうになるの』

・超正義：『ああもう何だか凄すごく言い訳わけしたいですが時間との勝負が！』
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　三十六歌か仙せんを散さん弾だん銃じゆう状態にしてコッキングした忠ただ興おきは、光る痴ち漢かんの言い訳を聞いた。

『ま、待ちなさい！　自分が何な故ぜここに来たのか、聞いてからにしなさい！』

「風かざ穴あな開ける前に聞いてやろう」

　Ｔｅｓテスタメント．、と痴漢が応じた。彼は、自分の胸に手を当て、

『長なが岡おか夫ふ人じんの爆ばく死しを確かく認にんしに来たのです！』

　忠興はスラッグ弾だんをぶち込んだ。
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　瞬しゆん間かん的に三発。コッキングの速れん射しやを浴び、大谷は吹っ飛んだ。

　……対たい流りゆう体たい加か工こう弾！

　重い三さん撃げきだ。身体からだは庭に噴ふき飛ばされ。庭木に激げき突とつした。

　だが、幾いくら大だい口こう径けいの実じつ弾だんで、対流体加工がしてあっても、自分の身体は情報体たいだ。攻こう撃げきを受ければ削けずれはするが、容易に戦せん闘とう不能になるものではない。

『私に、それで刃は向むかえると思っているのですか……！』

　と、大谷が庭木から身を剝はがそうとした時だ。長岡・忠興がこちらを見た。彼は、あ、と口を開けた顔で、

「おい、後ろ」

『フ、……そんな小こ賢ざかしいブラフに自分が引っかかるとでも？』

　後ろは庭木。そして垣かき根ね。更さらに向こうは戦せん場じようだが、そこから戦力がこちらに届く気け配はいは今のところ感じられない。だが、

「いや、だから後ろ見ろって」

『そんなブラフ、今いま時分に言う事ですか!?』

　と、大谷が声をあげて庭木から身を剝がした瞬間だった。

　背と、庭木の間で、何か鉄が弾はじけるような音がした。

　……ん？

　振り返ると。庭木に、あるものが多た重じゆうで結びつけてあった。

　爆ばく薬やくであった。

　信しん管かんが衝しよう撃げきで入り、一いつ瞬しゆん、確かに白い流りゆう体たい火か薬やくの煙が上がり、

『噓うそお』

　大おお谷たには爆ばく発はつと共に噴ふき飛ばされた。
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　忠ただ興おきは、光る痴ち漢かんが庭で激しく水平方向にバウンドするのを見た。

　庭木、垣かき根ね。手水ちようず台だいの屋や根ね柱ばしら。至る所に爆ばく薬やくが結びつけてあるのだ。痴漢は爆発で吹っ飛ばされた先で、また衝しよう撃げきによって爆発する爆薬に飛ばされ、それを重ねられて、

『あば！　ばぇ！　ごあ！　あぽえぺれぱ、ごぃっ!?』

　最後の疑問詞しは一体何だろうかと思う眼がん前ぜん。最後に地面に落ちた痴漢が、

『ぽぅ……！』

　庭の地面が爆発し、その姿すがたが垣根を越えた向こうへと落ちていく。

　生きてるかどうかは知らないが、当とう分ぶん戻って来られないだろうとは思う。だから忠興は、

「おい……」

　と、爆ばく煙えんの苦にがい匂においがする眼がん下か。

　そこにいた女が、ゆっくりと身を起こしているのを見た。

　生きている。そして起きているのだ。
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　クリスティーナは、事じ態たいをよく理解出来ていなかった。

　……え？

　何な故ぜ、目覚めている。周囲には爆薬の煙の匂いがあるが、自分は死んでいない。

　ただ、目の前に現れた表示枠レルネンフイグーアには、


『圧あつ縮しゆく睡すい眠みん術じゆつ式しき：解除：原因・至し近きんにて戦せん闘とう状況発生。安全のため：確かく認にん』



　とある。よく意味は解わからないが、とにかく途と中ちゆうで起こされたようだ。それに、

「────」

　クリスティーナは、己おのれの視覚に立つ姿すがたに、目を見開いた。

　正面、間ま近ぢか、自分の夫おつとたる少年が立っているのだ。
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　忠興は、何を言えばいいか、解らなくなった。

　先さき程ほど、あれだけネルトリンゲンで吠ほえる事が出来たというのに、今は喉のどが詰まったようで。

　だが、忠興は、腹の奥から、今言うべきを告げた。手を前に出し、

「来いよ」

　言うと、彼女は寝覚めの不確かがあるのだろう。頭を軽く振り、しかしこう言った。

「……駄だ目めでありますよ、ええ」

　だろうな、と忠ただ興おきは内ない心しんで頷うなずく。全く、上う手まい事一つ、この状況で言えねえんだ。

　来いと言われて来る相手じゃねえ。

「死ぬと決めてんのかよ」

「そう……、そうでありますとも」

　眉まゆを浅く立てた顔で、彼女が応じた。

「私がここで死ぬ事で、世界が動くのでありますゆえ、ええ」

「生きてたって、動くだろうが」

「そうではありませんよ」

　彼女が、は、と改めて息を吐き、僅わずかに眉を緩めた。目が覚めたという、そんな顔だ。

　子供扱いだというのは解わかる。そして彼女が、居い住ずまいを正し、諭さとすようにこう言った。

「私には、もう、今まで以上を得る事が出来ないと、そう解っているのであります」

　つまり、と彼女が言葉を繫つなげた。息を吸い、何も寄せ付けないような笑えみで、

「私は、もう、生きていても無む駄だなのでありますとも。ええ」

　忠興は、息を詰めた。

　拒きよ絶ぜつだ。それも、こちらを見ていない。向こうで完結した拒絶だ。

　駄目なのか。そう忠興が、俯うつむき掛け、彼女が頷くような動きを見せかけた。

　その時だった。

・俺　　：『おい、コードネーム・スカイブルー、状況どうよ』
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・岡──：『この野や郎ろう……！　大絶ぜつ賛さん嫌きらわれ中だよ馬ば鹿か野や郎ろう！』

・俺　　：『馬鹿、よく聞け。オメエ、嫌われてるな？　絶対だな？』

・岡──：『ああそうだよ！　今まで、こっちを気に掛けられてた事なんて一度もねえよ！』

　そうか、と馬鹿が言葉を送って来た。

・俺　　：『じゃあ、周りにあるもの、よく見ろ。探せ。最後キメようって場所なら、絶対、オメエの味み方かたになるもんがある。──じゃあ状況進めろ、スカイブルー』
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　……何が何だか解らねえ……！

　と、思っていると、小さな笑みが聞こえた。

「外、待っている方達がいらっしゃるのでしょう？」

「あ、いや、あいつらは……」

「ここにいると、危険ですとも。──表おもてまで送って差し上げるものでありますよ？」

「お前は？」

　問うた先、答えは無い。ただ仕方なさそうな、眉まゆを下げた笑えみがあるだけだ。

　これじゃ駄だ目めだ。だが、

「────」

　忠ただ興おきは、周囲を見回した。馬ば鹿かが言う通り、今ここに、何があるのだろうかと。

　ここは寝具だけのシンプルな場所。隣となりの部屋は下した着ぎが散乱しているが、

「あの、何だか解わかりませんが、見られると恥はずかしいものであります……。ええ」

　だろうなあ、と忠興は思う。しかし、

　……何ど処こにも、何もねえじゃねえか。

　天てん井じようも、壁も、襖ふすまも、まさか模も様ようが重要とか言い出さないだろう。

　何も無い。

　……外した助じよ言げんか。

　と、忠興が思った時だ。ふと、目につくものがあった。

　光と動きだ。小さな表示枠レルネンフイグーア。先さき程ほどから、彼女の枕まくら元もとに浮いていたもの。寝ながら眺ながめる事が出来るような位置にあるそれは、

「……？」

　疑問で、自分が目を留めた瞬しゆん間かんだった。

　彼女が、肩を震わせ、急いでその表示枠を手に取ろうとした。だから、

　……待て！

　忠興は、反射的に動いていた。手を伸ばし、ヘッドスライディングをするようにして、彼女よりも先にその表示枠を確保したのだ。

　畳たたみの床に寝ね転ころがり、追いすがるように這はって来る彼女を手で制し、

「あの、御ご堪かん忍にんを……！」

　構わなかった。忠興は、表示枠に映っているものを見る。それは、

「……は？」

　何処かで見た顔。

　自分だった。





●






　クリスティーナは、彼が呆ぼう然ぜんとした瞬間。その手から表示枠を奪うばい取った。

　慌あわてた動きと自覚出来る動作で、畳を膝ひざで急ぎ、部屋の隅すみに逃げ込む。角かどに背をつけ、表示枠を抱き締しめて前を見れば、姿し勢せいを変えずに、動けなくなっている少年がいる。

　だが、事実は一つだ。

　見られてしまった。

　目の前にいる彼の画が像ぞう。それを掲かかげていた表示枠レルネンフイグーアを、確かに見られた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の中ちゆう等とう部ぶ春しゆん期き学園祭さい。公的な撮さつ影えいによるスナップで、彼が友人達と笑っているところ。その一枚を取り寄せて、笑えみを自分に向けて貰もらっていたのだ。

　……何とはしたない事で御ご座ざいましょう……。

　顔に、自分でも解わかる程熱が上がってきた。両の視覚が緩むのは、涙だろう。

　そして彼が、額ひたいに手を当て、立ち上がった。こちらに身体からだを向け、

　……あ。

　来る。自分はただ、身を縮め、表示枠が見られないように抱きしめるだけだ。

　だが、彼は目の前に来て、膝ひざをつき、こう言った。

「──来いよ」
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　忠ただ興おきは、彼女が震える声で抵てい抗こうするのを聞く。

「だ、駄だ目めでありましょう……！」

　彼女は、それが自分の決定事じ項こうであるかのように、もう一度言った。

「私がここで死ぬ事で、世界が動くのでありますゆえ……！」

[image: ]

「生きてたって、動くだろうが」

「そうではありませんよ……」

　と、彼女が、震える唇くちびるで、先さき程ほどと同じ事をもう一回言った。

「私には、もう、今まで以上を得る事が出来ないと、そう解わかっているのであります」

　つまり、と彼女が言葉を繫つなげた。

「私は、もう、生きていても無む駄だなのでありますとも。ええ」

「──だったらそれでいいよ」

　え？　と彼女が、目を見開いた。

　そう言われると、思っていなかったという反応だ。

　まるで、今の自分のようだ。

　今の俺おれも、あんたがそんな風ふうになるなんて、思ってもいなかった。同じ言葉の遣やり取とりだってのに、何でこんなに違うんだ。だけど、

「そのままでも構わねえ。アンタの命、無駄で、捨てるってんならそれでも構わねえ」

　だけど、と忠ただ興おきは叫んだ。

「無駄だって言うなら、俺にくれよ！　──捨てるんだったら、俺にくれよ！

　俺だったら無駄にしねえよ！　俺だったら捨てずに大だい事じにしてやんよ!!」

　言った先。忠興の視し界かいに、ある動きが見えた。

　彼女の目、その端はしから、零こぼれて落ちるものが一つあったのだ。
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　わ、と彼女が涙をこぼし、両の手で顔を覆おおった。肩を震わせ、何かが壊こわれたかのように、彼女が泣き声を漏もらしていく。

　子供のようだ。

　もはや、忠興は何も言わなかった。丁ちよう度ど隅すみにいるのが有あり難がたい。

　驚くような身体からだの震えをされるが、背と膝ひざ裏うらに手を差し込み、

「よ……」

　持ち上げる。無む理りかと思ったら、

　……お？　いける!?
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・あさま：『オッケーで──す！　長なが岡おか少年、仕込んでおいた重量物懸けん架か用の身しん体たい強化術じゆつ式しきの自動発はつ動どうを確かく認にんしました！　長岡夫ふ人じんと一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしてくると思います！』

・●　画：『つーか、うちの男共と違って、何よこの堂どう々どうとした告こく白はくタイム』

・傷有り：『て、点てん蔵ぞう様は堂々としてました！　私の胸を妹の前で揉もんだんですよ！』

・金マル：『御家族の前で二度目はMURIだろうねー……』

・銀　狼：『あ、こちら、そっちとそろそろ合ごう流りゆうしますわ！　ええと、──ですけど、我が王？　どうして長なが岡おか夫ふ人じんの実状、解わかりましたの？』

・俺　　：『あ？　いや、だって、前に長なが太ぶとの話聞いた時、変に思うじゃね？　嫌きらったり、近寄ったりして欲しくないなら、そもそも会わねえだろ？　京きようの話とかよ、会う機き会かいなんてレアなんだからその時だって避ければ終わりじゃん。──何で会うんだよ』

・賢姉様：『それに、ちょっと妙みようよね。だってあの話だと、彼女の中に、長太が全くいないんだもの。──それで、何で会うのかしら』

・俺　　：『隠かくしてんだよ。俺おれが、人ひと妻づま系けいエロゲを嗜たしなみつつ、表おもてではそれを隠し、しかしテンゾー達のエロゲ話を知らぬ素そ振ぶりで聞いてるのと、──ああ、同じだとも』

・貧従士：『違うと誰だれか言ってあげないと、長岡さんとこが可哀かわい想そうな事になりますよ？』

・あさま：『というかトーリ君、人妻系はやめましょう。ええ、やめましょう』

・賢姉様：『──あら、自分達の事だから？』

・銀　狼：『ホ、ホライゾン!?　そろそろ起きてきて欲しいんですのよ──！』





●






　忠ただ興おきは、急いだ。幾いくつもの紆う余よと曲きよく折せつをする廊下の板を踏み、ただ前に行く。

　腕の中、白しろ装しよう束ぞくの胸がはだけている。それを見て、

「おい、直せ。外に出た時、迷めい惑わくだ」

「──はい」

　と、彼女が、右前に直すのを見て、忠興は一ひと息いきをついた。そして、野や暮ぼだとは思いながら、

「どうしてだ」

「どうしてであります？」

「──写真見て、一ひと目めで惚ほれた」

　そうで御ご座ざいますか、と彼女が微笑する。

「私は、初め、驚きましたのでありますとも。ええ。──だって、十四歳さいの少年が、二十八の女に惚れるなど、思ってもおりませんでしたし」

　しかし、

「恥はずかしいもので御座いますね。思っている間に、気になって、二十八の女が、十四歳の少年に想おもいを抱いてしまうなどと……。恥はじ以外の何ものでもありませんでしょう」





●






・現役娘：『有り！　有りですわよ──！』

・午前様：『まあ、有りかどうかで言えば有りだろう』

・銀　狼：『というか御お母かあ様さまは朝から遠距離ツッコミですの……!?』

・あさま：『あの、すみません、盗とう聴ちよう気付かれたら通つう神しん切られるかもしれないので、抑えて、抑えて頂いただけると有あり難がたいんですが』

・副会長：『あー、言っておくけど、盗聴じゃなくて、状況確かく認にんの常じよう時じ報告だからな？』
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　廊下の端はしが見えて、ああ、と彼女が言った。

「全く……、何もかも、叶かなわぬ人生でありますね。最後の最後、叶うと思っていた事までが、叶わぬものと成り果てたのであります……」

「何だよ、それ」

　はい、と彼女が頷うなずいた。そしてこちらの顔を見つめ、

「……叶わぬ恋をしようと、そう思っていたのでありますよ」
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「来たぞ！」

「道を空あけろ！」

　そして、

「おう、こっち来い、長なが太ぶと！　──嫁よめの紹しよう介かいは後あとでいいから、急げよ！」

　それらの声に導かれ、戦せん場じようの中央に空いた道を、忠ただ興おきは走った。

　屋や敷しきを離れ、彼女を抱えて忠興は行く。すると、自分の走りに応じて、左右の布ふ陣じんがこちらの後ろに回り込んできた。

　もはやこの戦場は必要無い。だから屋敷に背を向け、

「おお」

　前に出た瞬しゆん間かん。背後にした自分の家。まだ一度しか入った事の無い屋敷が、光を放った。

　爆ばく発はつだ。

　屋や根ねが下から打だ撃げきされたかのように持ち上がり、垣かき根ねが四し方ほうへと一いつ瞬しゆん広がったのが見えた。

　直後。

　……うわ。

　屋敷が、大音おん響きようと共に破れた。巨きよ大だいな見えぬ手によって千ち切ぎられるかのように、土の煙に巻き込まれ、屋敷全体が下からの爆ばく圧あつに浮き上がらされた。

　だが、もう一度の打撃が生じた。一回目の爆発で誘ゆう爆ばくしなかった二段目が、着ちやつ火かしたのだ。

　破は裂れつする。爆発によって浮き上がった家屋や庭木が、今度こそ全方位に散った。響ひびくのは雷かみなりの炸さく裂れつにも似た音。そして聞こえるのは、

「……思った以上になるものでありますね」

　忠ただ興おきは思う。こいつがああならなくて、本当に良かったと。

　そして、背後から付いてくる巴ともえ御ご前ぜんの隊たいの皆と、ネルトリンゲン北の野に立ち、忠興は前を見た。視線の先。そこにいるのは武蔵むさし勢ぜいだ。

　よう、と女じよ装そうが言った。

「間違ってたか？」

「間違ってねえよ」

　と、応じ、忠興は彼女を下ろそうとする。そして、

　……あ、やべえ、裸足はだしだコイツ。

・俺　　：『おい、長なが太ぶと。オメエ、俺おれにこれから頭下げる気あるか？』

・岡──：『何だよ。言えよ』

・俺　　：『浅あさ間まが救きゆう助じよセット持ってそろそろこっち来るんだわ。靴くつや着替えもあんぜ』

・岡──：『頭下げなくても寄よ越こせよ！　あと、それ、あの胸のデケえ姐ねえちゃんのサービスじゃねえか！』

　全く、と思いつつ、忠興は、腕の中の大だい事じな人と共に、皆を見渡した。

　馬ば鹿かに対してはどうかは知らん。だが、今、皆に言いたい事がある。

　だから忠興は頭を下げた。

「有あり難がとう御ご座ざいましたあ──!!」
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　さて、と、王おう達と合ごう流りゆうしたミトツダイラは、この地域からの撤てつ収しゆうを思し案あんした。

　方法は単純だ。急ぎ、ネルトリンゲンの中に入ればいい。

　ネルトリンゲンは戦せん場じようにならない。外からの砲ほう撃げきがあるだろうが、武蔵ならば防ぼう護ご障しよう壁へきを掛けて守る事が可能だろう。実際、浅あさ間まも今、ネルトリンゲンの中を通過してこちらに向かっているのだろうし。だから、

「我が王！　皆も、急いでネルトリンゲンへ──」

　という言葉を、ミトツダイラは途と中ちゆうで止めた。

　……妙みようですわね。

　敵の動きが変わった。何な故ぜかは解わからない。今まで、東西から中央へと潰つぶそうとしていた敵の部ぶ隊たいが、今は、

　……北側のみで、積極的な衝しよう突とつをしていますわね。

　どういう事かと疑問に思った時、答えたのは目ではなく、耳だった。

　音だ。

　東の空。そこに来るのは、

「戦せん闘とう艦かん!!」
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　鈴すずは、敵てき艦かんの動きを把は握あくした。

　三艦。遠方からの高加か速そく状態だ。先さき程ほど、武蔵むさしの緩かん衝しよう術じゆつ式しきが作った竜たつ巻まきに巻き込まれ、東に下がった艦かん隊たいがあった。

　あれが今、ネルトリンゲンの大おお外そとから三艦、飛ひ来らいする。

　……捕ほ捉そく、遅れ、た……！

　ネルトリンゲンの結けつ界かいが破は壊かいされたためだ。都市一個分の結界を構こう築ちくしていた流りゆう体たいは、弾はじけた際に天てん然ねんのチャフになる。それが飽ほう和わするのには一分も掛からなかったが、その隙すきを敵は見み逃のがさなかったと言う事だろう。

　だが、捕捉は完了した。そして出た結果は、

・ベ　ル：『あ、あた、る？』

・貧従士：『え!?　疑問形ですか!?』

・ベ　ル：『う、うん、ちょっとこの船、加速、不確か？』

　やはり竜巻の余よ波はだろう。激げき突とつをするという事は、無む人じんの筈はずでもある。

　それらの要因のせいか、飛来する敵艦の加速がやや弱い。

「これは、おそらく、駆く動どう系けいに不ふ備びの出た艦を突とつ撃げきに回したのでしょう。──以上」

　と、〝武蔵むさし野の〟が言い、ネルトリンゲン周辺の概がい要よう図ずを出す。

「敵……。Ｊｕｄジヤツジ．、敵と確定いたしますが、彼らの艦隊の内、皇こう帝てい直ちよく属ぞくではない上で機き動どう力りよくのある艦隊は、先さき程ほどの私達の起こした緩衝術式竜巻アタック、──あ、仮か称しようです。ともあれその影えい響きようで、東に大きく後こう退たいしました。ですが──」

「今、それ、こちらに向かってる、ね」

「Ｊｕｄ．、御ご明めい察さつです。彼らとしては、地上戦の主力が抜けて少々泥どろ沼ぬま化かしたのと、長なが岡おか屋や敷しきの一件が終了したため、艦隊戦での勝利を望んでいる可能性があります。

　ですが、正直、これ以上の戦闘は、私共にとっては単なる損そん耗もう。勝ち逃げを狙ねらうには面めん倒どうな要よう件けんになります。──以上」

「だとしたら、え、ええと？」

「Ｊｕｄ．、──彼らが狙うのは、地上部隊の帰き還かんを足止めし、私共をネルトリンゲンに釘くぎ付づけにする事。その間に東の艦隊を戻し、また戦争再開を望むという事です。

　私共としては、急ぎ皆様を収しゆう容ようし、正まさ純ずみ様には酷ひどく残念な事かと推すい測そく出来ますが、巴ともえ御ご前ぜん様に終しゆう戦せん宣せん言げんを出して頂いただくべきかと。──以上」

　うん、と鈴は頷うなずいた。そして通つう神しんに、

・ベ　ル：『皆、わ、解わかった？　今の』

・金マル：『うん、セージュンが残念なんだよね？』

・銀　狼：『そうですわね。正まさ純ずみが気の毒どくなんですわよね』

・俺　　：『セージュン、夏休み前だから、蟬せみの鳴き声聞きながら、麦むぎ茶ちやでも飲んで、一日中じゆう戦争したかったろうになあ……』

・副会長：『お前ら勝かつ手てに人のキャラ作るな！　というか、向むか井い！　敵てき艦かんの激げき突とつは!?　当たるのか？　当たらないのか？　どっちなんだ？』

　え？　と鈴すずは思った。恐る恐る、模も造ぞうのネルトリンゲンの北を見て、

・ベ　ル：『あ、あの、ね？』

　一応、抗こう議ぎの意味も含めて言ってみた。

・ベ　ル：『な、何で、逃げてない、の？』

・約全員：『…………』

　五秒。

・約全員：『しまった……！』
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　敵艦が、音よりも速く突っ込んでくるのをアデーレは見た。朝日の手前、眩まぶしく飛ひ来らいする三艦は、どう考えてもこっち狙ねらいだ。

「誰だれか！　誰か！　御客様の中に奔ほん獣じゆうをお持ちの方はいらっしゃいませんか！」

「何だアデーレ！　オメエ、自分だけ救たすかろうってのか！　そんな不ふ義ぎ理りは許さねえぞ！　オメエは俺おれ達たちと一いつ緒しよに死んで墓ぼ碑ひの死し因いんに〝こいつらと一緒だから死んだアデーレここに薄く眠る〟って書かれるんだよ！　ハイ決まりです！　アデーレ超ちよう可哀想かわいそう──！」

「喜き美みさん！　喜美さん！　この弟さんをどうにかして下さいよ！」

「フフ、というかアデーレ、さっきネルトリンゲンのパン屋で貰もらったビスケット食べる？」

　口にすると、表面は堅く、内側は溶けるような舌した触ざわり。甘い。

　喜美の持つ紙かみ袋ぶくろを見ると、室むろ町まち時代の老舗しにせ、ドクロマークが諸しよ行ぎよう無む常じようの〝御お洒落しやれ神こう戸べ屋や〟だ。ああ、よく考えたらここ、地ち中ちゆう海かい沿いですもんね。

「──そうじゃないですよ!!」

「いらないの？」

「い、いりますよ!?　でも、あの、敵艦来てますよ！」

　と、アデーレが叫んだ時だった。

　不ふ意いの言葉が、ネルトリンゲンの北門から響ひびいた。

　開いている門。そこを既すでに越え、こちらに向かって来る影は二つ。それは、浅あさ間まと、

「なかなか朝から騒がしいですね皆様。快眠の後だというのに、早速戦争ですか」

　ホライゾンだった。







[image: 第八十七章『感情現場の統括者』]
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　浅あさ間まは、トーリがこちらに飛び跳ねてくるのを確かく認にん。ぶつかると危ないので半歩避ける。

　すると彼はダッシュで両手を前に突き出し、

「久し振りだぜホライゾン！　よく寝たか!?　おおっと、抵てい抗こうせずにモミングタイムだぜ！　何しろ両腕うではさっき撒まいた！　無抵抗で揉もませてくれるよな！」

　ホライゾンが、無む造ぞう作さな膝ひざからの蹴けりを相手の股こ間かんにぶち込んだ。

　酷ひどい音がして、女じよ装そうががくりと膝をつき、頽くずおれる。

「さて」

　とホライゾンが、身を軽く振った。

「合がつ体たい……！」

　土の野を、左右から両腕が突っ走って来た。砂すな埃ぼこりを上げて来た両腕は、ホライゾンの脇わきで跳ちよう躍やく。するとホライゾンが、口くち効こう果か音おんで、

「トゥルットゥットゥットゥトゥッー　デラララララララ　ガッシャアアアアアアン！」

「ホライゾン！　ホライゾン！　デラの辺りで合体完了してますのよ！」

「大だい事じなのは、やり切る勇気です。──あ、浅間様、この辺りに表示枠サインフレームで〝合体・真しんホライゾン〟と表ひよう示じして置いて下さい」

　はあ、はい、ええ、と頷うなずいて応じている自分は、随ずい分ぶん慣れたと浅間は思った。

　だが、彼が、下腹に力を何度も込めながら立ち上がる。そして、

「……ホライゾン、変わった？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、先さき程ほど、目覚めた時、面めん倒どうなので鈴すず様の湯ゆ屋やの脱だつ衣い場じようで一発唄うたって最適化と初期設定やってきました。表示枠が背後にズドーン立ったり風が巻き起こったりでしたが──」

・ホラ子：『すみません鈴様、皆様に手伝って貰もらった方が楽なのでそのままで来ました』

・ベ　ル：『あ、う、うん、夕方からの始し業ぎように間に合わせ、よ？』

「うおおおホライゾン何か凄すごくテキトーになったし仕事が増えた……！」

　ホライゾンが両の親指を彼に挙げて見せる。そして彼女はそれを鳴らし、

「さあ、そんな訳わけでホライゾン、格かつ好こつけてやってきましたが、何ですかこの周囲の敵共。積極的ではないので、仕入れたばかりの〝虚栄の光臨フオス・ケノドクシア〟と〝傲慢の光臨フオス・ハイペリフアニア〟が使えないではありませんか」

「んー、使わなくてもいいんじゃね？　ってか、虚栄と傲慢、入ったの？　オメエ」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷いた。そして彼女は彼に、

「見ていて下さいトーリ様。今、ホライゾンが傲慢をお見せしましょう」

　言って、不ふ意いにホライゾンが、近くにいたミトツダイラの胸を両手で揉んだ。

　皆が静まる。ミトツダイラも、怪け訝げんの顔をしている。するとホライゾンが、深く何度も頷きながらミトツダイラの肩を叩たたき、

「──まあ、この調子で頑がん張ばりましょう、ミトツダイラ様」

　それを見た皆が、お互いの顔を見合わせる。誰だれもが口々に、

「傲慢だ……！」

「ああ、これは確かに傲慢だ……！」

「すげえ！　ホライゾン、ホントに傲慢だ！」

「私の人権何ど処こですの──!?」

　まあまあ、とホライゾンがミトツダイラに両の手の平ひらを見せる。そして彼女は、

「ではトーリ様、これからホライゾンが虚栄をお見せしましょう」

　あ、来ますね、と思ったら、来た。ホライゾンが、こちらの両胸を両手で揉もんだのだ。
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　ミトツダイラは、周囲で皆が静まるのを聞いた。

　怪け訝げんというか、口を横に開いて苦く笑しようする浅あさ間まの正面。ホライゾンが俯うつむいている。

　そしてホライゾンが、がくがくと頷うなずき、浅間の肩に震える手を置き、

「こ、こ、この、この程、度、た、大した、たい、た。……く、こ、こんな、まさか……、密みつ度どが……、そ、想そう像ぞう以上の、何と言う……」

　鈍にぶい汗あせを搔かくホライゾンに、皆がざわめいた。

「虚栄が負けた……！」

「ああ、誤ご魔ま化かしの出来ぬ本心の憤いきどおり……！」

「ホ、ホライゾン！　虚栄！　虚栄ですのよ!?　虚栄頑張るんですのよ！」

「というか私でそれだとミトのお母かあさんとかどうするんですか一体」

「そう言われて見ると、これ、下限は浅くて上限は深過ぎるという尺しやく度どなのでしょうねえ」

　あはは、と皆が笑った。そして、

・ベ　ル：『あ、あたるよ？』

「うわあ──!!」

　皆が慌あわてた動きを取る中、浅間が王おうに手招きした。

　何事かと思えば、浅間がホライゾンの手に彼の手を重ねさせ、

「ハイ、流りゆう体たい供給術じゆつ式しき、こっちはオッケーですから、どうぞ」

　彼女が言うなり、二人が会え釈しやくを返す。ホライゾンが、

「浅間様も、撃うちませんか？　あ、いえ、弓ゆみの方で」

「いやいやいや、そんな、気き遣づかいしなくて大だい丈じよう夫ぶですって」

　気遣い……？　と皆が疑問するが、放ほう置ちの方向で置いておく。

　そして二人がこちらに振り向いた。

「ネイト、後ろ、支えてくれ。反動あんまねえけど。──後ろスカスカしてんの嫌いやじゃん？」

「鎖くさりで椅い子すでも作りますわよ？」

　では、とホライゾンが己おのれの背後から、それを引き抜いた。黒と白の、腕に似た剣けん砲ほう。

「──宗むね茂しげ砲ほう、行きます」

　言うなり、彼女は砲ほう撃げきした。

　朝日の昇る東の空へと、

「眠いですねえ」

　彼女なりの目覚めの言葉を重ね、黒の搔かき毟むしりが天てん上じようへと突き抜けた。

　カウンターとして、悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシの一発が、迫る三艦かんに正面から直ちよく撃げきする。
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「──宗茂様！　宗茂様！　ネルトリンゲンからの報告で、悲嘆の怠惰が何と一発で三艦撃げき沈ちんさせたそうです！　これでヒット率りつ三倍ですね宗茂様！　え？　ち、違います。〝よかったですね誾ぎんさん〟じゃありません！　宗茂様の事です！」
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　鈴すずは、その威い力りよくを知覚した。

　悲嘆の怠惰の超ちよう過か駆く動どうは、搔き毟りの力を持つ。それは戦せん艦かんの正面装そう甲こうにまず激げき突とつし、すれ違いながらも大きく鋼こう鉄てつの板を削けずった。

　後は簡単だった。

　搔き毟りは、内ない殻かくに突とつ入にゆう。その内面とフレームを舐なめるように削りあげた。

　空に、明らかに長く響ひびく削り音が広がり、金きん属ぞくの削り節ぶしが撓たわんで散った。

　そしてそれらの力が、ぬるりと艦後部にまで届き、艦かん尾び側に開けられた穴に通じる。

　直後。三艦は、完全な円えん筒とうだけのものとなり、しかもそのまま筒つつである事も否定された。

　砕くだけ散ったのだ。

「ん」

　とりあえずの脅きよう威いは去った。

　そして鈴の感覚の向く先。ホライゾンの一いち撃げきが収しゆう束そくし、消えて行く。だが、鈴には少し気になる事があった。

　……砲撃の距離が、ちょっと伸びてる？

　どうだろう。もしそうなら、浅あさ間まが言っていた大罪武装ロイズモイ・オプロの云うん々ぬん、という事だろうか。

　解わからないが、以前の砲撃と比ひ較かく出来るようにしておこうと鈴は思った。そして、

　……後は、東からの敵艦隊、だね。

　皆を早めに収しゆう容ようしなければならない。輸ゆ送そう艦かんを使えば楽だが、それは敵艦からの砲撃を食らいまくる事になる。だから今は、

『皆、ネルトリンゲン、急いで……！』

　声と同時に、武蔵むさしが浮ふ上じよう準備を開始する。周囲に莫ばく大だいな霧きりを纏まとい、機き関かん部ぶの駆く動どう器きがフル回転していく。

　鈴すずの知覚は、慣かん性せい制せい御ぎよされた艦かん橋きよう内ですら、機関部からの震しん動どうを捉とらえ切った。

　だが、その時だった。

・武　蔵：『東側！　ネルトリンゲンの南東に強力な流りゆう体たい反応！　反応パターン照しよう合ごう可能。

　当艦の推測では──』

　いきなり、何かがそこに来た。位置は武蔵のほぼ右真ま横よこ。丘の陰の戦せん闘とう艦かんに立つのは、

・ベ　ル：『え、ええと、神しん聖せいローマ、皇こう帝てい!?』

・武　蔵：『Ｊｕｄジヤツジ．！　──マクデブルクで確かく認にんしたものと照合一いつ致ち！　大罪武装ロイズモイ・オプロ〝飽食の一撃フオス・ガストリマルジア〟が、当艦を狙ねらっております。──以上！』
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「すまないね。傀かい儡らいでも、ここで勝ち逃げされると流石さすがに困るんだ。だってここは、私の参加した戦闘で、そして、ほぼ唯ゆい一いつの、華はな々ばなしい戦せん勝しようの場なんだから」

　マティアスはそう言って、丘の陰に停まった航こう空くう戦せん艦かんの甲かん板ぱん上から、武蔵を狙った。

　手にしているのは、黒と白で出来た大型のアーバレスト。

　飽食の一撃。その力は、

「撃うち込んだものの出力を過か剰じようとし、オーバーロードさせる。武蔵に撃ち込めば、機関部は暴ぼう走そうし、もはや当分飛べなくなるだろう。勿もち論ろん、一艦だけだけどね」

　だが、ここで武蔵を止めれば、ネルトリンゲンの戦いはまだ終わらない。

　東の艦かん隊たいが戻ってくれば、勝しよう機きはある。

　だからマティアスは、狙いを確かにする。

　目標は、正直言えば、中央の前艦がいい。橋きよう状じよう艦橋が凄すごく格かつ好こいいんだ。だけど、

「そんな腕が、自分にある訳わけ無いからね」

　はは、と苦く笑しようし、手堅く右う舷げん一番艦にアーバレストの先せん端たんを向けた。

　すると、正面に光の森が立った。

　武蔵が、防ぼう護ご障しよう壁へきを右舷側に全展開したのだ。しかし、

「ああ、あまり無む理りしない方がいい。大変だよ」

　マティアスの言葉に重ねるように、更さらなる光が武蔵の右舷に炸さく裂れつした。

　展開していた皇帝派の艦隊が、武蔵の右舷一番艦に砲ほう弾だんを集中したのだ。更には、

「来たか」

　空。遙かな遠方となる東から、空中を切り裂さいてくるか細い音がする。

　朝日の浮く空を背はい景けいに、東の遠方へ退たい避ひしていた攻こう撃げき艦かん隊たいから、超ロングレンジの援えん護ご砲ほう撃げきが届いたのだ。

「さて、時間差と集しゆう弾だん付きの砲撃だ。格かつ好こいい。たまらないね。──武蔵むさしは、どのくらい耐える事が出来るんだい？」

・成成成：『Ｔｅｓテスタメント．、十二秒後、右う舷げん一番艦の右舷中ちゆう央おう付近の障しよう壁へきに穴を開けます』

「本当かい！」

　凄すごいな、とマティアスは思った。だって三みつ成なり君の言う〝穴〟の位置は、今、私が狙ねらっている場所、そのものじゃないか。

　襲しゆう名めい者しやとは、本当に凄い。そう思いながら、マティアスは数を数えた。

「いーち。……にーい。……さーん。……しーいい！」
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　マティアスの数える声を聞いた三成は、自分の仕込みに満足の頷うなずきを作った。

　己おのれがいるのは、東の空、遠くに退避した戦せん艦かんの艦かん橋きようだ。

　艦隊との連れん絡らく用に多た重じゆう化かしておいた数体の自分が、ネルトリンゲン側にいる自分と連動し、正確な砲撃位置を設定していく。

・成成成：『各かく艦かん、砲撃と同時に西へ移動を開始します』

　目的は一つだ。

・成成成：『可能であれば、飽食の一撃フオス・ガストリマルジアを受けた武蔵を、そのまま私達で破は壊かいします。それが叶かなわずとも、飛び立てぬ武蔵は攻撃によって疲ひ弊へいします』

　だから、と三成は言葉を作った。算そろ盤ばん型の表示枠レルネンフイグーアを展開し、

・成成成：『──慶けい長ちようの役えきでのマイナス分、ここで支払って頂いただきます』

　言葉と共に、三成は計算した。全ての艦からの集弾効こう率りつと、武蔵が瞬しゆん間かん的に発する事が可能な防ぼう護ご障壁の量と表現範囲を比較。そして二秒程の後に、

『マティアス様、御お願ねがいいたします』
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　マティアスは、甲かん板ぱんから乗り出すようにして、飽食の一撃を構えた。

　……凄いな！

　眼前、飽食の一撃が向かう先に空白が開いたのだ。

　たった三メートル程の、防護障壁の隙すき。

　だが、それだけあれば充分だ。御お膳ぜん立だてとして完かん璧ぺき過ぎる。

　相手は巨きよ大だい。隙は目の前。撃うてば当たる。馬ば鹿かでも当たる。それを、〝皇こう帝てい様、どうぞ〟という感じで来たものだ。どう考えても馬鹿対応の御膳立て。

　……傀かい儡らい魂だましいが燃えるね……！

　だって、こんな馬ば鹿かでも当たる一発。それをぶち当てたら、皆が賞しよう賛さんするんだ。襲しゆう名めい者しやもお偉えらいさん達も皇こう帝てい陛へい下か万ばん歳ざいだ。

　ぞくぞくする。だから構えよう。流りゆう体たい光こうを強く纏まとったアーバレストを脇わきと顎あごに付け、

「最高です……！」

　撃うった。
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　流体の矢が飛ひ翔しようしてきたのを、鈴すずは知覚した。超ちよう至し近きん距離だ。防ぼう護ご障しよう壁へきも、

　……穴！

　集しゆう弾だんによって砕くだかれ、作られた穴だ。障壁は一いつ瞬しゆんでまた埋まるものだが、そこを狙ねらわれていたならば、開いた時点でそれは重大な隙すきとなる。

　敵は、こちらの不注意を見み逃のがさない。

　確実に撃ち込まれる一発を、鈴は知っている。あれはマクデブルク。柴しば田た・勝かつ家いえと戦せん闘とうする二ふた代よが、不ふ意い打うちによって蜻蛉とんぼ切ぎりを破は壊かいされたのだ。

　だから飛ひ来らいする矢に対し、鈴は叫んだ。

『二代さん……！』
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　三みつ成なりは、現場に多重の己おのれを備えていた。

　そんな自分達の視覚の中、空に光が大きく炸さく裂れつした。

　快音と共に二つに散った流体光。その正体は、飽食の一撃フオス・ガストリマルジアが武蔵むさしに直ちよく撃げきした光ではない。

「結べ、──蜻蛉スペア！」

　割かつ打だだ。

　空中。マティアスの放った流体の矢が、縦たて割わりに弾はじけていた。

　準じゆん神しん格かく武ぶ装そう。蜻蛉切のスペア品だが、その力は割かつ断だんに匹ひつ敵てきする。

　そして、空に飽食の一撃の矢が破は裂れつした。

　叫びにも来た金切りの音と、高速で散る流体光が全てを照らした。

　直後。三成は気付いた。自分達の眼がん下か、丘に停まった航こう空くう戦せん艦かんの側面を駆かけ上がって来る人ひと影かげがあるのを、だ。あれは、

『本ほん多だ・二代……！』
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　二代は、全速で壁を突っ走った。

　狙ねらいは一つ。

「その大罪武装ロイズモイ・オプロ……！」

　かつて、自分の蜻蛉とんぼ切ぎりを破は壊かいした武ぶ装そう。それによって、己おのれは未み熟じゆくなりにいつもの調子を崩くずした経験がある。自分の力に悩み、ハンマーで打だ撃げきされたり、パン屋で襲しゆう撃げきされたり、喜き美み殿どのにクルクル回されたり、何かまあいろいろあって、何となくプリプリしていたので御ご座ざる。

　だがよく考えたら、

「原因は貴き殿でんで御座るぞ……！」

『逆ギレです……！』

　何か知らない光る侍じ女じよが甲かん板ぱんから叫んでいるが、何で御座ろうかアレ。奇き怪かいな。だが、

『いつの間にそこに！』

　解わからないので御座るか。

「拙せつ者しや、先さき程ほどネルトリンゲンの大通りで健すこやかに目覚めたら、何な故ぜか背負っていた長なが太ぶと殿どのが消しよう失しつして御座ってな！　これは失しつ態たい！　仕方なく、長太殿を捜しにネルトリンゲンを走り回り、途と中ちゆう、ホライゾン様や浅あさ間ま様とすれ違って挨あい拶さつした上で、どうしたもので御座ろうかと相談したら、流石さすがはホライゾン様、長太殿はこちらでどうにかするので、二ふた代よ様は、だったら一発、朝の運動代わりに神しん聖せいローマ皇こう帝ていに引っかけてはどうでしょうかと提てい案あんされたので、今、チョイと市し壁へき上を走ってきたので御座るよ。市壁上なら、ネルトリンゲンの防ぼう護ご範囲なので、そちらの索さく敵てきも結けつ構こう弾はじけると思ったもので御座るし」

『皆の者──！　ジョギング気分のテロリストですう──！』

　もう遅い。二代は、甲かん板ぱん縁べりから下がろうとするマティアスに手を伸ばした。

　正確には、そのアーバレストに、だ。

「失しつ敬けい！」

　摑つかむ。引く。その腕を蹴けって、一気に持っていこうとする。だが、

「……ぬ!?」

　蹴った腕が、変形した。

　足裏に伝わったのは、明らかな弾だん力りよく。骨がないようにも感じた踏み込みは、

「すまないね」

　皇帝が、苦く笑しようした。鞭むちのように曲がった腕を見せ、

「私だって、少しは変へん態たい出来るんだよ」

　変態皇帝……！　と、新感覚な単たん語ごを思った二代だったが、バランスを大きく崩くずしていた。

　しくじった。踏み込みが崩れ、身体からだが傾き、飽食の一撃フオス・ガストリマルジアを摑んだ手が外れる。

　無む論ろん、バランスについては、今の己おのれならばどうにでも出来る。

　だが、傾いた身体は戻らず、手は飽食の一撃から離れていく。

「く……」

　二ふた代よは、甲かん板ぱん縁べりの手て摺すりを外から蹴けった。飽食の一撃フオス・ガストリマルジアは摑つかめていない。それは、今、マティアスが自分の腕に引き、抱こうとしている。

　ゆえに二代は、抵てい抗こうした。蜻蛉とんぼスペアの石いし突づきを飽食の一撃に向け、

「伸しん縮しゆく機き構こう……！」
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　……何と言う執しゆう念ねん！

　三みつ成なりは、空中で複雑な動作をこなしつつ、落らつ下か軌き道どうに入った二代を見た。

　武蔵むさしの副ふく長ちようは、一気に伸ばした槍やりの石突きで、飽食の一撃を跳ね飛ばしたのだ。

　そして彼女は槍を抱き、膝ひざで空に強く回す。

　柄えに引っかけた飽食の一撃を、てこの原げん理りで武蔵むさし側に飛ばそうとする。

　しかし、上う手まく行かなかった。

　持ち主の手を離れた大罪武装ロイズモイ・オプロが、空中で力を失い、アジャストしたからだ。

　光を失い、流りゆう体たい光こうの残ざん滓しが弾はじける。その衝しよう撃げきが、武蔵副長の槍からアーバレストの形を漏もらす事となった。

　外れる。

　空中。飽食の一撃は、こちらの手元に落ちてくる軌き道どうとなった。

　奪うばわれない。そして武蔵副長が落ちていく。

　さよならです、と思うなり、彼女が口を開いた。

「長なが太ぶと殿どの……！　ホライゾン様からの指し示じを果たすで御ご座ざる……！」
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　銃じゆう声せいが響ひびいた。

　ネルトリンゲン北。戦せん闘とうの終わった野の上で、少年が狙そ撃げき銃じゆうを構えていた。

　射しや撃げきの煙が棚たな引びき、そして、弾だん丸がんが飛ひ翔しようした。

　距離一キロ半。そこは空中。落下しようとしていた巨きよ大だいなアーバレストがある。

　堅い音を伴い、アーバレストが被ひ弾だんした。

　飛ぶ。その行く先は、先に落下していた武蔵副長だ。

　彼女は地面が近い事も気にせず、両腕うでを伸ばし、

「受け取ったで御座る！」

　大罪武装。飽食の一撃を確保したのだ。
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　武蔵の正面。ネルトリンゲンの南門に接せつ舷げんした輸ゆ送そう艦かんがある。正面が破は壊かいされた艦だが、浮ふ上じようは可能だ。

　その甲かん板ぱん上で、正まさ純ずみは全てを見ていた。

　向こう、遙かな先。ネルトリンゲンの北門から、皆が戻ってくる。

　一人追加だ。

　長なが岡おか夫ふ人じん。端典スウエーデンの総そう長ちようで、明あけ智ち・光みつ秀ひでとの繫つながりを持つキーパーソンだ。

　……こりゃあ夏休みは、本ほん能のう寺じの変へんにどう介かい入にゆうするかで忙いそがしくなるな。

　彼女がどういった役割となるかは解わからないが、武蔵むさしはまた賑にぎやかになっていく事だろう。

　何な故ぜか唄うたいながら戻ってくる皆に、東からの砲ほう撃げきが与えられる。

「早く戻れ！　防ぼう護ご障しよう壁へきだってタダじゃないんだ！」

　だが、皆と共に自分の隊たいを引き連れて来る巴ともえ御ご前ぜんが、こちらに手を振った。

　巴御前としても、今回の戦いはいろいろと思う事があったろう。だが彼女は、眉まゆを立てた笑えみで、追いついて来る皆の肩を叩たたいていく。

　そして、西の森から影が飛んだ。青の飛ひ竜りゆう。ベルンハルトだ。

　視線を合わせるようにして、正純は会え釈しやくを送った。

　彼が、南西に展開した敵部ぶ隊たいを相手してくれた御お陰かげで、巴御前の隊に向かう追つい撃げきは少なく済んだのだ。

　戦せん況きよう報告に拠よると、

　……敵部隊と相打ちしつつ、敵をほぼ潰かい滅めつか。

　天てん竜りゆうとしての姿すがたが大きく残っている辺り、彼としては満足な結果だったのだろう。

　南西の森から、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の突とつ撃げき隊たいが去る竜に中指立てつつ出てくるのも見えている。

　戦争は終わったのだ。ベルンハルトも、M. H. R. R. の彼等も、

　……またいずれ会う時は、敵だろうか。

　どうだろう、と思って居る間に、天竜が強く飛ひ翔しようした。

　去って行く姿を見ると、苦く笑しようも漏もれる。

「誰だれも彼も逃げ足の早い勝ち逃げ主義者だな」

「正純！」

　右。甲板に下から二ふた代よが上がって来た。

　彼女は巨きよ大だいなアーバレストを両手で持ち上げ、

「──やったで御ご座ざる！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大だい戦せん果かだ。そして──」

　正純は、右手を挙げて叫んだ。

「武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん、副ふく会長、本ほん多だ・正純は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの傭よう兵へい代表として、ここに宣せん言げんする！」

　それは、

「ネルトリンゲンの戦い、武蔵むさし勢ぜいは〝敗はい北ぼく〟を認め、これより撤てつ収しゆうする！　──急ぐぞ！」
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　武蔵むさしが上昇し、朝の空に巨きよ影えいとなっていくのを、左さ近こんは見上げていた。

　ネルトリンゲンの東。本体への合ごう流りゆうを進める途と中ちゆうの事だ。

　輸ゆ送そう艦かんで戻る選択もあったが、何となく、歩きたい気分だった。だが、

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん、何でこんな無む駄だに重いんですよう……』

・鬼武丸：『接続系が切れているんだから仕方なかろう！　歩ける方が不ふ思し議ぎだぞ……！』

　そういうものだろうか。ちょっと重いけど普通に歩けてるんです？

　ともあれネルトリンゲンを北回りで東に行くと、いろいろ見る事が出来た。

　改派プロテスタントの街、ネルトリンゲンは、反皇こう帝てい派はの敗北によって無む血けつで門を開く。だから、

・鬼武丸：『朝食のサービスとか、いろいろ表おもてに出ているぞ、食って行くか？』

・小　姫：『いやいや、あのくらいじゃ足りないですよ？』

　何か凄すごくお腹なか減った。散らばり過ぎたのも結けつ構こうあると思う。だが、

「あ、さっきはどうも！」

　と、幾いく度どか頭を下げられ、

「え？　ええ？　な、何がです？」

・鬼武丸：『貴様が被ひ弾だんして守った連れん中ちゆうがいただろうが、あれだ』

　言われ、左近は足を止めた。

「あ……」

・鬼武丸：『何だ、あ、って』

・小　姫：『ああ、いえ、その……、あれで良かったんです？』

・鬼武丸：『良いも悪いも、貴き様さまがやった事だろうが。──結果は後から付いてくる。やる時に良いか悪いか考えて動くようだと、大体は偽ぎ善ぜんだぞ？』

・小　姫：『じゃあ、じゃあ、私……』

　と、そこまで言葉を作った時だ。不ふ意いに、顔横に表示枠レルネンフイグーアが出た。

　その表示枠は、下に落ちて広がり、そこから一つの影が立つ。

　三みつ成なりだ。
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　……わ！

　実は、本物というか、実じつ像ぞうは初めて見た。だから、三成が、

『あの、左近様、鬼武丸様』

「ななななな何ですよ！」

・鬼武丸：『食いつくな……！』

　この人うるさいですよー。だけど上じよう司しは苦く笑しようして、

『二人とも、見事な働きでした。全体としてはこのような結果ですが、次に繫つながるものを頂いただけたと、そう思います』

　あのう、と頷うなずきながら、左さ近こんは問うてみた。

　一つ、気になる事があったのだ。

「三みつ成なり様？　えーと、何で、私と、鬼おに武たけ丸まるさんを組ませたんです？」

　ひょっとして、自分の生まれとか、そういうのの考こう慮りよがあったりするのだろうか。

・鬼武丸：『ああ、それは私も同意だ。どういう理り屈くつだ』

　Ｔｅｓテスタメント．、と三成が頷いた。

『私としては、綿めん密みつな調査の上で組み合わせを作ったつもりです。つまり──』

「つまり？」

『──面接したところ、左近様の性格を抑え込めるのは鬼武丸様しかいないと判はん断だんしましたし、鬼武丸様の性格を余よ裕ゆうでいなせるのは左近様だけだろうと、そんな判断です』

　自信を持っている口く調ちようで言われ、左近は何とか頷いた。

「……お、おう」

・鬼武丸：『衝しよう撃げきの事実だな』

　ですねえと、言うと、何だか笑いが口から漏もれた。そして左近は、三成の脇わきに手を入れて持ち上げた。

『あ、あの？　左近様』

「約束ですよう」

　可愛かわいい。何があっても、私の性能を絶対に信頼し、重ちよう用ようしてくれる上司。そして、

・鬼武丸：『何してるんだ、貴き様さまは……』

　私が欲しかったものを、全部持ってて一いつ緒しよにいてくれる将しよう軍ぐん様。

　何だか、凄すごく、いろいろと楽になった気がする。

　……何だろうです？

　不ふ思し議ぎな事に、あれだけ帰るのが難しく感じていた実家に、たまには戻ってもいいかと、そんな事を思いもする。

「あはは」

　声が大きい。周りが皆見る。見て見て見て下さいよ私の上司。こんな小さくて可愛いけど、実力者ですよ。

「はは……！」

『な、何が楽しいんですか？　左近様』

「だって、朝ですよ。ようやく、何だかんだと、朝ですよ。晴れていて、皆がいて、それだけでおかしかったら、駄だ目めです？」

　言うと、周囲の皆が顔を見合わせた。そして小さく笑う。

「確かに」

「憤いきどおってたってどうしようもねえ！」

「朝が来て、晴れちまったんだもんな！　落ち込んでたら損なだけだ！」

　皆が、腰を上げ、立ち上がる。

「総員、飯めしを食え！　朝飯だ！　今日きようは夏休み前最さい後ごの日！　艦かんに戻ったら成せい績せき表が通神帯ネツトで送られてくる地じ獄ごくの日だ！　覚かく悟ごはいいか！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

「──覚悟は出来てても、身体からだがついてこないであります！」

「ついてこねえのは頭だろ馬ば鹿か野や郎ろう！」

　その言葉に、皆が笑う。そして左さ近こんも笑う。皆よりも大きい声で上じよう司しを掲かかげて笑う。

　朝が来て良かった。だから、

・鬼武丸：『笑ってろ、貴き様さま。──泣いてもいいから、笑ってろ。それが私も楽だ』

　はいですよ。
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「よーし、これで安心して夏休みや！　次、休み中は京きようや明あけ智ちへの対策思し案あんやな！」

　大おお久く保ぼが、里さと見みの本ほん拠きよ、公園の中央に立つのを、義よし康やすは見ていた。

　既すでに周囲は朝の光に満ちている。自分達は、幾いくつかの指し揮き所じよを他の皆に任せ、武蔵むさし側との連れん絡らく中ちゆう枢すうとしてここにいるのだが、

　……いくら里見本拠の中央とはいえ、遊具のある公園というのもなあ……。

　木製の滑り台に、武蔵の第六特とく務むがハマるようにして寝ている。朝日が眩まぶしくないのかと思えば、義ぎ腕わんを器き用ように屋や根ねのように翳かざしている。

　そしてベンチでは、時とき茂しげが頭から茣ご蓙ざを被かぶって寝ている。毛もう布ふを指揮所に取りに行く前に疲れて寝てしまい、仕方なく日よけとして近くの段だん差さに敷しいてあったのを掛けたのだ。

　脇わきから大おお鉈なたの柄えが突き出しているため、一見死体に見えるのがどうしようもない。

　だが、ふと義康は呟つぶやいた。

「何だか不ふ思し議ぎなものだな。……こういう公園とか、破は壊かいされてるイメージがあった」

「占せん領りようしていたとはいえ、嫌いやがらせしてどーすんねん。……もし北ほう条じようと戦争して勝ってたら、北条の土地の公園、潰つぶすんか？」

　まあなあ、としか言えないのが難しい。

　ただ思うのは、人は見た目に拠よらないというか、

「他人はイメージ通りではないものだなあ」

　と、呟き見るのは、東の海だ。そこには巨きよ大だいな黒と赤の六艦かんがある。

　安土あづちだ。里見にいた者達は、今、安土に撤てつ退たい中ちゆう。輸ゆ送そう艦かん、戦せん艦かん、それらが安土に向かい、艦かん間かんを移動している。

「向こうの連れん中ちゆうも、今いま頃ごろ、甲かん板ぱんで倒れて寝てたりする筈はずや。──同じ人間、立場と権けん益えき、そして国や教きよう譜ふの事情が違うだけやしな」

「なあ。これからどうする」

「は？　休み入ったら、さっき言うた通り、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう工作やけど、あの安土が出て行くまではここで監かん視ししとかんとな。それに──」

　それに？　と問い返すと、大久保が小さく笑った。

「これだけの規き模ぼの撤退。あれだけの大型艦。向こうに戻ろうとしても、無む駄だが生じて捨てざるを得んものが出てくるで。──そこら辺、御ご褒ほう美びにいただくのも悪くないやろ」

「そこら辺、貴き様さまは上う手まいなあ」

「ここにいる限りは、里見解法の交こう渉しよう担たん当とうやねん。任せとき」

　そっか、と頷うなずき、義康は手水ちようず台だいの柱はしらに背を預けた。

　そして、は、と息をつきながら座り込み、

「あ」

　思った。自分の里さと見み解放が、終わったのだな、と。
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　恐らく今、自分は眠いのだ、と義よし康やすは思った。それが、戦せん闘とうや現場のテンションの残ざん滓しで、目が冴さえてしまっているだけ。

　きっと後で派は手でに寝る事になるだろうが、自分からそうしてしまうのは、酷ひどく勿もつ体たいないような気もしている。

　まるで、夜よ更ふかしを延長し続けているような気分だ。しかし、そうして考えると、

「なあ」

「何やねん」

「私な。何だかんだと、この里見解放、期待していたし、楽しんでいたのだろうな」

「不ふ謹きん慎しんやな」

「そう言ってくれると思ったから言った」

　さよか、と声が返る。だが、

　……うん。

　義よし頼よりの事や、姉の事が、少し遠くなったように義康は思った。

　少なくとも、昨夜よりも前。それくらいの距離が開いたように感じる。だから、

「何だろうなあ……」

　座り込んだまま、義康は、東の海に身を向けた。

　そこに安土あづちがあった。あの上や、中には、数時間前まで戦っていた連れん中ちゆうがいるのだ。

　今、不ふ思し議ぎな事に、彼らを近しく思う。

　親しい、ではない。

　敵であっても、義頼や、姉よりも、近い位置にいると、そんな事を感じたのだ。

　おかしな話だ。だが、その感覚を義康は心の中に取っておこうと、そう思った。

　何な故ぜなら、

「あいつらがいたからこそ、私は、義頼や姉達とのわだかまりを無くせたのだしな」

　まだ戦いは続き、恨うらみがまた首をもたげる時もあろう。里見の状況を再確かく認にんしていく中でも、そう言った思いは燻くすぶるのに違いないのだ。しかし、

「何だろうなあ……。壊こわされて、失わされて、それだというのに……」

　何だ。

「……その相手だからこそ、今があるのか」

「違うやろ。──アンタが抵てい抗こうしたからや。強いて言うなら、お互い様やな」

　大おお久く保ぼが静かに言った。

「アンタ今まで片側やったんよ。それが段々、お互いになってったんや。せやから──」

「これから、そうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今までだってそうだったんやろうけど、意い識しき出来るようになったやろ。

　ようやく、再出発のスタートラインに立ったんやろな」

　……あ。

　同じ事を、彼女は言った。自分がちょっと前に、思った事を、だ。だったら、

　……寝るか。

　自分の時間を進めよう。これ以上は、今の時間にもう無いし、理解が出来ない気がする。

　だが、不ふ意いに大おお久く保ぼが舌した打うちした。

「──おい、里さと見み生徒会長、ちと、面めん倒どうやぞ」

「いつもの事だろう」

　違うで、と彼女が言った。

「──君、補ほ習しゆうやで。あ、いや、私らというか、うちの教きよう導どう院いん全員。

　真田さなだ行った時、地ち竜りゆう暴あばれたやろ？」

　何か悪い予感が、と思っていたら、大久保が口くちの端はしで言葉を作った。

「最終日の返へん却きやく答案、あれで吹っ飛んだらしいで」

　ああ、全域竜りゆう砲ほうとか、派は手でだったものなあ、と思うが、

「どうするんだ」

「私に聞くな。──ちと、指し揮き所じよ行くで。加か納のう君もおるし。下へ手たすると武蔵むさしと即そく合ごう流りゆうや」

　そして大久保が、滑り台で寝ている第六特とく務むを起こしに行った。

　自分は時とき茂しげだ。武蔵のテストに関係はないが、自分達の動きは知っていた方がいいだろう。

　なあ、と義康は、大久保に声を掛けた。

「私、釣つりが上う手まいんだ。知ってたか？」

　昔の事。いつも昼ひる頃ごろになると、街の方から誰だれかが呼びに来る。その時、釣ちよう果かを掲かかげてみせるのが、自分なりの小さな誇りだったように思う。今は、随ずい分ぶんと変わったように見えて、

「どうだ」

　今は昼ではない。呼びに来る者も違う。

　だが、呼びに来る者は、やはり、いるのだ。

　近しい者達、親しい者達、遠ざかった者達。そんな事を考え、義康は、前に歩いた。

　そして今、自分が戦果を掲げたいと、ある者達を思い、

「……呼びに来たのが補習の知らせとは、情なさけない話だな。──しかし次は恐らく京きよう都と。明あけ智ち・光みつ秀ひでや、本ほん能のう寺じの変へんにどう介かい入にゆうするか、戦せん果か報告の後、一つ話を聞かせて貰もらおうか」

　前を見て、義康は笑った。そしてもう、振り向かなかった。
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　さて、そんなわけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅦ下』をお届けいたします。一応、上じよう巻かんで「次は下げ巻かん」とか言いつつ、実は中ちゆう巻かんもありましたので、ここまで読んで「あれ？　何か話繫つながらない箇か所しよがあったな……」という方は、一体どうしたらいいんだ……。

　ともあれ今回でいろいろと一いち段だん落らく。頼より朝とも様とか、自分ら世せ代だいでは源げん平ぺい討とう魔ま伝でんで山の向こうから笏しやくでぶん殴なぐってくる人として有名ですが、実際この辺りの人達にも、史実を見ると結けつ構こうなドラマがあったりで、興きよう味み深いです。

　調べていると気付かされるのが、平へい安あんを過ぎ、鎌かま倉くらに入る辺りから、急きゆう激げきに政治家達の記録から見えるキャラに「家族持ちとしての人間らしさ」が出てくる事だったりします。

　それまでは何か、劇げきや別世界の人達を見ているような感だったのが、平へい家けの台たい頭とう辺りからは、氏、家や、役やく職しよく単たん位いではなく、その中の家か族ぞく単位での関かん連れんが増えるからでしょうか。

　宮きゆう廷ていだと親兄弟でも直ちよつ系けい以外は他人や身分違いになったりしますが、この時期の武ぶ家けだと親族経けい営えい基本なのでそうもいかないというか。権けん謀ぼう術じゆつ数すうについては昔からいろいろ多発していますが、それが鎌倉辺りから良くも悪くも「身み近ぢか」になっていく辺り、下げ克こく上じようの素そ地じがあるのかなあ、とか。まあ要するに、政治が「天」のものでなくなれば、誰だれもが機き会かい平等として下克上が始まるよね的な。

　さてそんな訳わけでチャット。

『じゃあ次、何にします？　米べい軍ぐん基地に間違って花はな火び撃うち込んでサイレン鳴らされたとか』

「犯はん罪ざい系けいの他に無いのかよ……！」

『でも大人おとなしめの道路関係だと、最近ちょっと法改正とかで伝わりにくいニュアンスが出てきて、あまり使えなくなりましたからね。そっち、道路関係とか、ありませんか』

「あー、昔、鳥とつ取とりをチャリンコで走ってたらさ、海岸沿いで道路が途と切ぎれてたのな。そしたら向こうの松林に広い道路あるじゃん？　だから自転車担かついでそっち移って横おう断だんしてたらさ」

『してたら？』

「何か右の方から音がするから何かと思ったら飛行機が突っ込んで来ててなあ。追われた追われた。流石さすがに今は違うだろうけど、俺おれの鳥取県の評ひよう価かは〝自転車で滑かつ走そう路ろに入れる県〟だよ」

『基地に花火とあんま変わらないですよ！』

　よくある。ともあれ今回のＢＧＭは、パスピエで「[image: ]」。何かナルゼの徹てつ夜やとか、修しゆ羅ら場ばだと曲きよく調ちよう的にこんなイメージもあったりです。では今回、

「誰が一番、自分を尽くしたのかなあ」

　という辺りで。では次まで、少々お待ち下さいませー。


平へい成せい二十六年四月　花か粉ふんがしつこい朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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